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「モテ」 の 思想 「喪」 の 思想 

二 〇〇六 年、 映画 『ダ •ヴィン チ •コ ー ド』 が 世界的に 大ヒツ トしました。 しか  ① 「ダ •ヴィン チ + 


し、 この 映画が 主張す る 「イエス •キリス トは 実は 結婚して いて 子供 もいた」 という 

チ カンを はじめと する 多くの キリスト教 ft 者が 「キリストへの 冒 1 貿 


説に 対して、 


、、、 

ノ 


だ」 と 怒って いる 理由に ついて、 ちゃんと 理解で きている 日本人は 少ない のでは ない 
でしょう か。 

そもそも、 「イエスに 奥さんが いた」 なんて 話が、 どうして これほど 世界中の 人々 
の 関心の 的になる のでし よう？ 

イエスは 普通の 人間じゃなくて 神の 子 だから、 結婚 しちゃまず いんだろう、 と 考え 
る 方 も おられる かもしれ ません。 しかし、 よく 考えて ください。 神の 子 どころ か、 神 
様 だって 結婚したり セッ クスしたり している 神話の ほうが 多い わけです。 ギリシア 神 
話で も ロー マ 神話で も 日本 神話で も だいたい そうです。 日本と いう 島を 産んだ のは 夫 
婦 神です からね。 つまり、 キリスト教の イエスは かなり 特殊な わけです。 そもそも、 
なぜ 「結婚」 が 「冒 瀆」 なので しょうか。 普通に 考えれば、 人間は 結婚して 子供を 作 
ら なければ ならない 生き物のは ずです。 子 作りを しなければ、 人類は 滅亡して しまい 
ます 

実は キリスト教が 「童貞 宗教」 なのです。 童貞 宗教とは、 童貞 や 処女の 純潔 性と い 
う ものを 尊ぶ 宗教の ことです。 童貞 宗教で ある キリスト教、 特に カトリック において 
は、 人間の 欲望、 特に セツ クスに 対する 欲望は 罪深い ものである とされて きました。 

「モテて はいけ ない」 という 思想です。 


二 〇〇六 年。 アメリヵ 映画。 主演は トム •ハン 
クス。 原作は ダン •ブラウン。 イエスが マグダ 
ラの マリアと セッ クスして 子供を 作つ ていたと 
いう 秘密を 巡る 闘いが 描かれる 歴史 ミステリ— 
だが、 イエス 様が 非 童貞 だとは 何事、 と キリス 
卜 教徒と くに ヵトリックの 怒りを 買つ た。 キリ 
スト教 は 童貞 至上 主義の 喪 男 (注 ③) 宗教な の 
で、 イエスが 非贲貞 なんて 言語道断。 恋愛 資本 
主義 社会は 『最後の 誘惑 j  (第一章 注⑬) や 

r 夕 •ヴ インチ •コ— ド 」 といった 作品に よつ 
て、 喪 男 童貞 宗教 キリスト教を 根本から 書き 換 
えようと している わけ だ。 

② イエス 

BC 七 年頃〜 AD 三 〇 年頃。 処女 マリアから 生 
まれた。 バプ テス マの ヨハネから 洗礼を 受け、 
修行に 励む。 その後、 布教を 開始。 この あたり 
までは ブッダ に似てい るが、 王 や 長者を 次々 と 
帰依 させた ブッ ダと 異なり イエスは エルサレム 
で 捕らわれて 十字架に かけられて しまった。 し 
かし、 なんと！ 三日 後に 『サイ ボ—グ 009 
超 銀河 伝説 j の ハインリヒの 如く 復活した とい 
う。 イエスは 生涯 独身で あったと 信者たち から 
堅く 信じられ ており、 イエスが 非 童貞だった と 
言い出す 者は 口  I マ 法王 や 多くの キリスト教徒 
から 怒られる。 
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この 考え方は ニー 世紀の 消費 社会の 思想とは 正反対です。 

現代 日本では、 童貞は もちろん 処女 も 恥ずかし いこと だとされ ています よね。 

より 多く セッ クスし、 より 大勢の 彼女 •彼氏 •セフレ •愛人が いる ほうが 「カッコ 
いい」 「勝ち 組」 「ィケ てる」 「幸福」 とされて います。 

逆に、 童貞を 貫いて 学問 や 芸術の 道を 究めん とする 人間は、 キモ いと かなんと か 言 
われて 「負け 組」 「不幸な 人間」 だと 決め 打ちされ るよう になっ てし まいました。 

このような 現世 快楽主義 的な 思想を 僕は 「モテ」 の 思想と 名 づけました。 

これに 対して 「モテて はいけ ない」 「童貞は 素晴らしい」 とする 思想が、 「喪」 とい 
う 思想です。 「喪」 の 思想では、 現世は 実に 生きに くい 地獄と されます。 だから 「天 
国」 や 「極楽」 といった 「別世界」 の ユート ピアが 発明され、 語られる ことが 多い の 
です。 つまり 「現実からの 飛翔」 が 行われる のです。 

実は、 哲学 および 宗教の 歴史は、 この 「モテ」 と 「喪」 という 二つの 思想の 争いの 
歴史な のです。 

というよりも、 哲学と いう ものは、 「喪」 という 思想 そのもの なのです ◦ダ •ヴィ 
ン チの 『最後の晩餐』 を 観て ください。 イエスと ヨハネの 間に 「M」 の 字が 隠されて 
いますよ ね。 あれは 「喪」 の M なんです。 ダ •ヴィン チは、 イエスは 「喪」 な 男 (モ 
テない 男)、 すなわち 「喪 男」 だつ たという メッセ ー ジを あの 絵に 隠して いるんで す！ 

本書は、 人類の 文化の 歴史を 「喪 男」 の 歴史で あると いう 視点から 捉え 直そうと す 


る 「喪 男 復興」 の 試みの 第一 弾です。 まずは 「ボス 
排除され てし まつて いる 哲学から 見て みまし ょぅ。 


卜 


モダン 思想」 によって 喪 男が 


③喪男 

ネット 用語で 「モテない 男」 の 意味。 「モテた 
い 男」 は 「鯛 男」 と 呼ばれ、 厳密に 区別され て 
いる。 喪 男とは 「モテたい」 のでは なく 「モテ 
ない」 あるいは 「モテたくない」 男な の だ。 
「非 モテ」 といぅ 呼び 方 も あるが、 これは 「モ 
テ」 に 正の 価値を 置いた 価値 二元論に ょる 差別 
用語な ので 本書では 使わない。 喪 男とは 「非モ 
テ」 ではなく、 人類を 迷妄に 落とし 込んで いる 
モテと いぅ 腐った 価値観を 拒否す る 「拒 モテ」 
なので ある。 
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本当の 哲学とは 「モテない 苦悩」 から 始まる 

恐らく 多くの 人々 が、 哲学と いう ものを 誤解して います。 

哲学の 歴史とは 「現実からの 飛翔」 の 歴史で あり、 そして 真の 哲学者は みな 
「喪 男」 なのです。 

そうです。 哲学とは、 「モテない 苦しみ」 や 「自分が 喪 男で ある 苦しみ」 の 謎と 原 
因を 解き明か そうとする ための 思索 活動な のです。 

すべての 人間が 「モテ」 側に 立てる ので あれば、 哲学は 不要でした。 しかし 現世で 
は、 人間は 「モテ」 と 「喪」 に 二分され てし まいます。 なぜ だ なぜなん だ。 そういう 
存在論 的な 疑問を 抱いた 喪 男 哲学者は、 世界の 意味と か 人間の 精神と いう ものに つい 
て 悩まなければ なら なくなっ たのです。 

そもそも、 酒池肉林の ハー レムで 女に 囲まれて 遊び 踊って いる 六本 木 ヒルズ 族み た 
いな 勝ち 組 IT 長者が、 哲学な どに 人生を 捧げる わけが ありません。 彼らの ような 勝 
ち 組と、 そして、 そういう 勝ち 組になり たがっ ている けど 一生 なれない 大勢の 負け 組 
人間に とって、 哲学とは 「処世術」 のこと です。 要領よ く 生きる ための ハウ ツー こそ 
が 現代 日本に おける 「哲学」 なのです。 その 証拠に 「〇〇 の 哲学」 と 銘打たれた 本を 
書店の | 般書コ ー ナーで 漁って みて ください。 どこに プラトンが おります か。 どこに 
ニ ー チヱが おります か。 「処世術」 と 呼ぶ と 生々 しくて お洒落 じ やない ので 格好つ け 
て 「哲学」 と 言っ ている だけな のです。 

逆に、 本物の 哲学の 専門 コ ー ナ ー に 行く と、 今度は 何を 書いて いるの か さっぱり わ 
からない 頭の 良さそう な 本が 並んで います。 どれ もこれ も 一般大衆に 読まれる ことを 
最初から 拒否した かの ような 分厚い 装丁、 意味 不明の 内容。 これらの 本が いわゆる 


④  酒池肉林 

BC1 一〇〇 年頃の 古代 中国 •殷 王朝で 紂王 
(ちゅうおう) が 開催した 乱交 パー テイ。 「酒を 
以て 池と 為し、 肉を 懸けて 林と 為し、 男女を し 
て 裸に して 其の 間に 相逐 わしめ、 長夜の 飲を 為 
す」 などと いう 凄まじい 酒宴だった。 素手で 猛 
獣を 倒す くらい 強くて 頭 も 良かった 紂 王を こん 
なダメ 君主に してし まった のは 愛人の 妲己 (だ 
っき) という 美女だった そうだ。 で、 こんな こ 
とを していた 殷は 当然 滅ぼされて しまつた。 つ 
まり モテの 魔の 手が 殷を 滅亡 させた の だ。 

⑤  プラトン 

B C 四 二 七 年頃〜 BC 三 四 七 年。 古代 ギリシア 
の 喪 男 哲学者。 師匠が ソクラテスで、 弟子に ア 
リスト テレスが いる。 師の ソクラテスが 死罪に 
なった ため 絶望。 その後、 絶望 先生と なって ア 
ヵ デ メイア 学園を 削 設 。プラトン という 名前は 
厨 幅 •胸幅が 広く ガッチ リ した 体型、 または 額 
が 広い ことから つけられた あだ 名ら しい。 現代 
で 言えば 「ブタ ゴリラ」 とか 「ハ ゲ」 みたい な 
感じだろう か。 ブッ ダ、 イエスと 並ぶ 最強 喪 男 
哲学者の 一人。 プラトニック •ラブを 説いた 
人。 美少年 マニア。 生涯 童貞だった と言われて 
いる。 また お母さんは 処女の まま プラトンを 産 
ん だと 信じられ ている。 本書で 最も 重要な 人 
物。 代表作 『ソクラテスの弁明 j 『饗宴』 『国 
家 J 『パイ ドン』。 

⑥  ニー チェ 

一八 四 四 年〜 一九 〇〇 年。 一九 世紀 ドイツの 喪 
男 哲学者。 子供の 頃から 酷い 頭痛 持ちで、 二〇 
代で 大学教授になる も三〇 歳を 過ぎた 頃から 二 
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「ガ チの 哲学書」 です が、 こんなの 読む 人、 日本に 数千 人し かいません よ。 だいたい 
何 書いて るの かわかり ません。 こういうのは いわゆる 一九 八〇 年代 ニュ ー アカブ ー ム 
の 時から 出て きた わけです が、 つまりは 「知」 という ファッション なのです 「知」 
です。 「知」 と タイトルに 銘打たれた 本を 並べて みて ください。 なんだか 一部の イン 
テリ サブ カル 女に モテそう ではありません か。 どれ もこれ も 著者 近影が なんだか カッ 
コ よくありません か。 そうです、 これらは 「処世術 系 哲学」 とは 対 極に 位置す る 「二 
ュ ー アカ系 •知の 哲学」 です が、 これ も 結局 「モテ」 が 目的と なって いる 点では 「処 
世 術 系 哲学」 とたい して 変わりません ◦ノリが 体育 会 系 か 文系 か、 モテたい 相手が 水 
商売 系の キャ バ嬢 かそれ とも 眼鏡 インテリ フエ ミ 系っ 娘 かとい う 違いだ けなので す。 

これらは いずれも 「現世 利益」 を 求めて 読まれる 本です ので、 本当の 意味では 哲学 
とは 呼べません。 

本当の 哲学とは、 モテつ まり 「現世 利益」 を 目的と した ものでは ないから です。 

本当の 哲学は' 「モテない 苦悩」 から 始まる のです。 

なぜ 俺は モテな いんだ。 なぜ だ。 なぜ こんなに 俺は 貧乏なん だ。 なんで 俺 だけ こん 
なブサ イクなん だ。 なぜ だ！ 

喪 男が そのような 苦しみを 逃げずに 自覚し、 現実 世界の 不条理を 目の当たりに 認識 
した 時、 はじめて 「哲学」 が 生まれる のです。 すなわち、 俺を 不当に 苦しめる この 
「現実」 とはいっ たい 何な のか、 「俺」 と 「現実」 とはいっ たいどう いう 関係なん だ、 
という 探究が 始まる のです。 

そもそも 「現実」 に 満足して いる 人間、 いまは 現実に 不満が あるけれ どいつ か 必ず 
満足で きる と 信じて いる 人間は、 この 世界に 「意味」 だの 「起源」 だのを 問うたり し 


—卜 に。 ショ— ペン ハゥェルの 影響の 下、 「神 
は 死んだ」 と 宣言。 ニヒリズム •実存 哲学 か 
ら 、ィンド 思想に 影響され て 「、水 劫 回帰」 の概 
念に 到達。 ついには 「ルサンチマン」 (怨念) 

に まみれた 人間を 見捨てて 「超人」 という 思想 
を 生み出した。 喪 男 作曲家 ヮー ダナ— と 仲良し 
だった が 後に 絶交。 生涯 童貞だった と言われて 
いるが、 売春婦に うつされた 性病が 原因で 晩年 
に 発狂した とする 説 も 有力。 つまり 素人 童貞 だ 
ったら しい。 モテな かった が 自ら 護身 (第一章 
注⑭) していた わけでは なく、 ルー  •サロメと 
いう サー クル クラ ッシ ャー (第一章 注⑯) 女に 
入れ あげて 苦悩し まくり、 ス ト— カ ー まがいの 
手紙 攻 _ を 行っ たりした。 また 妹 エリザべ— 卜 
が 自分ょりも 先に 結婚した 時には ブチ切 れ た。 
一八 八 九 年に 発狂して からは 妹に 看病され る H 
々を 送った。 代表作 『悲劇の 誕生』 『ツァラ ト 
ゥス ト ラは こう 言った. |一 『善悪の 彼岸 j 『道徳の 
系譜』 『この 人を 見ょ』 『力への 意志』。 

⑦ ニ ュ—ア カ 

ニユ！ アカデミズム。 一九 八〇 年代 日本に 流 
行した 現代 思想 ブーム 。はじめは 個々 の 思想家 
が 雑誌 『現代 思想』 (青 土 社) 誌上を 中心に 真 
面目に 哲学して いただけ なの だが、 それが 
「知」 という モテる ための 「商品」 となった 瞬 
問に 日本の 哲学は …… 。 
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ません。 必要ない からです。 そういう 人は、 この 自分に 都合よ くで きている 「現実」 
こそが 唯一 絶対の 真実で あり、 永久 不変の 世界で あると 信じ 続けようと します。 

従って、 「現実」 という 世界の 意味を わざわざ 探究し ようとす る 人間は、 どいつ も 
こいつ も 喪 男な のです。 あるいは 喪 女 もい るか もしれ ません。 いずれにしても、 どう 
しても 「現実」 に 染まり きれない 心を 持って いるから、 一歩 離れて 「現実」 を 客観 視 
できる わけです。 そして、 「意味」 を 問う わけです。 「俺が なんで こんなに 苦しまねば 
ならぬ のか、 それを 知りたい」 と 欲する のです。 かくして、 「我 キモ い、 故に 我 モテ 
ない」 という コギ トなら ぬ 喪 ギトを 発見した 喪 男たち によって、 哲学が 生まれた ので 
す。 なぜ モテない のか、 そもそも なぜ キモ いの か？ いや そもそも、 「モテ」 だの 
「キモ い」 だのと いった 「価値体系」 には、 どんな 正当な 理由が あるの か？ こうい 
う 大きな 問題を 真面目に 考え出す と、 哲学者の 思考 対象範囲は、 近所に 暮らす ジャイ 
アン や スネ 夫みたい な 同級生た ちから、 いずれは 全世界へ と 広がら ざるを 得ません。 

例えば ジャイ アンを ドラえもんの 道具で やっつけ たって、 第二 第三の ジャイ アンが 
出て くる だけではないです か。 つまり 喪 男が 苦しめられ るのは 目の前の ジャイ アンが 
悪 いんじ ゃなくて 、「ジャイ アンが のび太を 虐げる ようにで きている 世界の 仕組み そ 
の もの」 に 原因が あるので す。 

僕は 以前 『電波 男』 という 自著の 中で、 いかに 現代 日本が 「恋愛 資本主義」 という 
システムに 支配され ている か、 なぜ 貧乏な キモ メンは 何を やっても モテない のか、 と 
いう 問題を 論じた わけです が、 最初は 「負け犬 女 ども 超ム カつ くぜ！ 」 と 思って たん 
です けど、 考えに 考え 続けた 果ての 結論は 「恋愛 資本主義 という 世界の 仕組み その も 
のが 原因な の だ」 という ことにな ったわけ です。 


⑧ コギト 

コギト •エル ゴ •スム 。デカルト (第一章 注 
㉝) が 『方法 序説』 で迪り 着いた 「我 思う、 故 
に 我 あり」 という 発見。 あらゆる ものを 疑って 
も、 自分が 思考して いる •自分が 存在 するとい 
う 事実 だけは 疑えない。 近代 合理主義の 出発点 
であるが、 同時に 観念論の 出発点で も ある。 
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これです、 これが 哲学です。 

ここで 「悪い のは 俺を 愛さない 女たち だ」 と 言っ て 思考を 止めて しまう と、 それは 
哲学では なく、 単なる 他人の 悪口です。 現代 社会の 「モテ」 どもは、 喪 男が モテない 
苦しみを 「自己 責任」 の 四 文字で 縛りつ けようと します が、 そんな 話を 鵜呑みに して 
苦しむ 必要はありません。 喪 男に 責任な どありません！ しかし、 だからと いって、 
自分が モテない 責任を 他人に 押し付けて はなり ません。 超ム カつ くけ ど！ それでも 
原因は この 「世界」 にある のです！ 悪い のは 「現実」 という 「世界」 そのものなん 

て^ ON  —  • 

かように して 僕の ような 喪 男 哲学者は、 それぞれ、 「俺が モテない のは、 世界が か 
くかくし かじか だから だ」 という 真理を 見出します。 真理と いっても それぞれの 喪 男 
が 勝手にそう 考えて る だけで、 つまり 幻想なん です が、 とにかく 何ら かの 確固と した 
自分自身の 世界観 •自分自身の 価値観と いう ものを、 勝手に 作り上げる わけです。 な 
ぜ なら、 社会が 押し付け てきた 価値観の 中では、 喪 男は 惨めな 敗者で しかない からで 
す。 そんな 価値観の 中では 生きられません。 いや、 実は 生きようと 思えば ダン ゴム シ 
のように ひっそりと 生きて いけ るんで すが、 中には 「俺は ダン ゴム シじ やねえ！ 人 
間 だ！」 と 立ち上がる 人が いる わけです。 

そういう 「現実」 に 抗う喪 男が、 時には 犯罪者に なり、 時には 革命家に なり、 時に 
は 哲学者になる わけです。 

少し 硬く 言う と、 「自我を アイデンティファイ する 基本 原則」 を 自ら 作り上げて 言 
語 化しよう とする 運動 こそが、 哲学 だと 言える のです。 つまり、 たいていの 人間は 
「社会」 という 「現実」 の 中で なんとなく 社会が 永遠 不滅の 唯一の 真実 だと 思い込ん 
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でぼ一 つと 生きて いる。 しかし、 あまりに も 虐げられ まくつて いる 喪 男の 中から、 時 
時 「こんな 社会は 本当の 現実では ない！」 と 逆 ギレす る 哲学者が 現れて、 新しい 「俺 
ルー ル」 の 世界観を 作り出す のです。 

苦しみがなければ 進歩は なく、 悲しみがなければ 発展はありません。 

喪 男で なければ、 哲学を 生み出す ことは できない のです。 

『北 斗の 拳』 のフ ドウは ラオ ウに 教え諭しました。 

「悲しみを 知らぬ 男に、 真の 勝利は ない の だ」 と。 

同様に、 僕は 言いたい。 

「喪の 苦しみを 知らぬ 人間に、 真の 哲学は ない の だ 一 


一 元 論と いぅ 「王様の 世界観」 

そもそも 人間の 文明の 歴史とは、 「自我を 支える ための 装置」 の 変遷の 歴史です。 
宗教 も 政治 も 恋愛 も、 すべては 自我を 支える ための 装置です。 人間の 自我は 生まれて 
きた 時には 「タブ ラ •ラサ」 つまり 白紙 だと 言われて いますが、 白紙の ままでは 人間 
は 生きて いけません。 自我がない と 社会生活が 営めません。 自我とは 「自分は だれ だ 
れ であり、 社会の 中で こういう 位置に いて、 こういう 役割を 持って いる」 という 物語 
の 体系です。 すべての 人間は 自我と いう 物語の 体系を 持ち、 その物 語の 中で だけ 生き 
ていける。 物語 n 自我が 壊れる と 発狂したり 失踪したり 自殺した りする わけです。 故 


に 物語の 体系 そのものを 世界から 一掃す る ことは できません ( 18 ぺージ 図 


oil 


)0 


ところが、 すべての 人間の 持つ 物語が、 その 人に とって 最善の 


最善は 無理で も 


せめて ぎりぎり 満足で きる ものになる かとい うと、 そうはな りません。 なぜなら 自我 


⑨  「北 斗の 拳」 

原作 •武論 尊、 作画 •原哲 夫の マン ガ 。一九 八 
〇 年代 『週刊 少年 ジャンプ』 で 連載され た。 核 
戦争後の 荒廃した 地球で 北 斗 神 拳の Is 承 者 ケン 
シロウ や 世紀末 覇者 ラオ ウ たち 超人的な 拳法 家 
が (基本的に) 素手で 闘う という 夢の ような ボ 
ン クラ 喪 男 ヮール ドを 描いて 大人気に。 異常な 
性格と 熱い 魂を 持った 喪 男たち が 続々 と 登場し 
て 片時 も 目が 離せない。 アニメ も大 ヒットし 
た。 

⑩  フ ドウ 

『北 斗の 拳 j に 登場す る 南斗 五 車 星の 一人。 か 
つては 人の 心を 持たない 鬼畜 殺人鬼だった が、 
幼女 ユリアに 萌え 狂って 回心。 いきなり 善人と 
なり、 以後は 身寄りの ない 子供たち を 養子に 迎 
えて 暮らす。 「愛を 知らない 喪 男が 萌 えに 救わ 
れ る」 という 僕の 着想は フ ドウから 与えられた 
の だが、 よく 考える と 果たして フ ドウに 子供を 
預けて 本当に 大丈夫な のか。 ちなみに 身長は 一 
〇メ— ト ルぐ らい あつた。 

⑪ ラオ ウ 

『北 斗の 拳 』 最強の 男。 ケン シロウの 兄。 「世紀 
末期 者 拳 王」 を名乘 り、 乱世を 武力と 恐怖で 平 
定 しようと した。 しかし ケン シロウの 許嫁 (い 
いなずけ) ユリアに 魂を 奪われた ために ケン シ 
ロウと むやみに 対立。 病魔に 冒された ユリアに 
自分の 気を 分け与えた 状態で ケン シロウと 闘っ 
て 敗れる。 最後は 「我が 生涯に 一片の 悔いな 
し！」 と 叫んで 自決し 伝説と なった が、 後に 実 
は 隠し子が いた ことが 判明して ガッ カリ。 ユリ 
アに 操を 貫いて 萤貞 のま ま 死ん だんじ ゃな かっ 
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は 他人の 自我との 関係 性の 中で だけ 自我で ある ことができる からです。 ですから、 誰  たの か YO! ユリァを 求めて 童貞の まま S 
S どこ S 妥協し なければ ならない。 すべて S 間が 「俺 S 王様で ハ— レムの、 王 一 ■s fs o^ gg ^i 承 者に 
だ」 という 物語を 持つ ことは 許されない のです。 それが 現実です。 

いわば 「現実」 とは 「ネット ワ ー クゲ ー ム 社会」 みた いなもの です。 全員が 王様の  白ぃ 石版。 「白紙」 (ホヮィト •ベー パー)。 ィ 
役で プレイで きる わけでは ない。 負ける 奴 もい ます。 スライム としてし か 存在で きな 
い 奴 もい ます。 なぜなら 「現実」 には 限られた リソ ー ス しかない からです。 その 限ら 
れ たリソ ー スを 大勢の 人間で シヱ ア しなければ いけない のです。 「現実」 とは、 分譲 
賃貸 マンションみ たいな ものです。 男なら 誰し も 一度は ハー レムを 持ちたい と 思う も 
のです が、 そんな ことを 「現実」 で 実現で きる 人間は ごくごく ごくごく ごくごく 一部 
です。 言うまでもなく 女の 数が 足りない からです。 人類 全体で 見れば 男の ほうがち ょ 
っと 多いだ けな わけです から。 それに ハー レムの 維持費 だって バカに なりません。 市 
場を 流通して いる お金に だっ て 限りが ある わけです し。 

しかし、 それでも、 ハー レムを 作る 奴は 作る。 すると、 一生 童貞を 余儀なく される 
男 も 生まれる。 王様の 陰には、 常に 多くの 喪 男が いる わけです。 一人の モテ モテ イケ 
メンの 陰に、 一〇〇 人の 喪 男が いると 言っても いいで しょう ( 18 ぺ—ジ 図 〇  -  2)0 
イケ メンの 王様は、 この 「現実」 が 永遠に 続けば いいのに、 と 思います。 当然です 
な。 次に、 この 「現実」 こそが 永遠 不滅の 真の 世界な のであって、 それ 以外に 「現 
実」 は 存在して はならない、 と 考えた がります。 革命なん か 起こされたら 困ります か 
ら ね。 


ギリスの 経験主義 哲学者 ジョン •ロックは、 人 
間は タブ ラ •ラサつ まり 何ら 観念を 持たない 真 
つ 白な 状態で 生まれて くると 考えた。 

⑬ スライム 

f ドラゴンクエスト j などの RPG に 登場す る 
ザ コモン スタ—。 ザコ といえば スライム。 姿 
は、 ヌル ヌル •ドロ ドロした 固体と も 液体と も 
つかない ゲル 状の 物体。 アメー バ—が 巨大 化し 
たょうな もの。 二〇 世紀に 脳 内発 明され た。 た 
いてい 経験 値 稼ぎと か GOLD 目当てで 勇者に 
狩られる。 直接 触れる オモ チヤの スライム も販 
売され ている。 筆者は 幼い 頃に この オモ チヤの 
スライムを 収集して いたの だが、 当時の スライ 
ム には 時間が 経つ と 水分が 蒸発して 固まつ てし 
まう という 欠点が あつた。 そこで 科学 精神に 満 
ちた 幼い 筆者は、 スライムが 入つ ている バケツ 
の 中に 水を 注ぎ込ん だので ある。 するとた ちま 
ち 恐ろしい 悪臭が 発生し、 ネチ ョネ チョに 軟ら 
かくな つた スライムの 表面からは ボ コボ コと不 
気味な 気泡が …… ！ 筆者は、 惡 夢の 新生物が 
誕生す るので はない かと 真剣に 恐れた の だつ 
た。 


ここに 


元 論」 という 思想が 生まれます。 


元 論とは、 この 世は たった 一つの 「真実の 世界 H 現実 一 だけで 構 或され ていて、 


自我が 白紙の ままでは 人間は 
何を やって いいの かわからず、 
カオス 状態と なる。 


文明と いう 物語を 産み出す こ 
とで、 これまで 人間は 何とか 
生きて こられた。 


図 0 —  1  すべての 文明は 自我の ための 物語 


「現実」 で 主人公の 勇者を プレイで きる プレイヤーは、 ごく 一握り 0 そのごく一 握りの 勇者が、 リソースの ほ 
とん ど 全てを 独占して しまう。 残りの プレイヤー は、 勇者に 斬られて GOLD を 奪われる だけの ザ コモン スター。 

囡 0  —  2  多くの 人間に とって 「現実」 とは 糞 ゲーです 
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世界は 永遠に 何も 変わらない、 という 思想です。 これは 「王様の 世界観」 です。 王様 
の 「俺 ルー ル」 と 言っても いいです。 ジ ヤィア ニズム です。 

しかも、 大多数の 人間は、 自分自身は 王様では ない の にもかかわらず、 この 一元論 
を 自分の 自我の 根幹に 据えて しまう のです。 王様に 強制され たり 洗脳され たりした か 
ら という 側面 もあります が、 むしろ 自ら 進んで 一元論を 受け入れる のです。 いまいち 
現実に 不満が あったと しても、 「起きて みたら 革命が 起きて 一文無しになる かもしれ 
ない」 とか 「目が 覚めたら 甲虫に なって いるか もしれ ない」 みたい な 流動的な 世界観 
は 自我を 不安に する のです。 カフカの 文学み たいな 世界が 本当に やってきたら 困る の 
です。 

ですから、 一元論は ほとんど すべての 人間の 自我の べース になって いると 言つ てい 
いでし よう。 映画 『マトリックス』 では、 みんな マシ ーンに 眠らされて 夢を見て いる 
だけな のに、 その 夢を 「現実」 だと 信じて いますよ ね。 あれと 同じです。 


映画 『マ ト リックス』 の ネオ もまた 喪 男 哲学者で ある 

でも、 時々、 バグと いいます か、 目を覚ます 奴が いるんで す。 「なんだ よ、 何が 現 
実 だよ？ みんなで 同じ 夢を見て る だけ じ やない か、 全部 幻想 じ やね 一 か！」 と 言い 
出す 奴が 出て きます。 これが 喪 男です。 あまりに も 与えられた 「現実」 が 起い と、 ィ 
ヤ でも 目が 覚めて しまぅ わけです。 中には 犯罪者になる 人 もい ますが、 犯罪者に なっ 
て 暴れる 人の 場合、 「現実は 耐えられな いけど、 やっ ぱ 現実は 現実 だよ な」 といぅ ド 
ダマの 罠に 陥っ てし まっている のです。 一方、 犯罪者に ならないで 芸術家 や 哲学者に 
なる 人の 場合、 「現実は 耐えられない。 そして、 現実は 本当は 夢に すぎない。 だから 


⑭ 王様の 「俺 ルー ル」 

例えば、 ョーロ ッ パの 絶対 王制を 正当化す るた 
めに 考え出された 「王権神授説」。 これによ る 
と 王権は 神から 与えられた 神聖 不可侵な ものな 
ので、 のび太に 口出しす る 権利な どない とい 
う。 そんな バヵな。 

© カフカ 

一八 八 三年〜 一九二 四 年。 才—ス ト リアの 喪 男 
作家。 プラハ 生まれ、 プラハ 育ち。 「ある 朝、 
起きたら 虫に なって いた。 家族が キモ がるので 
仕方なく ひきこもりになる」 という 喪 男の 不条 
理な 苦悩を 描く 『変身』 で 有名。 本人は 背が 高 
くて モテ モテだった が、 父親が ジャィ アン だっ 
たため か、 はたまた 身体が 弱かった せいか、 生 
涯 結婚せ ずに 意固地に 独身を 貫いた。 自分から 
婚約を 破棄して 逃げ出して 後で 一人 苦悩す る こ 
とも しばしば。 本書で 何度も 登場す るよう に、 
この 「婚約を 破棄して 逃亡して 絶望す る」 とい 
う 行動 パ ターン は 喪 男 作家に 顕著な 特徴で あ 
る。 代表作 『変身』 『審判』 『城 j。 

⑯ 「マ ト リツ クス」 

一九 九九 年に 公開され た ハリゥッドの SF 映 
画。 監督は ジャパ ニ メ  —シ ョン オタクの ゥ ォシ 
ャゥ スキ— 兄弟。 兄弟 揃って 喪 男。 「この 世界 
は 実は マシ ーンが 人間に 見せて いる 共同 幻想 = 
夢に すぎな いんだよ！ 本当の 世界は、 ィヵ 型 
ロボットと 人類が 洞窟で 闘って いる SF 世界な 
ん だよ！」 「な、 なんだ って—!」 という 内容 
で、 全世界の 喪 男 & オタクを 驚喜 させた。 しか 
し、 続編では ヵリスマに 祭り上げられて しまっ 
た 喪 男の 苦悩が ありあり と。 
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俺が 頭の 中で 現実を 書き換えても いい」 と 気づく わけです。 革命家は この 両者の 中間 
ぐらいで しよう か。 

『マトリックス』 で 言えば、 ネオが 哲学者、 モー フイ アスが 革 叩 家に あたります。 
人と も 現実では さっぱり モテない 文字通りの 喪 男です。 ネオは 社内 ニー トで ひきこも 
りの パソコン オタク。 童貞 臭いです。 モ ー フイ アスは オカルト オタクだった のが 災い 
して イケ メンに 彼女を 寝取られて います。 二人とも 意地で も 現実から 脱出したがって 
います。 ネオなん て、 本当は 「アン ダ ー ソン」 という ショ ボい 名前な のに、 勝手に 自 
分で 「ネオ」 と 名乗っ てる わけです。 モー フイ アスは 「現実なん て 妄想 だ」 という 教 
えを 信じる 同志を 次々 と 作って、 武力 闘争す る 革命家に なりました。 対する ネオは ひ 
た すら ウジ ウジして る だけな ので、 喪 男 哲学者と 言える でしよう。 しかし 「悟り」 の 
度合いから 言えば、 イヤな 現実を 打倒 すれば いいんだ と 思って いる モー フイ アス より 
も、 「現実を 破壊 すれば 良い という わけでは ない。 マシ ーンが 支配す る 『現実』 も、 
目を 醒 ました 喪 男たち が 作り上げ たもう 一つの 世界 も、 どちらも 同じ 『幻想』 なの 
だ」 と 気づいて 悩み 続ける ネオの ほうがより 深い わけです ね。 

シリ ー ズ 完結編 『マトリックス •レ ボリ ユー ショ ンズ』 において、 ネオは イ ケメン 
(映画 中では 「マシ ーン」 という 姿で 登場し ます。 無論、 資本主義 社会 そのものの 象徴です) が 支 
配す る 現実と、 喪 男たち が 集まっ ている もう 一つの 現実と を 和解させる ために、 なん 
と イエスの ように 自ら 十字架に かかります。 ここまで くると 哲学者を 通り越して 救世 
主にな ってし まう わけです が . 。 

革命家 モ ー フイ アスは 「既存の 悪い 現実」 VS. 「俺の 正しい 現実」 という 世界観で 動 
きます。 っまり 原始的な 二元論と いいます か、 「善悪 二元論」 です ね。 古い 現実が 夢 


⑰ ネオ 

『マトリックス j の 主人公に して 伝説の 救世主。 
喪 男。 昼間は ボン ク ラサ ラリー マンの アン ダ— 
ソン だが、 夜は ネツト ハツ カ！ ネオと して 
「PCIGIGAJ や 「ラジオ ラィフ」 に 怪し 
い CD を 売って 暮らして いる。 救世主な ので マ 
シーン を 打倒し 人間を 解放す るは ずだった が、 
第二 弾 『マトリックス •リロー デッド』 で 童貞 
を 捨てた あたりから 急激に へ タレ 化。 完結編 
『マ ト リツ クス •レ ボリ ユー ショ ンズ j では 人 

H 知能 少女に 萌 えて 「マシ— ンも 人間 も 同じ だ 
よ」 と 言い出す。 

⑬ モー フィ アス 

『マトリックス j の 名 脇役。 ネオを 救世主と 信 
じて 奇行を 繰り返す。 その 過激な 急進的 救世主 
主義の ために 彼女に 逃げられた 過去が ある。 予 
言 頼みな ので、 戦略ら しきものは あまり 持って 
いない。 とにかく 困ったら 予言者の 元へ 行って 
いたよぅ な 印象が ある。 
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—  3  イケ メンは 一元論、 喪 男は 二元論 


である ことには 気づいた けど、 これから 自分が 作ろ 
うとして いる 現実 もまた 夢で しかない ことには 気づ 
いていません。 

しかし ネオは、 いずれ かの 現実が 唯一の 正しい 現 
実 だとは 考えません。 古い 現実を 打倒しても、 新し 
い 現実が ドグマ 化される だけで、 人間の 苦しみは 終 
わらない のです。 そこで、 両者の 和解と 共存の ため 
に 死ぬ という 選択肢を 選びます。 ネオの 二元論は 二 
元 論の 中で もより 哲学的に 深い レベルに 達した 相対 
主義 的な 二元論な のです。 だが、 相対主義は、 多く 
の 人間を 不安に します。 だから ネオの 考えは ほ とん 
どの 人間に 支持され ませんで した。 『マトリックス 
•レ ボリ ユ ー ショ ンズ』 の ラス トが ファンに ガ ッカ 
リ された のは、 そういう 理由から です。 ファンは、 
ネオが 「喪 男たち の 本当の パラダィス」 を 実現 させ 
る 道を 教えて くれる と 信じて いたわけ です (図 〇丨 
3)。 

現代 日本は 「恋愛 資本主義 社会」 という 「現実」 
に 支配され た 世界です。 恋愛 こそが すべて、 モテ こ 
そがす ベて。 そんな 悪夢の ような 前代未聞の 社会が 
実現して しまつた のです。 現代では 「哲学」 という 
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本来 喪 男が 生きる ために 必須であった ものまで が、 「モテる ための 商品」 にされ てし 
まって いるので す。 現代は、 喪 男に とっては 真の 地獄です。 ですから、 いまこ そ 「哲 
学」 が 復興され なければ いけない のです。 哲学とは、 モテない 喪 男に ょる 「現実 認 
識」 と 「現実からの 飛翔」 の 歩みの 歴史だった のです から。 本書では、 「この 現実は、 
実は 幻想に すぎない」 といぅ 「悟り」 から 「現実からの 飛翔」 に 至る 道 だけでなく、 
その 先、 ネオが 指し示せなかった 道、 すなわち 「喪 男の パラダィス」 を、 暴力革命を 
起こす ことなく 平和 裏に 実現す る 方法を 探究して いきたいと 思います。 


n±iL 


世捨て人の 出現 


24 


なぜ 力— スト 制度が 存在す るか 

さて、 高校の 倫理の 教科書を 開いて いただく とお わかりの ように、 紀元前の ほぼ 同 
時期に、 地球上の 各地に 偉大な 哲学者 •宗教家が 同時 多発 的に 発生して います。 古代 
ギリシアの プラトン •中国の 孔子 •ィンドの ブッ ダ、 •生年は やや 遅れます が ナザレの 

ィエスです。 

このうち、 中国の 孔子は 「怪力乱神を 語らず」 という 合理主義を 説いた ので、 「現 
実からの 飛翔」 を 目的と した 「喪 男 哲学」 の 系譜からは 少し 外れて います。 ありてい 
に 言えば このような 合理主義は 文明が それなりの レベルに 達して いて 自然を 克服で き 
る 力を 持って いなければ、 つまり 人間が 自らの 能力に 対して それなりの 自信を 持って 
いなければ 生まれて きません。 つまり、 当時の 世界では 中国の 文明が 一番 進んで いた 
ので、 中国から いちはやく 合理主義が 生まれて きたので はない かと 考えられます。 

孔子は、 人間は 礼 (道徳) によって 理想の 世界を 実現で きる と 説きました。 これは、 
「道徳」 という 一定の ルー ルを 徹底させる ことで 人間の 内面 世界に 宿る 「理想」 (本書 
では 三次元 世界」、 略して 「二 次元」 と 呼びます) と 人間の 外界に 広がる 「現実」 (本書では 
「三次元 世界」、 略して 「三次元」 と 呼びます) とを 入口 致させる ことが 可能になる、 いやむ し 

ろ それぞれの 人間が 持つ 内面 世界の ほうを 「現実」 という 巨大な 物語の ほうに 合わせ 
てし まえばい いの だとい う 一種の 楽観論 的な 一元論です。 多くの 人間に とっての 「現 


①  孔子 

BC 五 五一 年〜 BC 四 七 九 年。 中国の 思想家。 
魯の 国に 生まれ、 春秋 時代に 儒教 教団を 率いて 
活躍した。 理想主義を 唱えた ので 実際の 政治と 
はかみ 合わず 放浪した あたりは ブラ トンに そっ 
くり。 しかしち やん と 子供 も 孫 もいた あたり、 
プラトン やブッ ダ、 ィエスの ょぅな 喪 男 哲学者 
のぅちには 数えに くい。 代表作 『論語』 『春 
秋』。 

② ブッ ダ 

BC 六 世紀 頃〜 BC 五 世紀 頃。 本名は ゴ— タマ 
•シッダルタ。 カピラ バス トゥを 治める シャカ 
族の 王子と して 生まれた が 二 九 歳で 出家。 七 年 
ほど 苦行す るが、 こんな 極端な ことを していて 
も 悟れない と 気づいて 苦行を 放棄。 中道 路線を 
取って 悟りを 開く。 八〇 歳の 頃、 キ ノコに あた 
つて 没した。 
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▼  +  +  +  + 

の カース ト 制度から 排除され た 人は、 いよいよ 人間 あつかい すらされなくなる 

例： フィギュア 萌え族 （仮） 

図 1 —1  イン ドの カース ト 制度 


実」 が 悲惨な 状況の 場合、 このような 仕組みを 維持す る ことは 絶対に 不可能です 故 
に、 それなりに 文明が 発達し、 自然を 支配して いなければ、 この 一元論は 成立し ませ 
ん。 

これに 対し、 プラトン、 イエス、 ブッ ダの 三人は、 「怪力乱神」 を 語らない どころ 
か、 怪力乱神に ついての 哲学を それぞれ 妄想した、 もとい、 打ち立て たと 言えます。 
この 三人のう ち、 日本の 文化に もっとも 大きな 影響を及ぼ したのは 言うまでもなく 仏 
教の 開祖で ある ブッ ダです。 

という わけで、 まずは ブッ ダの 本質が 「喪 男 哲学者」 であっ たこと について お話し 
しまし よう。 

ブッ ダは 紀元前 六 世紀 中頃に、 インドの 小国 カピラ バス トゥの 王子と して 生まれ ま 
した。 ブッ ダと いうのは 尊称で、 本名は ゴ ー タマ •シッダルタです。 ブッ ダは また 釈 
迦 とも 呼ばれ ますが、 これは 彼が シャカ 族の 生まれだった からです。 

インドには いまでも カ ースト 制度と いう 身分 制度が あります。 この カー スト 制度は 
シッダルタが 生まれた 時にはす でに 存在して いました。 古代 インド 社会には 確固と し 

た 階層 ピラミッドが 構築され ていた わけです (図 
1 丨 1 0 

しかも、 現代 日本に はびこる 「顔面 カ ー スト 制 
度」 —— 恋愛 偏差値を 基準と した 人間の 階層 —— 
は 生きて いる 間 だけ 苦しめば よい もので、 死ねば 
終わりで すが、 インドの カ ー スト 制度は 死んでも 
終わらない。 インドでは、 人間の 魂は 死後 も 消滅 
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せずに 輪廻して 生まれ変わ ると 考えられて いたので、 つまり 人間は 永久に この カー ス 
卜 制度から 逃れる ことができな いという わけです。 

恐ろしいで すね。 地獄です ね。 

いったい どこの 誰が、 こんな 酷い 世界観を 考え付いて、 採用し たんで しょう か？ 

その ヒントを 僕は 最近、 摑 むこと がで きました。 

現在で も ィンドには カ ー スト 制度が 残って いるんで すが、 なんと 数千 もの 身分に 細 
分化され ている そうです。 大雑把に 分ける と 四 個ぐ らいの 身分し かないは ずなん です 
が、 いつの 間に そんなに 細分 化された のか。 そもそも 数千に 分ける 合理的な 必然性な 
ん てありません。 

ところで、 最近まで 日本では 「オタク」 は 恋愛 資本主義 カー スト ピラミッドの 最下 
層に 落とされて いました。 オタクと いう レッ テルを 貼られた 人間は 恋愛 資本主義 市場 
から 締め出され、 不可 触 民 扱いされ ていた わけです。 「オタク = キ モメン H  ロリコン 
H ニ ー ト = 幼女 殺人者 予備軍」 というよ うな 連想に よる レッテル 貼りが 平然と 行われ 
ていました。 オタクと いう 身分に、 あらゆる 社会の マィナス ィ メージ がすべ て 仮託 さ 
れ ていたの です。 ナチ ス 政権 下の ユダヤ人み たいな 扱いです。 つまり 恋愛 資本主義 市 
場に おける 「最下 層の 人間」 という カテゴリー に たまたま 「オタク」 という 言葉が 使 
われて いたわけ です。 

ところが 『電車 男』 の ヒット や r 萌え バブル」 の 到来に よって 「オタク も 案外 ィケ 
てるじ やない」 という ことにな りました。 すると、 掌を 返した ように オタクの ィメ 
1 ジが 良くな りました。 これによ って 恋愛 資本主義 市場に オタクの 参入が 許可され た 
わけです。 
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さて、 『電車 男』 の ヒットに よって、 オタク 差別が 軽減され、 オタクの 春が 来る と 
思った 人 も 多かった のでは ないで しよう か？ 恋愛 資本主義 市場と オタク 界を 行った 
り 来たりで きる、 そんな 世の中が 来る のでは ないかと。 

ところが もちろん、 そうはな りませんでした。 

今度は オタクの 中に 「モテる オタク •イケ てる オタク」 と 「キモ オタ」 という 二つ 
の 身分が 作られた わけです。 つまり オタクの うち、 (顔が 良い とか 金が あると いった 
恋愛 資本主義に 参加す る 資格を 持つ) 一部 だけが 恋愛 資本主義 市場に 認められて 「キ 
モ くない」 という お墨付きを いただき、 そうでな いものは 今度は 「キモ オタ」 という 
新しい 蔑称を 与えられて さらに 差別され 続ける ことと なった わけです。 

はい。 これで、 「オタク」 が 「オタク」 と 「キモ オタ」 に 二分され ましたね？ 

たぶん ィンドの 力彳 スト 制度 もこの ような 身分の 分割を 繰り返して きたので す。 何 
千年 も かけて 分割を 続けて いくうち に 数千 もの 身分が できて しまった のでは ないで し 
ようか。 違う かもしれ ません が。 

身分 制度、 つまり 人間を 一つの 価値観に よって 順列 付ける という 世界観は、 常に 人 
間に 「上」 と 「下」 を 作らなければ ならない のです。 そうしな いと 一番 上の 人間 以外 
は 誰も 納得で きません。 人は、 自分より 「下」 がいない と 我慢で きないの です。 です 
から、 今まで 「下」 だと 思われて いた 人々 の 地位が 上昇して きたら、 さらに 「下の 
下」 を 作る のです。 それによ って 「人間には 常に 上と 下が ある」 という 価値体系を 維 
持す るので す。 どんどん 地下 階層を 掘り下げて 増築して いくこと により、 「下」 に 追 
い やられた 人間 も 「まだ 下には 下が ある」 と 思う ことで 優越感を 得られる という 仕組 
みです。 「一番 下」 以外の 人間は、 みんな、 自分より 下の 人間が いると 思う ことで 不 


③キモ オタ 

「キモ メン」 (ブサ ィクで 気持ち 悪い 男) と、 今 
地球上で 最も ク— ルな 趣味で ある 「オタク」 の 
両方の 属性を 持つ ている 勇者の こと。 つまり 僕 
です。 なぜか モテません が、 それは 日本の 若い 
女 どもが プラトン も ニ ー チェ も 知らない 愚か者 
だからです。 
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平等 感 から 目を そらす のです。 

「天は 人の 上に 人を 作らず、 人の 下に 人を 作らず」 と 福 沢 諭吉は 言いました が、 僕は 
こう 言いたい。 

「人は 人の 上に 人を 作り、 人の 下に 人を 作る」 と。 

ィンドでは このような 身分 体系が 死後 も 永遠に 続く のです から、 それは もう 恐ろし 
い 話です よ。 生き地獄 どころ か、 死んでも 地獄です。 この 世に 絶望した からといって 
自殺しても 絶対に 救われない。 

ブッ ダの 「悟り」 と 「電波 男」 

さて シッダルタ 自身は クシ ャト リア (武士) という 高い 身分で、 しかも 王子 様です 
から、 生まれな がらの 勝ち 組と 言って よい 人です。 ただし、 ピラミッドの 頂点では あ 
りません。 クシ ャト リアの 上には バラモン という エリ ー ト 階層が ありまして、 こ n は 
つまり バラモン 教の 宗教家たち のこと です。 また、 シッダルタの 生まれた カピラ バス 
トゥ 国は 弱小で いつ 減んでも おかしくなかった のです。 いまの 学歴社会に たとえれ 
ば、 東大に 入れず 早稲 田の 文学部に 入りました 、あっで も 文学部 そろそろ 潰れそう、 
ぐらいの 微妙な ポジションで すね。 なんと 言います か 結構 辛いです ね。 

シッダルタは 若い 頃から 国を 捨てて 出家した がっ ていたら しいです。 出家と いうの 
は、 現実 社会 (俗世) における 縁の すべてを 捨てて、 修行者と しての 生活に 入つ てし 
まう ことです。 そこで 父親の 王は、 シッダルタに 酒池肉林の ハー レム 生活を 与えて 出 
家を 思いとどまらせようと したので す。 春 •夏 •冬 それぞれの 季節 専用に 別の 建物を 
建てて シッダルタを 住まわせた とか 言います。 羨ましいです。 もちろん 王子 康で すか 


④ バラモン 教 

古代 インドの 宗教。 カ ースト 制度を 特徴と す 
る。 バラモン (司祭) が 最も 偉く、 次に クシ ャ 
ト リア (武士)。 その 下に バイ シャ (庶民)、 ス 
— ドラ (奴 隸) と 続く。 バラモン 教の 階級 制に 
反発した ところから 仏教 や ジャイ ナ教 などの 新 
宗教が 生まれた。 
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ら 女は よりどり みどりです。 当然、 奥さん もい ました。 父 王は シッダルタを ヤリ チン 
の DQN、 つまり 現世 快楽 だけを 追い かける 人間に 育てる ことで、 この 世なら ぬ 世界 
を 追求す る 修行者になる 道を 思いとどまらせようと したので しよう。 

こんな 恵まれた 環境だった の にもかかわらず シッダルタは 体が 弱く、 いつも 寝て い 
たそうです。 この 不健康ぶ りが、 せっかく ハー レムを 持って いたのに シッダルタが 喪 
男に なった 一因で しよう。 館を 季節 ごとに 作った の も 実は シッダルタの 健康不安が 理 
由だった そうです し。 体が 弱い という ことは、 性欲 も 通常の 男より ずっと 少なかった 
可能性が あります ね。 子供 も 一人し か 作って いません し。 

しかも、 シッダルタは 奥さんが 妊娠した と 知る や 否や、 その子 供に 「ラ ーフ ラ」 
(障壁) という 酷い 名前を つけます。 芥川龍之介 なみの 喪 男です。 そして、 さっ さと 城 
から 逃げ出して 出家して しまいます 。シッダルタが 出家を 決意した のは、 「年老いる 
苦しみ」 「病の 苦しみ」 「死の 苦しみ」 を 目の当たり にして、 「人生とは、 苦しみで あ 
る」 と 知つ てし まつた からだと 言われます。 

さらに、 ここに 「生の 苦しみ」 が 追加され ます。 

この 「生 •老 •病 •死」 の 四つの 苦しみを 「四 苦」 と 言います が、 病気 や 死は とも 
かく、 生まれる ことまで 苦しみと いうの が 凄いです ね。 喪 男です ね。 ハー レム 暮らし 
の 王子 様と いう 身分で ありながら 「生まれる こと 自体が 苦しみ だ！」 という 喪 男に し 
かわからない 境地に 到達で きた 点に、 シッダルタの 凄まじい 喪 男ぶ りが 示されて いま 
す。 なぜ 生まれる ことが 苦しみな のかと いうと、 たぶん、 「生まれて こなければ 病 も 
老い もな く、 死ぬ こと もなかつ た」 という 理由で しよう。 ほとんど 『ボヘミアン •ラ 
プソ ディ』 です ね。 


⑤  DON 

ド キュン。 動物化した 人々。 狭義には ヤン キー 
とか その 筋の 人の ことを 指す。 


⑥  芥川龍之介 

一八 九 二 年〜 一九二 七 年。 日本を 代表す る 喪 男 
作家。 『戯作 三昧 J や 『地獄変 J などの 作品を 
書いて 「現実よりも 小説の ほうが 大切 だ！」 と 
唱えた 芸術至上主義 者 H 二次元 至上 主義者。 し 
かし 自殺した 義兄の 家族を 裳わねば ならな くな 
り 借金 返済に 追われる といった 現実に 圧迫 さ 
れ 、三 五 歳の 時 「ぼんやりした 不安」 のために 
自殺。 代表作 『鼻 』 『羅生門』 『藪の 中』 『蜘蛛 
の 糸 』 『河童 J。 

⑦  「ボヘミアン •ラ プソ デイ」 

1: クイ ーンの 曲。 一九 七 五 年 『オペラ 座の 
夜 』 に 収録され ている。 全英 チャー ト 九 週 連続 
一位。 四 人の バンド メンバ— 全員の 顔に 下から 
ライ トを 当てて 歌う という キモい プロ モー ショ 
ン ビデオで も 有名。 ゾ ロア スタ ー教の 家系 
(！) に 生まれ、 九 一年に エイズで 死んだ フレ 
デイ •マー キユリ ー による 歌詞は、 とてつもな 
く 喪。 「ああ ママ、 死にたくない。 僕なん て、 
生まれて 来なければ よかつた のに」。 カラオケ 
に 入つ ている が オペラ ハ ー トを どうしても 一人 
で 歌えない。 喪 男 友達が いれば 映画 『ゥヱ イン 
ズ •ヮー ルド』 のガ ー ス & ウェイン のように 一 
緒に 歌える けど …… 。 

2  : ウンガロの スタンド。 
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シッダルタは 二 九 歳で 出家し、 三 五 歳で ついに 解脱し ました。 三 五 歳と いえば 僕が 
『電波 男』 を 出版した 歳と 奇しくも 同じです！ きっと 三 五 歳と いう 年齢は、 喪 男が 
一 本 切れる お 年頃な のでし ょう。 

解脱とは、 この 世の 真理を 悟る ことによ って、 シッダルタが この 世の 法則、 すな わ 
ち 「輪廻」 の 輪から 永久に 自由にな った、 という ことです。 つまり、 死んでも 永遠に 
続く カ ー スト 制度と いう 無限の 地獄から 、シッダルタは 抜けた わけです。 「俺は 輪廻 
転生と いう 『現実』 からい ち 抜けた！」 と 宣言した わけです。 これによ って シッ ダル 
夕は 「ブッ ダ」 と 呼ばれる ことにな りました。 

当時 修行して いた 人々 は、 みなこの 解脱を 最終 目標と していた ようです。 「ブッ ダ」 
とは、 実は シッダルタ 本人の 呼称では なく、 そもそも 「解脱した 人」 という 意味の 一 
般 名詞だった そうです。 現代で 言えば、 そうです ね、 「電波 男」 という 程度の 意味で 
すね。 電波 男と いう 言葉 も、 恋愛 資本主義の 顔面 カ ースト 制度から 「抜けた」 「解脱 
した」 という 意味です からね。 

もちろん、 僕は 別に 自分が お釈迦 様の ように 偉い人 だと 言って いるので はなく、 ブ 
ッダ n シッダルタが 「喪 男」 であり、 ブッ ダの 悟りとは 「喪 男が ィヤな 『現実』 から 
解脱した」 という ことなの だ、 と 言っ ている のです。 つまり ブッ ダは 別に 偉い人では 
ない のです (もちろん、 ハー レムを 捨てて 解脱した という 点では 実に 立派な 人です。 僕が モテな く 
て ひきこもり 続けた 結果し ぶしぶ 居直った のとは 大 違いです)。 

にもかかわらず、 いまでも 多くの 人間が 喪 男ブッ ダを 何 か 途方 もな く 偉い人 だと 勝 
手に カリスマ 視 しています。 これ こそ、 人間を 縛っ ている ドグマの 働きな のです。 例 
え ば 昔、 ジョン •レノンが 「ビー トル ズは ィエス •キリス トより 有名 だ」 とかな^ ヒ 


⑧ ひきこもり 

家に 閉じこも つて 外に 出ない 人の こと。 滝 本 竜 
彦の 小説 『N H K によぅ こそ』 で メジャー にな 
つた 言葉。 少 々家の外に 出られよ ぅが、 学校 や 
職場へ 行かない 場合は ひきこもりに 認定され 
る。 僕は 二〇年 前から ずつ とこれ です。 
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か 言っ て 袋叩きに 遭いました。 ところが 、「自分を キリス トに なぞらえ るとは、 なん 
という 思い あがり だ」 と 叩かれた ジョン •レノンだった のに、 いざ 死んだら 今度は フ 
アンたち によっ て カリスマに されて しまいました。 人間の やる ことは、 いつも 同じな 
のです。 ジョン •レノンが ビー トル ズ やら 何やらを すべて 捨て去る ことで やっと 発見 
した 「ィマ ジン (妄想して みようよ)」 という 「喪 男 哲学」 を、 自ら も 「知る」 こと (自 
分 自身が 「現実と いう ドグマ」 から 解脱す る こと) だけが 本当に 必要な ことなのに、 ほ とん 
どの 人間は 自らが 解脱し ようとは せず、 個人を 勝手に カリスマ として 祭り上げて しま 
うのです。 

こういう 人は 必ず 大勢 出て きます。 

「人間に 上下は ない」 という 言葉を 理解せ ず、 「人間に 上下は ない」 と 言った 人間を 
カリスマ 視 して 自らの 「上」 に 置き、 彼の カリスマ 性を 認めない 人間を 自分の 「下」 
に 置こうと する。 

こういう 人は、 何も わかって いないの です。 

僕は シッダルタ = ブッ ダを 「喪 男」 としての み 認識して いるので あり、 彼を 「救世 
主」 や 「教祖」 「偉大な カリスマ」 「神様 仏様」 としては 認識して いません。 そもそも 
本書に 登場す るすべ ての 喪 男は 等しく 「喪 男」 なので あり、 そこに 「人間の 身分の 上 
下」 はない のです。 この 問題に ついては 本書で 何度も 説明し ます。 そもそも、 そのよ 
うな 価値観を すべて 否定す るの が 「解脱」 であり 「哲学」 なのです。 


© ジ ヨン •レノン 

一九 四〇 年〜 八〇 年。 イギリス •リヴ ァブー ル 
生まれ。 ビート ルズを 結成して 一躍 世界の アイ 
ドルに。 ぅっかり 「キリス トょり 俺たち の ほぅ 
が 有名 だ」 と 言っ てし まって アメリカで 大バッ 
シングを 受け、 謝罪 させられた。 ああ 恐ろし 
い。 ビ ー トルズ のリー ダ— 的 存在だった が、 途 
中から オノ  •ョ ーコ萌 えに 転向。 ビ ー トル ズを 
解散し、 平和 活動に 参加したり ハウス ハズ バン 
ドに なったり した。 八〇 年、 「俺 こそが 本物の 
ジョン •レノン」 と 思い こんだ 狂信的な ファン 
に ダコタ アバー トで 射殺された。 代表作 『ジョ 
ンの 魂』 『イマ ジン』。 

⑩ビ— トル ズ 

一九 六 〇 年代に 活躍した イギリスの ロック バン 
ド。 七〇 年に 解散。 メンバ ーは ジョン •レノ 

ン 、ポ— ル •マッカー トニ—、 ジ ョージ •ハリ 
スン、 リンゴ •スタ— の 四 人。 かつて 日本では 
なぜか ビート ルズの 曲が 『ひらけ！ ポ ンキッ 
キ j の BGM として 使用され たり、 角 川の 横 溝 
正史 映画の テー マ ソングに 使われたり していた 
ので、 六〇 年代なん か 全然 知らない 僕 も 幼い 頃 
に ビ—ト ルズを 刷り込まれて 育った。 恐るべし 
テレビの 洗脳。 代表作 『ザ— ジヱン ト •ぺパ ー 
ズ •ロン リー •ハ ーツ •クラブ •バンド』 『マ 
ジ カル •ミステリ ー •ツア —J 『ラバ— ソウル』 
『リポル バ lj 『アビ イ •口 1 ド』。 


「モテの 魔の 手」 と 「護身」 

話を シッダルタに 戻します。 当時、 多くの 修行者は 苦行に よって 解脱し よぅとして 
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いたわけ です が、 シッダルタは 「苦行は しんどい」 と 言い出して 途中で やめて しまい 
ました。 痛い し、 おなか もす きます からね。 断食を 途中で 投げ出して、 スジ ャー タと 
いう 女の子から 粥を わけて もらっ たそうです。 ロリコン かょ。 いやもう 本当に 喪 男で 
すね。 もちろん 苦行 仲間に 嫌われて グルー プを 追い出されました。 当たり前 ですな。 

手 塚 治 虫 先生の マン ガ 『ブッ ダ』 では、 シッダルタは その後、 スジ ャ ー タに 結婚を 
迫られた、 つまり 「モテの 魔の 手」 に 襲われた ことにな ってい ます。 さすが 手 塚 先生 
です ね。 苦行しても 無駄 だと 悟った のはい いが、 そこで それまで 一切の 「モテ」 を 放 
棄 して 「護身」 していた シッダルタの 心に 「モテても いい かな」 という 油断が 生まれ 
た。 スジ ャー タには 死に かけて たと ころで メシ おごつ て もらつ たし …… と、 まあ、 手 
塚 先生は そういう 心理が シッダルタの 中に 生まれた であろうと 妄想した のです。 

言うまでもなく 「解脱」 のためには 「モテの 魔の 手」 を 排除す る 努力、 つまり 「護 
身」 が 必要です。 ハー レム 暮らしを 続けながら 解脱で きる ほど 世の中は 甘くない。 当 
時の ィンドでは、 解脱す るた めには 出家して 山の 中に ひきこもり、 修行す る ことが 必 
要 だと 考えられて いました。 毎日 女の子と セッ クスして いたら、 解脱なん かで きる は 
ずありません。 当たり前で すが。 「モテ」 は 「解脱」 の 最大の 敵だった のです。 山の 
中に ひきこも るの も、 モテの 魔の 手から 修行者 自身を 守る 護身の 意味を 持って いたで 
しょう。 それ 以外に も、 社会から 隔絶す る ことで、 「現実」 を 遠くから 客観 視 しやす 
くな り、 現実からの 離脱 = 「解脱」 の 境地に 至り やすくなる という 利点 (利点な の だ 
ろうか？) も あつたと 思います。 

苦行を やめた シッダルタは、 瞑想 (と 言えば 聞こえは いいです が、 要するに 「ひき 
こもり」) を 始めました。 そして その 結果、 シッダルタは 「すべては 幻® である」 と 


⑪手塚 治 虫 

一九二 八 年〜 八 九 年。 日本を 代表す る萌え マン 
ガ 家。 一 〇八個 あると 言われて いる 萌え 属性の 
すべてを 一人で 開拓した 「萌 えの 神様」。 幼い 
頃から 宝 塚 歌劇に 親しみ、 何ら かの スイッチが 
入る。 戦時中 も 軍事教練を サボって マン ガを描 
いたりし ていた。 大阪大学 医学部に 進み、 タニ 
シの 精子の 研究な どに いそしむ。 以後、 医者と 
マン ガ 家の 二足の わらじを 履く が、 アニメ 制作 
の 夢を 追うた めに 専業 マン ガ家 となる。 言う ま 
でもな く 生涯た だ 一度の 恋愛 もなかった と 豪語 
する 凄腕の 喪 男。 奥さんとは 見合い 結婚 だが、 
手 塚 先生 本人は 「僕を お兄ちゃんと 呼んで いた 
幼なじみ だ」 と 言い張つ ていた。 先生、 それは 
脳 内 設定です！ 『鉄腕 アトム』 の ヒットで マ 
ンガ界 の 頂点に 上り詰めた 手 塚 先生は、 いよい 
よ 虫 プロを 設立して 念願の アニメ 制作を 手がけ 
る も あえなく 倒産、 無一文と なる。 この 絶望の 
淵で 手 塚 先生は 『ブラック ジャック』 という 自 
分 自身が モデルの 孤独な キ モメン 医者 マン ガを 
ヤヶ クソで 描き 始める が、 作 中に 登場した 萌え 
キヤ ラ 「ピノ コ」 によつ て ブラック ジャックと 
もど も 救われ、 「マン ガの 神様」 として 奇蹟の 
復活を 果たした。 遺作は ドイッを 代表す る二大 
喪 男、 フ アウス ト 博士と ベ— 卜— ベンを リスべ 
ク トする 『ネオ •フ アウ スト』 と 『ル ー ド ウイ 
ヒ •  Bjo 

⑫ r フッダ 」 

手 塚 治 虫の マン ガ 。ブッ ダの 伝記 だが、 手 塚 流 
に アレンジされ ていて 前半から 中盤に かけて は 
ほとんど ォリジナルに 近い。 ブッ ダの 友達 や 弟 
子は、 戦争 大好きな タッタ、 両目を 焼かれた ミ 
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いぅ 真理に 到達した わけです。 これが 「解脱」 です。 

ィンド 哲学では、 人間は ア ー ト マンと いぅ 実体を 持った 永久 不変の 「現実」 である 
と 考えられて いました。 だから 人間は 死んでも 輪廻 転生の 輪から 永久に 逃れられない 
のです。 しかし シッダルタは ひきこもりの 果てに 「全部、 気の せいじや ねえ か Y 
〇！」 と 気づいて しまつた。 ア ー ト マンな どと いう 実体は 実は どこに も 存在せ ず、 故 
に 輪廻 もまた 存在せ ず、 自分自身の 自我 すら 永久 不滅の 実体では ない。 「諸行無常」 
だとい うのです。 自我とは、 実は 他者との 関係 性に よって 生まれて きた 相対的な もの 
にすぎない のです。 すべての 事象は 他者との 関係 性に よって 成立して いる。 これが 


「縁起」 です。 故に 「実体と しての 自我」 「永遠 不滅の アート マン」 は 幻想に すぎない 
のです。 つまり 「死んだら それまでよ 宣言」 です。 

シッダルタは インドの 中心で 「お前ら の 信じて いる 『現実』 は'  実はた だの 妄想 
1.」 「死んだら 全部 消え るんだ！」 と 叫んだ のです。 『マトリックス』 の ネオが やつ 


だ 


たこと を、 二 千 数百 年 も 昔の 古代 ィンドで やら かした わけです。 こんな 喪な 思想、 い 
まの 世の中で 唱え たって 石 投げられます。 今風に 言えば、 価値 相対主義の 走りみたい 
な ことを 言い出した わけです。 

残念ながら 現代 日本で 僕が 同じ ことを 言っても 大勢の 人間から 「負け犬の 遠吠え」 
とか 「キモ オタの 自己 正当化」 と言われて 鼻で 笑われる わけです が、 シッダルタ はな 
にしろ 元々 が 王子 様です から、 これは 実に 説得力が ある わけです。 自ら 勝ち 組 セ レブ 
のハー レム 暮らしを 捨てて 「すべては 幻想 だ」 と 唱えて いる わけです から。 といぅ わ 
けで シッダルタ n ブッ ダの もとには 大勢の 弟子が 集まりました。 以後、 ブッ ダは 弟子 
たちを 「解脱」 させる ために あれこれ 活動した といい ます。 でも、 本当は さつ さと 死 


ゲ ー ラ、 自分で 自分の rm を 焼く デー パ、 惡 魔の 
息子 アナン ダ、 自分の 身体を 虎に 食わせる アッ 
サジ 、狼に 育てられた 後 女装 させられ ていた ダ 
ィバ ダッタ 、キ モメン 巨人の ヤ タラ、 頭が 「ィ 
レィ ザ！ ヘッド」 な アジ ャセ 、人語を 話さず 
四つ足で 歩き 山に ひきこもっ ている ナラ ダッタ 
など、 喪 男 喪 女の オン パレー ド。 こんな 困った 
人々 に 囲まれて シッダルタが 「あ 一っ！ 」 「う 
丨っ！ 」 と 苦悶して いる 中盤までは 最高に 面白 
いの だが、 悟りを 開いて 喪の 苦悩から 解脱して 
からは あまり 盛り上がらな いょうな 気がする。 

⑬ モテの 魔の 手 

喪 男に 降り かかる 受難のう ち、 最も 恐ろしい も 
のの 一つ。 モテる はずの ない 喪 男が 急に モテて 
しまった 場合、 たいてい、 裏が ある。 そして、 
多くの場合、 様々 な 厄災が 降り かかる。 ィエス 
も ブッダ も プラトン も、 モテの 魔の 手から 自ら 
を 守る こと (護身) に 腐心して いたし、 弟子た 
ちに も 護身を 強く 勧めて いたと 思われる。 

⑭ 護身 

モテの 魔の 手から 自らの 純潔を 守る 行為。 また 
は そのための 技術。 護身に 失敗した 喪 男には い 
ろい ろな 厄災が 降り かかる。 うっかり 売春宿に 
行って 梅毒に 感染した ニ ー チヱは 発狂し、 しぶ 
しぶ 見合い 結婚して 子供を 作らされた 芥 川は 自 
殺した。 護身 技には、 「出家す る」 「ひきこも 
る」 「少年 愛を 語る」 「婚約を 破棄して 逃げる」 
「絶対に 安全な 相手を 見定めて 結婚す る」 「たと 
ぇ籍を 入れても 家には 戻らない」 などが ある。 
しかし 後者の 二つは 真性 喪 男には 難しい。 
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ん でしまい たかった の だそぅ です。 全部 幻想なん だから、 生きて たって 意味ない わけ 
です。 ではな ぜブッ ダは、 死なずに 弟子たち に 「解脱」 の 方法を コ ー チし 続けた ので 
しよう か？ これにつ いては 後で 考察し ます。 


人類史 上 最強の 喪 男 

本来、 元々 がキモ オタだろう が 六本 木 ヒルズ 族の ィヶ メン であろうが、 言って いる 
ことが 同じで あれば 等しく 同じ 説得力を 得られる はずです。 しかし、 残念な ことに、 
竹 内 一郎 先生の 言う 通り 「人は 見た目が 9 割」。 恐らく、 当時 シッダルタと 同じよう 
な ことを 言っ ていた 宗教家は 他に も 大勢いた はずです。 それな のに シッダルタ だけが 
メジ ャー になれ たのは、 やっぱり 元が ィケ メン 王子 だっ たから だと 思います。 実際、 
ブッ ダの いとこの ダィ バダッ タが ブッ ダの 弟子を 奪って 分派を 作った のです が、 こっ 
ちは あまり 繁盛し ませんで した。 

「ハ j レム」 という 地上 最高の 極楽浄土に 生まれながら、 ハー レムを 捨て、 妻子を 捨 
て、 息子に 「障壁」 なんて 名前を 付けて 逃げ出した シッダルタの 喪 男ぶ りは、 人類史 
上 最強 喪 男の 称号を 与えた くなる ほどに 強烈でした。 「貧乏人の 僻み」 だと 誰に も 言 
わせない わけです。 「ハー レム」 という 地上 最強の 「モテの 魔の 手」 を 撥ね 退ける こ 
とに よって、 シッダルタは 「この 世界は すべて 幻想で ある」 という 真理に 到達し、 ブ 
ッダ になる ことができた わけです。 もし シッダルタが ハー レムに 満足して いれば、 出 
家 もせず、 「この 世は 幻 だ」 という 真理を 見つける こと もなかっ たのです。 たぶん 雑 
誌の 広告に 出て くる 「金貨 風呂」 に 入った オッ サンの ように 「この 世は 極楽 じ や〜 
つ I と 言つ ていた ことで しよう。 


⑮ 「人は 見た目が 9 割」 

新潮 新書。 竹 内 一郎 著。 非 言語 コミュニケー シ 
ョンの 入門 書。 帯には 「理屈は ルックスに 勝て 
ない。」 の 一言が。 二 〇〇五 年の ベスト セラー 
になつ た。 
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喪 男が 自らの 仕事を 成し遂げる 上で、 もっとも 恐ろしい 障壁が この 「モテの 魔の 
手」 です。 もし 僕が シッダルタ だったら、 一生 ハー レムで 酒池肉林の エロ 生活を 満喫 
していた ことで しよう。 断言で きます とも。 いくらなんでも、 王様 ハー レム 生活を 目 
の 前に ボンと 差し出されたら、 それを 蹴り 飛ばす 度胸は 僕には ありません。 まして シ 
ッダ ルタは 生まれな がらの 王子。 いったい どこで 「喪 男の 魂」 に 目覚めた のか、 現代 
人の 目からは 窺い知れない ところがあります。 

さて、 そんな ブッ ダです から もちろん 女性を 忌み嫌いました。 最初、 ブッ ダは 女性 
信者の 出家を , ffi 否して いました。 「女なん かが 俺の サー クルに 入って きたら、 サ ー ク 
ル クラ ッシ ャー になっ ちまう わ！」 という 護身の 本能が 働いた のでし よう。 なにしろ 
ハー レム 生活が 長い 人です から、 女性に 対して 何の 幻想 も 抱いて いません。 むしろ ハ 
1 レム 生活に 幻滅して 現実の 女性に 対して 何らの 希望 も 期待 も 抱け なくなった せいで 
「すべては 幻想で ある」 と 言い出し たような 気がします。 ハー レムが 楽しい なんての 
は 二次元の 世界 だけの 話で、 三次元の ハー レムは 恐ろしく ドロ ドロして いたに 決まっ 
ています 。シッダルタの ハー レムで も、 いろいろと ィヤー な ことがあ つたに 違いない 
のです。 息子 だって、 本当に 自分の 子供 かどう かも わかりません。 DNA 鑑定と かな 
い 時代です から。 もしかしたら 嫁が 浮気して よその 男の子 供を 生んだ ために 世を はか 
なんで 出家した かもしれ ない のです！ 

さて 仏典に よると、 弟子の アナン ダが 「人間み な 平等なん ですから 女 も 受け入れ ま 
しよう」 とブッ ダを 言い くるめて、 女性 信者の 出家を 許可 させた といい ます。 それで 
もブッ ダは、 女性 信者と 男性 信者が 過度に 接近し ないよう、 あれこれと 規制を 設けて 
女性 信者を 警戒し 続けた そうです。 女人、 ついに 往生し がた し。 ブッ ダは 女の ほうが 


⑯ サ— クル クラ ツシヤ I 
サー クル 内の いろんな 男と 寝て、 人間関係を 破 
壊す る 女。 文系 サー クルに 多い。 急に モテた 
ら 、まず これを 疑う の だ。 


⑰ 「女人、 ついに 往生し がた し」 

古代 ィンドでは 女体は 穢れ ている ので 女人は 悟 
れな いと 考えられて いたらし い。 ひ、 酷い… 
… 。「法華経」 の 「提婆 達 多 品」 (だいばだった 
ぼん) によると、 女人には 五 障が あるので 往生 
しがたい そぅで ある。 しかし、 「変成 男子」 つ 
まり 男の子に 変身 すれば 往生で きる とか。 宝 塚 

か YO! 
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男よりも 悟りから 遠い と 考えて いたよう です。 いまの 世なら フエ ミ ニス トに 抗議され 
ると ころです が、 ハー レム 時代に よほど 辛い 目に 遭っ たので しよう。 

僕は 本書で 「真に 哲学と 呼べる 哲学は、 すべて 『喪 男 哲学』 であり、 モテの ための 
哲学は ニ セの 哲学で ある」 と 主張して いる わけです が、 その 意味では 現世の ハー レム 
を 捨てて 女人を 遠ざけた ブッ ダを こそ 「哲学の 開祖」 と 呼んで いいと 思う のです。 

なお、 ブッ ダが 信者を 増やして いくに つれ、 いまの 世の中と 同じで やっぱり ス キャ 
ン ダルに 巻き込まれたり しました。 中には 「ブッ ダに 孕まされた」 と 言いが かりを つ 
けて きた 女 もいた そうです。 お、 女は おっかねえ、 女は 信用 できねえ。 また、 「ブッ 
ダが 女を 殺した」 という デマが 飛んだ こと も あったそう です。 いずれも 敵対 勢力に よ 
る 悪質な 嫌がらせだった らしい のです が、 この 手の 妨害 活動の 大半が 「女 がらみ」 と 
いうの がまた 怖いです。 つまり 当時の インドで も 現代と 同様に 「解脱」 と 「モテ」 は 
相反す る ものと して 捉えられて いたので しよう。 解脱した ブツ ダが 女を 自分から 遠 ざ 
けようと したのは 当然と 言える のです。 


哲学の 普及を 阻む 「組織化」 「カリスマ 化」 「体系化」 の 三 点 セット 

ところが 結局、 ィンドでは 仏教は 廃れて しまいました。 一方、 カー スト 制度を 擁す 
る バラモン 教は ヒンズ ー 教に 形を 変えて 存続し 続けました。 ブツダ もまた バラモンの 
神々 の 一人と いう ことにな り、 カー スト 制度は 結局 そのまま 現代まで 残ったの でし 
た。 シッダルタの 「あなたた ちが 現実 だと 思って いる その 現実は、 すべて 幻想で あ 
る」 という 「喪 男の 叫び」 は、 結局、 インドの 人々 を 救えなかった のです。 


なぜこぅ なつた のでし ょぅ 


⑬ ヒンズ— 教 

インドで バラモン 教 から 発展した 宗教。 四 世紀 
頃に 成立。 カ ー スト 制度を 引き継いで いるが、 
善行を 積めば 来世で 上の カ ース トに 行ける そぅ 
だ。 つまり、 生きて いる 間は 力— ストを 昇る こ 
とがで きない。 何 だ そり や。 

⑲ 「宗教は ア ヘンで ある」 

マルクスが 『へ ー ゲル 法 哲学 批判 序説』 で 唱え 
た 説。 レー ニンが 真に 受けた ために ロシアは 大 
変な ことにな った。 

⑳ r ジギー •スター ダス ト」 

一九 七 二 年。 イギリスの グラム ロッカー、 デビ 
ッド •ボウイの 作品。 あと 五 年で 地球が 滅びる 
といぅ 世紀末の 時代に、 宇宙人 ジギー が バンド 
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「すべてが 幻想 だ」 という 思想は、 人々 に大 いなる 不安を 与えます。 「この 世は 唯一 
絶対の 現実で あり、 従って 永遠に 世界は 続く」 という 一種の 誇大妄想 こそが、 人間が 
発狂せ ずに 生きて いくため の 最高の 精神安定剤 になって いるから です。 
r 宗教は ア ヘンで ある」 とはよ く 言った ものです。 一つの 価値観を 「唯一 絶対の 正し 
い 真理」 だと 思い込んで 信じ 続ける ことによ って、 人間は 自我の 安定を 得られる ので 
す。 「一切は 流転す る、 自我 すら 幻想で あり、 死んだら 何も 残らない」 などと いう 相 
対 主義 的な 価値観を そのまま 受け入れて 生きて いくことは、 ほとんどの 人間には 不可 
能で しよう。 故に、 ブッ ダが 発見した 「すべては 幻想で ある」 という 悟りの 境地は、 
結局、 大衆化 •普遍 化される ことはありませんでした。 

ブッ ダの 死後に 起きた ことは、 「教団の 組織化」 (現実 社会へ 取り込まれる)、 ブ ッダ自 
身の 「キャラクタ 1 化 •カリスマ 化」 c フッ ダに 対する 個人 崇拝)、 そして 果てしない 
「神学 論争」 (教義 自体が 体系化され、 体系を 作る こと そのものが 自己 目的 化される)、 「教団の 分 
裂」、 という お定まりの コ^  — ス でした。 これは、 ブッ ダ、 ィエスから 『ジギ ー •スタ 
— ダスト』、 『メカニカル •アニマル ズ』 に 至る まで 続く 問題な のです。 

哲学の 普及 •伝播を 阻む 「組織化」 と 「カリスマ 化」 と 「体系化」、 この 三つの 現 
象は、 多くの 人間が いつまでも ブッ ダの 境地、 「すべては 幻想で ある」 という 「事実」 
に 到達で きないで いる 原因と なって います。 結局、 人間に とっては、 真実の 認識より 
も 自分自身の 自我の 安定 こそが 目的に ならざる を 得ません ので、 組織を 作り、 個人を 
カリスマ として 崇拝し、 物語の 体系を 作って その 中に 潜り こむ ことで 自我を 安定 させ 
ようとす る わけです。 ブッ ダなん て どんどん 超人 化されて いって、 ついには 「歯が 四 


J んじき 


〇本 生えて いる」 「体 毛が 金色で ある I  r 口の 中が 広く 正方形で ある 一 などなど 「仏の 


「火星から 来た 蜘蛛」 を 引き連れ、 人類の 救世 
主 スタ— マンと して 降臨し、 電波で 子供たち を 
洗脳して ロック •スター に 成り上がる。 しかし 
次第に 乱行 沙汰 や エゴの 肥大に よって ジギー の 
人気は 急降下し バンドは 解散。 ジギー は 哀れ、 
ロック ン ロ ー ルの 自殺者に …… 。という、 どう 
にも 文章で 説明し ようがない ス ト— リ—の コン 
セ ブト •アルバム。 才能に 乏しく、 なかなか 成 
功で きなかった ボウイの 歪んだ 喪 男 精神が 「 ジ 
ギ I」 ( 屈折) という 名の 宇宙から 来た 喪 男 力 
リス マを 生み出し たの だ。 しかし、 スター ダム 
にの し 上がつ たと たん、 ボウイは 「ジギ ーは死 
にました」 と 言い出して そそく さと 逃げ去つ 
た。 早く 逃げない と 狂信的な ジギー ファンに 抹 
殺される と 思つ たのだろう か。 こうして グラム 
ロックは ボウイ 自身の 手で 破壊され たの だっ 
た。 

㉑ 「メカニカル •アニマル ズ」 

一九 九 八 年。 アメリカ ロック 史上 最喪 男、 いま 
だに 高校で イジ メられ ていた ことを 恨んで いる 
マリリン •マンソンの 作品。 マリリンは 「萌 
え」 の 象徴、 マンソンは 「喪」 の 象徴だろう。 
魂を 体制 側に 売り渡して しまった マンソンは、 
両性 呉 有の キ モロ ボット 「オメガ」 に 改造され 
てし まい、 「オメガと メカニカル •アニマル ズ」 
という バンドを 結成して ドラ ッグ & セッ クス 三 
昧 。ジ ギー •スター ダス ト + アラ ジン •セ イン 
+ ダイアモンド •ドッグ ズの 「ボウイ •グラム 
三部作」 オルタ ナテ イヴ 版と いった 感じです。 
ジャケットの ふたなり オメガ、 マジ キモ ッ！ 
なお マンソンは 二 〇〇五 年に 人間と 結婚して し 
まつた。 絶望した！ 
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哲学者の 生前… 
悟る ための 教育 


三次元の 悲惨 さ に 悩み 苦しむ 
喪 男たち に 自分を 救う 方法を 
説く のが 喪 男 哲学者の 元々 の 
姿。 


死後… 彼 自身が 「装置」 
にされ てし まう 


しかし、 結局は 彼 自身が 新し 
い 装置の 体系に 組み込まれて 
しまう。 大多数の 人に とって 
は、 彼の 哲学を 自分で 実践す 
るよりも 「信仰」 の 対象に し 
た 方が ラクな の だ。 


人生は 四苦八苦。 
さっさと 解脱 すれ 
ば 気が 楽になる よ 


① カリスマ = 偶像 
を 崇拝す る 

③ 体系が 作られる 


偉い 坊さん 


?Ta  7Ta  [Ta  \ 


下 っぱの 坊さん 
衆生 


異教徒 • 信仰心の ない 者は 敵と して 排除され る 

図 1  一 2  喪 男 哲学が 組織 宗教 化される まで 


三十 二相」 まで 行きました 萌え 属性を 三 二 個 も 同 

時に 持つ てる キヤ ラなん て アキバに もい ないです よ 
@12)。 

二〇 世紀の インドで ブッ ダと 同じような ことを 説 
いていた クリシュナムルティは、 自分の 教団を 解散 
しました。 彼は 子供の 頃に 教団に 拾われて 教祖の 座 
を 与えられ たのです が、 教団なん か 有害無益 なので 
潰した ほうがい いと 考えた のです。 自分を 崇める 面 
面を 放逐した のです。 喪 男に も 程が あります。 

クリシュナムルティの 言つ ていた こと も、 ブッダ 
と 同じです。 「すべては 幻想で ある」 という 話です。 
自分自身の 意識、 思考、 欲望、 それらの すべてを 客 
観 的に 観察し 続ける ことによ って、 自我 そのものが 
幻想で ある ことを 知る ことができ、 欲望は 消える。 
これが クリシュナムルティの 思想でした。 しかし、 
結局、 せっかく 教団を 壊した のに またしても 活動の 
ために 組織が 必要と なり、 その 組織は 彼の 死後 も 残 
ったので した。 ただ ブッダ 教団の ように 組織が 巨大 
化しな かった のは、 クリシュナムルティが 一度 教団 
を 潰したり して 自らの 喪 男 哲学の 組織 宗教 化を とこ 
とん 避けよう とした 努力の たまもの (？) でしよう 
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力 

「喪 男 哲学」 が 「組織 宗教」 へ 変質して いく 背景には、 この 「組織化」 と 「ヵリスマ 
化」 と 「体系化」 という 三つの 原因が ある わけです。 これらを ひっ くるめて、 「哲学 
の ドグマ 化」 と 呼んで いいと 思います。 本当に 必要な ことは 「すべては 幻想で ある」 
という 悟りの 境地に 各個 人が 自分自身の 努力 (？) によって 到達す る ことで あるは ず 
なのに、 それ (すべての 人間が 解脱で きる 方法を 発見して 普及させる 事業) を 成し遂げた 喪 男 
は 残念ながら いまだ かつて 地上に 存在 しないの です。 

なぜ 存在 しないの かとい うと、 そんな ことは 不可能 だからです。 完全な 相対主義 
は、 自我 そのものを 崩壊 させて しまいます。 「すべては 幻想で ある」 と 考える こと 自 
体に 人間の 自我は 耐えられない のです。 

ですから、 その 事実に 気づいた としても、 それでも なお 何ら かの 形で 自我の 体系を 
持ち続けて いなければ 人間は 崩壊し ます。 ブッ ダに しても クリシュナムルティ にして 
も、 本当は 何ら かの 自分な りの 世界観 •価値観を 持って いたは ずです。 そうでな けれ 
ば 生きて いけません。 

ブッ ダの 場合は、 より 多くの 人間に 自分が 知った 「すべては 幻想で ある」 という 事 
実を 知らせた いという 使命 感 •情熱に よって 生きて いたの だと 思います。 なにしろ 八 
〇歳 前後まで 生きた そうです から、 当時と しては 非常に 長生きです。 ただ 単にす ベて 
の 人生の 目的を 捨てて 「すべては 幻想 だ」 とブ ツブッ 言い 続けて いただけなら、 こん 
なに 長生きして いないで しよう。 本当は 死にた かったん だけど、 他の 人に 「解脱」 を 
教えなければ ならない ので 生き 続けた、 みた いなこと を 本人 も 言っ ていたよ うです。 
ところが この ブッ ダの 努力が、 ブッダ 教団の 宗教 組織化を 招き、 せっかくの 喪 男 哲学 


㉒ クリシュナ 厶 ルテイ 
一八 九 五 年〜 一九 八 六 年。 インド 生まれ。 子供 
時代、 当時 隆盛を 誇っ ていた オヵルト 系 団体. 
神智 学協会に 拾われて 水瓶座 時代の 救世主と し 
て 育てられ、 「星の 教団」 の 教祖に される。 し 
かし 一九二 九 年 (三 四 歳！) に 「救いは 自己の 
内部に あり、 組織は 何も もたらさない」 という 
喪 男 哲学の 真理を 開陳して さっさと 自分の 教団 
を 解散。 _ら の 苦悩に 直面し ようとせ ず、 ヵリ 
スマに 救 つても らおう とする 信者たち によ ほど 
嫌気が さした のか。 これで 神智 学協会は ボロボ 
口に。 喪 男 哲学者が 宗教の 教祖に 祭り上げられ 
てし まう という パ タ—ン は 多い が、 その 逆 (教 
祖の 座を 捨てて 一人の 喪 男 哲学者に 戻る) は滅 
多に ない。 クリシュナムルティは 以後、 組織を 
作らずに 個人と して 説法 •対話な どの 活動を し 
たそうな。 著作を 読む と、 たいていは 相手が バ 
力なので 怒っ ている。 


40 


が 組織 宗教へ とすり 替わって しまう 原因に なって しまった のです。 

それじゃ ブッ ダは 「解脱」 した 時に 絶望 先生の 如く 首を 吊れば よかった のかと いわ 
れ ると、 もちろんそう ではありません。 多くの 人間が 「現実」 に 囚われて 苦しんで い 
ると いう 状況を 無視して そんな 身勝手な ことを する なんて 許されません。 

じゃあ、 どう すれば よかった のでし よう。 そうです、 自らの 解脱 体験を ドグマ 化さ 
せる ことなく、 「方法論」 だけを 人々 に 教えれば よかった のです。 もちろん ブッ ダは 
それを やろうと していた のです が、 組織が 生まれる と 必ず 「教団」 そのものの 維持と 
発展を 目的に する 人間、 カリスマに くっついて 栄達し ようとす る 人間が 現れる ので 
す。 ダイ バダツ タの ように ブツ ダの シマを 横取りし ようとす る 奴まで 出て きます。 
「派閥 抗争」 です。 組織が 巨大 化する と、 必ず 派閥 抗争が 起きて、 組織が 分裂し ます。 
そして その 分裂が、 終わりの ない 対立の 原因と なって しまう のです。 すべての 人間が 
解脱で きる 世界を 実現す るのは、 本当に 難しい のです。 


㉓ 絶望 先生 

r 週刊 少年 マガジン j の 連載 マン ガ 『さよなら 
絶望 先生』 の 主人公。 本名は 糸 色 望。 横書きす 
ると 「絶望」 と 読める。 何を 見ても すぐに 絶望 
する 性格。 作者は 『かってに 改葳』 の久 米田康 
治。 


喪 男 哲学は 現実への 本物の 怒りと 悲しみから 生まれる 

それは さておき、 ハー レムと いう 現世 快楽の 最高峰 ともいうべき 環境を 捨てて 「解 
脱」 という ライフスタイルを 実践した ことが、 喪 男 哲学者 ブツダ 最大の 功績で し 


う 


「モテたい」 という 欲望は、 結局のと ころ、 「モテる/ モテない」 という 価値体系を 
生み出し、 人間に 上下の 身分 関係を 作ります。 モテ 欲 だけではありません。 会社で 出 
世したい とか、 いい 大学に 入りたい とか、 お金を 稼ぎたい とか、 そのような 欲望は す 
ベて 勝敗を 生み、 人間を カー スト 化します。 ブッ ダは それらの 欲を 全部 ドブに 投げ 捨 
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てた のです。 いわば、 「ひきこもり 二— 卜と して 生涯を 過ごす」 という 人生を 自ら 選 
択 したので す。 いまの 日本なら 新 宿の 公園で 寝 泊り して ヤン キ ー に 狩られる ような 人 
生に なって しまい ますが、 当時の ィンドでは 出家 者は 在世の 人々 から 尊敬され ていた 
ので、 お# 節を 貰えた のです。 これは、 多くの 人が 「この 現実 世界は 地獄 だ」 と 苦し 
ん でいた からでし よう。 もちろん すべての 人が 出家す る わけには いきませんでした 
が、 可能なら 出家して 解脱した いと 願う 人が いまの 日本よりも 大勢いた わけです。 

当時の ィンドは 乱世で、 複数の 国が 対立して 戦争を していました。 弱い 国は 次々 と 
滅亡し ます。 国内で も、 王子が 父 王を 幽閉して 王座を 奪った、 みたい な 話が 仏典に わ 
ら わら 出て きます。 ブッ ダの 祖国 カピラ バス トゥ もブッ ダが 生きて いる 間に 滅亡し ま 
した。 ブッ ダは シャカ 族の 生まれで すが、 その シャカ 族 も 国の 消滅と ともに 滅亡して 
います。 生き延びる ことができ たのは、 国を 捨てて 出家し、 ブッ ダの 弟子、 つまり 二 
1 卜 になった 人々 だけだった と 言います。 

真の 哲学'  すなわち 喪 男 哲学は 「俺って 頭が 良いだろう、 見て 見て」 という 思い あ 
がった 優越感からは 生まれません。 「こんな 現実は 間違っ ている」 という 本物の 怒り 
と 悲しみから 生まれて くる ものです 。シッダルタが 現実を すべて 放棄して 「目覚めた 
喪 男」 H ブッ ダと なった の も、 シャカ 族の 滅亡は もはや 避けが たいとい う 予感が あっ 
たからか もしれ ません。 

さて 「すべては 幻想で ある」 という 喪 男 哲学の 基礎を 作った ブッ ダが 後世に 残した 
課題は、 「人間は 『すべては 幻想で ある』 という 事実に 耐えられない」 という 問題を 
解決で きなかった ことです。 その後の 歴史を 見れば、 人類は 「すべては 幻想で ある」 
という 事実に 次第に 気づきつ つも、 結局は 「それでも どこかに 永遠 普遍の 真理が あ 
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る」 という 妄想を 捨てられな かった ことが わかります。 例えば、 哲学の 発展が 遅れて 
いた 西洋に おいては、 近代に なって ようやく 「神」 が 否定され ました。 が、 しかし 結 
局は 「政治」 や 「科学」 が 「神」 に 取って代わった だけだった のです。 

やはり 人間には、 何ら かの 「絶対的な 価値」 が 必要な のです。 

とはいえ、 自分が 救われる ために 他人を 蹴落と そうとしなければ 生きて いけない 人 
人が 作り上げた 身分 制度は、 滅 ぶべき 迷妄です。 制度 そのものが 大勢の 人間を 苦しめ 
続ける 原因と なって いるから です。 しかし 制度を 打倒 すれば それで 解決 するとい うわ 
けには いきません。 例えば、 西洋に おける 貴族 社会の 身分 制度は 民主主義の 勃興に よ 
って ほぼ 消滅し ましたが、 代わりに 資本主義 という 新たな ルー ルに よる 身分 制度が 生 
まれました。 その 資本主義を 打倒し ようとして 共産主義が 生まれ ましたが、 今度は 共 
産 党の 人間が 権力を 握る 一党独裁の 身分 制度に すり 替わっ ただけ でした。 つまり、 他 
人と 自分と を 比較す る ことで 自我の 安定を 得ようと する 人間の 営みが 続く 限り、 どこ 
まで 行っても 同じな のです。 堂々 巡りなん です。 まさに、 輪廻の 地獄なん です。 

「モテ」 の 欲望からの 脱却を 説いた ブッダ 

では どう すれば いいの か？ 

ブッ ダは この 難問に 対して、 とりあえず 「モテの 魔の 手からの 護身」 を はじめと す 
る 「欲望からの 脱却」 を 説いた わけです。 欲望 こそが 人間を 苦しめ、 人間を 階層 化 
し、 人間を 悪の 道に 引きずり 込む 元凶な のです。 しかし、 その 欲望は、 欲望 自体が 
「幻想」 にすぎないと 悟った 時に、 無力 化で きる はずで ある。 ブッ ダは そう 考え まし 
た。 この 「欲望」 の 中には、 性欲と、 モテたい という 欲望 も 当然 含まれます。 
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いや、 当然 どころ か、 この 二つの 欲望 こそが、 人間を 支配す る 煩悩の ほとんど すべ 
てと 言つ ていいで しよう。 

つまり ブッ ダは 「モテたい という 欲望 こそが、 人間を 苦しめる 原因の 一つで ある」 
という 事実を 觀破 したので す。 そもそも なぜ 王様に なりたがる 人間が いるの か？ 王 
様は、 ハ— レムを 持てる からです。 なぜ 大金 持ちに なりたがる 人間が いるの か？ 大 
金持ちは、 ハー レムを 持てる からです。 そう 考える と、 権力 も、 富 も、 人間の 欲望の 
ほとんど すべては 性欲と モテ 欲が 原動力と なって おります。 故に、 モテへの 誘惑を 断 
ち 切れば、 モテる ために 必要になる 権力 や 富に 対する 欲求 も 消える という わけです。 

ブッ ダが 女人の 出家を 嫌がり、 男 信者と 女 信者を 可能な 限り 隔離して おこうと した 
理由は そこに あったので しよう。 女性を 蔑視して いたので はなく、 「モテの 魔の 手」 
が 「解脱」 の 最大の 障壁と なる からこ そ、 女人を 敬遠した わけです。 

具体的には、 ブッ ダは 喪 男の 「苦しみ」 が どのように 生まれて くる かを、 一二 段階 
の プロセス によって チャ ー ト 化しました。 十二 縁起です。 

①  無明 根本的な 無知の こと。 

② 行  行動。 

③ 識  認識す る こと。 心。 精神。 自我。 

④ 名色 身体 全体。 

⑤ 六処 認識 •心が 実際に 稼働す る、 目 •耳 •鼻 •舌 •身体 •意識の 六 力 所。 

⑥ 触  対象 物に 触れる。 

⑦ 受  感受。 陕感を 求め、 苦痛を 避ける 心性。 
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⑧ 愛 性欲、 モテ 欲。 

⑨ 取 執着心。 

⑩ 有  生きる こと、 存在す る こと 0 
⑪生  生まれて くる こと。 

⑫ 老死 歳を とつて 死んで いくこと。 


縁起の 前半は フロィト 派の 発達心理学み たいな 話です が、 人間が 母体から 生まれて 
きた 後には、 「触」 「受」 「愛」 「取」 という 段階で 苦しみが 生まれて くるので す。 

「触」 とは 赤ち やん 時代、 とりあえず いろいろな ものに 触ろうと する 欲望です。 

これが 成長して くると 「受」 に 発展し ます。 この 段階では、 まだ 性欲はありません 
が、 苦しみを 避けて 快楽を 求め 始めます。 「モテ」 欲は、 この あたりで 生まれて くる 
のでし ようか。 

次の 段階 「愛」 は 言うまでもなく 発達し きった 「モテ 欲」 および 性欲です。 これは 
説明 不要です ね。 「愛は 地球を 救う」 なんて 日本 テレビは 言います し、 KAN は 「愛 
は 勝つ」 なんて 歌って ますが、 紀元前の 大昔に お釈迦 様が すでに 「愛とは 人間を 苦し 
める もの だ」 と 喝破して いたわけ です。 つまり 我々 人類は 何千 年 も バカの ままなん で 
すよ。 

モテたい という 欲望は、 いよいよ 「取」 となります。 王様に なつたり お金 持ちに な 
つたり ハ ー レムを 作つ たりした くなる わけです。 

このように 、「モテ」 への 渴 望が、 果てしない 執着を 生み、 この 執着が 苦しみに な 
ると いう わけです。 ブツ ダは、 人は 「愛」 故に 苦しまねば ならん、 という 聖帝 サウ 


㉔ 「愛は 勝つ」 

愛は 勝つ、 愛は 勝つっ て 言ぅ けど、 それじゃ 誰 
にも 愛されな いし 誰を も 愛させて もらえない 俺 
は 永遠に 負け 組って ことじ ゃない か。 いや 「愛 
至上 主義」 とは 実際 その 通りなん です。 絶望し 
た！ 愛 至上 主義の 現代 社会に 絶望した！ 
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ザ ー みた いなこと を 言っ ていた わけです。 

喪 男の 苦しみが 生まれて くるまでの 仕組みは わかり ましたが、 それでは 具体的な 喪 
男の 苦しみとは、 何でし よう。 基本は すでに 登場した 生 老病 死の 「四 苦」 です が、 こ 
れ にあと 四つ 付け足して 、「八苦」 となります。 あと 四つとは、 

•愛別離苦 好きな 彼女と 別れなければ ならない 苦しみ 

•怨憎 会 苦 嫌いな 相手と 暮らさなければ ならない 苦しみ 

•求 不得苦 モテない 苦しみ 

•五 陰 盛 苦 自分自身の 存在 そのものが 苦しみ 

という わけです。 「愛」 と 「モテ」 が 喪 男ブッ ダに とって 最大の 「苦しみの 元凶」 
だった ことが おわかりいた だけました でしよう か。 ブッ ダは かつて ハー レムで いった 
いどん な 体験を 積んで きたので しよう。 実際に ハ ー レムを 捨てた 人間 だから こそ 「愛 
とは 苦しみの 元凶な り」 という 言葉に も 説得力が 溢れる わけです。 これらす ベての 執 
着を 捨てる ことで、 苦しみに 満ちた 「現実」 からの 「解脱」 が 可能 だと ブッ ダは 言っ 
たのです。 まずは 「モテの 魔の 手」 への 執着から 脱却し なければ ならない。 

愛、 性欲、 モテの 魔の 手。 これ こそが 喪 男の人 生を 生き地獄に する 執着の 原因な の 
だと、 喪 男ブッ ダは 発見した のです。 故に、 モテたい という 欲望 = 苦しみを 消す こと 
がで きれば、 それによ って 生じて くる もろもろの 欲望 = 苦しみ も 消える のです。 

ことほ ど さように、 ブッ ダは 解脱を 追究す る 上で、 モテと 性欲を 問題 視し ました。 
「モテへの 執着 こそが、 苦しみの 原因で ある！」 「モテは 諸悪の 根源！」 という わけで 


㉕聖帝 サウ ザー 

『北 斗の 拳』 に 登場す る 拳法 家。 南斗 最強の 男。 
愛 深き 故に 歪み、！： 恭君 化して ピラミッドを 造つ 
ていた。 
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す。 ブッ ダの 縁起 チャ ー トを迪 ってい きます と、 戦争 や カ ー スト 制度な ど、 およそ 人 
間が 生み出した 胡 悪な 文化は 全部 人間の 「モテ」 への 執着から 生まれて いる ことが わ 
かります。 すべて 「モテ」 が 悪い のです。 ただ、 それを 「悪」 と 呼ばず 「苦しみ」 と 
表現した ところが、 ブッ ダの 喪 男た る ゆえんで ありまし よう。 悪なら ば 倒さなければ 
ならない 「他者」 です が、 苦しみとは 自分自身の 内面の 問題です。 

そうです。 ブッ ダは 「俺が モテない のは 社会が 悪い」 と 暴れる のでは なく、 「俺が 
モテない と 苦しむ のは 俺が 解脱して いない からだ」 と 考え、 自力に よる 救済を 目指し 
たわけです。 

結果、 ブッ ダの 教団では、 セッ クスは 当然 禁止と なりました！ 「えっち なのは い 
けない と 思います！」 とブッ ダは 弟子に 教えた のです。 もちろん すべての 人間が 出家  ⑳ 「ぇっち なのは ぃけなぃ と 思ぃ 季！ 」 
して 一丁 卜 化して しかも セッ クスを 捨てて しまう と、 どう 考えても 人類は 滅亡して し 一 T 
まいます ので、 そのような 事態を 防ぐ ために 「在家」 という システム も 採用され まし  ぃけなぃ と 思ぃます！ 

た。 在家 信者は 家庭を 持って いてよ いし、 仕事を しても よいので す。 出家とは つまり 
ニー トになる ことです から、 全員 出家と いう わけには いきません。 全人 類が ニー ト 化 
したら みんな 飢え死に しちやい ますから ね。 

ブッ ダの 思想を 一言で 言い表せば、 

「女を 捨てよ。 二— 卜に なろう」 

「モテぬなら 捨てて しまおう ほととぎす」 

恋愛 放棄 主義と いうか、 サボ タ 1 ジユ という か、 とにかく これは 大変な ことです。 

このように 世界 三大 宗教の 一つ、 仏教の 出発点が 「モテの 魔の 手」 からの 護身に よ 
る 「解脱」 を 目指した 喪 男の 集団で あった ことは、 偶然では ない のです。 この 出家と 


47 第一章 世捨て人の 出現 


いう 名の 護身 システムは、 形を 変えながら はるか 日本にまで 輸入され 、しっかりと 根 
付きました。 もちろん 「妻帯しても OK」 とか 「女は ダメ でも お 稚児さん なら OK」 
とか 言い出す 坊さんが 出て きて、 だんだん なし 崩しに なって いくので すが …… 。 

さて、 次は 西洋 哲学の 基礎と なった 古代 ギリシアに 目を 向けて みまし よう。 古代 ギ 
リシアに も、 プラトン という 喪 男が おりました。 そして プラトン こそは、 ブッ ダより 
も 強力な 「妄想 力」 を 持った 恐るべき 喪 男だった のです。 ブッ ダは 「現実は 幻想で あ 
り、 モテとは 苦しみで ある」 という 事実を 認識した わけです が、 プラトンは ブッ ダの 
ように 「現実 棄却」 へは 向かわず、 もっと 深い 泥沼に 突き進みました。 「この 世は 間 
違っ てる！ だから'  どこかに 本当の 世界が あるは ず だ！」 と 言い出した のです。 

以後、 西洋 哲学は、 この プラトンが 言い出した 「本当の 世界」 に関する 考察と 妄想 
の 歴史に なった のです。 
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「現実 こそが 偽物」 プラトンの イデア 論 


外見 も 発言 も 「喪」 そのものだった 師 ソクラテス  ホ， 

西洋 哲学の ル ー ツは 紀元前 五〜 四 世紀の 古代 ギリシアに 現れた ソクラテス、 プラト 
ン 、そして アリス ト テレスの 三人です。 このうち、 後世の 喪 男 哲学に もっとも 影響を 


㉗ ソクラテス 

80四六九年頃〜 8 €三九九年。アテナイの哲 
学者。 プラトンの 師匠と して 有名。 ブラ トンの 
著書には、 ソクラテスが 誰かと 喋っ ている とい 
う 形式の ものが 多い。 奥さんの クサンテイ ッぺ 
は 「世界 三大惡 妻」 の 一人に 数えられ ている 
が、 ソクラテスの ブサ イクな 外見と 奇行ぶ りを 
見れば ある 程度は やむ を 得ない のか もしれ ない 
のだった。 ソクラテスは 人々 に 「是非 結婚し な 
さい。 良い 妻を 持てば 幸せに なれる。 悪い 妻を 
持てば 私の ように 哲学者に なれる」 と 言った と 
いう 伝説が 残っ ている。 つまり ソクラテス にと 
って、 哲学とは 「惡 妻」 という 地獄の ような 現 
実から 飛翔す るた めに 必要な 思索 運動だった の 
だ。 ソクラテスが 惡 妻に 虐げられる 喪 男 ダメ親 
父だった ことが 哲学の 起源な の だ。 故に 哲学を 
「喪 男の 精 沖 史」 と 言っても いいので ある。 

⑳ アリス ト テレス 

02' 〇 三八四年〜 3 〇三ニニ年。マヶドニア生ま 
れの ギリシア 哲学者。 プラトンの 弟子。 プラト 
ンの 死後は アレク サンダー 大王の 家庭教師を も 
務めた。 父親が 医師だった こと も あり、 哲学の 
みならず 論理学 や 自然科学を も 探究した。 ブラ 
トンが イデアと いう 脳 内 世界 (二次元) こそ 真 
実の 世界と 考えた 観念論 者だった のに 対し、 ア 
リス ト テレスは 感覚論を 採った。 感覚で 知覚 可 
能な 世界 (外界、 三次元) こそが 真の 世界 だと 
いう 反 イデア 論で ある。 「四大 元素」 や 「エ— 
テル」 といった 中世 ョ ー ロッ パを 支配した 自然 
科学 概念は アリス ト テレスに 端を 発する。 また 
倫理学と しては ブッ ダの 中道に 近い 「中庸」、 
つまり 極端な ことは 良くない と 説いた。 この あ 
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与えた のは プラトン でしょぅ 。プラトンの 哲学 
は、 「『ィデア 界』 といぅ 想像の 世界すな わち 『二 
次元』 世界 こそが、 目の前の 『現実』 "『三次元』 
ょりも 価値の ある 世界な の だ！ ィデア こそが 真 
実な の だ！」 と 言い切ります。 しかし、 そ も そ 
も、 イデアと いう ものは 人間の 想像力が 生み出し 
た 観念です から、 原始時代には 存在し なかった は 
ずです。 人間の 知性が 進歩し、 想像力が 豊かに なった からこ そ、 イデアと いう 抽象廿 一 


界が 生み出された。 そして、 プラトンは 最初に 「ィデア (妄想) こそ 現実に 優先す る 
ものな り」 と 言い出して 「喪 男 革命」 を標辦 した 哲学者だった わけです。 

プラトンは 有名な 哲学者 ソクラテスの 弟子でした。 ソクラテスは 五〇 歳まで 独身 だ 
った 喪 男です。 現代より 平均寿命が 短かった とお ぼしき 当時の ギリシアで 五〇 歳と い 
うのは、 もう 死んでも おかしくない 高齢で しよう。 しかも、 四〇 歳を 過ぎて 哲学者に 
なって からは 事実上の ニー ト だった ので、 生活費に もこと かく 有様だった そうです。 
ルックスは 異常に 太った キ モメン で、 一日中 同じ 場所に 突っ立って いたりな どの ヘン 
な 行動で も 有名でした。 大学の 研究室に こもって 禄を 貪んで いるよう な 現代の 哲学 学 
者とは 器が 違う のです。 ソクラテスの 妻は 亭主を バカ 扱いす る 酷い 悪妻だった という 
伝説が 残って います。 その上、 ソクラテスは 七〇 歳で 死刑に なりました。 「悪法 も 法 
なり」 と 言って 自ら 死に 赴いた と言われて おります。 ニ ー ト 哲学者の ソクラテスは、 
もちろん 国家の 転覆なん て 面倒臭い ことは 企んで いません でした。 なのに、 なぜ 死 W 
になつ たんで しよう？ 


たり 実に 現実的で まともな 人 だ。 しかし 女性を 
男性より 劣った 存在 だと 考えて いた 点は、 悪い 
意味で 現実的と 言える。 アリストテレスには 萌 
えがなかった。 アリス ト テレスの 代表作は 『形 
而上学 』 『自然 学』 『ニコ マ コス 倫理学』。 
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それは、 ソクラテスの 外見と 発言が あまりに も 
「喪 男」 すぎた からです。 

ソクラテスは 見た目 もキモ ければ 金 もな く、 し 
かも 「無知の 知」 という 大勢の 人間が 怒り 出す で 
あろう 話を 得意と していました。 無知の 知とは、 
つまり、 いまで いう 「バカの 壁」 です。 ソ クラ テ 
スは 「汝 、自身を 知れ」 という フレ ー ズを 標語と 
した ことで 有名です。 つまり 人間は みんな 利口ぶ ってい るが 実は 自分の こと すら 知ら 
ない バカ ばかり だ、 と 言っ たのです。 「自分が 無知 だとい うこと を 知る ことから、 本 
当の 知が 始まる」 と 言っ たのです。 

つまり、 「本当の こと」 を 口にした のです。 これでは、 自分は 頭が いい、 お 利口 だ 
と 思いた がっ ている バカな 連中に 憎まれて 当然です。 ソクラテスは そういう 連中から 
「若者を 扇動して いる」 と 告発され て、 死刑に なった のです。 

プラトンが 現実ょりも イデアの ほうに 価値を 置いた のは、 師匠 ソクラテスの 踏んだ 
り 蹴っ たりの 人生を 見て いた 影響 かもしれ ません。 そもそも ソクラテス 自身は 著書を 
残して おらず、 ソクラテスの 活動 や 言動は 弟子の プラトンが まとめて いるので す。 こ 
の あたりは ブッダ や イエスと 同じです ね。 プラトンは 元は 現実の 政治家を 目指して い 
たのです が、 ソクラテスが 死刑に なって しまった ので 自ら 師匠の 遺志を 継ぐ ために 喪 
男 哲学者に なった と言われて おります。 

しかし プラトンが ブッダ や イエスの 弟子と 違っ たと ころは、 彼 自身が ただの 弟子と 
いう 立場に 留まらず、 自ら 後世の 喪 男 哲学に 絶大なる 影響を及ぼした ある 思想を 考え 
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出した 点に あります。 それが 「イデア 論」 すなわち 「二 元 論」 です 


「現実」 の ほかに 真実の 世界は ある 

プラトンと 言えば 「ィデア 界」 です。 

ィデア 界 とは、 真実の 世界で あり、 永遠の 世界です。 

言ぅまでもなく、 目の前の 「現実」 と 呼ばれて いる 世界は、 永遠ではありません。 
万物は 流転し ます。 諸行無常です。 この 事実に ついては すでに ギリシア でも 知られて 
いました。 ここから 懐疑主義 や 相対主義 といった 思想が 生まれて いたわけ です が、 プ 
ラトンは その 種の 相対主義に No を 突きつ けます。 

「現実は ぅたかたの 幻想に すぎない が、 どこかに 真実の 世界が あるは ず だ。 それが ィ 
デア界 だ」 

という わけです。 プラトンの 思想を ひらたく 一 
「えいえんは、 あるよ」 

という ことになります ね。 


言で まとめる と 


例えば、 三角形に はまず 「三角形の イデア」 といぅ 普遍的な 原型が (イデア 界 に) 
存在し ます。 紙に 描いた 「現実」 の 三角形は、 三角形の イデアを 模倣した 「似 姿」 に 
すぎず、 本質 (真実) ではない のです。 同様に 男には 男の イデアが あり、 女には 女の 
イデアが あります。 つまり、 人間が 認識して いるすべ ての 事象は、 まず イデアが 先に 
あつて、 この イデアを 具象 化しよう とした 結果と して 現実の 事象が 現れて くる、 とプ 
ラトンは 考えました。 目の前に いる 女の子を 「女の子」 という 名称で 定義 づけて いる 
のでは なく、 最初に イデア 界に 「女の子の イデア | という 永遠の 本質が あり、 それを 


⑳ 「万物は 流転し ます」 

古代 ギリシアの 喪 男 哲学者、 ヘラクレイトスが 
唱えた 説。 「諸行無常」 。ヘラクレイトスは 極度 
の 人間嫌いで、 貴族の 座を 投げ捨てて 山に ひき 
こもり、 医者に かからず ゥン コに 塗れて 死んだ 
と言われ ている。 ああ 古代の 哲学者って こんな 
人 ばっかり。 ただし ヘラクレイトス もこの 諸行 
無常の 三次元 世界を 支配す る ものと して 「ロゴ 
ス」 (言葉、 原理、 神) を 想定して いた。 

㉚ 「えいえんは 'あるよ」 

Tactics の PC ゲーム 「ONE 〜 輝く 季 
節へ〜』 に 登場す る 名 台詞。 この ゲ—ム では、 
現実 世界 (三次元) の 他に もぅ •一っ 「えいえん 
のせ かい」 (二次元) が 存在す る。 えいえんの 
せかいに 憧れた 人間は、 現実 世界から 消える し 
力なし 
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現実に 適用し ようとして 生み出され たのが 目の前に いる 女の子 だとい うのです。 

滅茶苦茶 言っ てるよう です が、 「女性ら しさ」 「男性ら しさ」 といった 性質のう ちの 
何 割かの 部分は 本来 生得 的な ものでは なく 社会的に 付与され る ものである という こと 
が、 近年の ジヱン ダー 研究に よって 明らかになって きています。 また、 分析 心理学者 
の カ ー ル •グスタフ •ユングは、 人間の 無意識には いろいろな 「元 型」 が インプット 
されて いると 主張して います。 例えば 男の 精神には 「女性の 元 型」 (ァニマ) が 備わっ 
ている そうです。 つまり 「女の子ら しい 女の子」 というのは、 男の 持っ ている 「女の 
子の 元 型」 を、 現実の 女性に 投影す る ことで 作り上げる ものら しいので す。 

なんか、 卵が 先 かニヮ トリが 先 かみたい な 話です が、 「なぜ 女は みんな DQN が 好 
きか」 という 問題を 考える と、 謎は 解ける と 思います。 女が 乱暴な 男を 好む のは、 彼 
らが 「男らしい」 からです。 「男らし さ」 とは 「暴力 性」 「粗野」 「セッ クス 好き」 「強 
引」 といった 要素です。 女は こういう 「男らし さ」 の 要素を 持っ ている 男を 選びた が 
ります。 しかし、 こういう 要素を 持っ ていない 男 も 現実には たくさんい ますよ。 そう 
いう 男は 「キモ メン」 とか 「オタク」 という モテない 階層に 追い やられる わけです。 
で、 「あの人は 『いい 人』 だけど、 男と しての 魅力が ね〜」 とか 言う わけです。 

僕は これを 「いい 人い い 人 どうで もい い 人の 法則」 と 名 づけました。 

ユング 的に 考えれば、 女が 持って いる 「男性の 元 型」 (ァニ ムス) を 投影で きる 男 だ 
けが 女に 好まれる という ことになります。 つまり 女は 実は 現実の 男を 求めて いるので 
はなく、 自らが 心の中に あらかじめ 持っ ている 「男の イデア」 を 求めて いるので す。 

男 も 同じです。 「女の イデア」 を 投影で きる 女を 好 むんで す。 

また、 男女と もに 美人 •美男が 好きです よね。 これは つまり 美男 美女の 向こうに 


© ジェンタ ー 

社会学 的 •心理学的な 性差。 これに 対して 肉体 
的な 性差を セツ クスと 呼ぶ。 

㉜ 力— ル •グスタフ •ユング 
一八 七 五 年〜 一九 六 一年。 スイスの 心理学者。 
フロイトの 弟子と して 活躍した 後、 「汎 性欲 論」 
に 固執す る フロイトと 袂 (たもと) を 分かつ て 
独立。 独 _ の 分析心理学を 確立した 。ユングの 
興味は 臨床ょりも 芸術 や 宗教、 そして オカルト 
に 向けられ ており、 「集合 無意識」 や 「元 型」 
「アニマ」 「シンクロ ニシ テイ」 など 様々 な 才力 
ル ト っぽい 心理学 概念を 発明 •妄想した。 趣味 
は 塔に ひきこも つて 曼荼羅を 描く こと。 幽体 離 
脱して 宇宙に 飛び出した こと も ある。 大丈夫な 
のか、 この 人は。 代表作 『心理学と 錬金術 j 
『UFO 〜 空飛ぶ円盤』 『アイ オ —ン』 『結合の 
神秘 j 『ヨブへの 答え j。 
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二次元 （イデア 界） は 「真実」。 現実は 真実を 投影され た 影、 幻の ような ものにす ぎない。 プラトン のこの 
二元論は、 後の ヨーロッパ 哲学に 巨大な 影響を 与えた。 現代の 物理学に も 同じ 理論が ある。 「宇宙は n 次元 
の 情報を （n+1) 次元に 投影した もの だ」 という 「ホログラフィー 原理」 がそれ だ。 

図 1 —  3  プラト ンの 洞窟 論 


「美の イデア」 を 見出して いるから なのです ね。 ブ男 ブ 女の 向こうには 「美の イデア」 
を 幻視で きません からね。 「 ブの イデア」 しか 見えません。 ああ。 「ビ」 と r ブ」 。五 
十 音 表で 見る と 隣 同士な のに、 なんという 隔たりが あるんだ …… 。 

ナン シー •エト コフ という 人の 書いた 研究 本 『なぜ 美人 ばかりが 得を する のか』 に 
よれば、 ラング ロワと いう 心理学者が 赤ん坊に いろんな 人の 顔写真を 見せた ところ、 
なんと 赤ん坊は 美男 美女の 写真の ほう ばかりを 長く 見て いたの だそう です。 しかも 人 
種と か 民族に あまり 関係な く、 美醜の 判定には 一定の 法則が あるの だと か。 つまり 美 
醜の 感覚は 赤ん坊に も あるら しいので す。 個人的な 経験では、 昔、 幼稚園に あがる 前 
の 従妹で すら、 ジャニ ー ズのイ ケメン が 好きだと 言っ て、 僕の ことを キモ いキモ いと 
バカに してい ましたよ。 許せね え。 やっぱり 「美の イデア」 「ブの イデア」 は 実在す 
る-^ てす！ 

現実 こそが イデアの 影 

話を 戻します が、 プラトンの イデア 論では、 現実 世界は イデア 界の 二次的な 副 産 
物、 つまり 模倣に すぎない のです。 プラトンは 現実を 「洞窟に 映った 影」 であると 言 
います。 イデア 界 こそが 本当の 世界で あり、 現実は イデアの 影に すぎない のです。 つ 
まりこの 世は 幻想なん です。 現実と 言われて いるものは、 実は 人間の 頭の 中に ある 
「イデア 界」 の コピ^ ~ にすぎないん です (図 1 —  3) 。 

現代では、 マン ガや アニメ ばかり 観て いる オタクに 対して、 「常識人」 が 偉そう に 
説教し ますよ ね。 「現実を 見ろ」 「空想に 逃げるな」 と。 しかし プラトンに 言わせれ 
ば、 「現実」 の ほうこ そが イデアの 影に すぎず、 「現実」 だけを 「唯一の 世界」 だと 考 
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えてい る 一元論 者の ほうがは るかに 愚か者な のです。 「現実」 とは、 実は デ ミウ ルゴ 
ス という 悪い 神が イデア 界を 模倣して 作った 「偽物」 にすぎない のです。 「現実」 と 
は イデア 界が 映し出し ている 「映画」 や 「テレビ」 のよう な ものにす ぎない のです。 
従って プラトンは 当時の 現実主義 的な 知識人たち、 つまり ソ フィ ストと ケン カ ばかり 
していた わけです。 

プラトンが このような 二元論を 持ち出し たのは、 よほど ギリシアの 現実に 嫌気が差 
していた からに 違いありません。 当時 ソクラテス や プラトンが 暮らして いた アテネは 
政治的に 混乱して おり、 せっかくの 民主主義が 衆愚政治に 堕して 没落しつつ ありまし 
た。 理想な くして 現実な し。 故に ソクラテス や プラトンは、 理想を 持たない ソフ イス 
卜を 嫌った わけです。 ソフ ィス トは 現実主義 •功利主義で すから、 現世 利益 (モテ) 
のために 哲学を 利用した わけです。 少なくとも プラトンたち はそう 思っ ていました。 
「真の 哲学とは 喪 男 哲学で あり、 モテない 苦しみが 哲学を 生む」 という 本書の 主張が 
ここで も 裏付けられて います。 

「現実とは、 魂の 牢獄 だ」 

「えいえんは、 あるよ」 

これらの フレ ー ズにじ 一 ん として 目を 潤ませて しまった 人は、 間違いな く 喪 男 (ま 
たは 喪 女) と言える のです。 そして この 「喪 男の 苦しみ」 と 「天国への 憧れ」 は、 す 
でに 紀元前の 古代 ギリシアから 「哲学」 という 形で、 あるいは 「宗教」 に 形を 変えな 
がら、 脈々 と 続いて きた わけなの です。 喪 男の 苦難は、 数千 年 も 昔から 続いて いるの 
です。 そして、 いつの 時代 も、 喪 男の 哲学が 世界を 変える パヮー になって いたわけ で 
す。 


㉝ ソフ イス ト 

「知者」。 古代 ギリシアの 職業 知識人たち。 金 持 
ちに ディべー ト術や 処世術な どを 教えて お金を 
稼いで いた。 つまり、 「知」 を 売り物に して 儲 
ける といぅ、 モテ 知識人の 走りみ たいな 人々。 
「カレイ デ モスは ソブ ロニ コスでは ない。 ソプ 
ロニ コスは 父で ある。 従って、 カレイ デ モスは 
父では ない」 みたい な レトリックを 凝らした 言 
葉 遊びの 詭弁 ばかり 弄して いたので、 喪 男 哲学 
者の ソクラテス や プラトンは、 ソフ イス トを 真 
実を 追究し ょぅとし ない 口先 だけの 輩と 忌み嫌 
っていた。 はなっ から 真理を 追究す るつ もりの 
ない 商品 化された 「知」、 つまり モテの ための 
「知」 など、 喪 男に とって 何の 意味 もない どこ 
ろかむ しろ 有害な ので ある。 


イデアと いう 脳 内 世界の 発見 

とにかく プラトンは 理想主義 者でした。 現実よりも 理想を、 真実を 優先し ました。 
目の前の 現実の 女に モテる ことよりも、 イデア 界に 存在す るであろう 「美の イデア」 
を 体現した 萌え キャラに 萌 える ことの ほうが、 より 「真実」 に 近い、 と 喪 男の プラト 
ンは 考えた わけです。 

プラトンは 「現実」 と 「真実」 を それぞれ 別の 世界と して 切り分けました。 「現実」 
の 世界は、 万物が 流転す る 相対的な 世界です。 そこに 永遠な どはありません。 ここ ま 
では ブッ ダの 考えと 同じです。 喪 男に しか 悟りえない この 世の 真実です。 イケ メンも 
美女 も、 しょせんは 年老いて 死んで いくのです。 故に 現実の 美女な どには 不変の 価値 
などありません。 ですから 我々 は 現実の 女なん かには 別に モテなくて いいんです。 い 
やむ しろ モテない ほうが 良 いんです。 

しかし、 プラトンは、 この 地占训 (「現実は 真実では ない」 という 認識の 段階) で 立ち止ま 
ら ずに、 「どこかに 真実の 世界 •永遠の 世界が あるは ず だ」 と 考えました。 その 結果、 
プラトンが 発見した のが、 脳 内の 空想 世界 = イデア 界 だった のです。 

現実の 「美女」 は、 結局は 年老いて 醜く なって 死んで しまいます。 つまり、 現実 世 
界 には 実は 「美女」 は 存在 しないの です！ 「美女の イデア」 の 一部分を 一時的に 体 
現した 人間が 現れて は 消えて いく だけな のです。 でも、 それ にもかかわらず、 人間は 
脳 内 にちやん と 「美女」 という 概念を 持つ ています ね。 この 「美女」 という 概念は ど 
こから 来たの か？ この 世に 「永遠の 美女」 など 存在 しないのに、 なぜ 喪 男は 「永遠 
の 美女」 という 現実には 有り得ない 概念 (妄想) を 持っ ている のか？ 
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プラトンは、 この 謎め いた 人間の 妄想 力の 源泉に 「イデア 界」 という 概念の 世界 • 
本質の 世界 •想像の 世界が ある、 と 言い出した わけです。 つまり、 ブッ ダの 喪 男 哲学 
は 現実の 世界から 「解脱」 したと ころで 終わり ますが、 プラトンは 解脱した 先に 「真 
実の 世界」 が あると 言い出した のです。 

もちろん プラトン 自身は イデア 界を あくまでも 実体と して 論じて いて、 「脳 内の 世 
界」 とは 言っ ていません。 しかしながら 「概念が 現実の 実体に 先行す る」 という 彼の 
考えは、 喪 男 哲学に 特徴 的な 「現実 VS. 空想」 「三次元 VS. 二 次元」 という 二元論 世界 モ 
デルの 元祖 的な ものな のです。 

以後、 この 「現実」 (外界) と 「イデア」 (脳 内 世界) を、 本書では 必要に応じて それ 
ぞれ 「三次元」 「二 次元」 とも 呼んで いきます。 どっち も 同じ 「世界」 だからです。 
違う のは 世界が 存在す る 次元 だけです。 現実とは 三次元 空間に 広がって いる 世界で、 
イデア 界 (脳 内 世界) は 奥行きの ない 脳 内に 収まって いる 世界な のです。 

プラトン によると この イデア 界 こそが 「理想」 の 世界です。 プラトンに とつて、 現 
実とは、 理想の 世界を 実現す るた めの 「場」 なのです。 

ただ 世界を 「現実」 と 「イデア 界」 の 二つに 割った だけで 終わらずに、 この 現実に 
は 存在して いない (脳 内の) 理想 世界を 目の前の 現実より 価値 ある もの だと 断 じた こ 
とが、 プラトンの 喪 男 哲学 史 における 最大の 功績です。 

プラトン 的な 喪 男 二元論を 一言で 言えば、 

「現実より 妄想の ほうが 大事 だ！」 

という 開き直りで すね。 

こんな 大 それた ことを 言い出した 人は プラトン 以前には たぶんい ませんで した。 
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プラトンの 理想郷は アキバで ある 

さて、 プラトンは モテ や 恋愛を どう 考えた のでし ようか？ 

プラトンに よれば、 人間の肉 体は ちゃんと 現実 界に 存在し ます。 

しかし 人間の 精神は、 元々 は イデア 界に 存在した はずの もの だと、 プラトンは 考え 
ます。 ここで 喪 男 そのものの 存在が、 現実と イデアと に またがる ものである とされて 
いる ことに 注目して ください。 人間の 魂は 元々 イデア 界 にいた ので、 現実 界に 存在し 
ている 間 も、 常に イデア 界 への 回帰を 目指します。 これが 「エロス」 (恋愛) である、 
と プラトンは 言う のです。 つまり プラトン によれば 恋愛 感情とは 目の前の 女に 欲望し 
たりす る ことでは なく、 イデア (想像 上の 観念の 世界) に 恋焦がれる こと だとい うので 
す。 従って、 現実的な 肉欲は イデアの 影で ある 現実に 対する 欲望で しかありません か 
ら 、イデアを 求める 理性よりも 下位に 置かれます。 もちろん、 理性は 頭に、 欲望は 腹 
にあります。 

エロスと いうと 現代人は すぐ セッ クスを 想像し がちです が、 プラトンは、 そのよう 
な 欲望は 現実に のみ 向けられた 下等な 感情で、 「美の イデア」 という 抽象的な 観念に 
憧れ 続ける 理性 こそが 真の エロス だと 言い出した わけです ね。 つまり 生身の 女優さん 
が 出演して いる AV を 観る よりも、 脳 内の 萌え キャラを 崇拝す る ほうが、 より 上等な 

エロス だとい うわけ です。 

プラトンは'  アキバ 系と いうか 二次元 オタクの 走りな のです。 

この 思想を 体現して いくと、 最終的には 現実の 女性への 欲望は 消えう せて いき、 
「美の イデア」 という 抽象 観念の みに 萌 えられる ようになる わけです。 
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実際、 生身の 人間より アニメの キャラの ほうが かわいいです よね 


えつ、 かわいくない 


かな？ かな？ 


プラトンは 自らの 理想 国家を 実現す るた めに シ シリ ー 島へ 渡って 失敗して います 
が、 彼が 現代の 秋 葉 原を 訪れたら 「ここ こそが 理想郷 だ」 と 感涙に むせぶ こと 請け合 
いです。 二次元の 萌え キャラクタ 1 の 流行とは、 つまり、 現実の 女性では 表現 不可能 
な 「萌 えの イデア」 を 現世に 映し出そう とする 運動な のです から。 一一 次元 萌 えの オタ 
ク というのは 古代 ギリシアから 存在した わけです。 そして、 プラトン 哲学の 実践の 場 
として、 ニー 世紀の 日本に 秋 葉 原が 出現した わけです よ。 

そもそも 古代 ギリシア 世界は 芸術 天国でした。 オリンポスの 神々 を模 った 彫刻を た 
くさん 作り、 みんなで 萌 えていた わけです 。フィギュアを 集めた だけで 幼女 殺害 犯予 
備軍 扱いされ る 現代 日本とは 正反対の 世界でした。 このような 土壌が あったから ブラ 
トンの イデア 論が 受け入れられ たの だと 思います。 

さて、 ここで 「プラトンは、 芸術を 『イデアの 模倣に すぎない 現実を さらに 模倣し 
ている』 と 否定して いたでは ないか」 という ご 意見を 持たれる 方 も おられる でしよ 
が、 それは 違います！ 

すでに 明らかにした 通り、 アキバ 系の 萌え キャラは 「現実の 模倣」 では ありませ 
ん 。「イデアの 具象 化」、 つまり 抽象芸術な のです。 象徴主義 とか 印象主義と 言っても 
いい。 現実の 女の子とは 似て 非なる 造形です。 異常に 目が 大きくて 胸が 大きくて ロリ 
でぷ一 I なのです！ これを キモ いと か 現実の 女に 全然 似て ない とか 言う 人は、 芸術の 
感性に 欠けて いる 上に 芸術の 歴史に 無知で、 さらに その 無知に すら 気づいて いない 恥 
ず かしい 人です。 


㉞ぶに 

萌え 絵の キャラに 特徴 的な、 ぷにぷ にした 感 
触 0 
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現実の 模倣と しての ギリ シア 芸術 
ミロの ヴィーナス 像 （ルーブル美術館) 


mm 


イデアの 表徴と しての 萌え キャラ 

あずまき よ ひこ r よつ ばと! ⑤』 メディ アワー クス、 

2006 年、 P151 


これに 対して、 当時の ギリシア 芸術は、 現実の 人間を リアルに 模倣す る 写実主義で 
した。 プラトン はこの 写実主義を 嫌った わけです ね。 といぅのは、 イデアの 模倣に す 
ぎない 現実を 模倣した 芸術は、 イデアの 孫 コピー です よね。 ですから、 イデア からま 
すます 遠ざかっ ている のです。 

それに 対して、 アキバ 系の 萌え キヤ ラ フィギュアは 現実 臭 さの かけら も ありませ 
ん 。フィギュアとは、 本来は 左下 図の よぅに、 平面 的に 造形され ている 脳 内の 萌ぇ 

キヤ ラ (「アニメ 絵」 と 呼ばれる 非現実的な 表現 手法の キャラクタ—) を 立体 化した ものです 0 

つまり、 二次元で しか 存在し えない 「観念」 に 奥行きを 与えて 三次元の 世界に 現出 さ 
せた わけです。 すなわち、 萌え フィギュアとは イデアを 現実 世界に 降臨 させた もの だ 
と 言つ てよ いでし よう。 もちろん、 萌え キヤ ラを フィギュア 化する までには フイ ギュ 
ア造 形師 たちの 長い 研鑽と 鍛錬の 歴史が ありました。 


㉟ フィギュア 造形 師 

現代の 仏師。 「原型 師 J と 呼ばれ リ スペクト さ 
れ ている。 人気の 原型 師 ともなる と 外車を 何 台 
も 乗り回す くらいに お金が 儲かる そうで ある。 
日本の アキバ 界隈には、 現代の ミケ ラン ジヱロ 
や 現代の ダ •ヴィン チが 原型を 作った 美術品が 
うようよ あるの だ。 彼らの 芸術作品は 数十 年後 
には 教科書 入り •美術館 入り 間違いな しだが、 
現在のところ (日本の) 美術界から 正当な 評価 
を 受けて いない。 
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ちなみに、 ソクラテス •プラトン 時代の 萌 えの 主流は、 シヨ タ萌 えだっ たそうで 
す。 シヨ タ萌 えは 実は 古代 ギリシアでは 割と 普通の ことなので すが (現実 世界に おいて 
も、 美少女と 美少年の 区別が あまりなかった ようです)、 プラトンは 現実の 女は 肉欲を 喚起 さ 
せる ので イデアから 遠い 存在 だと 考えて いたよう です。 それに 対して、 シヨ タ 少年は 
肉体 そのものは 男です ので、 女と 比べる と 肉欲からは ずっと 遠い という わけです。 故 
に、 シヨ タは 女より イデア 界に 近いので す。 イデア 界に萌 え 続けた プラトンは 八〇年 
にわた って 生涯 独身を 貫きました。 死ぬ まで 童貞だった と言われて います。 

もっ とも、 師の ソクラテスの 場合は、 単に ソクラテス 自身が キ モメン だつ たので モ 
テなかった から 女嫌いに なって シヨ タに 走っ たという 解釈 も 可能で しよう。 ちなみに 
後世に 「太った 豚より 痩せた ソクラテス」 という 酷い 格言が あります が、 本物の ソク 
ラ テスは デブだった そうです よ。 デブが 哲学者 やって ちゃい けな いんで しよう か'  デ 
ブが 天才 だったら 何 か 都合が 悪 いんで しよう か！ きっと ヨーロ ッバの どこかで 「頭 
の 良い 人間、 優秀な 人間 n 痩せて いる」 という 腐った プロパガンダが あったので しよ 
う。 そういえば イエス •キリス ト 像なん かもたい てい 瘦 せて てイケ メン です よね 最 
近では 本当の イエスは 濃 ゆ〜 い アラブ 顔だった という 説 も あるんで すが、 まあ バ チカ 
ンに 公認され る ことは ないで しよう。 


萌え 哲学を 創始した プラトン 

さて、 生涯 独身、 八〇 年間 童貞を 貫いた との 誉れ 高い プラトンが 自らの 恋愛 論を 開 
陳 した 著書が 『饗宴』 です。 童貞が 恋愛を 語る なんて バヵげ ている と 笑うよう な 愚か 
者は、 もう 一度 ィデア 論の 基礎から 学び 直して ください 。プラトンの 恋愛は 脳 内 純愛 


㉟ シヨ タ萌え 

ちつち やな 男の子に 萌 える こと。 語源は 『鉄人 
28 号』 の 正太郎 くん。 横 山 光輝 先生は 『鉄人 28 
号』 で シヨ タ萌 えを 産み、 『マー ズ J で やおい 
を 産んだ の だ！ 


© 「本当の イエスは 濃 ゆ〜 い アラブ 顔」 

マン チェス タ— 大学の リチャ ード •二— ブがコ 
ンピユ I 夕— を 使って イエスの 顔を 再現して み 
たら、 凶悪な 人相の 親父に なって しまった。 そ 
のた め、 CG で 復元され た 「イエスの 素顔」 は 
黒 歴史 (第二 章注㉗ ) とな った。 
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ですから、 むしろ 三次元 童貞に しか 語れない わけなん です。 

プラトンは 『饗宴』 でい つもの ように ソクラテスの 口を 借りて 恋愛に ついて 語る わ 
けです が、 他に も いろんな キャラクタ 1 が 出て きて 恋愛とは 何 か、 という 話を それ ぞ 
れ語 つてい ます。 それらを まとめて みると、 

•パ ウサ ニア ス 説。 女を 対象と する 「パン デ モス •エロス」 は、 低俗な 肉欲の 愛 
にすぎない。 これに 対して 真実の 恋愛は、 シヨ タを 対象と した 精神的な 恋愛 
「ウラ ニア •エロス」 なの だ。 シヨ タ 万歳。 

•エリ ユク シマ コス 説 良い 恋愛は、 人間の 善悪 二つの 欲望を 調和で きる 恋愛で 
ある。 宗教に も 教育に も エロスが 必要で ある。 シヨ タ 万歳。 

•アリストパネス 説。 元々 人間は 二者が 一体と なった アンド ロギ ユヌス だった 
が、 神々 に 嫉妬され て 二人に 分けられて しまった。 それ 以後、 人間は お 互いの 
半身を 求めて 彷徨う ことにな った。 それが 恋愛で ある。 シヨ タ 万歳。 

•アガ トン 説。 エロス 神 万歳。 シヨ タ 万歳。 

•パィ ドロス 説。 シヨ タの 前では 恥ずかし いことは できない よ。 シヨ タ 万歳。 シ 

ヨタ 万歳。 シヨ タ 万歳。 

このように、 みんな シヨ タ萌 えです。 古代 ギリシアに おいては 「女性との 恋愛 n 肉 
欲 = 低級」 「シヨ タ 恋愛 = 精神的 H 高等」 だった ので ありまし よう。 これは 新 宿 二 丁 
目の 才カ マ パ— での 会話ではありません。 古代 ギリシアを 代表す る 知識人た ちの 会合 
なのです。 この 時点で 現代の 恋愛 資本主義 社会に 洗脳され た 人々 をはる か 彼方に 置い 
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てけ ぼり にして いますが、 つてい ぅか 現代の 秋 葉 原で もこ こまで 先進 的 じ ゃないです 
が、 さらに 追い討ちを かけて ソクラテス (の 中に 入つ た プラトン) が 出て きて、 「プ 
ラ ト ニック •ラ カ」 について 演説す る わけです。 恋愛は、 最初は 肉欲から 出発す る 
が、 そこから 順次 精神的な 愛に 進化し、 最終的には 「美の イデア」 という 純粋 観念に 
到達す る ものである、 という 話です。 

ここで、 「永遠」 という 概念が 出て きます。 恋愛とは 永遠への 憧れ、 不死への 憧れ 
であると。 これは Tact; 


tics の PC ゲ ー ム 『ONE 〜 輝く 季節へ〜』 の 話では あ 
りません。 プラトンの 著書の 話です。 

もちろん ソクラテス (の 中に 入った プラトン) も、 女性への 愛より シヨ タ萌 えの ほ 
うが 「精神的」 であるが 故に 高尚で ある、 と 言い出します。 この 点に ついて だけは、 
参加者 全員の 意見が 一致して いるので す。 R 明え を 突き詰めれば 最終的に シヨ タに 至 
る」 とは 濃い オタクの 間で 常々 言われて いる ことです が、 すでに 萌え 哲学の 開祖と も 
言うべき プラトンが、 萌 えの 最終 形態が シヨ タ だとい うこと を 『饗宴』 において 示唆 
している わけです。 

しかし ここでは、 「女よりも シヨ タ」 という 構図よりも、 「現実の 肉欲を 経て、 美の 
イデアに 至れ」 という プラトンが 指し示した 「新たな ゴ ー ル」 の ほうに 注目した いと 
ころです。 目先の 対象が 女だろう が シヨ タだろう が、 プラトンの 目指す 最終 ゴー ルは 
「美の イデア」 つまり 「観念」 だからです。 シヨ タが ゴー ルな のでは ない。 シヨ タは、 
肉欲の 対象から 外れて いる ぶん、 女よりも 相対的に イデアに 「近い」 と 考えられ てい 
る だけなん です ね。 

故に プラトン 哲学に おいては、 アイドル 声優さん よりも フィギュア や ドット 絵の ほ 


㉝ プラトニック •ラブ 
岩波 文庫 版の 『饗宴』 では、 訳者の 久保勉 先生 
が (ソクラテスの 中に 入った) プラトンの 主張 
をこう まとめて おられる。 「イデ ヤが 現象界と 
の 関係を 超脱 すれば する ほど、 それに 対する 人 
間の 愛 もまた 高尚と なり、 ついには 理性は 一切 
の 感覚的なる ものを 脱却せ る 純粋な 美の 本体を 
直観す るに 至る ので ある。 これ こそ フイ ロソフ 
イヤ すなわち 智慧の 愛 求で あり、 道徳的に も 知 
識的 にも 人間 向上の 最高 段階で ある」 すな わ 
ち、 哲学 (フイ ロソフ イ I) とは、 ただ ひたす 
らに脳 内で 二次元 キャ ラに 萌 える ことなの だ！ 
萌 えよ、 さらば 与えられん。 ちなみに 世間で 言 
うと ころの プラトニック •ラブは、 せいぜいが 
人間 女 相手の セックス レスの 純愛で あり、 ブラ 
トン 本来の 使い方とは まった く 違う。 なお、 
『饗宴』 で プラトニック •ラブ (萌 えこ そ 哲学 
なり) を 最初に 唱えた 人は、 ソクラテス ではな 
く 巫女 デ イオ テマで ある。 プラトンは 巫女 萌え 
だった の だ。 
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うがより 「美の イデアに 近い」 存在と なる わけです。 当時の 哲学者が こぞって 「シヨ 
夕 万歳」 と 言い張っ ていた こと 自体、 もしかしたら 女からの モテの 魔の 手を 避ける た 
めの 護身術だった のか もしれ ません。 というのは、 彼らは シヨ タ萌 えを 「精神的な 恋 
愛」 と 言い張って いるから です。 これは 秋 葉 原の 二次元 萌え オタクが 「二 次元 万歳」 
と 唱え、 「三次元は 醜い。 肉欲は 嫌 だ。 二次元には 肉体がない から、 より 精神的なん 
だ」 と 唱える 現状と ぴったり シンクロして いるではありません か。 無論、 エロ 同人 誌 
やエ ロゲー ムの 数々 を 見て いただければ おわかり のように 二次元 萌 えの 世界に もたっ 
ぷ りこって り 肉欲は あります が、 そこで 終わらないで その 先に ある 「、水 遠」 の 世界へ 
憧れ 続ける ことこ そが、 二次元 萌 えの 本質な のであります。 

つまり プラトンは、 ソクラテスの 喪 男 哲学から 出発して、 〈イデア (H 観念) に 恋愛 
する〉 という 哲学、 すなわち 現代語で 言えば 〈萌 える〉 という 方法論、 すなわち 「萌 
え 哲学」 を 創始した 人 だと 言える のです。 ソクラテスには 悪妻に 酷い目に遭わされた 
という 逸話が 残って いますが、 生涯 童貞を 貫いた プラトンには その 手の 話が あまり あ 
りません。 死刑に なるこ ともなく、 自らの 学園 アカデ メイアを 開いて 長生きして いま 
す。 プラトンは 師匠 ソクラテスが うつかり 結婚して しまって 失敗した のを 見て いたの 
で、 護身を 完成 させて いたので しよう。 こと ある ごとに 「シヨ タ 万歳」 と 唱えた の 
も、 すべては 護身の ためだった、 と 考えれば、 納得で きる という ものです。 僕が 護身 
のために 「二 次元 万歳」 と 言っ ている のと 同じです。 

解脱 系 思考の 東洋と ユート ピア 的 二元論の 西洋 

いずれにしても、 東洋 世界が ブッ ダの 影響で 「この 現実は すべて 幻想で あり、 すべ 
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ては 虚しい」 という 解脱 系 思想に 染まっ ていっ たのとは 対照的に、 西洋 世界は プラト 
ンの 影響で 「この 現実は ろくで もない 幻想 だが、 どこかに 別の 真実の 世界が ある」 と 
いう ユ ー ト ピア 的 二元論 思想に 染められて いったの です。 

どちら かとい うと ブッ ダの ほうが 大人の 態度で、 プラトンは 往生際が 悪い、 という 
言い方 もで きる のです が、 ただ 現実を 捨てる に 留まらず 自ら ポジティブに 「萌 え」 る 
という 生き様を 人々 に 示した という 点に、 プラトンの 最大の 功績が あった わけです。 

ブッ ダと プラトンは 二人とも 「この 現実は 地獄 だ」 という 喪 男 独特の 認識から スタ 
— 卜しました が、 結論は まったく 異なっ たのです。 西洋文明が どこまでも 突っ走る 進 
歩 主義に 染まっ たのは、 元はと 言えば プラトンの 「えいえんは、 あるよ」 という 一言 
が 原点だった のか もしれ ません。 

ブッ ダが ネガティブ 喪 男なら、 プラトンは、 

「モテぬなら 萌 えてみ せよう ほととぎす」 

という アグレッシブな ポジティブ 喪 男だった のです。 ただ、 ポジ テ ィブと いっても 
肉欲を 遠ざけ、 「モテて はいけ ない」 と 言い 続けた 点では やはり 喪 男で ある ことに か 
わりはありません。 彼は 「モテ」 でもな く 「涅槃 行き」 でもない 第三の 道 「萌 え」 を 
生み出した のです。 これは、 同じ 現実からの 「解脱」 でも、 現実 棄却と いうよりも 
「現実からの 飛翔」 と 呼ぶ に 相応しい 思想です。 

また、 プラトンは 近代 西洋に おける 「恋愛至上主義」 の ル ー ッで もあります。 近代 
西洋では、 キリスト教の 没落に ともなっ て、 「神」 の 代替と なる 何者かを 求めざる を 
得 なくなりました。 そこで クロー ズ アップされ たのが 「恋愛に よって 『美の イデア』 
という 真実の 世界 •永遠の 世界に 触れる ことが 可能になる」 という プラトニック •ラ 
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ブの 思想だった のです。 近代 西洋に おける 恋愛至上主義の 勃興に ついては 後述し ま 
す。 

ところで、 ブッ ダと プラトンの 登場から 数百 年 遅れて、 一人の 恐るべき 喪 男 スタ— 
が 地上に 降臨し ます。 彼 こそは 全世界の 虐げられし 喪 男たち が 待望して やまな かった 
「喪 男 救世主」 でした。 そぅです、 ナザレの ィエスです。 後に ニ ー チヱが 「奴隸 道徳」 
と 断罪した キリスト教の 開祖と なった 人です。 


㉝ゴツ ドラン ド 

『北 斗の 拳 』 に 登場す る 元 特殊部隊 レッドべ レ 
—の 大佐が、 荒廃した 核戦争 後の 世界に 建国し 
た 「神の 国」。 強靭な 肉体と 殺人 術を 併せ持つ 
ゴツぃ 男 ばかりの 国だった ので、 子孫を 作る た 
めにあち こちから 女を さらつ ていた。 


ユダヤ教 的な 価値観を ひっくり返した 

イエスは キリスト教の 開祖と なった 人で、 紀元前 七〜 四 年頃に 生まれ、 三〇 歳の 頃 
に 活動を 開始。 三 四 歳の 頃に 十字架に かけられて 死んだ とされて います。 つまり イエ 
スが 実際に 活動した のは ほんの 数年な のです。 ご存知の 通り、 イエスは ユダヤの 生ま 
れで すが、 当時の ユダヤは ローマ 帝国の 支配 下に ありました。 ありていに 言えば 植民 
地 化されて いたのです。 これは 非常に 辛い ことです。 「民族 総 喪 男 状態」 と 言っ てい 
いでし ょぅ。 ブッ ダが 誕生した 頃の インドに ブッダ 信仰が 流行して いたのと 同じょぅ 
に、 当時の ユダヤ 世界に も 救世主 メシア 信仰が 流行して いたのです。 
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エルサレムは 現代で も 三つの 宗教 勢力が 「聖地」 として 信仰して おり、 終わる ことのない 争いの 種に な 
っ ている。 イエスは 神の 国を 二次元へ としまい こんだ の だが、 人々 を 三次元と いう 洞窟から 解放す る こ 
とはで きなかった の だ。 

図 1 —4  ユダヤ教の 神の 国と イエスの 神の 国 


マン ガ 『北 斗の 拳』 では、 拳法 家の ケン シロゥが 
人々 から 「世紀末 覇者 ラオ ゥの 圧制から 人々 を 解放 
して くれる 救世主」 として 崇められた りします よ 
ね。 あんな 感じで、 ユダヤ教 徒 = ユダヤ 社会の 間で 
は、 ロー マの 圧制から 自分たち を 解放して くれる 救 
世 主 メシアを 待望して いたわけ です。 故に、 イエス 
もまた 人々 から メシアと して 崇められる ことと なり 
ました。 

しかし イエスの 言動と いぅのは、 人々 が 想像して 
いた いわゆる 一般的な 意味での メシアとは 異なり ま 
した。 メシアは、 ロー マの 勢力を 一掃して 「神の 
国」 を 建国して くれる 人のは ずだった のです。 神の 
国と 言っても 『北 斗の 拳』 の ゴッド ランドみ たいな 
ところ じ やないで すよ。 もっと 平和で 楽しい 国です 
よ。 とりあえず パラダイス のこと だと 考えて くださ 
い。 つまり メシアとは、 現実の 世界に おいて 人々 を 
物理的に 解放して くれる 救世主 だっ たんです。 

ところが、 イエスの 「神の 国」 は、 なんと 脳 内に 
あった のです (図！  4)。 一元論だった ユダヤ教 
の 世界に、 ニー I7C 論を 持ち出した わけです。 『天国に 
いちばん 近い 島』 といぅ タイトルの 映画を 上映して 


66 


おきながら、 オ チで 「天国に いちばん 近い 島は、 心の中に あった！」 と 言い出し たよ 

うな ものです。 これは ロー マからの 現実的な 解放を 願って いた 多くの ユダヤの 人々 に 

とって は、 「ムキ ーッ」 とちやぶ 台を ひっくり返し たくなる ような 話です。 

これ 以外に も ィエスの やった ことと いうのは、 それまでの ユダヤ教 的な 価値観を す 

ベて ひっくり返して 否定す る ことば かりでした。 ほとんど アナ ー キ ストです。 そり や 

*  1 

I。 ハ- ~ スタ 1』 なんて 映画 も 作られます。 まず ユダヤ教 


『ジー ザス •クライス ト •ス ー。ハ 

の 律法 主義を 否定し ました。 大事な のは 人間であって、 法なん て どうで もい いんだ Y 


〇！ と 言っ たのです。 そのために 敵を いっぱい 作って 死刑に なった わけです。 ソク 
ラ テスが ソ フィ ストたち と ケン ヵして 死刑に なった のと 似て いますね。 

その 時代の 体制と なって いる 思想を 真っ向から 否定して 弾圧され て 死んで いくとい 
う パ タ 1 ン は、 喪 男 哲学者の 特徴 かもしれ ません。 体制って のは モテです からね。 モ 
テる 奴に とっては 体制が 変革され ると いうのは 困った ことです から、 現状で いいん 
だ、 という ことになります。 また、 モテ 体制 哲学は 理屈 ばかり こねて、 どうで もい い 
細かな ことを 延 々と 議論し 続けます。 体制 (喪 男の 苦しみの 原因) をなん とかしょうと 
企んで いる わけではありません から、 無駄で もなんでも 議論し 続けて ない と 仕事して 
る ことに ならない のです。 予算が 余って るので 無意味な 道路工事を する お 役所みたい 
な ものです。 これでは 真剣に (喪 男の 苦しみを 解決し ょうと) 哲学を 追究して いる 喪 
男と 相客れ る わけが ありません。 

また、 イエスは 民族主義 も 否定して いまして、 とこ とん 個人主義でした。 身分 差別 
も 認めませんでした。 イエスの 取り巻きの 弟子の 中には 一説に よると 売春婦 も 混じつ 
ていたと 言われて います。 マグダ ラの マリアが そうだつた、 なんて 設定の 映画と か 小 


⑩ 「天国に いちばん 近い 島」 

一九 八 四 年に 公開され た 角 川 映画。 原作は 森 村 
桂。 監督は 大 林宣彦 、主演は 原 田 知 世。 あらす 
じは …… 忘れた。 


© 「 ジ I ザス •クライス ト •ス ー パ ー スタ I 」 
イギリスの ミ ュージ カル。 一九 七 一年 初演。 キ 
リストの 生涯を 描いた 演劇 だが、 歌う 音楽は す 
ベて ロック。 七三 年に ノ— マン •ジュイソン 監 
督で 映画化 された。 なんと ユダが 黒人。 


⑫ マグダ ラの マリア 

最後まで イエスに くっつい ていた 女性。 売春婦 
だった と言われて いるが、 聖書には はっきり 書 
かれて いない。 イエスは 童貞だった と 堅く 信じ 
られ ている ので (喪 男 宗教 •キリスト教の 思想 
に 基づけば、 童貞で なければ 救世主に なれる は 
ずがない から)、 マリアは イエスに 近づく 「モ 
テの 魔の 手」 扱いされ る 嫌われ 者で ある。 しか 
し 同時に キリスト教 世界に おける 「非 処女 萌 
ぇ」 厲性 者の アイドル でも ある。 
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説、 よく 見かけます よね。 

マグダ ラの マリアは 聖書に よると 「罪深い 女」 だつ たのです が (別人が 混同され てい 
ると いう 説 もあります)、 イエスは マリアを あつさり 赦 します。 後に 日本で も、 

「善人な おもて 往生を とぐ、 いわん や 悪人を や」 

という 教えが 出て きました が、 イエスは 「罪深い 人間の ほうが、 赦 された 時に より 
多く 愛せる」 と言うの です。 これは もう 「非 処女 萌 え」 です よ。 萌 えの 中で も 最先端 
の ジャンルと 言え ましよう。 

このように 「無価値と されて いるもの こそ、 より 素晴らしい」 という 思想が イエス 
の 哲学の 基本に なって います。 ニ ー チヱが キリスト教を 「奴 隸 道徳」 と 言った のは、 
イエスが 「価値 転倒」 を やった からな のです。 

で、 この 論法で 行く と、 喪 男の ほうが 愛が 深いと いう ことになります！ イ ケメン 
は モテ モテな ので、 いちいち 深い 愛な ど 感じち やい ません。 しかし 喪 男は いったん 愛 
を 得れば、 どこまでも 深く 愛する ことができる のです。 時々、 勝手に 他人を 愛して ス 

卜 1 カー になつ たりし ますが . 。野 島 伸 司の ドラマ 『101 回目の プロボー ズ』 

は、 見事に この イエス イズムを 表現した 物語に なつて いますね。 この ドラマは、 恋愛 
ドラマで ある にもかかわらず、 喪 男 代表と して 武田鉄 矢が 登場し ます。 もちろん モテ 
るのは ライバルの イ ケメン 男な のです が、 より 愛が 深かった のは 喪 男 武田鉄 矢な ので 


す 0 


しかし、 いまの 世の中で この ドラマを 再放送す ると スト — カ ー 擁護になる ので 地上 


波での 再放送は 難しい という 都市 伝説が 


ああ。 喪 男は 心に 「愛情」 を 持つ こと 


すら 許されな いのでし ようか、 いまの 日本では。 いつたい どこに 救いが あるので しよ 


© 「善人な おもて 往生を とぐ、 いわん や 悪人 
を や」 

親憐の 言葉。 『歎 異抄 j  (たんにし よう) より。 
悪人 正 機 (しようき) 説。 恥知らず にも 自分を 
善人 だと 思い こんでいる ような 無知蒙昧な クソ 
愚民で すら 仏は 救って くれる の だから、 「私は 
惡人 だ」 と 自覚して 怯えて いる 善良な 喪 男が 救 
われない わけがない、 という 説。 ここで 親 驚が 
言う 「惡 人」 とは 煩悩に 塗れた 人間 存在 その も 
のの ことで、 犯罪者と いう 意味では ない。 つま 
り 人間は みな 「惡 人」 なのであって、 世の中に 
は 「自分が 惡人 だと 知っている 人間」 と 「自分 
が 善人 だと 思い こんでいる 人間」 つまり 「偽善 
者」 しか 存在 しないの だ。 で、 どっちが マシ か 
と 言えば、 自分が 惡人 だと 気づいて いる 人間の 
ほうがよ ほど マシ だとい うわけ である。 つまり 
他人を 非 モテ だと 差別して 生きて いる 無自覚な 
偽善者よりも、 己の 喪っ ぶりを 嘆き悲しん でい 
る 喪 男の ほうが マシと いう わけなの だ。 

⑭ 「101 回目の プロボー ズ J 
一九 九 一年に フジテレビで 放映され た ト レン デ 
ィ •ドラマ。 脚本は 野 島 伸 司。 ヒロインは 当時 
人気 絶頂の 浅 野 温 子。 しかし 浅 野に 迫る 主人公 
は、 なんと 武田鉄 矢！ もちろん 鉄 矢は 浅 野に 
まったく 相手に されない の だが、 浅 野の 言いな 
りに なって ボ— ナスを 全部 馬券に 突っ込んだり 
夕— ミネ— 夕— の 如く ト ラックの 前に 飛び出し 
て 「僕は 死に ましえん！」 と 叫んだり 一念発起 
して 司法試験を 受けたり と 涙ぐましい 恋愛 ポト 
ラッチ 活動を 繰り広げ、 最後には すべてを 失っ 
て 一文無しに なって しまう。 マン ガ 『め ぞん一 
刻 』 に インス パイ ア された 話だった が、 主人公 
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うか 


神の愛 

イエスは また、 神と 人間との 関係を 「父と 子」 という 家族 関係に なぞらえました。 
それまで ユダヤ教の 神は 恐ろしい 「裁く 神」 で、 厳格な 律法を 人間に 課す 存在で し 
た。 ところが イエスの 考えでは、 「神は 無力な 人間 ? 子) を赦 してく ださる」 という 
ことに なった のです。 全然 逆です。 ユダヤ教の 神が 『巨人の 星』 の 星 I 徹 なら、 イエ 
スの 神は Key の PC ゲ—厶 『Kanon』 の月宮 あゆぐ らい 違います。 つまり ユダ 
ヤ教の 神には 現代的な 意味での 「愛」 はなかった のです (ユダヤ教 だけでなく、 だいたい 
の 宗教に 登場す る 神様は 人間 ごときに 愛なん て 持って いません です。 仏様は 別です が、 仏は 神様と 
いう 属性ではありません し)。 イエスが 最初に 「神の愛」 を 持ち出した のです。 

愛と いっても プラトンの 説いた 恋愛 的な 愛で ある エロスとは 少 々異なり、 アガ ベー 
と 呼ばれる ものです。 隣人愛、 同胞愛、 人類愛です。 神の愛 = アガぺ 一 は 無償の 愛 
で、 すべての 人間に 平等に 与えられる ものです。 イエスは この アガ ベー を 人間と 人間 
との 間に も 導入し ようとした わけです。 「汝の 隣人を 愛せ」 という わけです ね。 それ 
どころ か 「右の 頰を ぶたれたら、 左の 頰も 出しなさい」 と 言いました。 自分を 迫害す 
る 敵 すら 愛せと いうので す。 「そんな ことで きる わけある か ！ 」 と 思います が、 イエ 
スは 実際、 あっさりと 捕まって 十字架に かかって 死んだ のでした。 

で、 イエスの 弟子たち はこれ を 見て 「イエスは 自らの 命を 犠牲に して 人類の 贖罪を 
して くれたの だ、 これが 愛 だ！」 とじ一 んと 感動し、 キリスト教の 伝道に 命を かける 
ことにな つたので した。 


を 鉄 矢に した ことで 喪 男 度が 三 〇〇パ ー セント 
増強され た怪 作。 『東京 ラブ ストー リー』 が大 
ヒットし ていた トレン ディ. ドラマの 全盛期に 
こんな 怨念に 満ちた 喪 男 ドラマを 作った 野 島は 
凄い 0 


⑮ 「Kacon」 

Key の 名作 PC ゲーム 。『涼 宮 ハルヒの 憂鬱』 
を 手がけた 京都 アニメ ーシ ョンが 再 アニメ 化し 
たので ぜひ DVD を 買って 観て ください。 
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性欲と 萌 えを 完全 分離 

ところで、 アガぺ I も 日本語で 言えば、 「萌 え」 です ね。 

プラトン も萌 えの 源流で ある 「プラトニック •ラブ」 を 説いた わけです が、 プラト 
ンの萌 えと イエスの 萌 えとは どう 違う のでし ようか？ 

プラトンは、 「美の イデア」 という 二次元 世界への 到達を 理想と しました。 つまり 
最後には 二次元 萌 えに 行き着く わけです。 でも、 いきなり 美の イデアに 到達す る こと 
はでき ません。 感覚に よって イデアを 感じる ことは できず、 理性に よる 認識に よって 
イデアを 理解で きる、 と プラトンは 考えました。 また、 美の イデアに 到達す るまでの 
過程で、 とりあえず 肉欲 も 経験して おかねば なりません。 いろいろ 試して、 順々 にス 
テージ を あがっ ていって 知恵を つけて 最後に 美の イデアに 到達す るの だと。 つまり ま 
あ 「私 も 若い 頃は 散々 遊んだ けど、 やっ ば、 最後は 愛よ ね—」 という ことです ね。 な 
ん だか 内 田 春菊の マン ガ とか、 『NANA』 みたいで すが。 経験 値を 積む ことによ っ 
て レベルを あげれば 「萌 え」 が 理解 できるようになる かもね、 というの が プラトンの 
考えでした。 

これに 対して イエスの アガぺ 一 は、 宇宙空間に 充満す るエ ー テルの 如く、 神から 人 
間に 先天的に 与えられる ものです。 直感です。 つまり 「考えるな、 感じ るんだ！.」 と 
いう ことです。 ですから イエスに おいては 萌え による 「赦 し」 が 強調され ます。 「か 
わい らし さに 悶える」 「かわいらし いものに 憧れ、 恋をする」 という 意味の 萌 えでは 
なく、 「喪 男の 心を 癒す」 という 意味での 広義の 萌 えです ね。 

また、 アガぺ 一 は 肉欲とは 無関係な 純粋な 愛情です。 r 萌 え」 の 中に も、 r 萌えェ 


⑯内田 春菊 

マン ガ家 、小説家。 女の子が DQ N 男に セッ ク 
ス されて セツ クスされ て セッ クスされ まくる 乙 
女回路(第三章注 # )破壊ショックホラーマン 
ガが得 意。 喪 男が 読む と 一生の ト ラウマに な 
る。 代表作 『南 くんの 恋人』 『ファ ザーフ ァッ 
カー  j 『私たちは 繁殖して いる』。 

⑰ 「NANAJ 

矢 沢 あいの マン ガ。 『Co  oki  ej 連載。 映 
画 や アニメに もな った。 女の子が DQ N 男に セ 
ツクス されて セツ クスされ て セツ クスされ まく 
る 乙女 回路 破壊 ショック ホラ— マン ガ 。喪 男が 
読む と 一生の ト ラウマになる。 これが 今の 少女 
マン ガの 一番 人気。 世の かわいらしい 女子 小 中 
学生が こんなた だれた セッ クスマ ンガを 読んで 
いる わけです。 そして、 誰に も 咎められない。 
なのに 『ょつ ばと！  j を 読んで 心を 洗われて 泣 
いている 俺は 犯罪者 予備軍と 咎められる。 末法 
の 世とは まさに この こと。 

⑬ 「考えるな、 感じ るんだ！」 

ブル— ス •リー の 言葉。 感覚 主義、 直感 主義。 
元は リ—が 創始した ジ— クン ド— といぅ 格闘技 
の 理論だった (のだろぅ か) が、 現在では あら 
ゆる 思想界に 普及して いる。 
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口」 という ジャンルと、 「純な 萌 え」 があります よね。 例えば 「ス クール 水着 フイ ギ 


ユア」 は萌ぇ エロです が、 


く 


まの ぬいぐるみ」 は 純な 萌え です。 「くまの ぬいぐ る 


み」 に エロスを 感じる 人は あまりい ません。 


く 


まの ぬいぐるみ I の お尻の 部分に 穴 


ぼ こを 空けて、 そこに ナ ニを 突っ込んで ハ ァハァ する 人は ほとんど いない、 はずで 
す。 たぶん。 まあ 日本 全国を 探せば 何人 かはいる とは 思います が、 僕を 含めて 僕の 周 
囲には いません。 それでも、 「くまの ぬいぐるみ」 を 見る と 胸が ときめいて 萌 えます 
よね。 その 違いなので すね。 

つまり ィエスは、 性欲と 萌 えを 完全に 分離して 考えた 人な のです。 この 思考は、 明 
ら かに 童貞の 思想です 。プラトンは 当時の ギリシアで 大 流行だった ショ タ萌 えを 三次 
元で 実践して いたか もしれ ません。 です が、 ィエスは 必ずや 真性 童貞です。 ええ。 そ 
ぅに 違いありません とも。 二人の 考えた 「萌 え」 の 違いは、 この 「ショ タ 経験の 有 
無」 にあった、 と 僕は 勝手に 睨んで います。 また、 「赦 し」 に イエスが こだわった の 
は、 ユダヤの 神が 恐ろしい 「裁く 神」 であった ので、 その 価値観を ひっくり返し たか 
つたの かもしれ ません。 父ち やん、 俺は もっと 優しく 甘やかして ほし かつたん だよ 
う、 と イエスは 主張した のです (図！  5 0 


『ダ •ヴィン チ • コ| ド』 が バチカンの 怒りを 買つ たわけ 

氺 9 

さて、 スコセッシの キリスト 映画 『最後の 誘惑』 では、 イエスは マグダ ラの マリア 
と セツ クスし ます (といっても、 実は 童貞 イエスが 見た 妄想 夢だった けど)。 そのため、 この 
映画は 全世界の キリス ト 教徒から 大 顰蹙を買いました。 イエス 様が 童貞を 捨てて 純潔 
を 失う シーン を 映像 化する なんて 有り得ない、 という わけです。 


@ 「最後の 誘惑」 

一九 八 八 年。 アメリカ 映画。 監督は マー テイン 
•スコセッシ。 イエスの 生涯を 描いた 映画 だ 
が、 この 映画に 登場す る イエスは 十字架に かけ 
られた 際に 思わず 脳 内で マグダ ラの マリアと セ 
ッ クスして 童貞を 捨て、 さらには 他の 女と 結婚 
して 子供を 作って 死んで いくとい う 「もう 一つ 
の 人生」 をう っかり 妄想して しまう。 それが イ 
エスに 降り かかった 「最後の 誘惑」 という わけ 
だ。 この 一連の 妄想 シ—ン が 「イエスに 対する 
冒溃 である」 と キリスト教徒の 逆鱗に 触れ、 上 
映 反対運動を 起こされ たりした のだった。 
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プラトンは 三次元から 二次元へ と 進化す る ことで 愛は 肉欲から 脳内萌 えへ 「成長」 すると 考えた。 イエスは 
恋の 延長と しての 愛では なく、 あらゆる 人、 あらゆる ものに 平等に 萌え よと 説いた。 同じ 「萌 え」 でも、 理 
論 好きの ブラ トンと 直感 タイプの イエスでは 目的に 到達す る プロセスが 異なった の だ。 

図 1—5  ブラ トン 萌 えと アガ ペー 萌え 


t プラトン 萌え （エロス) 


そして 『ダ •ヴ インチ •コ ー ド』。 イエスが マグ 
ダラの マリアと 実際に セッ クスして 子供を 作つ てい 
た！ という 主張が バチカンを 激怒 させました。 し 
かし なぜ キリスト教徒は、 イエスが セッ クスす ると 
怒る のでし よう。 いつたい イエスが 童貞を 捨てる シ 
1 ンを 描く ことの 何が 「冒 瀆」 なので しよう？ 
そうです、 本書の 冒頭に も 書きました が、 キリス 
卜教は 骨の 髄 まで 「喪 男 宗教」 なのです。 

イエスは ロ ー マからの 解放を 望む 人々 に、 「汝の 
隣人を 愛せ」 「神の 国は 心の中に ある」 と 言い まし 
た。 たとえ 現実では ロー マに 支配され ていても、 脳 
内で 神の愛を 感じれば、 つまり 神に 萌 えれば 救われ 
る、 と 説いた わけです。 「萌 えに よる 脳 内 勝利」 と 
いう 方法論を 示した のです。 

で、 現実の 敵 •ロー マに 対しては 「右の 頰を ぶた 
れ たら 左の 頰も 出し ましよう」 と ド M みた いなこと 
を 言いました。 神は すべての 人間を 平等に 愛して く 
れ るので、 現実での 身分の 違い や 境遇の 差な どは た 
いした 問題では ない、 と イエスは 考えた のです。 

これは つまり、 二元論を 導入す る ことによ つて、 
イエスが 人間の 個の 自立を 説いた、 個人的に (脳 内 


スタ— 卜 
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で) 救済され ていれば それが 魂の 救済で あると 説いた という ことです。 元祖 •電波 男 
です。 もちろん そういう 二元論 思想の なかった ユダヤ教を 信仰す る 人々 にと って、 イ 
エスの 言っ ている ことは まった くもって 肩透かしでした。 メシアは 現実を 変えて くれ 
るべき 存在だった はずな のに、 なんだ こいつは、 という ことにな ったんで す。 だか 
ら 、イエスは 十字架に かけられて 死んだ わけです。 

ところが イエスが 並大抵の 喪 男 哲学者と 違った ところは、 この 「十字架 上の 死」 そ 
の ものを、 「人類への 贖罪と いう 究極の 自己犠牲」 という 感動 イベント にして しまっ 
たと ころに あります。 正確に 言えば イエスが そうした わけではなくて イエスの 弟子た 
ちが 勝手に じ一 んと 感動して そういう 物語を 作った わけです が、 元々 イエスの 思想に 
「自己犠牲」 という 概念が あったから こそ 弟子たち は 師匠の 死に 自己犠牲 という 教え 
の 実践を 見て じ 一 んと 感動で きた わけです。 「イエスは アガぺ 一 すなわち 全人 類への 
愛を 実践す るた めに、 あえて 彼らの 罪を 引き受けて 死んだ の だ」 という 「物語」 が こ 
こに 作られました。 かくして、 「喪 男 宗教」 キリスト教が 生まれた のです。 

キリスト教が 喪 男 宗教で あると いうのは、 どういう ことか？ 

例えば、 キリスト教では、 童貞が 尊ばれます。 同様に、 女性なら、 処女が 尊い とさ 
れ ます。 「処女 崇拝 •純潔 崇拝」 は 喪 男 思想の 特徴です。 

もちろん 仏教 も 喪 男ブッ ダが 開祖です から、 やはり 童貞を 尊びます が、 ブッ ダは ほ 
ら 、妻子持ちで すから、 「童貞を 捨てた 奴は 穢れ る！」 とは 言いた くても 言えない わ 
けです ね。 しかし イエスは 童貞の まま 死んだ と 考えられて いるので、 キリスト教 はと 
ことん まで 童貞を 崇拝で きる わけです。 

普通に 考えて、 童貞と いうのは とりたてて 価値の ない ことです。 生物の 目的は 自分 
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の 貴 云 子を 残す ことです (なぜ タンパク質の コ ー ドなん ぞを 残さない といけ ない のか、 誰が 決 
めた のか、 最初に こんな 糞 ゲーの ルー ルを 決めた 奴を 僕は 小一時間 問い詰めた いのです が)。 です 

から 人間と して 生まれた からには 子孫を 作る 仕事、 つまり セッ クスを しなければ なら 
ない というの が 生物学 的 •社会学 的な 常識であって、 童貞に 価値を 見出す というのは 
喪 男 思想 だけの 特徴な のです。 『最後の 誘惑』 のように イエスが 脱 童貞す る 映画は キ 
リスト 教の 本質 全 否定な ので キリスト教徒の 顰蹙を買 うわ：^ です。 

さらに キリスト教では、 イエスが 「処女から 生まれて きた」 という 設定が 作ら 5 ^ 「ス処以^も生ま例れ §1 ^^^^^ 
した。 処女が 子供を 生む わけがない のです が、 なにしろ 童貞 •処女に 至上の 価値を 置  伝説」 が ぁる。 

く 喪 男 宗教です から、 イエスが セッ クスから 誕生した となると 具合が 悪い わけです。 

このように キリスト教は 「童貞 こそが 尊い」 「喪 男 万歳」 と 価値観を 転倒 させた の 
です。 

一九 世紀の 実存 哲学者 ニー チヱは、 これを 「弱者に よる ルサンチマン」 であると 断 
罪しました。 ニ ー チヱは 『アンチ •キリス ト』 という 本を 書いて 徹底的に キリスト教 
を 批判した のです が、 ニ ー チェの 批判を まとめる と、 

「ロ ー マの 奴隸 だった キリスト教徒は、 現実では ロ ー マに 勝利で きないので 『脳 内 勝 
利』 という 詭弁を 弄し、 弱者 こそが 正しい という ルサンチマンに 満ちた 転倒した 価値 
観を 作り上げた。 それが キリスト教 だ」 

という 具合です。 ルサンチマン という 言葉は、 「怨念」 という 意味です。 現代 日本 
でも 流 ft： ってます。 「現実に おける 弱者が 何を 言おう が、 それは ルサンチマンの 産物 
であるから、 考慮に 値しない」 という 論法で よく 使われます。 弱者の 反論 や 不平不満 
の 表明 すら 認めない という、 ジャイ アン や モテに とっては 便利な 言葉です。 
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ニー チヱの 言う 通り、 「童貞 こそ 純潔」 「脳 内で こそ 勝利」 という 転倒した イエス 哲 
学の 価値観の 源泉は 「弱者の ルサンチマン」 です。 要は モテない 喪 男と か 貧乏人と か 
の 妬み •僻みです。 イエスの 場合は 個人的に モテない というよう なさ さいな 問題を 遺 
り 越して 自分の 民族 そのものが ロー マの 奴隸 ですから、 そり やもう 凄い 喪 男ぶ りで 
す。 ロー マの イケ メン どもに 虐げられ、 喪 男 民族に されて しまった ユダヤの 人々 すべ 
ての ルサンチマンが イエスの I 身に 集まって いるので す。 そういう 人々 の ル サン チマ 
ンが 「メシア 待望 論」 を 産んだ わけです。 でも、 現実では 勝てない ので、 イエスは 二 
次元の 天国と いう 概念を 発明して、 脳 内 勝利を 宣言した、 と。 

二元論を ユダヤ教 世界に 持ち込む 

ここで 重要な のは 「神の 国は 脳 内に ある」 と イエスが 言い出した ことです。 つま 
り、「現実呢空想」「三次元竺次元」の三元論」をユダヤ教の世界に持ち込んだん 
です ね。 ニー チヱの 哲学は 「生の 哲学」 と言われる ように 徹底した 一元論です。 二 次 
元 勝利の 価値を ニー チヱは 認めない。 三次元 だけが ニ ー チヱの 生きる 場所なん です。 
イエスと ニ ー チェの 思想の 違いは、 一元論と 二元論の 違いなの です。 でも、 本当は 二 
人と も 根本は 同じな のです。 そもそも 後述す るよう に 二— チェの 思想 自体 も モテない 
喪 男の ルサンチマンの 産物です からね。 ニ ー チヱは 一元論と いっても 二次元が 「な 
い」 と 言っ たのでは なく、 己の 脳 内の 二次元を 三次元へ と 敷衍す る ことこ そが 生きる 
こと だと 唱えた のです。 

ニ ー チェが 間違って いたのは、 ルサンチマンが 生まれて くる 原因と 責任を、 喪 男つ 
まり 敗者 自身に すべて 押し付けた 点に あります。 以前、 『朝まで 生 テレビ！』 の 少子 
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化 対策 問題の 回で 森 永卓郎 氏が 「いまの 日本の 男は イケ メン •フ ツメ ン •ブ サメ ン • 
キモメ ンの四 種類に 階層 化されて しまって いて、 金の ない キモ メンは 結婚で きないん 
です よ！」 と イエスの 如き 神々 しさで 演説を 行っ たという 事件が あったので すが、 そ 
の 場に 居合わせた 女性 論客たち から 「危ない」 「モテない 男の 代弁者？」 「ル サン チマ 
ンが 溜まっ ている」 と 鼻で 笑われて 終わりに されて しまいました。 

森 永 先生は イエスの ように 十字架に かけられなかった だけ まだ マシな のです が、 
「ルサンチマン 問題」 を 考える 上で、 我々 喪 男は 「ルサンチマンは 敗者の 自己 責任で 
あり、 敗者は ルサンチマンを 持つ 権利 すらない」 という 勝者 H モテ どもの 意見を 全 否 
定 するべき です。 大勢の 喪 男が モテの 言葉に 騙されて いるので す。 そもそも 人間に モ 
テと 喪 男の 差別がなければ、 勝敗 や 階層がなければ、 ルサンチマンは 生まれな いはず 
ではないで すか。 たった 一つの 価値観つ まり 一元論で 一部の 人間を 喪 男と いう 立場に 
追い込んで おいて、 恨みを 抱かれたら 今度は 「危ない」 「ルサンチマン だ」 と 言論 封 
殺しよう とする。 これが 卑劣な 「現実」 の 仕組みなん です。 

「現実」 が 間違って いるから ルサンチマンが 生まれる のです！ 

ブッダ も 「縁起」 を 説いて います。 原因が あるから 結果が ある、 という 簡単な 話で 
す。 ルサンチマン という 結果には、 原因が あるので す。 ところが、 原因を 作っ ている 
連中は、 原因を 変える ことは せずに 結果 だけを 抑圧し 続けよう とする のです。 イエス 
は、 そんな 世界に 虐げられ ていた 人々 の 煮えた ぎる ルサンチマンを 「革命」 つまり 口 
丨マ 帝国の 打倒と いう 方向に 向けず、 「愛に よる 脳 内 勝利」 つまり 「萌 え」 によって 
昇華 させようと したわけ です。 


© 森 永卓郎 

経済学 者。 三菱 UFJ リサー チ & コン サル ティ 
ング 経済 •社会政策 部 客員研究員、 獨協 大学 経 
済 学部 教授。 ミニ カ— オタク。 テレビ や ラジオ 
に 精力 的に 出演し、 マスコミの 度重なる オタク 
弾圧に 敢然と 立ち向かぅ 喪 男 救世主。 代表作 
『年収 300 万円 時代を 生き抜く 経済学 j 『〈非 
婚〉 のす すめ j 『萌ぇ 経済学 J。 
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キリスト教 でも 組織化が 始まる 

ところが、 ここからは ニー チヱの 言う 通りな のです が、 その後の キリスト教は 「萌 
えに よる 全人 類の 救済」 を もたらしは しません でした。 確かに キリスト教は 「ロー マ 
帝国 n イ ケメン 、キリスト教徒： = 喪 男」 という 価値を 見事に 転倒 させました。 イケメ 
ン 皇帝が 統治す る ローマ 帝国は 滅び、 バチカンには ローマ 皇帝に 成り代わって カトリ 
ックの 頂点に 立つ 教皇が 君臨す る ことにな ったので す。 しかし 結局は、 「キリスト教 
徒 = 偉い、 邪教 徒 = 悪い」 という 新たな 価値体系が 生まれた だけだった のです。 

どうして 「寛容」 の 教えを 出発点に している キリスト教が 自ら 権威に なって しま 
い、 他の 宗教 や 異端に 非 寛容に なった のか？ イエスが 十字架に かけられた 上、 その 
後 も キリス ト 教徒は 弾圧され 続けて いました。 ローマ 皇帝の 中には、 キリス ト 教徒と 
ライオンを 闘わせて 笑って いた 人 もいた そうです。 モン テイ パイ ソンの コン ト じゃあ 
るまい し、 ライオンに 勝てる 人間なん て範馬 勇次郎 しかいません。 闘わされた キリス 
卜 教徒は みんな ライオンに 食い殺されました。 まさに 悪の 皇帝です。 で、 ローマ 市民 
も その 光景を 見物して 楽しんで いたわけ です。 こんな 弾圧を 長年 受け 続けて いるう ち 
に、 ルサンチマンを 昇華 するど ころ か、 逆に 「現実を キリスト教で 逆 洗脳し なければ 
生きて いけね え！」 という 方向に 教団が 向かった のは 無理 もない かもしれ ません。 

ともかく、 キリスト教が 「童貞 万歳！」 「天国は 脳 内に あり！」 という 喪 男 哲学 か 
ら 出発し、 「組織化 •イエスの カリスマ 化 •体系化」 という 例の お決まりの コース を 
経て 「喪 男 宗教」 へと 発展した ことは 間違いありません。 そして この キリスト教が、 
西洋の 歴史を 事実上 支配した のです。 つまり 中世とは、 喪 男 宗教が ヨーロ ツバ 全土を 
覆って いた 時代な のです。 


㉝範馬 勇次郎 

板 垣 患 介の マン ガ 『グ ラップ ラ— 刃 牙 (ばき) 』 
シリー ズに 登場す る 地上 最強の 男。 あだ 名は 
ー オ—ガ 」 (鬼)。 ライオン どころ か、 シロ クマ 
や マンモスよりも デ カい 巨大 象を も 素手で 倒 
す。 

㉝デ カルト 

一 五 九 六 年〜 一六 五〇 年。 ルネ •デカルト。 哲 
学者、 数学者。 意味 不明の 形而上学 的 論争を 繰 
り 返す スコラ 哲学を ボロク ソに駡 り、 方法 的 懐 
疑 (とりあえず 全部を 疑ぅ) を ^ 入して それ ま 
での 哲学を すべて リセット。 自分自身の 精神 N 
自我を 哲学の 中心に 据えた。 「我 思ぅ、 故に 我 
あり」 の 名言で 有名。 さらに 世界を 「延長」 と 
して 捉えて 数学的に 計測 可能と する 座標系を 考 
案。 世界を 「物質」 と 「精神」 とに 二分す る 新 
たな 二元論を 構築して 近代 哲学を 生み出した。 
生涯 独身。 代表作 『方法 序説 』 『省察 j。 


77 第一章 世捨て人の 出現 


哲学の 教科書を 開いて いただければ わかる ように、 哲学 史 はまず ソクラテス •プラ 
トン •アリストテレスに 代表され る ギリシア 哲学から スタ ー ト します。 その後、 キリ 
スト教 時代を すっ 飛ばして、 いきなり 近代の デカルトまで ワ ー プし てし まいます。 こ 
れは つまり、 デカルトが 近代的 自我を 発見す るまで、 西洋の 人間は みんな ドグマ 化し 
た キリスト教に 支配され ていたと いう ことを 示して います。 

イエスは 「神の 国は 脳 内に あり」 という 二元論を 唱えた はずな のです が、 いつの 間 
にか キリスト教は 現実に 対しても 絶大な 権力を 持つ ことにな りました。 喪 男 哲学が 喪 
男 宗教へ と 変質して いく 過程で、 必ず 「組織化」 が 起こります。 そして 組織化 された 
集団は、 脳 内 勝利の みならず、 現実に 対する 勝利を も 勝ち取ろう とする ものです (そ 

も そ も 脳 内 勝利で 事足りる のでしたら、 組織化な ど 必要ありません)。 という わけで、 キリス ト 

教化され た 西洋では 教会が 絶大な 権力を 握る ことにな りました。  丨 

もちろん キリスト教の 教義 も 「体系化」 されて いきます。 『新約聖書』 が 整備され、 
非常に 複雑な キリスト教 神学が 展開して いきます。 もちろん イエス 自身の 「カリスマ 
化」 も 行われました。 処女から 生まれた という 設定 も カリスマ 化の 一つです が、 何と 
言っても 十字架に かかった 後に イエスが 生き返って 神の 国へ 帰った という 「どん でん 
返しの エピロ ー ダ」 が 作られた のです。 い、 いや、 作られた というと 叱られ そうです 
が。 なんせ 聖書に よると いろんな 弟子が 生き返った イエスと 会って るんで すから、 も 
しかしたら 本当に 生き返った のか もしれ ま ^ ん 。往年の 『週刊 少年 ジャンプ』 マン ガ 
にも この 手法は 引き継がれました。 王 大人が ちゃんと 死亡 確認した はずが、 しばらく 
すると 「な、 なにい 一? 生きて いたの か？ 雷電？」 これは びつ くりし ますね。 


で、 さらに 「神 •ィエス •聖霊」 の 「三位一体 論」 とか、 どんどん 複雑な 体系が 作ら 


㉞ 「新約聖書」 

世界一た くさん 印刷され ている 本。 仏典 同様に 
ィエス 自身が 書いた ものでは なく、 初期の キリ 
スト 教徒たち が 書いた 様々 な 福音書 や 書簡な ど 
を 編集した もの。 現在の 形に なった のは 四 世紀 
頃で、 数度に わたって 開かれた 宗教 会議に よっ 
て 膨大な M の 聖書 文書から 正 典と 外典と が 決定 
されて いつた。 

㉟王 大人 

宮下 あきらの マン ガ 『魁 !! : 男 塾』 に 登場す る ラ 
1 メン 頭の 中国人 武術 家。 バトルで 闘 死した 生 
徒を チヱ ック して 「死亡 確認」 と 宣告す るの が 
仕 事 だが、 この 死亡 宣告が まったく もって 信用 
ならない。 

㉟ 雷電 
大往生。 

©三位-体 論 

「ィエス」 (神の 子) と 「神」 と 「聖霊」 が 実は 
一体で あると いう 説。 何の こと やら、 日本人に 
は 非常に 難解。 聖霊って 何？ 元々 は ギリシア 
などの 古代 宗教に 「父と 母と 子」 の 三位一体 思 
想と いう ものが 存在し、 キリスト教では 母性を 
排除した ので 母の 代わりに 聖霊が 採用され た、 
という 説 も ある。 
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れ ていった わけです。 


女性に 厳しかった 喪 男 宗教 

キリスト教は 喪 男 宗教の 特徴と して、 女性に だけ 特に 厳しかった、 という 暗黒面 も 
見逃して はいけ ません。 

喪 男の ルサンチマンが 現実に ダ ダ 漏れに なると、 実に 恐ろしい ことが 起きる のです 0 
喪 男 宗教 化した キリスト教の 暗黒面の 最 たる ものと しては、 異端 審問 や 魔女狩りが 
あげられます。 一 五 世紀に 『魔女の 鉄槌』 という 本が 出版され、 魔女を 狩る のが 一大 
ブーム になっ たわけです。 魔女と して 捕まった 女性は ほとんど 死刑に なった そうで、 
フランスを 救った 英雄 ジャンヌ •ダルク も 魔女と 罵られ、 異端 裁判に かけられて 火 あ 
ぶりに なって います。 なんで フランスを 救っ たのに 魔女なん でしょう か？ ことほ ど 

さょうに 「魔女」 というのは 実体が 怪しい レ 
ッ テルでした。 ブッシュが 「反 民主主義 的」 
と言うぐ らいに 実体が 怪しいです。 

とにかく 魔女は 悪魔の 手下です から、 人間 
ではありません。 人間 じ ゃない から 何 やって 
もい いんだと いう ことで、 好き放題に 拷問し 
たそうです。 まあ、 あんまり 詳細に 書く とア 


女 

魔 

る 

れ 

1 

行 館 
連 書 
と 図 


魔 


中 


w /t レな ので 拷問の 具体例は 割愛し ましよう。 魔 


外 -1; 女を 水に 沈めて r 浮かび上がったら 魔女、 沈 
舰 h ん だら 人間 一 なんてい ぅ 拷問 も あったと か。 


㉝ 異端 審問 

カトリックの 教えに 背いた 者を 裁判に かける 制 
度。 一二 世紀に 南 フランスで カ タリ 派 (アルビ 
派) と 呼ばれる 勢力が 拡大した 頃から 異端 審問 
の 制度が 整えられ、 各地で 異端が 捕らえられ 火 
あぶりに されたり する よぅにな つた。 さらに 一 
五 世紀 あたりからは 異端 狩りから 魔女狩り へと 
ブ—厶 が 移り変わ った。 

㉝ 「魔女の 鉄槌」 

一四 八 六 年 ドイツで 出版され て 二〇〇 年に 及ぶ 
ベスト セラ— となった。 執筆は ドミニ コ 会の 異 
端 審問 官、 ハインリヒ •クラ マ— とヤー コブ • 
シユ プレン ガー 。女の 惡 口と 童貞の エロ 妄想が 
爆発。 喪 男の 暗黒面が この 書物に 濃縮され てい 
ると 言える。 これが 小説なら 別に 問題なかった 
の だが、 当時は まだ 二次元と 三次元の 区別が つ 
いていない 中世 ョー ロッ パ。 『魔女の 鉄槌 j は 
ガ チの 魔女 裁判 バイブル として 読まれた の だ。 

㉚ジ ヤンヌ •ダルク 

一四 一二 年〜 三 一年。 オルレアンの 処女。 百年 
戦争の さなか、 フランスの 片田舎 ドン レミに 生 
まれた。 天使の 声に 導かれて 男装し、 イギリス 
に 敗北しつつ あった フランス 軍を 率いて 闘っ 
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それ じ やどっ ちに 転んでも 死ぬ じ やないで すか。 

言うまでもなく 魔女狩り ブ ー ムは 、喪 男 的 ルサンチマンが 現実の 女性に 向けられた 
一つの 典型 例と 言え ましよう (男が 狩られる こと も あった そうです が)。 

こういう 時に 絵は いいです よね、 絵は。 絵なら 誰も 実際には 傷つかない ですから 
ね。 少し 話が 逸れます が、 饅頭の ル ー ッを 作った のは、 諸 葛孔明 だとい われて いま 
す。 諸葛孔 明は 『三国志 演義』 の 主役です が、 南方の 未開の 地に 遠征に 行った 際に、 
土地の人々 が 人間の 頭を 狩って 河に 流す という 鬼畜な 儀式を やって いるのを 見て 心を 
痛めた そうです。 で、 饅頭を 作って、 

「儀式なん だから、 本物の 人間の 頭を 使う 必要はありません。 饅頭を 使って 代用し な 

さい」 

と 地元民に 教えて あげたんだ そうです。 地元民の 人々 は、 以後、 儀式の ために 人の 
首を 狩る 野蛮な 風習を やめて、 儀式の 際には 饅頭を 作って 河に 流す ようにな ったそう 
です。 

いい 話です ね。 二次元 エロと いう もの も、 「本物」 の 代わりに 「絵」 を 代用す る こ 
とで、 人間の 性欲 や 様々 な 欲望を 昇華して くれる 素晴らしい システム なんです。 だっ 
て 「絵」 は 「絵」 です よ。 絵に 対して 妄想の 中で 何を しても、 「現実」 の 人間は 誰も 
困らない わけです。 もし 二次元 エロを 規制したら、 「絵」 つまり 想像の 世界で 欲望を 
昇華で き なくなった 人間が ぞろぞろと、 「現実」 つまり 三次元に 出て きて、 他人に 迷 
惑を かける はずです。 

きっと 三国志の 時代で も、 饅頭を 人間の 代わりに 使いな さいと 教える 諸葛孔 明に 対 
して、 


た。 ジャンヌ 萌ぇ 兵士たち の 活躍で 戦局は 一 
変。 しかし ジャンヌの 人気に 嫉妬した フランス 
王に 見放されて 捕虜と なり、 一年間に わたって 
監禁され た 末に 異端と して ルー アンで 火 あぶり 
にされ た。 以後、 世界中の 喪 男に 崇拝され る 
「萌え キヤ ラ」 となり、 シラ—、 バ—ナ ー ド. 
ショ ー 、アナ ト 丨 ル •フランス、 マ I ク •トゥ 
エ ィンら が 「ジャンヌ 文学」 とで もい ぅべき 作 
品 群を 残した。 現代で も リュック •ベッソンな 
どが ジャンヌ 映画を 作つ ている。 しかし リュッ 
ク •ベッソンは ジャンヌを 脳 内 神様と 脳 内で 会 
話して いる だけの 「電波 少女」 として 描いて 徹 
底 的に シメて いた。 確かにそぅ かもし れんけ ど 
…… ひ、 酷い …… 。 

© 諸 葛孔明 

一八 一年〜 二三 四 年。 中国の 三国 時代、 蜀の丞 
相と して 活躍した 人。 日本では よく 諸 葛 亮孔明 
と 呼ばれる。 三〇歳 近くまで ひきこもりで 趣味 
の 農作業と 読書に 明け暮れる ニー トだった が、 
劉備の 「三顧の礼」 を 受けて 政界 デビ ュ I。 
「天下 三分の 計」 を 説いて 実行した。 劉 備の死 
後は、 蜀を 一人で 切り盛り する ことになる。 ブ 
サ ィクな 嫁と 結婚した ことで も 有名。 

㉜ 「三国志 演義」 

中国の 正史 「三国志」 をべ ース にした 長編 小 
説。 作者は 羅貫 中。 蜀が 主人公 (善玉) で、 魏 
が 悪玉。 前半は 劉備が 主役 だが 後半は 諸 葛孔明 
が 主役になる。 呂 布の 武力は ゲ— ム三國 志では 
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「それ、 饅頭 じ やね 一 か！ 人間 じ ゃね一 よ、 偽物 だよ！」 

と 反対した バカな 人は いたは ずです。 なんと、 さか しらな。 こざかし いとは、 まさ 
にこの こと。 

諸葛孔 明は、 儀式が 残酷 だから 規制して 廃絶し ようとし たのでは なく、 二次元と い 
うもう 一つの 世界を 利用す る ことで、 儀式を 現実 (三次元) に対して 無害な ものに 変 
換 したんです。 禁止では なく 想像力に よる 昇華。 これが 本当の 知恵と いう ものです。 

ところが キリスト教の 全盛時代は、 二次元 エロ もまた エロ だとい うこと で 激しく 規 
制された のです。 イエスが 「脳 内で 妄想しても それは 罪」 みた いなこと を 言った のを 
拡大解釈し たんです。 イエスの 真意は、 女性を 不浄 だと 責める 「正しい 道徳 論者」 た 
ちの 偽善を 暴こうと した だけだった はずです 。「あんたら、 この 女は エロいだ の 何 だ 
のと 偉そう に 正義の 味方ぶ ってる けど、 あんたら だって 頭の 中は エロ じ やね一 か」 と 
いう ことです ね。 いや つくづく 立派な 人です。 

ところが いつの 間に か 「脳 内で すら エロい ことを 考える のは 罪 だ」 という ことにな 
って、 二次元 エロ もまた 罪に なったん です。 つまり 「性欲の ない 人間」 という 有り得 
ない 理想が 作られ、 すべての 人間は その 理想に 近づくべき だ、 という ことにな ったん 
です。 無茶 言うな、 と。 

現代 日本で 二次元 エロ  メディア すら 規制せ よと 言って いる 人は、 こういう 連中の 末 
裔 です。 「子供を 作って 育てる ための 性交」 だけが 「正しい 性欲」 で、 それ 以外は 全 
部 禁止。 脳 内で 妄想す るの も 禁止。 そんな 余計な エロ 妄想を 持って いる 人間は まとも 
な 人間 じ やない、 悪人 だ 変態 だとい うわけ です ね。 イエスが そういう 偉そう な エセ道 
徳 家を 見かけたら、 「お前の 頭の 中には エロ 妄想がない とで も 言う のか 一 と 説教して 
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くださる と 思います。 

ィエスは 人間の 想像力 (二次元の 世界の 力と 価値) を 最大限に 評価した わけです が、 中 
世の キリスト教 教会は、 自分たち が 体系化して 詳細な ルー ルを 作り上げた Q 兀 々は 二 
次元の) 世界 だけが 正しく、 自分たち の 世界の ル ー ル だけが 三次元に 適用され るべき 
で、 そして その ルー ルに 従わない 人間は 全員 悪で あると 考えた わけです。 だから 異教 
徒と か 魔女に 対して エ ロゲ ー ムでも 有り得な いような 残虐な ことができた のです。 つ 
まり、 自分たち は 勇者で、 異教徒は スラィム 扱いだ つたんで す。 

こういう 人 —— 俺 ルー ル だけが 世界で、 他の ルー ルは 全部 悪 だと 決め付けて 生きる 
人 —— を、 本書では 二元論 者」 と 呼んで います。 一元論 者とは 狭義には 「現実 だけ 


を 認めて、 想像の 世界の 価値を 認めない」 人間を 指す わけです が、 実は この 「現実」 
というの も 元々 は 誰かが 設定した 「フイ クシ ヨン」 つまり 「二 次元の 観念が 三次元に 
適用され たもの」 にすぎない のです。 


喪 男 哲学から 喪 男 宗教への 変質 

拷問と か 魔女狩り という ものは、 フロイトの 登場を 待つ まで もな く 性的 サディズム 
の 産物です。 人間が 性欲を はじめと する 様々 な 欲望を 過剰に 抑圧され ると、 ル サン チ 
マンが 生まれます。 現実に 抑圧され て ルサンチマンが 溜まった 状態の 人間を、 本書で 
は 「喪 男」 と 呼んで います。 喪 男 哲学とは、 この 喪 男の ルサンチマンを いかにして 平 
和 的な 方法で 昇華す るか、 という 方法論の 追究な のです。 

ところが 喪 男 哲学が ドグマ 化して 喪 男 宗教に 変質して しまう と、 「現実への 復警」 
という 別の ル ー トが 開けて しまう ことがある わけです。 


©  フ D V 卜 

一八 五六 年〜 一九 三 九 年。 ジ—ク ムント •フロ 
イト。 ォ ー スト リアの 精神分析 学者。 無意識を 
発見し、 「自我と エス」 「リビ ド ー」 「エデ イプ 
ス •コンプレックス」 「快感 原則と 現実 原則」 
などの 様々 な 概念を 発明した。 この 無意識の 発 
見に ょって、 フロイトは 近代的な 自我 = 人間 至 
上 主義を 破壊した。 精神分析 学は 元々 は 神経症 
を 治療す るた めの 臨床 技法だった が、 従来の 近 
代 的な 人間 観を 破壊す る 革新的な 理論だった た 
めに 徐 々に 文化 論 •芸術論へ と 広まって いく。 
しかし、 汎 性欲 理論に 固執した ために 弟子の ユ 
ング 、アドラー、 ライヒた ちに 次々 と 離反され 
た。 ユダヤ人であった ために 晩年は ナチ スに迫 
害され、 ロンドンに 亡命して 死んだ。 言語学の 
ソ シュー ル、 現象学の フッサ— ルと 並ぶ 現代 思 
想の 三大 ルー ツの 一人と されて いるが、 なぜ こ 
の 中に アインシュタイン (第二 章 注㉝) がいな 
いの か。 代表作 『夢判断 j 『精神分析 入門 J 『性 
に関する 三つの 論文 j 『卜— テムと タブ— j 『モ 
I セと 一神教 j。 


82 


中世 キリスト教の 特徴は、 異端と 性に 対する 非 寛容です。 喪 男 宗教を 信じない もの 
は 人間では ない ので ヤッ チマ イナ ー、 という ノリで、 異端 審問 や 魔女狩り や 十字軍 遠 
征が 盛んに 行われました。 本来は 「神に 萌 える」 という アガぺ 一 の 教えだった イエス 
の 喪 男 哲学が なぜ このような 恐ろしい 世界を 現出 させて しまった のかと いう 問題を 考 
える と、 やはり 「哲学の 組織 宗教 化」 に そもそもの 原因が 求められ ると 思う のです。 
組織とは 現実 社会 そのもので すから、 現実に おける 権力を 生みます。 同じ ル サン チマ 
ン から 出発した はずな のに、 イエス 個人の 「汝の 隣人を 愛せ」 という 万物 萌 えの 精神 
と、 組織化 された 集団に よる 「異端 審問」 「魔女狩り」 「十字軍」 という 非 寛容の 精神 
とに、 ル ー トが どこかで 分かれて しまった わけです。 

結局のと ころ、 イエスの 「神に 萌 えろ、 隣人に 萌 えろ」 という アガぺ 一 思想 = 博愛 
萌え 思想は、 ほとんどの 人間には 実践 不能だった のです。 イエスに 萌 えれば 萌 える 
程、 イエスに 萌 えない 異教徒を 打ち倒し たくな ってし まう、 という 悪循環に ハマった 
のです。 イエスは 「萌 えに よる ルサンチマンの 昇華」 という 道を 指し示し たのです 
が、 その 具体的な 方法論を 全人 類に 悟らせる ことは できなかった のです。 

組織化 •個人の カリスマ 化 •体系化、 これらは すべて、 喪 男 哲学を まったく 別の も 
の、 つまり 「体制」、 言い換えれば 「モテ」 に 変えて しまう 原因な のです。 しかも、 
体制と しては 「モテ」 だけど、 中身は 「喪 男」 ですから、 現実への 復警が 始まる わけ 
です。 魔女を 狩ったり、 異教徒を 攻撃したり。 そこには 「脳 内で 救われろ」 という 二 
元 論 哲学は かけら も 残っ ていません。 三次元を 「神の 国」 に 変える ためなら 何を して 
もい いの だ、 という 一元論の 世界に なって しまう のです。 喪 男 宗教だった はずな の 
に、 やつて いる ことは モテと 同じな のです！ ああ！ 結局、 モテと か 喪 男と かい、 っ 


立場は、 相対的な ものにす ぎない のです。 

中世を 通して、 キリスト教 一元論に 支配され 続けた 西洋に おいて、 真の 「喪 男哲 
学」 の 復興は やはり デカルトを 待たなければ ならなかった のです。 デカルト こそは、 
事実上 忘れ去られ ていた 「二元論」 を 西洋 思想に 再び 持ち込んだ 喪 男 哲学 中興の祖な 
のです。 デカルトの 二元論に ょって、 中世は 終わりを 告げ、 神に 代わって 「科学」 と 
「恋愛」 といぅ 二つの 「新たなる 神」 が 現れる ことにな ったので す。 それでは、 なぜ 
デカルトは 新たな 喪 男 哲学を 打ち立てなければ ならなかった のでし ょぅか？ 機械 人 
形 フラン シ ー ヌ伝 説が、 その ヒントを 与えて くれます 。デカルトは 科学に 新たなる 萌 
えの 可能性、 万人が 等しく 喪 男 的 ルサンチマンを 昇華で きる 希望を 見出した のです。 
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押 井守は 『イノセンス』 で 何を 語った のか 

近代 哲学の 教科書は 必ず デカルトから 始まります。 


氺 1 


デカルトと 言えば、 押 井守 監督の アニメ 映画 『イノセンス』 でも 繰り返し 語られ ま 
す。 押 井守 監督は 話を わざと 難解に して 大勢の 人間を ケムに 巻いて いるので すが、 実 
は 『イノセンス』 の テ— マは 「人外 萌 え」 「人形 萌 え」 です。 『イノセンス』 には 「ハ 
ダリ」 といぅ 機械 人形が 出て きます。 これが 萌 えで あると。 萌え キヤ ラで あると。 そ 
れが この 映画で 押 井守 監督が 本当に 言いたかった ことです。 でも、 そんな テ ー マを そ 
のま ま 描いたら、 押 井守を 難解な 方向で 評価して いる 小難しい 評論家 やその シンパた 
ちに 怒られます から、 あえて フ ァンサ ー ビスで 難しく したので す。 しかしながら 本書 
が 提唱して いる 「哲学とは 喪 男 哲学で あり、 二次元への 飛翔、 萌 えを 志向す る 精神 運 
動で ある」 といぅ 観点から この 映画を 観れば、 『イノセンス』 = 「人形 萌 え」 H 「デ カル 
卜」 の 三者が 作品 中で 実に 美しく 結びつい ている ことが おわかり いただける でしょ 


う 


『イノセンス』 は 未来 世界を 舞台に しています。 この 世界では、 インター ネット 社会 
が 究極まで 発達して おり、 「仮想 現実 世界」 が いわゆる 「現実 世界」 とまった く 遜色 
ない レベルにまで 進歩して います。 つてい うか 『イノセンス』 ではむ しろ ネット 世界 
の ほうが 三次元よりも 巨大な 世界に 成長して いるので す ◦つまり 本書で 何度か 言って 


① 押 井守 

アニメ 監督。 「この 世界は 現実な のか それとも 
虚構な のか、 どっ ちなん だ」 といぅ テー マに こ 
だ わった メタ 的な 作品が 多い。 犬 マニア。 代表 
作 『ぅる 星 やつら 2  ビュ^ — ティ フル •ドリ ー 
マ ー』 『天使の たまご』 『機動警察 パト レィ パー 

the  Movie』 『ghost  in  丁 
HE  SHELL/ 攻殼 機動隊』 『ィノ セン 

ス J。 

②  「イノセンス」 

二 〇〇四 年。 押 井守が 監督 •脚本を 務めた アニ 
メ 映画。 『GHOST  IN  THE  SHE 

LL\ 攻殼 機動隊』 の 続編で、 前 作で 身体を 捨 
てて インタ ー ネット 世界に 行っ てし まった ヒロ 
ィン •草薙 素子を 想いながら 少女 人形 ガィ ノィ 
ドの 藜 走 事件を 捜査す る 中年 独身 刑事 バト 1 を 
主人公と して 描く。 
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きた プラトン 以来の 「二元論」 が、 科学の 力に ょって 実現した 未来 世界な のです。 

主人公の 独身 中年 喪 男 刑事 バ ト— は、 仕事が 終わる と アバ ー トに 帰宅して ペットの 
犬に 萌 えて 癒される 毎日を 送つ ています。 この バ ト— の 姿は、 まさに 僕の …… オタク 
の 未来 図です。 で、 バト丨 には 実は 好きな 人 (草薙 素子) がいる のです が、 彼女は す 

でに 人間を やめて 仮想 現実 世界 (ネット ヮ—ク 世界) の 向こうへ と 「解脱」 してし まっ 
ています。 

素子は 元々 「義 体」 という 機械の 身体に 入って いる 「人格」 (作 中では 「 ゴー スト」 と 
呼ばれます) でした。 つまり 素子は、 最初から 人間な のか あるいは 機械な のか 判然と 
しない 立場に いたわけ です。 

「生身の 肉体を 持ち、 三次元 世界に 生きて いる」 ものを 「人間」 と 呼ぶならば、 素子 
ははた して 人間で しょう か。 素子は 身体を すべて 機械化し ており、 かろうじて 「魂は 
人間で ある」 という 認識 だけが、 彼女を 人間と してつな ぎと めて くれてい たわけで 
す。 しかし その 認識 も 本当に 正しい かどう かは わかりません。 実は 素子の 人格 (自我) 
さえ も 人工知能 かもしれ ない のです。 悩んだ 素子は 結局、 機械の 身体を 捨て、 三次元 
世界 も 捨てて、 二次元 世界、 すなわち ネット ヮーク 世界へ と 文字通り 解脱して しまっ 
たのです。 

三次元 世界に 置いて いかれた バト 1 は、 二次元に 解脱す る こと もで きず、 三次元 世 
界で 「恋愛」 や 「家族」 といった 「現実の ル ー ル」 に 沿った 暮らしを する こと もで き 
ず、 宙 ぶら りんの 状態で 放置され ている わけです。 故に、 二次元と 三次元、 そのいず 
れを 選ぶ こと もで きず、 仕事を 終えた 後は 犬と 戯れる 毎日な のです。 

そんな パトー が、 「ハ ダリ」 と 呼ばれる 人形に まつわる 少女 誘拐事件を 捜査す る こ 
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とになります。 ハ ダリは セク サロ ィド、 つまり 性サ ー ビスを する ために 作られて いる 
量産 型の 少女 型 ロボットです。 「セク サロ ィドな のに 少女 かよ！」 という ツッコ ミは 
さておき、 捜査が 進む につれ、 どうやら ハ ダリの 持って いる 人工知能の 中に 「本物の 
人間の 精神」 らしき ものが 混じつ ている ことが わかっ てきます。 で、 バ ト— は ヤクザ 
を 皆殺しに したり、 ひきこもり オタクの キムさん の お 屋敷を 訪問した りして、 事件の 
真相を 解明し ます。 実は ハ ダリの 持つ 人工知能は、 本物の 人間 少女の 自我を コピ ー し 
ていた ものだった のです。 ハ ダリは、 アキバの 裏で 売られて る 海賊版 D V D のよう な 
違法 コピー 商品 だっ たんです よ。 本物を コピ ー すると セックス する 際の 反応が 本物っ 
ぽ くなる ので、 客に 受け るんだ そうです。 で、 その 本物 少女の 身柄は というと、 悪い 
組織が 某所に 監禁して いると いう わけです。 これ だから 本物 好きは 困ります。 

少女の 自我を コピー された ハ ダリは、 オリジナルの 自分を 救出させる ために、 「助 
けて、 助けて」 と 言い 回って 大 暴れし、 わざと 警察の 注目を 浴びて 少女 誘拐事件に 気 
づ かせようと していた のです。 で、 敵地に 潜入した バト 1 は大 暴れして 少女を 救出し 
ます 

めでたし めでたし …… 、ではありません。 

パト ー はなん と、 自分で 助けた 少女に こんな 説教を する のです。 

「お前に 利用され た 人形の 気持ちは どうな るんだ！」 

自分が 助かりたい からって、 人形を 利用し や がって！ 

お前より 人形の ほうが 大事 だ！ 

とバト ー は 少女に 切れた のです。 

実に 困った 人です が、 バト 1 に 言わせれば、 人形と いっても 人間の 自我の コピー を 
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持っ ていれば、 それは もう 人間と 同じな の だ、 故に 人形 も 人間 も 等価 値な の だ、 と。 
バト 1 の萌え キャラ 草薙 素子 も 映画の 後半に ちらりと 登場し ますが、 素子には 体が な 
いので ハ ダリの 電子頭脳に 乗り移る という 形で 現れます。 で、 喪 男バト 1 は 裸の 素子 
(ガワは 人形 ハ ダリな のに) に 自分の 上着を 着せて あげたり します。 この シーン には、 
素子と いう 「二 次元 キヤ ラ」 への バトー の 深す ぎる 愛を 感じます。 

『ィノセンス』 では、 「人間」 とは 「自我」 のこと である、 と 定義され ています。 自 
我が あれば、 体が 肉体だろう が 機械だろう が 人形だろう が 同じで ある。 もっと 言え 
ば、 その 「自我」 が 実は コピ ー でしかない にしても、 それ もやは り 「自我」 なの だ 
と 0 

つまり、 もはや 二次元だろう が 三次元だろう が 関係ない わけです。 

とどのつまり 「自我」 こそが 人間の 資格で あると すれば、 精巧に 作られた 機械の 身 
体と、 人間と 同等の 機能を 持つ 自我を 有する AI  (Artificial  Intelligence 人工知能) が 
開発 されれば、 人間は 人間 自身を 科学の 力で 作る ことが 可能になる わけです。 ス ピル 
バ ー ダの 映画 『A.I.』 もそう した 話でした が、 『ィノセンス』 では そこで 終わらず 
にさら に 喪 男 哲学的な 問題を 追究した のです。 

「してみ ると 人間 だって 複雑な 機械に すぎない 。だったら、 人形だろう が プログラム 
だろう が、 人間と 等価 値 だ。 故に、 人形 や プログラムに 恋をしても 良い の だ (= 萌え 
て もい いの だ ご 


、、、 


— はもは や、 そういう レベルにまで 進化して いるので す。 


なにしろ バ 


卜 1 は、 人間の 少女より 人形 や 素子の ほうが 大事なん ですから。 それ ど 
ころ か、 肉体を 持たない 精神 だけの 存在に なつたい まの 素子 こそ バト 1 にと つての 最 


③  「その 「自我」 が 実は n ピー でし かないに 
しても、 それ もやは リ 「自我」 なの だ」 
アナログ 的な 世界観では、 コピー はあくまで も 
コピ ー にすぎない 。プラトンが 芸術を 「ミ メー 
シス」 (模倣) だと 唱えて 非難した のは、 そう 
いう 意味だった。 しかし デジタルの 世界観で 
は、 コピ— もまた オリジナルと 等価で ある。 デ 
ジタ ルの 世界には 「本物」 と 「ミ メー シス」 と 
いう 概念は なく、 あるのは 「情報」 だけで あ 
る。 同じ 情報を 持つ もの 同士の 間には 何らの 差 
異 もない。 そもそも 僕たち 人間 自身が、 DN A 
の 複製に よって 作られて いる コピ I 品な の だ。 

④  「A.  1•  J 

二〇〇 一年。 ス テイ— ブン .ス ピ ルバ— グ 監督 
•卸 本。 元々 は スタン リー  •キュ —ブリックの 


企画だった。 『鉄腕 アトム』 と 『オズの 魔法 使 
い』 を 組み合わせ たような 話で、 愛情を 持った 
ロボット 「デビッド」 が 自分を 捨てた 人間の 母 
親を 探し 求めて 旅を するとい う 一種の S F 地獄 
巡り。 ロボットが 人間の 母を 一方的に 愛する 
が、 人間の 母は ロボットの 息子を 愛せない とい 
う 物語。 ジユ— ド •ロウ 演じる ジゴロ  •ロボ ッ 
卜の ジヨー が カツコ イイ。 シヨ タ ロボ ツト •ク 
マロ ボット •ィ ケメン ロボットが 勢揃いした 
が、 美少女 ロボ 分が 不足して いたせい かア メリ 
力では コケた。 
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高の r 萌え キャラ」 なのです。 


、、、 


1T 


は 素子を 「俺の 守護天使」 と 呼びます。 素子は 


「自我」 だけの 存在で、 穢れた 肉体を 持ちません。 故に 素子は 人間より 純粋な 萌えキ 
ヤラ 、すなわち 「天使」 なのです。 素子は 喪 男バト 1 に とっての 美の イデアな ので 
す 0 


⑤ 守護天使 

キリスト教の 信仰の 一つで、 人間 一人ひとりに 
守護霊の 如く 憑いて 見守って くれる 天使。 


世界は 精神と 物体の 二種 類で できて いる 

さて、 『ィノセンス』 はこの ように、 人間と いう 概念を、 「自我」 と 「肉体」 の 二つ 
に 分類して 捉えて います。 

そして、 その いずれもが、 いずれは 「科学」 H テクノロジ ー によって 人工的に 創造 
可能と なる であろう 「構造」 にすぎない、 と 考えます。 人間 もまた、 「自然によ って 
作られた 創造物」 なのです。 

「人間 = 生物」 という 概念、 r 三次元 = 現実」 という 概念を、 『ィノセンス』 は 「科 
学」 の 力に よって 乗り越えて いってし まう わけです。 

ところで、 この 「自我」 とは 何な のでし ようか？ 

「精神」 のこと だろう、 と言われれば それまでで すが、 そもそも 精神なん て 脳の 機能 
にすぎない わけです。 つまり 精神 も 肉体の 一部なん です。 まだまだ ブラック ボックス 
的では あります が、 例えば 脳の ある 部位を こう 壊せば 精神の この 機能が こう 壊れる、 
というよ うな 脳と 精神の 相関関係 はかなり わかつ てきて います。 また、 様々 な 感情が 
特定の 脳 内 ホルモンが 分泌され た 結果 生じる 化学反応に すぎない こと も だんだん わか 
つてき ました。 エロスと かア ガぺ一 とか 言っても、 すべては 実は 脳が 生んだ 物理現象 
にすぎない のです。 つまり、 「脳神経」 という 「構造」 を 「機能」 という 側面から 見 


⑥脳内 ホルモン 

神経 伝達 物質。 脳神経 細胞 (ニ ュー  ロン) は デ 
ジタ ルな 電気信号を やりとりして いるの だが、 
ニユー ロンと ニユ— ロンの 間には アナログ 的な 
隙間が 開いて いる。 この ニユ ー ロン 間で 信号を 
伝達す る 際に 使用され るの が 神経 伝達 物質 (脳 
内 ホルモン) と 呼ばれる 化学物質。 つまり 脳 神 
経は デジタルな 電気信号と アナログな 化学物質 
の 両方を 使って 情報を 交換して いるの だ。 有名 
な 神経 伝達 物質には 快感を 発生させる ド— パ ミ 
ンや 、精神を 鎮静させる セ ロ ト ニン、 恐怖 ゃス 
ト レスを 感じた 際に 分泌され る ノル アド レナ リ 
ン 、脳 内 麻薬 物質と 呼ばれる^ 一— エンド ル フィ 
ン などが ある。 例えば セ ロト ニンが 不足す ると 
鬱 状態になる し、 ド ー パ ミンが 過剰に なると 統 
合 失調 症 的な 幻覚 •妄想が 湧いて くる。 
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ると 「精神」 (白 我) に 見える という だけの ことです。 「光は 粒子で も あり 波で も ある」 
というのと 同じような ものです。 

にもかかわらず、 我々 は 未だに 「自我」 を 特別 視し ます。 「肉体的」 な ものは 下等 
な もので 「精神的」 な ものは 上等な ものであると 考えた がります。 これは 現代の 我々 
の 世界観に おいて 「肉体」 と 「自我」 が 分裂して いるから です。 

実は 現代人の 価値観と いうのは よくよく 遡る と 本来は 二元論です。 一元論に 覆われ 
ている ように 見える のは、 「肉体 (三次元)」 と 「自我、 精神 三次元)」 の 二つの 世界 
のうち、 どちら か 一方を 否定したがる 人、 はっきり 言えば 二次元を 否定したがる 人が 
多い からです。 

これは、 「資本主義」 が 経済 一元論 だからです。 すべてを 経済、 貨幣、 物質が 支配 
している。 だから マルクスは、 全部 経済で 決まる と。 経済 関係が そのほか 全部を 規定 
すると、 そう 言っ たわけです。 これは 実は 資本主義の 思想 そのもの なんです。 いまの 
日本は、 そういう 経済 至上 主義の 一元論に よって 動いて いて、 愛と か 恋と かいう もの 
も、 商品 化されて しまって、 経済 一元論の 世界の 上を 流通す る モノに なって いる わけ 
です。 これが、 僕が 「恋愛 資本主義」 と 呼んで いるものです。 

まあ 現代の 話は 後に 回す ことにしまして、 ここでは 「自我」 と 「肉体」 の 分裂、 
「二 次元」 と 「三次元」 という 二元論の 元祖、 デカルト について 考えます。 

そうです、 デカルト こそが、 近代 ョー ロッ パに 二元論を 持ち込んだ 人な のです。 近 
代 喪 男 哲学は、 一七 世紀の デカルトに 始まり、 『ィノセンス』 における 「人間 萌 えは 
もう 終わり だ！」 という ニー 世紀の 人形 萌え 宣言に 至る わけです。 

デカルトは、 あらゆる ものを 疑って かかる 「方法論 的 懐疑」 という 性格の 悪い 哲学 


©「光は 粒子で も あり 波で も ある」 

光は 妙な 性質を 持った 物質で、 粒子な のか 波な 
のか、 昔から 科学者の 間で 議論され てきた。 
『光学 』 を 著した ニユ ー トンは、 光は 粒子 だと 
唱えて いたが、 同時代の ホィヘンスは 「光は 波 
動 だ」 と 言い出した。 一九 世紀に なつて マ クス 
ゥヱ ルが 「光は 波で、 しかも 電磁波の 一種 だ」 
と 唱え、 これが 定説と なつた。 ところが 二〇世 
紀に アインシュタインが 「光は 粒子で も あり 波 
でも ある」 と 言い出して、 何が なにやら さつ ぱ 
り わからない ことにな つた。 どつ ちなん だ。 


(B) マルクス 

一八 一八 年〜 八 三年。 カー ル •マルクス。 ドィ 
ッの 経済学 者、 哲学者。 マルクス主義 思想の 元 
祖 。「資本主義」 は マルクスが 発見して 定義し 
た。 その 時代に おける 生産 関係 (経済 関係) が 
文化を はじめと する 上部 関係を 規定 するとい ぅ 
唯物史観 (史的唯物論) を 提唱した。 代表作 
『共産党宣言』 『資本論』。 


92 


修行の 末、 「自分自身の 実在 だけは 疑えない」 と 
いう 結論を 出しました。 これを 一言で 言い切っ た 
卜 のが 「我 思う、 故に 我 あり」 という 言葉です。 何 
加 かを 疑おうと 思えば なんだ って 疑える が、 「いま、 
俺が 疑っ ている = ものを 考えて いる」 という 事実 
だけは 疑えない、 という ことです。 

デカルトが 登場す るまでの 西洋には 複雑怪奇な 
言語の 体系と 化した スコラ 哲学な どが あった わけです が、 いつの 時代に も 真の 哲学者 
たる ものは 「今までの 難しい 話は なかっ たこと に」 と 言い出し、 言語 ゲーム 化した 哲 
学 ごっこに リセットを かけ、 世界観を 「単純化」 します。 で、 デカルトは 今まで 誰も 
やらな かった、 恐ろしい 単純化を やっての けて しまった のです。 

「世界には 『精神』 と 『物体』 の 二種 類し かない」 

と 言い出した のです。 

スコラ 哲学では、 長年に わたる 論争 や 思弁の 果てに 世界は もっと 複雑怪奇で 訳の わ 
からない ものに なって いました。 デカルトは 失われて いた プラトンの シンプルな 二 元 
論を 継承した わけです。 この デカルトの 登場は、 近代の 先駆けと なった ルネ サン W が 
プラトン 哲学を 復興した ことと 無関係で はないで しよう。 

真の 哲学とは'  1 言で 言い表せる ものです。 ニー チェなら 「神は 死んだ」 です。 デ 
カルトは 「我 思う、 故に 我 あり」 だけで 全部 言い切れる わけです。 

何 万べ ー ジ もの ボリ ューム を 持ち、 複雑で 何が 書いて あるの かよく わからな いよう 
な シロ モノ、 つまり 「体系」 がなければ 成立し ない 哲学は、 喪 男 哲学では ない ので 


⑨  スコラ 哲学 

中世 キリスト教 哲学。 アリス ト テレスが 人気 だ 
った。 「スコラ」 というのは 学校の こと だが、 
同時に 「ヒ マ」 を も 意味す る。 神の 存在 証明と 
いった 言語では 証明 不可能な 形而上学 的 問題を 
巡って 延 々と 論争したり していた ので、 後に 近 
代 哲学の 祖 •デカルト あたりから ボロ カスに 罵 
られ た。 

⑩  ルネサンス 

一四 世紀 イタリアで 始まり、 ョ ー ロ ッバ 中に 伝 
播 した 文化 運動。 古代 ギリシア •ロー マの 文化 
を 復興し、 学問を 再興し ようとい うムー ブメン 
卜。 中世を 暗黒時代と 呼び出し たのは ルネ サン 
ス 以後。 ダ •ヴィン チな どの ルネサンス 人を 聚 
出した が、 活版印刷 技術の 発明に よって 本の 流 
通 M が 飛躍的に 伸びたり もした。 ルネサンス 以 
後 も、 ギリシア •口  — マの 古典 文化 ブーム は 何 
度 か 訪れる。 

⑪ヴイ ト ゲン シュタイン 
一八 八 九 年〜 一九 五一 年。 ル— ド ヴィヒ .ヴィ 
ト ゲン シュタイン。 才—ス ト リアの 哲学者。 姉 
萌ぇ 。学生時代、 アドルフ •ヒト ラー と 同級生 
だった。 喪 男の 常と して ショー ペン ハウェルに 
ハマる。 鬱病 体質で、 しょ っちゅう 自殺を 考ぇ 
ていた。 若く して 『論理 哲学 論考 J を 書き、 
「言語の 写像 説」 や 「真理関数」 などを 考案。 

で、 これで 哲学の 諸問題は すべて 片付いた、 と 
思って さっさと 引退。 小学校の 先生になる。 で 
も 年を取つ てから 「いや、 全然 そんな ことな か 
った」 と 正気に 返って 再び 哲学を 始める。 ヴィ 
ト ゲン シュタインの 後期 哲学は 前期と 全然 違う 
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す。 

喪 男が 生み出した 哲学を 「権威」 にす る ことによって 自分を 「頭の いい 人間」 に 見 
せかけ、 「モテ」 ようとす る 輩が、 哲学を 言葉 遊びに してし まう のです。 長く 難しく 
書いて おけば 何が 書かれて いるの か バレに くいです から。 「言葉の 意味は よく わから 
んが 、とにかく 偉い人なん だろう？」 ってな 具合に バカな 人を 騙せます し。 あと 「す 
ベて を 言語で 説明で きる はず だ、 頭の 良い 俺なら」 という 誤解 もあります。 それで ど 
ん どん 体系が 巨大 化す るんで す。 ちよっ と 考えれば わかる ことです が、 そんな ことで 
きる わけないです。 頭が 良い 哲学者は ヴィト ゲン シュタイン のように 「語り 得ぬ もの 
に対しては 沈黙し なければ ならない」 と 書いたり、 ソクラテス のように 「無知の 知」 
とか 言う ものです。 

さて デカルトに よれば、 精神とは 「思考す る 存在」 「考える 存在」 です ◦これに 対 
して 物体とは 「モノ」 です。 この 二つは デカルトの 世界では 完全に 分裂して います。 
普通に 考えれば、 この 二つが 完全に 分裂して いるのは おかしい じ やない かとい うこと 
にな るんで すが、 とにかく デカルトは 二つに 割った わけです。 


ハカ 


真理とは 「モテない」 ものである 

デヵルト 自身、 スコラ 哲学者に 対して 「訳の わからない ことを 言 いやがって、 

を 騙して 自分を 賞賛 させよう としてる だけ だ！」 と アニメ 『ガン X ソ ー ド』 の 喪男ヒ 
—  口 1 ヴ アンみ たいな ことを 言つ ていました。 不必要に 難解な 哲学 体系 ごつ こは、 
「真実」 を 求めて いないど ころ か、 そもそも 「真実」 に 興味が なく、 自分を 「頭の 良 
ハ 人間」 だと バカたち に 思わせる ことで 自己満足し ようとす る 「モテ」 の やる こと 


「言語 ゲ ーム」 論と いう もので、 難解な の だが、 
一言で 言えば 「哲学者た ちは ごちゃごちゃ 形而 
上 学に ついて 議論して きたが、 そんな ものは 全 
部 意味が ねえ」。 ヴィト ゲン シュタインは 自分 
の 哲学を チヤ ホヤす る 連中の 多くを 自分の 言っ 
ている ことを 理解で きない バカ だと 思っ てし よ 
っちゅう 怒って いた。 晚 年、 自分が ガン だと 知 
った 時には 「自分が ガン だと 聞かされた 時には 
少しも ショックを 受けませんでした。 が、 ガン 
を 治せる と言われた 時には 本当に ショック でし 
た。 なぜなら 私には 生き 続けたい という 欲望が 
さらさらないの だから」 という 喪 男な 発言を 残 
している。 口癖は 「女 哲学者 なんかと 結婚す る 
な！」。 もちろん 生涯 独身。 同性愛者だった と 
も 言われて いるが、 〈喪 男 i 女嫌いに— ▼少年 愛 
に〉 という ルー トは ソクラテス 以来の 喪 男 哲学 
者の 一つの 伝統 か。 代表作 『論理 哲学 論考』 
『哲学 探究 J。 

⑫ 「語り 得ぬ ものに 対しては 沈黙し なければ 
ならない」 

『論考』 の ヴィト ゲン シュタインの 言葉。 「この 
世に 神秘な どない」 という 意味で 使われる こと 
が 多い が、 実際には 逆で、 「この 世の 神秘は 言 
葉 やら 哲学 やらでは 語り 得ない の だよ 関 口く 
ん」 という 感じの 意味ら しい。 

⑬ 「この 二つが 完全に 分裂して いるのは おか 
しい じ やない か」 

精神と 身体が 完璧に 分裂して いるので は、 人間 
の 意識は 自分の 身体を 動かす こと もで きないは 
ずで ある。 当時から この 矛盾を 突っ 込まれて い 
た デヵルトは、 精神と 身体は 脳の 松果体 (しよ 
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だ、 と デカルトは 知つ ていたの です。 ソクラテス も 当時の 屁理屈 派に 同じよぅな こと 


はりつけ 


を 言って 死罪。 ィエス も 律法 派に 似た ような ことを 言って 磔 。喪 男 哲学の 扉を 開い 
た 先人たち は、 いつも 「何やら 難しい ことを 言って いる 知識人ぶ った 連中への 怨念」 
を 抱えて います。 

これは どうして かとい うと 「真理」 とは 「モテない」 もの だからです。 「モテ」 と 
「真理」 は 相反す るので す。 真理を 追究し 始める と モテな くな るんで す。 例えば 僕は 
ある 日 「服なん てた だの 道具 だから、 ユニクロで 充分 だ」 という 真理を 発見し ました 
が、 それ 以後 まったく モテ なくなりました。 

逆に 哲学者が モテようと すると、 どんどん 真理から 遠ざかって しまう のです。 なぜ 
なら 人間の 真理と いうのは、 最終的には 現実 棄却、 「解脱」 に 行き着いて しまう もの 
だからです。 そもそも 真理なん て 厄介な ものは モテる 人間には 不必要です。 モテない 
からこ そ 「なぜ 現実は こんなに 酷 いんだ、 なぜ 俺は モテな いんだ」 と 悩み、 世界の 真 
実の 意味を 知りたい と 望む ようになる わけです。 

だいたいデカルトの二元論はどうやって考えたかと言うと、「カン」です。「直觀」 
なんです。 理屈なん かどうで もい いんだ、 考えるな、 感じ るんだ！ という ことで 
す。 ブルー ス •リ ー みた いなもの です。 神秘的な 夢を見て 思いついた そうです。 

デカルト と言うと 近代 合理主義の 権化み たいな ィ メージ があります が、 本来は、 
「俺は 俺 だ！ で、 世界は 俺とは 関係ない！」 

という 直感に 後から 理屈を つけて いった 人なん です。 

こういうのを 「演繹法」 といい ます。 

ともかく、 「自我 H 俺」 と 「世界」 の 分裂 こそが、 デカルト 哲学の 最大の 特徴です。 


うかたい) という 器官で 繫 がって いると 言い出 
した。 この 微妙な 理論は 後の 西洋 オカルト 思想 
に 採用され た。 

⑭ r カン X ソ— ド」 

二 〇〇五 年。 テレビ アニメ。 監督 •谷 口 悟朗、 
脚本 •會 田英 之。 「エンドレス •イリ ュ —ジョ 
ン」 という 困った 名前の 惑星を 舞台に、 腐り 果 
てた 世界に 一度 リセットを かけて 理想郷を 作り 
直そうと する マッ ドサ イエン ティスト 系 喪 男 
「カ ギ 爪の 男」 と、 カギ 爪の 男に フィアンセを 
殺された バカ 系 喪 男 ヴァンの 抗争を 描く。 ヴァ 
ンは 婚約者 エレナが いたのに 童貞。 エレナを 殺 
された 恨みを 忘れない ために、 常に 真っ黒い 夕 
キシ— ドを 着て いる。 いろんな 女性に ア プロー 
チされ るが 護身が 完成して いるので まった く 動 
じない。 口癖は 「俺は 童貞 だ！」 「お前に 俺の 
純潔は 渡せね え！」。 敵 キャラの ミハエルが 小 
難しい セ カイ 議論を 始めよう としても 、ヴァン 
は 「何 言っ てるの かわから ねえんだ よ！」 「う 
るせ え、 バー カ、 バー カ！」 と 叫んで 論争を 拒 
否。 その 勇姿は、 さながら ゥィ— ン学団 の 連中 
を 叩き出す ヴィト ゲン シュタインの 如くで あっ 
た。 このような バカ アニメな ので、 当初は バカ 
ボンの パパ (の そっくりさん) が 登場す る 予定 
だった。 

⑮ ユニクロ 

最近は おしやれ 系を 狙っ ている らしい。 

⑯ 直感 

若き デカルトは ある 夜、 謎に 満ちた 恐ろしい 三 
つの 夢を見た。 その 直後に、 自分に 「驚くべき 
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こんなの 、よっぽど モテない 人 じ やない と、 直感で きません。 いまこの くだりを 読ん 
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で 「ああ、 そうだよ な あ。 俺は 世界と 関係ない や 


」 と 直感で きた 人は 喪 男 哲学者 


の 素地が ある 人で、 「は？ 何 言つ てんの？」 と 首を ひねつた 人は 喪 男 哲学者になる 
のは 難しい かもしれ ません。 現代に も スコラ 哲学者みたい なのが いっぱい いますの 


で、 そっちの 道を 考えた ほぅがいい かも …… 。 

まあ、 デカルトは こんな 人な ので、 アリストテレス とその 弟子たち = スコラ 哲学を 
腹の 底から バカに していた わけです。 近代 哲学の 誕生とは、 まさしく' モテる スコラ 
哲学者 どもへの ルサンチマンの 爆発だった のです。 

言って みれば、 自我と 世界を 完全に 割って しまった デカルトの 二元論は 「最終兵器 
彼女が 登場し ない 『最終兵器 彼女』 の 世界」 です。 かなり、 嫌な 世界です。 ちせ がい 
ない 世界が、 自分とは 関係な く 最終 戦争を 始めて 滅亡して いく わけです。 で、 コマン 
ド も 入力で きません。 自分とは 関係ない 世界 だから。 糞ゲー です よね。 ゲーム にたと 
えれば 「観 鈴 ちんの いない 『AIR』」 です よ。 最初から カラスと して スタ ー ト して、 
カラスの まま 終わり。 そんな 感じ ( 96 ぺージ 図 2-1)。 


共通 感覚 

ただ、 デ ヵル トは、 これで 終わりに せずに、 「人間は みんな、 共通 感覚を 持って い 
る。 良識が ある。 だから 大丈夫です」 とォ チを つけて います。 すべての 人間が 自我の 
中に 孤立して しまつて いては、 社会は 成り立ちません。 共通 感覚とは、 つまり、 プラ 
トンの ィデアみ たいな ものです。 二次元の 世界、 想像の 世界、 観念の 世界の ことで 
す。 万人が 同じ 「ィデア 界」 を 心に 宿して いるんだ、 だから 人間は 素晴らし いの だ！ 


新たなる 学問の 基礎」 を 作る ことができる とい 
う 霊感を 得て 哲学者と しての 本格的な 探究を 開 
始 したの だった。 詳しくは 拙著 『アス ト ロ！ 
乙女 塾！ 星の プリン キ ピア (上)』 (集英社 ス 
I パ— ダッシュ 文庫) を 参照く ださい。 

⑰ 演繹法 

最初に 結論が あり、 そこから 敷衍して いくとい 
う 方法論。 デカルトが 演繹法の 代表者。 この 逆 
が ィギリスで 盛んになった 「帰納法」。 帰納法 
では、 様々 な 「事実」 を 収集し、 そこから 一つ 
の 結論を 導き出す。 「演繹法は 非科学的、 科学 
の 方法論は 帰納法なん だろう」 と 思われが ち だ 
が 実はそう でもな く、 ひょ っと 思いついた 霊感 
から 重大な 法則が 発見され たり もす る。 

⑬ 「最終兵器 彼女」 

高 橋 しんの セ カィ 系 (第三 章 注⑲) マン ガ。 
『ビッグ コミック スピリッツ』 で 連載され た。 
北海道の 田舎で 暮らす ちせ が、 謎の 敵との 戦争 
に 巻き込まれて 最終兵器に 改造され る。 ちせ が 
何と 闘って いたの かは、 最後まで 不明だった。 

⑲ 「AIRJ 

Key の PC ゲーム 。主人公の 国崎往 人は 何と 
はなしに 旅を している 少年。 ある 夏、 田舎の 町 
で ひきこもり 少女 •神 尾 観 鈴と 出会い、 観 鈴の 
家に 厄介になる。 しかし 観 鈴は やがて 原因不明 
の 病で 倒れ、 国 崎は 何もで きない カラスに なっ 

てし まう . ！ 京都 アニメ ー シ ョン 版の テ レ 

ビ アニメが 秀逸。 
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世界  自分 


デ カル トは、 人間を 「物質」 と 「精神」 の 二つに 分裂 させた 0 ここから 「唯物論— 資本主義 •自然科学」 
という 現代 社会の 基本 システムが 産まれる ことに なった。 また一 方では 「観念論— 神秘主義」 という 流れ 
も 発生す る。 いずれにしても、 人間は 未だに この 世界の 二元論 構造を 解決で きずに いる。 それ どころ か、 
自分の 精神を 完全に 見失って 三次元 一元論で 生きて いる 人が たく さんいる の だ。 

図 2 —  1  デカルト の 喪 男 孤立 二元論 


と デカルトは 訴えた のです。 

これは 有 明の コミック マ ー ケットの 世界を 論じて 
いるので はありません 。デカルトは 全人 類が 同じ イ 
デ ア界を 共有して いるは ず だと 考えた のです。 冷静 
に 考える とそん なは ずは ない のです が、 とにかく デ 
カルトは そう 言い張りました。 「話せば わかる」 と 
いう 犬 養 総理 イズムと か 「ああ、 アム ロ、 刻が 見え 

る . 」 という 富 野 イズム •ニユ ー タイプ 思想の ル 

_ — ツ は、 この デ カル トに あるので す。 

それまでの 西洋では、 神が すべての 人間の 関係を 
規定して いました。 人間なん て どいつ もこい つも 得 
体の 知れない 愚かな 生き物な ので、 神様が 保証人に 
なって くれないと 安心で きなかった のです。 夫婦 だ 
って 親子 だって 全部 同じです。 ですから 信仰を 持た 
ない 人間 や 異端 信仰者は 信用され ず、 容赦な く 狩ら 
れ たわけです。 これは これで 喪 男 思想です。 でも デ 
カルトは もっと 凄い 喪 男な ので、 神 も 信じて いませ 
ん 。一応 著書の 中では 「神様は いるょ」 みた いなこ 
とは 書いて いますが、 たぶん 火 あぶりが 嫌だった ん 
でしょう。 地動説を 唱えて あぶられ かけた ガリ レポ- 
を 見て、  せっかく 書いた 著書を ビビって 出版せ ず 隠 
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三次元に 生きる 人間は 二次元の 「神」 という 装置に よって 集団と して まとまって いたが、 デカルト 以後は 神の 
かわりに 人間の 理性が 二次元の 中心に 座る ことになる。 理性とは、 全ての 人間の 内面に 共有され る 神な の だ。 
ここから 啓蒙 主義が スター トする。 人間には 等しく 理性が あるので 、「話せば わかる」 はず だと 喪 男 哲学者た 
ちは 考える ようになった の だ。 

図 2  —  2  キリス ト教の 人間関係と デ カル トの 人間関係 


したりした 人です。 でも 喪 男です から 内心では きつ 
と 疑つ ています。 なにしろ 自我 以外の すべてを 疑つ 
てる わけです から、 本音では 神様 も 疑つ てるに 違い 
ありません (図 2  -2)。 

しかし キリスト教 世界から 神と 人間との 関係を 切 
り 離して しまう と、 大変な ことになります。 神が す 
ベての ルー ルなん ですから、 これを 捨てたら ノール 
— ルです。 アナー キズム です。 禽獣み たいな 連中が 
うようよ 彷徨う 無法地帯に なつて しまいます。 

一つの 価値観 •一つの 世界観 だけし か 認められて 
いない 一元論の 世界には、 こういう 人間 不信が 渦巻 
くわけです。 現代で も 同じです。 アキバ 系を 「何を 
しでかす かわからない 変態 予備軍」 みたい に 言う 人 
人は、 キリスト教の 神様では ない にしても、 何ら か 
の 神を 信じて いる わけです。 広告代理店の 神と か。 
テレビ局の 神と か。 恋愛の 神と か。 熟年 離婚の 神と 
か。 いろんな 神が いますよ。 僕に 言わせれば 全部 邪 
神です が。 で、 彼らは、 自分の 信仰 テリ トリ ー に 入 
ら ない オタクを 見て いると 不安になる ので 狩りた が 
るんで す。 

それに デカルト 自身 も 「俺 一 と 「世界」 の 大分 裂 


98 


を 放置して いては まずい と 思っ たので しょう。 そこで 発明した のが 「共通 感覚」 でし 
た。 「良識」 という 言葉 も デカルトが 使い出した ものです。 良識とは 共通 感覚の 一種 
で、 つまり まあ 「人類は みな 兄弟」 「話せば わかる」 という ことです。 人間は 同じ 感 
覚を 共有して いるから、 実は 神の 保証がなくても 大丈夫 だょ、 と デカルトは 言 ったわ 
けです。 平和主義者 っぽい 言い回しで すが、 一種の 婉曲な アナ ー キズム にも 聞こえ ま 
すね。 


世界とは、 モノに すぎない 

いずれにしても デヵルトは 中世の キリスト教 ドグマに 支配され ていた 喪 男たち を 
「気にするな、 やっち まえ！」 とけし かけた わけです。 「喪 男 自立 運動」 です。 

彼は まず 「俺」 と 「世界」 を 分裂 させ、 「世界とは、 モノに すぎない」 と 言い切り 
ました。 モノなん ですから、 何 やった ってい いわけです。 これにょ って、 自然科学が 
発達す る ことにな りました。 それまでは、 木 や 沼と いった 自然に も 「精霊」 みたい な 
ものが 宿って いました から、 自然を みだりに 弄る 行為は 罰当たりな こと だっ たんで 
す。 でも デヵルト にょれば 世界は 「モノ」 ですから、 神木だろう が 何だろう が 切り倒 
しても 祟りなん かない わけです。 それ どころ か、 動物 だって 自我が ないから モノで 
す。 この 「人間 以外は 全部 モノ」 という 一種の アナ ー キズム に 基づけば、 月に ロケ ッ 
卜 飛ばそう が、 原爆 作ろう が、 クロ ー ン 動物 作ろう が、 全然 構わない という ことにな 
る わけです。 

もう 一つ、 デカルトは 神と 人間の 関係 も 壊しました。 いや 凄い 人です ね。 これによ 
つて どうな つた かとい うと、 「恋愛」 の 持つ 機能が より 重大化した のです。 というよ 


⑳ 「話せば わかる」 

一九 三 二 年 五月 一 五日に 発生した 「五 •一  五 事 
件」 で、 拳銃を 持った 反乱 将校に 囲まれた 犬 養 
毅 内閣総理大臣が 言っ たと されて いる 言葉。 し 
かし 「問答無用」 と 返答され て 射殺され たと 
か。 ああ …… 。 

㉑ 「ああ'  アム ロ' 刻が 見える …… 」 

『機動 戦士 ガンダム』 で ララ ァが 死ぬ 寸前に ア 
ム ロに 言った 言葉。 言葉の 意味は よく わからん 
が、 とにかく 凄い ト ラウマ だ。 

㉒ガリ レオ 

一 五六 四 年〜 一六 四 二 年。 ガリレオ •ガリ レ 
イ 。イタリアの 天文学者。 当時の カトリック • 
ル ー ルで ある 天動説に 反対して 地動説を 唱えた 
が、 宗教裁判に かけられて 異端と して 処刑され 
かけた。 また ピサの斜塔から モノを 落とす 実験 
を 敢行して、 アリストテレスの 自然科学に 反す 
る 落体の 法則を 発見した。 当時の 西 ョーロ ッバ 
の 二 大権 威、 キリスト 教会と アリストテレス 学 
の 両方に 背いた ガリレオは、 無理やり 地動説を 
撤回 させられ、 晚 年を 軟禁 状態で 過ごす ことに 
なった。 喪 男の 鑑 (かがみ) のよぅ な 人。 ガリ 
レオが 活躍した 一七 世紀は すでに 中世から ルネ 
サンスを 経て 近世 バロック 時代に 突入して いた 
が、 イタリアは 一六 〇〇 年に ブルー ノが 異端と 
して 火刑に 処 されて からは 中世に 逆戻りと いぅ 
感が あった。 

㉓ アイザック •ニ ユー トン 
一六 四 二 年〜 一七 二 七 年。 イギリスの 科学者、 
錬金術師。 万有引力の 法則を 発見、 太陽系の 惑 
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り、 恋愛 そのものが 神に 取って代わり、 近代の 神に 成長して いく 要因と なりました。 

つまり デカルトは 「科学」 と 「恋愛」 といぅ、 新たなる 「近代の 神」 への 道程を 示 
した 人な のです (loo ぺ ー ジ図 2  13 )。 


I  3 
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神に 代わる 恋愛の 発展に ついては 次の 章で 詳しく述べます。 ここでは デカルトに 始 
まった 「科学」 の 発展に ついても う 少し 説明し ましょう。 科学とは、 自然を 支配す る 
術を 探究す る ことです。 自然は かつて 精霊が 宿る 神秘の 世界で したが、 デカルトは 
「ただの モノ じ やん！」 と 言い出しました。 現代で も オタクを 嫌う 人は 萌ぇ キャ ラを 
見て 「ただの 絵 じ やん！」 と バカに します が、 デカルト はこれ のまつ たく 逆の ことを 
やったん です。 「俺と 関係ない 現実の 世界なん か、 俺に とっては ただの モノであって 
絵みたい な もんだ」 という わけです。 この 逆転の 発想に ょり、 科学 万能 主義 時代が 訪 
れ たんです。 

西洋の 科学 万能 主義を 「世界に 対する ルサンチマン、 世界への 征服欲」 の 発露で あ 
ると 表現す る 人 もい ます。 そうなんです。 科学とは、 一見 混沌と した 世界の 中に 一定 
の 法則を 見つけ 出し、 その 法則を 使って 世界を 我が 意の ままに 支配す る 魔術な ので 
す。 つまり 科学の 原動力とは、 魔術と 同じく' 現実 世界に 対する 強烈な 征服欲です。 
実際、 黎明期の 科学者の 多くは 錬金術師だった そうです。 「万有引力の 法則」 を 発見 

した アィザック •ニユ ー トン もまた、 錬金術の 実験に 没頭し、 エメラルド •タブ レ 
ットや 聖書の 研究に 多大な 時間と 労力を 費やして いたのです。 

自然と 調和した 生き方を している 文明では、 科学は 発達し ません。 必要ない からで 
す。 アニメ 『ARIA』 みたい なまつ たりと した 暮らしを 続けられれば、 人は それで 
幸せな のです。 


星の 運行の 謎を 解き明かし、 古典 物理学の 基礎 
を 築いた。 前半生は 科学と 錬金術の 実験に 没頭 
する 日々 だっ たが、 科学者と しての 名声を 得た 
後半生は 国会議員、 造幣局 長官、 王立 協会 会長 
などを 歴任。 科学 精神は デカルトに 始まる が、 
本物の 「科学」 は ニユー トンから 始まる。 ニュ 
1 トン 自身は 自分を 「自然哲学 者」 だと 考えて 
いたが、 彼の 発見が あまりに も 偉大だった ので 
科学は 哲学から 独立した 学問の ー ジャンル とな 
り、 しかも 哲学を しのぐ 力を 持つ ことにな つ 
た。 …… という 感じの 立派な 人物な の だが 喪 男 
の 悲し さ、 性格に かなり 問題が あったよ うで、 
錬金術の やりすぎで 水銀中毒 になり 精神が 壊れ 
かけた こと も あったと か。 微分 積分学 も 発見し 
たが、 大陸の ライプニッツと 発見者 一番乗り 争 
いを 開始し、 以後 ライプニッツが 死ぬ まで 延々 
と 論争す る ことに。 女嫌いで、 八 四 年の 生涯で 
童貞を 貫いた と言われ ている。 とにかく 性格 惡 
そうな 逸話 だらけ。 代表作 『自然哲学の 数学的 
諸 原理』 『光学』。 

㉔ エメラルド •タブ レツ ト 
錬金術 上の 重要 アイテム。 ヘルメス •トリ スメ 
ギス トスが 書き記した 錬金術の 奥義 書と 考えら 
れ ていた。 ニユ ー トンは エメラルド •タブ レッ 
卜を 入手して 本文を 英語に 翻訳したり、 自分で 
ラテン語の 注釈を つけたりし ていた。 

㉕ f  ARIA」 

『月刊 コミック ブレイド』 に 連載され ている 天 
野 こずえの マン ガ 。二度 テレビ アニメ 化されて 
いる。 テラ フォー ミン グ されて 水の 惑星と なつ 
た 火星を 舞台に した ほのぼの 癒し マン ガ。 


スコラ 哲学書 


自然界の 精霊 • 
生命を 破壊 


人間 


神 


神への 超越 論 的 
信仰を 破壊 


スコラ 哲学を 全 否定 
して ブラ トンの イデ 
ァ 論と 二元論を 復活 
させた デ カル トは、 
キリス ト教の シス テ 
厶 そのものを 壊して 
回った。 


科学に よる 自然の 征服 


恋愛 主義 


図 2  —  3  喪 男 アナーキスト • デ カル トの 功績 
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科学が 必要と される 社会は、 世界に 対して 厶力 ついている 人たち (つまり 喪 男) の 

社会 だけです。 西洋文明は 長年に わたって キリスト教の ドグマに 抑圧され、 また ベス 
卜の 大 流行な どの 厄災に 痛めつ けられて きました 。キリスト教 という 喪 男 宗教 体系 下 
では、 現世は 常に 地獄です。 天国は あの世に あります から。 人生は 死ぬ まで 糞ゲ ー と 
いう ことです。 これは、 喪 男の 「世界は 地獄 だ」 という 世界観が 全 ョーロ ッバに 拡大 
適用され た 結果な のです。 これは これで 喪 男と しては ある 意味 正しい 世界です が、 死 
ぬまで ずっと 生き地獄と いうのは いかがな もの かと 思いた くなる のが 人情で しょう。 
プラトン 的な ィデア 界 への 憧れ、 理想の 世界を なんとかして 生きて るう ちに 感じたい 
という 欲求は、 人間の 内面に 常に ある わけです。 

「全世界は 真っ黒、 人間み な 喪 男」 という 暗くて 長い 中世を 経て、 西洋人は 「なんと 
かして パラダィスを この 現実 世界に 現出で きない か」 と 考える ょうになりました。 途 
中、 十字軍 遠征と いう 形で これを 実行し ようとし ましたが、 結果は 新 日本 プロレスの 
総合 格闘技 興行な みに 散々 でした。 こんな 十字軍なら 結成し なければ よかった よトホ 
ホと しか 言いよう のない 「黒 歴史」 を 作って しまつた のです。 

そんな 時に 現れた のが、 デカルトだった のです。 


デカルトは、 

「萌 えぬなら 萌やして みせよぅ ほととぎす」 

といぅ 主義の 喪 男でした。 喪 男に とって、 現実が 
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こ  地獄で 無価値 だとい うことは すでに 明白です。 ここ 
で デカルトは 「世界とは モノに すぎない」 「世界よ 
り 俺の ほうが 偉い I という 価値 転換を 行った わけで 


㉖ 十字軍 遠征 

屮世ョ ーロッ パで、 ロ ー マ 教皇の 呼びかけに 応 
じて 何度も 結成され た聖 なる 遠征 軍。 当時 ィス 
ラムに 占領され ていた 聖地 エルサレムを 輝 回す 
るの が そもそもの 目的だった。 一一 世紀末に 結 
成された 第一 回 十字軍は 奇跡的に 成功し、 エル 
サ レムと その 周辺の 各 都市を 攻略。 十字軍 国家 
が 建設され る。 以後、 百 数十 年に わた， って エル 
サレ ムを 巡る 十字軍と ィスラムとの 戦争が 繰り 
返される が、 見事に 成功した のは 第一 回 遠征 だ 
けで、 戦局は どんどん 不利に。 エルサレム は# 
い 返され、 しまいには 同じ 力 ト リックの 国 や 東 
口— マ 帝国に 攻め込んだり、 フランスの 異端 力 
タリ 派を 攻めたり、 首尾良く エルサレムを 奪還 
した 神聖 ロ ー マ 帝国 皇帝を 攻繫 したり、 子供 だ 
けで 結成した 「子供 十字軍」 の 少年たち が奴隸 
商人に 騙されて アフリカ かどつ かへ 売り飛ばさ 
れ たり、 といぅ 惡夢 そのものの 展開を 見せる。 
その 結果、 教会の 権威は 失墜した。 

㉗黒 歴史 

「なかっ たこと にされ た 歴史」 「抹消され た歴 
史」 。「機動 戦士  V  (タ ーンエ I) ガンダム j が 
元 ネタ。 
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す。 「俺の ほうが 偉い」 と デカルト 本人が 直接 言った わけではありません が、 彼に 影 
響され た 面々 はそう 考える ようになりました。 その 結果、 西洋 世界は マッ ドサ イエン 
テイスト 天国と なった わけです。 現実が 嫌なら 「科学」 によって 「世界」 を 支配 すれ 
ばいい の だ、 という ことに 気づいて しまったんで すね。 この 意味で も、 デ カル トは 同 
じ 二元論 者で も イエスより プラトンに 近い わけです。 アガぺ 一 よりも エロス 寄りなん 
です ね。 しかも 脳 内 勝利を 目指した のでは なく、 脳 内 世界を 脳 外の 三次元で 「実現」 

する 道を 考えた わけです。 

人間 機械論と デカルトの 萌え 伝説 

さて、 話は やっと 『イノセンス』 に 絡んで くるので すが、 デカルトが 世界を 「物 
質」 と 「精神」 に 分けた 時に、 一つの 問題が 出て きました。 では 人間は どっちに 属す 
るの だ、 という 問題です。 人間は モノな のか、 あるいは 人間は 精神な のか？ 言う ま 
でもな く 精神 も 肉体 もどっ ち も 同じ 現象の 一 側面です から、 本当は そういう 考え方 自 
体が 無意味 なんです が、 デカルトは 困った わけです。 で、 結局、 人間は 肉体で も あり 
精神で も ある、 と 言い出した のです。 

どっち やねん。 

⑳ラ •メ トリ 

一七 〇九 年〜 五一 年。 フランスの 哲学者。 デ カ 
ル トの 心身 二元論を さらに 推し 進めて 「精神は 
肉体から 生まれる」 という 物質 一元論 (唯 物 
論) を 唱え、 人間 も 動物 も 機械で あると 主張し 
た。 代表作 『人間 機械論』 は 喪 男が 切れる お 年 
頃 •三 七 歳の 時に 書かれて いる。 


いずれにせよ、 世界を 「物質」 と 「精神」 に 二分し、 同時に 人間を 「肉体」 と 「精 
神」 に 分裂 させた 瞬間に、 プラトンの 唱えた 「ィデア 界」 といぅ 概念が 近代 西洋に 蘇 
る ことにな ったので す。 それ も、 まったく 新たな 形で。 それが 「人間 機械論」 です。 

人間 機械論は、 デカルトの 影響を 受けて 一八 世紀の フランス 喪 男 学者 ラ •メ ト 1;, が 
唱えた 説です。 人間 も 肉体を 持って いる わけです が、 肉体とは デカルト によれば 「モ 
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ノ」 つまり 機械に すぎません。 という ことは、 人間 もまた 機械に すぎない という こと 
になります。 ラ •メ トリは この 論を さらに 推し 進めて、 実は 精神 すら 脳と いう 物質が 
生み出し ている モノに すぎない と 言い出した のです。 デ カル トの 二元論の 問題を、 物 
質 世界 一元論で 片付けた わけです。 現在まで 脈々 と 続く 物質 至上 主義、 物質 一元論の 
元祖が、 ラ •メ トリなん です。 

しかしながら デカルト 自身は 「我と いう 自我 もまた モノに すぎない」 とは 考え ませ 
ん でした。 デカルト も 動物は 機械に すぎない とは 考えました が、 人間は 「自我」 が あ 
るから 機械では ない と 考えた のです。 

これは、 イデア 界 への 憧れが デカルトを 捕らえて いたから ではない でしよう か。 

デカルトは 喪 男らしく 一生 独身で したが、 フラン シ ー ヌと名 づけた リアルな (見た 
目 五 歳ぐ らいの) 少女 ド ー ルを 持ち歩い ていたと いう 伝説を 残して います。 で、 この 
ド ー ルと おしやべ りしたり、 ド ー ルの 身の回りの お 世話を したりし ていたと いうので 
す。 つまり、 『ロー ゼン メイデン』 の 真紅 様みたい な 人形に、 いい オッ サンの デ カル 
卜が萌 え 狂って いたと いうので す。 本当で しよう か？ ちなみに デカルト はこの 人形 
を ト ランクに 入れて 運んで いたそう です。 ロ ー ゼン メイデン シリ ー ズがス ー ツケ ー ス 
の 中で 眠る という 設定 も、 恐らく 「デカルト "ド ー ルオ タク 伝説」 が 由来に なって る 
と 思います。 また 『からくり サ ー カス』 には、 そのまん ま、 フラン シ ー ヌと いう 名前 
の 人形が 登場し ます。 

ちなみに この デカルトの 人形、 伝説に よると 最後は 周囲の 人々 にキモ がられて 海の 
中へ 投げ捨てられて しまった そうです。 

阿 てこと す るんだ。 いつの 世 も オタクは 生 きづら いのです。 


⑳ 「口— ゼン メイデン」 

『月刊 コ ミツ クバー ズ』 連載の マン ガ 。作者は 
PEACH—PI 丁。 二度 テレビ アニメ 化され 
ている。 ひきこもりの 少年 ジュンの 元に、 生き 
た アン テイ I ク •ド I ル 「ロ  ー ゼン メイデン」 
(薔薇 乙女) が やってくる。 ロ ー ゼン メイデン 
シリー ズは 全部で 七 体 存在し、 姉妹で 「アリス 
ゲ ー ム」 という 闘いに 参加し なければ ならない 
運命を 背負っ ている。 アリス ゲ—ム に 勝ち残っ 
た ロ ー ゼン メイデン だけが 「究極の 少女 •アリ 
ス」 になれ ると いう。 で、 ジュンの 元には 次々 
と ロー ゼン メイデンが 集まり、 毎日が 大騒ぎと 
なって、 不 登校 こそ この 世の 天国 だとい う 真実 
が 明らかに。 

㉚ 真紅 

ロ ー ゼン メイデン シリ ー ズの 第五 ドー ル。 金髪 
の ツイン テ— ルと 真っ赤な ドレスが 特徴。 好物 
は 紅茶。 嫌いな ものは 猫。 下僕の ジュンを ツイ 
ン テ— ルで びしびしと 叩く。 ボ— クスが 発売し 
た 一分の 一真 紅の SD ド ー ルは 定価 一〇 万円 だ 
が ファンが 殺到した ため 価格が 高騰。 筆者は 二 
三 万円で やっと 手に入れる ことができた。 

©「からくり サ— カス」 

『週刊 少年 サン デ—』 で 連載され ていた マン ガ。 
作者は 藤 田 和日郎 (かずひろ)。 自動人形 (才 
— ト マ ー タ) おょび 人形を 守る 主人公た ちと、 
人形 破壊者 「しろがね」 の 闘いを 描く。 いや も 
っと 複雑な スト ー リ ー なんです が。 
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なぜ r デカルトは フィギュア 萌え 族に 違いない」 という 噂が 当時の 人々 に 広まった 
のか、 という ことを 考えます と、 デカルトの 類 稀なる 喪 男ぶ りと オタク 性が 明らか 
になる と 思います。 

そもそも 「動物は 機械」 「世界は 物質」 「人間 も 半分は 機械」 なんて 言い出した 人で 
すから、 周囲の 人たち には 恐ろしい 魔法使いに 見えた に 違いありません。 

「座標軸」 なんても のを 考えた の も デ カル トです。 「世界とは モノに すぎない」 とい 
う 考え方を 言葉 だけでなく、 「図」 を 使って 示したん です。 人間は 昔から 図と か 公式 
とかに 弱い のです (図 2 1 4)。 

とにかく 、デカルトは 周囲から 魔法使いみ たいな イメ ー ジで 見られて いた ことで し 
ょう。 そこから、 「人間を 人形と 区別して いないん じ やない か」 という 疑いが 生まれ、 
「人形 愛 者」 = 「ドー ル 萌え族 (仮)」 という 伝説が 作られた の だと 思います。 しかし 問 
題は デカルトが 実際に ドー ル萌 えだった かどう かでは なく、 当時の 人々 が デカルトを 
通じて 「ド— ル萌 え」 という 新しい 世界を 発見した という ことに あるので す。 

つまり 「科学」 と 「人形 萌 え」 とは、 その 出発点が 同じな のです。 

噓 だ！ と言われる かもしれ ません が、 発明 王 エジソン もまた 「人形 萌 え」 の 巨人 
でした。 こちらは デカルトと 違って 実際の 発明 王です から、 自分で 「喋る 人形」 (卜 
1 キング •ドー ル) を 発明して 商売して いました。 もちろん、 エジソンが 作つ た 「喋る 
人形」 を 見た 人々 は 「キモ い」 と ビビって たじろいだ そうです。 

実は デ カル トには (独身な のに) フラン シーヌ という 愛娘が いたので すが、 夭 W? し 
たんだそう です。 そこで 人々 は、 

「デ カル トなら 人形を 作って、 娘の 代わりにしても おかしくない」 


㉜ エジソン 

一八 四 七 年〜 一九 三 一年。 卜— マス •エジ ソ 
ン 。アメリカの 発明家。 子供の 頃は どうしよう 
もない 劣等生で 小学校を 中退した が、 実は 幼稚 
な 学校 教師には 彼の 超 天才と しての 才能が 理解 
できなかった だけだった の だ！ 蓄音機、 電 
話、 白熱 電球、 レコー ド、 直流 電力 発電機、 映 
画 撮影機 (キネ ト グラフ)、 映写機な どの オタ 
ク 必須 アィテムを 次々 と 発明。 性格は 相当 悪 
く、 交流 電力 発電を 主張す る ニコラ •テスラと 
電流 戦争を 勃発させる など、 ニュ— トンを 彷彿 
とさせる エ ピソ— ド も。 また ニユー トン 同様、 
科学者で あると 同時に オ カルテ ィス トで も あ 
り、 後年は 霊界 通信 機の 発明に 没頭した。 「天 
才は 九九 パ— セントの 努力と ー パ— セントの ひ 
ら めきで ある」 という 名言は、 本当は 「いくら 
努力しても ひらめきがない 奴は 天才には なれな 
い」 という 意味 だそう だ。 ひ、 酷い …… 。しか 
し 我々 ひらめきがない バカな 人間たち は、 この 
言葉を 「エジソン でさえ 九九 パー セン トは 努力 
でで きて るんだ から、 俺たち も 努力 すれば なん 
とかなる だろう」 とまった く 逆の 意味に 脳 内 変 
換 して 自分を 騙しながら 生きて いるの だった。 
ああ あ。 
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① 言語で 「物質とは 何 か」 を 説明す る デカルト 


何を 言って るの か 
サツ パリ わからな いよ 


人間は 視覚 的な 情報に 弱い。 目に 見える ものは 一発で 直感的に 把握で きる。 しかし 言語は そうでは ない。 
小説よりも マン ガの ほうが 売れる のは、 この 人間の 性質 ゆえ かもしれ ない。 デ カル トは、 三次元を 文学 
ではなく 数学で あつかえる 「場」 に 変換して みせた の だ。 

図 2  — 4  人間は 図に 弱い 
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と 考えた のでし よう。 諸葛孔 明の 饅頭の 話の よ 
うに、 デカルトなら 「娘の 代わりに 人形を」 とい 
う 新しい 価値観を 生み出しても おかし くないと 思 
われた のです。 もちろん、 このような 伝説が 生ま 
れた 背景には、 この 話を 噂し あった 人々 の 心の中 
に 「人形 萌 え」 への 不安と、 同時に、 「人形 萌え」 
への 杭い がたい 魅力が あった ためで しよう。 

そもそも 人形 萌 えは、 すでに 古代 ギリシア 時代 
から 存在し ました。 

ギリシア神話に 登場す る ビグ マリオンは、 身分 
は 王様だった のです が、 とてつもない 喪 男で し 
た。 現実の 女に ゥン ザリ して 「童貞 喪 男 王」 の 道 
を 歩んで いたのです。 王様な のに 女嫌い なんて、 
ブッ ダに 匹敵し ます。 しかも 肉欲に 飽きた のでは 
なく 現実の 女の 「心」 に 辟易して いたと いうので 
すから、 これは 本物です。 

さて、 ピグ マリオン はお 国が ィンドなら 出家し 
て 解脱す ると ころです が、 そこは ギリシア 人です 
から、 現実を 捨てる 方向では なく 「正しい ィデア 
界の 創造」 へ 向かいます。 つまり 芸術家に なっ 
て、 自分で 理想の 女 1¢ 像、 いまで 言う ところの フ 
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イギ ュアを 作る ことにした のです。 元祖 アキバ 系です な。 

芸術家とは、 醜い 現実に 絶望した 人間が 自らの 想像力を エネ ルギ ー に 「理想の 世 
界」 を 作り出そう とする 人間の ことです から、 真の 芸術家は みんな 喪 男な のです。 

で、 これ もま ことに 立派な ことなんで すが、 ピグ マリオンは 自分が 作った フィ ギュ 
アに萌 えてし まって 恋をする わけです。 

ああ、 ビグ マリオン こそは 真の 芸術家です。 ちなみに 僕 も 自分で 書いた 小説の キャ 

ラク タ 1 に萌 えてし まって 困っ てます。 え、 それは 「電波」 です か、 そうです か… 
0 

•  •  _ 

かくして、 ピグ マリオンは 神様に お願いして、 自分で 作った 等身大 フィギュアに 
「命」 を 与えても らい、 人形と 結婚して 子供 も 作っ たんだそう です。 

な、 なんて 羨ましい！ 

科学に よって 理想の 女性を 作り出そう 

さて、 古代 ギリシアの ピグ マリオン 神話は あくまでも 神話。 つまり 実現 性の ない 
「妄想」 だった のです が、 デヵルトの 登場に より 「人間 機械論」 という 新たな 世界観 
が 生まれた 結果、 「科学に よって 理想の 女性を 作り出せる」 という 「希望」、 つまり 
「ビグ マリオン 神話は 実現す るん じ やない か」 という 予感を 様々 な 喪 男が 抱く ように 
なった わけです。 

「現実は 地獄で ある」 「俺は モテない」。 これが 喪 男 哲学の 出発点で したね。 ここから 
「天国は 脳 内に あり」 とか 「解脱せ よ」 とかいった いろんな 二元論が 生まれた わけで 
すが、 デ ヵル トは 「自分で 勝手に 世界を 作っ ち やえばい いよ 一と 言い出したん です 
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ね。 言った だけでは なく、 「世界なん てのは、 座標軸 上の 点に すぎない」 と 図まで 示 
して くれた わけです。 

さて 「女」 というの も、 喪 男に とっては 「俺と 関係ない 世界」 の 一つです。 なら 

ば、 女 も 自分で 作れば いいわけです。 ギリシア神話で 人形に 命を 与えて くれる 存在は 
言うまでもなく 「神」 だった のです が、 デカルト 以後の 近代 西洋では、 人形に 命を 与 
える 存在は 「科学」 なのです。 科学が、 喪 男に とっての 神に なった のです。 人形に 命 
を 与える ために 必要と される 科学技術は 二つ。 「精巧な 肉体を 作る こと」 と 「白 我を 
与える こと」 です。 デカルト によれば 人間は 「肉体 (モノ)」 と 「自我 (精神)」 によっ 
て 構成され ています からね。 という ことは、 この 二つを 科学技術 によって 自作して や 
れ ばいい わけです。 

ョーロ ッバ 全土の 喪 男たち は 妄想し ました。 

「いまは たとえ 夢物語で も、 科学が 発達した 未来に なれば、 きっと …… 」 

で、 こういう 喪 男の 多くが、 自ら 科学者に なって 「科学が 発達した 未来」 の 実現の 
ために 頑張った わけです。 

科学の 発達の 原動力は 「恐ろしい 世界の 征服」 であると さっき 書きました が、 この 
「恐ろしい 世界」 の 中には、 言うまでもなく 「現実の 女」 も 含まれて いる わけです。 
一度は 請め られ ていた イデアと いう 夢に、 「未来なら、 科学の 力で 実現で きる」 とい 
う 希望の 力が 与えられた のです。 これが 近代 ョー ロッ パに おける 科学 至上 主義の 爆発 
と マッ ドサ イエン テイストの 大量 発生の 原因で あると 僕は 考えて います。 今日の 科学 
の 凄まじい 発展を 見ます に、 みんな、 いったい どれ だけ 女に 痛い目に 遭わされ てきた 
のでし ようか。 空恐ろしい 限りです。 デカルト も 生涯 独身で したし、 ニユ ー トン も そ 
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㉝ アインシュタイン 

一八 七 九 年〜 一九 五 五 年。 アルベル ト •アィン 
シュタィン。 ドィツ 生まれの 物理学者。 二〇代 
で 「特殊 相対性理論 J、 三〇 代で 「一般 相対性 
理論」 を 発表。 相対性理論 によると 光の 速度は 
不変で、 逆に 質量 や 時間 や 空間は 相対的に 伸び 
縮みす る もの だとい ぅ。 その後、 電磁気 力 や 重 
力を すべて 統合した 統一 場 理論を 作ろぅと した 


うです。 ニュー トンに 至っては 八 四 年 も 生きた のに 「女性と 手を 繫 いだ こと すらな 
い」 なんて 言われて いました。 アインシュタイン だって、 独身を 貫けば 統一 理論を 完 
成で きた かもしれ ません よ。 

断言し ましよう。 科学は、 今後 もずっ と 発展し ます。 地上に 喪 男が いる 限り。 

ところで いまの 日本では、 科学者の なり 手が 減って いるそう です。 理由は 簡単で 
「女に モテない から」 だそう です。 つまり 女たち が 科学者を 「暗い」 「キモ い」 「ひき 

こもり っぽい」 と 嫌う ので、 モテたい 男は 科学者に ならな いんだ そうです 〇 「医者」  が、 完成し なかった。 「シュ レ— デ ィンガー の 
だと 「儲かりそう」 なので モテ モテなん です けど、 科学者って 貧乏 イメ ージ ですから 
ね。 

僕は、 「科学者は モテない から、 なり 手が 減っ ている」 というい まの 日本の 現状を 
憂慮して います。 皆さん、 もっと 子供に 「講談社 ブル ー バックス」 を 読ませ ましよ 
う。 「モテ」 を 捨てる ところから 人間の 知性が 発展す るの だとい うことは、 本書で 散 
散 書いて いる 通りです。 現状を 見て ください。 バブル 以後の モテ 至上 主義が 日本 経済 
を 傾かせ、 モテと 無縁な 世界で 努力して きた アキバ 系が 日本 文化を 復興し ようとして 
いるではありません か。 ことほ ど さように、 「モテと 人間の 知性とは 両立し ない」 の 
です。 


猫」 で 知られる よぅな 確率論を 採る 量子物理学 
に対しては 「神は サィコロを 振らない」 と 反対 
していた。 
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2 リラダンの 人形 萌え 


人形 萌 えの 名作、 リラダンの 『未来の ィヴ』 

デヵルトが 創始した 「人形 萌 えを 科学で 実現」 といぅ 希望は、 その後、 様々 な 喪 男 
の 魂を 揺さぶり 続けました。 科学が 高度に 発達した ことは 言ぅ まで もありません。 現 
代の 喪 男 科学者たち はついに、 人間の 遺伝子の 解析に 手を つけて います。 クロ ーン人 
間 だって 作れます。 『口— ゼン メィデン』 の 真紅 様が アリスになる 日は 近いので す。 
アリス ゲ ー ムなん て 必要ありません！ 科学者が 真紅 様を アリスに して あげられ るん 


です— 


さて、 人形 萌 えの 歴史に 残る 喪 男を 紹介し ます。 産業革命 時代、 一九 世紀の フラン 
スに 生まれた 文学者の リラダンです。 彼は 『未来の イヴ』 という 小説を 書きました。 
タイトルで おわかりの ょうに、 リラダンは、 科学が 発展した 未来では 喪 男は 理想の 
「イヴ」 つまり 萌え キヤ ラを 作る ことが 可能になる、 と 考えた のです。 

『未来の イヴ』 の 主人公 エワルドは 喪 男です。 喪 男エ ワルドは 最初、 アリシ ヤ という 
美人 歌姫に 萌 えます。 いまで 言えば、 巨乳 アイドルの おっかけ という 感じで しょう 
か。 しかも エワルドは 何を どう 間違った のか アリシ ヤ とデキ てし まう のです。 「そん 
な バカな」 と 言いたいです が、 まあ 小説です からね。 

ところが、 これで 終わっ たら 平凡な トレン デイ •ドラマ。 ここから が 喪 男 文学の 直 ハ 
骨頂です。 エワルドは アリシ ヤの 体には 満足す るんで すが、 「アリシ ヤの 頭の 中身が 


㉞ リラダン 

一八 三 八 年〜 八 九 年。 ヴィリエ •ド •リラ ダ 
ン 。フランス 貴族の 生まれ。 しかしす でに 時代 
は 一九 世紀、 リラダン 家は 没落して 斜陽と なっ 
ていた。 一九 世紀 資本主義が 生み出した ブルジ 
ョア 社会を 嫌悪した 極貧の 喪 男 リラダンは ボ— 
ドレ— ル や ポーに 夢中に なり、 目の前の 腐った 
三次元 世界に 背を 向けて まったく 売れない 脳 内 
ユート ピア 文学を 書き続けた。 そして 赤貧の ま 
ま 死んだ。 代表作 『残酷 物語』 『イ シス 』 『未来 
の イヴ r 『イシ ス .1 は、 イ シスと いう 名前の 
(リラダンの 脳 内) 萌え キャラが いかに 神々 し 
いかと いう 話を 延々 している だけと いう …… 。 

㉟ 「未来の イヴ」 

リラダンの 代表作。 発明 王 エジソン 博士が、 人 
間 女 アリシ ャの 愚か さに 絶望して 「誰かが あの 
(女の) 肉体から あの 魂を 取り除いて くれない 
かな あ」 と 嘆いて いた 喪 男エ ワルドの ために 究 
極の 萌え ロボット 「ハ ダリ」 を 作って くれる。 
「目 も くらむ ほど 美しい あの 愚劣な 女が、 もは 
や 女では なくなって、 天使になる のです。 情婦 
ではなく なって、 恋人になる のです。 『現実， I 
ではなく なって 『理想 』 になる のです」 とエジ 
ソン 博士。 一  〇〇 年 早す ぎた 大人の ドラえ も 
ん 。貧窮して いた リラダンは、 八 年 かけて 完成 
させた この 小説の 権利を、 たったの 五 〇〇フ ラ 
ンで 売り渡して しまった …… 。 
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カ ラッポ だ」 と 絶望し ます。 真の 喪 男は 「女と セッ クスで きない」 ことを 苦しむ ので 
はありません。 それは あくまでも 苦しみの 第 I 段階。 その 先には、 「女の 精神に ウン 
ザリ だ」 という 本当の 絶望が 待って いるので す。 

なにせ、 アリシ ャは バカ 女で、 贅沢な お洒落さえ できれば 満足と いう 豚みたい な存 
在です。 恋愛 資本主義に 毒され たパッ パラ パ— 女です。 いまの 東京に も、 こういう 女 
は 腐る ほどい ますが。 

喪 男エ ワルドは アリシ ャと セックス する だけでは 満足で きません。 女とは、 外見は 
美しく とも、 その内 面は 萌え るに 値しない 愚かす ぎる 生き物で しかなかった。 それで 
は 自分は いったい 何に 萌え ていけば いいのだろう。 下手に 童貞 捨てて 現実の 女に 対す 
る 幻想が 消えう せた ばかりに、 ますます 苦悩が 深まります。 

困った エワルドは、 なんと、 エジソン 博士に 頼んで、 人造 美少女 人形を 作って もら 
A っのて す！ 

エジソン かよつ ！ 

㉟ 「天地が 引っくり返っ たような 騷 ぎ」 
エワルドは 最初 ハ ダリを 「この 薄気味悪い 機械 
人形」 「電気の 化け物が 女の 姿に 身を やつし 俺 
たちの 生活に 潜り込もう とする なんて 笑止 千 
万」 とさげ すんで 葛藤す るが、 ハ ダリが 泣いて 
嘆き悲しん だので 回心して 「生きて いる 女の ほ 
うこ そ 幻 だと、 今し がた 気がついた！」 「私は 
人間を 辞職す る！」 と 人間 辞職 宣言を 行う。 ェ 
ワルドが 人間を 辞職して 機械の 花嫁と 二次元へ 
飛翔す る この シーン は、 世界 文学史 上、 最も 感 
動的な 場面であろう。 


これは コ ミケで 売られて いる 十八 禁 同人 マン ガの あらすじではありません。 やっ ぱ 
り 当時の エジソンは 喪 男の 希望の 星、 オタクの 錬金術師 だっ たんです ね。 

かくして、 エジソンが エワルド のために 作って あげた 「完璧な 恋人」 こそが、 人造 
人間 「ハ ダリ」 だった のです。 そうです、 これ こそが 『ィノセンス』 に 登場す る 人形 
「ハ ダリ」 の モデルなん です。 

言うまでもなく、 エワルドは ハ ダリを 「愛」 する ようになります。 萌 えます。 そり 
やもう、 萌え たど ころの 騒ぎではありません。 大変です よ。 天地が 引っくり返 ったよ 
うな 騒ぎです。 
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リラダンは 作 中で 居直って 宣言し ます。 

「我々 の 神々 も 我々 の 希望 も、 もはやた だ 科学的な もので しかない とすれば、 我々 の 
愛 もまた 科学的で あって いけない いわれが ありまし ようか」 

これ また 『ィノセンス』 に 登場す る 一節です ね。 

「科学と 人形 萌 えの 奇蹟の 融合」 

これが こそが、 新世紀に おける 愛の 形で あると、 リラダンは 声を 大 にして 訴えた の 
です。 

まあ、 こんな 話 ばかり 書いて たので 現実の リラダンは 極貧 生活を 余儀なく され、 最 
後は ボクシング ジムの 殴られ 屋 になって 野垂れ死にした そうです。 

喪 男らしい、 最高に カッコい い 最期と 言えます。 

モテ 男と 女たち は 言う でしよう。 

「何が ハ ダリ だ。 自分に 都合の いい 反応し かしない 女なん かを 求め や がって、 この 変 
態め」 

る  しかし リラダン はこう 言う でしよ 

すべ  0 
望外  う 0 

^  「私が 求めて いるのは 自分に 都合の 
f  いい 反応し かしない バカ 女では な 
11  い。 そんな ものは 現実の 女 だけで 充 
域 讪 P49 分 だ (上図 參照) 。金を 与え、 贅沢品 
劈 0-4:? を 与え、 車に 乗せ、 マンションに 連 
真ジ 200 れて 行けば こっちの 希望 通りに 反応 
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してみ せる 現実の 女 だけで。 私は そんな ものには 辟易した の だ。 私が 求めて いるもの 
は、 萌ぇ るに 値する 精神を、 善と 美の ィデアを 持った 女性な の だ。 そんな ものが 現実 
に 存在す る わけがない こと も 私には わかっ てる。 だから、 自分で 作る しかない の だ」 
そして 次の 瞬間、 リラダンは イ ケメン にぶん 殴られて 倒れ こむ のです . 。 


西洋 近代の 科学 至上 主義 時代とは 、キリスト教から 生まれた 喪 男 思想が 中世の 「こ 
の 世は 地獄で、 女に 愛な どない」 という ひきこもり 時代を 経て、 科学と いう 新たな 力 
によって 「この 世に ないなら、 自分で ィデアを 作れ」 という 方向へ 「裏返った」 時代 
だった のです。 
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世界 も 人間関係 も 不安定に 

現代 日本に も リラダンは いました。 それが 手 塚 治 虫です。 手 塚は 『ファウスト』 を 
三度 も マン ガ 化して いますが、 遺作と なつた 『ネオ •フ ァウス ト』 は、 なんと フ ァウ 
スト 博士が バィオ テクノロジ— を 駆使して 科学の 力で 理想の 女性を 作ろうと する 科学 
物語に 書き換えられて います。 

この マン ガ では 主人公が 「人間」 「悪魔」 「人造人間」 の 三人の 女性に 囲まれる ので 
すが、 人間の 女性とは ヤル だけは ヤリ ましたが 結局 悲恋に 終わります。 悪魔は 身体は 
エロい けど 心が 悪魔な ので どうに も萌 えません。 という わけで、 やっぱり 遺伝子工学 
を 学んで 自分で ホ ムンク ルスを 作つ ち やおう、 という 結論に 至る わけです。 

残念ながら 『ネオ •フ ァウス ト』 は 未完の 大作と なって しまい ましたが、 魔術師が 
人造人間を 作ろうと する 『ファウスト』 の 物語を 科学者に ょる バィオ テクノロジ ー 話 
に 置き換え たのは さすが 手 塚 先生です。 


⑰ 「ファウスト」 

ゲー テの 代表作。 第一 部は 一八 〇八 年、 第二 部 
は 三 三年に 出版され た。 ドイツの 魔術師 •ファ 
ウ スト 博士の 伝説を ベ— スに ゲー テの 妄想 力が 
無限に 広がり 続ける 一大 叙事詩。 第一 部は 喪 男 
フ アウス トが 悪魔と 契約して イケ メンに 変身 
し、 人間 女と 恋愛す る 話。 もちろん 悲劇で 終わ 
る。 第二 部では 人間 女に 懲りた ファウストが 古 
代 ギリシアの 女神 や 錬金術の ホ ムンク ルスと 脳 
内 家族を 築こぅと する が …… 。詳細は 第三 章に 
て 0 

㉝ 「ネオ •フ アウス ト」 

一九 八 八 年に 『朝日 ジャ— ナル j で 連載され た 
手 塚 治 虫の マン ガ 。遺作。 ファ ウス トの 設定を 
現代 日本に 移し替え 、ファウスト (作 中では 一 
ノ 関と 名乗る) が バイオ テクノロジ ー を 駆使し 
て 理想の 女性を 人工的に 製造し ょぅとす る 物語 
に 変換して いる。 惡魔メ フィス トフ ヱ レスを 
「牝 フイ スト」 を 名乗る 美女に してし まつた の 
は、 さすが 手 塚 先生！ ちなみに 人間の 恋人は 
学生運動に ハマって いる 生真面目な 女の子で、 
惡魔 のく せに ファウスト (ーノ関) に 惚れて し 
まつて 嫉妬し まくる メフ ィス トに 比べる と あま 
り 魅力がない。 て、 手 塚 先生 …… ！ しかし 第 
二部が 始まった ところで 手 塚 先生が 逝去した た 
め、 ついに 理想の 人造 女性は 登場し なかった… 


⑩ホ ムンク ルス 

錬金術に ょって 製造す る 人工生命。 パラ ケル ス 
ス にょると、 人間の 精液 や 血を メルク リウスの 
器に 入れ、 暖めて 造り 出す。 人間の 姿を してい 
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さて、 かくして 「世界」 は 「科学」 によって 征服され るべき 対象と なり、 「切り取 
り 放題」 になり ました。 これ 以後、 西洋文明は 全世界に 波及して いきます。 

近代 西洋の 歴史は、 「全世界の ョー ロッパ 化」 「世界 同時 喪 男 文明 化」 の 歴史だった 
と 言え ましよう。 神の 代わりに 「人間の 良識」 がすべ ての 関係を 調整して くれる こと 
になり ましたが、 これは つまり 事実上の ノ ールー ルと いう ことです。 世界は どこまで 
も 不安定に なった のです。 

この 不安定を ごまかす ために 「社会 そのものが 永遠に 発展し 続ける」 という ルール 
に 基づいた 新たな システムが 考えられました。 これが 資本主義の ルー ツ です。 経済が 
永久に 発展す るなん て 本気で 信じて たんで しよう か。 する わけありません よ。 市場を 
食い尽くしたら、 植民地を 増やして 市場を 拡大し なければ ならなくなります。 これは 
大変です。 地上に 発展の 余地が なくなったら、 いよいよ 宇宙へ 飛びた つし かなくな り 
ます。 宇宙なん て 行けっ こない というのは 昔の 話で、 いまなら ロケット 飛ばせば 行け 
ます。 だから ロケットを 作る。 同様に、 石油を 掘りつ くしたら、 原子力で 発電 すれば 
いい、 という ことになる わけです。 錬金術では 原子力は 扱えません が、 原子核 物理 装 
が あれば なんとかなります。 こうして、 科学の 発展と 資本主義 市場の 拡大とは 車の 両 
輪の 如く 同時に 進んで いったの です。 

しかし、 ただ 世界が 不安定 化した だけではありませんでした。 「神」 の 衰退に よっ 
て、 つまり 「自我」 の 孤立 化に よって、 個々 の 間の 人間関係 もまた 不安定に なり まし 
た。 人間関係の 保証人だった 神が 消えた ため、 人間関係の 中に も 自由主義の 原則が 取 
り 入れられます。 ここに 近代的な 意味での 「恋愛」 が 誕生した のです。 

ところが、 ああ、 なんという ことで しよう。 


るが、 非常に 小さい。 ニユー トンが 錬金術に 凝 
つていた 理由 も、 あるいは …… 。一九 九〇 年代 
半ばに 発売され た PC ゲ ー ム 『メルク リウス. 
プリ テイ』 で、 恐らく はじめて 萌え キヤ ラ 化さ 
れ た。 


⑩ 原子核 物理学 

錬金術師は 「賢者の 石」 を 使って 鉛な どの 卑金 
厲を 黄金に 変換で きる と言われて いたが、 まあ 
たぶん 誰も 成功して いないだろぅ。 しかし 現代 
の 物理学の 技術を 使ぇば、 粒子を 加速して 原子 
に 衝突させる ことで 原子核 変換が 可能な の だ！ 
とはいぇ 金 原子を 作る のには 膨大な コス トが か 
かるので まったく もって 意味がない。 だが、 将 
来 もしかしたら コスト 問題が 解決され て 安く 原 
子 核 変換が できる 世界が 実現 しないと も 限らな 
いのだった。 
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近代の 恋愛至上主義は、 喪 男に とって、 新たなる 地獄の 始まりだった のです。 

次の 章では、 キリスト教に 取って代わって いく 近代 恋愛の 姿に ついて 説明した いと 
思います。 そして この 恋愛と いぅ 恐ろしい 装置は、 いま も 僕の ょぅな 喪 男を 苦しめ 続 
けて いるので す。 
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I 喪 男 芸術家 ダンテから ゲー テへ 


恋愛の 登場 

古代 ギリシア •ロー マを 理想と した ルネサンスが 、プラトン 哲学を 復活 させ、 西洋 
を 中世から 近代へ と 移行 させた ことは 第二 章で 述べました。 近代の 西洋 哲学を 牽引し 
たのは デ カル トの 二元論で、 ここから 「モノ」 としての 世界を 統べる 原理を 追究す る 
学問 = 科学が 誕生した わけです が、 一方では 物質と 区別され た 「精神」 つまり 「自 
我」 の 問題が 発生した わけです。 

中世 キリスト教 世界では、 人間 も 世界 も、 すべては 「神」 の 被 造 物と いう 点では 
同質でした。 人間と 世界とは、 「神」 の 愛に よって 融合して いたわけ です。 もちろん、 
人間と 人間の 関係 もまた、 神が 保証して くれていた わけです。 ところが 近代に 入る 
と、 人間と 世界と がまず 分裂し ます。 人間は 「精神」 で、 世界は 「物質」 です。 そし 
て デカルト はこの 両者の 間には 何の 関係 もない と 考えました。 かくして、 人間 自身の 
存在 もまた、 肉体と 精神と に 分裂した わけです。 また、 人間と 人間との 関係 性を 神が 
保証して くれる という 幻想 も 弱体化し ました。 デカルトは 「共通 感覚」 を 持ち出して 
人間同士の 関係 性を 保証し ようとし ましたが、 『機動 戦士 ガンダム』 に 先駆ける こと 
四〇〇 年、 これは ちよっ と 早 過ぎた ニユー タィプ 思想でした。 

そこで 登場した のが 「恋愛」 です。 

恋愛は いきなり 大衆に 普及した わけではありません。 最初は 一部の 先進 的な 喪 男つ 


①  「中世 キリスト教 世界では、 人間 も 世界 も、 
すべては 「神」 の 被 造 物と いう 点では 同質」 
故に 中世では、 神学 も 哲学 も 「人間」 と 「世 
界」 の 両方を 扱う 学問だった。 しかし 近代の 二 
元 論が 人間と 世界を 分 断した ために、 哲学 もま 
た 「人間」 を 扱う 学派と 「世界」 を 扱う 学派に 
分裂して いく。 実存主義 哲学は 「人間」 学派で 
あり、 観念論 や 唯物論は 「世界」 学派だろう。 
ただし ドイツ 観念論は 「世界」 を 「人間」 (へ 
—ゲ ルで 言えば 「精神」) が 作った ものと 捉え 
るので、 厳密に 言えば 近代 二元論に ょって 分裂 
した 哲学を 再 統一す る 最初の 試みだった とも 言 
える。 

②  「機動 戦士 ガンダム」 

「ガンダム」 シリ ー ズの 第一 作。 一九 七 九 年〜 
八〇 年。 テレビ アニメ。 ロボット アニメに 国家 
間 戦争 や 人間 ドラマな どの リアリズムを 導入 
し、 また ロボ ッ トを 「モビ ルス— ツ」 と 呼称す 
る M 産 型 兵器と して 描いた 画期的な 作品。 制作 
は 日本 サン ライ ズ (現 •サン ライ ズ) 。子供に 
とっては 難解だった ために 打ち切りに なった 
が、 映画化 されて 大 ブレイク。 ガンダム ブーム 
を 巻き起こした。 

③  ニユ— タイプ 

『機動 戦士 ガンダム』 の 後半に 登場す る キーヮ 
—ド 。宇宙で 育った 人間の 中から、 進化した 意 
識を 持った 新しい 人類が 生まれて くる。 それが 
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まり 芸術家の 脳 内 妄想でした。 まず 妄想が あり、 その 妄想が 活版印刷 技術な どに ょっ 
て 大衆に 流布して いくこと にょって 一般化した わけです。 つまり 恋愛は まず 脳 内 恋 

愛、 すなわち 「萌 え」 から 出発し、 その 萌 えが 多くの 人々 に 取り入れられて 「現実」 
になっ たのです。 

「ロマンス」 という 言葉は 現在では 「恋愛」 という 意味に なって いますが、 最初は 
「騎士道 物語」 のこと を 意味して いました。 中世から 近世に かけて、 恋愛とは 吟遊詩 
人が 歌う 騎士道 物語の 中 だけで 語られる 文化だった のです。 『トリスタンと イゾル 
デ』 とか 『ア ーサ ー 王の 死』 とかです ね。 


脳 内に 萌 えの 世界を 発見した ダンテ 

萌え 芸術の 先駆けと いえば、 例えば ダンテが あげられます。 

ダンテは 九 歳の 時に、 ベア トリ ー チヱと いぅ 同い年の 少女に 狂おしい までの 恋愛 感 
情を 抱いて しまいます。 九 歳です よ 九 歳。 九 歳と いいます と、 小学校 三年 生ぐ らいで 
すよ。 ダンテは 小学生 時代に 「幼なじみ フラグ」 を 立てて しまったんで すね。 こんな 

イベント、 ゲーム の 中で しか 発生し ません よ、 普 
通。 さすが イタリア 最高の 詩人、 幼い 頃から 喪 男 
だつ たんです な。 ちなみに 僕が 九 歳の 頃に 何を し 


テ 


/〆 ていたの かを 思い返し てみ ますと、 ス ー パ ー カ^ — 
消しゴムを 集めたり、 仮面 ライ ダー の カー ドを 集 
めたり、 壁新聞に ヘンな ことを 書いて 先生に 叱ら 


ニュー タイプ。 非常に 難解な 概念 だが、 少なく 
とも ニユー タイプ 同士は お 互いに 意識を 交換す 
る ことができる。 

④  ロマンス 

ラテン語 起源の 諸 言語 (イタリア 語、 フランス 
語、 スペィン語 など) を 「ロマンス 語」 と 呼 
ぶ。 かつて ョ ーロッ パの 文学は ラテン語で 書か 
れ ていたが、 中世に なると ロマンス 語で 書かれ 
た 「騎士道 物語」 が 流行し、 物語 自体を 「ロマ 
ンス J と 呼ぶ ょぅになった。 騎士道 物語の テ— 
マは、 騎士の 英雄的な 闘いと、 貴婦人との 恋愛 
の 二 本 柱。 故に 後に 恋愛 小説が 「ロマンス」 と 
呼ばれる ょぅになった のは 騎士道 物語が 端緒と 
なって いる。 

⑤  「ト リス タンと イゾルデ」 

中世 ロマンスの 代表作の 一つ。 王妃 イゾルデと 
騎士 トリスタンの 不偷 悲恋が テ— マ。 イゾルデ 
と ト リス タンは 愛の 秘薬を 間違って 飲んで しま 

破滅 的な 不倫へ 突っ走って いく。 


\J  N 


れ たり 


いまと 変わりません ね。 女？ 何 そ 


© 「 ア—サ I 王の 死」 

一四 七〇 年。 ト マス •マ ロリ— 作 ◦中世 ロマン 
スの 代表作の 一つ。 ブリテンの 伝説 的 英雄 •ア 
—サ ー 王の 物語を 集大成し たもの。 主人公 ア ー 
サー 王は 魔法使い マー リンに 助けられながら 聖 
剣エ クス カリ バ—を 振る い、 円卓の 騎士と とも 
に ブリテンを 統一す る。 後半は 円卓の 騎士たち 
が 主人公と なり、 「ト リス タンと ィゾルデ」 や 
湖畔の 騎士 ランス ロット 、聖 杯を 探索す る パー 
シバル やガラ ハッ トな ど 中世 ロマンスの 人気 キ 
ャラ クター たちが 総 出演して 活躍す る。 終盤は 
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れ？ みたい な 少年 時代でした。 九 歳で 色を 知った ダンテは 本当に 凄い。 

まあ 色を 知つ たといい ましても、 もちろん 脳 内 だけの 話です が。 

その後、 ダンテは 一八 歳の 時に ベア トリー チヱと 再会し ます。 運命の 再会 イベント 
です ね。 まつた くもつて ェ ロゲ ー の シナリオです。 ダンテは たちまち 好感 度 MAX 状 
態に なって ベア トリ ー チェに 萌え 狂った のです が、 当の ベア トリ ー チヱは 「あつ、 ど 
う も I と挨按 して さつ さと 去つ てし まつた のでした。 


フラグ 立って ない よ 


I  • 


立って ない よ— 


普通なら ここで ベア トリ ー チェを 口説く ことを 考える ものです が、 ダンテは 筋金 入 
りの 喪 男でした。 そんな 恐ろしい こと、 できる わけあり ません。 ダンテは ベア トリ ー 
チェへの 狂おしい 愛を 押し隠し、 それ どころ か ベア トリー チェと 関係ない 別の 女に ラ 
ブレタ 1 みたい な ポエムを 捧げたり して ベア トリ ー チェに 嫌われて しまいます。 つま 
り、 チョ イワ ルぶ ったんで すね。 本当に 好きな 子には 素直に なれない ダンテは ッン 
デ レの 走りで も あった わけです。 ダンテは つまり、 チョ イワ ルぶ る ことで 「ど、 ど、 
童貞ち やう わ！」 と ベア トリ ー チヱに 間違った アピー ルを したので しよう。 この 空 回 
り 具合 こそ、 喪 男の 特徴です。 ダンテは 史上に 残る ほどの 恋愛至上主義 者だった の 
に、 実際の 恋愛 偏差値は 三 五だった ん です。 ベア トリー チェは ダンテが キモく なった 
ようで、 挨拶す らして くれ なくなり、 結局よ その 男と 結婚して しまいました。 

寝取られ イベント 発生です！ 

幼なじみ 丄 再会 丄 チョ イワ ルぶ る i 誤解され る— 寝取られる。 

怒濤の ゲ ー ムシ ナ リオです。 なんだか、 売れそう です ね。 

もちろん、 寝取られた 直後に、 ベア トリ ー チヱは 死にます。 「死亡 フラグ」 確認で 


悲劇。 ア ーサー 王の 后 グイ ネヴ イアと ランスロ 
ッ トの 不倫が 発覚し、 ランス ロットと アーサ ー 
王は 闘う ことにな ってし まう。 しかし ア ー サ ー 
王が 本国を 留守に した 隙に、 アー ザー 王が 姉に 
産ませた 不義の 子 モル ド レッドが 反乱を 起こ 
す。 ア ー サ ー 王は モル ド レッドとの 闘いで 深手 
を 負い、 エ クス カ リバー を 湖の 女神に 返還し、 
伝説の 鳥 アヴァロン へと 姿を消す。 ア ー サ ー 王 
と ランス ロットは 友情で 堅く 結ばれて いたが、 
モテの 魔の 手に よって お 互いの 身を 滅ぼして し 
まった の だ。 また 聖 杯は 真性 童貞で なければ 手 
に 入れられない ものだった ので、 不倫して いる 
ランス ロットは 探索に 失敗。 最終的には 脳 内 恋 
愛した 経験 すらない 純潔の 騎士 ガラ ハッ トが 聖 
杯を 手に した。 世界 最高峰の 盘 貞 至上 主義 文 
学。 

⑦ ダンテ 

一二 六 五 年〜 一三 ニー 年。 イタリア •フイ レン 
ツエの 詩人。 ルネサンスの 先駆け。 当時の フイ 
レンツ ヱは 政争に 明け暮れて おり、 市民 派 寄り 
の 政治家だった ダンテは 教皇 派との 政争に 敗れ 
て 失脚、 フイ レンツ ヱから 追放され た。 以後 二 
度と フイ レンツ ヱに 戻る ことは 叶わず、 生涯を 
流浪のう ちに 過ごし、 仲間たち とも 絶縁して し 
まい 孤立して いった。 そんな 絶望的な 現実を 生 
きる 中、 『神曲』 を はじめと する 執筆 活動 だけ 
が ダンテの 生きる 支えと なった。 一生涯べ アト 
リ ー チェに 萌え 続けた。 代表作 『新生 』 『神 
曲』。 

©幼なじみ フラグ 

「幼なじみの 二人が、 幼少 期に 将来を 誓い 合っ 
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す。 完璧な 悲劇 シナリオ、 鬱ゲ ー ム です。 

現実とは'  糞ゲ— だった！ 

ダンテの 衝撃は いかばかり か。 

この 時に ダンテの とった 行動が、 その後の 西洋 世界を 「恋愛至上主義」 へと 導く こ 
とに なった のです。 最愛の 人 •ベア トリ ー チヱは、 寝取られた あげく、 死んで しまい 
ました。 もう ダンテには 愛すべき 人が いません。 もういな いんだ。 もう ダメ だ。 い 
や、 ベア トリ ー チェは、 死んで はいない じ やない か！ 俺の 頭の 中に、 俺の 心の中 
に、 ベア トリ ー チェは 生きて いる じ やない かっ！ うお おお一 っ！ わかった ぞ 一 
っ！ ベア トリ ー チヱ、 お前に 夢中 だ— っ！ 

そうです。 ダンテは 自分の 脳 内に 「二 次元」 を 発見した のです。 そこは、 永遠の 世 
界 。かくして、 ダンテは 一生涯に わたって、 脳 内の 萌ぇ キャラと なった ベア トリ ー チ 
ェを 描き 続ける ことを 誓つ たのです。 

喪 男 芸術家 ダンテの 誕生です。 

ダンテの 代表的な 詩集 『新生』 は、 ベア トリ ー チヱが いかに 萌ぇ るか、 という 萌ぇ 
話の 集大成です。 

しかも、 ダンテは ただ 女に モテなかった だけではありません。 後年には 政争に 敗れ 
て 生まれ故郷の フィ レンツ ヱを 追放され、 以後は 死ぬ まで 流浪の 人生を 送りました。 
現代の 物質 至上 主義の 価値観では、 「負け 組」 と言われて 笑われる 境遇です。 しかし 
ダンテは 負け 組な どではありませんでした。 ダンテは 現実 社会に おいては 女を 寝取ら 
れ (最初から 脳 内 彼女だった ので、 厳密に 言えば 実は 寝取られて すら いないん です 
が)、 故郷を 追放され、 ふらふらと 孤独に 流浪して いる 惨めな オツ サンです。 しかし 


たりして、 ゲーム 開始 時にはす でに フラグが 立 
ってい る」 という 有様。 ギャ ル ゲーや ラブコメ 
マン ガに 多い シチ ユエ— ショ ン 。現実には 有り 
得ない。 有り得ないです とも。 

⑨  「フラグ 立っ てない ょ」 

ギャル ゲ— では 主人公と ヒロインが 共通 シナ リ 
才 から 恋愛 シナリオ ル ー トに 入る ことが 確定す 
る 瞬間を 「フラグが 立つ」 と 呼ぶ。 つまり 「フ 
ラグが 立って いない」 とは 恋愛関係に 入っ てい 
ない という こと。 

⑩  ツンデ レ 

「ツンツ ンデレ デ レ」。 日頃は ツンツ ン している 
けど、 ときに デ レ デ レして くれる キャ ラ。 ある 
いは 「交際 前 H ッン 」 で 「交際 中= デ レ」 とい 
う キヤ ラ。 

⑪寝 取られ イベント 

ヒロインを 他の 男に 奪われる 鬱 イベント。 鬱ゲ 
—ムに 頻出す る。 僕の 現実の 人生って、 この 寝 
取られ イベント 以外の イベントが 発生 しないの 
です が、 これって 糞ゲ— なんでし ょうか。 

⑫鬱 ゲーム 

プレイヤー が 暗い 気分に 落ち込む 鬱 展開を 売り 
とした ギヤ ルゲー 。ヒロインが 寝取られる、 ヒ 
ロ インが 死ぬ、 ヒロインが 電波、 ヒロインが 人 
殺し、 主人公が 電波、 主人公が 死ぬ、 などな 
ど、 現実 世界では 絶対に 受容で きないであろぅ 
恐ろしい 鬱イ ベン トが 襲って くる。 
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彼には 現実よりも 大事な 世界、 「二 次元」 が ありました。 

ダンテの 代表作 『神曲』 は、 彼が 放浪して いる 苦難の 時代に 書き 始められ たもので 
す。 この 叙事詩の 中で、 ダンテは 自ら 主人公と して 登場し ます。 「俺 話」 なのです。 
これ だけで も 実に 大胆です が、 ダンテは 作 中で 「地獄 •煉獄 •天国」 という 三つの 
「二 次元」 世界を 巡礼す るので す。 ここで、 ダンテは 「永遠の 淑女」 ベア トリ ー チヱ 
に 導かれる わけです。 

地獄では ダンテを 弾圧した 教皇たち が 責め苦を 受けて います。 ダンテ 版 『デス ノ 

1 卜』 といい ます か、 魔 太郎の ウラ ミ 手帳み たいな ものです。 そこから 地上で 犯した 

罪を 浄化す る 「中間 地帯」 である 煉獄を 経て、 最後に ベア トリ— チヱと ともに 天国へ 

昇る のです。 この 天国の 描写が、 実に 神々 しいので す。 こんな 世界、 俺 も 行って みて 

え！. と 誰もが 憧れずに はおられません (永 井 豪 先生を 除きます)。 ダンテが こんな 美 

しい 世界を 描き出せ たの も、 元々 の 才能に 加え、 ベア トリ ー チヱを 失った 喪 男の 悲し 

みを 「脳 内 ベア トリー チェ」 を 作り 続ける 妄想 活動に 昇華した 情熱の 力の おかげで し 
よう 0 

『神曲』 は、 ありていに 言えば 「こんな 総 天然色の 夢を見た」 という ョタ 話です。 し 
かし、 その あまりに も 強烈な ィンパクト、 現実よりも 迫真の リアルな 妄想っ ぶりが、 
後世の 人々 の 魂を 震撼させた のです。 

「苦悩を 超えて、 妄想へ 至れ」 

かくして、 ダンテの 『神曲』 は、 キリスト教の 理想 世界であった 「天国」 を 「萌え 
キヤ ラ」 と 分かちが たく 結びつけた のです。 「恋愛」 という 情^® によつ て。 

たぶん、 いまの 世の中なら、 ダンテは スト ー カー 防止法で 逮捕され かねない 人 だと 


⑬ r デス ノ— 卜」 

DEATH  NOTE。 二〇〇 三年〜 〇六 年、 
r 週刊 少年 ジャンプ』 で 連載され た マン ガ 。原 
作： 大場 つぐみ、 作画： 小 畑 健。 デス ノート は 
「名前を 書かれた 人間が 死ぬ」 という 力を 持っ 
たノ ー ト。 元は 死神の 持ち物だった が 日本の 高 
校 生 •夜 神月 (やが み ライ ト) がノー トを 拾 
い、 自ら 凶惡 犯罪者を 裁く 神 「キラ」 となる。 
で、 キラを 捕まえよう とする ひきこもりの 天才 
探偵 L と キラ (月) の 頭脳 合戦が 繰り広げら 
れ 、童貞の L が 負ける。 「ジ エバン ニが 一晩で 
やって くれました」 という 流行語を 産んだ。 

⑭魔 太郎の ウラ ミ 手帳 
一九 七〇 年代に 『週刊 少年 チャンピオン』 で 連 
載され た 藤 子 不二 雄© の マン ガ 『魔 太郎 がく 
る !! :』に登場する手帳。いじめられっ子の浦見 
•M 太郎 は、 自分を イジ メた 相手の 名前を 「ウラ 
ミ 手帳」 に 書き留め、 我慢なら なくなる と 「ウ 
•ラ •ミ •ハ •ラ •サ •デ •才 •ク •ベ •キ • 
力！」 と カタ カナで 叫んで 恐ろしい 復 響を 実行 
する のだった。 初期の 魔太郎 はいじめ っ 子を 何 
人 か 殺して いるが、 黒 歴史に された。 

⑮永井 豪 

マン ガ家 。悪魔 好き。 『神曲』 マニア だが 天国 
には あまり 興味が なく、 地獄 ばかりを 好んで 描 
く。 『 神曲』 を マン ガ 化した こと も あるし、 ダ 
ンテ という 名前の 魔王が 地獄から 復活 するとい 
う あらすじの 『魔王 ダンテ』 という 作品 も あ 
る。 代表作 『デビル マン』 『ハレン チ 学園 .I 『パ 
イオ レンス •ジャツク』 『凄ノ 王 』 など 多数。 
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思います。 あるいは、 痴漢 冤罪 被害者と か。 満員 電車で 女子高生の 「痴漢 捏造 狩り」 
に 出くわして 会社 クビ とか。 そんな 不幸が いっぱい 待つ てそうです …… 。 


萌え 逃げの 達人 ゲ—テ 

ダンテ 以後、 芸術の 主題は 「キリスト教」 から 「恋愛」 へと 移行して いきます。 そ 


八 世紀から 一九 世紀に かけて ド 


の 集大成 ともいうべき 喪 男が ゲー テです。 ゲ ー テは 

イツで 活躍した 詩人です。 いったい、 本物の 詩人は みんな 喪 男です。 宮沢賢 治、 石 川 
啄木、 喪の 香りが ぶんぷん します。 

ゲ ー テは 二〇 代の 頃から すでに 喪 男で、 『若き ゥ エルテルの 悩み』 という セ カイ 系 
ライト ノベルを 執筆し ました。 この ライト ノベルの あらすじを 簡単に 述べます と、 
「若い 男が 人妻と 不倫して 拳銃で 自殺す る」" 

という 無茶苦茶な ものです。 『気 狂い ピエロ』 か YO! この アナー キズム 溢れる 
恋愛至上主義 小説が あろう ことか バカ 受け。 一躍 スタ— となった ゲ— テは いったん 政 
治の 世界に 参入し ますが、 やっぱり 途中で 逃げ出して 喪 男 芸術家と しての 人生を 選択 

します。 現実の 権力よりも 脳 内の 二次元 世界を 描 
くことの ほうが 大事 だ ！ という 態度 こそが 喪 男 


テ 


芸術の 本質な のです。 

ゲ ー テの 行動 パタ ー ンは萌 え 芸術の 先駆者 •ダ 
ンテ とよく 似て います。 一四 歳の 時に、 グレ ー ト 
ヒヱン といぅ 近所の 女の子に 初恋を する のです 
が、 喪 男な ので 当然 失恋し ます。 ダンテの 「九 歳 


⑯ゲー テ 

一七 四 九 年〜 一八 三 二 年。 ヨハン •ヴォルフ ガ 
ング •フォン •ゲ ー テ。 ドィツの 詩人、 作家、 
科学者、 政治家。 モテ モテだった が 自ら 恋愛 か 
らの 逃亡を 繰り返した。 青年時代には シユ トル 
ム •ゥン ト •ドラング 運動 (疾風怒濤と 訳す。 
現代で 言えば パンクみ たいな ものです) の 旗手 
となり、 「失恋したら 死ね！」 と 叫ぶ 『若き ウ 
ヱ ルテルの 悩み』 が大 ヒットして 人気作家に。 
ヨーロ ッバ 中の 青年たち を 失恋 死に 走らせる。 
後年は 古典主義に 目覚め、 「ファゥスト 』 を完 
成させた。 

⑰宮沢 賢 治 

一八 九 六 年〜 一九 三 三年。 童話作家、 詩人。 岩 
手 県の 人。 妹萌 え。 若い 頃には 東京で 暮らし 詩 
人と して 活躍す るが、 妹を 看病す るた め 岩 手に 
戻つ て 教師になる。 しかし 妹 とし子は あえなく 
病死。 以後は 教職を 退いて 半 ひきこもり 生活 
に。 フアンの 女に 迫られた こと も あるが 護身し 
た。 生前、 「性欲の 乱費は、 君、 自殺 だよ。 い 
い 仕事は できない よ。 瞳 だけで いい じ ゃない 
か。 触れて みなくたって いいよ。 性愛の 墓場 ま 
でい かなくても いいの だよ」 「俺は、 たまらな 
くなる と 野原へ 飛び出す よ。 雲に だって 女性は 
いるよ。 一瞬の ほほえみ だけで いいんだ。 にお 
いを かいだ だけで、 あとは つくり 出 すんだ よ」 
と 語っ ていたと いぅ。 賢 治 先生 …… 。膨大な 童 
話 や 詩を 残し、 生涯 童貞の まま 夭折した。 趣味 
は 春画の コレクション。 代表作 『春と 修羅』 
『銀河 鉄道の 夜』 『グス コーブ ドリの 伝記』 『風 
の 又三郎 』 『セ ロ 弾きの ゴ ー シユ』 『よだ かの 
星』 『永訣の 朝』。 
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で萌 えに 目覚める」 という 最速 レコ— ドには 及びません が、 なかなか 早熟です。 ちな 
みに 僕の 初恋は 一一 歳の 時でした が、 もちろん 失恋し ました。 同じ クラスの A さんと 
いう 沖縄から 来た 転校生に 使い古しの 消しゴムを 恵んで もらった ので 好きに なった の 
です が、 満座の 中で 「あんた のこと なんか 好きち やう わ！」 と言われまして、 そこ か 
ら 僕の 喪 男 哲学者と しての 人生が スタ 1 卜した のでした …… 。 


いや 僕の 話は いいんで すよ。 ゲー テは グレ 


卜 


ヒ エンと フラグを 立てる ことができ 


ませんで した。 その後、 今度は ケ ー トヒ エンと いう 女の子に 萌え るので すが、 「ケ ー 
ト ヒヱン はお 洒落な のに、 自分は 田舎 モノ」 という 劣等感が 邪魔を して また フ ラれ ま 


す。 これは 梶原 一騎の 自伝 マン ガ 『男の 星座』 の 話ではありません。 その あげく ゲ ー 
テは 病気に なって 学校 も 中退。 故郷に 戻って ひきこもり 二— 卜 となります。 まさに 踏 
ん だり 蹴ったり、 喪 男 人生 まっし ぐらの 青春 暗黒 物語だった のです。 

言う まで もありません が、 この 青春 喪 男 時代の 辛い 体験が、 ゲ ー テを 芸術家と して 
育て上げて くれた わけです。 現実の 悲惨 さを 味わえば 味わう 程、 喪 男は 脳 内 世界の 素 
晴らし さに 一層 惹 かれて いくのです。 

さて、 病気を 治した ゲー テは 家から 再び 出て 勉学に 勤し みました が、 その 頃には も 
うすでに 喪 男と しての 人格が 完成され ていました。 今度は 間違って フリ ー デリ ー ケと 
いう 女の子に モテて しまい 「結婚して ください」 と 迫られ ますが、 「モテの 魔の 手が 
キタ 1」 とば かりに ゲ ー テは フリ ー デリ ー ケ から 逃亡し ます。 やつと 喪男ゲ ー テに 春 
が 訪れた 時には、 もう 手遅れだった のです ね。 

その後 ゲー テは 友達の 彼女 •ロッテに 萌え 狂って ラブレ タ ー を 送り まくつた あげ 
く、 やっぱり 逃げ出します。 で、 ロッテが その 友達と 結婚した と H いて、 ショックで 


⑲石川 啄木 

一八 八 六 年〜 一九二 一年。 詩人。 岩手県の 人。 
詩人と して 名を なし はじめた 矢先に 結核で 夭 
折。 「働け ど 働け どな お 我 B らし 楽に な 
ら ざり じっと 手を 見る」 といぅ 貧乏 喪 男 短歌 
で 有名 だが、 実際には 妻子が いた。 それ どころ 
か 若い 頃の 啄木は 妻子を 顧みずに 単身赴任と 称 
して 逃亡を 繰り返し、 東京で 風俗に ハマったり 
していた。 働け ど 働け ど 金がなかった のは、 実 
は 風俗に 使って いたから だと か …… 。で、 売れ 
る 前に 早死に。 これは これで 一つの 喪 男。 代表 
作 『一 握の 砂』。 

⑲ 「若き ゥ ェルテルの 悩み」 

一七 七 四 年。 「失恋したら 死ね！」 と 叫ぶ ニユ 
! ゥ ヱ— ブ •パンク 小説。 当時の 若者たち に 
とって、 サリン ジャー の 『ラィ麦 畑で つかまえ 
て』 に 匹敵す る、 あるいは それ以上の 影響力が 
あった。 一八 世紀 後半は ョー ロッパ 全土で 恋愛 
小説 熱と 革命 熱が 吹き荒れた 時代だった。 ルソ 
I は 失恋の 痛手を 妄想で 癒すべく 『新 ェロィ— 
ズ J を 執筆し、 アメリカは 独立を 宣言し、 そし 
て サドは 監獄で 『ソ ドム ーニ 〇 日』 を 書き殴っ 
ていた。 近代の 「恋愛至上主義」 と 「革命 思 
想」 は セッ トだった ので ある。 

⑳ 「気 狂い ピエロ」 

一九 六 五 年。 フランス 映画。 監督は ジャン •リ 
ユック •ゴダ ー ル。 主演は ジャン •ポ ー ル •ベ 
ルモンドと アンナ •カリ— ナ 。ヌー ヴェル •ヴ 
ァ ー ダの 頂点 的 作品。 スト ー リーは …… えっと 

. すみません 全然 わかりません。 ラス トシー 

ンの ジャン •ポー ル •ベルモンドが 最高に 喪 
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萌え エネルギーが 涸れたら、 
再び 三次元へ 出撃す る 


ン J 


らょい モテで も 自分の 意志で 喪 男と して 生きる ことで 喪 エネルギーを 効率的に 集められる。 一部の 芸術家は 
b ざと こういう 行動 パターン をく りかえ す。 あなた も 努力 すれば 喪 男に なれ るんで す！ 

図 3  — 1  萌え エネルギーの 永久 循環 


自殺し ようとす るので す . 

まあ、 そんな 感じで 喪 男 恋愛 経験を 積み重ねて いきます。 ゲ ー テの 特徴は 「恋愛 依 
存 症」 とも 言うべき 恋愛 好き 体質と、 恋愛が 成就し そうにな ると 逃げ出す 喪 男気 質で 
す。 ほとんど ジ サク ジェンで すが、 このような 分裂 気質 行動は 喪 男の 芸術活動に とっ 
て 非常に 有効な 行動 バタ ー ン なのです。 もし 恋愛が 成就したら、 喪 男は 現実に 幻滅し 
てし まいます。 現実の 恋愛な ど、 しよ せんは 醒める もの だからです。 なぜかと いうと 
恋愛 感情 もまた ホルモンの 影響に よる 化学反応に すぎず、 寿命が あるから です。 

ですから 喪 男は 注意 深く 恋愛から 距離を 保たねば なりません。 しかし、 だからと い 
つて 恋愛を 捨てて しまう こと もで きません。 恋愛を 捨てる という ことは、 萌 えの エネ 
ルギ ーを爾 らして しまう という ことになる からです。 故に、 遠くから そつと 片思いし 
て、 女が なびいて きたら 逃げる。 あるいは、 自ら フ ラれ るよう に 仕向けて いく。 これ 
しかない のです。 その 結果、 どうなる かとい うと、 トラウマが 残ります。 現実に 対す 
る ト ラウマが。 この ト ラウマを 癒す ために、 萌え 衝動が 湧き上がって くるわけ です。 
そう やって 「永遠の 片思い」 状態を 維持す る ことが、 喪 男 芸術家を 成長させる 一番の 
方法です。 これを 僕は 「萌 えの 超 回復」 と 呼んで います (図 3-1)。 

「独り 相撲」 という 言葉が 脳裏を 飛び交い ますが、 気にしないで 先に 進みます。 

ダンテ やゲ ー テは、 人間が 喪 男 芸術家になる ための 道程を 指し示して くれてい ま 
す。 「現実への 絶望」 「満たされない 恋愛への 憧れ」 こそが、 喪 男に 想像力 (妄想 力と 
もい います) を 与えて くれる のです。 マン ガ 『鋼の 錬金術師』 でも 「等価 交換の 法 
則」 が 語られます よね。 現実で モテて、 喪 男 芸術家と しても 作品を なしたい、 なんて 
のは 無理な のです。 もちろん 「モテ 男 芸術家」 という 道 もあります が、 だいたいそう 
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4 

いう 手合いは 死んだら サリエリ のょうに 忘れ去られ ていく ものな のです。 モテなん て 
のは その 時代、 その 時代で ころころと 基準が 変わります。 それに ひきかえ、 「喪 男」 
は 永遠です。 いつの 時代で も、 喪 男は 喪 男です。 喪 男の 悲しみは、 人類 •国境 •時間 
を 超えて 永遠 普遍な のです。 

実際、 若い 喪 男が 人妻に フ ラれ て 自殺 するとい う 『若き ゥヱ ルテルの 悩み』 は、 ョ 
丨ロッ パ 全土  (の 喪 男) に 熱狂 的に 支持され ました。 当時す でに ョーロ ッバでは キリ 
スト 教が 衰退して 恋愛至上主義が 勃興しつつ あったんで すね。 時代の 気分が ゲ ー テの 
喪 男 魂と 見事に シンクロした わけです。 『若き ゥヱ ルテルの 悩み』 は 「恋愛 こそが 人 
生で もっとも 価値の ある 行為で あり、 人は 失恋したら 死ぬべき だ」 と 主張した ので 
す。 この イカれ た 小説は たちまち 恋愛至上主義 者の バイブル となり、 真似して 自殺す 
る 喪 男が 大量 発生し ました。 人妻 属性と いうの も ふるって います。 

ゲー テの 「フ ラれ たら 死ね！」 という 萌え 魂は、 大勢の 喪 男に 「萌 え」 の 素晴らし 
さを 知ら しめたの です。 「世界 イコ ール 恋愛」 という 「ゥヱ ルテル」 の 世界観は、 ま 
さしく ライ ト ノベルの 元 型 そのものです。 

さて 『電波 男』、 じゃなかった 『ゥヱ ルテル』 で 一発 逆転、 有名人と なった ゲーテ 
に、 恐るべき 「モテの 魔の 手」 が 襲って きます。 今度の ゲ ー テの 相手は、 リリー とい 
う 女性です。 もう ゲー テは 無名の 貧乏 喪 男ではありません。 ョ ーロッ パで もっとも 人 
気の ある 流行作家です。 スタ 1 です。 モテ モテです。 今度 こそ 恋愛 成就、 結婚、 と 誰 
もが 思った でしょう。 しかし 喪 男ゲー テは、 

「この 女は 俺を 好きなん じ ゃなくて、 俺の 地位と 名声が ほしいだ けなんだ」 

と 疑います。 つまり、 喪 男が 売れて しまう と 突如 襲つ てきて 彼を ダメ にして しまう 


男。 『 逆襲の シャア ，一での シャア の 最期と 並ぶ 
二大 「ダ メ 男の 最期」。 

㉑捤原 一 騎 

一九 三 六 年〜 八 七 年。 劇画 原作者。 劇画 隆盛 時 
代、 「 週刊 少年 マガジン』 で スター トした 『巨 
人の 星』 の 原作を 担当し、 スポ根 ブーム を 作り 
上げた。 晩年は 「アントニオ猪木 監禁 事件」 な 
どの スキ ヤン ダルを 起こして メディアから 抹殺 
された。 代表作 『巨人の 星』 『あしたの ジョ ' 
『空手 バカ ー代.！ 『タイガ— マスク』 『柔道 一直 
線』？ •愛と 誠 j 『カラ テ 地獄変 』 r 男の 星座』。 

㉒ 「男の 星座」 

梶原 一騎の 自伝 作品。 作画は 原 EB 久仁 信。 『漫 
画ゴ ラク j で 連戦され たが、 梶原 一騎の 死去に 
ょって 中断、 永遠に 未完と なった。 力 道 山、 大 
山 倍 達、 アントニオ猪木 、ジャイアント馬場な 
ど、 梶原 一騎と 交流の あった 実在の 有名人が 総 
出演す る。 少年 マガジン 編集部から 仕事の 依頼 
が 来て 「さあ これから」 といぅと ころで 連載が 
終わっ てし まった のが 惜しまれる。 

㉓ 「鋼の 錬金術師」 

『月刊 少年 ガンガン j 連載の マン ガ 。作者は 荒 
川弘 。アニメ 化 もされた 。錬金術が 発達した 架 
空の 世界を 舞台と した ノワー ル 少年 マン ガ 。こ 
の マン ガの 錬金術は 「等価 交換の 法則」 によつ 
て 成立して いるが、 これは 本 作の オリジナル 設 
定〇 


㉔サ リエり 
一七 五 〇年纟 


八 二 五 年。 アントニオ •サ リエ 
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「モテの 魔の 手」 という 概念を 最初に 思いつい たのは、 誰 あろう ゲー テな のです！ 

ゲ ー テは 「萌 え」 の 人です ので、 「純粋な 恋愛」 という 理想を 抱いて います。 その 
理想に 合致し なければ、 そんな 恋愛は 真実の 恋愛では ない と 言い出して 捨てる わけで 
す。 喪 男 芸術家は、 モテる ために 作品を 作る のでは ない のです。 そんな ことは どうで 
もい いどころ か、 むしろ モテなん ぞは 迷惑 千万な のです。 喪 男 芸術とは 「地獄の よう 
な 現実」 「愛の ない 現実」 に 対抗す るた 〈，めの 「脳 内 二次元」 という 別個の 「真実」 を 
作り上げる 行為です。 つまり 「脳 内 革命」 です。 喪 男 哲学と 喪 男 芸術は、 ですから、 
元々 は 同じ ものです。 それを 「言語の 体系」 という 形で 行う と 哲学に なり、 「小説」 
や 「音楽」 「絵画」 という 感性に 訴える 表現形式で 行う と 芸術になる のです。 

で、 ゲ ー テは、 うっかり リリ ー 本人と フラグを 立てて しまった のです が、 やっぱり 
婚約を 破棄して とっと と 逃げ出しました (これで 何度 目だろう)。 そして 逃げた 先で、 
「リリー かわいい よ リリ ー」 と ポエムを 作りました。 どう みても マッチポンプで すが、 
彼 こそは まさしく 喪 男 芸術家の 鑑 です。 喪 男 芸術家と いう 立場は、 「売れたら モテて 
終わっ てし まう」 という 矛盾を 常に 孕んで います。 いったん 売れて しまったら、 次は 
「永遠に 自分を 喪 男の 状態に 置き 続ける 努力を する」 という 強靭な 意志 力が 試される 
のです。 「売れた のなら、 その 金で モテて 楽しく 暮らせば いい じ ゃん」 と 俗物は 言い 
ます。 しかし、 そうでは ない のです。 だって 二次元の ほうが 大事なん だ もん。 恋愛は 
一瞬、 芸術は 永遠です。 

もっと 言えば、 同じ 恋愛で も 現実の 恋愛より 脳 内の 恋愛の ほうが 大事な のです。 現 
実はた だの 「現実」、 脳 内は 「真実」 です。 


リ 。作曲家。 生前は ゥィ— ンの 宮廷 作曲家と し 
て 持ては やされ たが、 晚 年は 「モ —ッ ァル トは 
サリエリに 毒殺され た」 といぅ 噂を 立てられた 
りして、 死後は 急激に 忘れ去られた。 映画 『ア 
マ デウス』 で 天オ モーツ アルトに 嫉妬す る 凡人 
代表と して 登場し、 有名に なつた。 今や 「サリ 
エリ」 といえば 「凡人」 の 代名詞と なつた。 


㉕ 脳 内 革命 

一九 九 五 年に 舂山茂 雄が 書いて ベス ト セラ— に 
なった 本 『脳 内 革命』 から、 やがて 脳 内 革命と 
いぅ 単語が 一人歩きす るよぅ になった。 
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ファ ウス トの 行き着いた 先 

この 「萌え 逃げの 達人」 ゲ 1ア の 後年の 代表作が 『フ ァウス ト』 です。 日本の 誇る 
「 萌 えの 神様」 手 塚 治 虫は、 前述した ょうに 『フ ァウス ト』 を 実に 三回 も マン ガ 化し 
ています。 それほど 『ファウスト』 は萌 える 喪 男を 捕らえて 放さない 傑作な のです。 

主人公の ファウスト 博士は、 「いくら 学問を 究めても 無駄だった！ もっと 楽しい 
人生を 送りたかった YO!」 と 悩む 老いた 喪 男です。 オタク 生活 六〇 年、 といった 感 
じです。 年寄りで すが 童貞です。 そんな フ ァウス トの 下に、 悪魔 メ フィス トフ ヱ レス 
が 現れます。 で、 「もっと 楽しい 人生を 送って みない か！」 とフ ァウス トに ® I ぐので 
す。 ファウストは、 さっ そく 契約し ます。 で、 何を やる かとい うと、 もちろん イケメ 
ンに 若返って 恋愛を してみ る わけです。 そうです 、ファウストは 恋愛して みたかった 
ん です。 「脱 オタ ファッション ガイド」 を 片手に フ ァウス トは 秋 葉 原を 飛び出し まし 
た！ で、 言うまでもなく ファウストが ハマった 女の子の 呼び名は、 グレ ー トヒ エン 
です。 ゲ ー テの 永遠の 萌え キャラ、 脳 内 彼女です ね。 あんた グレ ー トヒ エンに いった 
い 何年 萌 えと るん やと。 

いまや、 アキバ 系 オタク 時代の 喪 男 知性は どこへ やら、 すっかり 即席 DQN と 化し 
た ファウストは、 宝石で グレ ー トヒヱ ンを 口説いて 中 出しし ます。 童貞だった ので 避 
妊の 方法を 知らな かったんで すね。 さあ、 見事に 念願の 脱 童貞を 果たしました。 浮か 

れ たついで に 人殺し もやっ たりした あげく、 グレ ー トヒ エンから 慌てて 逃げ出し ま 
す。 逃げ出す ところは 相変わらず 喪 男な のです。 哀れに も グレー トヒ ヱンは 妊娠 させ 
られ てし まい、 兄を 殺され、 彼氏には 逃げられ、 完全に ノ イロー ゼに 。あげくに 自分 
の 赤ちゃんを 殺した 罪で 逮捕され、 死刑になります。 ひ、 酷い 話 だ …… 。現代 日本な 
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ら 、さっさと 堕胎して 何食わぬ顔で 生きて いられる のに 


当時の ヨーロ ツバは D 


QN を 許さなかった のです。 さすがは 喪 男 宗教 キリスト教の お 国柄です。 

「現実の 恋愛なん て、 しよ せんは DQN 行為に すぎぬ のか」。 グレ— トヒ エンを 失っ 
て 絶望した ファウストは、 疾風怒濤の ィ ケメン DQN 暮らしを 捨て、 古典主義者 兼 政 
治 家になります。 この あたり、 ゲ ー テ 本人の 人生が 完全に 重なって 描かれて います 
ね。 ファウストは、 今度は メ フィ ストに 召還 させた 古代 ギリシアの 美女へ レナ (の 
霊) に 恋をします。 人間には 絶望した けど、 女神 様なら、 という わけです。 しかし 
「ああっ 女神 さまっ」 とフ アウス トが ヘレナ (声の 出演： 井上 喜久 子) に 手を 触れた 瞬 
間、 ヘレナは 物質に 接触して しまった 反物質の 如く 大 爆発。 うたかた のように 消滅し 
てし まいます。 しよ せん、 二次元の 神様と、 三次元の 人間とは、 触れ合えぬ 運命 だっ 
たのです。 

どう すれば 二次元の 萌え キャ ラ •ヘレナを 現実に 召還す る ことができる のか？ フ 
ァウ ストは 魔術に 手を 出し、 錬金術に よって ホ ムンク ルスを 作る ことにします (実際 
に 作った のは ファ ウス トの 弟子)。 一度は 若返って 脱 オタし、 イ ケメン DQN になつ たは 
ずの ファウストでした が、 結局は 元の マツ ドサ イエン テイスト = オタクに 逆戻りした 


のです。 オタクは 一生 やめられません 


I  • 


「現実の 女より、 脳 内の 萌え キヤ ラ！」 と 


いぅ 二次元への 情熱が、 グレ ー ト ヒヱン との 失恋 経験に ょってむ しろます ます 盛んに 
なった といぅ わけなの です。 もはや 三次元 恋愛への 未練は すっぱり 断ち切られました。 

ホ ムンク ルスの 活躍に ょり、 フ ァウス トは ついに 古代 ギリシア 世界へ 飛翔して ヘレ 
ナと 結ばれます。 二次元 キャラを 現実 世界に 召還す るので はなく、 自分が 二次元 世界 
の キャラクタ 1 になっ たのです。 でも、 もちろん、 古代 ギリシア 世界 もへ レナ も、 脳 


⑳へレ ナ 

ギリシアが 誇る 世界一の 美女で、 父親は ゼウ 
ス 。スパルタの 王妃だった が、 ト ロイの 王子 パ 
リスが ヘレナを 拉致した ために ト ロイ ア 戦争が 
勃発した。 


㉗ 「ああつ 女神 さまつ」 

『月刊 ア フタ ヌ ーン』 連載。 作者は 藤島康 介。 
モテない 喪 男 主人公と 女神との 恋愛を 描く 「女 
神 もの」 を 代表す る 作品。 ただし この マン ガの 
ヒロインを 務める 三人の 女神 姉妹は、 古代 ギリ 
シアの 女神では なく、 北欧神話の ウル ド •ベル 
ダンディ！ ス クルド。 主人公の 螢 一は 連載 開 
始 から 二 〇年 近く 経って いるのに まだ 童 貞 。立 
派 だ。 あ— あ一、 俺の 家に も お助け 女神 事務所 
から 間違い 電話が かかって こない かな ぁ。 

⑳ 井上 喜久子 

アニメ 版 『ああっ 女神 さまっ』 で ヒロインの 女 
神 さまべ ル ダン デイー の 声を あてて いる 声優。 
「お 姉ち ゃん」 の 愛称で 親しまれる。 
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内 妄想に すぎません。 ヘレナと 脳 内 結婚して 脳 内 子供 オィ フォ ー リンまで 作った ファ 
ウ ストで したが、 結局は ヘレナ も オィ フォ ー リン も 消えて しまいます …… 〇 

二次元 世界から 追い返されて しまった ファウストは 国家 経営に 乗り出し、 今度は 現 
実の 世界を 天国に 作り 変える ことに 情熱を 注ぎます。 

つまり 三次元に 絶望した ファウストは、 古代 ギリシア という 二次元へ 飛翔した ので 
すが、 やっぱり 二次元の 人間には なりきれませんでした。 そこで、 最後の 最後に 三次 
元 世界を 二次元の 理想郷 そのものに 改造す る ことにした のです。 

ここ、 要 注目です！ 

最後に フ ァウス トが 到達した 境地 こそ、 「現実が 腐って いたなら、 俺が 現実を 書き 
換えれば いい」 という 思想。 デ カル トに 端を 発する 「近代的 自我」 そのもの なので 
す。 フ ァウス トは 途中で 失明した りします が、 めげ ません。 彼の 事業は 海を 埋め立て 
ると いう 大事 業な ので、 はっきり 言って めち やめち や 環境破壊して います。 国家 財政 
の 破綻 も 心配です。 埋め立てが 終わった 後の 更地に、 うっかり 「食の テー マ パー ク」 
なんて 作ったり しないで しょう か。 しかし 「二 次元と 三次元の 融合」 を 実現した 喪 男 
の 理想郷を 完成 させょう とする ファ ウス トは 止まりません。 環境問題への 配慮が まっ 
たく 欠けて いると ころに、 デ カル トから 始まった 科学 万能 主義の 欠点を 見つける こと 
がで きます (早く も 「地上げ屋 問題」 にっいて 触れられて います。 さすが 文豪 ゲー テ) 0 

で、 まあ、 散々 好き放題 やった フ ァウス トは 当然 死んで 地獄に 落ちる わけです が、 
最後の 最後に、 グレー トヒ エンが 天上から 現れて、 フ ァウス トの 魂を 救う のです。 

最後に 「 萌え キャラ」 が 奇蹟を 起こす のです。 

古くから 伝わっ ていた 民間 説話の フ ァウス トは 地獄へ 落ちました が、 ゲー テは グレ 


①喪 男と して一 生を に 捧げる 


② 悪魔に 魂を 売り P ケメ ン] に 変身。 
三次元で 初めて I 恋#! する。 


懸 


グレー ト 


II 


’ 私、 悪い 男に > 
あそばれたん 

、だ ゎ…  ノ 


宝石 


m 


結局、 何も わからず じまいだった 
ワシの 青春を 返して くれ！ 


これで 俺 もつ いに 脱 童貞！ 
女の子 サイ コー！ 


うつか り 中 出しして 
グレー ト ヒヱン は 破滅 


④ 三次元 世界 を 改造して 雇の 国  1 を 現出 
させようと 努力し、 地上げ屋と 化す 


③ オタクに 逆戻りして 


古代の 女神 さまと 脳 内 結婚 


環境破壊 


lililllilii 


図 3  —  2  ファウスト の 精神の 遍歴 


: リシア 世界 
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IT 


ヒ エンと いう 萌え キヤ ラの 愛に よって フ ァウス トは 救済され たと 考えた のです。 

愛が、 奇蹟を 起こした のです (図 3  -2)。 

これは K  e  y の 泣き ゲ ー の シナリオの 話ではありません。 

ファウストの 迪 った 精神の 遍歴は、 「二 次元」 (理想の 世界) と 「三次元」 (現実の 世界) 
との葛藤の歴史です。 0 0*:2;時代のファウストはヤリ捨て主義の腐れイケメンです。 
言うまでもなく  DQ N は 愛では なく 憎しみと 苦しみ だけを 愛すべき 女性に 与える 外道 
です。 ファウストの ような 理想を 持った 喪 男で も、 三次元 世界に のみ 生きようと 欲し 
た 場合、 結果 的に そのような 人生し か 送れない わけです。 次に、 反省した フ ァウス ト 
は 「脱 オタ ファッション ガイド」 を 破り 捨てて 魔術師つ まり オタクに 戻り、 二次元 
(古代 ギリシア) へ 飛翔す るので すが、 インタ ー ネット 社会が 到来して いない 旧時 代で 
すから 二次元は まだ 「うたかた」 のよう な ものです。 脳 内へ レナと 脳 内 結婚して 脳 内 
子供を 生んだ けど 脳 内 子供が 死ん じ ゃった 脳 内へ レナ も 死ん じ ゃった、 と 泣いて いる 
と、 次の 瞬間には プレイし ていた ゲ ー ムが 終わって おり、 ファウストは 現実に 引き戻 
されて いたわけ です。 

で、 最後に ファ ウス トは、 三次元 DQN の 道 も、 二次元 ひきこもりの 道 も 捨てて、 
「楽園 建設」 という 第三の 道を 選ぶ のです。 三次元を 二次元 化して しまおうと。 ただ、 
この 目論見が うまくい ったの かどう かは わかりません 。ファウストが 死んで しまった 
からです。 とりあえず 地上げ屋 問題と 環境破壊 問題が 懸念され ます。 

このように 『ファウスト』 では、 最後に 「国 そのものを 理想郷に してし まおう」 と 
いう 三次元と 三次元の 統一」 への 近代的 情熱が 描かれました。 

近 氏では、 フランス 革 ^ をは じめ、 やたらと 「革命」 が 勃発し ます。 「理想の 世界 


⑳ フランス 革命 

一八 世紀末に フランスで 起こっ た 革命 イ ベン 
卜。 ルソ ー やヴ オル テー ルたち の 啓蒙思想 やア 
メリ カの 独立宣言が 引き金と なり、 ルイ ー六 世 
の ブルボン 王朝を 打倒すべく 起こった ブル ジョ 
ァ 革命。 一七 八 九 年の バスティ ーュ 監獄 解放 か 
ら スタ— 卜。 詳細は 『ベルサイユ のばら』 参 
照。 プロイセン や才— スト リアが 革命に 干渉し 
て 革命 政府との 間で 戦争と なる。 一七 九 三年に 
は ルイ ー六 世と 王妃 マリ！ アントワネットが 
パリの 革命 広場に 引き出され ギロチンで 首を 刎 
ねられた。 また 革命 政府 内で も 内 ゲバが 繰り返 
され、 指導者 ロ ベス ピエ ー ルは 反対派を 次々 と 
断頭台に 送って 殺し まくった。 その ロ ベス ピエ 
丨 ルが 処刑され た 後 も フランスは 混乱を 続け、 
ナポレオンが 皇帝の 座に ついたり、 失脚して ブ 
ルボン 王朝が 復活したり、 また 共和制に 戻った 
り、 ナポレオン 三世が 皇帝の 座に …… といぅ 有 
様に。 
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を 現実に」 これが 近代の トレンド だつ たわけです。 フ ァウス ト も 「自由の 国を 造る」 
という 情熱を 語りました が、 実際の フランス 革命 もまた 「自由 •平等 •博愛」 という 
近代主義を 実現し ようとして 起きた ものです。 教育の 重要性が 意識され たの も 近代で 
す。 啓蒙 主義と いう やつで、 とにかく どんな 人間で も 学問を 教えれば 近代 人になる の 
だ、 という 考えです。 中世と いう ひきこもり 時代の 反動で、 西洋は レィ ザ ー ラモン 
HG ぐらい ポジ テ イブに なつて いたわけ です。 『ファウスト』 の やり 過ぎ 感は 、まさ 
に、 近代の 気分 そのものだった と言える のです。 

そして、 ゲー テは この 近代的な 「やり 過ぎ」 物語の 最後に、 恋愛 = 萌え キャラに よ 
る 救済を 訴えた のです。 


『神曲』 は 全編が 脳 内 世界 三次元) です が、 『フ アウス 


卜 


は 〈三次元 + 二次元〉 の 


二元論と その 葛藤を 描いて います。 ファゥスト 博士は 意識的に 現実と 二次元と を 往復 
する のです。 これは、 ダンテと ゲー テとの 間に 横たわる 数百 年の 期間のう ちに、 それ 
だけ デカルト 的な 二元論が 西洋に 浸透した 結果で しよう。 ただ、 結論は 二人とも 同じ 
でした ◦「萌 え」 です。 ダンテ もゲ ー テ も 失恋 (自ら 逃げる パ タ — ンも 含めて) によ 
って 自らの 喪 男 力を 増幅して いった 人です。 つまり、 萌 えとは、 「永遠の 失恋」 なの 
です。 「萌 えとは、 忍ぶ ことと 見つけたり」 なのです。 脳 内 キヤ ラは、 永遠に 手に入 
りません。 永遠に 手に入れられ ないから こそ、 不滅の 価値が ある わけです。 ですから 
ゲ ー テ や ダンテの 唱えた 恋愛至上主義とは 「永遠の 片思い」 としての 「萌 え」 なので 
あって、 現代の 快楽主義 的な 恋愛至上主義 (その実 体は セックス 至上 主義です) とは 異な 
るので す。 

そして、 この 「萌え 至上 主義」 を 「哲学」 にしよう とした 喪 男が いました。 キ ルケ 


㉚ 啓蒙 主義 

近代 ョーロ ッバ、 特に フランスで 流行した 思 
想。 理性 主義。 人間には 理性が あるので、 神に 
頼らず とも 法 や 科学 や 国家を 正しく 運営す る こ 
とに よって 生きて いくこと が 可能 だとい う 人間 
主義 的な 考え。 代表的な 思想家は、 ルソ ー、 モ 
ン テス キユー 、ヴ ォル テー ルな ど。 しかし 喪 男 
の 国 ドイッでは 楽観的な 啓蒙 主義 •理性 主義よ 
り も 世界の 闇を 見つめる 神秘主義 •観念主義 • 
不可知論に 走る 傾向が 強く、 カン トは 『純粋 理 
性 批判』 で 理性の 限界を 示して 理性 主義を 否定 
した。 なお ル ソーは 教育 論で 有名な のに 現実で 
は 五 人の子 供を 次々 と 捨てた DQN だった。 
で、 後年 ル ソーは 自ら 『告白』 という 本を 書い 
て 「すべては 貧困の せいなんです」 と 公開 懺悔 
した。 啓蒙 主義の 光の 陰には、 常に 人間の 闇が 
あったの だ。 

㉛ レイ ザ— ラモン HG 

吉本 興業の 芸人。 あくまでも ゲイは 芸風。 

㉜ キル ケゴー ル 

元祖 「さよなら 絶望 先生」。 一八 一三 年〜 五 五 
年。 セー レン •キル ケゴー ル。 デン マー クの哲 

学者で、 実存主義 哲学の 先駆者 的 存在。 父 ミカ 
エルが すでに 「俺は 神罰を 受ける 罪深い 男 だ 
あ」 と 絶望して いた 人で、 「白 分の 子供は 全員 
三 四 歳までに 死ぬ」 と 信じて いた。 ミカエルは 
キル ケゴー ルに 「部屋に 閉じこもって 妄想して 
遊ぶ」 という 喪 男 教育を 施した。 キル ヶゴ ー ル 
の 絶望 も 父から 受け継い だもの だと 思われる。 
大人に なった キル ヶゴー ルは うっかり 美少女 レ 
ギーネ に 求婚して OK されて しまう が、 まさか 
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9- 

3 


ゴ^ — ルです。 

しかし その 前に、 ゲー テと キル ケゴ ー ルを 繫ぐ喪 男 哲学の 巨人、 カントと へ ー ゲル 
の 話を しなければ なりません。 


2 カントからへ— ゲルの 「セ カイ 系 哲学」 


三次元 世界 もまた 精神の 生み出した ものである 

デカルト 以後、 哲学は 「セ カイ 系 哲学」 と 「キ モイ 系 哲学」 とに 分裂し ます。 

セ カイ 系 哲学とは、 人間 個人の 内面の 問題は さておいて、 世界つ まり 三次元の 構造 
と 運動に ついて 考える 哲学です。 

一方の キ モイ 系 哲学とは、 世界つ まり 三次元の ことなん か 放置して、 とにかく モテ 
ない 俺の 苦悩を なんとか しろと 叫ぶ 哲学です。 

デカルトは 世界を 「三次元」 (物質) と 「二 次元」 (精神) に 分けました。 

故に、 彼の 後に 続いた 喪 男 哲学者は、 三次元と 二次元の いずれを 喪 男 救済の 「場」 
とする かによ って、 二つの 潮流に 分裂せ ざるを 得なかった のです。  丨 

へ ー ゲルが 活動した 時代は、 ちょうど フランス 革命 勃発、 ナポレオンの 上昇と 下 
降、 などなど、 前例を 見ない 激しい 革命の 時代でした。 ちょう どゲ ー テが 活動した 時 
期と 一致して います。 ゲ^  — テが シユ トル ム •ウン ト •ドラング という アナ ー キ^ — なム 


自分の ような キ モブサ 男の 求愛が OK される だ 
なんて 予想 もして いなかった ので 「私は、 翌日 
にはもう 後悔した」 と 言い出し、 わざと レギ ー 
ネに 嫌われる ような ことば かり 繰り返した あげ 
く 婚約を 破棄して 逃げた。 以後は 当時 支持され 
ていたへ— ゲル 哲学と 教会を 攻撃し 続け、 「全 
デン マ— クの 牧師の 敵」 と 罵られた。 また 彼は 
「デン マ ークの オラン ウ ー タン」 アンデルセン 
を 最初に 評価した 人で、 処女作 『今な お生ける 
者の 手記』 は 世界 初の アンデルセン 評論 だっ 
た。 代表作 『あれ か、 これ か j  r 不安の 概念』 
『死に 至る 病』。 

㉝ へ— ゲル 

一七 七〇 年〜 一八 三 一年。 ドイツの 哲学者。 ド 
イツ 観念論 哲学を 完成 させた。 キル ケゴー ル も 
マルク X もへ— ゲル 哲学から 出発した。 カント 
は 形而上学を 否定し、 超越 的 存在を 「物 自体の 
世界」 という 人間 世界の 外部へ 放り出し たが、 
カン ト 以後の ドイツ 観念論 哲学者 (フイ ヒテ、 
シヱ リング、 へ ー ゲル) は カントが 分 断した 
「物 自体」 の 世界と 人間の 脳 内 世界を (脳 内 世 
界 側から) 再び 結びつけよう とした。 代表作 
『精神 現象学』 『大 論理学』 『エン チクロべ デイ 
丄 『法 哲学』。 
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デカルトの 二元論では 人間は 精神と 物質に ひきさかれて しまう。 実際、 そのために 現代文明は 唯 物一 元 論に 
よる 人間疎外を 産み、 また 自然破壊 など 世界 そのものへの 実害 も 発生して いる。 カン トは 「現実」 もまた、 
人間の 精神が 産み出し ている バーチャル • リアリティ であると する 新しい 二元論を 唱え、 真の 現実 （この 中 
には 「神」 も 入って いる） を 人間 世界の 外部へ 置いた。 

図 3  —  3  カン ト の 二兀論 


精神の 世界 


物 自体の 世界  現象の 世界 


三次 兀 


二次元 


. ~ フメ ン トの 旗手と して 『若き ウヱ ルテルの 悩 
み』 を 描き、 晚年に 至ってな お 『フ アウス ト』 で 
「ホ ムンク ルスの 創造 や 理想 国家の 実現」 を 描い 
ン ていた イ ケイ ケ ドンドンの 時代に、 へー ゲルは 現 
れ ました。 

ところで すでにへー ゲルの 先駆者と して、 力 
ント というち よっ と エロい 名前の 哲学者が 活動し 
ていました。 カン トは 哲学に おける 「コペルニクス 的 転回」 を 達成した 人です (自分 
で 言つ てる だけと いう 話 もあります が)。 

カン トは、 近代的な 二元論を 確立し ました。 カントが 「コぺ 転」 を やつた ことによ 
って、 「セ カイ 系 哲学」 や 「キ モイ 系 哲学」 が 生まれる ことにな ったんで す。 それは 
どういう ことかと いうと、 カントは 「三次元」 (物質) の 世界 もまた、 「二 次元」 と 同 
様に、 実は 「観念」 つまり 「精神」 の 生み出した かりそめの 世界に すぎない の だと 言 
い 出した 人な のです。 

デカルトは 「精神」 と 「物質」 とに 世界を 二分した のです が、 デカルトの 二元論で 
は 精神と 物質の 相関関係は 語られて おらず、 二つの 世界は 分裂した ままでした。 そこ 
で カントは、 「物質」 の 世界、 つまり 三次元 世界を 「物 _ 体」 の 世界と 名 づけ、 これ 
に対して 「精神」 の 見て いる 「現象の 世界」 というもう 一つの 「三次元 世界」 を 発見 
しました (図 3  -  3)。 

このように カン トの 二元論は、 実質的には 三つの 世界から 構成され ています。 厳密 
には 三 元 論と 言っても いいで しよう。 カン トは、 今まで 人間が 「現実」 と 呼んで きた 
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三次元 世界は、 実は 人間の 精神と いう フイ ルタ— を 一度 通して 再構築 された 仮想 世界 
なの だ、 と 言い出した のです。 つまり 「現実」 とは、 「物 自体の 世界」 (本当の 外部 世 
界 '首 〖の 現実) の 上に、 人間の 「精神」 がかぶ せられた 作り物の 世界な の だ、 と 言った 
のです。 世界は 二 枚の レイヤ ー で 構成され ている のでは なく、 実は 三枚の レイヤー で 
構成され ている の だと。 

いや、 これは 本当に コぺ 転です ね。 

まあ 「諸行無常」 で お馴染みの 東洋 哲学では 大昔からの 常識なん です が、 ヨ ーロッ 
パ 哲学に とって、 これは 大きな 発見だった のです。 

例えば、 目の前に、 植物、 なんでもい いんです が、 例えば ゥツボ カズ ラが 生えて る 
とします。 ウツボ カズ ラ 自体は、 幻覚 や 幻想では な いんです。 それは 一応 そこに 実体 
として 存在して います。 しかし、 これを 「ウツ ボ カズ ラ」 という 種類の 植物 だと 認識 
している 主体は、 人間の 精神です。 さらに、 この r ウツボ カズ ラ」 という 言葉 も 「種 
類」 という 言葉 も 「植物」 という 言葉 も、 すべては 人間が 考えた 概念です。 このょう 
に 人間は、 世界を ありのままに 捉えて いるので はなく、 概念 (言葉) という フイ ルタ 
—を 通して しか 世界を 見て いない わけです。 言語 だけではありません。 例えば 「ウツ 
ボ カズ ラ、 キ モツ！ 」 というよ うな 好悪の 感情を ウツボ カズ ラに 対して 持ちます ね。 
こういう 感情と か 先入観 もまた、 すべては 人間の 精神の 産物です。 

もうち よつ と 日常 的な 例を 出します。 目の前に 綾 波 レイと 惣流 •アスカ •ラング 
レ ー がいる とします。 綾 波を 見て、 「綾 波 だ」 と 思います ね。 しかし 「綾 波」 とい 


う 


のはた だの 名前で、 「物 自体」 の 世界には ない ものです 。「名前」 というのは 人間が 作 
つた 観念です。 「綾 波は かわいい」 と 感じる の も 人間の 精神です。 「アスカ、 うざつ」 


㉞ ナポレオン 

一七 六 九 年〜 一八 二 一年。 ナポレオン •ボナ パ 
ルト 。コルシカ島 生まれ。 最初は 一介の 軍人 だ 
つたが、 フランス 革命 戦争で 活躍し、 救国の 英 
雄と なる。 一七 九九 年に 統領と なつて 国政を 握 
り、 一八 〇四 年には 皇帝の 座に 就く。 忘れ去ら 
れ ていた ジャンヌ •ダルクを フランスを 象徴す 
る萌え キャ ラと して 担ぎ上げた。 しかし、 フラ 
ンスの ナショナリズムを 煽りす ぎた ために ナポ 
レオンは その後 も 戦い 続けねば なら なくなり、 
一時は イタリア •ドイツ •ポー ランド •才 1 ス 
ト リア •プロイセンを 版図に 収める が、 一八 一 
二 年に 広大な ロシアに 攻め込んで 冬将軍に 撃退 
された ことから 運命が 暗転す る。 敗戦して 失脚 
し、 一度は 再び 王位に 復権す る も 「ワ ー テル ロ 
I の 戦い」 に 敗北して 絶海の 孤島 セントへ レナ 
島へ 流され、 死亡。 毒殺と 言われる。 

㉟ カント 

一七 二 四 年〜 一八 〇四 年。 イマヌエル •カン 
卜。 ドイツの 哲学者。 ドイツ 観念論の 先駆者。 
自然科学と スウ ェ ー デン ボリの 沖 秘 主義に 傾倒 
するとい う ドイツ 喪 男 哲学者の 王道を 歩んだ。 
生涯 童貞と 言われて おり、 「結婚しなさい ょ」 
と 周囲に 勧められても 決して 首を 縦に 振らな か 
ったと いう。 代表作 『純粋 理性 批判』 『実践 理 
性 批判』 『判断力 批判』。 

㉟綾波 レイ 

『新世紀 エヴァン ゲリ オン』 の ヒロイン。 青い 
シ ャギ ー ぎみの ショ ー ト カッ ト、 青白くて 無 表 
情な 顔、 無口、 無 感情、 人造人間 っぽい 雰囲気 
と 出自の 謎、 という 個性的な キャ ラ クター 設定 
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と 思っ たと します。 これ も 人間の 精神の 産物です。 で、 まあ、 綾 波と 結婚した としま 
しよう。 結婚、 これ も 人間の 精神が 作り出した 制度、 ルー ルです ね。 綾 波を 食わせる 
ために 仕事を します。 仕事、 これ も 人間が 作った ル— ルです。 つまり 多くの 人間は 
「現実」 ィコ ール 「社会」 だと 考えて いる わけです が、 実は 社会と いうのは 多くの ル 
1 ルに 沿って 作られた 人間の 精神の 産物、 すなわち 「現象の 世界」 だった わけです。 

それ どころ か、 「時間」 とか 「空間」 とかいう の も、 全部 人間の 精神が 産んだ もの 
なのです。 例えば、 アニメと いうのは、 実は 静止画 像が 何千 枚、 何 万 枚 も 重なって い 
る だけの ものです。 一枚 一枚の セル 画は 動いて いません。 止まって います。 これを 順 
番に 並べて パラパラ マン ガの 要領で 続けて 見て みると、 なぜか 動いて いるよう に 見え 
ますね。 なぜで しよう。 これは 人間が 「時間」 と 「空間」 という フィ ルタ— を 通して 
セル 画の 絵を 見て いるから です。 人間の 意識は、 目の前の 世界が 「過去」 「現在」 「未 
来」 と 順番に、 ひとつ づきに 繫 がって いるよう に 見て いるので す。 これは 世界が そう 
なって いるので はなくて、 人間の 感覚が そういう ふうに 世界を 見る ようにで きている 
のです。 

アニメは この 人間の 知覚の 特徴、 「時間」 と 「空間」 の 概念で モノを 見て いると い 
う 特徴の 盲点を ついて、 知覚を 騙して いる わけです。 それぞれの セル 画は、 ほんの 少 
しずつ 形を 変えて います。 一挙に 形を 変えて しまう と、 「同じ モノ」 だと 認識で きな 
いので、 違う セル 画 だとい うこと が バレて しまいます。 しかし 少しずつ 少しずつ 形を 
変形 させて やれば、 人間は 「同じ モノ」 が 時間軸に 沿って 空間 内を 動いて いると 勘 違 
いして しまいます。 ですから、 大量の セル 画を 「一つの アニメ」 として 認識で きる わ 
けです。 


は 後の 「素直 ク ー ル」 「クー デ レ」 の 源流と な 
つた。 『涼宮 ハルヒの 憂鬱 i で 言えば 長 門的ポ 
ジシ ヨン。 


㉜惣流 •アスカ •ラングレ— 

『新世紀 エヴァン ゲリ オン』 の サブ ヒロィン。 
天上 天下 唯我独尊な 性格、 金髪 (アニメでは 才 
レンジ 髮) ツ— サィド アップ、 白人との クオー 
夕—、 といぅ 個性的な キャラクタ— 設定は 後の 
「ッン デ レ」 の 源流と なった。 『涼 宮 ハルヒの 憂 
鬱 i で 言えば ハルヒ 的 ポジション。 
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カン トの 理性 主義 

カントは、 人間が 知る ことができる 世界は この 「現象の 世界」 に 限られて いて、 
「物 自体」 の 世界の ことは 知れない、 わからん の だ、 と 考えました。 だから 神に つい 
て 云々 しても どうせ わかりつ こない、 と 言い出しました (このように、 カントは 実質的に 
は 三 元 論な のです が、 哲学で 扱う 領域は 二元論と 同じで、 「見えない 世界」 について は 放置し ます。 
なので 二元論と 言った ほうが 通りが良い わけです)。 

もちろん、 言い っぱなしでは アナ ー キス トです から、 神に 代わる 人類 共通の ルール 
を 考えなければ なりません。 ここで カントが 考えた のが 「道徳律」 だった のです。 

デカルト 以後、 人間の 理性が 神に 取って代わった わけです が、 カン トに 至って 理性 
主義は 最高潮に 達した のです。 もっとも カン トは、 ただ 理性を 盲目的に 信仰す るので 
はなく、 理性の 限界と いう ものを 認識した 上で 道徳を 打ち立てようと しました。 

キリスト教 世界では、 神が 人間の 行動 原理を 規定し、 社会の ルー ルの 基盤を 作って 
いました。 ところが 科学の 勃興に よって 「どうやら 神様っ てのは いないら しい。 いた 
としても、 わしら 人間には 見え やせん わ」 とみんな がう すうす 気づき 始めた のです。 
そこで カントは 神の 世界を 「物 自体」 の 世界へ と 移し かえ、 それまでは 一つの 世界 だ 
と 考えられ てきた 「現実」 を、 人間の 精神が 作り上げ ている 「現象の 世界」 と 人間が 
知る ことので きない 「物 自体の 世界」 にき ちんと 分別した のです。 

このような 「世界 もまた 人間が 生み出した 観念な の だ」 という カン トが 始めた 哲学 
を 「ドイツ 観念論」 と 呼びます が、 これは つまり 「ドイツ 妄想 論」 とか 「ドイツ ニ次 
元 論」 という 意味です。 なぜか ドイツの 哲学者は 「世界は すべて 妄想 だ」 と 言いた が 
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ったんで すね。 フランス や イギリスと 比べる と、 ドイツは 伝統的に 喪 男 だらけだった 
のです。 なので 僕は ドイツを、 敬意を 表して 「喪の 国」 と 呼んで います。 

カントは こうして 「人間の 世界の ルー ルは 人間が 作る の だ」 と 宣言した のです が、 
それでも 神が いなければ、 すべての 人間が 弱肉強食の エゴの 世界に 陥って 「自己 責 
任」 「勝ち 組 負け 組」 といった 言葉が 飛び交う 荒んだ 世界が 訪れて しまいます。 そこ 
で カントは 自分 さえ 良ければ いいと いう DQN の エゴイズムを 道徳律に よって 制御す 
べき だと 考えた のです。 この 道徳律とは、 神 や 他人から 押し付けられる ものでは な 
く、 人間が 自ら 進んで 背負うべき もの、 「自律」 の 精神 だとい うのです。 

こんな 硬い ことば かり 考えて いた カン トは なんだか 面白みの かけら もない 人みたい 
です が、 実際、 毎日 恐ろしく 規則正しい 生活を していた そうです。 いつも 決まった 時 
間に 同じ 場所を 散歩す るので、 人々 は カントが 歩いて いるのを 見て 時計を 合わせた と 
か。 もちろん 言うまでもなく カン ト も 生涯 独身の 喪 男です。 道徳 だの 自律 だのを 説い 
ていた カン トが モテる わけが ありません。 女は たいてい、 快楽と 幸福を 追求す るの が 
人間の 責務 だと 信じて います。 いやま あ 女 だけ じ やないです けどね。 男に もそう いう 

のはい っ ぱいい ます。 

要は、 カントは、 人間っての はおっ かねぇ 信用 できねぇ シロ モノ だが、 神 も 助けて 
くれないし、 ここは 全人 類に 「自律」 や 「道徳」 という 叡智を 授ける しかない、 と 
『逆襲の シヤア ’』 の シヤア みた いなこと を 言い出し たんです。 「神は 死んだ」 と 言い出 
したのは ニー チェです が、 実は カント こそが 「神なん ていても いなくても 関係ね え」 
と言ぃ出した最初(？)の喪男哲学者なんですね。ァナーキズムの権化みたぃなニー 
チェと 厳格な カントには 一見冋 の 共通点 もな さそう です が、 二人とも 「生涯 独身の 喪 


㉝ 「逆襲の シャ ア」 

一九 八 八 年。 劇場 版 アニメ 映画 『機動 戦士 ガン 
ダム 逆襲の シャア 』。 『機動 戦士 ガンダム』 の 
第ー シリ— ズの 主人公、 アム ロ  •レィと シャア 
•アズ ナブルの 最期の 闘いを 描く 完結編。 監督 
は 富 野 由悠季 。三 四 歳と いう 喪 男が 切れる お 年 
頃に さしかか った シャア が、 いきなり 地球人 類 
絶滅を 宣言。 狂気の 独裁者と 化して 地球に 攻め 
てく る。 当然 アム ロに 邪魔され るの だが、 シャ 
アが いまわの 際に 遗 した 最期の 台詞 「ララ ァは 
私の 母に なって くれた かもし れん 女性 だ！」 に 
よって、 『逆襲の シ ャア』 は 永遠 不滅の 伝説と 
なった。 シャア は 外見は ィ ケメン だが、 中身は 
マザコンの 喪 男だった の だ！ この シャア の マ 
ザ コン 発言に、 シャア (の、 しやっ つら) に萌 
えていた 女性 フアンた ちは 激怒し、 「シ ャアっ 
て 実は 喪 男 だよ な」 とうすうす 感じて いた 喪 男 
フアンた ちは 「シ ャア 大佐、 一生つ いていき ま 
す」 と m 喜した ので ある。 ちなみに 「ガン ダ 
ム」 シリ— ズ ではない が、 喪 男たち が シャア の 
クロ— ン 人間を 作っ て シャア を 再生し ようとす 
る 続編 小説 も ある。 
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男だった」 という I 番 大切な 部分で 共通して いる わけです。 

あと、 カントは 哲学書を 読む ふりを して エロ 小説を 読む のが 趣味だった という 都市 
伝説が 残って います。 まあ 道徳と か 自律と か 言っても、 独身です から エロ 小説ぐ らい 
読みた くなる わけです。 それぐ らい 赦し てあげて ほしいです。 ちなみに エロ 小説と い 
うの も 近代に なって 生まれた もので、 恋愛 小説の 裏面 的な 存在と して 発展し ました。 
エロ 小説の 代表作 『ファ ニ 1 ヒル』 は 一七 四 九 年に 出版され ています。 カン トは 一 
七 二 四 年生 まれな ので、 きっと 読んで いたに 違いありません。 ありません とも。 道徳 
を 説いた 高潔な 哲学者が エロ 小説を 読んで はならない という 決まりで も あるんで しょ 
うか！ エロ 小説を 読む ことで 性欲を 解消で きていた からこ そ、 DQN な 三次元 生活 
を 送らずに 生涯を 哲学に 捧げられ たのでは ないで しよう か！ 


過激 化する 喪 男 哲学者たち 

カン トに 続いて 現れた へー ゲルは、 ドィツ 観念論 哲学を 完成 させた 喪 男 哲学者で し 
た。 ドィツでは、 なぜか、 カント 以後 も 「人間の 精神の 世界」、 つまり 二次元を 重視 
する 哲学者 ばかりが 登場し ました。 とにかく 喪 男 だらけ だっ たんです ね。 二次元を 重 
視 する 奴は みんな 喪 男です ょ。 

カントは 「我々 が 現実と 思って いる 世界は、 実は 我々 の 精神が 作った もの だ。 つま 
り 二次元の 延長が 三次元な の だ」 といぅ コペルニクス 的 転回を 達成し ました。 映画 
『マ ト リツ クス』 みた いなもの です。 現実 だと 思っ てたら、 実は ヘンな 機械の 中に 入 
って、 みんなで 同じ 夢を見て いたの だと。 こんな こと 考え付く 人間は 喪 男に 決まって 
います。 モテ モテで 現実に 満足して いる 人間は、 決して 「この 世界は 実は 噓の世 界な 


⑲ 「ファ ニ—  •ヒル」 

一七 四 九 年。 ジョン •クレランド 作。 イギリス 
の アン ダー グラゥンドで 出版され た、 世界 初の 
近代 官能 小説。 恋愛と H  口 は 表裏一体。 故に 近 
代 恋愛 小説と 近代 官能 小説は 同時 期に 発明され 
たこと がわ かる。 そもそも 一七 四〇 年に 発表 さ 
れて ベス ト セラ I となっ た イギリス (ヨ ーロッ 
パ) 初の 近代 小説 r ハミ ラ j は、 貞淑な メイ ド 
少女 パ ミラが ご主人 様に 襲われ 続け、 ひたすら 
処女 喪失の 危機を 回避し 続ける。 そのうち にご 
主人 様が 真の 愛に 目覚めて めでたく 結婚す ると 
いう 「寸止め 恋愛 萌え エロ 小説」 だった。 現代 
で 言えば 『ラブ ひな 』 みたい な 感じ。 そう、 近 
代 小説は 「センチ メンタ リズム」 (ニー 世紀の 
言葉で いえば 「萌 え」) から スタ— 卜 したの だ。 
ここから 純愛に 突っ走つ たのが ルソー あたりの 
近代 恋愛 小説で、 エロに 突っ走った のが 『ファ 
ニ ー •ヒル 』 だった ので ある。 
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んじ やない か」 とは 疑わない からです。 「俺が モテ モテの この 世界は 絶対に 現実 だ」 
と 思いたがる わけです。 カントは、 そういう 「モテの 哲学」 「モテの 世界観」 に 火薬 
を 仕込んで 爆破した わけです。 

カントに 影響され た ドイツの 喪 男 哲学者た ちは、 次々 と 過激 化しました。 だいたい 
フォ ロワ— の ほうが 教祖より 過激になる ものです。 過激に なれば、 それだけ 先人との 

* M 

差異が 作れます し、 ゥケ もい いのです。 例えば フイ ヒテは 「現実は、 実は 『純粋 自 
我』 という 主観、 つまり 『俺』 の 産物な の だ」 と 言い出しました。 二次元が 三次元を 
作っ ている というん です。 いくらなんでも 行き過ぎです。 まるで 『エヴァン ゲ リオ 
ン』 の 最終回 だ。 

シエ リン” に 至っては、 「俺 (二次元) も 世界 (三次元) も、 実は 同じ ものな のです。 
三次元は 二次元に よって 生気を 与えられて いるので す」 という 「実は 全部 二次元 説」 
を 唱えました。 三次元 世界とは 実は アニメみ た いなもので、 アニメ ー タ ー、 つまり 俺 
が 三次元に 命を 与えて いるんだ、 という わけです。 これは もはや 「純粋 二次元 主義」 

と 言つ ていいで しよう。 

さすがに ここまで 過激 化した フォ ロワ ー には、 ついていけません。 いくら この 世が 
憎い からって、 もう 少し 冷静 さが 必要です。 「極端 化」 「過激 化」 というのは 哲学の み 
ならず 喪 男の 歴史の 上で よく 考えなければ ならない 反省 点です。 あまりに も モテない 
と、 過激に 走りた くなる ものです。 しかし そこは ブッダ や イエスの 精神を よく 思い起 
こして、 踏みと どまるべき です。 何事 も、 中庸が 肝心です。 


⑩ フイ ヒテ 

一七 六 二 年〜 一八 一四 年。 ヨハン •ゴット リ— 
プ •フィ ヒテ。 ドイツの 哲学者。 ドイツ 観念論 
を 代表す る 一人。 カントと へー ゲルの 問に 位置 
する。 カン ト 哲学から 出発した が、 「物 自体」 
の 世界に ついては 語らず、 三次元は 二次元 (自 
我) の 鹿 物で あると 唱えた。 代表作 『ドイツ 国 
民に 告ぐ 』。 

© シ H リング 

一七 七 五 年〜 一八 五 四 年。 フリ— ドリ ヒ •シヱ 
リング。 ドイツ 観念論を 代表す る 哲学者。 フィ 
ヒテは カントが もたらした 世界の 分裂を 「自 
我」 (二次元) の 観点から 再 統一し よぅとした 
の だが、 シヱ リングは 逆に 「_ 然」 (三次元) 
の 側から 再 統一し よぅとした。 代表作 『人間的 
自由の 本質， 〇 
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カン トの 観念論を 全世界に 拡張した へー ゲル 

という わけで、 シヱ リングの 喪 男 思想を もう 少し 穏健に したの が、 へー ゲルだった 
わけです。 肖像画を 見て ください。 いかにも モテな さそう です ね。 

カントの 観念論は あくまでも 個人 レベルの 話です が、 へー ゲルは これを 全世界に 拡 
張し ました。 「『絶対 精神』 という 巨大な 二次元の 意志が、 この 三次元 世界を 作って い 
るの だ」 と 言い出した のです。 決して 三次元を 「二次元の 生み出す 幻」 として 切り 捨 
てた わけでは ない のです が、 よく 考える ともっ と 過激 かもしれ ません。 へ— ゲルは、 
例えば フランス 革命は、 人間の 自由と いう 概念が 現実 世界に おいて 実体化し たもの だ 
と 考えた のです。 へー ゲル 哲学では まず 二次元が あり、 その 二次元の 概念が 三次元に 
溢れて きて 新しい 「現実」 を 作り上げる というの です。 

へ ー ゲルの 特徴は、 ここで 「弁証法」 という システムを 考案した ことです。 「正」 
「反」 「合」 です ね。 世界には 「正」 = ィ ケメン と、 「反」 = 喪 男と いう 対立した 立場が 
必ず あるの だ、 という 事実を、 へ ー ゲルは 自分の 喪 男 人生を 振り返って 発見し まし 
た。 世界には 常に モテと 喪と いう 二つの 勢力に よる 葛藤が ある、 という 真理を へー ゲ 

ルは 見抜いた のです。 

そして、 この 「正」 と 「反」 との 対立を 解決す 
るべ く、 新たな 現実 H 「合」 が 生み出されて くる 
のです。 正と反から 合が 生まれる 過程を 「止揚」 
(アウ フ へー ベン) と 呼びます。 『北 斗の 拳』 の才— 
プ ニン グ でも 「天空に 二つの 極 星 あり。 北 斗と 南 
斗。 男と 女。 陰と陽 一と 語られ ますが、 まあつ ま 
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へ— ゲルは 人間の 歴史を このような 二つの 勢力の 対立と 発展の 歴史と して とらえた。 同じ ことのく りかえ しに 
も 見える が、 人間は 少しずつ 二次元へ と 近寄って いる。 そして 最終的には 「精神の 自由」 が 実現す るので ある。 

図 3  —  4  ヘーゲルの 弁証法 


り、 世界が 進化 発展して いくのは 「ィケ メン」 と 
「喪 男」 という 二つの 属性に よる 対立が あるから だ、 
とへ ー ゲルは 考えた のです (図 3  -4)。 

例えば、 かつて ロ ー マ 帝国と いう ィケ メン 軍団の 
支配に 対抗して ィエスは 一二 人の 喪 男たち を 率い、 
新たな 喪 男 哲学を 打ち立てました。 で、 この 両者が 
アウ フへー ベンされ た 結果と して、 キリスト教 世界 
が 誕生した のです。 

しかし、 いざ キリスト教 世界が 確立す ると、 また 
しても 新たな 対立 構造が 生まれて しまいます。 近世 
から 近代に かけて は、 まず 「カトリック」 VS. 「プロ 
テス タント」 という キリスト教の 内 ゲバが 起こり、 
さらに 「教会」 VS. 「科学」 という もっと 深刻な 対立 
が 発生し ました。 もうこの 時点では、 教会は かつて 
の 喪 男 哲学の 精神を 忘れて 自分自身が 権威、 つまり 
「モテ」 になって います。 「地球は 太陽の 周りを 回っ 
ている」 という 地動説を 唱えた ガリレオは 異端の 嫌 
疑を かけられて 宗教裁判に かけられ、 危うく 焼き殺 
されそう になり ました。 教会の 教えでは、 太陽が 地 
球の 周りを 回つ ている ことにな つていた からです。 

教会の 教えと 異なる 世界観な ど、 認めて はなり ませ 
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ん 。認めれば、 長い 歴史を かけて せっかく 作り上げた キリスト教 世界と いう 一元論 ヮ 
— ルドが 崩壊して しまいます。 科学は、 異端 •魔術に 連なる 反 教会 思想と して 厳重に 
マ ー ク された のです。 聖書の 世界観を 壊す ような 「新しい 発見」 など、 しては ならな 
かった からです。 後の、 スタ— リン 時代の ソ連に 近い かもしれ ません。 

もちろん 教会と いう 権威に アンチを 唱えた 錬金術師 や 科学者 や 芸術家た ちは、 みん 
な ホ ムンク ルス だの 機械 人形 だの 脳 内 彼女 だのに 萌 えていた 喪 男たち でした。 黙って 
聖書を 読んで いれば 平和に 暮らせる のに、 わざわざ 教会と いう 体制に 逆らって 危ない 
橋を 渡ろうと する わけです から、 喪 男に も 程が あります。 ルネサンスを 代表す る 芸術 
家 レオナルド •ダ •ヴィン チ も 生涯 独身の 喪 男でした。 彼は 一生涯 『モナ リザ』 を 手 
放さなかった のです が、 一説に よると モナ リザは 実は ダ •ヴィン チ 自身の 女装 自画像 
だった そうです！ 萌 えの 最先端 「俺萌 え」 (僕が 考えた 言葉です が) を、 彼は はる 
か 昔に 実践して いたのです。 さすが 天オ ダ •ヴィン チ だ。 

組織化した ことで かつての 喪 男 哲学の 本質から 外れ、 「世界は このままで いい」 と 
いう 立場に 移行して 「モテ」 になった 教会と、 「世界は お前ら が 言って いるよう な も 

んじ やね一」 「人形 や 俺 自身に 自由に 萌 えさせろ」 と 言い出した 喪 男たち 。この 両者  ン •ベ— 卜-ベン。 ドィッの 音楽家。 キモメ 
が 対立して いく 過程で 近代が 誕生した わけです。 


@ レオナルド •ダ •ヴィン チ 
一四 五 二 年〜 一 五一 九 年。 ィタリアの 画家。 ミ 
ケラン ジヱ ロと 並び ルネサンスを 代表す る 芸術 
家 だが、 仕事を 途中で 投げ出す 癖が あり、 完成 
させた 作品は 非常に 少ない。 若い 頃には 同性愛 
疑惑で 捕まつ たこと も ある。 たぐいまれなる 妄 
想 力を 持ち、 飛行機を はじめと する 未来を 先取 
りした 発明 アイデアを 大量に ノ— 卜に 残した。 
ダ •ヴィン チに 文明が やっと 追いついた 現代で 
は 「天才」 と 称されて いるが 当時の 人々 から 見 
れば 完全な 電波だった に違いない C 「モナ •リ 
ザは ダ •ヴィン チの 自画像」 といぅ 説が あり、 
だとしたら ダ •ヴ ィンチは 「俺萌 え」 の 先駆者 
だっ たと も 言える。 

⑬ ベ— 卜— ベン 

一七 七〇 年〜 一八 二 七 年。 ル ー ド ヴイヒ •ヴア 


喪 男の 時代に 現れた 「絶対 精神」 

へ ー ゲルが このような ダイナミックな 哲学を 思いつい たのは、 やっぱり、 同時 弋に 
怒濤の ように 「喪 男」 たちが 活躍して いたから でしよう。 ゲ ー テ もそう です し、 生涯 
独身を 貫いた 童貞 音楽 王べー ト ー ベン もい ました。 ベ ー ト 1 ベンに ついて 書き出す と 


ン 。生涯 独身。 貧乏 育ち、 難聴、 そして キモメ 
ン 故に 恋が 必ず 失恋に 終わる といぅ 絶望的な ハ 
ン デを 乗り越えて 大 作曲家と なつた。 「失恋す 
るた びに 名曲を 作つ た」 と 讚 えられて いる。 ま 
た それまでの 音楽家は 貴族 や 宮廷に 仕えて いた 
が、 ベー ト 1 ベンは 誰に も 仕えずに 自立した 芸 
術 家と して 大衆 音楽を 作り 続けた。 音楽 的には 
古典主義に 属する。 代表作 『交響曲 第 三番 英 
雄 j 『交響曲 第 五番 運命』 『交響曲 第 九番 j 
『月光』。 
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終わらない ので 泣く 泣く 割愛し ますが、 まあ、 ど 


れ でもい いのでべ 


ベンの 伝記を 読んで みて 


•へ 


ベ 


ください。 女の人に キモメ ー ル ばかり 出して ます 
よ。 ゲー テは イケ メン なのに 好き好んで 喪 男で あ 
り 続けようと 努力した 人です が、 ベー ト ー ベンは 


身 も 心 も ナチュラルに 喪です。 一介の 喪 男から 皇 
_  帝に なろうと して 没落して いつた ナポレオン も 同 

時代 人です。 

文学、 音楽、 政治、 哲学と、 あらゆる ジャンルで その ジャンルの 第一人者 ともいう 
べき 特 濃の 喪 男が 同時 多発した のです。 よくも まあ、 こんなに いっせいに 出て きた も 
のです。 

こういう 凄まじい 喪 男 英雄の 同時 多発と いう 状況を 前提と して、 へー ゲルは 「世界 
とは 絶対 精神と いう 巨大な 精神が 自分を 実現して いく 過程な の だ」 と 考えました。 こ 
の 絶対 精神と いうへ j ゲルの アィデアは、 まるで アスト ロ 球団に 九 人の 超人 選手が 集 
まって くる かの 如く 「超人 喪 男」 とで もい うべき 英雄 豪傑が どんどん 出て くる 光景を 
へ ー ゲルが 目の当たりに した ことから 生まれた のでは ないで しょう か。 彼らの 特徴は 
「不必要な までの 濃 さ」 と 「やりすぎ 感」 にあります。 「一 試合 完全燃焼 主義」 とで も 
いいましょう か。 喪の 魂が 溢れ出て 抑え きれない のです。 へ ー ゲルの 「すべての 森羅 
万象を 言葉で 説明し つくして やる」 という 異常な 情熱 もまた、 アスト ロ 球団 的です。 

この 弁証法、 図に してみ ると 単純な のです が、 単純 だから こそ 普遍性が あり 奥が 深 
い。 二次元と 三次元の 分裂、 つまり 二元論を、 へ ー ゲルは 弁証法に よって 統一した わ 


⑭ r アスト ロ 球団」 

『週刊 少年 ジャンプ』 で 一九 七〇 年代に 連載 さ 
れた 野球 マン ガ 。原作は 遠 崎史朗 、作画は 中島 
徳博 。説明し はじめる と 終わらなくなる の だ 
が、 とにかく 凄い マン ガ だ。 沢村栄 治の 魂から 
生まれた 九 人の 野球 超人が 「一 試合 完全燃焼」 
を モットー とする 新設 球団 「アス ト ロ 球団」 に 
集まり、 打倒 巨人 •打倒 大リ ーグを 目指す とい 
ぅ 物語 だが、 超人 同士で 血み どろの 死闘 (本当 
に 試合 中に 死人が 続出す る！) を 繰り返し てい 
るぅ ちに 連載が 終わつ てし まつた。 
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けです。 言うまでもなく、 へー ゲル も 喪 男な ので 完全に 二次元が 優先です。 「絶対 精 
神」 という 「二 次元の 親玉」 が 三次元を 作って いる わけです。 普通、 精神と いうのは 
個人の もので バラ バラに 孤立して いると 考えられる わけです が、 へー ゲルは 人間の 精 
神は 「絶対 精神」 という 巨大な ネット ヮーク の 体系の 一部 だと 捉えた のです。 へー ゲ 
ルに 言わせれば、 例えば ナポレオン も 絶対 精神の 体現 者です。 

僕は 高校に 行かずに ひきこ もっていた 頃、 へ ー ゲルの 弁証法を 超える 新たな 哲学 体 
系を 打ち立てよ うとして 「ベー シ ヨン 法」 というのを 考えた ことがあります。 べーシ 
ヨン 法では、 「正 •反 •合」 ではなくて 「性 •犯 •  Go」 です。 まず 「性」 = 性欲が あ 
り、 しかし ヤリ たいけ ど モテない から ヤ レない、 無理やり やつたら 犯罪 だし、 という 
葛藤 = 「犯」 が 喪 男の 性欲の 前に 立ちはだかります。 そこで、 しようがな いんで 自分 


で Go 


I  • 


という わけです。 


「何が、 『という わけ』 なんだ」 と言われ そうです が、 弁証法と いうのは 実はそう い 
う ものな のです。 人間には、 「こういう ことを 実現したい」 という 意志が あります。 
しかし、 現実 ルー ルの 下では そうそう 実現で きない。 そこで、 頭を 使ったり 体を 使っ 
たりして、 なんとかして 現実を 変えよう とする のです。 つまりべー シ ョン 法と いって 
も、 実は 弁証法を ちっちゃい スケ ー ルで 語った だけだった のです。 

残念ながら 僕は へ— ゲルを 超えられなかった のです。 

へ ー ゲルは、 僕みたい に 「セッ クスした いな」 という 個人的な 次元 だけでは 哲学を 
考えなかった のです。 偉い人 だ。 彼は その 先を 考えました 。〈個人— 家族— 市民社会 
I 国家〉 という 段階で 人間が ネット ワ ー ク化 する ことによ って、 個人の 自由と 社会 全 
体と がう まく 統合され るは ず だ、 と 考えた のです。 


⑮界王 神 

鳥 山 明の マン ガ 『ドラゴン ボ ー ル』 に 登場す る 
神様。 元々 『ドラゴン ボ—ル j では かなり 初期 
の 段階から 「沖 様」 という 名前の キャラが 登場 
していた の だが、 話の スヶ ー ルが どんどん 巨大 
になって いくに つれて、 神様よりも 上位に 位置 
する キャ ラが 必要に なって きた。 そこで M 初に 
登場した 神様は 「地球の 神様」 で その 正体は 
「ナメ ック星 人」 つまり 宇宙人と いう ことにな 
り、 神様より 偉い 本当の 神様 (？) として 「界 
王」 が 登場した。 この 界王も 何人 かいて、 宇宙 
を 分割して 統治して いる。 ところが マン ガ 連載 
と 同時 進行して いた アニメ 版で 界 王よりも さら 
に 偉い 「全 宇宙を 支配す る 神」 が 必要に なった 
ため、 「大界 王」 という キヤ ラを 出さなければ 
なら なくなった。 故に 鳥 山 明が 後で マン ガ 版の 
ほうで 「界 王より 偉い キャ ラ」 を 出そうと した 
時には 「大界 王」 をす っ 飛ばして 「界王 神」 を 
出さなければ なら なくなり …… 。しかし 安心し 
てはいけ ない。 実は 界王 神の 上に、 まだ さらに 
「大界 王 神」 が！ という 具合に 『ドラゴン ボ 
—ル 』 は 「強さの インフレ」 だけでなく 「偉 さ 
の インフレ」 「神様の インフレ」 も 発生 させて 
いた 0 


145 第三 章 恋愛と 資本主義 


正 •反 •合に ょる 二元論の 統合、 そして 「絶対 精神」 という 「界王 神」 なみの 反則 
ルー ル。 このへー ゲル 理論に ょって、 喪 男と モテとの 長年に わたる 対立には 終止符が 
打たれた、 はずでした。 

ところが、 へ ー ゲルが 「絶対 精神」 だと 思っ ていた ナポレオンは、 ご存知の 通り、 
失脚し ました。 次に へ ー ゲルが 期待を かけた プロィセン 国家 も、 自由を もたらす どこ 
ろか 逆に 喪 男の 弾圧に 走りました。 

結局、 へー ゲルの 言って いた こと も、 すべては 「言葉の 体系」 にす ぎなかった ので 
す。 世界と 喪 男は、 再び 分裂し ました。 しかし、 あまりに もへ ー ゲルの 体系が 完璧 だ 
ったので、 以後の 哲学者の 多くは へ ー ゲルが 築き上げた Hi 一口 葉の 体系」 という ドグマ 
を 破壊す る 行為に 専念し なければ なら なくなっ たのです。 

ちなみにへ ー ゲルは 哲学者だった ので 当然 若い 頃は 貧乏でした。 四〇 歳を 過ぎて、 
やっと 結婚で きました。 『最強 伝説 黒 沢』 の 黒 沢さん を 想像して ください。 へー ゲル 
は ああい う 感じで 四〇 歳ぐ らいまで 細々 と 食いつな いで 生きて きたそう です。 四〇を 
過ぎて、 哲学者と して 成功して 二〇歳 年下の ロリ 奥さんと ゴール ィンで きました。 口 
リ コンです、 ええ。 ロリコンです とも！ へ ー ゲルの 代表作 『精神 現象学』 は、 言う 
まで もありません が 独身 喪 男 時代 三 七 歳のと きに 書かれた ものです。 


⑯ プロイセン 

中世から 近代の ドイツは 複数の 国に 分裂して い 
たが、 その 中で 一八 世紀から 一九 世紀に かけて 
最も 強勢を 誇って いたのが プロイセンだった。 
プロイセンは 元々 ドイツ 東方 植民の 地で ある プ 
ロイ セン 地方と ブランデンブルク とに 領地が 分 
断され ていたので、 軍事 国家と なって 領土を 拡 
大 しなければ ならない 運命だった。 一八 世紀 中 
盤、 フリ ー ドリ ヒ 大王の 時代に プロイセン王国 
は 啓蒙 的な 文化の 中心地と して 繁栄した。 一九 
世紀 初頭、 ナポレオンが ドイツを 侵略 するとに 
わかに ドイツ 国民の 民族意識が たかまり、 プロ 
イ センは ドイツ 統一 運動の 期待を かけられ るよ 
うになる。 へー ゲルが プロイセンに 理想の 国家 
•絶対 精神の 実現を 期待した の も、 そのような 
時代 的 背景が あったた めだった。 ところが、 ナ 
ポ レオンを 破って 大国と なった プロイセンは 保 
守 化する。 多くの 知識人 や 学生が 弾圧され、 ド 
イツに おける 自由主義 運動は 大きく 衰退す る こ 
とに なった。 その後、 統一され た ドイツが どう 
なった かは ご存じの 通り。 へ ー ゲルの 考えた よ 
うには ならな かった。 なぜなら、 国家は ドイツ 
だけでは なかっ たから だ。 

© 「最強 伝説 黒 沢」 

r ビッグ コミック オリジナル』 に 連載され てい 
た。 作者は 福 本 伸 行。 主人公は 四 四 歳 独身 素人 
童貞の 喪 男 •黒 沢。 ストー リーを 言葉で 説明し 
にくい の だが、 「感動な どない っ！」 「アジ フラ 
イ」 「エロス イム」 など 名言 多数。 
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「俺が モテない 現実を なんとか しろ」 

さて、 やっと キル ケゴー ルの 話に 入れます。 

キル ヶゴー ルは 一九 世紀 前半に デン マー クで 活躍した 喪 男 哲学者です。 キル ヶゴー 
ルは 「実存 哲学」 という 哲学の 潮流を 切り開いた ことで 知られて います。 実存 哲学と 
は 何 か？ いろいろな 言い方が できます が、 一言で 言えば 「俺の 哲学」 「主観の 哲学」 
という 意味です 。もっと 言えば 「俺と 世界とは 関係ね え！」 という 絶望的な 哲学です 
ね。 「世界」 を 論じた へ— ゲルが— 「セ ヵィ 系 哲学」 だと すれば、 喪 男の 個人的 苦悩 か 
ら 出発す る 実存 哲学は 「キ モィ 系 哲学」 です。 

どうして キル ヶゴー ルが 実存 哲学を 打ち立てなければ なら なくなっ たかと いうと、 
近代 哲学の 体系は すでにへ ー ゲルが 完成 させて しまって いたから です。 へ ー ゲル 哲学 
という ものは 言語に よって 世界を 完全に 説明で きる 体系だった のです。 そう、 へ ー ゲ 
ル 哲学 もまた、 最初は 喪 男 哲学だった のに、 「モテ」 つまり 体制に なって しまったん 
です ね。 「完成され た 哲学 体系」 という 名の 体制に。 しかし キル ヶゴー ルは おのが 内 
なる 喪 男 魂に 基づいて 「そんな もん 信用で きる か」 と 言い出した わけです。 

キル ヶゴー ルは、 絶対 精神が どうと か、 そんな ことは どうで もよ く 「そんな ことよ 
り 俺が モテない という 現実を なんとか しろ」 と 思っ たのです。 

へ ー ゲル 哲学は やがて マルクスを 産んだ わけです が、 へー ゲルから マルクス へと 続 


⑲ 実存 哲学 

二〇 世紀 ドィッの 哲学者 ハィデ ガ—や ヤス パ— 
ス から フランスの サルトルに 続いた 哲学の 一 潮 
流。 神が 死んだ ので 人間 自身が 価値を 創造し な 
ければ ならない という 個人主義 •人間 主義 的な 
思想。 早々 と 神な き 時代に 絶望した キル ヶゴ ー 
ル や ニ ー チェ、 ドス ト エフ スキー は 実存主義の 

先駆け 的 存在と される。 

⑲セ カイ 系 

代表作 『最終兵器 彼女』 (高 橋 しん)。 周囲では 
人類が 滅亡し ようとし ていたり 大変な ことにな 
ってい るけ ど 僕に とっては 世界なん かどうで も 
よくて、 とにかく 恋愛 だけが、 目の前の 彼女 だ 
けが 至上の 価値を 持つ、 という 世界観の 話。 人 
類 破滅 s  F という 巨大な 物語の 構造を 捨てて 個 
人の 恋愛 物語に 収束して いった アニメ 『新世紀 
エヴァン ゲリ オン j から スタ 1 卜した と言われ 
る 0 


© キ モィ 系 

別に 人類が 滅亡し よぅとして いたりは しない 退 
屈な 日常生活。 モテない。 何も 良い ことが な 
い。 生きて いる 限り 俺は 喪 男 だ。 恋愛と いぅ 市 
場に 参加す る 資格 すらない。 セ カィ 系なん て 月 
世界の 話 だとし か 思えない、 俺には 何の 関係 も 
ない。 そんな ことより ィ ケメン 氏ね。 感動な ど 
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く 流れは、 一言で 言う と 「国家主義」 「セ カイ 主義」 です。 つまりへ ー ゲル や マルク 
ス は、 喪 男の 苦しみを 全 宇宙 規模で 同時に 解決す る 作戦を 取った のです。 一人ひとり 
の 喪 男が めいめい 勝手に 立ち上がっ ただけ では、 『タ クシ ー ドライバ 151 』 の トラ ヴィ 
ス になつ てし まいます。 そこで マルクスは 団結して ネッ トワ ー クを 作り、 もつ と 喪 男 
が 報 われる 世界を 作ろう ではない か、 と 考えた のです。 へー ゲルは マルクス ほど 過激 
ではなく 「いやま あ 絶対 精神です から 大丈夫で すよ、 いつか きっと 国家が 喪 男を 救い 
ますよ」 と 言って たわけで すが、 現実は 見事に その 逆にな ったので、 仕方なく マルク 
スが 出て きた わけです ね。 いずれにしても、 「三次元」 の 世界での み、 人間は 救われ 
るべき だと。 それが へー ゲルが 作り上げた 「セ カイ 系 哲学」 です。 

これに 対して キル ケゴー ルは 「とにかく 俺 さえ 喪の 苦しみから 逃れられれ ばいいん 
だ、 ってい うか 他人の ことまで 心配して る 余裕なん か あるか！」 と 言い出し たんです 
ね。 いかにも モテな さそう です。 これが 「実存主義」 です。 

前述の アニメ 『ガン X ソー ド』 で 言えば、 「カギ 爪の 男」 は、 へ ー ゲル •マルクス 
系です。 セ カイ 主義者です。 カギ 爪の 男は、 かつて 人間に 絶望して 喪 男に なった 過去 
があります。 彼は 「人間は 悪な り」 と 悲しみました。 そして、 この 悲しみを 終わらせ 
るた めには、 すべての 人間が 同じ 意識を 共有 すれば よいと 考えた のです。 つまりへ一 
ゲルの 「絶対 精神」 を 実現し ようとした のです。 

これに 対して 『ガン X ソー ド』 のヴ アン や レイと いった 童貞 喪 男たち は、 「何 言つ 

てるの かわから ね一 ん だよ！」 「バカ、 バ ー カ！」 「邪魔して やる、 邪魔して やる！」 

とひた すら 頭の 悪い ことを 言って カギ 爪の 男の 邪魔を します。 彼らは 実存主義者で 
す 0 


ない。 そんな 鬱 々とした 現実 世界の 話。 代表作 
ー ルサンチマン』 『ボ ーイズ •オン •ザ •ラン』 

(花 沢 健 吾)、 『最強 伝説 黒 沢 』 (福 本 伸 行)。 

© 「タク シ ー ドライバ I 」 

一九 七 六 年。 アメリカ 映画。 監督は マ— ティン 

•スコセッシ。 脚本は ポ ー ル •シュレィ ダー。 

主演は ロバ— 卜 •デ •二—  口、 助演に ジョディ 

•フォ スタ—。 資本主義 社会の 最も 醜い 姿を 象 

徴す るかの ような 一九 七〇 年代 ニ ューョ —クで 

友達 も おらず 女に も モテない 孤独な 喪 男 ト ラヴ 

ィス (デ •二—  口) が 「もはや 我慢な らん」 と 

逆 ギレ。 肉体 改造を 開始して 大統領 候補を 暗殺 

しようと する が、 あっさり 失敗して ヤケ クソで 

家出少女 ジョ ディ •フォ スタ— を 騙して 売春 さ 

せて いる イケメ ンポン 引き どもを 皆殺しに す 
る 0 

㉜ レィ 

「ガン x ソ— ド』 の サブ キャラ。 主人公 ヴァン 
と 同じく、 カギ 爪の 男に 恋人を 殺された 恨みを 
晴らす ため 復醫 者と して 生きて いる。 最後は 力 
ギ 爪の 男に 散々 嫌がらせ をして 死んで いった 
が、 死んで いく レィの 脳 内で …… レィは 目を 覚 
ます。 今までの カギ 爪の 男との 闘いは、 すべて 
惡い 夢だった の だ。 レィは うらら かな 日差しの 
下、 椅子で 眠って いただけだった。 恋人が 庭で 
洗濯物を 干して いる。 レィは 眩く。 「夢を見て 
いた …… 悲しい 夢だった」 そう、 今まで 生きて 
きた 悲しい 世界の ほうこ そ、 夢。 彼女が いる こ 
の 温かな 世界 こそが、 現実。 現実、 現実なん 
だ。 …… こうして、 喪 男 レィは 安らかに 逝っ 
た。 全米が 泣いた。 
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どちらも 喪 男な のに、 どうして こんな 悲しい 対立が 生まれて しまった のでし よう 

、〇 

力 

アニメ 本 編を 観て いただければ わかり ますが、 カギ 爪の 男は 絶対 精神を 実現す るた 
めに 自ら 命を 捨てようと しています。 別に 彼 自身が 権力者 (モテ) になる ために 活動 
している わけでは ない のです。 

しかし、 カギ 爪の 男は 計画を 推進す る 途中で ヴァン や レイの フィアンセを 殺して し 
まいました。 カギ 爪の 男は 絶対 精神の 実現の ためなら 人間が 多少 死んでも 仕方ない と 
割り切っ ている わけです。 セ カイ 主義です から。 しかし ヴァン や レイは 童貞です か 
ら 、この 世では もう 二度と 理想の 女性に 出会えません。 一度 喪から 救われそう になっ 
た 瞬間に 一挙に 地獄に 落とされた ルサンチマンが 、ヴァンと レイを 「カギ 爪の 男を 邪 
魔す る」 という テロ 行為に 向かわせた のです。 「死の 11  与」 です。 ヴァン や レイに と 
って、 この 世で 唯一の 価値 ある もの、 それは 「お嫁さん」 でした。 それを 奪って おい 
て 「何が 絶対 精神 だ 氏ね」 という わけです。 

つまり、 カギ 爪の 男は すべての 人間を 絶対 精神と いう ネット ワーク に繫ぐ ことで 三 
次元を 理想郷に 改造し、 喪 男の 苦しみを 宇宙 規模で 終わらせようと 考えた のです が、 
ヴァン や レイは 「喪 男の 悲しみは 自分自身で 癒す しかねえ！」 「世界なん か 知る か！」 
と 言い張った のです。 

これです。 この 「知る か！」 こそが 実存主義な のです。 

現代の 二次元 創作 界 にも 「セ カイ 系」 と 「キ モイ 系」 が 並立して いますが、 これ も 
本質は 同じです。 セ カイ 系 作品とは 「世界 イコ ー ル 恋愛」 という 極端な 世界観で 描か 
れる ライト ノベル や マン ガや アニメの ことです。 これに 対して キ モイ 系は、 「世界 


㉝ お嫁さん 

「お嫁さんって のは、 幸せで、 幸せで、 幸せな 
ものなん だ！」 (ヴァン) 
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(= 恋愛) と、 俺が、 断絶して いる」 という 救われない 喪の 悲しみを 描いた 作品です。 

セ カイ 系の 作品には、 全 宇宙の 運命を 背負っ てるような 凄い 女の子が よく 登場し ま 
す。 つまり、 絶対 精神が 萌え キャラ 化する。 彼女 こそが セ カイつ まり 絶対 精神 その も 
のな ので、 彼女 さえいて くれれば 喪 男は 救われる わけです。 まあ 救われずに 終わる こ 
とも 多い のです が。 

これに 対して キ モイ 系では 主人公に 彼女なん かで きません。 彼女が 仮に 絶対 精神 だ 
としても、 その 絶対 精神と 自分との 繫 がりは 最初から 断たれて います。 断たれて いる 
といい ます か、 そんな ものに 取り込まれて たまる かとい う 不屈の 「喪 男への 意志」 が 
スバー ク する わけです。 まとめれば、 

セ カイ 系 = 世界 (三次元) と 個人 (二次元) とが r 彼女 (絶対 精神)」 によって 統一 

される = セ カイ 主義。 

キ モイ 系 H 三次元と 二 次元が 「喪 男への 意志」 によって 分裂し 続ける = 実存 主 

義。 

という わけです。 「絶対 精神」 という 「神様」 を 信じる か 信じない かで、 近代 以後 
の 喪 男は 二種 類に 分かれる のです。 特に 現代では、 この 「絶対 精神」 が 恋愛至上主義 
などと 結びついて 「恋愛」 や n 明え キャラ」 という 姿に なって いる 点が 特徴 的な ので 
す。 カギ 爪の 男の 場合は、 「 萌え キャラ」 が 「自分」 に 進化して います。 自分の 「喪 
の 魂」 を 全人 類に 「絶対 精神」 として 植え付ければ 世界は 救われる、 という わけで 
す。 こうした 発想は 全部へ ー ゲルから 出発して います。 で、 キル ケゴー ル や ヴァンは 
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「お前の 喪の 魂が 絶対 精神 だなん て、 どうして 言い切れる。 誰が 正しい と 証明す るん 
だ」 「俺は 俺 だ」 と 怒り、 そうした 「絶対 精神」 に 取り込まれる ことを 忌み嫌う わけ 
です。 

つまり ニー 世紀の アニメ 『ガン x ソ ー ド』 で 描かれて いる 喪 男 同士の 対立は、 すで 
に 一九 世紀 ョー ロッ パに おいて 「へ ー ゲル 対 キル ヶゴー ル」 という 形で 始まって いた 
のです。 

へ ー ゲル (そして マルクス) の 考え方は、 「予定調和 論」 です。 つまり、 過去 や 現 
在の 現実は 喪 男に とって 悲惨な ものでは あるけれ ど、 未来には 必ず 喪 男の パラダィス 
が 実現す るの だ、 という 話です。 

これは 実は 「やがて 神の 国が 実現す る」 という キリスト教 思想の 複製なん です。 つ 
まり、 かつて 「神」 と 呼ばれて いた もの (地獄で ある 現実を いきなり 天国に 変えて くれる 最 
強の ヵー ド) が、 「絶対 精神」 や 「歴史の 必然」 といっ た 概念に 置き 換わっ ている だけ 
なのです。 もちろん、 そんな ものを この 目で 見た 人間は いません。 へー ゲルは ナポ レ 
オンを 絶対 精神 だと 言いました が、 ナポレオンは シャア みたい に 没落し ました。 

ここで、 キル ケゴー ル や ヴァンの ような はぐれ 喪 男は 気づく わけです。 「未来」 な 
んて もの も、 結局は、 現実から 目を 背ける ために 発明され た 妄想に すぎな いんじ ゃな 
いの か。 人間の 前には 永久に 「現在」 が 続く だけでは ない のか、 と。 せっかく ヵント 
が 時間 も 空間 も 人間が 生み出した 概念に すぎない と 喝破した のに、 へ ー ゲル 哲学では 
「時間が 解決して くれる」 という キリスト教 的な 古い 思考 方法に 逆戻りし ている わけ 
です。 しかし ヴァン や キル ケゴー ルに とって、 世界とは 「現在」 に ほかな りません。 
ずっと 「モテない I という 現在が 続く のです。 


㉞ 予定調和 論 

一七 世紀 ドイツの バロック 哲学者 ライプニッツ 
が 唱えた。 デヵルトから ニユ ー トンヘと 続く 自 
然 科学 哲学は 「機械論」 という 潮流を 生み出し 
た。 機械論の 世界観では、 世界には 何の 目的 も 
ない。 故に 人間は 絶望して しまう。 これに 対し 
て 世界には 目的が あるから 大丈夫 だとい う 世界 
観が 「目的論」 で、 神 も そもそも 目的論の ため 
に 発明され たような ものだった 。ライプニッツ 
は 近代的な 機械論と キリスト教 的な 目的論を 再 
び 統一す るた めに 「モナ ド」 および 「予定調和 
論」 を 唱えた のだった。 彼に よると 世界は 「モ 
ナ ド」 という 単位で 構成され ており、 | 見 宇宙 
は 機械論 的に 見える の だが、 実は それぞれの モ 
ナ ドが 内部に 世界 全体を 持って いるので、 世界 
には 目的論 的な 予定調和が 保証され ている。 だ 
から 大丈夫 だとい うの だ。 へー ゲル や マルクス 
のよう な セ ヵイ 主義 哲学は 「目的論 哲学」 また 
は 「予定調和 哲学」 と言える。 これに 対して キ 
ルケ ゴー ルの ような 実存主義 哲学は 目的論 •予 
定調 和を 認めず、 神な き 機械論 世界に 落とされ 
た 自らの 救いを 探し 求める 哲学と 言える。 
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ナポレオン やゲー テに 影響を 受けた へ— ゲルは ィ ケィ ケ ドンドンの 精神で 時間と 空 
間の 延長に よる 喪 男の 救済を 夢想し ました。 実は 西洋 近代 文明の 拡大 主義 •植民地 主 
義 •帝国主義と いった 果てしない 膨張 政策の 根幹には、 この 「時間と 空間に よる 解決 
= モテ 化」 という セ カィ 主義 喪 男 哲学が あった わけです。 資本主義 もまた、 「無限に 
拡大す る 市場」 を 前提と しています。 これは 「空間は 無限に 延長され る」 からです。 
つまり、 空間を 拡張し 続ける ことによ って、 富は 増大し 続け、 喪 男 もい ずれは 裕福に 
なれる はずな のです。 裕福に なれば キ モメン でも モテます。 女は 贅沢が 好きだからで 
す。 よほどの キ モメン でない と、 金持ちに なって しまってから も モテない 男で あり 続 
ける ことは 困難な のです。 

でも、 いつの 世に も 「噓 つけ！」 「パー カ、 バ ー カ」 と 言い出す はぐれ 喪 男が いる 
ものです。 マルクス もへ^  — ゲルに 「墟 つけ ！ 」 と 言った 一人です が、 キル ケゴー ル こ 
そがへー ゲルに 対して 「噓 つけ！ バ ー カバ ー カ」 と 頭の 悪い こと (誉め 言葉です) 
を 言い出した 最初の 喪 男 哲学者でした。 

へ— ゲルが モテに 転じて 

キル ケゴ ー ルは デン マ ー ク 生まれです。 暗い 出生の 秘密を 背負って いたた めに、 生 
まれな がらに 喪 男でした。 という か 父親が すでに 喪 男で、 息子と 一緒に ひきこもって 
妄想 ごっこに 興じて いたそう です。 ある 日、 自分の 出生の 秘密 (といっても、 大映 ド 
ラマで ありがちな 話でした が) を 知って やけっ ばちに なった キル ケゴー ルは 童貞を 捨 
てようと 売春宿へ でかけ ますが (これが 彼に とって 最大限の 「やけっ ばち」 でした)、 惜しく 
も 童貞を 捨て そこないました。 たぶん 緊張して 勃た なかっ たので しよう。 しかし、 そ 
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キリスト教の 神を 喪失した 喪 男は、 恋愛を 宗教 的な レベルにまで 拡張した。 中世の 騎士道 精神が、 この 近代 
恋愛の ルーツ。 故に 精神主義 的な 純潔 性が 求められる ため、 性欲は 恋愛と 完全には 統合され ない。 人間の 女 
性と イデアを 合成して 神を 作ろうと する 近代 恋愛は、 現代の 錬金術と 言える。 

図 3  —  5  恋愛至上主義 によ る 神の 生成 


れが 良かった のです！ 喪の 魂は すんでのところで 守られました。 

さて 間一髪で 純潔を 守った キル ヶゴー ルに、 運命の 出会いが 訪れました。 二 四 歳の 
時に レギ ー ネ "オルセン という 一四 歳の 少女に 恋をして (またしても ロリコン) 婚約に 
まで こぎつけ ますが、 「愛して いるから、 別れ るんだ」 と Tactics の ゲーム 
『〇 NE』 の 主人公み たいな ことを 言い出して 自分から 逃げ出しました。 

キル ケゴ ー ルは、 どうしても 「喪 男の 精神」 を 捨てる ことができなかった のです。 
「ロリコン」 i 「うつかり 少女を 騙し おおせて しまったら、 罪の 意識に さいなまれて 慌 
てて 逃げる」 i 「ますます 喪 男になる」 

これは ゲ ー テと 同じ パ タ I ン です。 ゲ^  — テ も キル ケゴ ー ル も、 恋愛を 信仰して いま 
した。 すでに 西洋は ロマン主義 •恋愛至上主義の 時代だった のです (図 3-5)。 

相手の 女性の 中に 「神」 を 見出す。 これが 近代の 恋愛です。 もちろん、 自分自身 も 
「神」 たるべき 彼女に 愛される 価値を 持たなければ いけない のです。 キル ケゴー ルは、 
「俺なん かがよう、 彼女に 愛される 資格なん て、 ある わけな いんだよう！」 と 勝手に 
絶望して 逃げた わけです。 もちろん、 近づく ことで レ ギ—ネ が 実はし よ 一 もない バカ 

女だった と 判明して しまう のが 怖い という 恐れ も 
あった のでし よう。 それほど キル ケゴー ルは 「恋 
― JU 愛」 を 神聖 視し ていた わけです。 後に 日本で も ^ 
^ 村 透 谷が 恋愛至上主義を 輸入し ますが、 透 谷が 実 
J 際に 結婚して みて 現実の 女に 失望して 自殺した の 
に対して、 キル ケゴー ルは 「現実の レギ ー ネへの 
絶望 そして 自殺」 という 自分の 未来を 一瞬 幻視し 
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て 逃げ出した のです。 たぶん。 

ああ、 「モテの 魔の 手」 問題が、 またしても。 

結婚して 絶望し、 自殺した 北 村 透 谷。 魂の 童貞を 守り 通そうと した キル ヶゴー ル 

(とはいえ、 キル ヶゴー ル も 四 二 歳で 早死にし たのです が)。 で、 「ロリコン ヤリ 捨て 魔 人」 の 
悪評を 自ら 立てた ことで 一時 国許に いられ なくなった キル ケゴー ルは、 へ ー ゲルに ハ 
マり、 暗い 暗い 顔立ちに なりました。 

しかしながらへ ー ゲル 哲学の 「セ カイ 系」 臭 さは、 キル ケゴー ルには 耐えられ ませ 
ん でした。 何が 絶対 精神 だ。 そんな ことより 俺には レギ ー ネの ほうが 大事 だ！ レギ 

1 ネ 、愛して る - お前に 夢中 だ - ああ 一 っで ももう レギ ー ネ はいない、 いな 

いんだ！. うわ 一 っ！ という わけで、 「へ ー ゲル 氏ね！」 とば かりに キル ケゴー 
ルは アンチ セ カイ 系 喪 男 哲学 H キ モイ 系 哲学を 打ち立てた のです。 「世界が どうな ろ 
うが 知った こっち やねぇ、 俺は 童貞 だ！」 と 叫びました。 これが 実存主義 誕生の 瞬間 
です。 

もちろん、 こんな キル ケゴー ルが 現実 社会で 成功で きる はず もな く、 マスコミに ボ 
コボ コに 叩かれて いるう ちに 死んで しまいました。 しかし キル ケゴー ルに とって、 世 
界 がどうした とか、 時代が 何 だと か、 歴史が どうと か、 国家が どうと か、 そんな 話は 
全部い まこ こに ある 自分自身の 喪の 苦しみからの 7» 避に しか 思えなかった のです。 そ 
んな ことより レギ ー ネ愛 してる よと。 へ ー ゲル 学派は 知識の 収集と 理論体系の 構築と 
精密な 議論に 没頭して いました が、 キル ヶゴー ルに 言わせれば、 そんな ものには、 

「、ハ ー カ、 バ ー カ！ 何 言っ てる かわから ねぇんだ よ！」 

という 程度の 而値 しかありません でした。 喪 男 哲学とは、 自分自身が なぜ 喪 男な の 


㉟ ロマン主義 

キル ヶゴー ルが 生きた 一九 世紀 前半の 文学界は 
人間の 内面を 重視す る 「ロマン主義」 の 全盛期 
だった。 ロマン主義は 喪 男の 国 ドイツで 最も 盛 
ん で、 フィヒテ や シェリング などの ドイツ 哲学 
とも 結びつい ていた。 前期 ロマン主義 作家には 
ノヴァ— リス、 シユレ ー ゲル、 後期 ロマン主義 
作家には グリム 兄弟、 ホフマンな どが いる。 立 日 
楽 や 絵画の 分野で も ロマン主義が 流行した。 

© 北 村 透 谷 

一八 六 八 年〜 九 四 年。 日本の 作家。 日本に おけ 
る ロマン主義 作家の 先駆けで、 「恋愛は 人世の 
秘鑰 (ひやく) なり、 恋愛 ありて 後人 世 あり」 
という 過激 かつ 神秘的な キリスト教 的 恋愛 至上 
主義を 恐らく 日本で 最初に 主張した。 透 谷は 女 
性を 「真美の 天使」 と 崇拝した が、 人間 女と 結 
婚 した ことで 実は 女性が 「醜 穢 (しゅう わい) 
なる 俗界の 通弁」 だとい う 現実を 知って しま 
い、 理想との 格差に 絶望。 二 五 歳の 若さで _ 殺 
した。 代表作 『処女の 純潔を 論ず』 『厭世 詩 家 
と 女性』 『人生に 相 渉る とは 何の 謂ぞ』 。 

㉛ へ— ゲル 学派 

へ ー ゲルの 死後、 へ ー ゲルの 弟子たち は キリス 
卜教の 哲学的 解釈を 巡って 「へ ー ゲル 左派 (青 
年へー ゲル 派)」 「へー ゲル 右派 (老 へー ゲル 
派」 「中央 派」 といった 派閥を 作って あれ や こ 
れ やと 議論を 繰り返し ていた。 へ— ゲル 左派は 
やがて 唯物論に 向かって いくが、 国家を 批判す 
るょう になっ たため 大学から 追放され た。 マル 
クス や キル ヶゴー ル もへ— ゲル 左派の 影響を 受 
けて いると 言われる。 
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か、 なぜ 世界と 俺と が 分裂して いるの か、 なぜ だ なぜなん だ、 という 怒りと 悲しみの 
原因を 探り、 そこから 解脱す るた めの ものだった はずです。 なのに、 西洋 近代 哲学 
は、 いつの 間に か 哲学者 自身の 人生とは 何の 関係 もない 「哲学 ごっこ」 になって しま 
ったので す。 「知の 体系」 とかなん とかいって、 利口 ぶって モテに 走る、 そん *, fil ゝ g 
阿世 どもの 巣窟に なって しまった のです。 喪 男が 趣味で 勝手に やって いた 哲学が 「大 
学」 という 体制に 取り込まれ たの も 一因で しょう。 

ソ フイ ストを バカ 呼ばわりした ソクラテス 、プラトン、 律法 派を バカに した イエ 
ス 、そしてへ ー ゲル 学派を 批判した キル ケゴー ル、 彼らは みな、 真の 意味での 哲学 
者、 すなわち 喪 男 哲学者な のです。 

へー ゲルに しても、 出発点は 喪 男 (っまり 自分) の 苦しみの 謎を 解き明かす こと だっ 
たはず です。 しかしへー ゲルは ロリ ー タ 妻と 結婚し、 大学 者と しての 名声 も 手に入 
れ 、大勢の 弟子を 率いて 自分自身の 人生とは 直接関係 のない セ カイ 主義 哲学へ と 走り 
ました。 ドイツの 大学と いう 大学の 哲学 教授の 椅子は、 へー ゲルの 弟子たち にょって 
占められました。 へ ー ゲル 哲学は あまりに も 成功し すぎて、 喪から モテに 裏返っ てし 
まった のです。 

だいたい 喪 男 哲学者は 不遇のう ちに 死ぬ (ソクラテス、 ライブ ニッ^:、 キル ヶゴー ルな 
ど) か、 少 々成功しても むしろ 「モテの 魔の 手よ、 去れ」 と 護身に 走って ひきこもつ 
たりす る (デ カル 


卜 


カント、 スピノザ など) のです が、 へー ゲルは 世に 受け入れられて 
出世 しちゃっ たんです。 たぶん、 へー ゲルが 生きた 当時の ドイツが 「ドイツ 観念論」 
やら 「ロマン主義」 やらが 集結した まれに 見る 喪 男 王国だった からでし ょぅ。 

また、 へー ゲルには 「言語」 に対する 宗教 的な までの 信頼が あったので、 「すべて 


©曲学阿世 

『史記 』 の 言葉。 己の 信じる 学説を 曲げて 世間 
に 阿 (おもね) る こと。 前 漢時代の 喪 男 学者. 
轅固生 (えんこせ い) が 若き モテ 学者 公孫 弘 
(こうそんこう) に対して 「そういう ことを し 
ては ならない ょ」 と 教え諭した 言葉。 モテに 走 
り 真理を 見失って いた 公孫 弘 はこの 言葉に じ— 
んと 感動して 轅固 生の 弟子に なった。 轅固 生は 
老子に ハマって いた 太后に 向かって 「老子なん 
ぞはぺ テン 野郎です」 と 正直に 答えて 身分を 降 
格 させられたり もした。 彼は 何が あっても 絶対 
に 己の 信念を 曲げなかった ので ある。 

㉝ 律法 派 

イエス 自身が 興した 宗教は、 キリスト教 ではな 
く ユダヤ教の 一派だった。 当時の ユダヤ教は 律 
法 主義の 「パリ サイ 派」、 神殿に 依っていた 
「サド カイ 派」、 独立 闘争を 続けて いた 「ゼロ テ 
派」、 イエスに 洗礼を 施した ヨハネが 属して い 
たと 言われて いる 「エツ セネ 派」 などに 分裂し 
ていた。 律法 派とは パリ サイ 派の こと。 イエス 
は パリ サイ 派の 厳格す ぎる 律法 主義を ポロ クソ 
に 批判して いた。 


㉚ ライプニッツ 

ゴツト フリー ト •ライプニッツ 


六 四 六 年. 


一七 一六 年。 バロック 期 ドィツの 哲学者、 数学 
者、 政治家。 万能 人で、 同時代の ありと あら ゆ 
る 学問を 統合し よぅと 試みた。 哲学の 分野では 
モナ ド 論で 有名。 数学の 分野では 記号を 扱ぅ こ 
とを 得意と し、 微分 積分法を 発見 (これが 元で 
粘着 質の ニユー トンと 死ぬ まで 論争す る ことに 
なつて しまつた 〇 また 現代の コン ピユ ー タ— 
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を 言語で 説明で きる」 と 本気で 信じて いた 節が あります。 なので、 喪 男で ありながら 
自分で 「言葉の 体系」 を 作っ てし まったん でしよう (へー ゲルは ニュ ー トンを 「ヶプ ラ ー 
の 発見を 数学的に 説明した だけ だ」 と 批判して いました が、 これは へー ゲルが 数学を 使った 世界 体 
系を まったく 信用して いなかった ことを 意味し ます)。 

へ— ゲルに おいて、 哲学は 自然科学 や 数学と 切り離された 「言語」 の 学問に なって 
しまった のです。 弟子たち ともなる と、 もはや 議論の ための 議論、 哲学の ための 哲 
学。 元々 哲学なん て、 数学者 やォ カル ティスト や 神学者が 自己の やむ にや まれぬ 喪 男 
魂に 突き動かされて やって いただけ だっ たのに (むしろ、 多彩な 知識 •学問を 修めて いる 雑 
多な 人間が 自発的に 哲学を やった からこ そ 価値が あった)、 大学の 都 八 口で 哲学 だけで メシを 食 
う 「専業 哲学者」 が 常に 一定 数 作られる ようにな ってし まった のです。 これが 良くな 
かった。 後に 哲学が 没落す る 一因に なった のです。 哲学の 本質とは 何の 関係 もない 言 
語に よる 難解な レ ト リック や'  自然科学 コンプレックスを 剝き 出しにした ゥソ 数式が 
後に 多用され るよう になった の も、 専業 哲学者 (H 哲学 屋 •哲学 学者) が 哲学を やる 

ようになっ たからで しよう。 

組織化は すべて ごまかし だ 

しかし、 このように 哲 学界が 硬直して モテが 優勢に なると、 必ず 新たな 喪 男が 立ち 
上がって 「バ ー カ、 パー カ！」 と 言い出す わけです。 これ ぞ まさに 歴史の 必然と 言い 
ましよう か、 「モテ •喪 •バカ」 の 弁証法と 言い ましよう か。 

で、 キル ヶゴー ルは、 ひたすら 絶望に ついて 考え 続けた わけです が、 彼に よると 人 
間の 中には 「例外 者」 というの がいる と。 例外 者は、 一生涯に わたって 独りぼっちで 


に 連なる 二進法の 基礎を 築いた。 学問の 統合の 
みならず、 ドィッ 各地に 科学 アカ デミー を 設立 
しようと 奔走したり、 カトリックと プロ テスタ 
ントを 融和 させよう とするな ど、 分裂した ョ ー 
ロッ パの 再 統合に 生涯を 捧げた。 もはや 言う ま 
でもない が 生涯 独身。 代表作 『形而上学 叙説』 
『モナ ドロジ ー』。 

© スピノザ 

バール ー フ •デ •スピノザ。 一六 三 二 年〜 一六 
七 七 年。 ォランダの 哲学者。 哲学 史上に 輝く 
『エ チカ』 を 著した が、 その 中で 合理主義 的. 
無神論 的な 哲学 思想 (神 H 自然 H 世界で あると 
する 一元論 的 汎神論) を 説いた ため、 宗教 弾圧 
を 恐れて 出版し なかった。 すでに スピノザは ユ 
ダヤ教 から 破門され ており、 神とは ユダヤ •キ 
リスト 教 的な 人格 神 (萌ぇ キャラ) ではなく、 
人格を 持たない 自然 H 世界 そのもの だとす るア 
ニ ミズ ムを 説いた 『エ チカ』 を 出版 すれば、 ス 
ピノ ザは キリスト教 世界から も 弾圧され る こと 
必至だった の だ。 一応 書いて おくが 生涯 独身。 
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生きなければ ならない 運命を 背負っ ている 人間の ことです。 要は アウ ト サィダ しで  ㉝ ァゥト サィダ- 
す。  つまり、  喪 男です。  結局は キル ケゴー ル 自身の ことを 言っ  ている わけです が、 

「ダメ 人間」 とか 「ニ ー ト」 とか 「童貞」 とか 「ひきこもり」 ではなく、 「例外 者」 で 
あると、 そういう カツコい い 言葉で 定義した ところが 画期的で すね。 例外 者 H 喪 男 
は、 世間 I 般 のしょう もない 価値観と 闘い 続けなければ ならない のです。 「愛する が 
故に 捨てる」 という 喪 男の 魂を、 なぜ 世間は 理解で きないの か。 

で、 そういう 喪 男の 精神には、 常に 「絶望」 が 宿って いると。 

見事な までに 「実存 哲学」 です。 この 絶望と いう 「死に 至る 病」 から 救われる に 
は、 どう すれば いいの か？ 喪 男は 死ぬ まで 喪 男な ので、 絶望が 癒される ことは な 
い、 と キル ケゴー ルは 言います。 だから 神様を 信じる しかな いんだよ、 と …… 〇 


って、 何 それっ？ 

まず キル ケゴー ルは、 お金 や セッ クス や 酒と いった ものを 「美的 実存」 と カ テ ゴラ 
ィズ し、 これらの 現世 的な 快楽 追求は 虚しい もの だと 悟ります。 

次に、 正義と か 自己 実現と かいった 道徳的な 理想を 持ち出し ますが、 これら 「倫理 
的 実存」 もまた、 実は 虚しい の だと 言います。 理想と いう 二次元の 概念を 三次元で 完 
全に 実現す る ことは、 実はで きないから です。 「できない」 と 気づく ところが 喪 男で 
す。 ですからへー ゲル もまた、 キル ケゴー ルから 見れば、 「理想が 三次元では 実現で 
きないと いう 事実に 気づかない 奴、 絶望し ない 奴」 という ことになる わけです。 喪 男 
は 絶望す るべき なのです。 というより、 とこ とんまで 自分の 人生を 生きれば、 現実 
(三次元) と 自分の 理想 (二 次元) との 差が 絶対に 埋まらない ことに 気づいて 絶望せ ざ 
るを 得なくなる はずです。 


戦後 イギリスに 登場した 喪 男 作家 コリン •ウイ 
ル ソンが 提唱した 概念。 「喪 男」 のこと。 当時 
二 六歳ガ テン 職の コリン •ウイルソンは 図書館 
に 通い 続けて 世界中の 喪 男 (実存主義 的 ひきこ 
もり、 恋愛至上主義 者、 アウ ト サイダ ー 芸術 
家、 ドス ト エフ スキ ー、 神秘主義 者) を 集大成 
した 『アウ ト サイダー』 を 著して 一躍 文芸 界の 
寵児と なった が、 直後に モテの 魔の 手に ハマつ 
て 失脚。 以後は オタクの 本分に 戻り、 オカルト 
と 殺人の 研究者と なった。 
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絶望せ ずに 生きて いる 喪 男は、 何 かご まかして いるんで す。 へー ゲルの ように 哲学 
の 巨大な 体系を 作り上げる ことで、 あたかも 現実を 征服した かの ような 気になっ た 
り、 あるいは 会社 作って 植民地を 増やして 工場 建てて 金を 儲けて、 あたかも 世界を 支 
配した かの ような 気になっ たり。 しかし それらは すべて 虚しい のです。 へ ー ゲル 哲学 
も 資本主義 も、 「個人」 という 立場に 立ち戻って みれば すべては 「自分自身」 からの 
逃避に すぎず、 最後には 絶望す るので す。 

実存主義の 観点から 見れば、 資本主義は 「富への 逃避」、 そして 自己を 省みない セ 
カイ 主義 哲学は 「知への 逃避」 です。 そもそも、 たかが 人間 ごときが 世界を 自分の 思 
い 通りに しようなん てのは、 思い あがりです よね。 『ガン X ソ ー ド』 の ヴァンが カギ 
爪の 男に 切れた の も、 そこです。 

つまり セ カイ 主義 哲学は、 構造 的に 自分と 神を 同一視して しまう 危険な 思考な ので 
す。 実際へ ー ゲルは、 この 三次元の 世界を 「絶対 精神」 が 自己 実現して いく 過程で あ 
ると 言っ ています が、 これって つまり 世界を 自分に 擬人化して 捉えて る だけなん です 
ね。 「世界」 (三次元) と 「俺」 三次元) の 分裂で 喪 男は 苦しんで いる わけです。 なの 
に セ カイ 主義 哲学は、 「俺と 世界は 繫が ってる」 と 言い出す わけです。 そこでは、 す 
ベての 人間は 「絶対 精神」 の 一部なん です。 で、 哲学を 探究 すれば、 その 絶対 精神を 
認識で きます よと。 これは キリスト教の 「神」 が、 「知」、 つまりは 「自分」 にす り替 
わって いる だけなん です ね。 「人間の 知が、 神に 取って代わる」。 まさに これ こそが 近 
代 精神なん です。 へ ー ゲルは 時代の 精神を 忠実に 体系化した わけです。 

でも、 キル ケゴ ー ル や ヴァンは、 その 傲慢 さが 耐えられない のです。 なんか 世界の 
てっぺんから、 高みから 世界 全 本と 人間を 見下ろし てる わけです よね。 でも、 あんた 


㉝ 「会社 作って 植民地を 増やして 工場 建てて 
金を 儲けて、 あたかも 世界を 支配した かの ょぅ 
な 気になっ たり」 

ドイツの 喪 男 社会学 者 マックス •ウヱ ーバ ー の 
『プロテスタンティズムの 倫理と 資本主義の 精 
神 j を 引く まで もな く、 資本主義の 原動力と な 
った プロテスタンティズムの 精神は、 元々 人間 
女との 恋愛に も 脳 内 彼女との 恋愛に も 挫折した 
フ ァウス ト 博士  (つまり 近代的 人間) が 「なら 
ば 自らが 理想の 世界を 作って 新世界の 神と なろ 
ぅ」 と 志した ことから 生まれた ので ある。 
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もた だの 人間 じ やん？ 何を 根拠に そんなに 威張っ てるん？ は ぁ？ 知？ 何 そ 
れ？  バカ、 バ ー カ！ という わけです。 大人に もな って 恥ずかしげ もな く 「知」 な 
んて 言い出す 人'  信用で きません よ。 ソクラテス も 「無知の 知」 を 説いて ソ フィ スト 
を バカに してました が、 こういう ことは 数千 年 も 繰り返し 続いて るんで す。 

喪 男は いくら 自分自身から あがいて 逃げ出 そうが、 結局は お釈迦 様の 手の 上な ので 
す。 「絶対 精神」 など 喪 男には 関係ありません。 例えば、 『銭 ゲバ L:6 の 主人公 蒲 郡 風 太  ㉞ 「銭 ゲバ」 

郎は £ 4< らお 金持ちに なっても 女に 愛されません。 キ モメン ですから。 風太郎 は—  1 uL ^ ^ »3 Ii l^ l l> i^ l? ^ 
ゆる 悪辣な 手段を 駆使して 金と 権力を 手に入れて いきます が、 資本主義 ピラミッドの  てぃく 姿を 描く ピヵレスク •ロマン だが、 愛 だ 

頂点に 上り詰めた 瞬間に 気づく わけです。 自分は 「暖かな 家族」 も 「女性の 愛」 も 得 
られ ない 孤独な 人間で あり、 生まれながら にして 敗北 者だった の だと。 金 も 富 も 権力 
も、 すべては 永遠に 手に入れられない 「愛」 の 代償に すぎなかった の だと。 にわかに 
キル ケゴー ルの 精神に 目覚めて 絶望した 風太郎 は、 自殺して しまいます。 

という わけで、 キル ケゴー ルは、 喪 男 (っまり 自分) は 家族 や 財産 や 身分と いったす 
ベての 「現実」 を 論め て、 宗教、 すなわち 二次元に 萌え 狂う しかない、 と 結論し まし 
た。 つまり 「解脱」 です。 解脱と いっても ブッ ダの ような 静かな 境地を 目指す のでは 
なく、 あくまでも 情熱 的に 萌え 狂う ことを 推奨し ました。 解脱と いうよりも 「現実 か 
らの 飛翔」 の ほうがし っくりし ます。 

そういう ことを 書いて すぐに キル ケゴー ルは 死んで しまいました。 童貞の 純潔を 守 
った まま、 現実から 飛翔した のです。 へー ゲルは 世俗の 成功を 収め、 その 哲学は 体系 
化されて しまいました。 これに 対して、 キル ケゴー ルは 世間に 罵倒され ながら 野 垂れ 
死にし ました。 しかし 体系化 •モテ 化に 陥る ことなく 純粋な 咳で 残る ことと なつた キ 
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ルケ ゴ ー ルの 叫びは、 後世、 数々 の 喪 男を 呼び覚ます ことにな ったので す。 

とはいえ、 最後の 最後が 「神」 では、 中世に 逆戻りではありません か。 キル ケゴ ー 
ルは、 「現実」 をす ベて 棄却した 後に 残る 「救い」 を、 新たに 見つけられなかった の 
でしよう か。 レ ギーネ 騒動に この 謎を 解く 鍵が あります。 キル ケゴー ルの 「神」 は、 
教会 や 教義とは 何の 関係 もない 個人的な 「神」 でした。 つまり 「己の 脳 内の 神」 「自 
分 だけの 神」 だった のです。 キリスト教 とすら 実は 関係がない わけです。 彼は 当然、 
教会と も ケン カして いました。 もう 狂犬です ね。 かたっぱしから 偉い 雑誌の 編集部に 
パイ 投げに いくような ものです。 

そうです。 「信仰とは 人間 個人が 自分を 救うた めの もの だ」 という 真理を キル ケゴ 
1 ルは 再発 見した のです。 という ことは 組織 宗教は すべて 否定され る わけです。 組織 
宗教には 異教徒との 対立 や 異端の 排斥 や 宗派 争いと いう 血 なまぐさい 問題がず っと 横 
た わって いますが、 キル ケゴー ルは 「たった 一人の 宗教」 「自分 だけの 神を 見つける」 
という 方法を 見出した のです。 つまり、 宗教の 組織化を 否定 するとい うこと です ね。 
常に 例外 者、 アウト サイダ ー、 喪 男で あり 続けろ という ことです。 キル ケゴ ー ルは へ 
. — ゲル 個人を 嫌った というよりも、 へ^ ~ ゲル 「学派」 という 徒党を 組んで へ^ ~ ゲルの 
学問を 教義 化して いた 連中が 我慢で きなかった のでし よう。 教会に 対して ケン カを 売 
りながら イエスを 信仰 するとい う 彼の 態度 も、 同じ 理由からの もので しよう。 集団 
化、 組織化、 教義 化、 すべては ごまかしな のです。 

「世界と 俺と を、 完全に 切り離せ！」 

キル ケゴー ルの 実存 哲学は、 喪 男の 救いの 道を 「一人 だと 苛められ るから、 教会を 
作って みなで 集まろう」 という 方向から 「自分で 自分を 救え」 という 逆 走 方向に 持っ 
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ていつ たわけです。 ただ、 そこで キリスト教の 「神」 に 代わる 何 かを キル ケゴ ー ルは 
見つける 前に 死んで しまつた のでした。 


「乙女 化」 の 先駆者 アンデルセン 


05 


実は キル ケゴー ルは 同じ デン マ ー クの 童話作家 アンデルセンを 高く 評価し、 彼の 作 
品の 評論まで していました。 アンデルセンは 美しい 童話を 書き ましたが 外見は キモメ 
ン で、 通称 「デン マー クの オラン ウ ー タン」 です。 

見ての 通りです。 
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美化した 肖像画 も 残っ てるそう です が、 パ タリ ロ だって 自分を 美化した ポ ー ト レ ー 
卜を バンコ ランに 渡して ました からね。 

アンデルセンは 肖像画の 捏造 どころ か、 「噓の 自伝」 まで 書きました。 もうね、 め 
ちゃめち ゃ 幸せな 子供 時代で したよ、 ええ、 みたい な噓を 書いて たんです。 あまりに 
も 熱心に 「幸せな 自伝」 を 捏造して いたので、 自伝を 読んだ 人たち は 本気に していた 
そうです。 しかし 顔を 見れば 噓だ とわ かりそう な ものです。 アンデルセンを 最初に 高 

く 評価して 評論した 人物 こそが キル ケゴ ー ル だっ 
たのです が、 まさに 喪 男は 喪 男を 知る、 といった 
ところで すね。 で、 アンデルセンは 童話作家 とし 

て デン マー ク どころ か ヨ ー ロ ツバの スタ 1 となつ 

^ たのです が、 喪 男です から 全然 モテません でし 
た。 彼は ラブレ タ 1 の 代わりに 「ニ セ 自伝」 を 女 
の 人に 送りつ けて いたのです。 いつたい 何を 考え 


セ 


㉟ アンデルセン 

一八 〇五 年〜 七 五 年。 ハンス •クリス チャン. 
アンデルセン。 デン マ— クの 童話作家。 子供の 
頃から 喪 男。 学校が 嫌いで (たぶん 幼い 頃から 
女性 恐怖症だった と 思われる)、 何度も 不 登校 
とひき こもりを 繰り返した。 長い 挫折の 連続の 
果てに 詩人と して 世に出る が、 幼い 頃の 自分の 
よぅな ダメな 子供の 心を 癒す ために 童話作家と 
して 生きる ことを 決意。 大成功を 収めた にも か 
かわらず、 女性に キモい 自伝を 送る といぅ 奇癖 
と 「デン マー クの オラン ゥー タン」 と 呼ばれた 
キモ 顔が 幸いして 生涯 童貞を n き、 『みにくい 
ア ヒルの 子』 や 『マッチ 売りの 少女』 などの 喪 
の 魂に 溢れた 悲しい 童話を 創作し 続けた。 ま 
た、 美しい 少年 時代を スバ ラシい 家族たち と 共 
に 過ごした 自 を 書いた が、 後に この 自伝は 全 
部 真っ赤な ゥソで 彼の 家族は 怪しげな 暗い 経歴 
の 持ち主 ばかりだった ことが 判明した。 アンデ 
セン 先生つ …… ！ 代表作 『即興詩人』。 


ル 


㉟パ タリ ロ 

摩 耶峰央 の マン ガ 『パ タリ ロ！  .1 の 主人公。 子 
供に して マリネ ラ 王国の 国王。 人間とは 思えな 
いブサ ィクな 容姿と 異常な 特殊 能力の 数々 を 持 

つ。 

@ バンコ ラン 

英国の 諜報機関 MI6 に 勤務す る 長髪 黒髪の 少 
佐。 美少年 殺しの 異名を 持つ。 女性には まつた 
く 興味がない。 『パ タリ ロ！  J 第一 話で パ タリ 
口の 護衛を 務める が、 この 時に 渡されて いた パ 
タリ ロの 肖像画が 修整 バリ バリで 誰 だか わから 
ない ぐらいに 美少年 化されて いた。 もし パ タリ 
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ていたので しよう。 僕には これは アンデルセン による 「護身」 の 発動だった としか 思 
えない のです。 三〇歳 過ぎた 喪 男なら、 人生に 一度ぐ らいうっ かり キモメ ー ルを 書い 
てし まつた ことがありません か？  僕は あります。 ええ。 あります とも。 

アンデルセン 童話は、 喪 男が 二次元に 飛翔す る 話と か、 喪 男が イケ メンに 変身して 
成り上がる 話と か、 モテ モテの イケ メンを バカに する 話と かが 多いです。 

『マッチ 売りの 少女』 は、 この 世に 居場所の ない 喪な 少女が マッチを 擦りながら 妄想 
世界に 旅立って いく 話です。 キ モイ 系 ライト ノベルの 元祖です。 一見 何の 救い も あり 
ません が、 「現実は 悲惨なん だから、 二次元に 逝って しまいたい」 という アンデ ルセ 
ンの 祈りに も 似た 叫びが 聞こえて きそうです。 マッチ 売りの 少女は、 自分の 脳 内で 救 
われた のです。 

『みにくい ア ヒルの 子』 は、 説明 不要です ね。 キモ メンに 生まれ、 貧乏で 学校を 中退 
し、 オペラ 歌手に も なれな かった 「デン マー クの オラン ゥー タン」 が、 歳を 取って か 
ら 一発 逆転、 童話作家 として 栄光の 頂点に 伸し上がって いく 様を 描く 自伝です。 

『人魚 姫』 は 口を 開いたら 死んで しまう という 悲惨な 人魚が ヒロイン なのです が、 こ 
れ もキモ 自伝 メー ルを 送ったら フ ラれ てし まう アンデルセン 自身が モデルで しよう。 
アンデルセンは 顔は オラン ウ— タンで したが、 心は 「乙女 回路」 装備でした。 です か 
ら 、童話の 中では 女の子に なって 登場す る ことが 多い のです。 

『裸の 王様』 は、 「俺は 頭が いいんだ、 俺は イケ てるんだ」 と 思いたがる ために バカ 
げた ファッションに 身を やつす ア ホと、 そんな アホに すら 逆らえない 愚かな 人々 を か 
ら かつてい ます。 この 話には アンデルセンの ルサンチマンが たっぷりと こめられ てい 

ます 


口が 修整せ ずに 生の 写真を 送って いたら バンコ 
ランは 仕事を 引き受けな かつた だろう から、 
『パ タリ ロ！』 という マン ガも 生まれな かつた 
の だ。 


㉝キ モイ 系 ライ ト ノベル 
例えば f キラ X キラ〜 夢の 終わり. I  ( 本 田 透 著 
•二見 ブル— ベリ— 文庫) を 参照。 


© 乙女 回路 

なぜか 喪 男には 「少女の よぅな 純真な 心」 つま 
り 乙女 回路を 内蔵して いる 男が 多い。 「ロマン 
主義 回路」 とも。 ノヴァ— リス や アンデルセン 
(注 ㉟) 、宮沢 賢 治 (注 ⑰) を 参照。 
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ドイツの 民話を 収集して いた グリム 兄弟と 異なり、 アンデルセンの 童話は ほとんど 
が 創作でした。 アンデルセン 自身 も、 自分の 童話は 自分自身の 投影で あると 言って い 
ます。 まさしく、 喪 男 童話な のです。 喪 男と 童話は 妙に 親和性が 高く、 日本に も 「童 
貞 童話 王」 宮沢賢 治と いう 作家が 現れて います。 賢 治 も 生涯 独身で したが、 もちろん 
アンデルセン も 独身の まま 死にました。 それ も、 七〇 歳まで 生きて！ 

アンデルセンは デン マ ー クの 英雄でした。 その 葬儀は 国葬で 行われ、 教会には 王族 
から ホ ー ム レスまで、 入り きれない 数の 弔問 者が 訪れた といい ます。 それな のに、 な 
ん と七〇 歳まで 独身 童貞 喪 男を 貫いた アンデルセン。 偉大です。 ニ ー チヱの 言う 「超 
人」 とは、 あるいは アンデルセンの ことなの ではない かと 僕は 思う のです。 僕が 仮に 
国賓 待遇され て モテ モテに なって しまったら、 はたして 護身を 貫ける でしよう か？ 
全然 自信が ありません。 でも そんな 時には r キモい 自伝」 を 送りつ ければ よいの だ、 

と アンデルセン 先生が 教えて くださいました。 という わけで 僕 もい まから 「キ モ自 
伝」 を 準備して おきます。 

アンデルセンの 最大の 功績は 「フサ イクな オッ サン だって、 かわいらしい 『童話』 
を 語っ ていいの だ」 という 喪 男 芸術 史上の コペルニクス 的 転回を 成し遂げた ことで 
す。 いわば、 喪 男が 純文学の 世界から 突然 『り ぼん』 に 飛び出して きたよう な もので 
す。 ゲ ー テを はじめと する それまでの 喪 男 文学者は 、「男性と しての 自分」 を 主人公 
に、 萌え キャ ラとの 恋愛を 描きました。 しかし アンデルセンの 作品では、 もはや 自分 
自身が 『マッチ 売りの 少女』 や 『人魚 姫』 のよう な萌え キャラに 変身して いる わけで 
す。 読ませる 相手 も 喪 男 だけでは なく、 老若男女です。 まあ 童話です から お 子ち ゃま 
が メイン タ 1 ゲットで すね。 僕は このような 喪 男 自身の 萌え キャラ 化 現象を 「乙女 


⑳ 「り ぼん」 

集英社の 少女 マン ガ 雑誌。 多くの 少女 マン ガ雑 
誌が セックス マニュアル 化しつつ ある 時代の 風 
潮に 逆らぅよ ぅに、 夢 わくわくの 王道 少女 マン 
ガ 世界を 守り 続ける 硬派 乙女 雑誌。 『アニマル 
横町 j 『出ました つ！ パワ パフ ガー ルズ Z』 な 
どが 連載され ている。 
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化」 と 呼んで います。 そして 「乙女 化」 こそが 喪 男を 救う 道な のでは ないかと 最近 思 
索して いる 次第な のです が、 アンデルセンは その 「乙女 化」 の 先駆者な のです。 

へ ー ゲルが 作り上げた セ カィ 系 哲学を 否定して 「俺 哲学」 を 唱えた キル ケゴー ル 
と、 自らの 過去まで 脳 内で 書き換えて 「俺 童話」 を 書き続けた アンデルセン。 なんと 
いう 運命の いたずら か、 「デン マ ー クで 一番 モテない 男」 が、 世紀末 喪 男 救世主が、 
同じ 時期に 同じ 地域で 二人 も 生まれて しまった のです。 そして 一人は 「実存 哲学」 の 
開祖と なり、 一人は 「萌え 話」 の 開祖と なった のです。 その 生涯は 対照的でした。 す 
ベて を 否定した あげく 再び 「神」 を 見出さ ざるを 得 なくなった キル ヶゴー ルは 絶望の 
果てに 死に、 萌え 童話に ょって 自らを 癒しながら 人々 を も 癒す 道を 見つけた アンデ ル 
センは (童貞 だけど) 栄光につつ まれて 死にました。 

だが、 二人のう ちい ずれ かが 正しくて、 いずれ かが 間違って いたと いう わけでは あ 
りません。 喪 男の 歴史に 大 いなる 足跡を 残した 二人の 伝説は、 永遠に 語り継がれる こ 
とでし よう。 世界中の 喪 男たち によって …… 。 


4  恋愛を も 放棄した 喪 男 ニー チ H の崩襃 


新しす ぎて 当時の 哲 学界からは 無視され る 

といぅ わけで、 いよいよ 「世界 最凶喪 男 | ニー チヱです 0 
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H 

チ 


ニ ー チェは 一九 世紀末に またまた ドィツで 活動 
しました。 近代の 最後の 最後に ニ ー チヱが 現れた 
わけです。 ニー チェは とてつもない 秀才だった そ 
うで 弱冠 二 五 歳で 古代 ギリシア 専門の 大学教授に 
なります が、 体を 壊して 三 五 歳 頃から ひきこもり 
になり ました。 やはり、 だいたい 三 五 歳 前後と い 
う 年齢が、 喪 男 哲学者に とっての 分水嶺と なる よ 
うです。 ここから 『ツ ァラ トウ スト ラは こう 言った』 などの 売れない 哲学書を 量産す 
る 半 ニ ー ト 生活に 突入した わけです が、 当時の 哲 学界から はまっ たく 見向き もされ ま 
せんでした 。『ツァラ トウ スト ラ』 は 全 四 巻でした が、 一冊 目が 全然 売れなかった の 
で 版元が 見つから なくなり、 途中から 自費出版に なって しまいました。 秋 葉 原の 「と 
らの ああ」 みたい な 場所で しか ゲットで きない シロ モノだった のです。 いまで こそ 岩 
波 文庫 や 全集な どが 大量に 売られて いる ニ ー チヱです が、 生前は まったく 理解され な 
かった のです。 喪です ね。 

なぜ 理解され なかっ たかと いうと、 あまりに も 新しす ぎた からです。 まず、 へ ー ゲ 
ル 哲学の ような 「言語に よる 体系」 という ものを ニ ー チヱは 疑って いました。 言語、 
哲学的 言説に よって 世界を 語りつ くす ことな どで きない、 と。 故に ニ ー チヱの 文体は 
アフォ リズ A? の 形を 取る ことが 多く、 要は 僕が 以前 書いた 文明 批評 エッセィ 本 『電波 
男』 みたい なデタ ラメな 文体でした。 若い 頃は ちゃんと 論文 調の 文章を 書いて いたの 
です が、 徐 々に べらんめえ 調に なって いったの です。 代表作 『ツァラ ト ウス トラ』 は 
ほとんど 独り言です。 


⑪ とらの あな 

オタク 系の マン ガ •同人 誌 •グッズを 売つ てく 
れる ありがたい 店。 秋 葉 原 や 新 宿な どに 店舗を 
構える。 中 野 ブロー ドウ ヱイに も 是非 進出して 
もらえる と 助かります。 


⑫アフ オリ ズ厶 

箴言 (しんげん)。 非常に 重要な 思想を、 長々 
と 書かず 短い 言葉で ズバッ と 書き表す こと。 そ 
も そ も 真理は 簡潔な 言葉 や 数式で 言い表せ なけ 
れ ばなら ない、 と アィンシュタィン も 信じて い 
た。 
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ニー チヱは 代表作と なる はずだった 『権力への 意志』 の 執筆 中に 発狂して しまい、 
妹 エリザべ 一 卜に 看病され ながら 廃人と して 晩年を 過ごしました。 一説では 梅毒が 脳 
にまで 進行した といわれて います。 ニー チヱは 言うまでもなく 生涯 独身の 生粋の 喪 男 
でした が、 若い 頃に うっかり 売春宿に 行って 梅毒を うつされて しまったの だとい う 説 
もあります。 また、 妹との 仲が 怪しい という 噂 もあります。 いろいろな 喪な 噂が ニー 
チェの 周囲に 渦巻いて いる わけです が、 もちろん 本書では そのような ことは 問題では 
ない のです。 

大切な ことは、 二— チェが 喪 男だった という こと だけです。 


へー ゲル 哲学より いまの 現実 

ニ ー チェは シヨ ー ペン ハウェルの 影響を 多大に 受けて いました。 シヨー ペン ハウ ェ 

ル も ドイツの 哲学者で すが、 どぅした わけ か インド 哲学の 影響を 受けて 東洋 哲学 独特 
の 厭世主義を 西洋 哲学に 持ち込んだ 人です。 従って、 シヨー ペン ハウェルの 喪 男 哲学 
思想は ブッ ダと 似た よぅな 考えです。 人生とは 苦しみで ある、 と シヨー ペン ハウェル 

は 言い出した のです。 

ル  人間は それぞれ バラ バラの 「意志」 を 持つ てい 
H 


ゥ ます。 で、 へー ゲル や カン トは 個々 人の 精神を 
\ 

ぺ 「絶対 精神」 や 「共通 感覚」 といった 概念で ネッ 
一  トワ . — ク 化する といぅ 仮想 モデルを 考えた わけで 

3 

シ す。 各個 人が § 分の 「意志」 を 持って 動いて いる 
以上、 人間 それぞれが 永遠に 孤立した ままでは、 


⑬ シヨ— ペン ハウェル 

一七 八 八 年〜 一八 六〇 年。 アル トゥ— ル •シヨ 
—ぺン ハウェル。 ドィツの 哲学者。 へー ゲルの 
同時代 人で、 へ— ゲル 的 世界主義 哲学と 真っ向 
から 対立した 実存 哲学の 祖 。西洋の 伝統的な 喪 
男 哲学で ある カント や プラトンの 他、 ィンド 哲 
学 •仏教を も 取り入れた 厭世主義 的な 喪 男 哲学 
を 打ち立て、 「世界とは 苦しみで あり、 この 苦 
しみから 逃れる には 解脱 や 芸術し かない」 と 説 
いて 一生涯 独身を 貫いた。 西洋の 喪と 東洋の 喪 
は、 シヨ— ペン ハウェル において 出会った ので 
ある。 アフォ リズムが 得意で、 例えば 「読書と 
は 他人に ものを 考えても らう ことで ある」 など 
の 喪な 箴言を たくさん 書き残して ニー チヱを は 
じめ 数 限りない 後世の 喪 男に 大きな 影 1  ::を 与え 
た。 筆者 も 若い 頃 ひきこもって 本 ばかり 読んで 
いた 時に この アフォ リズムに 突き当たり、 「そ 
うだ、 自分の 頭で ものを 考えなければ ダメ なん 
だ」 と 目を覚ました 一人で ある。 「およそ 書く 
に 値する 思想が あれば、 素材と 内容は 自然に 溢 
れて くる」 という アフォ リズム も あるが、 こつ 
ちは なかなか 実践で きません …… 。代表作 『意 
志と 表象と しての 世界 』 『読書に ついて』 『幸福 
について』。 
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戦争 や 差別と いった 悲劇が 果てしなく 繰り返される からです。 

喪 男 哲学者は、 「世界」 と 「自分」 との 断絶に よって 苦しめられて います。 その 苦 
しみを 解決す る 方法を 探す ことが 喪 男 哲学の 目的です。 だから カン ト やへ ー ゲルたち 
近代 哲学者は 「人間の 精神には 『理性』 『知性』 が あるから、 いまは 地獄の ような 世 
界 だけど、 いずれは なんとかなる、 みんなが 一つになる 時が きっと 来る」 と 結論した 
のです。 ですから 彼らの 哲学は、 「いつの 日 か、 喪 男もィ ケメン もなくなる、 ユ—卜 
ピアが 訪れる。 だから もっと 勉強して 知性を 磨いて 科学を 追究して 市場を 切り開いて 
頑張ろう」 という 西洋 近代主義の 気分に、 「言葉の 体系」 を 与える という 作業だった 
わけです ね。 「いまは ダ メダメ だけど、 頑張れば なんとかな るよ」 という ことです。 

それに 対して キル ケゴー ルは 「そんな 御託より、 いまの 俺が モテない という 現実を 
どうして くれる」 と 言つ たわけです。 

近代が 成熟して 頹 廃に 向かい 始めて いた 一九 世紀末と もなる と、 資本主義 社会の 成 
長に よって 生じた 「勝ち 組」 と 「負け 組」 の 格差は 歴然とした ものに なって いまし 
た。 いくら 「未来に 向かって 努力し よう」 と 煽っても、 「俺は どうせ 関係ない ね！」 
と 否を 唱える 喪 男が 増加した わけです。 ですから 楽観的な 予定調和 論だった へ— ゲル 
哲学は、 徐 々に 廃れて いきました。 代わりに 厭世 気分を 先取りし ていた ショー ペン ハ 
ゥ エルが 支持され 始めた のです。 王侯貴族 だけが モテだった 中世は、 まだ マシだった 
のです。 キリスト教の 教義に 基づいて、 基本的に すべての 人間が 罪人、 つまり 喪 男 だ 
ったので すから。 そもそも 「市民」 という ブル ジョア 階級は、 近代に 生まれた 新興 階 
級です。 中世では 王侯貴族 以外の 人間は みんな 貧乏人でした。 モテ も へった くれ も あ 
りません。 生きる ので 精一杯でした。 
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「恋愛」 などと いう もの も、 元はと いえば 貴族 階級 だけの 道楽でした。 国民 一般に 広 
く 恋愛が 普及した のは、 近代 以後な のです。 ゲー テに 代表され るよう に、 神な き 時代 
に 神に 代わって 恋愛を 崇めよう という ロマン主義が 市民階級の 間で 勃興した のは、 近 
代の ことです。 さらに、 最初は 芸術 運動だった 恋愛は、 産業革命 によって 一般 庶民に 
普及した のです。 ところが、 恋愛は 元々 宮廷 文化です から、 金が かかります。 恋愛は 
決して、 ゲ ー テが 『若き ウヱ ルテルの 悩み』 で 描いた ような 喪 男 哲学的な 命題を 孕ん 
だ 芸術と してでは なく、 「恋愛 資本主義 市場」 の 「商品」 として 大衆化した のです。 


恋愛と 贅沢と 資本主義 
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一九 一〇 年代に、 経済学 者の ゾンバルトは 『恋愛と 贅沢と 資本主義』 といぅ 経済学 
書を 出版し ました。 ゾンバ ル トは いまから 一 〇〇年 も 昔に、 「恋愛 資本主義」 といぅ 
世紀 的な 概念の 祖型を 作った 人です。 ゾンバルトに よると、 元々 貴族 階級の 道楽 
であった 恋愛は、 「贅沢」 と ワン セットに なって いたと 言います。 例えば ゲー テの 
『ファウスト』 では、 ファウストが グレ ー トヒヱ ンの気 を ひくた めに 価な 宝石を 贈 
ります。 あの 即物的な 贈与 行為 こそが 「近代的 恋愛」 の 本質な の だ、 と ゾンバルトは 
喝破した のです。 以後、 この 即物的な 贅沢を 本質と する 恋愛が、 市民社会 化 •近代化 
によって 庶民 階級に 普及して いく 過程で、 莫大な 量の 贅沢が 消費され る システム、 つ 
まり 「資本主義」 が 発展して いった と言うの です。 

こんな こと 一 〇〇年 前に 言って たなんて、 相当の 喪 男です。 要は、 「すべての 男が 
女の 機嫌を とる ために 贅沢させる ようになつ たので'  資本主義 社会が 発展した」 とい 
うわけ です。 すべては 女の 贅沢が 悪い という ことです。 


⑭ ゾンバルト 

一八 六 三年〜 一九 四 一年。 ヴヱ ルナー  •ゾンバ 
ル ト。 ドィツの ロマン派 経済学 者。 ゥヱー パー 
が 資本主義の ル— ツを プロテスタンティズムに 
求めた のと 同様に、 ゾンバルトは 著書 f 近代 資 
本 主義 J で 資本主義の ル— ツを 啓蒙 主義 思想に 
求めた。 その後、 『ユダヤ人と 経済 生活 j では 
資本主義の 拡大の 原因を ユダヤ人に 求め、 続く 
『恋愛と 赘 沢と 資本主義』 では 恋愛 = 女 こそが 
資本主義 拡大の 原因で あると した。 フランス 啓 
蒙 主義が 宮廷 恋愛を 都市に 流出 させ、 男が 女に 
モノを 貢ぐ 「愛妾 経済」 が できあがった。 これ 
が 資本主義の ル— ツで ある、 と言ぅの だ。 
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言うまでもなく ゾンバルトは フェミニストから 忌み嫌われて いますが、 これは まさ 
しく 一面の 真実です。 日本の 現状を 見て いただきたいです。 

例えば バブル 時代の 恋愛とは、 こういう ものでした。 映画館で 女に 『私を スキ ー に 
連れてって』 を (男の ォゴリ で) 見せます。 映画と 現実の 区別が っかない 犬の 世界観  ㊣ 「私を スキ— に 連れてって」 

, ^  一九 八 七 年。 ホイ チョイ •プロダクションの ス 

で 生きて いる 女が 「私 も 原 田 矢 世の ように スキ ー 場に 連れて行 って ほしい わ ぁ」 と  キ— 翼賛 映画。 ヒロインは 原 田 知 世。 ュ- ミン 
寝言を ほざきます。 で、 男は やりたい 一心で 女を 西武 バスに乗せ、 苗 場 プリンス ホ テ  こと 化 任 谷 由 0^ の 挿入 歌ゝ r 恋人が サンタ クロー 

ルまで お 泊り に 行きます。 全部 男の オゴリ です。 で、 たいして うまく もない くせに、  のに テレビの C M スポットで 強制的に 刷り込ま 

いや そもそも スキ ー に 青春を 捧げる 情熱 もない くせに、 お洒落 気分で 女は スキ ー に 興  彳た 
じる わけです。 原 田 知 世に なった つもりな のです。 脳 内では ユ ー ミンの 歌が 流れて い 
ます。 現実と 空想の 世界の 区別が 全然っ いていません。 苗 場は 周囲から 隔離され た 世 
界で すので ボツ タク リ 放題、 ヵレー ライス ー皿 一 五〇〇 円です。 全部 男の ォゴリ で 
す。 プリンス ホテルに 高い 宿泊料を 払います。 全部 男の ォゴリ です。 ここまで やっ 
て、 やっと、 男は セツ クス させて もらえる わけです。 合計 金額を 計算す ると、 ソープ 
ランドより ずっとず っと 高いです。 しかし 男は 考えます。 「俺は ソープ 嬢では なく、 

素人 女と ャ った。 ソ ー プに 行って る 奴より 俺の ほうが モテて いる。 故に 俺は 勝ち 組 
だ」 こうして、 映画 •音楽 •スキ ー 場が 三位一体 となった 「恋愛」 という 商品が 見事 
に 消費され たわけです。 

ゾンバ ル トに よると、 すでに 資本主義は 最初の 段階から このような 「恋愛 資本 主 

義」 だった というの です。 僕は 『電波 男』 で、 恋愛 資本主義は 資本主義と バブル 経済 
が たまたま 融合した 結果 だと 書いた のです が、 すみません 僕が 間違っ ていました！ 

人間 恋愛、 現実 恋愛の 本質とは 贅沢で ぁり、 贅沢が 資本主義を 産んだ のです。 
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中世の キリスト教 時代は 暗黒時代と 言われる ぐらいで、 王侯貴族、 教会 以外は みん 
な 貧乏で 全員 喪 男でした。 「悪平等」 の 世界だった のです。 キリスト教 という 喪 男の 
世界観が 全世界を 覆って いたので すから、 これは 当然です。 つまり 中世の 人間は みん 
な 喪 男 = 負け 組でした。 偉い のは 神様 だけです。 悪平等の 世界です が、 競争 もない わ 
けです。 みんな 不幸が デフ ォルトな ので、 あまり 悩みません。 「いっぺん 王様に なっ 
てみたい の一」 とつぶ やくぐ らいで 終わりです。 

しかし、 近代は 違いました。 近代では、 神に 代わって 人間が 世界を 切り開いて よい 
という ことにな りました。 人間には 「共通 感覚」 や 「絶対 精神」 が 備わっ ている ので 
大丈夫 だ、 という わけです。 世界は 突如、 人間の 精神に よって 作り 変えられる 舞台と 
なりました。 ひきこもり 続けた 反動で ナチュラル ハィ 状態に 陥った のです。 

中世 も 近代 も、 いずれも 「人間 (俺)」 と 「世界」 の 分裂を 回避す るた めに 何ら か 
の システムを 採用して いたわけ です。 中世では 「この 世は 全部 地獄 だが、 死ねば 天国 
= 二次元に 行ける」 という 「未来/あの世に 先送り 方式」 の 救済 システムが 採用され 
ていました。 神様を 信じて いれば 大丈夫。 そもそも 庶民は ろくに 文字 も 読めません か 
ら 、教会の 言う ことを 鵜呑みに する だけで、 余計な ことは 考えられません。 これは 文 
化が 遅れて いたと いうより、 わざとそう していた 節が あります。 聖書では、 知恵とは 
悪魔から 授けられた 「余計な もの」 でした。 ただし 教会 や 王侯貴族 といった モテ 組の 
中には 「この 世を キリスト教の 理想 世界に しよう」 という 外向き の 情熱を 持った 面々 
もいて、 十字軍を 結成したり 魔女を 狩ったり して 「この 世を 二次元に 合わせよう」 と 
頑張っ ていた わけです。 まあ 全部 失敗し ましたが。 しかし、 全体としては 庶民は みん 
な ひきこもり 状態です から、 (近代 以後の ことを 思えば まだ) 平和だった のです。 
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ゾンバ ル トは 近代 恋愛を 一種の ボト ラッチ 行為と して とらえて いた。 女性を 神と して 崇拝す る 騎士道の ロマ 
ン テイ シズ 厶が 経済的な ポト ラッチと 結びついた ために、 資本主義 市場は どこまでも 拡大し 続けなければ な 
ら なく なった の だ。 


図 3  —  6  ゾンバルトの 「恋愛」 システム 


近代は、 「世界 (キリスト教の 教え)」 に 人間が 合わ 
せる のでは なく、 「俺」 に 「世界」 が 合わせるべき 
だ、 と 考えた 時代でした。 大勢の 人間が ひきこもり 
を やめて 積極的に 三次元 = 世界を 征服し 始めた わけ 
ですから、 いろいろ 問題が 起こりました。 植民地 主 
義 とか、 帝国主義と かです。 へ ー ゲルに よれば 国家 
こそが 絶対 精神の 最終的な 姿な ので、 国家が 喪 男を 
救済す る 最高の 機関 だと 考えられる ようにな ったわ 
けです。 また 具体的な 個人 救済の 方法の ひとつと し 
て 採用され たのが、 脳 内の 神への 信仰ではなくて 現 
実の 女との 恋愛、 つまり 「贅沢」 なんです。 

つまり、 中世と 近代と では、 何もかも がひっく り 
返った のです。 

ゾンバルトは、 例えば 高級 風俗 店なん ての も 宮廷 
から 都市へ と 流出した もの だとい います。 洗練され 
た 宮廷 恋愛 文化は、 風俗 店を 通して 大衆へ 伝えられ 
ていった の だと。 そうか、 それで ソ ー プや ラブ ホ テ 
ルって 宮殿み たいな デザィンだった りする のか。 ゾ 
ン バルトは さらに、 資本主義 経済を 「愛妾 経済」 と 
まで 呼ぶ のです。 ゾンバ ル トに よれば、 近代の 恋愛 
とは 図 3  I  6 のよう な ものです。 
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男が 「恋愛 作法」 に 金を つぎ 込みます。 より 多くの 金を つぎ 込んだ 男が 女に モテる 
のです。 で、 女の 則 も、 妻で なくても 「愛妾」 でよ かった わけです。 贅沢で きる か 


ら 


これは 拙著 『電波 男』 の 話ではありません。 

マックス •ゥ ヱー パ ) 7( と 肩を 並べる ドイツの 経済学 者が、 そう 言って いるので す、 
いまから 一 〇〇年 も 前に！ 

近ヤ 的 恋愛は、 そもそもは ゲ ー テが 描いた ような ロマンティシズムの 文化だった は 
ずです。 「僕は、 君の ためなら 死ねる！」 という 岩清水 君 イズム こそが 恋愛の 原点で 
した。 女性を 神の 如く 崇拝し、 神への 信仰に 代わって 恋人への 恋愛 感情を 抱く ことで 
自我の 安定を 得る。 それが 近代に 発明され た 「恋愛」 でした。 それが、 なぜ、 「愛妾 
経済」 などに 堕落して しまったの でしよう か？ ゾンバルト はこの 謎を、 「女性 優位」 
という フェミニストに 焼き殺され そうな 言葉で 解明し ます。 

『竹 取 物！ では、 かぐや 姫は 凄い 美女だった ので モテ モテでした。 しかし、 自分に 
求婚す る 男たち に対して 絶対に あり もしない ような 贅沢品を 要求し ます。 かぐや 姫は 
「モテの 魔の 手」 を 払いの ける ために わざと 無理難題を ふっかけた だけな のです が、 
男たち は 「君の ためなら 死ねる！」 と 言い出して あり もしない 贅沢品を 捜し求め、 流 
良し、 破滅して いきます。 まるで 聖 杯を 探求す る 円卓の 騎士の ように！ 

つまり、 喪 男たち が 騎士道 精神に 目覚めて 「君の ためなら 死ねる！」 と 女たち に 言 
い 出した 結果、 女たち は 調子に乗 って 「贅沢 させろ」 と 言い出した。 かくして、 喪 男 
たちは 七つの海を 渡り歩き、 植民地を 切り開き、 黒人を 奴隸 にし、 労働者を 搾取し、 
環竟を 破 * しまく り、 「資本主義」 という 狂った 世界を 作り上げて しまった の だ、 と 


@ マツ クス •ウエ —バ| 

一八 六 四 年〜 一九二 〇年 。ドィツの 経済学 者。 
ョーロ ツバに おける 資本主義の 発展が、 実は プ 
ロ テス タン テ ィズムの 勤勉の 精神と 関連して い 
ると 主張した。 代表作 『プロテスタンティズム 
の 倫理と 資本主義の 精神』。 

⑰ 岩清水 君 

七〇 年代、 『週刊 少年 マガジン』 に 連載され た 
梶原 一騎 + ながやす 巧の マン ガ 『愛と 誠 』 に 登 
場す る 脇役 キャラ 岩清水 弘 。ヒロインの 早乙女 
愛に 片思いす る 眼鏡 クン。 まったく 相手に され 
ていないのに 「君の ためなら 死ねる！」 という 
名言を 勝手に 吐いて 伝説に なった。 現代なら ス 
卜— カー 防止法で 逮捕される 人。 この マン ガに 
は 「女は DQN が 好き」 「女は 喪 男が 嫌い」 「い 
い 人い い 人、 どうで もい い 人」 という 恋愛 世界 
の 三 原則が これで も かと 描き 尽くされ ている。 

© 「竹 取 物語」 

平安時代に 創作され た 日本 最古の 物語 小説。 あ 
る 日、 おじいさんと おばあさんは 竹の 中から 女 
の 子を 見つけ、 かぐや 姫と 名付けて 育てる。 超 
絶 的な 美少女に なった かぐや 姫は あらゆる イヶ 
メンの 誘いを 振り切る ため、 「仏の 御 石の 鉢」 
「蓬 萊の 玉の 枝」 「火 鼠の 裘 (かわごろも)」 「龍 
の 首の 珠」 「燕の 子安貝」 といった 絶対に 手に 
入らない 赘沢 品を イケ メン たちに 要求。 イケメ 
ン どもは 哀れ 次々 と 倒れて いく。 こうして かぐ 
や 姫は 見事に 処女を 守り 通し、 UFO に 乗って 
生まれ故郷の 月へ 帰る のだった。 
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ゾンバルトは 考えた のです。 

女の ワガ ママを いちいち 聞いて いたら キリがない という ことは、 ハー レムの 現実を 
目の当たり にして ウン ザリ したお 釈迦 様が 大昔に 悟って おられた のです が、 ゲー テた 
ち ロマン 主義者は みんな 童貞 魂 溢れる 喪 男です からそう いう 考えには 至らなかった の 
です。 ゲ ー テは、 そんな 現実の 女の ヮガ ママな ど どうで もよ くひた すら 脳 内で 「恋 
愛」 に萌 えていた のか もしれ ません。 

ですから 近代的 恋愛は、 喪 男の ロマンティシズム H 「萌 え」 の 精神と、 女の 贅沢. 
ワガ ママ = 「物質主義」 が 融合した 結果、 「恋愛 資本主義」 という 形と なつて 完成した 
わけです。 しかし、 女 だって 好き好んで 贅沢に 走った のでは ない と 思います。 女 も 
「萌 え」 としての 恋愛を 本当は 求めて いたは ずです。 しかし、 現実は 厳しい。 イケメ 


ン 王子 様な A て 歌舞伎 町の ホス ト クラブに しかいません。 いまでも 「シンデレラ 
ンプ レックス」 なんて 言葉が あります が、 白馬の 王子 様なん かを 信じて いても 負け犬 
女になる だけです。 ですから、 どこかで 妥協し なければ なりません。 

王子 様が ダメ なら、 せめて お金 持ちと くっついて 贅沢して、 本当の 萌え 恋愛が でき 
ない ゥサを 晴らしたい。 そう 考える 人が 結構 多い わけです。 「現実」 (三次元) と 「空 
想」 三次元) の 区別が ついていない。 目に 見える 現実 全部が 二次元 (自分の 空想) に 合 
わせるべき だと 信じて いる。 彼女たち はたいて い カン ト だの デカルト だのの 哲学な ど 
知りません から、 そこに 二元論 的な 葛藤な どありません。 「二元論」 という 概念を そ 
も そ も 知らない のです。 

もちろん、 男の 中に もゲ ー テ 的な、 あるいは キル ケゴ ー ル 的な 喪 男 精神な どか けら 
もない 奴 だって 大勢い ます。 そういう 男は、 やりたい 一心で 女に ホィ ホィと 贅沢 させ 


⑲ シンデレラ •コンプレックス 
コレッ ト •ダウリングの 著書 『シンデレラ •コ 
ンプ レックス J で 紹介され た 概念。 他者 (ィケ 
メン) に 依存した いな—、 いつか 王子 様が 迎え 
に 来て くれない かな— といぅ 無意識的 願望の せ 
いで 女性が 才能を 発揮で きずに いる 状態。 女性 
の 自立を 阻む 内的 要因。 婚期を 逃す 原因と もさ 
れ る。 
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る わけです。 すると 前述した ような タイプの 女に モテます よね。 

かくして、 「女に 贅沢させる と少 々ブサ イクで も モテる らしい よ」 となり、 世の 大 
多数の 男は ブサ イクです から、 「そうか！」 という ことになります。 で、 ますます そ 
の 手の 男が モテる ようになります。 その 結果、 「君の ためなら 死ねる っ！」 という 口 
マン 主義を 抱いた 喪 男は、 その 愛 深き 故にます ます モテ なくなり、 キ モメン という 名 
の レッテルを 貼られて 恋愛 資本主義 ピラミッドの 最下 層に 落とされる のです。 

シヨ— ペン ハウェルの 厭世主義 

さて、 そんな 近代の 爛熟と 迫り 来る 世紀末を 目の前にした シヨ ー ペン ハウェルは、 
人間 0 持つ 「意志」 は 暗くて 盲目 だ、 つまり ダメ だ、 と 断 じました。 これが 厭世主義 
(ペシミズム) です。 人間は もう 終わり だ。 なぜ ダメ かとい うと、 意志は 単なる 「衝動」 
だからです。 「モテ」 というのは ただの 衝動です。 「動物化」 です。 そんな 「モテ」 が 
「絶対 精神の 実現」 とやら に 向かっ ている なんて、 どう 考えても 信じられません。 モ 
テ 男は 単に 女の 膣に 射精したい だけで、 それは シャヶ が 生まれ故郷の 川に 戻って きて 
卵の 上に 射精して クタ パつ ていく のと 同じです。 共通 感覚 だの 道徳律 だのとは まった 
く 無縁です。 そんな 立派な 「意味」 や 「目的」 など、 人間には ない のです。 

この 世には、 喪 男 だから こそ わかる 真理が あるので す。 時代は 一九 世紀 ヨー ロッ 
パ。 モテ 男が 恋愛 資本主義に ハマって 女に 贅沢させる ベく 狂奔して いた 陰で、 喪 男の 
シヨ ー ペン ハウェルは 「すべては 虚しい」 「欲望を 捨てよう」 と ブッダ 思想を 唱え 始 
めた のです。 

で、 シヨ ー ペン ハウェルは、 この 苦しみに 満ちた 自分を 救うた めには、 まずは r 芸 
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術」 だ、 と 説きました。 要するに オタクに なれと いう ことです。 芸術 もまた、 社会の 
近代化に よって 急速に 大衆へ と 普及しつつ ありました。 萌 えろ、 という ことです。 も 
ち ろん シヨー ペン ハウェルは 暗い 人な ので、 アツ パー 1 の 萌え萌 え 芸術は あまり 評価 
しませんで、 「悲劇」 と 「音楽」 を 重視し ました。 いまなら 『AIR』 なんか オスス 


メ 


しかし それだけでは まだ 苦しみは 残ります。 最後には 「禁欲」 しなければ いけな 
い、 と ショ ー ペン ハウェルは 考えました。 完全に 解脱して しまえと いぅ わけです。 

こんなに 暗い シヨ ー ペン ハウェルの 哲学が 大 流行した 理由は、 彼の 思想が 近代 恋愛 
資本主義 社会から 落ちこぼれた 大勢の 喪 男の 共感を 呼んだ からです。 つまり シヨ ー ぺ 
ン ハウェルが 近代に ペシミズムを もたらし たのでは なく、 喪 男たち の ペシミズムの 叫 
びが 彼に ペシミズム 溢れる 哲学書を 書かせた の だと 言えます。 


㉚ ァッ パ-系 

人の 性格 や アート の 性質の 一つ。 いわゆる ィケ 
ィケ ドンドン。 ポジ 志向で、 ひたすら 上昇して 
いくのが 特徴。 反対は 「ダ ウナー 系」。 こっち 
は どんどん 下降して いく。 クス リ にも アツ パ— 
系と ダ ウナー 系が あるら しいので、 最終的には 
脳 内 ホルモンの 種類に 還元で きそぅ。 


最初に 哲学 史を喪 男の 歴史と して 語った 二— チ H 

ニ ー チェ もまた、 ショ ー ペン ハウェルに 感銘を 受け まくった 喪 男の 一人でした。 し 
かし、 ニー チェは ここから、 今まで 誰もな しえ なかっ たょうな 仕事を 始めます。 西洋 
の 歴史とは、 「喪 男の ルサンチマン」 の 歴史だった、 と 言い出し たのです。 

そうです、 哲学 史を 「喪 男の 歴史」 として 語る のは、 僕が オリジナルでは ありませ 
ん 。これは 実は ニ ー チヱが 最初に 始めた ことです。 もちろん そんな ことができ たの 
は、 ニー チヱが 喪 男 だからです。 ニ ー チヱは、 自分の 卑小な 自己満足を 得る ために 高 
みから 喪 男を 見下ろして 「非 モテ」 だと か 呼んで 偉そう に 分析して いるょう な 連中と 
は 違います。 これは 喪 男の 血の 叫びな のです。 なにしろ、 彼は 途中で 狂って しまっ 
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て、 そ n っきり 電波 お 花® から 戻って こなかった のです、 テレビ 版 『機動 戦士 スガン 

氺1  *•  2 

ダん』 最終回の カ ミ ー ユ •ビ ダンに なったん です。 カ ミ ー ユ もまた、 ィケ メンの モテ 
モテ ハー レム 野郎 •シロ ッ W を ルサンチマンで ブチ殺して、 それっ きり 二次元に 旅立 
ってし まった 喪 男 英傑でした。 テレビ 版では ね。 

最近、 なんでもかんでも 「あいつの 言っ てることは 弱者の ルサンチマン だ」 の 一言 
で 否定す る 人が 増えて ますが、 ルサンチマンとは そもそも 喪 男が 血み どろの 自己 観察 
の 果てに 内面に 発見す るべき ものすな わち 原罪で あり、 他人を バカに したり 喪 男の 血 
の 叫びを 封殺す るた めに 「他人 事」 として ルサンチマン という 単語を 便利に 使う のは 
いかがな もので しょう か。 ルサンチマンは 喪 男の 内面に いきなり 自発的に 湧いて くる 
ものでは なく、 社会と いう 人間関係の 関わりの 中から 生まれて くる ものです。 つまり 
ルサンチマンは 社会の 問題であって 個人の 内面の 問題では ない のです。 ブッ ダの 言う 
「縁起」 です。 原因が あり、 結果が ある。 もっと 言えば この 世に ルサンチマン のない 
人間な ど、 ただの 一人 もい ません。 哲学とは 「知」 ではありません。 哲学とは 「血」 
なのです。 血を 流さない 哲学、 他人 事の 哲学な ど、 哲学と 呼ぶ に 値しません。 少なく 
とも ニ ー チェは そう 考えました。 

ーー チェは これまでの 西洋 思想を すべて、 あたか もちやぶ 台を ひっくり返 すか 
のように 転倒 させました。 まず、 善と悪が 西洋に おいては 逆にな つてい る、 と ニ ー チ 
ェは 言いました。 西洋の 価値観と いうのは、 つまり キリスト教の 価値観の ことです。 
キリスト教は、 弱者を 「善」、 強者を 「悪」 と 考えます。 すでに 見て きたよう に キリ 
スト 教が喪 男 宗教で ある 以上 これは 当然の ことです。 これに 気づいた ニ ー チヱは、 
「ちよつ と 寺った！ 異議 あり！」 と 物言いを つけたの です。 「普通に 考えたら 強者が 


さて 


㉛ 「機動 戦士  Z ガンダム」 

一九 八 五 年〜 八 六 年。 サン ラィ ズのテ レビア ニ 
メ 。『機動 戦士 ガンダム』 の 正統な 続編。 監督 
は 富 野 由悠季 。ショー ペン ハゥェル 的な 厭世観 
が 漂い、 続々 と 二— チヱ 的な 超人 主義者が 現れ 
ては 演説 や 議論を 始める という、 前 作とは まっ 
たく 異なる 暗い 卜— ンの 作品に なつて いる。 

㉜カ ミ— ユ •ビダ ン 

『機動 戦士  Z ガンダム j の 少年 主人公。 第一 話 
からすで に 宇宙を 幻視して いたり、 名前を バヵ 
にされ たと 言って いきなり 軍の 将校に 殴り かか 
るな ど、 かなり 情緒 不安定だった。 戦争に 参加 
した ことで どんどん 精神の バランスを 崩し、 最 
後は 発狂して 脳 内 彼女たち のハー レムへ 飛翔す 
る。 戦争の 悲劇と 「解脱 以外に 救いは ない」 と 
いう ショー ペン ハゥェル 思想を 体現した かの よ 
うな キャラだった が、 二 〇〇六 年に 上映され た 
映画 版では 死屍 累 々の 戦場に 叩き落とされ 目の 
前で 戦友を 大勢 失った にもかかわらず、 人間 彼 
女と 抱き合って ハッ ピー になる。 裏切り者 お！ 

㉝ シロッコ 

パプ テ マス •シロッコ。 f 機動 戦士  Z ガンダム. j 
登場す る キャラクタ ー。 自身は ィケメ ン男だ 
なぜか 「女性に よる 世界 統治」 を 唱え、 配下 
にも 女性を 集めて いた。 最後は ヵ ミ— ユと 女の 
亡霊たち によって 金縛りに 遭い、 死んだ。 フヱ 
ミニ ストな のか 似非 (えせ) ハー レムを 作ろう 
とした 詐欺師な のか、 未だに 評価の 分かれる と 
ころ だが、 早死にして しまつた ために 「ロ リコ 
ン •マザコン」 の 一言で 言い表せる ようになっ 
てし まった シャア と 違い 明確な 結論は 出せな 
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善で 弱者が 悪な のでは ない のか」 と。 つまり、 喪が 善で、 モテが 悪と いう 喪 男 宗教の 
価値観は、 実は モテない 喪 男 = 弱者の ルサンチマンに ょって 生み出され たもの なの 
だ、 と ニ ー チェは 気づいた のです。 実は 神の 軍団 こそが 人間を 抑圧した 悪で、 デ— モ 
ン こそが 善な のです。 かつて 「神」 が やって くるまで、 デー モンは 楽しく 暮らして い 
たのに、 そこに 「神」 という 名の 喪 男が やってきて デ ー モンを 抑圧した わけです。 

な、 なんだ って一。 

ニ ー チェは、 現実 = 三次元に おける 弱者、 つまり 喪 男の 生み出した ルサンチマン 
が、 キリスト教 という 「奴隸 道徳」 を 作り上げ たと 喝破して 断罪し ました。 かつて、 
三次元で どうしても 勝ち 組に 入れない 喪 男は、 「脳 内」 Hn 一次元」 という 別の 世界を 
作り上げる ことで、 まず 「脳 内 勝利」 を 目指しました。 以後の 西洋は ずっと 「二 元 
論」 の 問題を 抱ぇ、 「世界は 地獄 だ」 という 絶望に 囚われて きた わけです が、 これは 
そもそも 喪 男 宗教 キリスト教の せいだと ニー チェは 考ぇた のです。 

次に キリスト教は 「二 次元」 で 作り上げた 喪 男 思想を 三次元 世界に 押し付け まし 
た。 人間は 全員 罪人 = 喪 男で あると か、 神に 萌ぇ なければ 地獄に 落ちる とか、 セッ ク 
スは 良くない とか、 女は バヵ だと か、 いろいろ。 元々 が 喪 男 哲学から 出発した キリス 
卜教の 世界では、 喪 男 (弱い もの、 モテない もの、 貧乏) が 善で、 モテ (強い もの、 モテる も 
の、 金持ち) は 悪です。 

すなわち、 喪 男が ョ—ロ ッバ 世界に 「二 元 論の 苦しみ」 と 「善悪の 転倒」 を 流布し 

たの だとい うわけ です。 それにょ って 喪 男は 世界に 復警を 果たした と。 喪 男は 腕力で 
勝つ のでは なく、 二次元と いう 妄想を 武器に して、 三次元、 すなわち 世界を 支配した 
わけです。 かくして、 世界の 全人 類が、 元々 は 喪 男に 課せられた 義務、 「禁欲」 や 
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「罪悪感」 や 「絶望」 を 背負わされる よぅになつ たのです。 

後に マルクスは 貧乏人の ルサンチマン による 「共産 革命」 を 説きます が、 二 1 
によれば ィエス もまた 喪 男の ルサンチマンに よる 「喪 男 革命 | を 説いた のです。 


チェ 


、、、 

ノ 


力げ ている と 


「左の 頰を ぶたれたら 右の 頰も 出しなさい」 なんて どう 考えても 
チヱは 考えました。 「目には 目を」 と 考える ほうが 普通です。 「処女が 子供を 生んだ」 
なんての も 妄想です し、 「死人が 生き返った」 なんての も 非科学的です。 すでに 科学 
文明が 発達した 近代では、 信仰と 合理主義との 力関係が 逆転して キリスト教の 力は す 
つかり 衰えて いました。 ニー チェは、 そんな キリスト教に 最終 鉄槌を 下した のです。 
牧師の 息子で あり 自身 も 喪 男で ある 二 
体系を 破壊した のです から、 『吸血鬼 ハ 

それにしても、 喪 男で ありながら 同じ 喪 男を ここまで 攻撃 するとい うのは どうな の 
かと 思います が、 ニ ー チヱは 信仰を 捨てた 時期に 反動で 売春宿に 通い 倒し、 梅毒に な 
つたと 言われて います。 さて、 僕の 周囲を 見回し ますと、 意外に 「喪 男が 風俗に ハマ 
つたと たん、 DQN になる」 という パ タ— ンが 多い ことに 気づかされます。 そうなら 
ない 人 もい るんで すが、 そうなる 人 もい るんで す。 ニー チェ も あるいは 風 浴に 通いす 
ぎて 「俺は 超人 だ 一 つ！」 と 確信して しまつた のか もしれ ません。 キル ケゴー ルは 


—チ ヱが 「キリスト教」 といぅ 西洋の 喪 男 思想 

*  5 

ンター  "D"』 みたい な 話です。 


回 だけ 売春宿に 行って 恐ろしい 目に 遭い 「くわばらくわばら」 と 逃げて きた わけです 
ニー チェは とこ とんまで 通い 倒し、 梅毒に なつた と言われて いま t。 ここで も 喪 


Vi 、 

力 


男には 護身が 必要 だとい うこと がわ かります ね。 


© 「目には 目を」 

紀元前 一八 〇〇 年頃、 メソポタミアの バビ ロニ 
ア 王国が 作った 世界 最古の 法律 「ハム ラビ 法 
典」 の 第一 九六条 「目には 目を、 歯には 歯を」 
が 出典。 イエスは これに 対して 「右の 頰を 打た 
れ たら 左の 頰を 出しなさい」 と 説き、 復響 を禁 
止した の だ。 しかしい ざ 小役人に 平手で 打たれ 
た イエスは 「なんで 俺を 殴 るんだ YO!」 と 反 
論した のだった 。どっち なんだ。 

㉟ 「吸血鬼 ハン タ—" D,」 

菊地秀 行の SF ホラー 小説、 吸血鬼 ハン ター 
シリー ズ 。戦後 日本の 伝奇小説を 代表す 
る 作品。 超 未来、 バンパイアが 人間を 支配す る 
世界を 舞台に、 人間と バンパイアの 混血 種で あ 
り バンパイア ハン タ— でも ある 「D」 の 活躍を 
描く。 

㉟ 「梅毒に なった と言われて います」 

通説では ニ ー チェは 四 五 歳の 時に 梅毒が 脳に 回 
って 発狂した と言われて いるが、 ニ ー チヱは 梅 
毒ではなかった といぅ 説 も ある。 二— チェが 発 
狂した 時の 担当 医の 診断は 「進行 性 麻痺 症」 で 
あり、 これは 脳梅毒の 典型的な 症状だった こと 
から 梅毒 説が 固まった。 ヤス パー スも 麻痺 症 だ 
ったと 推察して いる。 しかし 斎 藤 茂吉は 麻痺 性 
痴呆で あれば 通常 一一 年間 も 生きられな いこと 
から、 麻痺 症ではなかった のでは ないかと 推論 
している。 ちなみに 一九 世紀 当時、 梅毒は ョー 
ロ ッバでは ごく 普通の 病気で あり、 まだ 完治 さ 
せる 治療法が なかっ たために 蔓延して いた。 二 
I チェの 病気が 何だった のかと いぅ 問題に つい 
ては ドイッ 文学 研究者に して 精神科 医であった 
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神の 代わりに 永劫 回帰を 唱える 

ニ ー チヱは 「神は 死んだ」 と 言い出しました。 

デカルトが 世界を 「モノ」 にすぎないと 切り捨てた ことによ って、 科学は 凄まじい 
勢いで 発達し 続けて いました。 しかし 哲学の 分野では、 神の 代替と して まだ 「共通 感 
覚」 とか 「絶対 精神」 のよぅ な 神の 亡霊が 残って いました。 ニ ー チヱは そこで、 哲学 
の 分野から も 神を 抹殺し よぅとした のです。 それが 有名な 「神は 死んだ」 宣言です。 
こんな こと 言っても 火 あぶりに ならなかった のです から、 キリスト教の 権威 も 落ちた 
ものです。 

ところが ニー チヱは、 神を 否定した のはい いのです が、 神に 代わる 喪 男の 魂の 救い 
の 道を なかなか 見つける ことができませんでした。 キル ケゴー ルと 同じです。 キ ルケ 
ゴ ー ル も 教会の 権威を 否定し ましたが、 結局は 神の 代替物を 発見で きませんでした。 


この頃、 #1 ,は広く「恋愛資本主義」が勃興しており、大衆は神に代ゎって、恋愛と 
贅沢と 金を 自我の 支えに していた のです。 なぜ 近代 西洋 国家が 植民地を 開拓し なけれ 
ばなら なかった か と言うと、 資本主義 という 世界は、 市場の 拡大 や 生産力の 増強な ど 
といった 成長を 永遠に 続けなければ 維持で きないから です。 つまり 人間の 欲望が 全開 
になって いたのです。 

ニ ー チェが キリスト教を 奴隸 道徳と して 否定し、 「力への 意志」 を 肯定した 背景に 
は、 そのょうな 時代精神が あった のです。 つまり ニ ー チヱは 弱肉強食の 資本主義 社会 
を 肯定し たんです (本人は 「違う」 と 言いそう です が …… )。 じゃあ、 喪 男は どうなる の？ 
ニ ー チヱは 「神」 の 消えた 地獄の ような 世界に おいて 喪 男の 生きる 道を 「永劫 回帰」 
という 概念で 表しました。 


小 林 真の 『二— チェの 病 跡』 という 研究 書に 詳 
しい。 二— チヱの 梅毒 問題と キリストの 非 童貞 
問題の 真相は もはや 永遠の 謎で あるが、 いずれ 
も 信者に とっては 絶対に 否定され るべき 冒 潰で 
ある ことに 変わりは ない。 なぜなら ニ ー チェ も 
ィエス も、 喪 男の ヵリスマ だからで ある。 喪 男 
の ヵリスマが 梅毒 だったり 非 童貞だった りして 
はいけ ない ので ある。 筆者 個人の 意見と して 
は、 ニ ー チェが 実際に 梅毒だった かどう かは た 
いした 問題では なく、 ニ ー チヱが 脳内萌 えに 満 
足しない 「人間 女 大好き」 人間だった という こ 
とと、 にもかかわらず ル— •サロメに まつた く 
相手に されな かった という ことこ そが 二— チヱ 
思想の 最大の 鍵な の だと 考える の だ。 
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永劫 回帰とは、 モテない 人生が 永遠に 続く の だ、 という 恐ろしい 思想です。 ショー 
ペン ハウェル 経由で 学んだ ィンドの 輪廻 思想が べース になって いるので しよう。 ニー 
チェは、 「モテない 奴は 永遠に モテな いんだ。 その モテない 自分を 全 肯定して 生きて 
いくし かないんだ！」 と 説いた のです。 

無茶 言うな、 と 言いた くなります。 

だって これでは キリスト教の 「モテ 抑圧 道徳」 が 「喪 男 抑圧 道徳」 に ひっくり返っ 
ている だけではありません か。 

ただし、 ニー チェは モテ 側に 立って 喪 男を 笑っ ている わけではありません。 ニー チ 
ヱ 自身が 素人 童貞で 梅毒を うつされて ひきこもりに されて しまった (と 噂され てい 
た) 哀れな 喪 男な のです。 モテない が 故に 風俗に 通い、 風俗で 性病を うつされて どん 
どん ダメ になっ ていく。 これ 以上は ない というく らいに 悲惨な 喪 男です。 キル ケゴ ー 
ルの ように 童貞を 貫いて 清純に 生きて いた 喪 男よりも ずっと ずっと 悲惨です。 ニー チ 
ェに 言わせれば、 禁欲と か 護身と かいうの も 喪 男の 逃げ、 「すっぱい ぶどうの 論理」 
なのです。 お前ら、 風俗に 行って みろ、 そして 酷い目に遭 ってみ ろと。 喪 男が 「現 
実」 を 生きる という ことは、 こんなに も 恐ろしい ことなんだ ぞ！ その 苦しみを 知 
れ！ という わけです。 

ニー チヱは、 ですから、 喪 男よ 二次元を 捨てろ、 三次元 だけで 生きて いけ、 そこで 
梅毒に なって 死んでも それが 運命な の だから 全 肯定せ よ！ と 唱えたん です ね。 なん 
だか、 ハマ ー ンに 追い回された あげく 『逆襲の シ ャア』 で 逆 ギレして 小惑星を 地球に 
落とそう とした シャア •アズ ナブルを 連想させます。 僕は あの 映画を 「逆 ギレの シャ 
ア」 と 呼んで います。 
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「超人」 という 新しい 二次元 キャラを 産み出さねば 耐えられ なくなった。 超人は 「俺」 が萌え キャラ 
(神） になった もの。 どこまでも 「俺」 に こだわった のが ニーチェ なの だ。 そして、 超人が 三次元の 
人間たち を 倒す という 未来を も 幻視して しまった。 これが ヨーロッパの 終わりの 始ま りと なった。 


図 3  —  7  ニー チヱの 世界には 三次元し かない 


そうです。 二 . — チェは プラトン 以来ず っと r いて 
いた 二元論と いう 喪 男の 葛藤を、 「二 次元を 全 破壊 
する」 という 無茶な 荒業で 解決し ようとし たので 
す 0 

図に すると、 こうなります (図 3  -  7)。 単純 明 
快で わかりやすいです。 喪 男の 考える 思想を すべて 
ルサンチマンで あるから という 理由で 否定して いけ 
ば、 このような 三次元 一元論の 世界になる のは 当然 
です。 という か、 モテ 男 や 大半の 女に とっては、 こ 
れ こそが 世界な のです。 彼らは 現実に 対する 根源 的 
な 絶望を 抱えて いません ので、 二次元な どを 発明す 
る 必要は ない のです。 ニ ー チェが やった ことは、 
『新世紀 エヴァン ゲリ オン』 の 最終回で アニメを 否 
定 して 「オタクは 現実へ 帰れ」 と 言い放った 庵野 秀 
明 監督 に似てい ます。 しかし、 言うまでもなく 庵野 
監督は オタクを やめる ことができませんでした。 そ 
うです、 オタクは 生まれながら に オタクな のです。 
同様に、 生まれな がらの 喪 男で ある 二— チェ も 喪 男 
を やめる ことは できませんでした。 
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超人と いう 「俺萌 え | の 道 


しかし 


チェは、 ただ 「喪 男は 喪 男の まま 生きろ」 と 言い放つ ただけ ではなく、 


自分な りに 解決 方法を 考えました。 それが 「力への 意志」 と 「超人」 です。 力への 意 
志とは、 自由 や 権力を 求め、 生きよう とする 意志の ことです。 もちろん、 この 概念の 
背景には 近代の 資本主義の 隆盛が あります。 

しかし、 ただ 力への 意志を 抱いて いる だけでは 救済はありません。 そこで ニー チェ 
は 「超人」 という 模範を 作りました。 超人は、 ニー チヱに とつての 萌え キャ ラです。 
ただし 二— チェは よほど ル！ サロメへの 失恋に 懲りた のか、 恋愛に よる 救済を 否定 
し、 本当に 自分 だけで 自分を 救う ことを 考えました。 とはいえ ニ ー チヱは 二次元を 否 
定 しています ので、 三次元の 世界で 女の 力に 頼らず 自己 救済し なければ ならない とい 
うこと になります。 

二次元を 捨てた 喪 男が 自分で 自分を 三次元で 救う 道。 これは あまりに も 厳しく 険し 
いです。 

超人は、 キリスト教 やなん とか 哲学と いった 他人の 価値観に 寄り かかって 安易に 生 
きる 道を 否定し ます。 他人の 価値観で 生きる という ことは、 結局、 他人と 自分を 比較 
して 「俺は あいつより 偉い」 という 優越感を 生み出す ために 生きる という ことです。 
恋愛 資本主義なん てま さに それです よ。 誰が 金持ち だの 誰が ブサ ィク だの 誰が オタク 
だの、 実にく だらない ことに 優越感を 見つける ために、 差別が 差別を 生み、 どこまで 
もく だらない 人生が 続く のです。 他人に 踊らされた 人生です。 

喪 男 哲学の 出発点には、 「なぜ 人間は モテと 喪 男に 分かれる のか。 人間が 人間を 差 
別す るのは なぜか」 という 根源 的な 問題が あります。 これに 気づく のは 喪 男 だけで 


㉛ ル！ サロメ 

一八 六 一年〜 一九 三 七 年。 ロシア 生まれ。 彼女 
を 巡る 喪 男たち の 没落と 死の 輪廻は まさに 「永 
劫 回帰」 だ。 こんな 人が 「自立した 近代 女性の 
理想 像」 なら、 僕は 人間 女とは 永遠に 関わり 合 
いに なりたくありません。 
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す。 モテは 現実が 楽しい から 気づきません。 現実に 苦しめられる 喪 男 だけが、 世界が 
内包す る 根源 的な 問題を 発見す る ことができる のです。 つまり、 ニ ー チヱは 地上 最強 
と 言って いい 喪 男だった のです。 彼は あまりに も 喪 男であった ために、 キリスト教が 
実は 喪 男 哲学で ある ことを うっかり 見抜いて しまった のです！ ニ ー チェは ショック 
の あまり 神学 (二 次元) を 捨てて 当時 流行して いた 風俗 (三次元) に 走った (らしい) 
のです が、 そこで もっと 酷い目に遭った という わけです。 二次元に も 三次元に も 居 場 
所がありません。 

そこで 一時は ロマン主義 的な 恋愛つ まり 「人間 女萌 え」 に 救済を 見ようと したので 
すが、 ルー •サロメとの 恋愛に 挫折し、 恋愛 も 捨てました。 恋愛を 捨てた というよ 
り、 恋愛が 彼を 救わなかった のです。 ニー チェが ルー を 追えば 追う 程、 ル ー に キモが 
られる ばかりだった のです。 

そうです、 喪 男は モテない ので 恋愛では 救われません。 

で、 最後に 「俺萌 え」 に 至った のです。 

俺萌 えとは 何 か？ 「萌え キャラ」 は 人を 救う 神の 代替物です。 一般的には 二次元 
キヤ ラ (脳 内 キャラ) です。 近代の 恋愛は、 この 脳 内の 萌え キヤ ラ (プラトンの ィデア) 
と、 三次元の 人間 女と を 無理やりに 同一視す る ことで 成立して います。 ですから 現実 
の 恋愛は 「百年の 恋 も 冷める」 という 結末 ばかりな のです。 しかし 真の 喪 男 哲学者で 
ある ニ ー チェは、 恋愛 もまた 欺瞞に すぎない とすぐ に 知りました。 また、 出会っ た 女 
が 悪かった のです。 ルー •サロメです。 
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女に 捨てられて 「超人」 宣言 

ル 1 サロメは、 モテ モテでした。 ある 時、 ィ ケメン 哲学者の パウル •レ ー に 結婚 
を 申し込まれます。 素直に 結婚す り や あいい ものを、 ルー  •サロメは なんと、 

「私と、 男 二人と で、 共同生活し ましよう。 それが 三位一体よ 一 っ！」 

と 言い出した のです。 何が 三位一体 だ。 サー クル クラ ツシ ャー とは まさに この こ 
と 0 

パウル •レ^  — も 逃げ出せ ばいい ものを、 言う ことを 聞いて しまいます。 ア ホです 
ね。 で、 もう 一人の 男と して 選ばれた のが、 当時 ひきこもり になって いた ニ ー チェ だ 
ったので す。 

僕が ニー チェ だったら、 間違いな くこれ を 「恐るべき モテの 魔の 手」 と 喝破し、 護 
身した ことで しよう。 しかし ニ ー チヱは 当時 三 八 歳 独身 ひきこもり 喪 男。 これを 逃が 
したら 一生 独身、 永劫 童貞です。 なので うかう かと モテの 魔の 手に 落ちて しまったの 
です。 ニー チヱは ち やくち やくと 「三位一体 計画」 を 進める ル ー •サロメに 会うな り 
一発で 夢中に なり、 「二人の 出会いは 運命な ので 結婚し ましよう」 と 言い出し ますが、 
「ィ ヤ」 と 秒 殺されます。 絶対 運命 黙殺 録。 そんな 風に ツンツ ン され 続け、 一発 もや 
ら せて もらえな いの にもかかわらず、 ニ ー チェは ル ー •サロメに かしずいて 小躍りす 
る わけです が、 一方の ル 1 サロメは 「どうも あの人とは 考え方が あわない わね」 と 
ク ー ルな ものでした。 ああ、 ニ ー チェ 先生っ ！ 

あなたは 僕です かっ P: 

さて、 言うまでもなく、 ルー •サロメは キモ オタ 独身 男の ニ ー チェを 捨てて 若い ィ 
ケメン の パウルと 二人で 同棲を 始めます。 これが 世界の 現実です。 ニ ー チヱは、 ルー 
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が 自分には プラトニック •ラブ だの 知性が どう だのと ほざいて やらせょう としな かっ 
たのに 実は ィケ メン には 股を 開く 奴 だと 邪推して 激怒し ました。 

ただルーの名誉(？)のために付記すれば、実際にはパゥルも一度もやらせてもら 
ってい ませんで した。 だが、 ニ ー チェの 脳 内では ル ー と パゥルが ギシギ シアン アン や 
ってい る 妄想 映像が ノンストップで 展開して いたであろう ことは 想像に かたく ありま 
せん。 

永劫 回帰とは、 まさに この こと。 

ただ、 この 時点の ニー チヱは まだ 喪 男の 永劫 回帰を 運命と して 全 肯定で きる 超人に 
はなっ ていませんでした。 

傷ついた ニ ー チェは ルーに 「ビッチ、 氏ね」 「2 ちゃんに ス レを 立てて お前が バィ 
夕 だと 書き込んで やる ぞ」 みたい な キモメ ー ルを 送りつ けます。 いまなら スト ー カ ー 
防止法で 逮 楠です。 それでもな おまった く 相手に して もらぇな いので、 ニ ー チヱは あ 
てつけで 何度も 自殺 騒動を 起こします。 それでも やっぱり 、まったく 相手に して もら 
ぇません でした。 ル^  — は 二^ ~ チェの ことを 「もう 用済みの、 どうで もい い 人」 としか 
思って なかった のです。 で、 ル ー は ニ ー チェの 愛人と いう 売りで ニー チェを モデルに 
した 小説を 書き、 売れっ子 作家に 成り上がりました。 

なんたる こと！ 

こうして 人生 最大の 生き地獄に 落とされた ニ ー チェは、 ヤヶ クソで 『ツァ ラト ゥス 
トラは こう 言った』 を 書き上げた のです。 第一 部は、 たったの 一〇 日間で 書かれた そ 
うです。 ルー にキモ オタ 扱いされ て 世界から 排除され た 絶望と 悲しみが、 ニ ー チェの 
喪 男と しての 資質を 開花 させ、 「神は 死んだ」 という 大 発見を 成し遂げさせ たわけで 
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す。 ちなみに 僕は 『電波 男』 を 一力 月で 書きました。 

こうして 「永劫 回帰」 「超人」 という 概念が 生まれた のです。 そうです、 「永劫 回 
帰」 は 喪 男を 高みから 見下ろして 言っ ている 言葉な のではありません。 「俺は 永遠に 
モテない」 「俺は 永久に 童貞」 「俺の 魂は 誰に も 救われない」 という ニ ー チヱ 自身の 喪 
男の 血涙に よって 「永劫 回帰」 という 思想が 生まれた のです。 喪 男を 見下ろして 「永 
劫 回帰 だから 我慢して 生きろ」 と 鼻で 笑っ てるような 奴は ニー チヱの 亡霊に でも 取り 
憑かれて 死ねば いいんです。 

ああ ◦神は 死んだ。 恋愛 も 俺を 相手に しない。 風俗は おっかない。 

かくなる 上は、 「俺萌 え」 だ一 っ！ 

超人とは、 「この 世界を たった 一つの 舞台と して'  自分自身に 萌え 続けろ」 という 
俺萌え 宣言だった のです。 超人は 「自分自身」 の 「価値観」 を _ 分で 作り出し、 他人 
の 価値観な ど 意に 介さずに 生きて いく、 真に 自立した 人間です。 

人間が 差別を やめられな いのは、 力— スト 制度 や 恋愛 資本主義の ような 「差別の 体 
系」 を 作らない と 生きて いけない のは、 自分の 内面に 自分 だけの 「神」、 自分 だけの 
「救い」 を 持たない からだ、 と ニ ー チェは 悟っ たのです。 だから こそ ブッダ や ィエス 
は 二次元に よる 救いを 説いた にもかかわらず、 彼ら 自身が 「差別の 体系」 の 象徴で あ 
る カリスマ、 つまり 「神」 にされ てし まつて きたので す。 

これでは 堂々 巡りです。 

すべての 喪 男が 「自分で 自分を 救う」 意志を 持つ 「超人」 として 目覚めない 限り、 
喪 男は 永遠に 救われない のです。 なので 「神」 (H 「萌え キャ ラ」) と 「俺」 を 一致 さ 
せれば いいの だ、 と ニー チェは ひらめいた のです。 喪 男 すべてが 「俺」 つまり 自分に 
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萌 えれば、 カリスマは 生まれない。 生まれよう がない。 故に、 ある 偉大な 喪 男が 開い 
た 悟りが、 時間と ともに 「奴隸 道徳」 に 変質す る 恐れ もなくなる、 という ことです。 

ニ ー チヱの 超人 思想とは、 ですから、 「誰が 何を 言おう が 俺は 俺 だ、 俺 万歳」 とい 
う 俺萌え 主義な のです。 

ニー チヱは さっそく 「俺萌 え」 を 実践し ました。 『この 人を 見よ』 という 俺 萌え本 
を 書きました。 「俺は なぜ こんなに 頭が いいの か」 とか 「俺は なぜ こんなに 良い 本を 
書く のか」 といった 「俺 賛美」 を 長々 と 書き連ねました。 そして ニ ー チヱは 発狂し、 
廃人に なって しまいました …… 。 

「俺萌 え」 は あまりに 早 過ぎた のです …… 。 

ちなみに、 パウル も 結局、 童貞の まま ルーに 捨てられました。 ルー を、 「俺と 結婚 
して くれ なきや 死ぬ！」 と 突如 自分の 胸を ナィフで 刺す という ウルトラ DQN な男ア 
ン ドレ アスに あっさり 奪われた のです。 結局、 ニー チェ も パウル も 奥手、 つまり 喪 男 
だっ たんです。 だいたい 「三位 | 体 同棲」 なんて ア ホな 話を 本気に していた 時点で モ 
テません。 失意の パウルは 失踪し ました。 でも ルー が 探して くれなかった ので 結局 自 
殺しました。 

しかしながら ル ー と 結婚した アンドレアス も、 その後 四〇年 以上の 夫婦生活で つい 
に 一度 も セックス させて もらえませんでした。 彼 もまた 行動は DQN でした が 心に 乙 
女 回路を 抱いて いたのでした。 

その後の ル ー は、 旦那を 放置した まま、 サロンに 出入りして リア ルビ ッチと 化し、 
大勢の 男と セッ クスし まくった のでした。 一生涯 処女の まま だったら それは それで 立 
派な 人物だった と 思 うんです が、 三〇歳 前後から いきなり セッ クス デビ ユ ー しまし 
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て、 後は もう . 

目覚めた 後の ル ー は 詩人 リルケを 死の 床に 至る まで 苦しめ、 果ては 精神分析 学の 始 
祖 フロイトにまで 擦り寄りました。 「オタク 食い 女」 ってと ころです。 しかし 人類の 
歴史に 燦然と 輝く 偉大な 喪 男 フロイトは、 当然の ことです が 護身を 完成 させて いまし 
た。 そこで ル ー は フロイトの 当時 もっとも 優秀な 弟子と 言われて いた タウ スクを 誘惑 
し、 あっさり 捨てて 拳銃 自殺に 追い込みました。 タウ スクは 自分の ちんちんを 切り取 
つて 死んだ という 説 もあります。 まさに ビッチ。 サ ー クル クラ ッシヤ ー。 

僕は、 なぜ 彼女が 神から 罰を 与えられなかった のか、 まったく 理解で きません。 ア 
1 サ ー 王を 破滅 させた 悪 姉 モルガン だって、 最後には 傷ついた アーサ ー 王を 治療す る 
ために アヴァロンへ 連れて行って くれたと いうのに。 故に 僕は、 この 世に 神は いない 
のではないだろう かと 思って しまう わけです。 ニ ー チェが 「神は 死んだ！」 と 悟った 
の も、 きっと、 ルー のせいだ と 思 うんです。 近代 人だった ニー チェに とって 「神の 
死」 は 同時に 「恋愛の 死」 でも あった わけです。 三次元での 恋愛が 死んだ だけでは あ 
りません。 もはや 脳 内に 萌え キヤ ラを 抱く こと もで きなくなる くらいの 痛手を 受けた 
のです。 故に、 ニ ー チェは 恋愛を 飛び越えて 「俺萌 え」 になった のです。 ニー チェが 
喪 男と して はじめて 二次元を 捨て、 三次元を 主戦 場と する 破滅 的な 一元論を 唱えた の 
は、 それほど 彼の トラウマが 巨大だった からな のです。 想像力 も萌 える 魂 も すべてを 
根 こそぎ 奪われて しまった のです、 女に ょって。 そして、 絶望の 末に 発狂して しまっ 

たのです …… 。 

「もう 女なん か 要らない！」 

これが ニ ー チヱの 「超人 思想」 の 真髄な のです。 
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超人とは 真に 自立した 個人です。 他人に 惑わされる ことなく、 自分自身を 生きき る 
存在です。 故に、 女 や モテ や 恋愛な どに も 惑わされない のです。 売春宿に も 行かな く 
て 済む のです。 それは、 すべてに 挫折した ニー チェに とっての 最後の 「夢」 だった の 
です。 

しかし、 ニ ー チェの 夢想した 「超人」 は、 なんと ルー  •サロメ に似てい る ことで し 
よう！  ニー チェは 「俺 も ル ー みたい になり てえ、 そうすれば この 喪 男 地獄から 解脱 
できる」 と 思った だけだった のか もしれ ません。 

いずれにせよ ニ ー チヱは 近代に おける 神の 死 だけでなく、 現代に おける 恋愛の 死を 
も 同時に 宣言して いたのです。 時代を 超越した 天才とは まさに この こと。 

僕は 若い 頃 ニ ー チヱに 憧れて 大学に 入った のです が、 ルー に 振り回された 二— チェ 
の 後半生は 真似した くありません。 やはり 護身が 重要な のです。 たとえ 「超人 思想」 
のよう な 偉大な 哲学を 発見で きなくても 構いません！ そして、 いかに フロイトが 護 
身の 達人だった ことか、 と 精神分析 学を 打ち立てた フロイトの 立派 さに じ一 んと 感心 
する わけです。 彼は ルー という 史上 最悪の 「モテの 魔の 手」 を 完璧に 防御した わけで 

すから (大切な 弟子の タウ スクが 身代わりに なって しまいました が)。 

しかし、 フロイトの 話に 移る 前に、 あと 二人の 喪 男に ついて 語らなければ なり ませ 
ん 。その 二人とは、 恋愛では なく 政治に 神を 見出そう とした 二人です。 

ニー チヱの 超人 思想は、 一歩 間違う と 弱肉強食の ジ ャイア ニズム になります。 「俺 
様の ものは 俺 様の もの、 お前の もの も 俺 様の もの」 という DQN 思想に。 なぜかと い 
うと、 超人 自身が 持って いる 価値観が、 他者との 調和を 一向に 解せ ず、 ひたすら 自分 


自身の 欲望の 実現の みに 向けられる 可能性 も あるから です。 本人は 世界の ためになる 
と 思って やって いる ことが、 本当に 世界の ためになる のか どうか、 実は 自己の 利益の 
ためだけ にやっ ている のでは ないか、 という 問題を 他者が 検証す る ことは でき ませ 
ん 。思い出して ください。 ゲ ー テの 『フ ァゥス ト』 第二 部は、 恋愛を 乗り越えて 近代 
的 超人と なった ファゥストが、 結果 的に 自然を 破壊す る 地上げ屋 になって しまうまで 
を 描いた 予言 的 物語ではありませんでした か。 

超人は 完全な 単独 者です。 他者と 共通 感覚 や 良識に よって ゆるい 連帯を 保って いる 

わけではありません。 アム ロと ララ ァ のよう な ニユー タィプで はない のです。 です か 
ら 、どうした って エゴと エゴの 露骨な 衝突が 起こる わけです。 まあ 個人 レベルなら、 
金貸しの 欲張り ばあさんを 殺す くらいで 終わり かもしれ ません。 でも この 超人 思想が 
国家 レベルにまで 拡大す ると、 大変な ことになる のです。 


国家 萌 えと 鬼畜 
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I 鬼畜 哲学と 喪 男 政治 喪 男 集団 ナチ ス 


二— チェから ナチ スへ 

ニ ー チェの 次に マルクスの 話を したいので すが、 ちよつ と 時間を 早送りして ニ ー チ 
ヱ 哲学の 暗黒面が 現実を 支配した 二〇 世紀 前半の ドイツの 状況に ついて 簡単に 見て み 
ましよう。 

ニ ー チヱは 自分で 自分に 萌 える 「俺 萌 え」 を 提唱した のです が、 「俺萌 え」 と 言い 
ましても ニ ー チヱの 場合は、 脳 内の 二次元 世界で ナルシシズムに 浸れと いう 「ひきこ 
もりの ス スメ」 ではありません。 あくまでも 三次元 世界に おける 「俺萌 え」 です。 二 
1 チヱの 特徴は、 二次元と 三次元の 区別を つけない 一元論 志向に あります。 つまり 
「俺」 イコ ール 「世界」 なのです。 ニー チヱが 生きた 当時の 西洋は 資本主義が 発達し、 
帝国主義 •植民地 主義が 全盛期を 迎えて いた 時代でした。 ニ ー チ H 哲学は、 「人間の 
意志と 力に よる 三次元 世界の 支配」 という 資本主義 社会 そのものの 反映で も あったの 
です。 

キリスト教の 世界観が 西洋を 覆って いた 中世が 「人類は みな 喪 男」 という ダ ゥナー 
な 気分の ひきこもり 時代だった とすれば、 ニ ー チヱが 登場した 近代 西洋は 「もはや 我 
慢 ならん！」 という アツ パ— な 気分で ョーロ ツバ 中の 喪 男が ハイに なって いた 時代で 
した。 一種の 反動です。 長年に わたって 溜め込ん できた 喪の エネ ルギ ー を 世界へ 向け 
て 放射し 続けて いる 時代だった わけです。 
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「自由」 といぅ 思想が 生まれた の も、 それまで キリスト教 によって 人間の 自由が 抑圧 
され 続けて きたから です。 中世は 聖書 一元論 主義で、 聖書に 書いて いない ことを 人間 
が 追究したり 調べたり 考えたり する ことは 禁じられて いたわけ です。 その 時代の 反動 
で、 「白 由」 が 何よりも 尊重され ると いぅ 価値観に 裏返った のです。 

ところが、 資本主義 社会は 「力への 意志」 によって 各個 人が 「自由」 に 競争す る 社 
会です から、 時間と ともに 勝ち 組と 負け 組が はっきり 分かれて しまいます。 二丨 


二- — チェ 

自身 も ありていに 言えば 負け 組です。 病気で 大学を 退職して からは ほとんど ニー ト同 
然 でした し、 神に 代わって 個人の 自我を 保証して くれる 装置と なって いた 近代的 恋愛 
にも 無縁な 喪 男です。 資本主義の ルー ルの 下では、 資本っ まり 金 こそが 神な のです か 
ら 、資本家が 勝者で 労働者は 敗者です。 恋愛 もまた、 よほどの イ ヶメン か、 あるいは 
金を 持って いる 男が 最終的には 勝つ ようになっ ています。 では ニー チェの ような キモ 
メンの ニ ー ト はどう すれば 自我の 安定を 得られる のでし ようか？ これは 資本主義 社 
会の 抱えた 根本的な 矛盾です。 その 苦悶を ニ ー チヱは 「永劫 回帰」 「超人」 という 概 
念に よっ て 克服し ようとした わけです。 自らが 神に 等しい 存在に なろうと いう ことで 
す。 

ただし、 ニー チヱは 喪 男な のに 二元論を 採用し ませんで した。 「俺」 と 「世界」 と 
を 分けて 考えなかった。 セ カイ 系に 近かった のです。 この ことが、 後に ニ ー チェ 哲学 
が ナチ ス ドイツに 利用され る きっかけに なった のです。 哲学の 教科書 や 参考書は ナチ 
ス ドイツに ついて 決して 語りません が (都合が 悪い ので タブ ー にして いるよう です)、 哲学 
史 について 書く 以上 ナチ スは 避けて 通れない 問題です。 


① 「哲学 史 について 書く 以上 ナチ スは 避けて 
通れない 問題」 

例えば 二— チヱ 自身は 反 ユダヤ 主義者では なか 
ったの だが (そもそも 二— チェは 全人 類を 呪う 
「反 人間 主義者」)、 妹 エリザべ 一 卜が 熱烈な 反 
ユダヤ 主義者で、 ニ ー チヱの 哲学を ナチ ス 寄り 
な 内容に 編集して ナチ 党に 接近した と言われて 
いる。 第一 次 大戦 敗戦 後の 混乱 期、 ワイ マー ル 
時代の ドイツ 哲 学界で 影響力を 持って いた 哲学 
者は 実存主義 哲学 派の ヤス パ ースと ハイデ ガー 
の 二人 だが、 ヤス パ ースは 妻が ユダヤ人だった 
ために ナチ スに 弾圧され て あわや 強制収容所に 
送られる 寸前だった。 一方の ハイデ ガ ー は、 一 
時 ナチ スに 入党して いた。 で、 うっかり フライ 
ブルク 大学で r ドイツ 大学の 自己主張」 という 
ナチ ス 寄りの 演説を してし まい、 翌年 目が 覚め 
たの か 大学 総長を 辞任。 なお ハイデ ガーが ナチ 
スに 入党した 一因は、 プラトンの 『国家 』 の 影 
鹽〕 と考えられる。 そう、 プラトンは そもそも 哲 
学者に ょる 独裁国家を 理想と して おり、 自ら も 
その 理想の 実現の ために 政治に 参画した 経験が 
あったの だ。 しかし ハイデ ガーは 恐らく 途中で 
気づいた 。プラトンの 「哲人 国家」 は 結局 挫折 
したでは ないか、 と。 プラトンに 始まる 西洋 哲 
学 (形而上学) の 一っの 理想であった 「国家 萌 
え」 路線は ハイデ ガー においてつ いに 実現し、 
そして 挫折した の だ。 
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生きた まま 萌え キヤ ラに なつた ヒト ラ— 

ナチ 党の 正式 名称は 「国家 社会主義 ドイツ 労働者 党」 です。 二〇 世紀 前半の ドイツ 
に 登場した 国家 社会主義 政党でした。 党首は いろんな 映画 や マン ガに 悪役と して 登場 
する ことで 有名な アドルフ •ヒ トラ ー です。 ヒトラ ー が 政治の 舞台に 登場した 当時の 
ドイツは、 第一次世界大戦に 敗北して とうてい 払い きれない 天文学的な 金額の 賠償金 
を 戦勝国から 請求され ていました。 そのために 経済発展が 遅れ、 インフレが 起きて 経 
済が 破綻し、 「国民 総 負け 組」 状態だった のです。 当時の ドイツは 帝政から 民主 制に 
移行して いました ので、 ナチ 党 もまた 政党の 一つと して 登場し、 選挙で 議席を 増やし 
ていく ことで 政権 獲得を 目指して いました。 ヒ トラ ー は 最初は ク ー デタ ー にょる 武力 
革命を 画策した のです が、 失敗した のです。 そこで 今度は 選挙 活動で 議席を 増やし、 
大統領の ポストを 目指す 方向に 路線 転換した わけです。 

「国家 社会主義」 というのは 最近では 耳慣れない 言葉です が、 国家主義 •民族主義と 
社会主義を 融合した 政治 思想です。 ナチ ス ドイツ •イコ ール •国家主義 という イメ ー 
ジ があります が、 実は 政策の 何 割かは 社会主義 的な 政党で も あった のです。 当時の ド 
イツは 右 も 左 も 負け犬 だらけで 失業者が 街に 溢れる という 悲惨な 状態だった ので、 社 
会 主義 的な 政策に ょる 貧困 層の 救済が 待望され たのです。 いまの 日本なら 「負け 組」 
だの 「下流」 だのと バカに される であろう 人々 が'  当時の ドイツには 大勢い ました。 
そういう 人たち が ナチ 党に 世直しを 期待した のです。 もちろん、 単に 社会主義 的な 政 
策を 掲げた だけでは なく、 同時に 熱狂 的な 国家主義 •民族主義 も 掲げた ところに 人気 
の 秘密が ありました。 

ニ ー チヱは 「超人」 という 概念で 個人が 自分自身の 自我の 支え、 つまり 神になる こ 


②  国家 社会主義 ドイツ 労働者 党 
NSDAP。 通称 ナチ ス 、ナチ 党。 一九 一九 年 
に 結成され た 「ドイツ 労働者 党」 が 前身。 元々 
の 母体は 反 ュダヤ •民族主義を 掲げる ゲルマン 
騎士 団 系の 神秘主義 秘密結社 「トゥー レ 協会」。 
翌年、 「国家 社会主義 ドイツ 労働者 党」 に 改称。 
ヒ トラー が 党首と なる。 極端な 民族主義 •独裁 
主義と、 社会主義 的な 改革と いぅ 一見 相反す る 
二つの 政治 理念を 重ね 持って いた。 二三 年に ミ 
ュン ヘン ー揆を 起こす が 失敗。 以後は 選挙に よ 
る 政権 獲得を 目指す よぅになり、 二 九 年の 世界 
恐慌に よる 世情 不安が 転機と なって 大衆 票を 獲 
得しは じめ、 続いて 共産主義 革命に 怯える 資本 
家 層の 支持 も 得る。 三 三年に 政権を 獲得す る や 
いなや ただちに 共産党を 弾圧し、 一党独裁 体制 
に 移行。 

③  アドルフ •ヒトラー 

一  八 八 九 年〜  一九 四 五 年。  ドイツの 政治家。  才 
丨スト リア 生まれ。 ウイ ーンに 上り 画家を 志す 
が、 美術学校の 受験に 二度 も 失敗。 第一 次 世界 
大戦 前夜には ォー スト リアに 徴兵され るが 逃 
亡、 ドイツ帝国の 兵隊と して 参戦す る。 敗戦 
後、 軍の スパイと して ドイツ 労働者 党 (後の ナ 
チ 党) に 潜入す るが、 ここで ブロ パガン ダ 演説 
の 才能に 目覚めて 正式に 入党。 党首と なる。 二 
三年の ミュンヘン ー揆に 失敗して 刑務所 送りと 
なる が、 この 監獄で 口述筆記し たのが 『我が 闘 
争』 (注 ⑮) 。二 五 年から 活動を 再開し、 ナチ 党 
は 議席を 伸ばして 第一 党に。 三 三年に 首相と な 
り、 独裁 体制を 固めて 翌三四 年には 大統領 も 兼 
任して 「総統」 となつ た。 フォルクス ワー ゲン 
や アウ ト バーン などの 経済政策を 次々 と 打ち出 
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とを 訴えた のです が、 ナチ 党は 「民族」 「国家」 という もっと 巨大な 「神の 代替 装置」 
を 掲げた のです。 極限状態に 追い詰められ ていた ドイツの 大衆に とって、 精神的には 
「国家」 「民族」 が 支えと なり、 現実的には 社会主義 経済政策が 救いと なった わけで 
す。 これは 本来の ニ ー チヱの 哲学とは まったく 異なる 状況です。 自らが 自らを 神と す 
る 「俺萌 え」 思想は あまりに も 新しす ぎて 誰もつ いていけ なかった のです。 それょり 
も、 一人の 独裁者を カリスマ 救世主と して 崇め 奉る ほうが、 相変わらず 人々 にと って 
はわ かりやす くて 簡単だった のです。 こうして ドイツは 「国家 萌 え」 「民族 萌 え」 「総 
統萌 え」 に 走った のです。 

本書では これまで、 喪 男が カリスマに 祭り上げられ ていく 過程を 何度も 見て きまし 
た。 十字架 上で 死んだ イエスは、 神の 子 キリスト という 萌え キャラに なって 大勢の 喪 
男 信者の 自我の 支えと なりました ね。 ブッダ も 解脱を 果たして 死んだ 後、 だんだん 違 
う キヤ ラク タ— になつ ていきました。 同様の ことが ドイツに も 起きた わけです。 ただ 
し、 ヒ トラー は 生きた まま カリスマに なつて しまつた のです。 これは、 当時の ョーロ 
ッバでは 宗教では なく 「政治」 「国家」 が 人々 の 自我を 癒す 装置と して 機能して いた 
からです。 

最大の 問題は、 ヒト ラ— と ナチ 党が 二次元の 世界の 住人 (脳 内 キャラクタ—) ではな 
く、 三次元に 生きる 現実の 人間だった という 点です。 

僕の ょうな オタクは 『機動 戦士 ガンダム』 を 観ながら ジオン 公国を 率いる ギレン • 
ザビの アジ 演説に 感動して 「ジ^  — ク ジオン」 と 唱えます よ。 ギレンは 父親 デ ギンから 
「ヒ トラー のし っぽ」 と 揶揄され るよう な 極悪の 独裁者です。 権力の ためなら 父親す 
ら 殺します。 こんな 人の 演説に 感動して いいんで しよう か。 別にい いんです。 アニ 


して ドイツの 失業 問題を 解決し、 ベルリン オリ 
ン ピックを 開催した あたりまでは 良かった が、 
以後は ドイツ 民族の 生存権 確保を 目的と した 領 
土 拡張 路線に 突っ走って いき、 第二次世界大戦 
を 勃発 させ、 敗北。 ドイツ 第三帝国 (注 ㉟) は 
滅亡した。 

④ 第 I 次 世界大戦 

一九 一四 年〜 一八 年。 ョ ーロッ パを 中心に、 地 
球 規模で 行われた 最初の 世界 戦争。 ドイッ •才 
—スト リアを 中心とする 同盟国と イギリス •フ 
ランスを はじめと する 連合国と が 航空機 や 戦 
車、 マシンガン、 潜水艦、 毒ガスと いった 近代 
兵器を 駆使して 足 かけ 五 年に 及ぶ 総力戦を 行 
い、 死者は 兵士 だけで 九〇〇 万人を 超ぇた。 元 
元は オー スト リア" ハン ガリ— 帝国の 皇太子が 
「バルカンの 火薬庫」 と 呼ばれる ボスニアで セ 
ルビア 人の 民族主義 者に 暗殺され たのが きっか 
け。 開戦 当初は すぐに 終わる と 思われて いた 
が、 兵器の 近代化に ともない 戦線は 膠着、 戦死 
者 数は 膨大な ものと なり、 ョーロ ッバ 中に 「西 
洋の没 落」 を 予感させる ことと なつた。 ドイツ 
の 歴史学 者シュ ペン グラ ー は 同名の 著 奮を 出版 
し、 さらに ヤス パ— スや ハイデ ガ ー などの 暗い 

実存主義 哲学が 隆盛と なった。 

⑤  ジオン 公国 

『機動 戦士 ガンダム. I に 登場す る 宇宙 国家。 ス 
ぺース コロ ニ！ サイド 3 が 本拠地。 元々 は 宇 
宙 移民 (スぺ ースノ イド) と 地球上に 暮らす ア 
1 スノ イドの、 アメリカ 対 イギリスを 思わせる 
対立が 軸に あり、 革命家 ジオン •ズム •ダイク 
ンが 活躍す る。 しかし ジオンの 死後、 ジオンの 
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メ 、つまり 「二 次元」 だから 問題ない のです。 アニメは アニメです。 現実では ありま 
せん。 ギレンは 「本当に」 人を 殺す わけでは ない。 しかし 三次元で 「ハィル ヒ トラ 
—」 と 言い出す と、 実に 困る ことになる わけです。 

「カリスマが 生きて いる」 という 状態は 「神が 生きて いて 好き勝手し ている」 という 
ことを 意味し ます。 もちろん 神と いつても 全知全能 でも 何でもなく、 実際には ただの 
オツ サンです から、 大変な ことになるん です。 


二次元で 失敗し 三次元の 世界へ 

ドィツの 資本家 階級に とって ナチ 党は 労働者 寄りの 政策と 極端な 国家主義 •民族 主 
義を 掲げて 押し かけて くる 過激な 困った 人たち でした が、 うかう かしてい ると ロシア 
のように 共産主義 革命が 起こる 可能性が ありました。 資本家に とって、 資本主義 体制 
を 維持しつつ 敗者と なった 喪 男に も 体制 内で 救済を 与えよう とする 比較的 穏健な 社会 
主義と、 資本主義 体制 そのものを 破壊して 喪 男 だけの 世界を 作ろうと する 過激な 共産 
主義は 全然 別の ものです。 共産主義 革命が 起きたら、 資本家は 全員 死刑と か シベリア 

送りと か、 とにかく 地獄 行きです。 ですから、 共産 
党に ドィツを 奪われる よりは、 ナチに 政権を くれて 
やった ほうが まだ マシ だ、 と 資本家た ちは 考えた わ 
けです。 

こうして ヒトラ ー は 一九 三 三年、 首相に なり まし 
た。 翌年には 大統領 も 兼ねて 「総統」 という 独裁者 
の 地位を 手に入れます。 


ラ 


ヒ 


部下 デ ギン •ソド •ザビ が 実権を 掌握し、 自ら 
独裁 体制を 敷いて 公 王と なり 「ジオン 公国」 を 
建国。 完全な 地球 連邦からの 独立を 求めて 「一 
年 戦争」 を 始める。 独裁国家 らしく メカ や 軍服 
の デザインが 異常に かっこよ く、 恐らく ナチ ス 
第三帝国が モデルと 思われる。 

⑥ ギ レン •ザビ 

ジオン 公国の 公 王 デ ギンの 長男。 モデルは アド 
ルフ •ヒ トラ ー。 父親が 事実上 引退した ため 
に、 ジオンの 独裁者と なって いた。 三 五 歳と い 
う 喪 男が 一本 切れる お 年頃の 時に 一年 戦争を 開 
始 。ナチ スを 彷彿と させる 過激な 選民思想の 持 
ち 主で、 地球に ス ぺース コロ ニー を 落とす 「コ 
ロニ ー 落とし」 作戦に よって 地上の 人間の 半数 
を 抹殺した。 当初は 電耀 作戦で 次々 と 勝利す る 
が、 次第に 地球 連邦に 生産力の 差を 見せつ けら 
れてジ リ 貧に。 地球 連邦と 和平に 持ち込もうと 
した 父親 デ ギンまで 抹殺す るが、 怒った 妹の キ 
シリアに 暗殺され た。 これほど クー ルで 残虐な 
ギレンが、 なぜ キ シリアを 警戒し なかつ たの 
か。 妹萌 えだった のか。 特技は ヒト ラー ばりの 
演説。 弟 ガル マの 国葬に おける 大 演説は 今でも 
伝説。 ジーク ジオン。 

⑦  共産主義 革命 

当時の ョーロ ッバでは マルクス主義が 流行して 
いたが、 第一 次 大戦 勃発に よって 深刻な 食糧 危 
機に 陥った ロシアで 本当に 社会主義 革命が 起き 
てし まう。 まず 一九 一七 年に 大規模な 労働者 デ 
モが 起こり、 さらには 反乱 兵 も 合流して 首都を 
掌握、 ソヴィエト 議会が 結成され る。 この 一連 
の 「三月 革命」 によって 皇帝 ニコライ ニ世は 退 
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さて、 ヒト ラー は、 絵に 描いた ょぅな 喪 男でした。 

若い 頃、 ヒ トラー は 政治家なん ぞ には 興味が なく、 画家になる つもりでした。 田舎 
から ウイ ーンに 上京 (？) して 美術学校に 入ろぅと します が、 失敗し ます。 そして、 
青春 時代を 吾妻 ひでお 先生の 『失踪 日記』 みたい な 放浪 生活に 費やしました。 

ヒトラ ー は 元々 田舎で も 落第 続きの 劣等生。 早くに 父を 失い、 一発 逆転、 芸術家を 
夢見て 一六 歳 頃から ウイー ンを 彷徨い 始め、 全然 相手に されず、 ウイ ー ンをウ ロウ ロ 
している 間に 一八 歳で 母を 失った のです。 この 孤独で 惨めな ウイー ン 放浪 時代に、 ヒ 


卜 


ラー の 心の中に 『タク シー ドライ 


、、、 


』 の トラヴィス や 『くどき 屋ジョ ー』 の 毒 


薬 仁の ような ルサンチマンが 溜まっ ていった ことは 想像に かたくありません。 

ヒ トラ ー が ユダヤ人を 憎む ようにな った 理由と して、 この 貧乏 ニー ト 時代に ヒ トラ 
—が 金持ちの ユダヤ人に 酷い目に遭わされた からだと か 女の子を 寝取られた からだと 
かいう 説が いろんな マン ガや 小説で 語られて いますが、 それが 事実だった かどう かは 
ともかく、 基本的に はこの 本の 筆者 •本 田 透の 若い 頃と ほとんど 同じような ダメ 人間 
生活を していた わけです。 で、 三次元を 捨てて 二 次元の 住人、 つまり 芸術家に なると 
いう 夢 破れた ヒ トラ ー は、 否応なしに 三次元に 引き戻されました。 

オタク 文化 や ィンタ ー ネットが 発達した 現代 日本で したら、 ヒト ラー は 有 明で 同人 
誌を 売ったり 自分の ブ ログで 好きな 作品の 解説を したり アニメ やェ ロゲ ー を 楽しんだ 
りして、 それなりに 「二 次元」 への 欲求、 「芸術家」 になる という 夢を ある 程度 満た 
す ことができた はずです。 しかし、 当時の ドイツに はそんな オタク インフラは 整って 
いません でした。 


その代わり オペラが 逄 盛でした ので、 ヒト ラー も 


チェと 同じように ワ^  — グナ 


位。 三〇〇 年に わたって ロシアに 君臨して きた 
ロマノフ 王朝は 終焉。 しかし ソヴィエトが ロシ 
ア 全土を 常 握した わけでは なく、 急遽 設立され 
た 臨時政府との 睨み合いが 始まる。 ボリ シヱ ヴ 
ィキを 率いる レー ニンは 三月 革 <1 叩 当時 スイスに 
亡命 中だった が、 ドイツの 協力を 得て 急遽 帰 
国。 ソヴィエト 内での 権力闘争を 始める。 これ 
に 敗れた レ— ニンは 再び 亡命す るが、 最終的に 
は 「十一月 革命」 を 起こして 臨時政府を 倒し、 
ソヴィエト 政権を 樹立した。 しかし レー ニンの 
思惑は 外れ、 西ョー ロッパ 諸国では 革命は 起こ 
ら なかつ た。 また マルクス •レー ニン 主義は 共 
産 主義では あったが、 いきなり 共産主義 国家を 
作る のは 困難な ので、 まずは 社会主義 国家から 
スタ— 卜した。 

⑧  吾妻 ひでお 先生の 「失踪 日記」 

二 〇〇五 年。 イ—ス ト プレス。 吾妻 ひでお 先生 
本人の 自伝 的 マン ガ で、 マン ガ家 生活に 嫌気が 
さして 失踪し、 ホ— ム レスに なったり 肉体労働 
に 励んだり 精神病院に 入れられたり といった 私 
小説 的 かつ 純文学 的な ストー リ ー を、 ただ ひた 
すら 淡々 と 描く。 

⑨  「くどき 屋ジョ I」 の 毒薬 仁 

毒薬 仁は、 ジ ョ—ジ 秋 山の マン ガ 『くどき 屋ジ 
ョ—』 に 登場す る キャラクター。 北国の 貧しい 
以 家の 生まれで、 「オリは よぅ」 が 口癖。 屈強 
な 大男 だが あらゆる 女に 忌み嫌われる キ モメン 
故に 誰に も 愛されない。 歌舞伎 町で ヤク ザを や 
ってい る。 愛読書は ドス ト エフ スキー。 心臓に 
疾患が ある。 純愛を 求めながら もキ モメン 故に 
諦め、 挫折し、 暴力と 色欲に おぼれて いきな が 
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に ハマり ました。 ヮ ー ダナ ー の 歌劇は 喪 男を 元気 づけて やまない 性質を 帯びて いたの 
です。 いまでも オタクな 映画監督は 必ず 『ヮル キュー レ』 を BGM に 使いた がります 
ょね。 しかし、 オペラ だけでは ヒ トラ ー の 喪 男と しての 巨大な ルサンチマンは、 昇華 
できなかった のです …… 。 


まあ、 こんな 状態です から、 もちろん 恋愛なん ぞ できる わけ もありません でした。 
両親を 早くに 失った ヒ トラー は 当座の 生活が できる 程度の 遺産は 残りました が、 もち 
ろん 一生 遊んで 暮らせる ような 金はありません。 無職な のでい ずれ 一文無しに なるこ 
と 確定です。 当然 女には まったく モテません。 ヒ トラ ー 自身が 目指した 「芸術家」 と 
いう 二次元への 道 も 閉ざされました。 この あたりで 後の ナチ ス型 超人 思想への 扉が 開 
かれて しまった わけです。 

かえすがえす も、 ヒトラ^  — を 入学 させなかった 美術学校 さえ 彼を 合格 させて おけば 
と 悔やまれて なりません。 当時、 美術学校に 進学で きる 人間は ^ が 限られて いまし 
た。 いまなら デジタル ハリウッド でも 代々 木 アニメ  — シ ョン 学院で もなんでも ありま 
す。 しかし 当時の ドィツは、 資本主義 市場の 進行と 敗戦に よる、 歴史 始まって 以来の 
喪 男 大量 発生と いう 現実 問題を 抱えて いた にもかかわらず、 「二 次元」 という 受け皿 
が 実に 小さかった のです。 金 もな く モテ もしない 当時の 喪 男たち を 支えて いた もの 
は、 二 次元 (芸術) よりも、 むしろ 三次元 (政治) だった のです。 ですから、 マルクス 
や ヒトラ ー が カリスマ として 担ぎ上げられた のです。 

ヒ トラ ー の 思想 (という か、 ナチ スの 思想) は 謎め いていて 支離滅裂な 部分 も 多い 
のです が、 一言で 言う と 「ゲルマン 萌 え」 です。 ゲルマン 民族は 偉い、 ゲルマン 民族 
が 築いた ドィツ帝国は 偉大 だ、 俺 も その I 員 だから やっぱり 偉い、 という 三段論法で 


ら そんな 己の 汚れっ ぶりを 嘆く という ド グラマ 
グ ラの ような 生き様は ほとんど 作者の 分身。 
『オリは 毒薬』 『恋 子の 毎日』 『WHO  are 
You 中年 秋 山ジョ ー ジ 物語 j 『極道の 娘， | 
など 様々 なジョ ー ジ 作品に 登場す るが、 毒薬が 
登場 するとたい ていその マン ガは 連載が 終わっ 
てし まう。 

⑩ワ— グナー 

一八 一三 年〜 八 三年。 リヒャルト •ヮ —グナ 
I。 ドイツの 音楽家。 壮大な オペラを 得意と し 
た。 ニー チェの 友達と いう ことから も わかる よ 
うに 音楽家には 珍しく 行動 的な 性格で、 ロマン 
主義 •恋愛 主義 的な 作品が 多く、 女癖 も惡 かっ 
た。 若い 頃は 革命に 參 加したり して 亡命生活を 
余儀なく される。 後年、 ル ー ドヴイ ヒー ー世の も 
とで 「バイロイト 祝祭 劇場」 を 建築。 反 ユダヤ 
主義 的な 文章を 辔 いたた めに、 彼の 音楽は 死 
後、 ナチ スに 利用され た。 ヒ トラ— はワ ーグナ 
—の大 フアンで、 ヮ ー ダナー 家の 女性たち、 コ 
ジマ やジー クフ リ—卜 夫人と 親しく 交際。 バイ 
ロイ ト 祝祭 劇場は ナチ ス 傘下と なった。 ニー チ 
ヱの 思想が エリザべ ー ト によって ナチ スに 入り 
込んだ のと 同様に、 ワ— ダナー の オペラ もまた 
女性の 身内に よって ナチ スと 結びつい たの だっ 
た。 聖杯 伝説を テ— マと した 『パル ジフ アル j 
に ハマった ヒ トラ ー は、 実際に 聖杯や ロンギ ヌ 
スの 槍を 探し回っ た。 代表作 『タン ホイ ザ ー』 
『口  — エング リン j 『トリスタンと イゾルデ』 
『ニー ベルン グの 指輪 j 『ニュルンベルクの マイ 
スタ ー ジン ガ ー』 『パル ジフ アル』。 
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すね。 この 「国家 萌 え」 「民族 萌 え」 は、 当時と しては 別に 珍しい ことでは なく、 割 
と スタン ダ ー ドだった のです。 神に 代わって 「国家」 が 個人の 自我を 保証す る 時代に 
なつて いたので すから。 


近代国家と 民族と いう 幻想 

国家は、 単体では 実体の ない 社会 体制に すぎません。 従って、 存在 自体が 絶対 正義 
である 神と 違って 権威の 根拠がない わけです。 それ 故、 かつての 国王は ローマ 教皇 か 
ら 権威を 借りた 存在でした。 中世では 「二次元の 権威は 教会に、 三次元の 権力は 国王 
に」 という 権力の 分業が なされて おり、 上位に 位置して いたのは 教会つ まり 神だった 
んで すね。 ところが 神は 死にました。 神の 世俗 権力を 代行して いた 王 も 没落し まし 
た。 そこで 浮上して きた 「近代国家」 という 装置は、 神に 代わる 自らの 存在の 根拠を 
必要と する ようになりました。 ここで 白羽の 矢が 立っ たのが 「民族」 という 血縁 幻想 
だっ たんです。 

民族自決 運動と いうの も、 民族と いう 概念が 価値を 持つ ものに なった ことから 生ま 
れ てきた わけなん です。 昔は、 「民族」 なんて 誰も さほど 気にして いません でした。 
封建時代の ョ ー ロ ツバに おける 「国」 とは、 王侯貴族の 「土地」 みた いなものに すぎ 
ませんで した ◦「ドイツ 民族」 という 概念が 隆盛に なった のは、 実は 一九 世紀の ナポ 
レオンの 侵攻から なんです。 元々 ドイツ (神聖 ローマ 帝国) は 無数の 小国に 分裂して い 
て、 統一され た 民族で あると いう 意識が 薄かった のです。 長年 徳川 幕府の 下で 多数の 
藩に 分かれて いた 日本が、 黒船の 来航に よって 統一 意識を 持った のと 同じです。 ナポ 
レオンに 侵咯 された ことによ って はじめて 「ドイツ 民族 •ドイツ 国家」 という 意識が 


⑪ ワルキ ユーレ 

「世界を 支配す る 指輪」 を テ— マと した ヮーグ 
ナ—の 一 五 時間に 及ぶ 壮大な オペラ 『ニー ベル 
ングの 指輪 j、 その 中の 「ヮル キュ— レ」 で 流 
れる 『ワル キユー レの 騎行』 のこと。 ワ ルキュ 
I レは 北欧神話の 女神たち で、 英雄を ヴ ァルハ 
ラに 導く 使命を 持つ ている。 コッポラが 映画 
『地獄の 黙示録 J のべ トコ ン 空爆 シ ー ンで この 
曲を 使用して 世界中の 喪 男の 心を わしづかみに 
した。 以来、 いろんな 喪 男 映画で この 曲が かか 
り まくる ことに。 


⑫ デジタル ハリウッド 
CG を 教えて くれる 専門学校。 昔、 職に 困った 
筆者が 全 財産を 投じて 通った ことがあった。 今 
は 大学と か 大学院 も あるよう だ。 

⑬代 々木 アニメ— シ ヨン 学院 

アニメ 制作な どを 教えて くれる 専門学校。 学院 

長は なぜか 三 遊亭楽 太郎。 

⑭ 「神の 世俗 権力を 代行して いた 王」 

一六 lit 紀 から 一七 世紀に かけての 絶対 王制 時代 
には 「王権神授説」 という 説が 主張され た。 王 
権は 神から 授けられた もので、 誰も 王権に 逆ら 
うことは できない という 考え。 フランスの ボシ 
ュエ 、ィギリスの フ ィルマー などが 代表的な 論 
者 0 
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必要に なった わけです。 

イタリア も 同じです。 イタリア もまた 西ロ ーマ 帝国 滅亡 以後は 多数の 国に 分裂し っ 
ばな しでした が、 ナポレオンに 侵略され たこと で 「統ー イタリア」 「イタリア 民族. 
イタリア 国家」 を 作ろうと いう 意識に 目覚めた のです。 

ギリシア もそう です。 中世の ギリシア 人は、 そもそも 自分たち を 「ロー マ 人」 と 乎 
ん でい ました。 ロ ー マ 人と いうのは 現代の 「民族」 とは 違う 概念で、 ロ ー マの 市民権 
を 持って いれば 誰でも ローマ 人だった のです。 ギリシア 人が 自分たち を ローマ 人では 
なく 「ギリシア 人」 だと 考える ようになっ たのは、 一九 世紀、 ョーロ ツバ 各地で 民族 
独立運動が 起こった 時代から なのです。 

フランス 人の 「フランス 民族」 意識 すら、 元々 は フランス 革命から ナポレオン 帝政 
時代 あたりに 完成した ものです。 それまでは フランス という 機構の 頂点には 「王」 が 
いたわけ です が、 革命に よって 国王を 処刑して しまった ので'  王の 代替 概念と して 
「フランス 民族」 が 必要に なったん です。 そして、 そのような 時代 背景に 後押しされ 
る 形で ナポレオンが 登場し、 革命 思想と 民族主義を ョーロ ツバ 全土に 広めた という わ 
けです。 まあ ナポレオンは 統ー ョーロ ツバを 作ろうと してい たんです が、 結果 的には 
統一に 失敗し、 かえって 近代国家を 支える 「民族」 という 新たな 概念を ョーロ ツバ 中 
に 伝播 させ 分裂させる という 逆の 結果に なった のです。 

そうです。 近代では 恋愛が 神に 代わって 個人の 自我を 保証す る 装置に なった とさん 
ざん 書いて きました が、 「神」 と 「恋愛」 の 狭間に 実はもう 一つ、 「国家」 「民族」 と 
いう 装置 も 発明され ていたの です。 恋愛が 神の 代替物と なる ためには、 それなりの 消 
費 生活が 可能で なければ なりません。 金がないと 恋愛で きません。 というより、 食う 
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三次元 


二次元 


フリードリヒ 大王 


〇 


〇 
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我々 はみ な 「ゲルマン 民族」 
(アーリア 人種） である 


ン 民族」 L 黒目 
ぁ る！ 


〇 

ヒ ト ラー 
総統 
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神聖 ローマ帝国 
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長身 


金髮 
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自我の 保証 


_ 雷 徵雷爾 曾 


ドイツ 中の 喪 男たち 


I 


i 
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アー リア 人種 以外の 民族 や、 弱者を 排除 
• ユダヤ人. 身体障害者 • 精神障害 者 • 非 アーリ ア 的な 科学 

与 時の ドイツは 戦争に 敗れて 「国民 総 喪 男 状態」 だった。 経済状態は 最悪で、 「萌 え」 だけでは 生きられない。 
そこで 三次元を 救う カリスマが 求められた。 彼らは 「民族」 「国家」 を 自我の 支えと した。 しかし ヒトラーは 
モ来 二次元の 人間だった ので、 ドイツは 大変な ことに なって いく。 また ヨーロッパ 最喪 男と いう 地位から 浮上 
する ために ナチ スは 「劣等 人種 •劣等 民族」 という 「下の カース ト 身分」 を 作り出した。 

図 4  —1  ヒトラーは 「国家 萌 え」 


ものがない と 恋愛 どころではないではないです か。 
仕事が なく 食う もの もない、 そういう 状態の 喪 男を 
恋愛は 救えません。 生きる か 死ぬ かとい う 状態の 喪 
男に とって は、 まずは 生命と 財産を 保証して くれる 
存在 こそが、 自我の 支えと して 求められます。 する 
とそ こには、 国家が 現れる という わけなの です。 三 
次元の 国家を 統治す る 政治家 こそが、 パンを 与えて 
くれる カリスマ として 支持され るので す。 これに 対 
して、 二次元は 食えません。 恋愛 も 食えません。 才 
ネ ー チヤンを 食っても 胃袋は 満たされず、 むしろ 夕 
ン パク 質を 吸い取られる だけではないです か。 で、 
キリスト教 という 大勢の 人々 を 集団と して まとめる 
ための 便利な 装置を 持たない 近代国家を なんとかし 
て 成立させる ためには、 宗教に 代わる 民族と いう 装 
置がなければ ならなかった と。 かくして、 「国家 萌 
え」 「民族 萌 え」 ム ー ブメ ントが 最大限に 盛り上が 
っていた のが、 当時の ドィツだった わけです。 です 
から ヒ トラ ー の 「ゲルマン 萌 え」 に、 大勢の 喪 男、 
特に 若者が 協調した のです (図 4-1)。 
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二次元 男が 権力を 握つ てし まつた 悲劇 


ヒトラ 


-の 最大の 問題は、 彼が 最初から 芸術家 体質の 喪 男であって 全然 政治家 向き 
ではなかった といぅ 点に あります。 元々 『我が 闘争』 の 文体 や 演説の 口調で も わかる 
ょぅに、 ヒ トラ ー は 霊媒 体質と いいます か ト ランス 状態に 陥って ヮーッ と 叫ぶ のを 得 
意と していた 人です。 電波 系と いっても いい。 感情表現が 異常な までに 過剰で、 見て 
いる 人たち を も 引き込んで しまって 同じ 感情を シンクロさせる ことができた のです。 
しかしながら、 常に 感情 先行で 論理 性は 「？？？」 な 人です。 三次元 世界の 全権を 与 
えてし まつたら、 現実を 見失って 暴走す る タイプです。 本当は、 ヒトラ ー は 役者と か 
画家と いった 二次元の 仕事に 向いて いたわけ です。 

見るべき 人が 見たら、 


「アドルフ 


なんて 恐ろしい 子つ 


f  • 


と 才能を 認めて もらえた かもしれ ない のです。 

『紅 天女』 の 主役に 抜擢して おけば ょかった のに。 

二次元し か 見えて いない 喪 男が 三次元の 権力を 握って しまったら、 「俺」 ィコー ル 
「世界」 といぅ 観点から 好き勝手な ことを しはじめる わけです。 芸術家は 二次元 主義 
者、 政治家は 三次元 主義者です。 ヒトラ ー は 本当は 二 次元 主義者な のに 三次元の 世界 
で 権力を 持って しまったので、 三次元の ほぅを 二次元 = 「自分の 脳 内の 理想 世界」 に 
改造し ようとした わけです。 阿房 宮や 万里の長城を 造った 秦の始 皇帝の ように、 この 
タイプの 権力者は 巨大な 建築物を 造りた がります。 これは、 三次元 世界を 自分の 世界 
に 改造した いという 欲求の 表れな のです。 

もう ちょっと 普通の 言葉で 言う と、 理念 先行 •理想 至上 主義で しかも ルサンチマン 


⑮ 「我が 闘争」 

ヒ トラ— の 自伝。 ミュンヘン ー揆に 失敗して ラ 
ンズ ベルク 刑務所に 入って いる 時に ルドルフ. 
ヘス (注 © ) に 向けて 口述 _記 した もの。 ドィ 
ッ 民族の 生活圏を 確保す るた めの 東方 進出 策 や 
反 ユダヤ 主義な どが 語られて いる。 「生活圏」 
というのは 当時の ョ ー ロッ パで 流行して いた 植 
民 地 主義 •帝国主義 政策を 支える 理論と して 生 
まれて きた 「地政学」 者 •力 I ル •ハウス ホー 
ファー が 考案した 概念。 ヒト ラ— は ランズべ ル 
ク 刑務所で ヘスの 師 である ハウス ホー ファ— と 
出会い、 彼から 地政学 おょび 生活圏の 概念を 教 
わつ たのだろう と言われ ている。 ハウス ホーフ 
ァーは 戦後、 自殺。 息子は ヒト ラ— 暗殺 計画に 
関わって すでに 処刑され ていた。 ちなみに 日本 
にも ハウス ホーフ ァーの 著書 『太平洋の 地 政 
学 j が 翻訳 輸入され 、大東亜共栄圏の 構想に 影 
11 を 与えた。 

⑯ 「紅 天女」 

美 内す ずえの 演劇 マン ガ 『ガラスの 仮面 | で 北 
岛 マヤと 姫 川 亜弓が 主演の 座を 巡って 争って い 
る沄 説の 芝居。 いったい いつ 上演され るんだ。 
とか 言っ てるう ちに、 原作を 通り越して 『紅 天 
女』 が 国立 能楽堂で 実際に 上演され てし まった 
のだった。 

⑰ 秦の始 皇帝 

BC 二 五 九 年〜 BC 二 一〇 年。 中国 初の 皇帝。 
秦王 •政。 戦国時代 後期に 秦の 王と なり、 次々 
と 六 国を 滅ぼして 中国を 統一す る。 そして 王ょ 
り も 上位に 位置す る 「皇帝」 という 位を 新設し 
て® ら 「最初の 皇帝」 始 皇帝と なった。 建築 マ 
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氺 8 

が 溜まつ ている 人間が 実際に 政治を 行う と、 現実の 人間を ゴミ のように 扱う 危険が あ 
るわサ です。 理想の ために 現実を 犠牲に する ことによ つて、 現実に 復警 する のです。 


さて、 ヒ トラ 


ます 力 


と 言えば 熱烈な 国家主義者 •ゲルマン 民族 至上 主義者と して 知られ 
卜 時代には 実は オ ー スト リアの 兵役から 逃げ出したり しています。 『新 
世紀 エヴァン ゲリ オン』 の シンジ くんみ たいな ダメ 人間だった のです。 ところが 第一 
次 世界大戦には 自分から 参加し ました。 ただし 参加した のは、 オ ー スト リアでは なく 
ドイツの 軍隊でした。 いまで 言えば、 大阪 出身なん だけど ジャイアンツを 逆 指名、 み 
たいな 感じで しよう か。 もちろん 軍隊で も 出世で きませんでした。 ところが、 いった 
いどうい うわけ か 彼は 演説の 天才だった のです。 北 島 マヤの ような 演劇の 才能が あっ 
たんです。 ナチ 党に 入る や 否や、 演説を 武器に たちまち 党首に 成り上がり 、あっとい 
う 間に ナチ ス ドイツ帝国の 総統と いう ピラミッドの 頂点に 昇りつ めました。 資本主義 
ピラミッドの 最下 層から、 舌先三寸で 頂点へ と 駆け上った のです。  〇 
貧乏 喪 男の 味方 兼 建築 オタクだった ヒ トラ ー は、 フォルクス ヮ ー ゲンの 大量生産 計 
画 や アゥト バ 1% の 建設、 ベルリン オリン ピッ％ 開催な ど、 次々 と 画期的な 経済政策 
を 打ち出して 失業者 問題を 強引に 解決し ました。 このへんで 引退して おけば ノ ー ベル 
平和 賞で も 貰えた かもしれ ない のです が、 ご存知の ように その後は 真の 目的、 すな わ 
ち 「世界 征服の 野望」 を 実現す るた めに 第二次世界大戦を 始めて しまいました。 ま 
た、 極端な 反 ユダヤ 主義でした ので、 激しく ユダヤ人 苛めを 行いました。 

貧乏 喪 男から 天下 人に 出世した ケ ー スと しては、 日本の 豊臣秀 吉の例 もあります。 
秀 吉もヒ トラ ー 同様の 小男で、 まったく モテませんでした。 最初は 庶民の 味方と 思わ 
れ ていたのに、 天下を 取った とたんに まれに 見る 独裁者に なって 世界 征服に 乗り出し 


ニアで、 皇帝 即位 後は 万里の長城を 大規模 修復 
したり、 三 〇〇〇 人の 美女を 集める 阿房 宮を建 
築したり、 巨大な 始皇 帝陵を 造っ たりした。 こ 
のた め 無数の 人民が 土木工事に 駆り 出される こ 
とに なり、 反乱が 起こって 秦は 滅亡した。 また 
思想を 統制す るた め 「焚書 坑儒」 を 強行したり 
した。 全世界を 支配す る 皇帝と なって からは 
「死」 の 恐怖から 逃れる ことに 夢中に なり (世 
界の 王に なっても 喪 男だった)、 不老不死の 薬 
を 求めて 徐 福を 蓬 萊 (日本) へ 出発 させたり も 
した。 中国が ヨ—  ロ ッバの ように 分裂せ ず 統一 
国家と なった のは、 始 皇帝が 中国を 地理 的に 統 
一し、 続いて 計量の 単位 や 貨幣、 道路の 規格、 
言語 (漢字) などの 文化を も 統一した ためで あ 
る 0 

⑬ 「現実の 人間を □ ミの ように 扱う」 

例えば 宮崎駿 アニメ 『天空の 城ラピ ユタ』 に 登 
場す る 喪 男 ムス カは 「見ろ、 人が まるで ゴ ミの 
よう だ！」 という 名言を 遗 した。 

⑲才— スト リア 

ドイツと イタリアの 中間に 位置す る 中央 ヨーロ 
ッ パの 国。 住民の 多くは ドイツ 系。 公用語 も ド 
イツ 語。 中世 時代には 神聖 ローマ 帝国に 属して 
いた。 一三 世紀に ハプスブルク 家の 神聖 ローマ 
帝国 皇帝 ルドルフ ー世が オ ー スト リア 公と なっ 
てからは ハプスブルク 家の 領土と なり、 代々 の 
神聖 ロー マ 帝国 皇帝 位を ほぼ 独占した。 この 時 
代、 ドイツと いえば 才 1 スト リアで あった。 し 
かし 宗教改革に 端を 発する 三十年戦争で ドイツ 
の 分裂は 決定的に なり、 失墜。 神聖 ローマ 帝国 
は 有名無実と なった。 一九 世紀 初頭の ナポ レオ 
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た 点で も 二人は 似て います。 

ヒトラ ー 自身は 実は あまり ニー チェに かぶれて いなかつ たといぅ 説 もあります が、 
ヒ トラー が 書い々 超 大作 「我が 妄想」、 じゃなかった 『我が 闘争』 には、 ニ ー チェの 
著作 『力への 意志』 の 直接的な いし 間接的な 影響が 窺えます。 世界を 絶え間ない 闘争 
として 捉えて いる 点が 共通して います。 

ちなみに 僕は 大学では 最初 哲学 科に 進んだ のです が、 ニー チヱ 哲学と ナチ ス ドィツ 
の 関係に ついて 哲学的に 考察した 結果、 赤 点を くらいました。 ありがとう ござい 
ます 


ヒト ラー が 登場した 「時代の 気分」 

当時 弱肉強食の 競争 原理を 肯定す る 理論を 唱えて いた 学者は ニー チ H だけでは あり 
ませんで した。 生物学の 分野で も、 ダー ウイン-が 「進化論」 や 「自然淘汰」 といぅ 概 
念を 発表して いました。 ダ ー ウイ ニズム とは 「生物は 大昔から 生存競争を 闘って お 
り、 時間と ともに 自然淘汰され ていく。 そこで 環境に 適応す るた めに 生物 ^ 変化し な 

ければ ならず、 故に 進化が 起きる」 といぅ 考え方 
です。 

キリスト教の 世界観では、 世界は 最初から 世界 
y  であり、 人間は 最初から 人間で あり、 サルは 最初 
ダ から サルでした。 しかし ダー ウインは 人間を 含む 
生物は 時間と ともに 「進化」 してきた と 考え まし 
た。 


ン 侵攻に よって 神聖 ローマ 帝国が 解体して から 
は 「才 —スト リア 帝国」 となる。 その後 ドイツ 
の 網 権を 巡って ブロ イ センと 対立しつつ ハン ガ 
リーや ボスニアを 次々 と 併合す るが、 これによ 
って 民族 問題が 深刻化し、 第一 次 LH; 界 大戦を 勃 
発させる ことになる。 敗戦 後は 共和国と なる 
が、 ナチ ス ドイツに 併合され る。 このよぅに、 
才 1 スト リアは 「ドイツ」 と 「オ ースト リア」 

.といぅ 二っの 民族 概念の 間で 常に 揺れ動い てき 
たと 言える。 

⑳フ オル ク スワ— ゲン 

フォルクス ワ— ゲン 社が 製造した ドイツの 大衆 
軍。 通称 ビー トル。 最初は ヒト ラ— の 「国民 車 
構想」 によって スター トし、 フェル デイ ナン ト 
•ポルシェが 設計した フォルクス ワ— ゲン だっ 
たが、 実際には 大 M ± 産を スタ— 卜 させる 前に 
戦争が 始まった ために 計画は 中断。 新生 フ ォル 
ク スワ— ゲン 社が 大衆車を M 産した のは 戦後に 
なって から。 ビート ルは 全世界で 二 〇〇〇 万 台 
以上 売れた。 

㉑ ァゥ トバ ー ン 

ワイ マ— ル 共和国 時代に 計画され ていた 大規模 
な 高速道路 ネット ワ—ク 。後に 政権を 握った ヒ 
ト ラ— が 失業対策の ために アゥ ト バーン を 建築 
させた。 

㉒ ベルリン オリンピック 
一九 三 六 年に ドイツの ベルリンで 開催され た才 
リン ピック。 「聖火 リ レー」 の 考案 や 世界 初の 
「テレビ 中継」 そして 記録映画 『民族の 祭典』 
f 美の 祭典』 (注 ⑬) 制作な ど、 ナチ X ドイツの 
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ダ ー ウィン 自身は 進化は 環境 適応の ために 偶発的に 起こる もの だと 考えて いたの 
で、 キリスト教 的な 目的論を 認めて はいませんでした。 つまり 進化は 決まった コース 
を 歩いて いるので はなく、 すべて 偶然に 起こる もの だと 考えた のです。 彼の 進化論は 
「機械論 的 進化論」 だった のです。 

ところが 進化論が ョ ー ロ ッバへ 普及す る 過程で、 キリスト教 的な 目的論と 進化論が 
結びついた のです。 この 目的論 型の 進化論が 社会科学と 結びついた 時に、 「社会 進 
化 il」 が 生まれました。 生物が 生存競争を 繰り広げて 進化して いくのと 同様に、 国家 
もまた 競争に よって 進化 するとい う 考え方です。 この 考え方が、 当時の 帝国主義 •植 
民 地 主義の 理論的 バック ボーン になった のです。 ヨ ー ロ ツバ 中が こぞって 「国家 萌 
え」 状態に なりました。 なお、 実は マルクスの 哲学 も、 このような 目的論 型 進化論の 
社会科学 版 モデルな のです。 
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さらに 一九 世紀末には 「優生学」 も 登場し ました。 これは イギリスの ゴル トンと い 
う 人が 考えた 学問な のです が、 人間の 遺伝 形質を 操作して 遺伝学 的に 優秀な 人間を 作 
り ましょう という マツ ドサ イエン テイストの 科学でした。 ナチ スが これを 大 々的に 採 
用して 実践した ので、 いまでは 無かった ことにされて います。 

一九 世紀末から 二〇 世紀 初頭に かけての ョ —ロツ パは このょうな 過激な 思想が 続々 
と 湧いて 出て きていた 混沌と した 状況だった ので、 ヒトラ ー が ニ ー チヱから 直接的に 
どれ だけの 影響を 受けて いるかは 判然とし ません。 しかし、 元々 「ドイツ 観念論」 や 
ロマン主義 といった 二次元 寄りの 志向を 持ちつつ、 ナポレオン 経由で 民族主義 •国家 
主義に 目覚めて いた 当時の ドイツを 取り巻く 「時代の 気分」 の 中で、 ニ ー チヱ もヒト 
ラ^ — も そして ワ  ' — グナ ~ の オペラ も 生まれて きた ことは 間違いありません。 


プロパガンダ 能力の すべてを 濃縮した ょぅな 大 
会。 

㉓豊 臣秀吉 

一 五三 六 年〜 九 八 年。 日本の 武将。 木 下藤吉 
郎 、羽 柴秀吉 。あだ 名は 「猿」 「ハ ゲネズ ミ」。 
小柄な キモ メン喪 男だった。 尾 張 中 村の 百姓の 
子だった が、 織 田 信 長に 仕えて 出世 街道 まっし 
ぐら。 信 長を 本能 寺の 変で 討った 同僚 •明智 光 
秀を山 崎の 合戦で 破り、 事実上の 信 長の 後継者 
となって 日本を 統一した。 豊臣 姓を 賜って 太閤 
•関白と なる。 日本の 歴史で 農民から 天下 人に 
まで 出世した 人間は 秀吉 だけ だし、 日本の 支配 
者の 中で 一番の キモ メン喪 男だった に違いない 
の だが、 天下を 取った とたんに 「人を 殺す のが 
嫌い」 と言われ ていた 性格が 一変。 太閤 検地 や 
刀 狩りで 農民を 弾圧し、 それまでは あやふや だ 
った 士農工商の 身分 制度を 確定す る 張本人と な 
った。 また 晩年は 大明 平定の 野望の ために 朝鮮 
半島へ 出兵したり 甥の 秀 次を 数十 人の 愛妾と も 
ども 惨殺す るな どして、 政権 崩壊の きっかけを 
作った。 

㉔ 「力への 意志」 

一九 〇 一年。 ニー チェの 著書 だが、 完成 前に 本 
人が 発狂して しまったので 妹 エリザべ— 卜が編 
集した。 

㉕ 「ありがとぅ ございます」 

僕に この 本を 書かせて いる 原動力は、 僕を 部外 
者 扱いした 当時の 早稲 田 大学 文学部 哲学 科 教室 
への ルサンチマンな のです。 ああ、 あの 時 教授 
がゥソ でも 一言 褒めて おけば こんな 本は 世に出 
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ニー チェは 個人の 闘争、 ヒト ラ— は 国家の 闘争 

ニー チェと ヒ トラ ーの 思想は 決して 同じ ものではありません が、 ニ ー チェ •ワ ー グ 
ナ 1 ヒ トラ ー の 三者は 女性を 通して 直接 繫 がって います。 ワ ー ダナー オタクだった 
ヒ トラ ー はワ ー ダナ ー 家 三代 目の 嫁に して 四 代 目 当主 ジ ー クフ リ ー ト 夫人と ツ ー カー 


の 関係に なりました し、 ニ ー チヱの 妹 エリザべ 


とも 仲良しさん でした。 


しかし もちろん 哲学 史上で 問題になる のは、 そういう 人間同士の 繫 がりの 話では な 
く、 ニー チ - X. の 哲学と ヒ トラ ー の 政治 思想の 類似点と 相違点です。 

ニー チェは 当時の 資本主義 社会の 弱肉強食の 理論を 裏打ちす るかの ような 「生の 肯 
定」 「欲望の 肯定」 を 行いました。 それが 「力への 意志」 という 言葉に 表されて いる 
わけです。 それだけ ではなく ニ ー チヱは キリスト教 以来の 二元論を 排除し ました。 二 
次元 的な 天国な どなく、 人間は この 三次元の 現実を 永遠に 生きる しかない、 と 説いた 
わけです。 ニ ー チヱに とっては 三次元に おける 闘争 こそが、 神な き 時代の 人間の 生き 
る 唯一の 道な のです。 この 点は ヒ トラ ー に似てい ます。 

ところが、 ヒ トラー が ニー チェと 違う ところは、 ヒ トラ ーの 考えて いる 闘争が 「個 
人」 ではなく 「国家」 「民族」 による 闘争だった という ことです。 ですから 『我が 闘 
争』 という 本 も、 ヒトラ ー 個人の 闘争の 歴史を 綴って いると 同時に、 国家 社会主義 団 
体に よる 国家 レベル •民族 レベルの 闘争に ついて 語って いる 本に なって いるので す。 
「俺の 闘争」 と 「ドィツの 闘争」 の 二部 構成な のです。 

僕 も 以前ち くま 新書から 『萌 える 男』 という 評論 本を 出版 させて いただきまして、 
そこで 「萌 え」 の 精神とは 「自分の 中に 神を、 自分自身を 癒す 装置を 作り出す ことで 


なかった のです。 

⑳ ダ— ウイン 

一八 〇九 年〜 八 二 年。 チャ ールズ •ダー ウイ 
ン 。イギリスの 生物学者。 一八 五 九 年に 『種の 
起原 j を 発表した。 ダー ウインの 進化論は 環境 
に 適応した 種 だけが 生き残れる という 「自然 淘 
汰」 (キモ メンは 滅び、 イ ケメン のみが 栄える 
という 「性 淘汰」 説を 含む) を 基本と した もの 
で、 すべては 偶然の 産物と いう 機械論 的 進化論 
だった。 恋愛 資本主義 化が 進んだ 現在では 性淘 
汰 説が 俄然 注目され 、「金髪 碧眼 も 性 淘汰の 結 
果」 とか r 芸術 も 文学 も 性 淘汰の 結果」 という 
説 も あるら しい。 何もかもが モテの ために 生ま 
れ たの だ。 

㉗ 社会 進化論 

一九 世紀に スベン サ ー や ヘッケルが 唱えた 学 
説。 生物 だけでなく 社会 もまた 適者生存の 原則 
に基づいて いると いう もの。 この 論理に 基づけ 
ば 帝国主義 •植民地 主義 も イジ メも アリな わけ 
だ。へ|ゲル、ダーウイン、マルクス、スぺン 
ザー。 近代とは 「進歩」 「進化」 という 概念に 
取り 憑かれて いた 時代だった。 近代では 神に 代 
わって 国家 や 民族が 立ち上がって きた わけ だ 
が、 神が 保証して くれていた 「予定調和」 「救 
済」 に 代わる 概念 もまた 同時に 必要と された。 
そこで 現れた のが 「進化」 「進歩」 だった。 む 
ろん 神の 救済は 二次元に おいて 行われる が、 
「進化」 「進歩」 は 三次元 世界で 行われね ばなら 
なかった。 こうして 資本主義 世界は、 自らの 時 
間と 空間を 無限に 拡張し なければ なら なくなっ 
た。 時間を 拡張する ための ツー ルが 「進化」 
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ある」 と 定義した わけです が、 その後 NHK ラジオで ィンタビュ ー を 受けた 際に r 自 
分の 中に 神を 見出す という 行為は、 ファシズムに 繫 がらない でしょう か」 という 質問 
を 受けました。 

これは ニ ー チヱと ナチ 党の 関係を 振り返って みれば、 確かに 疑問 視 されるべき 問題 
です。 しかし ニ ー チェは、 あくまでも 「俺」 を 重視した わけで、 「他人の 価値観な ど 
知った こっち やない 代わりに、 連帯 もしない」 という 独立独歩の 個人主義が ニー チェ 
ィズムな のです。 ですから、 国家 や ナチ 党と いった 組織に 己 自身の 自我が 組み込まれ 
る ことを ニ ー チェは ょしと しないの です (自分が 総統 だったら 別 かもしれ ません が)。 

つまり ニー チヱは 喪 男の 「自立」 についての 可能性を 探った わけです。 「喪 男は 一 
人 ぼつち では ダン ゴム シ だが、 ダン ゴ ムシで も 自分自身の 人生を 生き きれる のなら ば 
いい じ やない か」 という わけです。 これに 対して ヒト ラ— は 「喪 男は I 人では ダン ゴ 
ムシ だが、 I 〇〇人 集まれば カブ ト ムシの 如き 強者 だ」 と 考えた のです。 という わけ 
で ヒトラ ー は フォルクス ワー ゲンを 「国民 車」 として 設計した のです (嘘です)。 


「萌 え」 と 「鬼畜」 


もちろん 


チヱ 哲学には 矛盾 点が あります。 「みんなが 三次元 世界で 俺萌 えに な 


つたら、 世の中 大変な ことになるん じ やない の」 といぅ 疑問が すぐに 浮かびます。 こ 
れはニ ー チヱが 三次元と 二次元を 区別し なかった からです。 『萌 える 男』 では、 ニ ー 
チヱの 超人 哲学に 似た 「萌 え」 の 話を している のです が、 僕が 言って いる 「 萌 え」 は 
あくまでも 「二 次元」 での 話です。 二次元の 世界で 「神」 を 個人が 勝手に 持つ ことに 
より 自我の 安定を 得られ、 しかも 三次元の 世界では 「社会」 の 一員と して ダン ゴム シ 


「進歩」 という 思想な ので あり、 空間を 拡張す 
るた めの 方法論が 「帝国主義」 「植民地 主義」 
だった。 

⑳ゴル トン 

一八 ニニ 年〜 一九 一一 年。 フランシス •ゴルト 
ン 。一九 世紀 イギリスの 優生学 者。 ダ— ウイン 
の 従兄弟。 ダー ウイン 的 進化論と 社会 進化論を 
組み合わせた 思想 「優生学」 を 考案した。 才能 
は遗 伝す る (例えば イヶメ ンは遗 伝で ある)。 
だが 社会は これまで 弱者 救済の ために 機能して 
きたので、 自然淘汰の 原理に 反して きた。 つま 
り 人類は 文明を 築く ことで 「逆 淘汰」 という 状 
況を 生み出し、 退化しつつ あるの だと。 故に、 
社会は 人 問の 遺伝 的 形質を 改良して 人造の 「天 
才」 を 作り上げねば ならない！ という 身 も 蓋 
もない 思想で、 ニー チェ 超人 哲学の SF 的 解釈 
と 言えな くもない。 後に ナチ スの 人種 政策と 融 
合して 強制 断種 や ホロ コース トが 実行され た。 
代表作 『迫 伝 的 天才』。 

⑳ 「人間の 遗伝 形質」 

メンデルが エン ドウ 豆の 実験から メンデルの 法 
則を 発見した のが 一八 六 五 年。 しかし メンデル 
の大 発見の 価値に 科学者た ちが 気づいた のは 一 
九〇〇 年に なって から。 メンデルの 因子に 「遗 
伝 子」 という 名前が ついた のは 一九 〇九 年。 ま 
た DNA は 一八 六 九 年に 発見され るが、 長年 そ 
の 正体は 謎だった。 DNA" 遺伝子と いう こと 
が 判明した のは 戦後に なってから。 
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のように 平穏に 生きて いける、 それが 僕の 考えた 「喪 男 救済 哲学」 なんです ね。 つま 
り 「萌 え」 とは 自己に よる 自己の 内的な 救済なん です。 

これは 別に 新しい ことを 言っ てる わけ じ やなくて、 大昔に ィエスが 「神の 国は 脳 内 
に」 と 言ったり、 ブッ ダが 「解脱」 と 言って たのと 基本的には 同じです。 

もちろん ずっと 二次元に こもる のでは なく、 二次元の 良い 部分は 三次元に 導入す る 
こと もで きる とも 書いた のです が、 同時に 「二 次元から 三次元に 出して はいけ ない」 
もの も ある わけです。 二次元の 良い 部分とは 「萌 え」 で、 二次元の 悪い 部分とは 僕が 
「鬼畜」 と 呼んで いる 性質の 概念です。 フォ ースの ダー クサ ィドみ たいな ものです。 
こういう 悪しき エネ ルギ ー は 二次元 だけで 消費され るべき で、 三次元に 二次元の すべ 
てを 出し切っ ては ならな いんです。 なぜなら 二次元には 「現実 原則」 がない からで 
す。 故に 必ず 三次元と 衝突す るので す。 ですから 二次元と 三次元は、 きちんと 区別し 
て おかないと いけません。 「俺萌 え」 をす ベて 三次元で 実践 するとい う ニ ー チヱ 的な 
生き方には、 だから 問題が ある わけです。 三次元は ネット ヮーク 社会であって、 スタ 
ン ドア ロンではありません。 必ず 他者と 利害の 衝突が 起こる のです。 

にもかかわらず、 あくまで 三次元に こだわった ところに ニ ー チェが ナチ 党に 担ぎ 上 
げられ る ことになる 遠因が あったの です。 ヒ トラ ー は 「国家 萌 え」 で ニ ー チェは 「俺 
萌え」 。根本的に 異なる 考えを 持った 両者です が、 いずれも 「三次元の みを 唯一の 世 
界と 考える」 一元論 主義と いう 点では 共通して いたのです。 

マルクス も 含め、 一九 世紀から 二〇 世紀に かけての 西洋 社会は 三次元を 力業で 書き 
換えよう とする 「一元論 主義」 一色に 染まっ ていたと 言っ ていいで しよう。 です か 
ら 、常識では 考えられな いような ことが 実験的に 現実の 下で 行われたり したわけ で 


㉚ フオ —スの ダ— クサ イド 
映画 『スター  •ゥォ ーズ』 シリー ズ には 「フォ 
—ス」 という 善の 超能力が 登場す るが、 フォ ー 
スの與 側には 「ダ— クサ ィド」 という 悪の 世界 
が 広がつ ている 3 フォ 丨スを 怒りに 任せて 乱用 
したりす ると、 術 者 (ジエ ダイ) は ダ— クサ イ 
ドに 落ちて しまう。 
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す。 二度の 世界大戦 とか 断種と か 民族 浄化と か 原爆 投下と かもう 無茶苦茶です。 こう 
いう 巨大な 悪事を なす 人間は、 だいたい 一元論 者なん です。 空想と 現実の 区別が つい 
ていないん です。 ですから 現実の 人間を 片っぱ しから 平然と 地獄に 落とせ るんで す。 
一元論 者 こそが、 この 世で もっとも 危険な 存在な のです。 特に、 ヒ トラ ー のように 元 
元 二次元の 住人だった 喪 男が いきなり 一元論に 転向した 場合が もっとも 恐ろしい ので 
す。 ヒ トラ ー は 芸術家 志望だった のに、 抽象芸術が 理解で きず 頹廃 的で あると して 弾 
圧しました よね。 そして 具象 芸術を 推奨し ました。 これは ヒ トラ ー が 二次元と 三次元 
を、 つまり 芸術と 現実 世界を 統一し ようとし ていた ことを 意味し ます。 


喪 男たち による 革命 

さて、 ロシアの 共産党 や ドィツの ナチ 党が 政権を 獲得で きた 背景には、 言う まで も 
なく 資本主義 社会の 進行に よる 「勝ち 組」 「負け 組」 の 二 極 分化が ありました。 貧乏 
人は 麦を 食え ィズムが 巷に 溢れ、 右を 向いても 左を 向いても 喪 男の 群れ。 資本主義 社 
会は、 内部に 社会主義 的な 還元 システムを 導入して おかないと、 必ず 富の 集中と 二 極 
化が 発生す るよう になって いるので す。 資本主義 社会は 格闘技 ト ー ナメン トと 同じよ 
うな ものです。 最初は 全員 横 並びなので すが、 時間と ともに 勝ち負けが はっきりと 出 
て、 最後には 一人し か 残りません。 そうなる と 競争 原理が 壊れて、 独占 市場に なって 
しまいます。 「独占禁止法」 のよう な 法律は、 そのような 資本主義の 基本 システムを 
なんとか 抑止して 市場に 競争 原理を 残す 目的で 考えられた わけです。 

しかし、 レー ニン や ヒトラ ー が 出て くる 以前には、 社会主義 的な 政策が 資本主義 国 
家で 大 々的に 取り入れられる という ことは 少なかった のです。 資本家 = 勝ち 組が 政権 


㉛ 「具象 芸術を 推奨」 

ヒ トラー は 当時 流行だった 印象主義 や 抽象 絵画 
を 「理解で きなかった」 というの が 通説で ある 
が、 そうでは ない。 「現実」 と 「芸術 世界」 が 
別個の 存在で あると いう 「二 元 論」 を 思想 的に 
受け入れられ なかつ たの だ。 だから ヒ トラー は 
風景画 や 建築 画し か 描けなかった。 

㉜ 「貧乏人は 麦を 食え」 

一九 五〇 年、 時の 蔵相 池 田 勇 人が うっかり 言っ 
てし まって 袋 だた きに。 ちなみに 筆者は 軟らか 
い 白米ょりも 硬い 麦飯 や 発芽 玄米 飯の ほうが 美 
味し いし 値段 も 高い な ぁと 思います。 食物繊維 
の 少ない 白米は すぐに お腹が すくよう な 気がし 
て 食べ過ぎて しまいます。 


® レ— ニン 


八七〇 年〜 一九二 四 年。 ウラ ジミ ー ル 


レ— 


ニン。 ロシアの 革命家。 オカルト 映画の 悪魔 役 
みたい な 怖い顔の 人。 マルクス 主義者と なり、 
シベリアへ 流されたり フィンランドへ 亡命した 
りと いつた 苦難の 人生。 ボリ シヱ ヴ ィキを 率い 
て ロシア 革命を 成功 させ、 ソヴィエト 連邦を 建 
国した。 遗 体は モスクワに 冷凍 保存され てい 
る 0 


の 裏にい る わけです から、 これは 当然です。 それで 怒った 大量の 喪 男たち が 群れを な 
し、 共産党 や ナチ 党が 勃興して 大 暴れした ために、 「こんな 目に 遭う ぐらいなら」 と 
いう ことで 各国が しぶしぶ 喪 男 救済に 腰を 上げた と 言っても いいで しよう。 

近代 西洋は 二度、 革命 期を 迎えて います。 一度 目は フランス 革命に 代表され る 市民 
革命 期です。 二度目は ナチ や 共産党に よる 喪 男 革命 期です。 市民革命は 貴族に 代わっ 
て 市民階級 (ブル ジ ョァ) が 権力を 握る ための 闘争な ので 喪 男とは さほど 関係 ありませ 

んが (とりあえず いろんな 偉い人を ギロチンに かけて ルサンチマンを 晴らしたり していました が)、 

喪 男 革命は そのもの ずばり、 資本主義 ピラミッドの 最 底辺に いた 喪 男たち が 暴れた と 
いう 性質の 根源 的な 革命な のです。 

戦前の 西洋の 歴史を 振り返る と、 喪 男 宗教 キリスト教が 全人 類 •全世界を 「喪」 に 
黒々 と 染め上げた 中世の 暗黒 喪 期、 市民階級が 権力を 握って 資本主義 ピラミッドを 作 
り 上げて いく 近代の 産業革命 期 及び 民主主義 勃興 期、 そして 最 底辺の 喪 男が 暴れた 共 
産 党 & ナチ 党 勃興 期の 三つに 分類で きます。 

近代的 自我の 先駆者 ともいうべき ニ ー チヱは キリスト教を ルサンチマン による 奴隸 
道徳と して 否定し ましたが、 資本主義の 行き着く 先 もやは り 喪 男の ルサンチマン によ 
る 革命 •暴動だった のです。 

一九 世紀末から 二〇 世紀に かけて 喪 男の ルサンチマンが これほど 巨大 化した 原因 
は、 民主主義 という 概念が 生まれた ことに も あるんで す。 つまり、 自由 •平等と いう 
概念です ◦自由 も 平等 も 本当に 実現 されれば それは 素晴らしい ことなので すが、 現実 
には 金持ちと 喪 男の 二 極 分化が 起きて しまいました。 政治的には 民主主義を 採用して 
いても、 経済的には 資本主義 つまり 自由競争 社会な のです から、 これは 当然です。 
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ここに、 「現実」 (喪 男) と 「建前」 (自由 平等) の 乖離が 発生し たんです。 

中世の 民衆は 「現実は 地獄で あり 人間は みな 罪人で ある」 という 喪 男 的 価値観に 統 
一され た 世界に 住んで いたので、 こういう 現実と 建前の 乖離 現象はありません でし 
た。 だから 貧乏で も 喪 男で も おとなし くして いられた のです。 しかし 近世には 「教会 
の 連中 だけ 贅沢して やが る！」 と 気づいた 喪 男たち が 暴れ だし、 宗教 戦争と いう 名の 
内 ゲバが 起こりました。 まあ 組織 宗教って のは 必ず 分裂し ますから ね。 ドィツ なんて 
三十年戦争 二 六 一八〜 四 八 年) で ボロボ ロにな ってし まいました。 そのせ いで 観念論 
という 喪 男 哲学が 生まれた のか もしれ ません。 

続いて 近代に なると、 いよいよ 神の 権威が 失墜。 「人間が 現実を 変えて いいの だ」 
という アグレッシブ 主義が 主流と なり、 これに 乗った 市民階級が やがては 政治 権力 も 
握る ことにな りました。 市民革命は ありていに 言えば 下克上な ので、 自由 や 平等と い 
った 新たな 建前と しての 概念が 必要だった のです。 しかしながら 実際には、 資本主義 
という 競争 原理が 導入され た 闘争 世界が 生まれた わけです。 「自由 •平等」 の 建前を 
掲げて いるのに、 現実には 多数の 喪 男と 少数の 金持ちと に 二分され ていった。 それに 
気づいた 喪 男たち は 「話が 違う」 と 怒った わけです。 

ここで 喪 男 一人ひとりが 内面に、 つまり 二次元に 自分 だけの 神を 見出す 超人への 道 
を迪れ ばよ かった のです が、 当時の 西洋は 科学 全盛期だった ので 三次元 一元論で し 
た。 二次元は 芸術の 世界を 除いて ほとんど 忘れられて いたのです。 三次元の 世界を 変 
える ことによって のみ 喪の 問題を 解決で きる というの が 当時の 考えの 主流でした。 科 
学と 政治の 季節だった のです。 

とはいえ、 もちろん 三次元の 世界は、 個人の 力で 変えられる ものではありません。 


㉞ 「二次元は 芸術の 世界を 除いて ほとんど 忘 
れられ ていたの です」 

世界が 三次元 一元論に 染まって いく 中、 芸術は 
二次元の 「解放区」 となった。 逆に 言ぇば 芸術 
の 中に 二次元が 押し込められ たの だ。 故に 一九 
世紀末からは 印象主義、 キュ ビズム 、象徴 主 
義 、シュル レア リス ム 、ダ ダと いった 抽象的. 
想像 的な 芸術が ョーロ ッバを 覆ぅ ことにな っ 
た。 
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そこで 集団 化が 求められます。 ですから、 共産党と か ナチ 党と いった 革命 政党が 喪 男 
たちの 支持を 集めた わけです。 つまり、 喪 男を 虐げた まま 放置して おくと やがては 革 
命が 起きる かもしれ ない のです！ これは 自民党の 皆様に もよ く 覚えて おいてい ただ 
きたい 歴史の 教訓な のです。 秋 葉 原を 滅ぼせば'  天下が 乱れる や もしれ ぬのです！ 
政治家の 皆さんは 全員 『口— ゼン メイデン』 を 読むべきな のです！ 

喪 男の ルサンチマンが 一力 所に 集積され ると、 極端な 民族主義 •国家主義が 生まれ 
ます。 これが 三次元に おける 「国家 萌 え」 「民族 萌 え」 の 勃興です。 自民 族に 誇りを 
持つ 程度なら どこの 国の 人 もやっ てること です が、 さすがに ゲルマン 民族 至上 主義と 
か 第三帝国 とか 千年 王国と か 言われる と、 行き過ぎです。 というのは、 一 つの 価値 体 
系を ピラミッドの 頂点に 置く という 発想は、 必ず、 ピラミッドの 下層に 別の 価値体系 
を 置いて 差別 するとい う 構造に 行き着きます 。「上」 は 「下」 がなければ 成立し ない 
概念 だからです。 ヒ トラー の 場合は、 ゲルマン 民族が 一番 「上」 で、 ユダヤ人が 一番 
「下」 だった わけです。 国家に ついても 同じで、 ドイツ 第三帝国が 一番 「上」 です か 
ら 、「下」 には いろいろな 国が 置かれる わけです。 で、 そういう 「下」 の 国は 征服し 
て もい いの だ、 という ことになります。 

ヒ トラ ー は ドイツ 国内の 喪 男を 引き上げて 救済 するとい う 喪 男 政治家と しての 善の 
面 も 持っ ていました が、 同時に ドイツ 国外の 夷狄 •モテ •イ ケメン •さらには グ ロメ 
ン (キ モメン よりも 下位に 位置す る 人々) どもを ことごとく 討ち果たそう という 喪 男 政治 
家と しての 悪の 面 も 持っ ていました。 喪 男は ルサンチマンから 出発し ますから、 「 萌 
え」 によって その ルサンチマンを 解消 するとい う 方向の 精神 ? 善の 心) と、 ル サン 
チマンを 他者に 押し付けて 溜飲を 下げよう という 復警の 精神 ("悪の 心) の 両面を 持 


㉟ 第三帝国 

ナチ ス ドイツの 帝国。 神聖 ローマ 帝国が 「第一 
帝国」、 プロイセンが ドイツを 統一して 建国し 
た ドイツ帝国が 「第二 帝国」。 そして ナチ スド 
イツが 「第三帝国 J。 中世の 神秘主義 者ヨ アキ 
ム は、 ヨー ロッパ 世界の 歴史を 「第一の 時代」 
「第二の 時代」 「第三の 時代」 と 分類し、 第三の 
時代に 到来す る 理想 国家を 「千年 王国」 と 呼ん 
だ。 ヒトラ I は 自らの 第三帝国 こそ、 この 千年 
王国で あると 考えて いたよぅ だ。 
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つのです。 我々 は 二つの 精神のぅ ち'  善の 心 = 「萌 え」 だけを 三次元に 適用し、 悪の 
心 = 「鬼畜」 は 二次元に 留めて おかなければ ならない のです。 ところが ヒ トラー は 政 
治 家に 転身した 頃から 二次元を 顧みない 三次元 一元論 者と なって いた 上、 政治家と し 
ての 成功が 慢心を 呼び (これは 独裁者に ありがちな バタ ー ン です)、 「俺」 と 「世界」 の 区別 
がつ かなくな つて どんどん ダ— クサ イドに 落ちて いつたの です。 


ヒト ラ— が 死んで 「国家 萌 え」 も 終わった 

ヒト ラー の 喪 男 遍歴に 戻ります。 若い 頃 ウィ ーンで ニ ー トだった こと や 徴兵から 逃 
げた ことな どは すでに 述べました が、 その後、 政治家に 転身して からは モテる ように 
なった はず だと 考える のは 喪 男の 本質を 見逃した 考え方です。 長年の 喪 男 暮らしで、 
ヒト ラー はもは や 通常の 恋愛が でき なくなっ ていました。 

いや、 本質的には 彼は 二次元の 人間だった ので、 そもそも 三次元の 恋愛な ど 無理 だ 
ったの かもしれ ません。 外見 も チャップリン そっくりの ショ ボい チョ ビヒゲ の 小男で 
す。 という わけで ヒ トラー は ロリコンに なりました (また か)。 政権 獲得 以前の 政党 
活動 期、 ヒトラ ー は 自分の 姪に 「ゲリ」 という 名前を つけて かわいがって いたので 
す。 彼は 一九 歳 年下の ゲリの 下僕と 化して いました。 しかし、 彼は ゲリを 部屋に 閉じ 
込めて おく オタク 気質の 持ち主だった ため、 ゲリは 自殺し ました。 明らかに ヒ トラ ー 
の キモい 独占欲が 招いた 悲劇でした。 この 巨大な トラウマの ショックで、 ヒト ラー は 
ゲリの 墓の 隣に 入る と 言い出して 党員たち を 慌てさせました。 やはり ヒトラ ー は萌え 
の 人だった のです。 この 時、 党員たち がヒ トラ ー を ひきとめずに ゲリの 墓の 横に 埋め 
て やって 即身成仏 させて あげれば、 後の 大 悲劇は 避けられ たのです …… 。 


㉟チ ヤツ プリン 

一八 八 九 年〜 一九 七 七 年。 チャー リ—  •チ ャッ 
プリン。 イギリス 生まれ。 アメリカで 活躍した 
映画監督、 俳優。 喜劇 王。 ヒトラ ー と 同い年。 
『独裁者』 で 痛烈に ヒトラ ー を 批判した。 戦後、 
ハリウッドを 襲った 「赤狩り」 に 巻き込まれて 
アメリカを 追われる。 初恋の 少女と 死別した こ 
とから ロリコンと なり 生涯 四 度の 結婚を 繰り返 
した。 最初の 奥さんは 一六 歳。 二人目の 奥さん 
リタ •グレイは 一 五 歳の 時に 妊娠 させた が、 こ 
れは リタの 一族に ょる 美人局 (つつもたせ) 計 
画だった！ チャップリンは 一 〇〇万 ドル (戦 
前の 話です) の 慰謝料を 請求され、 撮影所を は 
じめ とする すべての 資産を 差し押さえられ てし 
まつた。 さらに 雑誌に 「チ ヤッ ブリンは リタに 
フェラチオ させた」 という 暴露 記事が 掲載され 
てし まう。 「フェラチオ」 という 耳慣れない ラ 
テン 語は、 この 瞬間に 現代語と して 蘇った の だ 
った。 「護身」 という 概念が チャップリンには 
なかった。 チ ヤッ プリンは それでも まったく 懲 
りず、 四 人目の 奥さん も 一六 歳。 代表作 『キッ 
ド 』 『黄金 狂 時代』 『街の 灯』 『モダン •タイム 
ス 』 『殺人狂 時代』。 
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ゲリが 死んだ 後、 エヴァ •ブラウンと 交際を 始めました が、 すでに ヒトラ ー は 生涯 
独身を 誓っ ていました。 口には 出しません が、 恐らく 脳 内 キャ ラと 化した ゲリに 永遠 
の 愛を 勝手に 捧げて 萌 えていた のでし ょう。 という わけで エヴァの 「モテの 魔の 手」 
を、 ヒ トラ ー は 護身し ます。 ところが 、エヴァは 「ヒ トラ ーに 冷たく された」 と 嘆い 
て 自殺を はかります。 これで ヒト ラー の 護身 フィ ー ルドが 突破され てし まいました。 
しかし それでも ヒ トラ ー は エヴァと 結婚し ようとは しません でした。 すでに ドィツを 
代表す る 「喪 男 ヒーロ ー」 となっ ていた ヒ トラ ー は、 結婚す ると 人気が 落ちる と 思っ 
ていたと も 言われて います。 しかし、 僕は ゲリが 死んだ 瞬間に ヒト ラー の 現実 恋愛 能 
力が 終わって しまったの だと 思います 。エヴァが ヒ トラー と 結婚で きたのは、 一九 四 
五 年、 ベルリン 陥落の 日でした。 翌日、 二人は 自殺し ました。 

ヒトラ ー の 夢は、 結局のと ころ、 本当は 「画家になる」 つまり 二次元で 生きる こと 
と、 ゲリと 暮らす こと、 ただ それだけ だつ たのです。 それな のに、 ヒ トラ ー は どこか 
で ボタンを かけ 違えて、 気がつけば 生きな がらに 喪 男の 神に なって しまい、 第二次 世 
界 大戦を 引き起こした のです。 ソ連 軍に 蹂躪され た ベルリンは 瓦礫の 山と 化し まし 
た。 喪 男 ヒトラ ー の ルサンチマンが、 ョーロ ッバ 全土を 廃墟に したので す。 そして そ 
の ルサンチマンは、 元はと 言えば 「画家に なりたい」 「ゲリと 暮らしたい」 というた 
だ それだけの 小さな 夢が 挫折した ために 生まれた のです。 

喪 男たち が 「国家」 に萌 える 時代は、 ナチ ス ドイツの 滅亡に よって、 事実上 終止符 
が 打たれました。 大勢の 喪 男が 「第三帝国」 という 夢に 萌え ました。 しかし、 その 代 
償は あまりに 大きい ものだった のです。 そして 戦後、 「国家」 の 代わりに いよいよ 
「恋愛」 が 浮かび上がって きた わけです。 


㉜ r リア 人 

イラン および インドに 暮らす 民族。 インド •ョ 
1 ロ ッバ 語族に 属する。 インドに 入った ア ー リ 
ア 人は 先住民族を 支配して バラモン 教を 作っ 
た。 近代 ョー ロッ パでは、 ョ ーロ ッバ 語と イン 
ド 語が 同じ 起源を 持つ と 考えられた。 そこで 
「インド •ョー ロ ッバ 語族」 という カテゴリ— 
がで きた。 ア ー リア 人と いう 概念が ここから 拡 
大 され、 一九 世紀には インド •ョー ロッパ 語族 
の すべてを アー リア 人と 呼ぶ ようになる。 元々 
は イギリス による インド 支配に 根拠を 与える た 
めの 学説だった と 思われる が、 ナチ スは ドイツ 
民族 こそが 最も 純粋な ア ー リア 人 だと 主張し 
た。 ユダヤ人を 弾圧した の も、 ア ー リア 人の 純 
血を 守る ためだつ たそうな。 また ヒ トラー はア 
I リア 人つ まり ゲルマン 人の 起源は チベットに 
あると 信じて、 何度も チベットへ 調査団を 派遣 
した。 

㉚ ゲッベルス 

一八 九 七 年〜 一九 四 五 年。 パウル •ョ ーゼフ • 
ゲッベルス。 ドイツの 政治家。 「博士」。 ナチ ス 
の 宣伝 省 大臣。 小児麻痺を 患って 脚が 不 g 由 だ 
った。 頭脳は 非常に 明晰で、 将来は 知識人と し 
て 大成す るは ずだった が、 第一 次 大戦の 敗北に 
よる 不況で 失業して 困窮し、 ブルジ ョア 階級へ 
の 怒りが 爆発。 そんな 折に ヒト ラ— と 出会って 
しまい ナチの プロパガンダを 開始す る。 その 手 
法は 新聞 や ラジオ、 映画な どの ニュ ー メディア 
を 利用し、 大衆の 感情を 高揚させる という 新し 
い 方法論だった。 「ハイル ヒト ラ—」 は ゲッべ 
ルスが 考案した。 戦後 日本で も 有名に なった 
「ノス ト ラダ ムスの 予言」 を 改竄して プロ パガ 
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ゲツ ベルス 


•  •  • 

: 


_ 


ヒムラー 


ゴーリ ング 


キ モメン たちが 作った イ ケメン 王国 

ナチ スは 「金髪 •碧眼 •長身」 の 「ア ー リア 人」 こそが 地球上で もっとも 美しく 優 
秀な 民族で あると 考えました。 「ア— リア 人萌 え」 です。 イ ケメン と美 女を 集めて 無 
理 やり 結婚 させて ドイツ人を 立派な ア ー リア 人へ 改良し ようとしたり しました。 ドイ 
ツ 人を 全員 モテに 改造し ようとした わけです。 まあ 確かに、 全員 モテに なれば 喪 男 問 
題は 解決です ね。 ところが その 一方で、 ユダヤ人 などの 少数民族 や 同性愛者、 障害者 
を 迫害し ました。 つまり 実際のと ころは 「全員」 を モテに しようとは 考えて いなかつ 
たわけです。 ドイツ 国内で 喪に 分類され る 人々 を 抹殺し ようとし たんです。 

興味深い ことに ナチ スの 高官は、 どいつ もこい つも キモ メン です。 ナチ 党は 喪 男 集 
団 なのです。 党首の ヒ トラー は 例の ルックスで すし、 宣伝 大臣の ゲッベルス も 喪 男で 
した。 ヒ ムラー はどう 見ても アキバ 系で、 しかも オカルト オタクです。 ゲ— リングは 
肥満 体で ゲイだった とも。 ヘスは 占星術の 導きで 敵国 イギリスに 飛んで いってし まっ 
た 電波 男です。 イケ メンの ロンメルは 嫌われて 自殺に 追い込まれて います。 

i  ry  I 


ン ダに 使う という 奇策 も 実行した。 ヒト ラー が 
自殺した 後に 自ら も 六 人の子 供を 殺し、 妻と 自 
殺。 

@ ヒ厶 ラー 

一九 〇〇 年〜 四 五 年。 ハインリヒ •ヒ ムラ—。 
ドイツの 政治家。 SS  (親衛隊) 長官。 どうか 
している 人 だらけの ナチ スで 一番 頭が おかし か 
った 人。 チビで メガ ネ という 野 比 のび太みたい 
な 見事な 喪 男 キャラクター だった が、 その ルサ 
ン チマンが 裏返って SS の 入隊 条件を 「身長 一 
七〇 センチ 以上、 金髪 碧眼の アー リア 人種」 に 
設定して いた。 SS の 制服は 当然 喪 男を 象徴す 
る 「黒」。 SS の 勢力を 拡大す るた めにあれ こ 
れ 画策、 自分を ナチ 党に 誘って くれた 先聚 であ 
る SA  (突撃 隊) の レ— ムを 粛清した りした。 
以後、 SS のみならず ゲシュタポ 長官、 ドイツ 
替察 長官、 内務大臣な どに 任命され どんどん 権 
力を 拡大す る。 二次元と 三次元の 区別が つかな 
い 騎士 団 マニアで、 パ ー ダー ボルンの ヴ ェヴェ 
ルス ブルク 城を 購入して 「聖槍 騎士 団」 を 結 
成。 城の 地下には ロンギ ヌスの 槍を 収めた とい 
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つまり、 喪 男たち がい ざ 政権を とった 結果、 自分たち の 同類で ある 喪 男を 弾圧す る 
側に 回っ たわけです。 それ どころ かィケ メンを 優遇し、 ドィツを ィ ケメン 王国に しよ 
うとした のです。 実は 「ス ポ—ツ マンは 美しい」 「ィケ メンは 正義 だ」 「キモ い 奴は 悪 
人 だ」 という 現代 日本 や アメリカに 蔓延す る 外見 主義 •ルックス 主義は、 元を 正せば 
ナチ ス ドィツの 思想なん です よ。 健全な 肉体と 健全な 精神の 持ち主つ まり ィヶ メンだ 
けが 生き延びるべき であって キモ メンや 病人は 断種して 絶滅させる べき だとい うのが 
ナチ スの 思想でした。 

つまり、 ゲルマン 民族 (アー リア 人) こそが ィケ メンで モテで 勝ち 組なん だとい う 民 
族萌 えの 価値観を 世界中に 刷り こみ、 「だから 俺 もィヶ メンで モテなん だ」 と 思い込 
もうと したんで すね。 ここに、 民族 萌え •国家 萌 えが 三次元に 適用され、 さらに 集団 
組織化 された 時の 弊害が 表れて います。 つまり 三次元 H 現実で 何ら かの 概念に 価値を 
置く という ことは、 必然的に 世界に 上下関係を 作る わけです。 それでも 個人 レベルに 
留まって いれば 影響力が 小さい ので まだ 被害は 少な いんです が、 集団 レベルに なると 
被害が どんどん 拡大して いくんです。 


メディア にょる 大衆 支配 システム 

で、 そういう ィ ヶメン 至上 主義を 世界に 流布 するべく 企画され た イベント がべ ルリ 
ン オリンピックと 、オリンピックを 記録した 映画 『民族の 祭典』 『美の 祭典』 だった 
わけです。 また これが できばえの 良い 芸術 映画だった りする ので 困る。 ヒ トラ ー 自身 
が 芸術家だった からでし ょうか、 ナチ スは デザイン とか イベント とか 凄 いんです。 
また、 宣伝 省を 仕切る ゲッベルスが メディア オタク だっ たので、 ナチ スは 映像 や ラ 


う。 この 城は 「ブラック •キヤ メロ ッ ト」 と 呼 
ばれる ようにな った。 ホ ロコー スト もヒ ムラー 
が 担当した という。 しかし、 実戦の 指揮は まっ 
たく ダメ だった。 戦局が 悪化す ると 勝手に 講和 
しようと する が、 ヒ トラ ーに バレて 逃亡。 最後 
は 自殺した。 

⑩ゲ— リング 

一八 九 三年〜 一九 四 六 年。 ヘルマン •ゲ ー リン 
グ 。ドイッの 軍人。 文系 喪 男 揃いの ナチ スの高 
官 では 唯一の DQN 系 •体育 会 系 だが、 やはり 
変人で わけの わからない 貴族 趣味が あった。 第 
一次 大戦では 空軍 パイロット として 活躍。 戦後 
ナチに 入党し、 ヒ トラ— の 相談役と なる。 第二 
次 大戦では 空軍 総 司令を 務め、 初期の 電撃 戦で 
は 戦果を あげる。 しかし イギリス や ソ連との 戦 
闘では 失敗を 続け、 失脚。 ひきこもりになる。 
ニュ ルン ベルグ 裁判で 死刑を 宣告され たが、 自 
ら 青酸 ヵリで 自殺した。 

⑪ ヘス 

一八 九 四 年〜 一九 八 七 年。 ルドルフ •ヘス。 ド 
イッの 政治家。 ナチ 党の 副 総統。 大学で ハゥス 
ホー ファ— に 師事して 地政学を 学び、 ナチ 党に 
創立 時から 参加。 獄中で ヒト ラー の 『我が 闘 
争 J の 口述筆記を 担当した。 第二次世界大戦の 
最中に ヘスは いきなり 飛行機に 乘 って ドー バー 
海峡を 単独で 横断し、 イギリスに 着陸した。 お 
抱えの 占星術 師ヵー ル •エルンスト •クラフト 
の 予言を 信じて イギリスとの 単独講和に 向かっ 
たと される が、 なぜ？ 以後、 ヘスは 刑務所 か 
ら 出る ことなく 死んだ。 暗殺 だと も 言われて い 
る。 
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ジオと いつた メディアに よる 洗脳 •宣伝に 長け ていました。 広告代理店の 方法論の 基 
礎は だいたい ゲッベルスが 考えた ものです。 大衆に 対する 広告 宣伝の 威力を 最初に 見 
出して 最大限に 利用した 人間が ゲッベルスな のです。 彼に とつての 広告 宣伝とは、 自 
分たち が 妄想して いる 二次元の 観念を、 あたかも 現実 = 三次元で あるかの 如く 大衆に 
刷り こむ ための 魔術でした。 活字は もちろん ラジオ や 映画と いつた 新しい メディア 
が、 この 刷り こみに 非常に 有効でした。 なぜかと いうと、 ラジオから 聞こえて くる 
「肉声」 とか、 スクリ ー ンに 映し出され ている 「本人の 映像」 は、 本当は 作り物な の 
で 二次元 なんです よ。 現実 = 三次元で はな いんです ね。 現実の 一部 だけを 切り取っ 
た、 三次元の 影みたい な ものです。 ところが、 それを 見せられる 人々 は、 現実 だと 思 
い 込む わけです。 

三次元の 世界の 中の I 部 だけを 切り取って 都合の 良い ように 編集して 作り 変えた も 
のこ そが、 メディアな のです。 「口では なんとで も 言える」 「言葉では なんとで も 書け 
る」 とはよ く 言われる のに 対して、 「映像なら なんでもかんでも 映し出せる」 という 
真理は 意外に 気づかれて いません。 

ゲッベルス のように 意図的に 「都合の 良い 偽物の 三次元」 を 作る こと も 可能です 
し、 作り手が たとえ 出来る限り 現実を そのまま 伝えようと している 良心的な 人で あつ 
て も、 結局は メディアには 「現実の 一部し か 切り取れない」 という 構造 上の 限界が あ 
る わけで、 絶対， 4 現実 そのものを そのまま 切り取る ことは できない のです。 いずれに 
しても、 ラジオ や 映画 や テレビ や 活字 媒体は、 現実では ない にもかかわらず、 受け手 
側は それを 現実 そのもの だと 思い込んで しまいます。 本人が 登場して いるんだ から 本 
物だろう、 と 直感的に 感じて しま うんです。 これは 知覚の 罠です。 メディアは 噓の情 


⑫ ロンメル 

一八 九 一年〜 一九 四 四 年。 エル ゥイン •ロン メ 
ル。 ドイツの 軍人。 砂漠の 狐。 すでに 近代 戦の 
時代だった にもかかわらず 戦場で 騎士道 精神を 
貫き、 敵から も 「聖者」 と 尊敬され た。 一方で 
は ナルシストで、 自分の 写真を 戦場で パチパチ 
カメラマンに 撮らせて いたと いぅ。 そんな イケ 
メンが 喪 男 軍団 ナチ スで やって いける わけ もな 
く、 最後は ゲッベルス たちに 「ヒ トラー 暗殺 計 
画に 関わった」 と 疑われて 自殺に 追い込まれ 
た。 だが、 その おかげで 彼は 「ヒ トラ— に 立ち 
向かった 英雄」 になった。 イヶ メンは 何を やっ 
てもイ ケメン なの だ。 

⑬ 「民族の 祭典」 「美の 祭典」 

一九 三 八 年。 ベルリン オリンピックを 記録した 
ドイツ 映画。 正式な タイトルは 『オリンピア』 
で、 「民族の 祭典」 が 第一 部、 「美の 祭典」 が 第 
二部だった。 監督は レニ •リ ーフ ヱンシ ユタ— 
ル。 上映 当時は 絶賛され ヴ エネ チア 映画祭で 金 
獅子赏 を受赏 したが、 戦後は ナチ スの プロ パガ 
ンダ 映画と して タブ— 視 され、 レニ も 生涯 沈黙 
を 余儀なく された。 
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報 や 作り物の 価値観 や 送り手に 都合の 良い 感情を 受け手に 喚起させる ような 扇動を 行 
うのに 都合の 良い 道具だった のです。 

ですから ナチ ス ドイツの 勃興の 原因には、 大 不況に よる 喪 男の 大量 発生から 「国家 
萌 え」 「民族 萌 え」 ムーブ メント が 盛り上がった という 内的 要素 だけでなく、 ヒ トラ 
—の 演説 や ゲッベルス による 巧みな 宣伝活動 による 大衆 洗脳の 結果と いう 外的 要素 も 
あるので す。 その後、 第二次大戦 中には、 アメリカ あたり も 国策 映画を 作ったり し 
て、 メディア による 戦意 高揚を 行っ ています。 日本 も 同様です。 のらく ろ も、 最後は 
満州 (中国 東北 部) へ 渡って 大陸 浪人に なりました。 しかし、 メディアが 大衆の 価値観 
と 感情を ある 程度 支配す る 力を 持った 発端は、 ゲッベルスに あったと 言える でしよ 

A っ 0 

ちなみに 戦後の 日本を 覆いつ くした 「恋愛 資本主義」 という 価値の 体系 もまた、 メ 
ディアに よって 作られた ものな のです。 メディアの 構造は、 本当は 二次元 (フィ クシ 
ョン) にすぎない ものを、 三次元 (現実) に 見せかけて 大衆を 洗脳 •誘導 するとい う 仕 
組みに なって いるので す。 これは ある 意味では 喪 男 ゲッベルスの 現実に 対する 勝利で 
あり 復警 であると 言えます。 彼は 世界が 二元論の 構造に なって いる ことを 知りな が 
らヽ メディア という 魔術を 駆使して あたかも 世界が 一元論の 構造で あるかの 如く 振る 
舞う という、 非常に 狡猾な 大衆 洗脳 技法を 開発した のです。 

もちろん ゲッベルス 個人が こういう システムを 考え出した というよりも、 まず 最初 
に 技術の 発展が ありました。 新聞、 雑誌、 ラジオ、 映画と いった メディアが 続々 と 生 
み 出され、 普及して いったの です。 これらの メディアは すべて 二次元です。 現実では 
ありません。 空想の 世界、 観念の 世界です。 ところが アニメ ー ショ ン あたりは 完全に 


© 「のらく ろ」 

戦前に 『少年 倶楽部 j で 連載され た マン ガ 。作 
者は 田 河水 泡。 野良犬の 「のらく ろ」 が 猛犬 連 
隊に 入って どんどん 出世して いく。 最初は 二等 
兵だった が 気がつけば 大尉にまで 昇進。 モテな 
い 『課長 鳥 耕作』 みたい な 感じ。 最後は これ 以 
上昇 進 させられな いので やむ を 得ず 除隊 させて 
大陸 浪人に してし まった。 その後、 戦局が 惡化 
して 連戦は 中断。 戦後に 雑誌 『丸』 で 連載が 再 
開され るが、 もちろん 猛犬 連隊は 解散に なって 
しまった のでの らくろ はいろ いろな 仕事に チヤ 
レンジ。 最終的には 喫茶店の マスタ— となって 
完結す る。 
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フィ クシ ヨン だとす ぐ わかり ますが、 実写映画に なると 怪しくな つてき ます。 ストー 
リ ー そのものは 作り話で も、 演じて いる 俳優は 実際の 人間です からね。 さらに、 ラジ 
才や 新聞 •雑誌の 報道と もなる と、 すべてが 「事実」 であると いう 建前の もとに 流さ 
れ ています。 でも、 本当に 事実 かどう かは ぱつと 見には わかりません。 そもそも どう 
やつた つて、 メディアは 現実の 影で しかない のです。 良心的に 作つても そうな のです 
から、 意図的に 事実を 捏造 •改竄し ようと 思えば どうに でもで きる わけです。 

現代の メディアには 大きく 分ける と 二つの 種類が あります。 まず 完全に フィ クシ ョ 
ン だと 銘打たれ ている 類の もの (劇映画 •アニメ  •マン ガ など)、 これは 純 二次元です。 
次に、 現実 だと 銘打たれ ている 類の もの (新聞 •雑誌 •テレビ •ラジオな どの ニ ュース や ド 
キ ユメン ト、 ノンフィクション) 。これは 三次元を 標榜して いますが 本質的には やつぱり 
二次元です。 

両者は 一見す ると まつたく 異なる ものに 見えます が、 実は これらは いずれも 「メデ 
ィア」 という 名の 仮想 現実な のです。 「アニメを 見る 奴は 現実 逃避して いる」 と 言い 
出す ような 手合いの 人は、 だいたい、 ニユ ー スや ノンフィクションは 「現実」 でアニ 
メは 「空想」 だと 信じて いる わけです が、 これは メディアに まんまと 支配され ている 
だけなん です。 そもそも 自分が 「現実」 を ありのままに 認識で きている と 考えて いる 
時点で 無® です。 そんな ことは できない と カントが 言つ ている ではありません か。 こ 
ういう 人は つまり 一元論の 世界に 住んで いる わけです が、 その I 元 論の 世界とは メデ 
ィアが 作り出し ている 仮想の 世界なん です。 で、 メディアを 操つて いる 人たち は、 自 
分たち が 二元論の 世界に 住んで いて、 「現実」 とは 実は 自分たち が メディアの 力で 書 
き 換えて いる 仮想 世界、 つまり 巨大な 「情報」 (コ ー ド) の 体系で ある ことを 知つてい 
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る わけです。 彼らは 現代の 魔術師み たいな ものです。 

映画 『マトリックス』 では、 寓話 的に 「メディア」 が 「マシー ン」 に 置き換えられ 
ています が、 I 元 論を 信奉す る 人は 実は 目を 開けて 寝ながら メディアから 与えられた 
夢を見て いる だけな のです。 

メディアの 悪い 面 ばかり 連ねました が、 良い 面 もあります 。メディアの 発達に よっ 
て、 人間は I つの 価値体系 •一つの 幻想を 容易に 共有で きる ようになりました。 キリ 
スト 教がヨ ーロッ パ 全土を 覆う には 長い 年月が かかり ましたが 、メディアが 発達した 
現代では さほどの 時間を 要さず とも 一つの 価値体系が 伝播す るよう になり ました。 

ナチ スド イツは、 このような メディアの 力、 すなわち 大衆に 二次元を 三次元 だと 思 
わせる 力を 「国家 萌 え」 「民族 萌 え」 の 共有 化に 利用した のです。 ナチ スは 滅亡し ま 
したが、 メディア によって 情報を 広範囲に 伝播し、 一つの 「価値体系」、 つまり 「三 
次元」 世界を 作り上げる という システムは、 その後 全世界に 波及し ました。 ですから 
現代の 神は メディア であると 考える 人 もい る わけです。 

カントが 気づいた ことです が、 三次元 = 現実とは 人間の 観念すな わち 「情報」 なの 
です。 ですから 情報の 発信 源を 握って いる 人間が 神に なれる わけです。 人間は 「物自 
体」 の 世界を 生きて いるので はない のです。 我々 が 「三次元」 = 「現実」 だと 思い込ん 
でいた 世界は、 実は 人間の 精神に よって 認識され 構築され る 「現象」 の 世界だった ん 
です。 メディアが 現代の 神に なった のは、 この 「現象」 の 世界を 自在に 書き換える 
力、 つまり 「情報」 を 握っ たからな のです。 
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_ 分の ルサンチマンを 他者に 押し付けた 悲劇 

それにしても 酷い 話と いいます か、 ナチ 党 幹部たち は 自分 も 喪 男の くせに 仲間の 喪 
男たち を 裏切って 「俺たち は モテ だ」 と 言い出しました。 しかも 元々 が 喪です から、 
病的な までに 「モテ」 に こだわり 続け、 人種改良 だの 断種 だのと いう 途方もない 誇大 
妄想にまで 突っ走って いったの です。 でもい くら 頑張った って 喪は 喪です から、 「俺 
たちは モテ だ」 という 大嘘を 証明す る 運動を 始めて しまう と 終わりが ありません。 い 
ずれに せよ 「ルックス 至上 主義」 「スポ ー ツマ ン 至上 主義」 「広告 至上 主義」 「メディ 
ア 至上 主義」、 現代 社会に 蔓延して いる これらの 価値観は、 すべて ナチ スが 発展 させ 
たもの、 あるいは ナチ スが 発明した ものな のです。 そして、 これらの 価値観は、 すべ 
て メディア によって あたかも 現実で あるかの ように 広められ てきた わけなん です。 

なんだか、 脱 オタして 女に モテよう ぜ 、なんて 言い出す 連中の 本性が ここに 現れて 
いるよう な 気がして なりません。 

しかし ヒトラ ー も ゲッベルス も、 当初 あまりに うまく ことが 運びす ぎた ために、 実 
は 自分たち 自身 も 自己暗示に 陥って 二次元と 三次元の 区別を 喪失して しまった のでは 
ないで しよう か。 二人は、 ヒト ラ— こそ フリ ー ドリ ヒ 大王の 転生で あると 信じる よう 
になって いました。 戦争 末期、 二人は ベルリンの 地下に ひきこもりました。 ソ連 軍が 
ベルリンに 迫る 中、 地下に こもった ゲッベルスは ヒ トラ ー にフリ ー ドリ ヒ 大王の 伝記 
を 読んで 聞かせて いたと 言います。 一八 世紀に プロイセンを 率いた フリ ー ドリ ヒ 大王 
は 七 年 戦争に 苦戦して ロシア 軍に ベルリン 近くまで 迫られ、 一時は 毒を 仰ごうと しま 
したが、 ロシア 皇帝 エリザ ヴェ ー タが 急死して フリ ー ドリ ヒの ファンだった ピョ ー ト 
ルが ロシア 皇帝に なった ため ロシアと 和平を 結ぶ ことができ、 奇跡的に 戦争に 逆転 勝 
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利した のです。 ゲッベルスの 朗読を 聞きながら、 ヒ トラ ー は 涙を 流して いました。 そ 
して 奇蹟は 起きた のです。 ゲッベルスは ヒト ラー に 「ルー ズ ベル トが 急死し ました」 
と 報告し ました。 これで 戦局は 一変す る、 はずでした …… 。 

う ほっ、 いい 友情、 という 感じの 逸話です が、 つまり ヒ トラー も ゲッベルス も 「自 
分たち は フリー ドリ ヒ 大王と その 側近の 再来で ある」 という 脳 内で 作った 「二 次元」 
設定を 完全に 現実と 混同して しまって いたわけ です。 

これまでの 話を まとめ ましよう。 ヒト ラー たちの 出発点は、 明らかに 喪 男の ル サン 
チマンです。 その ルサンチマンの 集団 化に 成功した ことで、 政権を 手に入れました。 
ところが ナチ ス ドィツは 喪 男を 救済す る 王国を 作る どころ か、 正反対の 行動に 出た わ 
けです。 自分たち を 人種 ピラミッドの 「頂点」 に 置き、 ピラミッドの 「下」 に 他の 民 
族を 置いて、 苛めました。 かつて 喪 男と して 社会に 苛められ ていた 面々 が、 いざ 権力 
を 得る と 自分が やられた ことを 他者に 対して やりかえした のです。 

彼らは 人間 精神の 悪い 部分で ある 「鬼畜」 の 心を 三次元で 実践して しまったので 
す。 「鬼畜」 が 三次元に 漏れて きた 場合、 つまり 三次元 世界で 自分の ルサンチマンを 
他人に 押し付けなければ 自分は 癒されな いと 信じて いる タィプの 人間が 暴れた 場合、 
どうなる でしよう。 ト ラゥマを 与え あい、 相手を 傷つけ あう 無限の 地獄が 現出す る こ 
とになります。 「憎しみの 連鎖」 などと 言われる 現象です。 二 次元 世界の 価値を 否定 
して、 すべての ルサンチマンを 三次元 世界の みで 解決し なければ ならない 世界観を 選 
択 した 場合、 このような 悪循環が 終わらな くな るんで す。 

ですから ブッ ダは、 人生とは 苦で あると 言い、 現世 (三次元) から 解脱し なければ 
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苦しみは 終わらな いと 言った わけです。 すべての 人間が 二次元で 自分を 癒せる ように 
なり、 鬼畜の 精神を 二次元で 妄想す る だけで 処理す る ことができる ようになれば、 ル 
サン チマンが 無限 循環す る 元を、 因業の 輪廻の 輪を 断つ ことができる はずな のです。 


2  マルクス主義は 喪 ルクス 主義 


唯物史観と 喪 男 問題 

マルクス もまた へ ー ゲル 学派から 出発した ドィツの 哲学者でした。 彼は 目の前に 展 
開して いる 資本主義 社会の 悲惨な 現実に 怒り狂って いたので、 危険人物 扱いされ て 二 
1 卜 暮らしを 余儀なく されました (またです か)。 しかも、 ニー トの喪 男な のにう っ 
かり 結婚して しまった ため、 子供を 何人も 餓死 させて しまった そうです。 喪 男が うか 

つに 家庭を 持っ てはいけ ません。 

へ ー ゲルは 「絶対 精神」 という 神の 意志み たいな 
ス  超越 的 存在が 人類の 歴史を ある 目的へ 向けて 発展 さ 
け  せて いると いう 目的論を 唱えた のです が、 これは 明 
マ  ら かに キリスト教の 「神」 の 概念を へ ー ゲルが 引き 
ずっ ていたから です。 しかし、 そんな もの あるかい 
な、 と 言い出した 人 も 多かった わけです。 ドィツ 観 
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念 論の 集大成で あるへ ー ゲル 哲学は 観念 (二次元) が 現実 (三次元) を 生成 するとい う 
二次元 主義 一元論な のです が、 この 当時、 自然科学が 発達して 「唯物論」 という 正 反 
対の 考え方が 流行って いました。 つまり 観念 (二 次元) はない の だ、 という 思想です。 
唯物論の 世界観では、 すべてが 物質的な 現実 (三次元) によって 作られて いて、 二次 
元は 三次元の 上に ちよこっ と 乗っかって いる 幻みたい な ものな のです。 人間 機械論 
も、 こういう 唯物論の 系譜です。 人間の 精神 すら、 実は 人間の肉 体と いう 現実 = モノ 
の 一部に すぎない という 思想です 。デカルトの 二元論 や カン トの 二元論 (厳密には 三 元 
論) を 全部 否定した わけです。 

マルクスは、 この 唯物論を 人類の 歴史 全体に 適用して 「唯物史観」 を 作り上げ まし 
た。 とにかく 「モノ」 の 生産力 こそが、 人間の 社会 や 精神を 構築す る 土台に なって い 
るの だ、 と マルクスは 考えました。 この 発想は 今までの 常識とは 真逆だった のです。 
目の前の 資本主義の 隆盛を 見れば、 そう 考えた くもなります。 資本主義は 文字通り 経 
済 こそが すべて、 金 こそが すべてと いう 世界 だからです。 ところで 実は 「資本主義」 
という 概念を 発見した のは マルクスでした。 マルクスが 現れる まで'  哲学者は 誰も 世 
の 中が 金で 動く ようにな っていた ことに 気づいて なかった のです。 当時の 大学の 哲学 
者たち は 役立たず ばかり だっ たんです ね。 で、 マルクスが 次に 考えた のが、 「なぜ 喪 
男は 悲惨な 現実を 生きねば ならない のか」 という 例の 喪 男 哲学の 大 問題でした。 唯 物 
史観と 喪 男 問題を 重ね合わせて 考えます と、 答えは 一つ。 「搾取」 です。 

資本家が 労働者を 働かせる。 これが 資本主義の 基本 構造です が、 この 過程で 資本家 
が 労働者を 搾取す る わけです。 本来なら 労働者は 働いた 分の 対価を 得るべき なのです 
が、 実際には 上前を ハ ネられ る。 そのため 労働者は 動けば 働く ほど 資本家 だけを 儲け 
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させて どんどん 貧乏になる。 貧乏に なると モテません から、 喪 男になります。 それに 
対して 資本家は どんどん 富む ので、 モテ モテになる わけです。 こうして 労働者の 「疎 
外」 つまり 「喪 男 化」 が 起こる のです。 いまの 世の中は 労働者の 権利が ある 程度 認め 
られ ています が、 当時は まだまだ 社会主義 的な 政策が 採用され て おらず 本当に 無茶 苦 
茶だった ん です。 労働者とは 名 ばかりの 奴隸が 大勢いた わけです ね。 で、 マルクスは 
「これは けしからん！」 と 激怒して 過激 発言を 繰り返し たので ドイツを 追い出され ま 
した。 祖国を 追われて イギリスで 貧乏暮らしを 余儀なく された マルクスは、 ますます 
喪 男 化して 怒り まくります。 

喪 男 革命 宣言 

さらに マルクスは ダ ー ゥィ ニ ズムの 影響を 受けて、 人間の 歴史は 闘争の 歴史で あっ 
た、 と 考える ょうになります。 それ も 動物が 行っ ている 種族と 種族の 闘争では なく、 
人間同士の 「階級闘争」 です。 つまり、 喪 男と モテの 戦いは、 有史以来 延 々と 形を 変 
えて 続けられ てきた、 と マルクスは 考えた のです。 

で、 家に ひきこも つてこう いう ことを 考えて いるう ちに 食う もの も なくなつ て 子 共 
を 次々 と 死なせた りして、 マルクスの 喪 男 レベルは とてつもなく 上昇し っぱなしで 
す。 もはや 青天井です。 ついに マルクスは 「革命」 を 唱えました。 喪 男 革命 宣言で 
す。 資本主義 社会は 喪 男に ょって 打倒され るべき だ、 いや、 喪 男 革命は 歴史の 必然で 
あって 必ず 実現す る！ と 叫んだ のです。 

この マルクスの 叫びに 呼応した ョーロ ッバ 各国の 喪 男たち は、 本当に 革命を 起こ そ 
うとし ました。 たいていは 失敗に 終わり ましたが、 レ ー ニンの ロシア 革命は 成功し ま 
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した。 かくして、 マルクス •レー ニン 主義を 標榜す る ソヴィエト 連邦が 本当に 成立し 
たのです。 

ここで おかしな ことが 起きて います。 マルクスは 「人間の 精神は 生産力に よって 決 
まる」。 つまり モノの 世界が 精神の 世界を 支配して いると いう 唯 物 一元論 (三次元 一元 
論) を 唱えた のに、 実際には マルクスの 「思想」 の 力が ロシアに 革命を 起こした わけ 
です。 

マルクスの 考えに 基づけば、 資本主義 体制が 革命に よって 打倒され る 時期は、 生産 
力が 充分に 発展して 労働者が それなりの 力を 持った 後に 限られる はずでした。 しか 
し、 資本主義が 発達した イギリスで はなく、 当時 ド 田舎だった ロシアで いきなり 共産 
革命が 起きた のです。 レー ニンたち は 明らかに マルクスが 書いた 「本」 によって 動か 
されて いました。 つまり マルクスの 「精神」 が 喪 男 革命を 起こした と 言っ ていいので 
す。 あれ？ 

そもそも 「人間の 精神は 生産 構造に よって 規定され る」 という 考え 自体、 観念です 
よね。 そうです、 唯物史観 自体が 観念な のです。 何だか 矛盾して ます。 

その上、 唯物史観に 基づいて 作り出された 社会主義 国家の 多くは 独裁 政権 化して む 
しろ 喪 男たち を 抑圧した わけです。 労働者 = 喪 男の 怒りに よって 生まれた はずの 社会 
主義 国が、 なぜ、 喪 男を 抑圧して 支配す る 側に なって しまった のでし ようか？ ここ 
にも ナチ ス ドイツ 同様の 矛盾が 現れて います。 

レー ニンは この 矛盾を 「プロレタリア ー ト (労働者) 独裁」 という 概念に よって 解 
決しようと しました。 とりあえず 真の 共産主義 世界が 実現して 国家が 不必要になる ま 
での 間、 労働者 (っまり 共産党) が 政府を 独裁し ますよ、 という 意味です。 そのうち 社 
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会 主義 国家が 成熟 すれば 真の 共産主義 世界が 到来す るので 国家はなくなります、 それ 
まで 我慢して くださいと いう ことです。 期限は …… 不明です。 なんだ そり や。 なんだ 
か 寸借詐欺 っぽい ような 気がします。 一度 「権力」 を 手に入れた 人が その 既得権 益を 
自分から 捨てる はずが ありません。 ブッ ダみたい な 解脱 系 喪 男が 共産党 政府の 頂点に 
でも 立てば 別です が、 そんな 無欲な 人が 出世で きる はずありません しね。 

二次元を 無視して 失敗 

マルクスの 哲学 もまた、 喪 男の ルサンチマンから 生まれて います。 ですから 多くの 
喪 男に 支持され たのです。 しかし マルクスの 最大の 問題は、 やはり、 二次元を 全 否定 
して 三次元 I 元 論を 採用した ことに ありました。 

マルクスは 生産力 = モノが 人間の 精神を 規定して いると 考えました。 故に 国家の 社 
会 主義 化 •共産化に よってす ベての 喪 男が 安定した 仕事と 収入を 得られる ようになれ 
ば、 世界は 平和になる はずでした。 人間が 物質的に 満たされる 世界が 実現 すれば、 そ 
れで喪 男は 救われる と マルクスは 考えて いたのです。 つまり、 充分に 生産力が 発達し 
てたら ふく メシを 食える ようになれば 人間は 幸せに なれる、 喪 男 もい なくなる、 世界 
から ルサンチマンが 消える。 それが マルクスの 思想の 根本でした。 

確かに 食う メシに 困つ ている 人間は 満腹になる ことで 満たされます。 メシが 食えな 
ければ 人は 餓死し ます。 生きる ためには まず 「衣 •食 •住」 という 物質 面を 満たさな 
ければ なりません。 これは 欲望と いうよりも 生命を 維持す るた めの 本能 的 欲求です。 
僕 だつ てい まこれ を 書きながら 「おなかが すいた な あ」 と 困つ ています。 そろそろ コ 
ンビニ 弁当を 買っ てこない と 脳に ブ ドゥ 糖が 充分 供給され なくなって、 文章が 書けな 
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くなる こと も わかっ ています。 ああ、 スパゲティが 食べたい。 その 意味で 唯物史観は 
ある 段階までは 正しい のです。 

しかし マルクスは 三次元と 二次元の 関係を 一方通行で しか 捉えませんでした。 つま 
り 三次元が 二次元の 全部を 作って いるの だ、 と 考えた のです。 しかしで すね、 もし 三 
次元が 二次元の すべてな ので あれば、 二次元は 存在す る 必要な どない わけです。 動物 
のように、 ただ 生きて メシ 食って 寝て 子育てして 終わり、 で 構わない わけです。 とこ 
ろが 人間 だけが、 三次元 (現実) と 二次元 (脳 内) の 乖離に 苦しめられ ている わけです 
(もしかしたら 犬 も 二元論 的 乖離に 苦しんで るか もしれ ません が)。 そもそも マルクスが 哲学者 
になって 資本主義の 疎外に ついて 悩んで いる こと 自体、 三次元 (現実) と 二次元 (自 
分) の 乖離 そのものではありません か。 

そうです。 喪 男は、 たとえ 安定した 仕事と 収入を 得られて 衣食住の 欲求を 満たせる 
人生を 手に入れても、 なお も 喪 男と して 苦しむ のです。 これは 三次元と 二次元が 永遠 
に 乖離して いるから です。 「疎外」 や 「搾取」 といった 観念 じたい、 二次元 (精神) の 
思う 通りに 三次元 (世界) が 作られて いない ことに 対する ルサンチマンから 生まれて 
くるわけ です。 

衣食住と いう 現実的な 欲求を 満たす だけで 喪 男が 救われる のなら ば、 喪 男が 団結し 
て 資本主義を 打倒 すれば 問題は 解決です。 実際、 マルクス はそう 考えた わけです。 資 
本家を 滅ぼして、 労働者た ちが 社会主義 化された 国家を 運営し、 いずれ 国家 そのもの 
を 消滅 させれば 良い と。 その 結果、 経済的な 平等が 実現され るは ずでした。 

しかし 実際には そうな りませんでした 。だって 共産党 政権が 誕生したら、 結局は 
「共産党」 が 「モテ」 になって、 「その他」 が 「喪 男」 になる だけです。 何の ことは な 
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い、 ピラミッドを 構成す る パ ー ツが 変わっ ただけ で、 ピラミッド 階層 自体は 変わらな 
いんです。 

それ どころ か 喪 男の ルサンチマン 炸裂で、 国民は 何され るか わかった もん じゃあり 
ません。 なんせ 「暴力革命」 を 肯定して 資本家を 狩る わけです から、 これは もぅ マル 
クス 自身の 思惑を 逸脱して、 ルサンチマン にょる 復警 劇に なって しまって いる わけで 
す。 フランス 革命 だって スロ ー ガンは 美しかった のです が 実際には かたっぱしから 反 
対 派を ギロチンで 処刑 するとい ぅ 凄惨な ものに なりました。 ロシア 革命 も 同じ バタ ー 
ンを 踏襲した のです。 マルクス 自身は 資本主義が 充分に 発達 しないと 次の 段階には 移 
行 しないと 考えて いたのに、 彼の 哲学に 賛同して 集まった レ— ニンたち は、 資本主義 
すら 発達して いない ロシアで いきなり 政府を 打倒し ようとした わけです。 で、 マルク 
ス 主義を 教義 化して 異端を 弾圧し ました。 例えば 「世界 同時 喪 男 革命」 を 唱えた ト ロ 
ツキ ー は スタ— リンと 思想 的に 対立し、 ハン マー で 殴られて ブチ殺されました。 

ここに も 哲学の 「組織化」 「カリスマ 化」 「体系化」 による ドグマ 化と いう 問題が 表 


れ ています 


人の 喪 男が 立ち上がって 喪 男の 苦悩を 解決し ようと 哲学を 始める と、 


その 周囲に なんだか 知らない けど 集団が できて、 いつの 間に かその 思想 自体が 宗教 
化して 喪 男を 抑圧す る 側に 回って しまぅ。 人間の やる ことは 数千 年た っても 変わって 
いないの です。 特に マルクスの 場合、 三次元を 主戦 場と して 喪 男が 団結し 闘争せ ょ 
といぅ 哲学を 説いた わけです から、 多くの 喪 男から 「これ こそ 俺が 求めて いた 哲学 
だ！」 と 支持され たのは 当然な のです。 

マルクスの 三次元 一元論から 出発した 社会主義 国家は 中世 キリスト教 社会と 同じ 
で、 人間の 過剰な 欲望つ まり 二次元を 否定し ます。 人間が 動物と 違って あれこれ 悩む 


@ ト ロツキー 

一  八  七  九  年〜  一九  四〇  年。  レフ  •トロ  ツキー。 
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間の 数は 二 〇〇〇 万人 だと か。 凄い 人間 不信 
で、 常に 暗殺を 恐れ、 家族 すら 信用して なかっ 
たといぅ 。晩年は 迷宮み たいな 部屋に 隠れて い 
た。 全身 ボロボ ロの キモ メン だった ので、 写真 
や 絵には パ タリ ロ 並みの 修整を 施して いた。 

一 ■マクベス 』 の 登場人物なら ともかく、 実在 さ 
れ ては 困る 人物。 
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社会主義 へと 体制が 変わっても、 ピラ ミッ ドの 頂点が 入れ かわった だけで 人間疎外 つまり 喪 男 発生の システム 
そのものは 何も 変わらなかった。 それ どころ か 唯物論 体制では 二次元が 否定され るので、 喪 男の 苦悩は 増した。 


図 4一2  資本主義 ピラ ミッ ドと 社会主義 ピラミッド 


のは、 理想 や 夢 や 欲望が あるから です。 これらは すべて 過剰な 観念です。 ただ 生きる 
だけなら、 こういう 精神 (二次元) は 要らない のです。 中世は、 キリスト教 一元論 体 
制に よって、 こういう 過剰な 精神を 抑圧した わけです ね。 中世は 生産力が 低く ョ ー ロ 
ッパ 中が 貧乏 喪 男 だらけだった ので、 それは それで 長続きした わけです が、 現代では 
無理です。 むしろ 資本主義 による 生産力の 増大 や メディアの 発達に よって、 人間の 精 
神、 すなわち 二次元の パワ ー は どんどん 増幅され 続けて いる わけです。 いくら 情報を 
統制したり 抑圧したり しても、 抑え 続けられる ものではありません。 

また、 消えて いった 多くの 社会主義 国家は、 マルクスの 理想を 実現す る ためにす ベ 
ての 喪 男に 「豊かな 物資の 生産と 消費」 を 実現し なければ ならな かった のに、 それす 
ら できなかった のです。 むしろ 喪 男たち は どんどん 貧乏に なりました。 実は 生産 活動 
? 経済活動) もまた、 人間の 精神 ? 二次元) の 産物だった のです。 ですから、 枠 だけ 
を 国家が 統制し ようとしても、 中身 = 人間の 精神が ついて こなかった のです。 二次元 
という 活動力の 原動力を 抑圧され、 三次元で も 貧乏なん ですから、 そり ゃ 失敗し ます 

(図 4  -  2)0 

マルクスが 考えた 三次元 一元論に 基づく 国家の 創造は、 二次元と いう 要素を 無視し 
たために 挫折した わけです。 

国家は 喪 男を 救えなかった 

こうして 神に 代わって 「国家」 が 喪 男を 救う という 「国家 萌 え」 の 時代は 終わり ま 
した。 そして 哲学 もまた、 第二次世界大戦 勃発と 同時に 終わっ たのです。 へ ー ゲル 以 
後の 哲学は、 神に 成り代わって 国家の 力で 喪 男を 救い 世界に 理想を 実現す る 方法を 探 
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すと いう 性質の ものに なって いました。 そもそも 西洋 哲学の 開祖で ある プラトンから 
して、 「哲人 政治」 を 説いて いました。 ニ ー チヱ や マルクスは 政治家には なりません 
でした が、 二〇 世紀に なって 彼らの 哲学に 大いに 影響を 受けた であろう ナチ 党 や 共産 
党が 自分たち の 哲学的 思想に 基づいた 国家の 建設を 目指し、 そして 失敗した わけで 
す。 この 後、 哲学は 世界の 構造に ついて ちまち まと 分析し 続ける 構造主義、 さらには 
哲学 自体を 解体す る ポスト 構造主義に 傾倒して いきます。 プラトン 以来の、 哲学に よ 
る 理想 国家の 建設と いう 夢は、 終わった のです。 哲学は 死にました。 

スタ— リン やヒト ラ— は、 ある 日 突然 何 かの 間違いで 偶然 現れた わけでは ありませ 
ん 。資本主義 社会が 発達して 大量の 喪 男が ョ ー ロ ッバ 中に 放り出された ために、 喪 男 
たちの 巨大な ルサンチマンを 昇華す るた めの 哲学が 待望され たわけです。 しかし、 マ 
ルクス 主義 も 国家 社会主義 も、 結果 だけを 見れば ルサンチマンの 「昇華」 ではなく 
「復譬 」 のために 使われた 感が 拭えません 。ってい うか 明確に 復警に 使われたん です。 

ブッ ダは 「縁起」 という 概念を 唱えて いました。 すべての 現象には 原因が ある、 と 
いう ことです。 縁が あるから、 現象が 起こる のです。 ナチズム や マルクス主義 もま 
た、 資本主義 社会に よる 喪 男の 大量 発生と いう 原因に よって 生まれて きた 結果な ので 
す。 マルクスは 人間の 歴史を 階級闘争の 歴史 だと 考えました が、 それは まさしく その 
通りで 人間の 歴史とは モテと 喪 男との 闘争の 歴史だった のです。 しかし、 喪 男の ルサ 
ン チマンは、 ただ 衣食住を 満たされれば それで 昇華され る ものではなかった のです。 

つまり、 現実 = 三次元を どうにか する だけでは、 喪 男の ルサンチマンは 決してな く 
なりません。 なぜなら ルサンチマン そのものが 二 次元 H 精神 だからで すね。 二次元 = 
精神が 満たされなければ ならない のです。 マルクス主義は その 二次元を 無視して 失敗 


⑰ 構造主義 

戦後 フランスで サルトルの 実存主義に 代わって 
流行した 思想。 「機能」 ではなく 「構造」 を 研 
究 する。 代表的な 構造主義 学者は レヴィ" スト 

口— ス 、フ |コ|、 ラカン、 アルチ ユ セー ル ほ 
か。 元々 は 言語学者の ソシュ ー ルが 発端 だっ 
た。 ソシュ ー ルは、 言語は それが 指し示す モノ 
自体と いちいち 対応して いる わけでは なく、 言 
語と 他の 言語との 「差異」 として 成立して いる 
と 考ぇた。 つまり 言語は 三次元 (現実) の 反映 
•模造な のでは なく、 言語 そのものが 独立した 
世界 (二次元) なので ある。 そして 言語の 意味 
とは 「差異」 つまり 他の 言語との 関係 性に 他な 
ら ない。 この 相対主義 的な ソシ ユー ルの 発想 
は、 以後、 あらゆる 文科系 学問に 適用され てい 
った。 そして それは 「言語」 にょって 世界を 説 
明で きる と 考ぇて きた 西洋 哲学 •形而上学を 解 
体す る 作業だった。 それが 構造主義 だ。 
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し、 ヒ トラー は 逆に 自分の 中の 二次元 = 俺 様の 精神を 全ョ ー ロ ッバに 押し付けようと 
して 失敗した わけです。 

マルクス •レー ニンと ナチ ス ドィツは、 「三次元 偏重」 (唯物論) と 「三次元の 二次 
元 化 邁進」 (ァー リァ 至上 主義、 第三帝国 幻想) という 真逆の 方向 性を 持って いました が、 
いずれも 個人の 救済では なく 「国家」 による 救済を 考えた という 点では 全体主義 的で 
した。 上から 一方的に 一つの 価値観を 大衆に 押し付ける という 形に なったん です。 

なぜ 全体主義 的になる かとい うと、 いずれも 「三次元」 の 中での み 喪 男は 救済され 
る、 と 考えた からです ね。 三次元 だけが 救いの 場 だと すれば、 団結す るし かなくな り 
ます。 組織が 必要に なり、 現実 社会を 支配す る 権力が 必要になります。 二次元で 救わ 
れ るので あれば、 ブッ ダの ように 出家して 解脱 すれば よい わけです。 でも、 キリス ト 
教 信者の ように 元々 は 二次元での 救済を 目指して いた 面々 も、 執拗に 弾圧され 続けれ 
ば 固まって 三次元での 居場所を 確保し なければ ならなくなります。 ある 程度 三次元で 
の 立場を 確保で きない ことには、 二次元での 救 いもお ぼつ かないん です。 瞑想 中に 首 
をは ねられたら 終わりです もんね。 ですから 三次元での 喪 男の 闘争の すべてが 無意味 
だつ たという わけでは ない のです が、 あまりに も 被害と 犠牲が 甚大す ぎました。 


哲学の 終わり 

I 九 世紀から 二〇 世紀に かけて 巨大な 国家 萌ぇ 哲学の 波が やってきた 最大の 理由 
は'  やはり、 神に 代わる 「自我の 保証」 が 必要に なつた からだと 思います。 順番から 
行けば、 教会と 王権が 没落 すれば 次は 政府です。 そぅいぅ 意味で、 神が 死んだ 後に 国 
家が 新たなる 喪 男たち の 救い主に なつた のは 妥当な 順番でした。 


⑯ サルトル 

一九 〇五 年〜 八〇 年。 ジャン" ポール •サル ト 
ル。 フランスの 喪 男 哲学者。 「三次元 世界は 二 
次元っ まり 人間の 主観に よって 意味 づ けられ、 
構成され ている」 という 二次元 観念論 系の 「現 
象 学」 を 創始した フッサー ルに 学び、 『存在と 
無』 という 真っ暗な 哲学書を 著したり 「実存 主 
義」 を 提唱した りして 戦後 フランスの 思想界を 
リー ドした。 しかし フランス 思想の 趨勢は やが 
て 実存主義から 構造主義 へと 移行す る。 サルト 
ルは マルクス主義に 走り、 長らく ソ連を 支持し 
たり、 次には 毛 沢 東を 支持したり していた。 今 
からは 想像 もっかない 話 だが、 一九 六〇 年代の 
日本の 若者に とっては、 サルトルは 「モテ」 ア 
ィ テムだった。 哲学の モテ 商品 化 •アィテム 化 
はすで に六〇 年代に 始まって いたの かもしれ な 
い。 代表作 『嘔吐』 『存在と 無 r 

⑲ デリダ 

一九 三〇 年〜 二 〇〇四 年。 ジャック •デリダ。 
フランスの 現代 思想家。 元は デリダ も フッサ— 
ルの 現象学から 出発し、 第二次世界大戦を 受け 
て 西洋 哲学っ まり 形而上学を 解体す る、 「脱 構 
築」 という 概念を 提唱した。 デリダは 哲学を 解 
体す るに あたって、 それを 破壊す るので はなく 
脱 構築と いう 手法を 使って ズ ラして いこうと 提 
案した。 それにより 、プラトン 以来の ィデアつ 
まり 二次元と いう 概念を 哲学から 消し 去ろうと 
した。 二次元の 過剰な 理想 (第三帝国、 千年 王 
国) が 三次元に 漏れた 結果、 ナチ スが 現れた か 
ら だろう。 ちなみに 本書 も 哲学の 概念を 「喪」 
と 「モテ」 という キ ー ワー ドに よっ て 全部 ズラ 
し、 哲学の 脱 構築を 試みて いるので ある。 代表 
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マルクスで 哲学の 歴史は ほぼ 終わりです。 この 後、 サルトルが 出て きて 再び 二次元 
と 三次元の 乖離に ついて 喪 男の 立場から 考察す る 実存 哲学が 現れました が、 世間 一般 
に対して 大きな 影響力を 持つ ことができた 哲学者は サルトルが 最後です。 その後の デ 
リダ や ドゥ ル ー ズ といった 面々 はもう 「哲学 オタク」 内部 だけの カリスマです。 なぜ 
ならば 人間 精神と 世界の 問題に ついて 専門に 研究す る 学問が おおむね 出揃った ためで 
す。 学問の 細分 化 •専門化が 進ん だんです。 

人間の 精神に ついては、 心理学と いう 学問が 作られました。 ただし 喪 男 哲学 史上 最 
犬の 影響力を 持つ ことにな った フロイトは、 心理学者 ではなく 医学者から 出発した 精 
神 分析 学者でした。 フロイト 自身は 精神分析 学は 本質的には 自然科学で、 最終的に 医 
学 的 •生物学 的な 基盤を 持つ ことができ ると 考ぇて いたんです。 まあ、 結局そう はな 
ら なかっ たんです が。 

一方、 世界の 構造 •起源の 問題は 物理学者 や 生物学者 といった 自然科学 者が 考ぇる 
分野と なりました。 だから 現代の 最先端の (世界 論 的な 意味での) 哲学は、 宇宙物理 
学だった りする わけです。 人々 は 誰も 哲学者の 言う ことなん か 聞か なくなりました 
が、 アインシュタイン や ホ— キングの 言う ことなら 聞く わけです。 そもそも 科学は 
「自然哲学」 という 哲学の ー ジャンルだった わけで、 哲学の いろいろな ジャンルの 中 
から 科学が 「勝ち残った」 と 言っても いいのです。 

もう 哲学は 宇宙の 謎を 解明で きないと 見切られ たんです。 人間の 精神に ついても 同 
様です。 また それだけで なく、 哲学 自体の 実効 性 •有効性 も 疑われる ょうにな ったん 
です。 哲学は 伝統的に 「言語」 にょって 世界を 説明し つくせる はず だとい う 前提で 成 
立して いました。 しかし、 言語と 世界とは、 致命的に 乖離して いる わけです 。だって 


作 『エクリ チュー ルと 差異』。 

© ドゥルー ズ 

一九二 五 年〜 九 五 年。 ジル •ドゥル— ズ 。フラ 
ンスの 現代 思想家。 元は 哲学 史 研究者で、 二— 
チヱに 大きな 影響を 受け、 へー ゲルが 築き上げ 
た 西洋 哲学の 体系を 否定した。 デリダ もそう だ 
ったが ドゥル— ズも プラトン 以来の イデア (本 
質) を 否定して 世界には 「差異」 だけが あると 
考えた。 続いて ドゥル ー ズは 精神科 医の ガタリ 
と コンビを 組み、 資本主義を 「物語を 作り 欲望 
を 抑圧す る 装置 だ」 と 批判した (戦後 ョ ーロッ 
パの 哲学者は こういう 人 ばっかりです)。 ニュ 
丨ア ヵブ— ムの 時に 流行した 「スキゾと パラ 
ノ」 は ドゥル— ズ-ガ タリの キーワ ー ド。 最期 
は 自殺。 ドゥ ル ー ズの 死後、 彼を はじめと する 
ポスト •モダン (注 ㉞) の 現代 思想家た ちは 物 
理学 者 アラン •ソー ヵルに 「難解な 本を 書いて 
読者を 煙に まくた め、 自然科学の 数式 や 用語を 
デタ ラメに 使つ ている」 と 徹底的に 批判され 
た。 ポスト •モダン 思想は 哲学 •形而上学を 解 
体した が、 自ら も 自然科学 によって 解体され た 
の だ。 代表作は フェリックス •ガタリとの 共著 
『アンチ •オイディプス J 『千の ブラ ト—』。 

© ホ— キング 

ス ティ ー ブン •ホ— キング。 一九 四 二年生 まれ 
の ィギリスの 物理学者。 筋 萎縮 性 側 索 硬化症と 
いう 難病に かかって いて、 車椅子の 生活を しな 
がら アインシュタインの 相対性理論と M 子 力学 
の 統一と いう 物理学の 難問に 取り組んで いる。 
現代の 物理学者は たいてい そうだが ホ— キング 
も SF オタクで 『スター ト レック j に 出演した 
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言語は 二次元 (想像力の 産物) で、 現実は 三次元で すから。 

言語学が 進む と、 言語 そのものが 厄介な 二次元の 産物 だと わかって きて、 その 結果 
言語で 世界を すべて 説明で きる とは 考えられ なくなった のです。 ソシ ユーん は、 言語 
は それ 自体で 独立して いる 存在 (っまり 二次元に 属する もの) であり、 現実の 事象 その も  ㉜ソシ ュール 
のを ぴったりと 言い表し ている わけでは ない、 そして 言語の 本質は 「差異」 だ、 と考 
えました。 ソシュ ー ルに よると、 言語の 役目は 「これと あれとは 別物 だ」 という 差異 
を 示す こと、 つまり 「区別」 でしかない のです。 例えば りんごは 「りんご」 とか 
「Apple」 とか 呼ばれます よね。 みかん やぶ どうとの 差異を 示せれば なんでもい いわ 


けです。 本当は 「A」 でも 「ア」 でも 「恥ずかしい 台詞、 禁止！」 でもい いんです。 
という ことは 言語では 世界を 正確には 言い表せな いんです。 「言語 = 二次元、 世界 = 
三次元」 という 二元論が ここで 復活した わけです。 

さらに 天才 哲学者 ヴ イト ゲン シュタインは 「哲学とは 言語 ゲーム だ」 と 言い まし 
た。 「世界を 語る 哲学なん かに 意味なん かね一 よ、 バ ー ヵ」 という ことです。 形而上 
学の 全 否定です。 ひ、 酷い …… 。 

これで 「世界 H 三次元を 言語で 説明す る 体系」 としての 哲学は 終わった のです。 代 
わりに 三次元を 記述す る 手法と して 台頭した のが 数式と か デ ー タを 扱う 自然科学の 方 
法論です。 戦後の 哲学の 本に インチキな 図表 や 数式が 乱立す るよう になった のは、 哲 
学を 「科学的」 に 見せかける ための 苦肉の策 だっ たんです。 まあ、 当然 インチキ だっ 
たので、 すぐに バレました、 ええ。 なんか 「萌 え」 が 流行っ たら 萌 えと 関係ない いろ 
んな 人が 突然 「 萌 え」 について 語り だしました よね。 それと 一緒です。 

「三次元 一元 主義」 の 哲学は、 「言語 = 哲学 自体が 二次元 じ ゃね 一 か」 という ッッコ 


りした。 「宇宙で 最大の 謎は、 女性」 という 名 
言が ある。 奥さんに 虐待され ている という 噂 も 
あるが 真相は わからない。 『ホー キング、 宇宙 
を 語る』 が 日本で もべ スト セラ— になった。 


一八 五 七 年〜 一九ニ ニ 年。 フヱ ルディ ナン •ド 
•ソ シュー ル。 スイスの 言語学者。 フッサ— ル 
とともに、 構造主義の 元祖 的 存在。 天才 言語学 
者で インド- ョ ー ロッパ 語の 研究な どを 行った 
が、 後年は アナグラムの 研究に 取り組む ように 
なった。 ソシュ I ルは、 言語とは 実体では なく 
「差異」 の 体系つ まり 相対 関係で あると 主張し 
た。 西洋の 哲学は 言語 至上 主義だった ので、 ソ 
シュー ル 以後の 現代 思想は まず 言語を 相対 化す 
る 作業から 哲学の 解体に 取り かかる ことと なっ 
た。 ここから 現代 思想の 特徴で ある 徹底した 相 
対 主義が 生まれた の だ。 代表作 『一般 言語学 講 
義 J。 

㉝ 「いまの 高校の 社会科の 教科書と か 読めば 
わかります よね」 

高校には 「人間、 いかに 倫理的に 生きるべき 
か」 を 考えさせる 「倫理」 という 科目は ある 
が、 「人間は 歴史の 中で どのような 世界観 •人 
間 観を 持っ てきた か」 を 教える 「哲学」 はな 
い。 中学校く らいから 子供に 哲学を 教えない と 
世の中は 救いが たい バカ だらけに なると 思う の 
だが …… 。 

㉞ ポスト •モダン 

戦後 フランスの 哲学/現代 思想の 潮流のう ち、 
構造主義の 終盤から ポスト 構造主義 あたりを 
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ミに よって 終わりました 。「二 次元の 理想を 三次元に 実現し よう」 という 方向の 哲学 
も、 第二次世界大戦に よって 「勘弁して くれ」 という ことにな りました。 ですから 現 
代では'  哲学は 「倫理」 という ジャンルに 細々 と 残された 程度の 存在に すぎません。 
いまの 高校の 社会科の 教科書と か 読めば わかります よね。 

戦後の 哲 学界は、 従来の 西洋 哲学を 自ら 解体す る 作業に 取り掛かり っぱなし なので 
す。 あれ も 間違いだった、 これ も 間違いだった、 と 確認して は 幻滅して いく わけで 
す。 一度 リセット しないと いけなくな ったんで す。 在庫 一掃、 店 じまいです 。「ボス 
卜.モダ >5 」という言葉をよく見かけますが、あれは「もう近代は死んだ」という意 
味です。 つまり 哲学は 死んだ のです。 それだけ 知って おけば ポスト •モダンを 理解し 
たこと になります。 それ 以上 知らなくても 何も 困りません。 

ちなみに、 ポスト •ガンダム といえば 『伝説 巨 神 ィデ オン』 です が、 この場合の ポ 
スト •ガンダムは たぶん 「ガンダムは 死んだ」 という 意味ではありませんでした。 
「ガンダムの 次」 ぐらいの 意味だった のでは ないで しよう か？ でも、 死んだ のは 
「イデ オン」 の ほうで したね。 どうで もい いです が。 


モテない 苦しみから 世界を 語る 

それにしても、 なぜ 人は パンの みで 生きられな いのでし ようか？ どうして 神 や 国 
家と いった 「自我の 保証」 をい ちいち 外部に 求めなければ 生きて いけない のでし よう 
か。 そもそも、 なぜ ルサンチマンが 溜まる のでし ようか。 なぜ モテたい のか。 なぜ モ 
テない と 苦しい のか。 

近代の 終焉に よって、 巨大な 物語に よる 全人 類の 一斉 救済と いう 夢は 終わり まし 


「ポスト •モダン」 と 呼ぶ。 ドイツ 喪 男 哲学の 
影 轉 の 下に 哲学の 体系を 否定し、 相対主義の 立 
場を 取る スタンスが 最大の 特徴 だが、 無駄に 難 
解な 文章を 弄する ことが 多く、 物理学者 アラン 
•ソー カルの 「ソ— カル 事件」 (ソー カルは、 
ポスト •モダンの 連中が 数学 も 何も わかって い 
ない のに 適当な 数式を 論文に 入れて いるので は 
ないかと 疑い、 デ タ ラメな 数式を 適当に 放り込 
んだ 捏造 論文 「境界を 侵犯す る こと： M 子 重力 
の 変換 解釈 学に 向けて」 を ポスト •モダン 雑誌 
『ソー シャル •テキスト』 に 半ば 冗談で 投稿し 
てみ た。 すると、 その インチキ 論文が 雑誌に 掲 
載され てし まった。 この 経緯を 暴露した ソ—力 
ルは、 続いて 同じ 物理学者の ブリック モンと 共 
著で 『知の 欺瞞』 という 本を 出版し、 ラカン や 
ボ^ — ドリ ヤ I ルたち ポスト •モダン 思想家を 徹 
底 的に ボ コボ コに 叩いた) で 失墜した。 なぜ ポ 
スト •モダンが 妙な 数式 や 疑似 自然科学 的な 言 
説を 多用した かとい うと、 ① すでに 「科学」 が 
「哲学」 に 取って代わっ ていたから。 つまり 時 
流に 合わせよう とした。 自然科学 コンブ レック 
スの 所産。 ② 理解で きない 難解な 文章を 見る と 
「筆者は 頭が 良い」 と 思い こむ バカな 読者が い 
るから。 モテの ため。 ③ 実は 「哲学なん て 無意 
味 だ」 と 言っ てる だけなん だけど、 それだけ じ 
や 何だか 空しい し 仕事に ならない ので とりあえ 
ず 文章に 凝っ てみ たという、 ソ フイ スト 的 態 
度。 という あたり か。 この種の 「無意味で イン 
チキな 言説」 の 破壊は イエス (律法 派の 否定)、 
ソクラテス (ソ フイ ストの 否定)、 デカルト 
(スコラ 哲学の 否定)、 キル ヶゴ— ル (へ ー ゲル 
派の 否定) と 歴史的に 延 々と 繰り返され てき 
た。 何を辔 いている のか わからない 難解な 文章 


236 


た。 残された 道は、 巨大な 「統一 国家」 という 装置が 細分 化される ことで 生み出され 
た 無数の 民族主義と、 そして それぞれの 喪 男が ブッ ダの ように 自分で 自分を 救う 道 だ 
けでした。 

ィンドでは、 人間の 精神には 一 〇八個 もの 煩悩 H 欲望が あり、 この 煩悩が 人間 自身 
を 苦しめる と 考えました。 モテない 苦しみ もまた、 この 煩悩のう ちの 一つです。 そこ 
で 煩悩からの 解放 = 解脱が 理想と された のです。 近代を 支配した 資本主義の 原動力は 
マックス •ゥ ヱー バ ー によれば 「勤勉」 の 精神で したが、 その 裏には 実は ゾンバルト 
が 見破つ たように 「恋愛と 贅沢」 という 欲望が 隠されて いました。 モテたい から 過剰 
に 勤勉に なった のです。 つまり 資本主義 そのものが 「モテ」 という 煩悩なん です。 

こういう 欲望の 問題は 東洋では 大昔から 考えられて いたので すが、 西洋では 従来 あ 
まり 問題に されて いなかった のです。 西洋では、 中世は 欲望 全 否定、 近代は 欲望 全肯 
定 です。 極端です。 いずれにしても 「人間の 欲望とは 何 か」 「喪 男の ルサンチマンと 
は 何 か」 という 問題を 考えた 哲学者は あまりい なかった のです。 そういう 意味では 西 
洋の 有名 哲学者は どいつ もこい つも 自分と 世界の 区別が ついていない セ ヵィ 系 喪 男 だ 
ったの かもしれ ません。 人間 ごときに 「世界の 存在意義」 だの 「世界の 本質」 だのを 
見抜ける はずが ありません。 それ も、 言語と いう 二次元の 妄想 体系 だけで 世界の 運命 
を 理解し ようなん て、 とても とても . 。 

そもそも たかが 一人の 喪 男に すぎない 哲学者が そんな 巨大な 問題を 考えなければ な 
ら なくなっ たのは、 「喪 男の 苦悩」 という 本当の 問題に 直面で きなかった からです。 
キル ケゴー ルが へ— ゲルと 対立した のは、 へ ー ゲルが 「喪 男の 苦しみ」 から 目を 逸ら 
すため に 絶対 精神と いう 新しい 「哲学の 神」 を デ ッチ あげたから です。 


は、 「実は 何も 書いて いない」 という 真実を 隠 
蔽 する ために 書かれて いる だけな の だ。 そ も そ 
も 本来 文章と いう ものは 相手に 自分の 言葉を 伝 
達する ための 手段で あり、 読者に 理解され なけ 
れば 意味がない。 それを わざわざ 理解で きない 
ように 晝く というのは、 何 かいかが わしい 
「輿」 が あるので ある。 ソー カルは その 「裏」 
の 一つに 「著者 本人が まったく 理解して いない 
自然科学 用語 •数式を デタ ラメに 使って いる」 
という やり 口を 発見した ので ある。 ただし ソー 
カルは 「科学は 常に 正しい」 という 立場から ポ 
スト •モダンの 相対主義 も 否定して いるが、 こ 
れに ついては 当の 科学者 側から も 異論が 出て い 
る 0 


㉟ 「伝説 巨 神 イデ オン」 

一九 八〇 年〜 八 一年。 日本 サン ライ ズ (現 サン 
ライ ズ) の アニメ。 ガンダムの 富 野 由悠季 監督 
が 手がけた。 最初は テレビで 放映され たが 打ち 
切りと なり、 真の 最終回は 劇場 版 「接触 編」 
「発動 編」 で 見られる。 「発動 編 J の 展開と エン 
デ イングは、 喪に も 程が ある。 
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「世界を 救う」 とか 「人類を 救う」 とか 言っ てる 人は、 だいたい、 個人的な ル サン チ 
マンを 全人 類に 勝手に 敷衍し ようとし ている だけです。 そうする ことによ って、 自分 
の 苦悩を 希釈で きる と 誤解して いるんで す。 つまり 頭の 中で 世界と 自分と を 一体化し 
ている のです。 しかし、 その 果てには、 第三帝国の ような 悪夢の 世界が 待って いるの 
です。 だって 世界 ィコ j ル 自分なら、 どこに も 「他人」 なんて いないんで すから、 何 
やった ってい いわけで すよ。 あまり 世界に ついて 考えす ぎる と、 次第に 三次元と 二次 
元の 区別が つかな くな るんで す。 

で、 こういう 喪 男が 生きた まま カリスマに なると、 粛清 おかまいなしの 全体主義国 
家を 作る わけです。 『ガン X ソ ー ド』 のカギ 爪の 男が、 その 典型です。 「全員、 俺に な 
れ 。そうすれば 俺は 救われる ので 世界 も 救われる」 という わけです。 へ ー ゲルの セ カ 
ィ系 哲学に そのような 事態を 招き 寄せる 危険性を 感じた キル ケゴー ルは、 あくまでも 
神は 自己の 内面に 求めなければ ならない と 考えた わけです 。どっちが 偉い (？) かと 
いえば、 やっぱり キ ルケ ゴ^ ~ ルです。 より 苦しんで ますよ。 

僕 も 若い 頃は 哲学 やら 何やらで 世界を 説明し つくそうと やっき になっ ていました 
が、 いまから 考えれば 自分が キモ メンで モテない という 苦悩から 逃げて いただけ でし 
た。 世界を 屁理屈で 説明し つくしても 喪 男は 喪 男です。 若い 頃は わからなくても、 い 
ずれは 気づきます。 そう、 『最強 伝説 黒 沢』 の 黒 沢さん のように …… 。 

でも 一生 気づかない というの も 楽しい 生き方 かもしれ ません。 気づいたら 死ぬ ほど 
苦しみます からね。 一生 気づかないで 済ませる 方法は いくつかあります が、 とにかく 
自分より 「下」 の 他人を 見つけて きて 笑って バカに する のが 一番よ ろしいです。 探せ 
ば 「下」 はいくら でもい ますし、 『SPA!』 とか 読めば 毎週 見つけて きて くれます。 
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それでも しんどくな ってき たら、 また 別の 「下」 を 探せば いいんです。 そう やって 他 
人を バカに し 続けて 「俺は あいつよりは マシ だ」 と 思い込み 続ければ、 あまり 苦しま 
ずに 自分自身の 人生から 目を 逸らした まま 安楽に 一生を 終えられます。 もします ます 
惨めに なって 他人を 笑う 程度では 収まら なくなっ たら、 次は よその 民族と かよ その 国 
家と かを バカに すれば いいんです。 バカに する 対象の スケー ルを アップし ていけば よ 
ろしい のです。 それでも ダメ なら 宗教 だ。 異教徒を 弾圧す るので す！ 

一部の 「うっかり 気づいて しまった」 あるいは 「無理やり 気づかされて しまった」 
喪 男を 除く ほとんどの 人間の 人生は、 そう やって 終わって いくのです。 いま も 昔 も、 
世界は そういう 無明の 闇を 生きる 人々 の 憎しみに 満ち 満ちて いる わけです。 ただし、 
年を とれば とる 程、 「気づいて しまった」 時の 苦悩は それだけ 大きくな ります。 気づ 
くなら 早い うちです。 

喪 男の 内面に ルサンチマンを 発見した 最初の 西洋 哲学者は ニー チヱで したが、 続い 
て 現れた フロイトは 「自我」 や 「無意識」 という 概念を 発明して 人間の 精神を 構造 的 
に 考える 道を 開きました。 

西洋で もい よいよ、 喪 男の ルサンチマン という 人間の 精神の 謎に 気づき、 生まれて 
くる 原因 (縁起) について 考える 思想家が 現れた のです。 フロイトは ここで、 キリス 
卜教 世界に おける 最大の タブ ー 「性欲」 を 発見し ました。 そうだ、 性欲が 溜まる から 
ルサンチマンが 生まれ るんだ、 という 実に 正しい 理屈です。 

フロイトは これで 世界中から 顰蹙を買いました。 誰もが 目を 背けて きた 本当の こと 
を 言い出す 喪 男 哲学者は 世間から 迫害され るので す。 

マルクス やヒ トラ ー は、 「世界」 という 喪 男の 外部に、 自らを 抑 1± する 敬を 見出し 
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各国が 「国家」 単位で、 それぞれの 国民の 自我を 独自に 支える 装置と なった。 
各国 は 激しく 三次元の 土地を 奪い合い ヨー ロ ッパ 全土が 崩壊した。 


現代 


L 喪 男） （喪 女） (喪 男） 


東欧な どで は 民族主義が 台頭す る 
一方、 先進国では 国家から 恋愛へ 
と システムが 移行し、 個人主義の 
時代が 訪れた。 


図 4  一  3 自我を 支える 装置の 変遷 神— 国家-恋愛 


「法」. 「民主主義」 


「民主主義」 


「共産主義」 


近 「民族」 「国家 社会主義」 


ました。 しかし フロイトは、 「自分」 の 内面に そ 
も そ も 喪 男を 抑圧す る 敵が 存在して いた ことに 気づ 
いたのです。 へ ー ゲル 以来の 国家 萌ぇ という 三次元 
至上 主義の 時代が 終わり、 二次元への 扉が 開かれた 
のです。 ただし、 フロイトが 開いた 「性の 抑圧」 理 
論は、 後に アメリカへ 渡って セッ クスと 恋愛の 解放 
に繫 がり、 恋愛至上主義 社会 = 恋愛 資本主義 市場を 
形成す る 思想 的 バック ボ^ ~ ン となりました (図 4 丨 
3)。 

もうね、 なんでも 資本主義に 取り込まれ るんで す 

よ。 恐ろしい システムです。 

という わけで、 第五 章は 「喪 男の 精神」 に 直接 光 
を 当てた フロイトの 話になります。 中世 = 神が 死 
に、 近代 = 国家が 死に、 現代に 残ったのは 「人間」 
つまり 喪 男 自身だった のです。 こうして 恋愛が 国家 
に 代わる 新たな 神、 現代の 神に なって いく 過程に、 
フロイトが 現れた わけです。 


喪 男の 精神に 分け入る 
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デ カル トと カン トの 二元論 

という わけで、 ようやく フロィトに 迪り 着きました。 

ただ、 その 前に 延 々と 語っ てきた デカルト 以降の 西洋 哲学の 流れを おさらいして お 
きまし よう (図 5-1)。 

「世界が 先 か、 精神が 先 か」 という 二元論の 問題は、 プラトン 以来の 西洋 哲学が 抱え 
た 難問でした。 デカルトは、 世界 (三次元) と 人間の 精神 (二次元) を 完全に 別の もの 
として 考えました。 三次元は 単純な 物質の 世界で、 二次元は 純粋な 精神の 世界です。 
デカルトが 三次元 世界に 唯物論を 持ち込んだ ことで、 自然科学の 発達が 実現し まし 
た。 デカルトの モデルは 近代 以後、 資本主義 社会の 基礎に なった モデルです。 多くの 
人が、 未だに この モデルを 信じて います。 「バカの 壁」 という 言葉が 一時 大 流行し ま 
した。 非常に かいつまんで 言う と 「人間は 見たくない ことは 見えない」 という ことで 
すが (違っ てたら スィ マ セン)、 この デカルトの 二元論 モデルを 「真実」 であると 信 
じている 人と、 そうでない 人との 間には とてつもなく 高い 「壁」 が 存在す るので す。 
つまり 現代 日本の コモンセンスの 主流は、 デカルト 時代から あまり 変わって いないの 
です ( 96 ぺージ 図 2-1 参照)。 

カントは もう 少し 複雑な モデルを 作りました。 まず、 孤立して いた 人間の 精神 (二 
次元) を 「道徳律」 という 上位概念で ネット ワーク 化しました。 「神」 という 概念が 


① 「バカの 壁」 

二〇〇 三年。 新潮 新書。 著者は 解剖学 者の 養老 
孟 司。 四 〇〇万 部 以上 売れた。 「バカの 壁」 と 
は、 人間が 自分自身の 世界観に 凝り固まって 他 
者の 世界観を 認めない 「一元論」 のこと を 指 
す。 もちろん 知識人からは 「なぜ こんな 本が 売 
れた のか」 と バカに された が、 それ こそ バカの 
壁 だ。 しかし 『バカの 壁』 が 売れた からと いつ 
て 一元論 主義者が 減っ たとは 思えず、 むしろ _ 
分 以外の 人間を 「あいつは バカの 壁を 作って い 
る」 と バカに する ための 道具と して この 本を 利 
用す る 人 も 増えた よぅな 気がして、 つまり 人間 
といぅのは どこまで いつても 「知りたくない こ 
とは 知らない」 「見たくない ことは 見ない」 も 
のな の だ！ 


西洋 哲学の 歴史 を 大ざっ ぱに 図説 化する とこの ように 
なって いる。 ヨーロッパの 歴史を 哲学が 動かして きた 
ことが わかる。 歴史と 哲学は 不可分な ので、 「自分で 
ものを 考える」 「現在の 世界に ついて 考える」 場合に 
歴史と 哲学の 知識は 必須に なる の だ。 
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無力 化した 以上、 神に 代わって 人間同士を つなぎとめて おく 何ら かの 装置が どうして 
も 必要になります。 それがなければ、 人間は 相互 理解し 合う ことなく 殺し 合い 続ける 
運命に 陥っ てし まいます。 カントが やたらと 道徳に こだわっ たの も、 神に 代わって 人 
間たち を まとめる 何 かが 必要に なった からです。 逆に 考えれば、 神 もな く 道徳 もない 
世界は 悲惨な ことになると カントは 危惧して いたので しよう。 神に 代わって 人間に 平 
和な 社会生活を 営ませる 装置と して、 人間の 内面に 「道徳律」 を 見出さなければ なら 
なくなった のです。 

また カン トは 三次元の 世界を 「現象の 世界」 と 「物 自体の 世界」 に 分けました。 人 
間が 「現実」 だと 思って いる 世界は、 実は 精神 (二 次元) が 見て いる 主観的な 世界な 
のです。 これが 「現象の 世界」 です。 「物 自体の 世界」 は 人間には 認識で きません。 
従って カントの モデルは 本当は 三 元 論な のです が、 「物 自体の 世界」 は 認識で きない 
ので 実際には 二元論 モデルと 言って さしつかえない のです。 しかし デ カル トの 二元論 
とは 違います。 デカルトは 二次元と 三次元を 完全に 分 断し ましたが、 カン トは 二次元 
が 三次元を 「作り上げ ている」 と 考えた のです。 つまり 二次元が 優位な のです。 たと 
えて 言うなら 二次元 主義 的な 二元論です。 

へ— ゲルと マルクスの I 元 論 

へ ー ゲルは 道徳律よりも さらに 巨大な 「絶対 精神」 という 集合 無意識の ような 存在 
が 世界を 進化 させて いると 考えました。 へー ゲルの 問題は、 個人の 自我を 「絶対 精 
神」 という 巨大な 概念の 一部分に 贬 めて しまった ことです。 このような 世界観に おい 
ては、 ーコ ー大な 「国家」 だけが 喪 男の 問題を 解決す る 役割を 担える わけです。 喪 男 個人 
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が 自身の 問題を 自力で 解決す る 道は 見えて きません。 後に 訪れる 国家 萌 えの 時代は へ 
I ゲル 哲学が 招いた ような ものです。 

へ ー ゲルは 二元論 的 対立を 解決して 世界を 一つに まとめた つもりだった のです が、 
世界 どころ か 人間まで 一つに まとめられて しまつた のです。 世界は 神が 見て いる 夢な 
の だ、 という ことです ね。 「夢 オ チ」 つて やつです。 楳 図かず おの 『 14 歳』 という 陂 


滅 SF マン ガの 最終回を 見て くださ 


レ 


『 14 歳』 では いろいろな 人間 ドラマ 


フト 


リ ドラマ •恐竜 ドラマが 描かれた のです が、 最終回で それらの ドラマは 全部 「芋虫」 
の 見て いる 夢だった、 という 衝撃の 夢オ チが 描かれて しまいました。 実は、 世界とは 
こういう もの だとへ ー ゲルは 考えたん です。 もちろんへ ー ゲルは 「芋虫」 とは 呼ばず 
に 「絶対 精神」 と 呼びました が、 同じ ことです。 個人 もまた 知恵を 深めて いくこと で 
「絶対 精神」 の 境地に 迪り 着く ことができる とへ ー ゲルは 考えました が、 それは あく 
まで も 個人が 宇 虫の 一部になる という 意味です。 

せっかく デヵルト 以来の 近代 哲学者が 「自我」 を 発見して キリスト教 的 一元論 (世 
界も 人間 も 神が 作った という 考え方) から 人間を 自^ | させょうと していた のに、 へ ー ゲル 
は 話を 元に 戻した わけです。 ただし、 抽象的な 観念 三次元) でしかなかった 「神」 
に 代わって、 元は 二次元 (絶対 精神) だけど 社会的な 実体 (三次元) も 持った 「国家」 
が 世界の 中心に なりました。 このへー ゲルの モデルは、 やや 二 次元 寄りの 一元論と で 
も 言えば いいで しょう か。 で、 この モデルから 「絶対 精神」 を 外して 「超人」 という 
個人を 中心に 据えた のが ニ ーチヱ なのです。 

へー ゲルを 受けて 現れた マルクスは、 へ— ゲル 的 一元論と 、デヵルト 的 二元論を 統 
一し、 三次元の 世界が 二次元の 世界を すべて 規定して いると 考えました。 物質の 世界 


② 楳 図かず お 

マン ガ 家。 ホラー マン ガと 「ダ ワシ」 で 有名。 
ギャグ マン ガの はずの 『まことち やん j が なぜ 
か 死ぬ ほど 怖かった。 代表作 『おろち』 『怪 j 
『恐怖 j 『漂流 教室』 『まことち やん J 『わたしは 
真 悟 j 『 14 歳 J。 

③  「 14 歳」 

楳 図かず おの ト ラゥマ マンガ 。科学と 資本主義 
が 究極まで 発達した 近未来、 人類は 子供を 作ら 
なくなり、 滅亡への 道を迪 り はじめる。 主人公 
は 科学者 ニヮ トリの チキン •ジ ョージ 博士。 二 
ヮ トリな だけあって 徹頭徹尾 喪 男で、 人間の 美 
女に 籠絡され てし まぅ。 14 歳で 死ぬ …… ギャ— 
ッ！  一言では 内容を 説明で きないと い •っか 何 
ぺ—ジ 使っても スト— リ—を 説明で きないので 
直接 コミックスを 読んで ください。 
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が、 精神を 作る のです。 一方通行です。 三次元 主義 一元論です。 三次元 世界は 精神の 
中に 出現す ると 考えた カント やへー ゲルの まるつ きり 逆と 言つ ていいで しょう。 これ 
が 唯物史観の モデルです。 ただし マルクス もまた へ ー ゲル 同様、 個人を 世界 = 国家の 
一部分と したわけ で、 この 点は やはりへ ー ゲル 的です。 

結局、 西洋の 哲学は、 「神」 からの 脱出を はかった はずが、 「絶対 精神」 や 「唯 物史 
観」 といった 新しい 唯 I 神の 概念に 囚われ 続け、 喪 男の 問題を 喪 男 自身が 解決す ると 
いう 方向には 向かわなかった のです。 国家が 進歩 •発展す る ことにょり、 世界は 正し 
い 方向へ 進化し、 喪 男たち も 救われる、 と 考えた わけです。 

しかし、 現実の 歴史は そうはな りませんでした。 資本主義は 勝ち 組と 大量の 喪 男と 
の 二極化を 生み、 膨大な 量の ルサンチマンを 製造し ました。 この 状況に 対抗して 喪 男 
たちを 救うべく 登場した マルクス主義 や 国家 社会主義 も 国家の 暴走 や 個人の 抑圧を 招 
き、 喪 男を 救いませんでした。 

精神を 二元論で 捉えた フロイト 

ところが、 哲学とは 無関係な 分野から、 「喪 男の 苦しみは 喪 男 自身の 精神の 中に あ 
る。 故に 喪 男が 解放され るには、 喪 男の 精神を なんとか する 必要が ある」 というき わ 
めて 個人主義 的な 着想が 現れました。 それが フロイトの 精神分析 学です。 フロイトは 
喪 男 個人の 内面に 救いの 方法を 探した という 点で キル ヶゴー ル や ニ ー チヱと いった 実 
存 哲学者の 系譜を ひいて いますが、 元は 脳神経な どを 研究して いた 生理 科学者で し 
た。 つまり 出発点は 生物学だった のです。 

フロイトが 生きた 一九 世紀から 二〇 世紀 前半に かけて、 ョーロ ッバでは 「神経症」 
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という 病気が 流行して いました。 神経症は、 統合 
失調 症 や 鬱病とは 違います。 何 かこう 心に モヤ モ 
ヤ とした 不安が あって、 常に その 不安に さいなま 
れ るので す。 例えば、 常に 手が 汚れて いると いう 
不安に 駆られて、 強迫 的に 手を 洗い 続けなければ 

気がすまない、 といつ たもので す。 シエ ー クス 
ピアの 『マクベス』 に 登場す る マクベス 夫人なん 
かが 典型的な 症例です。 マクベス 夫人は 殺人と いう 罪を 犯した ことが 強迫観念 になっ 
て、 自分の 手が 血に 汚れて いると いう 不安から ひたすら 手を 洗い 続ける わけです。 

で、 フロィトは、 当時 流行して いた 催眠療法 によって 神経症を 治療す る 修業を 積ん 
だのです が、 その 過程で 催眠 中の 患者が 意識下では まったく 覚えて いない 記憶を 喋り 
だす ことに 気づきました。 この 意識に 表れない 精神の 領域を フロィトは 「無意識」 と 
名 づけました。 人間の 精神には、 意識で きる 領域と、 本人に も 意識で きない 領域が あ 
る、 と 考えた のです。 そして 神経症の 原因は、 どうやら この 無意識の 中に 追い やられ 
ている 観念ら しいので す。 人間は 見たくない ものは 見ない、 考えたくない ことは 考え 
ない のです。 「バヵの 壁」 です。 人は、 不快な 記憶を 「抑圧」 して 無意識に 封印して 
しまいます。 ところが 抑圧した 観念は、 完全には 封印で きません。 少しずつ 意識に 漏 
れ 出して きて、 いつまでも 正体 不明の 不安と なって 意識を 脅かす のです。 

こうして、 それまで 「精神」 として 単純に 捉えられ ていた 人間 精神の モデルを、 フ 
ロイ トは 〈意識〉 と 〈無意識〉 という 二つの 領域に 割った のです。 この モデルは その 
後 さらに 発展し、 無意識の 基盤と なつて いる 領域は エスと か イドと 呼ばれる ようにな 


④  シエ— クス ピア 

一 五六 四 年〜 一六 一六 年。 ゥィリアム .シヱ— 
クス ピア。 イギリスの 劇作家。 当初は 喜劇を 得 
意と したが、 徐 々に 喪 男 悲劇に 移行。 黒 澤明や 
手 塚 治 虫に も 大きな 影響を 与えた。 これ だけ 有 
名な 人物な のに 自筆の 原稿 や 手紙が まったく 残 
って いないので、 「シエ ー クス ピア 別人 説」 が 
囁かれたり、 「シヱー クス ピアの 戯曲には 暗号 
が 隠されて いる」 といった 説が 登場したり、 作 
品 以外の 部分で も ネタの 宝庫。 代表作 『ロミオ 
と ジュリエット j 『真夏の 夜の 夢 j 『ベニスの 商 
人』 『ハム レット j 『マクベス』 『オセロ』 『リア 

王』。 

⑤  「マクベス」 

三人の 魔女から 「お前は コー ダ— 城の 主にな 
る」 と 予言され た スコット ランドの 将軍 マクべ 
スは 、予言に 突き動かされて 悪事を 重ね、 城主 
になる という 予言は 成就され る。 しかし、 マク 
ベスと その 夫人の 精神は 罪悪感に よって 崩壊を 
始める。 マクベスは 小心者で、 彼に 王の 殺害を 
唆す 夫人の ほうが 実は 恐ろしい。 しかし その 夫 
人 も 王を 殺害した 罪悪感で 神経症に かかり、 血 
がつ いている と 思い こんで 自分の 手を 洗い 続け 
るの だった。 黒澤 明の 『蜘蛛 巣 城』 は 『マ クべ 
ス j をモチ ー フに 、舞台を 戦国時代の 日本に 移 
した 作品。 

⑥  催眠療法 

催眠療法の 開祖は 一八 世紀 フランスの メ スメ 
ル。 ただし メスメル 自身は 自分が 催眠療法を 開 
発した とは 気づかず、 「動物 磁気」 という 自然 
科学的な エネ ル ギ—を 利用して いると fi じてい 
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ります。 これに 対して 意識 側の 基盤に なって いる 領域は 〈自我〉 と名づ けられます。 
自我の 領域は その すべてが 常に 意識され ている わけではありません が、 意識を 構成す 
る 土台み たいな ものです。 ごく 単純に かみ 砕いて 言えば 意識 可能な 領域が 自我です。 

フロイトは 世界と 人間 精神との 二元論から 一歩 踏み出して、 人間の 精神 _ 体を 〈自 
我〉— 〈エス〉 の 二元論で 捉えた のです。 アウ タ 1 ス ぺース から イン ナース ぺース へと 
いう コペルニクス 的 転回です。 自我の 領域とは、 人間の 自己です。 自分自身です。 エ 
スの 領域は、 非 自己です。 自分自身の 中に 入れて おく ことができない 様々 な 観念 や感 
情が、 エスに 抑圧され ている わけです。 つまり 人間の 精神は ワン ル— 厶 ではなく、 押 
入れが あって、 その 押入れに 様々 な イヤ〜 な ものが 押し込められ ている、 そして 隠し 
た 当人 も 押入れの 中身を 忘れて いる、 と フロイトは 考えた のです (図 5-2)。 

図 5  -2 を わかりやすく 描く と、 『最強 伝説 黒 沢』 の 黒 沢さん の 家の 押入れの 中の 
ような 感じになります。 三〇 歳を 過ぎた 喪 男の 皆さんには、 ご 納得いた だける と 思い 
ます。 神経症の 原因は、 この エスの 中に 抑圧され た 記憶 や 感情です。 

ところで エスは 〈快楽 原則〉 によって 動いて います。 本能に 近い わけです。 自我は 
逆に 〈現実 原則〉 に 従おうと します。 ですから エスの 思う がま まに 生きる と、 社会に 
適応で きません。 

例えば エスが モテ モテ 王様 ハー レムで 暮らした いという 欲求に 駆られた とします。 
しかし、 現実に ハー レムを 作ろうと すると、 二 〇〇五 年に 世間を 騒がせた 監禁 王子の 
ように 事件の 主犯に なって しまいます。 これは、 社会が 彼を 「モテ モテ 王様 ハー レム 
の 主」 として 認めない からです。 当たり前です。 これが 現実 原則、 つまり 社会の ル ー 
ルと いう ものです。 


た。 そのために メスメルは 失脚して しまう。 そ 
の 後、 一九 世紀末 フランスの シャル コ—が 当時 
流行して いた 神経症 (ヒス テリー) の 治療に 催 
眠を 利用す る。 フロィトは シャル コー から 催眠 
療法を 学び、 ユング もまた 催眠療法から 経歴を 
スター トさせた。 


[世界 1 (三次元) 


三次元への 解放 


抑圧され た 記憶 •情 動 
(エディ ブス • コンプレックス など） 


フ ロイ トは、 人間の 精神を 〈自我〉 と 〈エス〉 に 二分 割した。 三次元と つながって いる 部分が 自我 
と 呼ばれる。 エスの 中には、 意識 化で きない 領域 （無意識） が あり、 神経症な どの 苦の 原因と なる。 
エスを 解放す る ことが 喪 男が 苦から 逃れる ことにつな がるが、 直接 解放す ると 三次元と 対立す るの 
で、 色々 な 形に 昇華し なければ ならない。 

図 5  —  2  フ ロイ トの 考えた 精神の モデル 


黒 沢さん の 家の 押入れの 中 『最強 伝説 黒 沢 
第 6 巻』 福 本 伸 行、 小学館 ビッグ コミック 
ス、 2005 年、 「第 45 話： 相談」 P16 〜 17 
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ですから 自我は、 なんとかして 現実 原則と 快感 原則の 折り合いを つけようと、 あれ 
これ 知恵を絞 って 行動す る 役割を 担っ ている のです。 「脱 オタして オ サレな 服を 着れ 
ばちよ っと ぐらい モテに なれ るん じ やない か」 とか、 そういう 折衷案を 考えて 実行す 
るの が 自我の 仕事です。 つまり、 人間の もともとの 本能 (モテ モテ ハー レム 欲望) と、 
社会の 秩序 (喪 男と ぃう 現実) との 仲立ちを している 中間 管理職が 自我な のです。 

人間社会を 発達 させた エスの 衝動 

という ことは、 人間の 文明を かく も 発達 させた 原動力は、 人間が 抱え込んだ エスの 
衝動を いかんと もしが たい 三次元の 世界の 中で なんとかして 実現し ようとす る 「欠 
乏」 や 「不満」 なのです。 不足が 知恵を 生んだ のです。 これは 「真の 哲学者は みな 喪 
男で ある」 という 本書の テ^ ~ ゼと 合致し ます。 

もし 人間の エスが 抱えて いる 欲望 や 願望 や 妄想が 三次元で あっさり 実現 可能な レべ 
ルの もの だとしたら、 知恵 も 哲学 も 科学 も 何も 要らない のです。 例えばす ベての 人間 
の 夢が 「飢え死に しない 程度に 生きて いければ いいや」 という 程度の ものなら、 世の 
中は あまり 進歩し ません。 実際、 中世 キリスト教 社会は、 そういう 感じでした。 これ 
は キリスト教が 人間の 願望 •夢 •欲望 (知識欲 も 含みます) を 抑圧して 「ここまでで ス 
トップ」 と 線を 引いて いたから です。 犬 や 猫は 労働組合を 結成して ストラィキを 起こ 
したり 革命を 起こしたり はしません。 これは 犬 猫に とっては 三次元 だけが 世界で、 二 
次元は 無い か、 仮に あったと しても ごく 慎まし い 小さな 世界 だからです。 人間 だけが 
三次元を 作り 変えよう とする ような 巨大な 二次元 世界を 内面に 抱えて いるので す。 

この 二次元 世界は、 エスを エネ ルギ ー 源と して、 自我の 内部に 構築され ます。 小説 


251 第五 章 喪 男の 精神に 分け入る 


や 絵画、 映画、 彫刻と いった 「芸術」 は、 まさに 二次元 世界に 形を 与えた ものな ので 

す。 人間 以外の どんな 生き物が 「作り話」 を 語る でしよう か？ そんな ものは 人間 以 
外の 生き物には 不必要な のです。 

人間の 自我は 外界に 適応す るた めの 部分 (内面 化された 三次元) と、 エスの 欲求を 満 
たす ために 「脳 内」 で 「空想」 (想像、 妄想) を 行う 部分 (二次元) とに 分かれて いま 
す。 この 二次元の 領域を 否定す ると、 エスに 溜まった エネ ルギ ー ( リビ ド丄が 昇華 
され なくなり、 いろいろな 問題を 起こす のです。 

また、 自我の 内部では 二次元と 三次元は 繫 がって います。 いずれも 自我の 一部です 
から。 そのため、 二次元で 空想した 観念を 三次元と いう 外部の 場に 持ち出せ るので 
す。 自我は パナマ運河の ように、 外界と 内面を 段階 的に 繫げて くれる のです。 

このように、 実は 自我 そのものが 二元論 的 構造な のです。 人間が 世界を どうしても 
〈世界〉— 〈精神〉 の 二元論で 捉えて しまう のは、 元々 人間の 自我が 二元論 的 分裂を 抱 
えていた からな のです。 

ちなみに、 これは フロイトの 理論と いうよりは いま 僕が 考えて いる 理屈です (図 5 
—  3)。 ですから 本当は 後の 章で 書かない といけ ない のです が うっかり 筆が 滑り まし 
た。 フロイトの 話と 直接 繫げ ると 「へ 一 そうなん だ ー フロイト さんの 学問を 受けて そ 
う 言 うんだ ったら、 本当 かもね」 と 読者を 騙せる かな 一 と 思った のです。 すみません。 

聖書に よると、 アダムと イヴが 蛇に 騙されて 「知恵の 実」 を 食べて しまった ため 
に、 人間は 楽園から 追い出された ことにな ってい ます。 実際、 エスの 力が 小さくて 単 
純な 本能 欲求 だけで 生きられれば、 つまり r メシ 食って 寝て 死ぬ」 という だけの 生活 
で 自己 実現で きる ので あれば、 なんで 俺は モテな いんだよう という 喪 男 的な 苦しみ、 
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[人間) 

自我 そのものが、 二次元と 三次元に 分裂して いる。 デカルト や カン トの 二元論は、 自我の 構造を 外界へ 投影し 
たもの （マルクス や ヘーゲルの モデルでは、 超 自我の 部分が 強化され、 二次元の 領域は 発達し にくくなる）。 
リビドーの 多くを 二次元で 昇華す ると、 三次元へ 流出させる リビドーの 量が 減る ため、 不 適応 行動 も 減少す る。 

図 5  — 3  二元論は 自我の モデルが 現実に 投影され たもの （本 田 モデル） 


すなわち 二次元と 三次元の 乖離から くる ル サン チマ 
ンは 生じない わけです。 

たぶん、 動物の ルサンチマンは 人間ょり 少ない は 
ずです。 動物は 現実 原則と エスの 葛藤の ょうな 余計 
な ものを 持って いません。 現実 原則と エスの 対立が 
ないから、 世界と 自分との 対立と いう 発想 も 湧いて 
こない わけです。 

西洋 哲学が 抱えて きた 三次元 (世界) 対 二次元 
(精神) という 難題は、 実は、 人間 (もっと 言えば ョー 
ロ  ッパ 人)  の 精神構造 そのものの 投影だった ん です。 
元はと いえば、 現実 原則と エスの 対立から 始まって 
いるんで す。 そこから 自我は 三次元 (現実 = 現実 原則 
の 世界) と 二次元 (空想 = エス 由来の 快感 原則の 世界) と 
いう 二つの 世界を 持つ ことにな ったわけ です。 例え 
ば 働き アリ や 働き バ チには、 こんな 余計な 悩みは な 
いのです。 死ぬ まで 働く ことが すなわち 自己 実現な 
のです。 死ぬ まで 働けと 言われて ルサンチマンを 抱 
き、 革命まで 考える のは 人間 だけです (なわばりを 
作って ボス 争いを する サルは 比較的 人間に 近いです 
が、 労働組合を 作ったり フリ ー メ ー ソンを 結成した 
り 憲法を 作ったり という 凝った レベルに までは 到達 
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していません よね)。 

つまり 人間は 他の 動物と 比べて 圧倒的に 過剰な エス (二 次元を 必要と する 衝動) を 抱え 
てい るんで す。 「二 次元」 とは、 人間の 心の中に 宿った、 過剰な 欲望 •過剰な 観念. 
過剰な 感情が 生み出した 世界な のです。 大脳を 発達 させす ぎた ために、 単に 動物と し 
て 生きる だけでは 収まら なくなっ た 過剰な ニスを 持っ たから こそ、 人間の 自我は 二次 
元と— 元に 分立し、 そして この 両者 2 莊 法的 対立 S り 返し S って 文明が 異常 
に 複雑な レベルにまで 靈 したわけ です。 だが、 同時に エスは 「どうして 俺は キモメ 
ン なんだ よう、 どうして 俺は キム タクに 生まれて こな かつたん だよう」 と 喪 男を 苦し 
め 続ける 元凶で も あるので す。 

死の 苦悩から いかに 逃れる か 

ですから、 ブッ ダは 人間が 生きる こと そのものが 「苦」 だと 悟っ たわけです。 そし 
て その 苦の 原因は、 過剰な 内面、 すなわち エスの 欲望 そのものな のです。 人間の 苦悩 
は 内面の 分裂から 生まれて くる ものな ので、 人間は たとえ ブッ ダの ように 王族に 生ま 
れて ハ— レムで 暮らして いても 絶対に 救われない のです。 例えば、 人間は 自分が 「死 
ぬ」 ことを 知っ ています。 ですから 生きる 限り 死と いう 恐怖に 取り 憑かれ っぱなしな 
のです。 これ 以外に も 病気と か 老化と いつた 苦しみ もあります し、 モテね 一 という 苦 
しみ もあります。 つまり、 突き詰めて 考えれば 実は 人間は すべて 喪 男 (女性なら 喪 
女) なのです。 モテ 側に いる 人間 も、 いずれは 老いて 喪になる ん です。 そして、 死 
ぬ。 

人間は 必ず 死ぬ のです。 
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角 川 映画 『麻雀 放浪 記』 を 観て ください。 終盤、 麻雀 打ちの おっさん •出目 徳が卓 
を 囲んで いる 途中で 急死して しまいます。 すると 二 緒に 麻雀を 打っ ていた 面々 は、 
出 墨の 死骸を 裸に して 河川敷に 投げ落として しまいます。 

「死んだら 負け だ。 負けたら 裸にな るん： 1こ！| 

^5  ， c> 

麻雀 マン ガ •麻雀 小説と いった 博打 モノは、 こういう 響の 世界観に 彩られて いる 
作品が 多いです。 つまり 麻雀 マン ガの 世界観とは、 「人間は 死んだら 終わり。 つまり、 
すべての 人間 j s» 後には 人生と いう 博打に 敗北す るんだ」 という 実存 的な 喪 男 哲学な 
のです。 『ア ヵギ』 や アヵギ の 姉妹編 『天』 もそう です。 

アヵギ こと 赤 木 しげる もまた、 常に 「死」 に 直面しながら 麻雀を 打ちます。 点 棒の 
代わりに 自分の 血を 払う という 「血液 麻雀」 なんて 真似まで やら かします。 なぜ 麻雀 
を はじめと する 博打が 人々 に 求められて いるかと いうと、 たぶん、 日常の 世界が 隠し 
ている 真実、 つまり 人間は みな 「死ぬ」 H 「敗北す る」 という 世界観を 博打の 世界が 再 
現して くれてい るから だと 思います。 博打と いう 世界では、 擬似 的に 「人間は みな 敗 
TT して 死ぬ」 としう 「生の 現実」 を 体験で きる のです。 もちろん 各人は 自分 だけは G 
という 現実に 勝つつ もりで 臨む わけです が。 

な もち r05 ん 、ただ 敗北を 描く だけでは 物語を 作る 意味は ない。 物語には 赤 木 しげる や 
哭 きの 竜の ょうに 恐ろしく 強い ヵリスマ 博打打ちが 登場し ます。 マン ガ だけでなく 現 
実に も ヵリスマ 雀師 がいます。 彼らは 「神」 に 近い 存在な のです。 「死」 を 超越して 
レゼ もちろん、 そのょうな ギ ヤン ブラー 像は フィ クシ ョンです。 「人生と いう 糞ゲ 
1 に 打ち勝つ 能力を 持った 喪 男」 という 夢の キャラクタ— です。 哭 きの 竜は 麻雀に 命 
を かけて 勝ち 続けた 結果、 最後には 殺されて しまいました。 ところが、 最近 『哭 きの 


⑦  「麻雀 放浪 記」 

一九 八 四 年。 角 川 映画。 監督は 和 田 誠。 原作は 
阿佐田 哲 也。 終戦 直後の 混乱 期、 麻雀に 明け 暮 
れる喪 男 博打打ち (坊や 哲 、ドサ 健、 出目 徳、 
上 州 虎) たちの 姿を モノクロの 映像で 描く。 出 
目徳は 「あがったら 死ぬ」 と言われ ている 伝説 
の 役 •九 連 宝 灯を ツモ あがりす るの だが …… 。 

⑧  「ア ヵギ」 

福 本 伸 行の 麻雀 マン ガ 。『近代 麻雀 j で 連載。 
麻雀 打ち 赤 木 しげる が ひたすら 麻雀を 打ち続け 
る。 途中から 始まった 驚 津麻锩 編 (血液 麻雀 
編) が いつまでも 終わらない。 ロン、 ロン ッ、 
ロン ッ！ 駆けめ ぐる 脳 内 麻薬 物質！ エンド 
ル フィン！ ドー パ ミン！ チロ シン！ リジ 


⑨  「天」 

福 本 伸 行の 麻雀 マン ガ 。脇役と して 登場した 赤 
木 しげる (ア ヵギ) が 連載 中に 大人気に なっ 
た。 しかし 老いた アヵ ギはア ルツ ハィ マ— を 発 
症。 麻雀が 打て なくなり、 自殺して しまう。 こ 
れで 困った のが アヵ ギフ ァン。 そのため 赤 木し 
げ るの 若 かりし 時代に 遡った アヵギ 伝説と も 言 
うべき 『ア ヵギ 』 が スタ ー トした。 

⑩  r 哭 きの 竜」 

能條 純一の 麻雀 マン ガ 。『別冊 近代 麻雀 j で 連 
載され、 人気を 博した。 一匹狼の 麻雀 打ち •竜 
を 巡る ヤク ザの 抗争を 描く。 ヤク ザたち は 竜の 
強 運に 魅入られ、 竜を 麻雀で 負かして その 強 運 
を 手に入れょう とする。 だが、 竜に 魂を 惹 かれ 
た 男は みな 死んで いく。 完結編で 竜は 死ぬ が、 
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竜 •外伝』 という 続編で 生き返りました。 まるで ィエスが 何事 もなかつ たの 如く 復活 
した かの ように。 ファンは 「死」 を 恐れず 神が かりの 麻雀を 打ち続け、 人生と いう 糞 
ゲ ー に 勝ち 続けて きた カリスマ •竜の 物語が 「死」 という 敗北で 終わる ことに 納得で 
きなかった のです。 つまり 竜 フアンは 「死の 壁」 を 認めたくなかった わけです。 とこ 
ろが 竜に 続く 麻雀 マン ガの カリスマ キャラクタ ー となった 赤 木 しげる も、 最後は アル 

に 冒されて _ら 死を 選択し ました。 つまり、 「死」 すべての 人間に 必ず 訪 


ツハ イマ 


れる 人生の 最期と いぅ 現実を 描き きらなければ、 麻雀 マン ガは 完結し ない。 博打とは 

: 11 


人生の 縮図な のです 


竜に しても 赤 木 しげる にしても、 「死んだら 負け だ、 負けたら 裸にな るんだ」 ィズ 
ムを 貫いて います。 常に 死を 見つめながら、 麻雀を 打っ てる わけです。 でも 普通の 人 
間は こんな ハ ー ドな 生き方 なんてで きません。 死と いう 人生の エンデ ィングを 見ない 
ようにしながら、 「物 自体の 世界」 から 目を 背けて 都合の 良い 「現実」 (現象の 世界) を 
作り上げ、 その 中で ちまち まと 生きて いく わけです。 文明とは、 ですから、 死の 恐怖 
から 逃げる ために 人間が 共同作業で 作り上げた 大掛かりな 「夢」 なんです。 

「物 自体の 世界」 では、 人間は 死にます。 しかし 人間が エスの 欲求を 満たす ために 作 
り 上げた 「現象の 世界」 では、 死は 様々 な 手段で 隠蔽され る わけです 。キリスト教は 
「天国」 という 死後の 世界を 発明し ましたが、 これ も 死の 克服の 方法の 一つです。 天 
国は もちろん 「二 次元」 つまり 空想 上の 観念です が、 この 天国と いう 観念が 生み出さ 
れた 原因 こそ、 「死」 という 現実 原則と 「不死」 という エスの 欲求との 対立 葛藤た っ 
たっ ナ です。 また、 キリスト教に 代わって 台頭した 自然科学の 最終的な 目的の 一つ 
は、 「不老不死」 つまり 死を 乗り越える ことです よね。 科学は、 「不死」 という 二次元 


もちろん 竜 フアンは 納得し なかっ た。 といぅ わ 
けで 最近に なって 『哭 きの 竜 •外伝』 が スタ ー 
卜。 死んだ はずの 竜が また 麻雀を 打ち 始めた！ 
ちなみに 竜の 麻雀は 「ボン」 「チー」 「カン」 で 
ひたすら ドラを 増やして いく 食い 麻雀。 片山ま 
さあき 風に 言えば タコ 麻雀 だ。 大勢の フアン 
が、 実際に 真似して 撃沈した。 


⑪ 「博打とは 人生の 縮図」 

例えば、 ドス ト エフ スキ ー は 博打に 夢中に なつ 
ていた。 ドスト エフ スキ ー が 奥さんに 宛てた 手 
紙を 集めた 「妻への 手紙」 は 博打の 話 ばかり。 
また 実体 験を 元にした 『賭博 者』 といぅ 小説 も 
書いて いる。 この 作品は 『麻雀 放浪 記』 『アヵ 
ギ.； などの 「博打 モノ」 の 先駆けと 言える。 フ 
ロ ィトは ドスト エフ スキ— の 博打 中毒を 神経症 
の 一種と 見なし、 詳細に 分析した。 
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の 観念を、 三次元 世界にまで 敷衍し ようとし ている わけです。 

ところが 竜 や 赤 木 しげる は、 「死にたくない」 という エスの 欲求 そのものから 解放 
されて います。 ですから 麻雀に 人生を 全部 捧げて しまえる わけです し、 負ける こと も 
恐れない 。敗北を 恐れない 人間 だから こそ、 敗北を 恐れる 他の 麻雀 打ちに 負けない と 
いう 構造に なって います。 麻雀 マン ガの 世界は、 そういう ルー ルで 描かれて いるので 
す 1^ 沐 しげる は、 過剰な エスを 捨てる (エスが 消える わけではありません が、 エス 
への 拘泥を 捨てて いる わけです) ことで 解脱した キャラクタ— なのです 。一種の 聖者 
なんです。 麻雀 マン ガは 実は 現代の 宗教 マン ガ でも ある わけです。 

キリスト教 も 近代 西洋 も 苦悩は 救えなかった 

中世の キリスト教 社会は、 人間は 過剰な エスを すべて 抑圧し、 知恵の 実を 食う 以前 
の 原 アダムの ような 無垢な 精神を 保って 生きて いけば 楽に なれる と 考えました。 ま 
た、 どうしても 拭いが たい 「死」 への 恐怖は 「天国」 という 二次元の 観念で 讀 でき 
ると 考えた のです。 みんなで 同じ イエス •キリス トと いう 萌え キャ ラに 萌 えれば、 玫 
われる という わけです。 

でも 無理でした。 キリスト教 という 萌 えの 物語が 古びた のです。 なにしろもう 二 
〇 〇〇 年 も 続いて いる 大 長編 シリ 1 ズ (しかも ィエスが 天に 還っ てし まった 『新約 聖 
書』 で シリ ー ズは 完結で、 外伝は 出ても 絶対に 続編は 出ません) ですから、 仕方が あ 
りません。 「死人が 生き返る」 とか 「処女が 子供を 生む」 とかいった プロット 自体に 
も リアリティが 欠けて います。 

最近、 アメリカでは 中流 幻想が 崩れて 勝ち負けが 極端に なって しまった ため、 キリ 
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スト教 原理主義が 復活して います。 その 一方で、 「神が 人間を 創った」 なんて 今どき 
非科学的で リアリティがない という ことで、 一部では 「宇宙人が 人間を 創った」 なん 
ていう SF 教義 も 登場したり しています。 原理主義 側では 「ダ ー ゥィンの 進化論を 学 
校で 教えるな」 と 訴える 運動 もあります が、 そうは 言っても 「神が 人間を 創った」 と 
いう 昔の 教義を そのまま 教えても 子供が 信じて くれないので 「神と いうか、 何ら かの 
知的 存在が 人間を 創った」 とか 言う わけです。 つまり、 科学の ネ タを 取り入れて 時代 
に マッ チした リアリティを 増した 新たな キリスト教 物語を 作ろうと する 人たち が 出て 
きたので す。 

逆に、 前述した ように 近代 西洋は 中世と まったく 逆で、 ありと あらゆる エスの 欲望 
を 三次元の 世界で 実現し ようと やっきに なって 頑張りました。 つまり 三次元と 二次元 
の 乖離を、 文明の 力で 一元化し ようとし たんです。 三次元を 二次元 そのものに 作り 変 
えてし まえば、 解決す るは ず だと 考えたん です。 でも これ も 無理でした。 

どっち も 極端 だっ たんです。 ブッ ダは こういう 事態を すでに 想定して いたので、 中 
道を 唱えて いたんです。 

人間は 生まれつ きみんな 変態 だ 

実は、 なぜ 人間が 二次元の ような 余計な 世界を 精神に 抱えて いるの かとい う 問題に 
ついては、 フロイトは あまり 言及し ませんで した。 たぶん 脳 科学が 発達 すれば 解明 さ 
れ ると 思っ ていたので しよう。 

近年よう やく、 脳の 構造 や 機能が 少しずつでは あります が 明らかになっ てきて いま 
す。 しかし フロイトの 出現は あまりに 早す ぎた ので、 フロイトの 説は あくまでも 咳 而 
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上 学 的な 仮説 レベルに 留まりました。 とりあえず フロイト はこの 過剰な 欲望、 現実 
(三次元) と 直接 繫 がらない 妄想 三次元) を 生み出す 欲求に 「リビ ド ー」 という 名前 
をつ けました。 リビド^ ~ とは 快感を 求める エネルギ^ ~ です。 フ ロイ トは 当初、 この リ 
ビ ドー の 本質を 「性欲」 だと 考えて いました。 ですから 前期 フロイトの 理論は 「汎性 
欲 論」 とも 言われます。 

いずれにせよ、 「人間は 快楽の ために 生きて いる」 という 言って はいけ ない 本当の 
ことを フロイトは 言い出した わけです。 「人間は 口では 道徳 だと か 愛 だと か 神 だと か 
言っ ている が、 頭の 中は セックス のこと だけ だ！」 と 言い放っ たんです。 これほどの 
喪 男が かつて 歴史上 存在した でしよう か？ フロイト 理論は、 セックス ピストル ズの 
一兆 倍ぐ らい セン セ ナショナルでした。 

さらに フロイトは、 「人間の リビド ー の 発達は 〈口唇期〉 〈肛門 期〉 〈性器 期〉 とい 
う 段階を 経る」 と 考えました。 リビド ー は 生まれた 時から すでに 備わっ ています が、 
最初から 性器を 使って セックス する わけには いきません。 そこでまず 口に リビド ー が 
固着す るので す。 「噓だ 一」 と 思った 人は フェラチオに 興味がない 人なん です ね！ 
な いんです ね ！ また、 いい おっさんに なっても 男が 女の 乳首を 吸いた がるの も 口唇 
期の 名残な のです。 

次が 肛門 期で、 この 時期に なると 排泄 •排便に リビド ー が 固着し ます。 スヵ トロ 好 
きとい うのは 肛門 期の 名残な のです。 フェラチオ に比べる とスヵ トロは 実に マ イナ ー 
な ジャンル だと 思います が、 ない こと もないです よね。 でも 男性の ゲイの 場合、 肛門 
を 使う わけです から、 それを 勘定に 入れる と 意外に も メジ ヤ^  — な ジャンル かもしれ ま 
せんよ、 肛門 期。 


⑫ セツ クス ピストル ズ 
イギリスで 一九 七〇 年代に 活動した パンク バン 
ド。 当時の イギリスでは テクニック 重視の プロ 
グレ •ロックが 全盛だった ので、 反動で プ ログ 
レの 逆を 行く 感情 重視の 音楽が 求められ るょぅ 
になる。 そこに 登場した のが ボロボ ロの 演奏と 
グ チヤ グ チヤの 歌詞、 つまり 「パンク」 を 実践 
した セッ クス ピストル ズ だった。 メンバ ー はシ 
ド •ヴ イシ ヤス や ジョニ—  .ロット ン など。 ピ 
ストル ズは ポロっ ちい 古着に 安全 ピンを 止める 
「アンチ •ファッション」 で 世間に 登場した が、 
言ぅまでもなく 安全 ピンは すぐに 「フ ァッ ショ 
ン」 になり、 パンク もまた 資本主義の 商品に な 
ってい った。 シドは 二 一歳で ドラッグ 死した。 
ジョニ！  ロット ンは 生き延び たが、 近年は テ 
レビ 番組で 駝鳥と 闘っ たりして いる。 代表作 
『勝手にし や がれ !? : 』。 
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で、 三〜 四 歳 頃に なって やっと 性器と リビド ー が 結びつく のです。 「えっ、 ちよっ 
と 早 いんじ ゃない の」 と 思います が フロイトに よれば 幼い 子供に もちゃん と 「小児 性 
欲」 が あると いうので す。 これは 梶原 一騎の 『カラ テ 地獄変』 の 話ではありません。 
全世界に 大きな 影響を 与えた 「精神分析 学」 の 話です。 

個人的な 話で 恐縮です が、 そういえば 僕は 女性器に 全然 興味が ありません。 あれは 
キモ いです。 気持ち 悪いです。 あんな おっかない ものに、 皆さん、 なぜ 興奮で きる の 
でしよう か？ 僕が こんな 有様に なって しまった 原因は、 フロイト 的に 考えれば 口唇 
期 か、 あるいは 肛門 期 あたりで 僕の リビド ー の 発達が 止まって いるから なのです。 性 
器 期に 至る 前段 階で どこかに リビド ー が 固着し っぱなしな のです。 でも アダルト ビデ 
才を 観て みると、 みんな 僕と 似た ような 人間ら しいので 特に 気にして ません。 私見で 
すが、 性器に だけ モザイクを かける のが 良くな いんじ ゃないで しよう か。 モザイクが 
かかっ てるから、 性欲の 対象になら なくな るん じ ゃないで しよう か。 で、 モザイクが 
かかって ない 制服と かスク ー ル 水着に 性欲が 固着して しまう のでは ないで しよう か？ 
話を 戻しまして フロイトは、 幼児の 性欲は 多形 倒錯 的で ある、 と 考えました。 子供 
は みんな 変態 だとい うこと です。 これは 子供が 不能 だからです。 で、 オ トナになる に 
従って、 やっと 普通に 性器で 興奮で きる ようになって 、セックス 可能になる、 という 
わけです。 つまり 「人間は 生まれつ きみんな 変態 だ」 と フロイトは 考えた のです。 当 
時は (いま も か) 大 顰蹙を買った 言い草で すが、 現代の アダルト ビデオ 業界を 鑑みる 
に、 まった くもって フロイト 先生の 仰る 通りだった ことが よく わかり ますね。 

よくも まあ フロイトは 殺されずに 済んだ もの だと 思います。 実際問題、 危うく ナチ 
ス に逮捅 されて 焼かれそう になっ たんです が、 これは 学問 上の 問題よりも フロイトが 


⑬ 「カラ テ 地獄変」 

一九 七〇 年代から 八 〇 年代 初頭に かけて 『週刊 
サン ケイ』 で 連載され た 空手 アクション マン 
ガ 。梶原 一騎 原作 •中 城 健 作画。 『ボ ディガ ー 
ド 牙 J 『カラ テ 地獄変』 『新 カラ テ 地獄変』 の 三 
部 作。 まずは 『ボディ ガ—ド 牙 j に 主人公 •牙 
の師 I& として 登場して いた 大東徹 源 (モデルは 
極 真空 手の 大山 倍 達) が、 連載 中に 人気 急 上 
昇。 時間軸を 過去に 巻き戻して 若き 日の 牙と 大 
東徹 源を 描いた 『カラ テ 地獄変 j が 始まり、 つ 
いには 若き 大東徹 源を 主役と した さらなる 過去 
話 『新 カラ テ 地獄変』 へと 移行す る。 『ア カギ』 
と 同じで 脇役が 主役と なって どんどん 時間が 逆 
行して いくとい う バタ— ン 。特に 最後の 『新 力 
ラ テ 地獄変』 では、 フランスの 元 レジスタンス 
や 南米の ナチ 残党、 共産 革命軍と 独裁者が 権力 
を 争う 小国と いった 世界 各地の 惡党 •偽善者が 
ぞろぞろと 百鬼夜行。 世界の どこに も 正義な ど 
なく、 人間は すべて 惡 であると いう 梶原 哲学が 
延 々と 開陳され る。 また 「聖母」 と 「ビッチ」 
という 二 極 分化した 女性 観が 頻出し、 浣腸 拷問 
シー ンが延 々と 続く。 作画を 担当して いた 中 城 
健は 苦悩の あまり 筆を 折って 宗教に 走った。 名 
台詞は 「人間の 性悪な り！」 「人間、 この度し 
難き もの！  J。 

⑭ 現代の アダルト ビデオ 業界 

サディズム や マゾ ヒズム 、フェティシズムな 

ど、 クラフト" ェ ビングが 紹介 •定義した 性 倒 

錯の 多くが 現在では A V という 形で 商品 化され 

ている。 
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ユダヤ人だった ことが 弾圧の 大きな 理由でした。 

シモネ タみたい な 話が 延 々と 続いて しまって 申し訳ありません。 どうして フロイト 
が これほど 極端に 「性」 に こだわっ たかと いうと、 それまで キリスト教の 影響 下に あ 
った 西洋では ずっと 性が 抑圧され てきた からなん です。 つまり、 実際に 性の 抑圧が 神 
経 症の 原因に なって いた 時代だった ん です。 決して フロイト 個人が エロ 妄想 まみれの 
変態だった からでは ない のです (まあ マザコン なのは 確かです が、 そんな こと 言い出したら 人 
類は たいがい マザコン ではないでしょう か)。 

フロイト はむしろ 異常な までに 厳格な 性格で、 治療 中の 精神分析 家が 女の 患者に 惚 
れられ る 「モテの 魔の 手」 現象を も 発見し、 弟子たち に 「モテの 魔の 手が 来たら 護身 
せよ。 決して 患者に 手を つけて はならぬ ぞ」 と 厳しく 護身の 教えを 説いて いたので 
す。 精神分析 治療は 自我を 一度 壊して 再構築 するとい う 一種の 洗脳み たいな ものです 
から、 患者を 口説こうと 思えば 口説ける、 という か、 口説こうと しなくても 患者が 
「先生、 私を お助けく ださい」 と 依存して くるわけ です。 

フロイトは 人間の 中の 「性」 の 問題を 直視で きたた めに、 このような モテの 魔の 手 
現象を も はっきりと 認識で き、 倫理的な 対応策まで 考える ことができた のです。 フロ 
イトが 偉い のは、 治療を 利用して モテようと 思えば いくらでも モテる ことができ たの 
に、 あえて 護身した 点に あります。 喪 男 精神の 苦悩の 謎を 解き明かす という 目的から 
決して 逸れなかった のです。 

モテに 走る と、 モテが 目的と なります。 すると 女が 喜ぶ 口当たりの 良い 理論を 作る 
ことになります。 すると 真実から 遠ざかります。 

フロイトは 「女の 精神は 暗黒大陸 だ 一 とまで 言って たそうです。 「わし や 男 だから 
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女の 心理なん か 知らん」 という ことです。 フロイトは、 モテと 真理が 相反す る もの だ 
と 気づいた わけです 。フッサ ー ル 流に 言えば、 「モテ」 を 排除す る 「護身」 こそが ェ 
ボケー の 第一歩な のです。 世界を ありのままに 認識して 真実に 近寄ろう とする のが 哲 
学なら ば、 女の 色香に 惑わされ ている 「モテ I 状態は 哲学の 敵な のです。 


超 自我で 人は 世界と 繫 がる 

もちろん、 これ だけでは 自我と エスの 二元論 的 対立が なぜ 起こる かとい うことの 説 
明には なりません。 よくよく 考える と 自我なん て 要らない のです。 すべての 人間が エ 
ス剝き 出しで 生きて いて、 ずっと 争って いても 別に 構わない わけです。 つまり、 現代 
でい うと ころの DQN という タイプの 人間 ばかりで も 不思議で はない。 

ところが 自我と エスの バランスを 取る ための 機能、 すなわち 〈超 自我〉 という もの 
が 人間 精神には 備わって いる、 だから 「道徳」 が 成立し 人間社会の 秩序が 保たれる の 
だ、 と フロイトは 考えました。 超 自我が 自我と 区別され るのは、 超 自我の 由来が 外部 
の 世界 (親の しっけ や 教育な ど) だからです。 つまり 人間の 精神 1 我) は 超 自我と いう 
領域に よって 三次元 世界の 他人の 自我と 繫 がって いるので す。 超 自我は ヵン トが 考え 
た 道徳律に 近いので すが、 生まれつき 備わって いるもので はなく、 あくまでも 親 や 社 
会との 関係に よって 後天的に 形成され ると 考えた 点が フロイトの 特徴です。 

この 超 自我の 形成 過程を 説明す るた めに、 フロイトは 「息子は 父親を 殺して 母親を 
寝取りた いと 思う の だが、 不能 故にで きないので その 欲望を エスに 抑圧し、 不能と い 
う 内的な 欠陥の 代わりに 母親と 寝て はならない という 外来 的な 禁止 条項を 作り上げ 
る。 これが 超 自我の 起源な の だ」 という エディ ブス •コンプレックス 理論を 唱え まし 


⑮エ ポヶ| 

現象学 者 フッサー ルが 提唱した 哲学的 方法の 一 
つで、 判断を いったん 停止す る こと。 フッサ ー 
ルは 主観 (二次元) が 三次元に 意味を 与ぇて い 
ると いぅ 立場の 二元論 者で、 常識 や 思い こみな 
どを いったん 排除して 主観的な 意識 そのものを 
分析し なければ ならない と 考ぇた。 また 「共同 
幻想」 概念の 魁 的な 「相互 主観性」 といぅ 概念 
も 考案した。 つまり 人間の 意識は すべてが 主観 
つまり 二次元な ので あるが、 同じ 三次元 世界 
(フッサー ルは 「生活 世界」 と 呼んだ) の 中に 
暮らす 人々 は、 他人 も 自分と 同じように iu- 界を 
知覚し、 同じ 世界を 共有して いると 信じて い 
る。 これが 「相互 主観性」。 もちろん フッサ— 
ル も ドイツ人。 


⑯ エディ プス •コンプレックス 
ギリシア神話に 登場す る オィディプス 王が モチ 
丨フ となっ ている、 フロイトの 学説の 一つ。 超 
自我つ まり 道徳の ルーッ として 語られる。 父権 
社会では 割と 納得され るが、 日本の ょぅな 母系 
社会では 「男の子は 父親を 殺して 母親と 糍 たが 
つてる」 と言われても あまり ピンと 来ない。 
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た。 フロイト 自身が マザコンだった ので、 たぶん この 理論は フロイト 本人の コンブ レ 
ッ クスを 全人 類に 適用し ようとした ものな のでし よう。 

このように 道徳心 や 倫理 観は 個人の 内面に 存在す る、 と フロイトは 考えました。 つ 
まり、 カントの 道徳律 やへ ー ゲルの 絶対 精神な どと いう ものは 世界には 存在し ない。 
世界に 存在す る ものは、 ただ 人間 だけな のです。 各人の 自我は かろうじて 超 自我の 領 
域で 繫 がって いるものの、 根本的には 孤立して いる わけです。 しかも 自我は、 まった 
くもって 利口な ものではありません。 むしろ 人間を 次々 と 誤謬に 追い込む ものです。 
フロイトは、 自我が 人間を 真実の 認識から どんどん 遠ざけて しまう 原因を いろいろと 
見出しました。 

「抑圧」… 自我に とって 都合の 悪い 要素を エスの 中に 隠して しまう。 

「否認」… 都合が 悪い ことを 抑圧で きない 場合、 意識下で 否定す る。 

「反動 形成」… ある 衝動 •欲求を 抑圧した 結果、 その 欲求と 正反対の 行動を とってし 
ま  >つ〇 

「投影」… 自分の 内面に ある 感情 や 観念を、 外部の 他者に 重ね合わせる。 

などなど。 

抑圧に ついては すでに 述べました が、 「嫌な ことは なかつ たこと にしよう」 という 
心理です。 忘れる ことで 喪 男は 生きて いける のです。 これまでに 受けて きた トラウマ 
体験の すべてを 常に 思い出して いたら、 生きて いくこと などで きません。 

どうしてもな かった ことにで きない 場合は、 否認す る わけです。 とにかく 認めな 
い。 あれこれ 理屈を つけて、 現実の ほうが 間違っ てると 言い出す わけです。 脳 内 勝利 
す るんで す。 こうして、 二次元と 三次元の 対立が 始まる わけです ね。 


⑰ 「これまでに 受けて きた ト ラウマ 体験の す 
ベて を 常に 思い出して いたら、 生きて いくこと 
などで きません」 

映画 『バッファ ロ ー， T66 』 で、 主人公 ピリ ー がフ 
アミ レスの トィレで 泣いて いる シーン を 参照。 
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反動 形成とは、 例えば 「ツン デ レ」 です。 本当は 彼の ことが 好きなん だけど、 そん 
な デ レ デ レな 私を 認めたくない わっ、 と 自分の 感情を 抑圧す るので、 反動で ツンツ ン 
してし まう のです。 つまり デ レを 隠す ために 過剰に ツンツ ン しちや うんです。 萌 えま 
すね。 

投影とは、 本当は 自分が あの 子を 好きな のに、 逆に 「あの 子は 俺を 好きなん だ、 ま 
いつたな あ」 と 言い出す ような ケ ー スで す。 こういうのを 被 愛 妄想と 言います。 反対 
に 被害妄想 というの もあります。 こちらは、 本当は 自分が 相手に 対して 敵意 悪意を 抱 
いている のです が、 逆に 「あいつが 俺を 嫌って いる」 と 思い込む 心理です。 「ツン デ 
レ」 も 実は 「あの 子が ツンツ ン してく るのは 本当は 俺に デ レ デ レ だからな の だ、 照れ 
隠しな の だ」 という 「投影」 から 生まれた 萌え 属性 かもしれ ません よ。 

この 他、 「昇華」 というの もあります。 性欲を そのまま 女体に ぶつける のでは なく、 
彫刻 や 絵画と いった 芸術に 捧げる ことを 「昇華」 と 言います。 悪く言えば 芸術の 出発 
点は たいてい エロ 妄想 だとい うこと です。 多少よ く 言えば、 三次元で 満たされない 欲 
望 も 二次元の 世界で 発散 すれば 幸せに なれる よと いう ことです。 もちろん リビド ー は 
芸術 だけでなく、 事業 や 学問な ど、 いろんな 行動に 昇華で きます。 つまり 人間の 文化 
とは 全部 リビド ー の 昇華の 結果なん です。 

このように フロイトは 喪 男の 精神の 暗部に 思い切り メスを入れて、 容赦な く 「喪 男 
が 自分を ごまかす プロセス」 を 暴き 立てて いきました。 これは 自分で 自分の 身を 切り 
裂く ような 作業です。 フロイトは 自ら 自己 分析を 行い、 弟子たち にも 自己 分析を 義務 
づけました。 これは 厳しい 修行です 。フロイトは、 自分自身の 精神の 暗部を 直視す る 
こと もで きない 奴に、 他人 様の 精神を 分析す る 資格は ない、 と 考えたん です。 立派で 
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す。 自分自身から 目を 逸らして 偉そう に セ カイの 話 ばかりし ている 連中に 聞かせて や 
りたいで すね。 

それまでの 西洋 哲学は、 喪 男の 苦しみは 精神 (二 次元) の 思うよう に 世界 (三次元) 
が 動いて くれない ことから 始まる と 考え 続けて いました。 しかし フロイトは、 精神 そ 
の ものが すでに 内部で 自我と エスに 分裂して いて、 デカルトが 絶対 視 した 自我は、 エ 
ス によって 脅かされて いる 脆い 存在な の だと 言い出した のです。 

ニ ー チヱは、 神が 死んだ 近代に おいて 弱い 人間が 神を 克服す るた めには、 自らが 内 
面に 神を 見出せる 超人に ならなければ ならない と 考えました。 でも、 ニー チヱは 「超 
人」 という 目的は 見出せても、 方法論を 欠いて いました。 超人になる 過程、 すなわち 
近代的な 自我の 自立を 達成す る 過程に おいて、 フロイト による 「人間 解体」 とで も 言 
うべき 作業が どうしても 必要だった のです。 フロイト 自身の 理想 も、 個人的 •近代的 
な 自我の 確立でした。 エスと 自我に 分裂した 喪 男の 精神を 理性に よって 認識して 把握 
する ことで、 苦悩を 減じる ことができ、 神経症の 症状を 終わらせる ことが 可能 だと フ 
ロ イトは 考えた のです。 

フロイト 理論に 基づいて 考える と、 ナチ ス (ヒ トラー) が ユダヤ人を 劣等 民族と し 
て 徹底的に 迫害した の も、 ヒト ラー が 自分の 中の コンプレックス (劣等感) を 「ユダ 
ヤ 人」 という 外部の 他者に 投影した 結果な の だ、 という ことになります。 また、 ヒト 
ラ ー が ヨーロ ツバを 支配し ようとして 戦争を 始めた の も、 ヒ トラ ー 個人の 「芸術家に 
も なれず、 モテ もせず、 悲惨な 青春を 送った」 という ダメ 人間 コンプレックスが 原因 
となります。 当時の 多くの ドイツ人が こぞって ヒ トラ ー を 支持した の も、 彼らが 敗戦 
と インフレ によって 総 喪 男 化し、 拭いが たい コンプレックスを 抱えて いたから です。 


⑬ 「人間 解体」 

一九 七 八 年。 ドィツの クラフト ワーク による テ 
クノ アルバム。 『人間 解体』 が リリー ス された 
年、 YMO が 結成され た。 
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このように フロイトは すべての 原因と なる 実体と しての マルクス 的な 「世界」 を 否 
定し 、人間の 社会に 起こる あらゆる 現象の 原因を 「精神」 に 求めた のです。 

エロスと タ ナトス 

ところで 前期 フロイトは 「汎 性欲 論」 とも 言える 立場で したが、 後期に なると 少し 
変わって 来ます。 人は リビ ドー のみに 生きる にあらず、 と 言い出した のです。 もちろ 
ん フロイトは どこまでも 喪 男です から、 いささか 人間が まるくな って 「愛」 だと か 
「善」 だと か 言い出した わけではありません。 むしろ その 逆です。 

まず リビド ー を 「生の 本能 = エロス」 と 言い換えました。 エロスは 単に 性欲が 昇華 
された ものでは なく、 「生きよう とする 欲求」 そのものです。 後年には フロイト はも 
う汎 性欲 論を 捨てて いたわけ です。 たぶん 年と って 性欲が 衰えた からだと 思います。 

また、 そろそろ 死が 迫っ てきた ために 「うわ 一 死にた くないな 一」 と 感じる ようにな 
ったので しよう。 

リビ ドー は 性欲つ まり 「種の 保存」 欲求で したが、 エロスは 「個人的な 主体の 保 
存」 の 欲求です。 「自我の 保存」 欲求と 言っても いいで しよう。 で、 この エロスが 様 
様な 方向に 昇華され る ことで、 人間の 文化が 発達した わけです。 つまり 二次元 ? 想 
像 力) が 三次元 ? 世界) を 作り上げて いった、 という 理屈です。 ここまでは 汎 性欲 論 
時代と 同じです。 

ところが 後期 フロイトは、 さらに 「タナ トス」 = 「死の 欲求」 という 矛盾した 衝動が  ⑲タナ トス 

t—  フロイトと 同時代の 哲学者 バタ イユ は、 人間の 

人間 精神 (= 二 次元) に 存在す る、 と 考える ようになっ たのです。 「死の 欲求？ そん  破壊 衝動を 「過剰」 と 「蕩尽」 とぃぅ 理論で 説 
な バカな」 と 思われる でしよう が、 例えば 自殺と いうのは タナ トス そのまん まです よ  明した 
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ね。 フロイトの 目の前で 繰り広げられ ていた 第一次世界大戦の 惨状が、 彼に 「人間に 
は 破滅 願望が ある」 と 気づかせ たので しょう。 タナ トスが 自分に 向かう と 自殺に なり 
ます。 自殺まで 行かなくても、 自分で 自分を ダメに するとい う自傷 行為は いろいろ 見 
受けられ ますね。 僕です とひき こもりに なつたり します。 で、 タナ トスが 外部へ 向か 
うと、 人殺しと か 戦争と かになる わけです。 

日本の フロイト 派 学者 •岸 田秀 は、 フロイト 理論を 「人間の 本能は 壊れて おり、 エ 
ネル ギ ー だけが 存在す る。 そして 世界とは 幻想で ある」 という 観点から 再構築し たの 
です が、 岸 田に よれば リビド ー とは 単なる エネ ルギ ー です。 本来は 種の 保存と いう 本 
能 だけに 使われるべき リビ ド— です が、 人間は 本能が 壊れて いるので リビ ドー を どん 
な ものに 注ぐ こと もで きる のです。 つまり リビド ー ( エロス) は 「性欲」 でも 「生き 


る 欲求」 でもな 


く 


いかよう にも 使われる ものな のです。 ですから タ ナトス は、 リビ 


ドー が 「自己 破滅」 や 「世界への 憎悪」 という 方向に 振り向けられた 結果であって、 
エロスと タナ トスを 別々 の 実体を 持つ 物理的 エネ ルギ— として 考える 必要は ない と 岸 
田は 言います。 

僕の 考えでは、 エロス もタナ トス も 等しく 「快」 に 向かって いるので はない かと 思 
います。 いずれも エスから 生まれて くる 過剰な エネ ルギ ー です が、 エロスは 僕 用語で 
言う ところの 「萌 え」 に 近く、 タナ トスは 「鬼畜」 に 近いので す。 性行動 もまた 萌え 
エロと 鬼畜 エロに 分類で きます が、 愛 や 癒しを 含んだ エロが 「エロス」 系の エロで、 
鬼畜と 暴力へ 向かう エロが 「タナ トス」 系の エロな のでは ないで しょう か。 僕の 「喪 
男の 喪 エネ ルギ ー は萌 えと 鬼畜に 振り分けられる」 という 理論は、 実は フロィトが 考 
えた エロス •タナ トス 理論から 導き出されて いるので す。 


⑳ 岸田秀 

精神分析 学者。 一九 三 三年 生まれ。 早稲 田 大学 
文学部 出身。 一九 八 〇 年代 初頭、 ニ ュ—ァ ヵブ 
—ム 直前の 『現代 思想 』 誌で 「唯 幻 論」 を 唱ぇ 
て 有名に なった。 吉本隆 明 (注 ㉓) の 「共同 幻 
想 論」 (注 ㉔) から 「対 幻想」 (注 ㉑) を 取り去 
ったこと で、 時代を 先取りして 一躍 喪 男の ヵリ 
スマ 的 存在に。 和 光大 学で 精神分析 学の 教授を 
務めて いたが、 学位論文を 提出し なかった ので 
大学教授の 資格を 取り消される など 伝説 •逸話 
が 多い。 
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自分で 自分を 救う 方法を 持たせよ うとした フロィト 

フロィトが 果たした 最大の 業績は、 人間の 苦しみは 「飢え」 や 「病」、 「死」 といっ 
た 物理的な もの だけでは なく、 人間の 精神 そのものの 内部に そもそも 苦悩が 宿って い 
ると いう ことを 言い出した ことにあります。 これは アンチ 資本主義と でもい うべき 思 
想でした。 資本主義 (および そこから 派生した 共産主義) では、 人間は 物質的に 満た 
される ことで 救われる という ことにな つてい ました。 しかし 物質的に 満たされて もな 
お、 人間は 苦しむ のです。 それは 人間の 持つ 「心」 そのものが 苦悩の 源泉 だからな の 
です。 本書で 延 々と 語って きた 三次元と 二次元の 対立は、 単に 人間と 外界との 対立で 
ある だけでなく、 実は 人間の 内面に おける 葛藤で も あった のです。 二次元と 三次元は 
自我の 中で 繫 がって いたのです。 二次元が 「私的 幻想」、 三次元が 「共同 幻想」 であ 
ると すれば、 両者が 精神の 内部で 繫 がって いるのは むしろ 当然 だと 言えます。 フ ロイ 
卜は 内在 化された 二次元と 三次元の 分裂が ある 限り 人間 (喪 男) の 苦悩は 終わらない 
だろうと 考えた のです。 

フロイトが 「人間の 精神」 に 光を 当てた ことによ つて、 「個人」 と 「恋愛」 の 時代 


が 来たので す。 いわゆる 「ボス 


卜 


モダン」 の 時代です。 もう、 神 も 国家 も、 いや 科 


学す らも 人を 癒す 装置と しては 有効では なくなりました。 残つ ている 道は、 個人が 自 
己を 癒す 自己 救済の 道と、 そして、 「対 幻想」 (恋愛) による 小乗 救済の 道 だけでした。 

フロィトは 「人間の 精神」 の 内部に 本人 も 知らない 暗黒の 部分が あると いぅ ことを 
「発見」 したわけ です が、 「超 自我 •自我 •エス」 から 構成され る 精神の 見取り図は、 
実は 喪 男を 取り巻く 「世界 •喪 男 •喪 エネ ルギ I」 の 三者 関係を 内面 化した もので 


㉑対 幻想 

吉本隆 明が 『共同 幻想 論 J で 提出した 概念。 世 
界を 「共同 幻想」 「対 幻想」 「自己 幻想」 の 三つ 
に 分けた 三 元 論は 吉本隆 明の 独創で、 政治から 
核家族 •恋愛へ と _ 我を 支える 装置が 切り替わ 
ってい く 一九 七〇 年代の 到来を 予言す る 概念と 
なった。 しかし 「対 幻想」 は 今 現在では 忘れ去 
られた 概念と なつて いる。 というのは、 マ スメ 
ディアが 「三次元」 を 支配した 恋愛 資本主義 シ 
ス テムに おいては 、「共同 幻想」 と 「対 幻想」 
とは 同じ レイヤー だからで ある。 また、 家族を 
持てず 恋愛 も 行えない 喪 男たち にと つては、 
「対 幻想」 は 存在し ない も 同然な ので ある。 
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す。 超 自我とは 喪 男の 願望を 裏切り 続ける 「三次元」 (世界) が 内在 化された もので 
す。 エスは 喪 男が 持つ 過剰な 喪 エネ ル ギーの 貯蔵庫です。 そして 自我は、 世界と 自ら 
の 喪 エネ ル ギーの 狭間に 立たされて オロオ ロと 葛藤す る 喪 男の 意識 そのものです。 

それまで 社会 論と して 語られて きた 「世界」 と 「喪 男」 の 乖離と 対立の 問題を、 フ 
ロイ トは 喪 男 個人の 内面から 説明した のです。 

フロイトの 考えた 人間 精神 マップは、 それまで いろいろな 哲学者が 「世界」 その も 
のの マップと して 論じ 続けて きた アウ タ— スぺ ース を、 個人の 内面 H イン ナース ベ— 
スに 移植した ものな のです。 

いよいよ、 個人主義の 時代が やってきました。 

これまで 見て きたよう に、 かつて 西洋では 人間の 自我を 安定させる ための 装置と し 
て 「神」 という 巨大な 物語が 利用され てきました。 神は、 全人 類を 等しく 救済す る大 
きな 存在です。 しかし 科学が 発達す るに ともなって、 神の 力は 薄れて いきます。 そこ 
で 次に 登場した 装置が 「国家」 でした。 国家は、 ョーロ ッバ 全土の 人間を 救済す る 力 
を 持つ 神に 比べる と 小さな 装置です。 一つの 国家、 一つの 民族を 限定的に 救う だけで 
すから。 とはいえ、 マクロな 装置で ある ことに 変わりはありません。 神を 小型化した 
ような ものです。 ところが 国家に よる 救済の システムは 第一次世界大戦 •第二次 世界 
大戦に よって 崩壊して しまいます。 

フロイトが 活躍した 時代は、 まさに この 二度に わたる 世界大戦の 時期に 重なって い 
ます。 フロイト 自身、 ナチ スに 追われて オース ト リアから イギリスに 亡命して いま 
す。 神に 続いて 国家が 崩壊して いくさ まを 見ながら 、フロイトは イン ナ ー スぺ ースの 
探究を 続け、 神経症を 治療す る 過程で 新たな 「人間を 救済す る システム」 としての 
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「精神分析」、 つまり 個人 一人ひとりを 個別に 救う 方法を 考え出した わけです。 

「世界を 書き換える のでは なく、 個人の 自我を 書き換えれば 済む のでは ないか」 とフ 
ロ イトは 考えた のです。 フロイトは 個人の 自我を 不安定 化させる 要因と して 当初 「性 
欲の 抑圧」 を あげてい ましたが、 徐 々に 「死の 本能 •タナ トス」 のよう なより 根源 的 
な 衝動に 注目す るよう になっ ていきました。 しかしい ずれに しても 重要な ことは、 そ 
れら がすべ て 個人の 内面の 問題 だとい うこと です。 

フロイト 理論は、 実は ブッ ダが 考えた 初期 仏教の 理論 に似てい るので す。 

フロイトに よると、 神経症は エスに 抑圧され た 性欲 その他の 衝動が 自我を 不安定に 
する ために 起こります。 そのため、 エスに 抑圧され ている 衝動を 意識 化して 自我に 組 
み 込む ことによ って、 自我は 安定し、 神経症の 症状 も 治まる という わけです。 

ブッダ もまた 瞑想して 「八苦」 を 認識す る ことにより 人間の 苦悩は 薄まり、 やがて 
は 「解脱」 へ 至る ことができる、 と 考えました よね。 

西洋 思想は 長い 年月を かけて、 ようやく 東洋 的な 「個人に よる 個人 救済」 の シス テ 
厶に 辿りつ いたわけ です。 

ョ ーロッ パが 二度の 世界大戦で 崩壊した 最大の 原因は、 「人間の 理性」 を あまりに 
も 楽天的に 信奉し すぎたことに ありました。 「国家」 が 神に 代わって 彼らの 自我を 支 
える 装置に 格上げされ たのは、 国家を 運営す る 「人間の 理性」 が 無条件に 信奉され た 
からな のです。 その 結果、 人間の 内面に ある 「二 次元」 を 世界 (三次元) に 持ち込ん 
で 世界を 書き換えて しまえば 救われる の だ、 という 「理性 信仰」 「人間 信仰」 の 時代 
が 訪れた のでした。 

しかし その 結果は、 「国家 I と 「国家」 の エゴの 衝突に よる ョーロ ッバの 崩壊で し 
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た。 フロイト はそんな 時代に 生まれて きて 「人間の 精神は そんな 都合の 良い ものでは 
ない」 と 大声で 言って 回った わけです。 フロイトが 発見した 人間 精神は、 善悪を 併せ 
持つ 存在で あり、 自我は エスに 抑圧され たもぅ 一人の 自分自身を 知らない のです。 フ 
ロ イトは 性悪 論者 的に 捉えられ がちです が、 実際には 「人間の 内面には 善悪の 両方が 
存在す る」 といぅ ごく 当たり前の ことに 気づいた だけな のです。 そして、 エスの 快感 
原則を 抑え、 現実 原則に 基づいて 自我を 強化 •安定 させて いくこと を 目標と しまし 
た。 すべての 人間が ブッ ダの ように 安定した 自我を 持てば 「ナチ ス萌 え」 のよう な 行 
き 過ぎた ム—ブ メント は 起こりません よね。 フロイトは 喪 男たち に 「自分で 自分を 救 
う 方法」 を 持たせようと したわけ です。 


政治の 季節が 終わり 恋愛の 時代へ 

さて、 ここからは 戦後 日本の 話になります。 

ようやく、 僕の 人生に 哲学 史が 追いついて きました。 

フロィト 理論は 日本に 輸入され、 岸 田秀の 「唯 幻 論」 もこ こから 生まれました。 こ 
れは一 言で 言えば 「すべては 幻想で ある」 という 理論です。 そんな ことは 大昔に 仏教 
経典で 「色即是空、 空即是色」 と 唱えられて いるでは ないかと 言われ そうです が、 実 


㉒ 色即是空、 空即是色 
「般若 心 経」 に 登場す る 有名な 言葉。 ィンドで 
も 西洋と 同じく 古代から 実在論 (三次元は ある 
とする 説) と 唯名論 (二 次元が 三次元を 規定す 
ると する 説) が 対立して いたが、 空の 思想は 唯 
名論 系の 思想が 極端 化された もの。 「つまり 目 
に 見える 三次元 世界 (色) とは、 結局は 意識に 
現れて くる 実体の ない ィメ —ジ (空) なんだ 
よ！」 「な、 なんだ つて！」 という 話のは ず 
だが、 「空とは、 からっぽ という 意味では あり 
ません。 エネ ルギー のこと です」 という 正反対 
の 解釈 も ある。 こちらは エ ー テル 説の 生き残り 

VJ  0 
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際、 岸 田 理論は 東洋 仏教と 精神分析が 融合した も W です。 

唯 幻 論が 登場す る 前に、 吉本隆 明が 「共同 幻想 論」 を 唱えて いました。 吉 本は 社会 
•国家とは すなわち 「共同 幻想」 であると 考え、 「自己 幻想」、 つまり 個人の 精神と 対 
置した わけです。 さらに 吉 本は、 この 両者の 間に 「対 幻想」 といぅ 第三の 世界を 配置 
しました。 対 幻想とは 家族 や 恋人と いつた 閉じた 小さな 人間関係です。 世界を、 「国 
家 •恋人 家族 •個人」 の 三種 類に 割った のです。 

どうで しよう。 

いよいよ 「国家」 と 「個人」 の 間に、 「対 幻想」 という 狭い 人間関係の 世界が 登場 


しました よ！ 

対 幻想の 領域の 中には、 戦後 資本主義 社会に おける 新たな 神 (自我を 安定させる 装置) 
として クロ— ズ アップ される ことにな つた 「恋愛」 が あるので す。 吉本隆 明が 『共同 
幻想 論』 を 出版した 一九 六 八 年は、 まだ 学生運動が 盛んな 時代でした。 国家と 個人の 
対立の 時代でした。 対 幻想で ある 恋愛が 実際に クロ ー ズ アップされ るのは、 もう 少し 
先の 話、 七〇 年代 初頭になります。 上 村 一夫の マン ガ 『同棲 時代』 は、 七 二 年に 連載 
が 開始され ています。 この 年には 浅間山荘事件が 起きて います。 また 吉田 拓郎の 『結 
婚 しようよ』 が大 ヒットして います。 この 一年 前、 七 一年には 白 土 三 平の 『カムィ 
伝』 第一 部が 連載 終了して います。 

こうして 眺めて みると、 七 一 年から 七 二 年に かけての 約 二 年間 こそが、 戦後 日本の 
「政治の 季節」 が 終わり 「恋愛の 時代」 が やってきた 変革 期だった と 考えて いいで し 

よ A つ 0 

近 現 ft の 日本では 「国家 萌 え」 の 時代を 経て、 敗戦 後 しばらくの 間は 国家 対 個人の 


㉓吉 本隆明 

評論家。 一九二 四 年生 まれ。 一九 六〇 年代から 
七〇 年代に かけて、 左翼 学生から 支持を 受け 
た。 政治の 季節が 終わり、 恋愛 資本主義 時代が 
到来した 八〇 年代からは サブ カル チヤ ー 評論家 
的な 存在に なつた 感が ある。 娘は 作家の よし も 
とばな な。 


㉔ 「共同 幻想 論」 

一九 六 八 年。 吉本隆 明の 著。 三次元 世界 (国 
家) を 「共同 幻想」 と 定義し、 続いて 人間 個人 
の 精神を 「自己 幻想」 さらに 家族 や 男女の 関係 
を 「対 幻想」 と 定義した 「三 元 論」 を 提唱し 
た。 

㉕上村 I 夫 

一九 四〇 年〜 八 六 年。 マン ガ家 。劇画 全盛時代 
の 代表的な 作家で、 当時 まだ 珍しかった 「恋 
愛」 を 青年 劇画の テー マと して 取り上げ 一世を 
風靡した。 代表作 『同棲 時代』 『修羅 雪 姫』。 

⑳ 「同棲 時代」 

一九 七 二 年から 七三 年に かけて 『漫画 アク ショ 
ン』 で 連載され 大 ヒットした 上 村 一夫の 劇画。 
当時は まだ 「同棲」 という 言葉が 珍しく、 若い 
男女の 同棲 生活を 描く 本 作は 非常な 衝撃を もっ 
て 迎えられた。 そして、 同棲が 大 流行した。 言 
うまで もな く同樓 できない 喪 男と いうの も 大勢 
存在した わけで、 そういう 喪 男は 四畳半の アバ 
1 卜で 薄い せんべい 布団を 被りながら ル サン チ 
マンに 塗れ、 枕を 涙で 濡らした。 
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秀 

田 

岸 


「政治の 季節」 が 続き、 学生たち が 安保 闘争を 繰 
り 広げました。 個人と 言 つても 彼らは マルクス 主 
義を 自我の 安定 装置に していました から、 政治的 
個人と でも 言うべき でしょう か。 

しかし 七〇 年代に 入る と マルクス主義の 「自我 
を 支える 装置」 としての 威力が 急激に 低下し ま 
す。 そして 新たに 浮上した 「装置」 が 「恋愛」 だ 
つたので す。 とはいえ、 七〇 年代 初頭の 恋愛は、 まだまだ 安保 闘争に 敗れた 若者の 
「ひきこもり 先」 でした。 避難 場所み たいな ものです。 なので、 当時の 恋愛には 「貧 
乏」 「苦悩」 「悲劇」 という ィメ ー ジが 付き まとつ ていました。 吉本隆 明 も 「共同 幻想 
と 対 幻想は 逆立す る」 と 言いました (図 5  -4)0 

ところが 後から 出て きた 岸 田 秀の唯 幻 論では、 「対 幻想」 という モデルが 消えて い 
ます。 岸 田は 世界の 構造を 「共同 幻想」 と 「私的 幻想」 の 二つの 要素に 戻しました。 
なぜそう したの かは わかりません が、 岸 田 先生が (たぶん) モテなかった からでは な 
いでし ようか。 これは 僕の 勝手な 妄想です が、 若 かりし 頃の (学者と して 売れる 前 
の) 岸 田 先生は 恐らく 喪 男でした。 故に、 「対 幻想」 つまり 恋愛に よる 自我の 安定と 
いう 道を 歩む ことができなかった ので、 個人に よる 個人の 自己 救済に こだわつ たので 


はな かつた かと 


い、 いえ、 間違つ ていたら 謝ります。 


そぅな のです。 吉本 モデルは 「モテ モデル」、 岸 田 モデルは 「喪 モデル」 なのです。 


㉗ 浅間山荘事件 

一九 七 二 年に 起きた 事件。 軽 井沢の 浅 間 山荘に 
連合 赤軍の メンバー が 人質を 取って 立て こもっ 
た。 警官隊の 強行 突入は、 テレビで 生中継され 
た。 この 時の 視聴率は 最高 九〇 % を 超えた。 ま 
た、 山荘を 包囲した 咎官隊 が カップ ヌー ドルを 
食べる シ—ン が テレビで 放映され たため、 一躍 
カップ ヌ ー ドルが 人気と なった。 

⑳吉 田拓郎 

フォー クシ ンガ I。 一九 四 六 年生 まれ。 元々 フ 
ォーク ソングは 学生運動 •政治 思想と 深く 結び 
ついた プロテストソング として 日本で 流行して 
おり、 岡 林 信康が フォー ク界の カリスマ として 
活躍して いた。 ところが 当時 喪 男だった 吉田拓 
郎が 一九 七 一年の フォ— クィ ベントで 『人間な 
ん て』 という 惡 夢の ような 喪 男 ソングを 二 時間 
近くが なり 立て、 切れた 客が 暴動を 起こす とい 
う 事件が 起こり、 岡 林 信康が 帰って しまう 。こ 
れ 以後、 フォ— ク界は 岡 林では なく 吉田 拓郎を 
中心に 回り 始める。 しかし 翌年、 吉田 拓郎は C 
BS ソニー に 移籍して 『結婚し ようよ j を リリ 
—ス し、 大ヒッ トを 飛ばした。 これで フ ォ—ク 
は 一挙に モテ 側に。 学生運動が 挫折のう ちに 終 
わり、 恋愛の 季節が やってきた ことを 象徴す る 
吉田 拓郎の 転身だった。 しかし 彼の 喪 男ぶ りは 
八〇 年代に 制作され た 時代錯誤な 喪 男 映画 『幕 
末 青春 グラフ イ テイ Ronic 坂 本 竜馬』 にお 
ける 高 杉晋作 役の 怪演 から も 窺える ように、 本 
物 0 


⑳白土 三 平 

マン ガ 家。 忍者 マン ガの 第一人者。 


九 三 九 年 


273 第五 章 喪 男の 精神に 分け入る 


共同 幻想 

1970 年代 初頭、 日本で も 突然、 国家 や マルクス主義 といった 巨大な 物語 （共同 幻想） が 終焉した。 そして、 

アメリカの ヒッピー 厶ー ヴメン トな どの 影響 も 受けながら、 恋愛と いう 小さな 物語 （対 幻想） が 大きな 力を 
持ち はじめた。 


図 5  — 4  「恋愛」 の 時代の 到来を 予告した 吉本 モデル 


二次元 


小さな 三次元 


恋愛 資本主義 時代の 哲学 

七〇 年代 後半から 八〇 年代 初頭に かけて、 徐 々に 
「軽薄短小の 時代」 が やってきます。 フランス でも 
五月 革命 以後は サルトルの 影響力が 低下し、 構造 主 
義 全盛時代が 訪れました。 

八〇 年代 後半には 日本に バブル 経済が 到来し ま 
す。 恋愛は 後ろめ たい 暗い ものでは なくなり、 明る 
く 楽しい ものになります。 同時に、 「恋愛 イコ ール 
消費」 といぅ 構造が 完成し ます。 これは、 恋愛が 資 
本 主義の システムの 中に 商品と して 取り込まれ たこ 
とを 意味し ます。 「恋愛 資本主義」 の 登場です。 

同時 期に 哲学 もまた、 「モテ」 のた めの アイテム 
になっ ていきました。 八〇 年代に 訪れた ニ ユ—ア カ 
ブーム にょって、 日本の 哲学は 「モテ アイテム」 化 
された のです。 吉本隆 明もぅ っかり コ ムサ •デ •モ 
1 ドを 着て 雑誌に 登場した りして、 古い 哲学 仲間 か 
ら 「この モテ 野郎め」 と 叱られたり しました。 でも 
「対 幻想」 を 考案した 吉 本は 元来 モテな 人だった は 
ずな ので、 そのまま 八〇 年代の ポップ カル チャ— シ 
1 ンを 突っ走っ て 行った わけです。 RC サク セシ 
ョンと かビ ー トた けしに ついて 語る 人に なった わけ 
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です。 これを 吉 本の 「転向」 だと 考ぇる 人 もい るので すが、 元々 吉 本は 「モテ」 だっ 
たから 「対 幻想」 という 概念を 思いついた わけで、 別に 思想が 変わった わけでは ない 
と 思う のです。 吉 本の 「共同 幻想 論」 の 最大の ポィントは 「対 幻想」 という システム 
を 考ぇ出した ことに あるので あって、 つまり 『共同 幻想 論』 は 「恋愛の 時代」 の 到来 
を 予言した 本 だっ たんです。 

かくして、 八〇 年代 半ばには 恋愛 も 哲学 も、 すべてが 「モテ」 のために 「消費」 さ 
れる 「商品」 になつ てし まいました。 

ところが、 そんな 時代に、 我らが 岸田秀 先生 だけは 和 光大 学の 教授 室で 酔っ払って 
「幻想 だ 一、 幻想 だ一、 世の中 全部 幻想 だ 一」 と 一休 和尚み たいな ことを 歌って いた 
のです。 

八 八 年、 ニ ー チヱに 憧れて 上京した 僕は、 早稲 田 大学の 哲学 ゼミで 浮いて いまし 
た。 ニー チェと ナチ ス について 論じた 論文は 教授に 忌み嫌われ、 他の 学生から も 「君 
は 浮いて いるね」 と バカに されて いました。 その 学生が 何を している かとい うと、 女 
の 子 こ 「サル トシって どういう 人な の？」 と 質問され て 「ああ、 それは ね . かく か 


くし かじか …… アン ガジユ マンが どうの こうの」 と 目 じりを 垂れ下げながら ヘラへ ラ 
と 「哲学 知識」 を 開陳す るよう な 愚民だった わけです 。キャンパスを 出る と、 ポロ シ 
ャツの 襟を 立てた 「襟 立て 男」 たちが オ ー ル ラウンド サ ー クル、 つまり ナンパ サ ー ク 
ルを 運営して 高価な 自動車を 乗り回し、 スキ ー や テニスに 勤し み、 女の子を 酔わせて 
は 押し倒して 強 S していました。 

田舎 モノだった 僕は、 このような 八 八 年の 東京の 実情を 目の当たり にして 恐ろしい 
真相を 吾り ました。 すでに 日本の 大学、 ことに 文学部は 死んで おり、 哲学 そのもの も 


生まれ。 マルクス主義に 基づく 唯物史観を 劇画 
に 取り入れ、 一九 五〇 年代から 六〇 年代に かけ 
て 学生に 熱烈な 支持を 受けた。 r ガ ロ』 誌上で 
『カムイ 伝』 を 連載す るが、 七〇 年代に 入る と 
政治の 季節は 終わり、 『カムイ 伝 』 も 失速。 「第 
一部 •完」 の 宣言と ともに 長い 休載に。 『カム 
イ S の 第二 部は 八 八 年に 入って 『ビッグ コミ 
ック』 誌上で 再開され たが、 現在は 再び 休載 
中。 すでに 第二 部は 掲載 分で 完結して おり、 次 
はいよ いよ 第三 部が 始まる と言われて いるが、 
〇六 年に なっても なかなか 始まって くれず カム 
イ フアンを やきもき させて いる。 

㉚ 「カムイ 伝」 第 一 部 
一九 六 四 年〜 七 一年。 作者は 白 土 三 平。 『ガ ロ』 
誌上で 連載され た。 江戸時代 初期、 架空の 藩を 
舞台に 様々 な 身分 階層の 人間が 複雑に 絡み合う 
壮大な 悲劇。 クライ マツ クスは ^ 民たち による 
大 一揆な の だが、 その 頃す でに 時代は 七〇 年代 
に 入って おり、 マルクス主義は 退潮し、 学生 運 
動は 終わろうと していた。 故に 作 中の 一揆 も 陰 
惨な 結末を 迎える。 

㉛ 「共同 幻想と 対 幻想は 逆立す る」 

元々、 日本に おいて 恋愛と いう 観念は、 世間. 
社会と 対立す る 存在だった。 それは 江戸時代に 
「心中 もの」 が 流行した ことから も わかる だろ 
うし、 明治から 大正に かけての 文学では 近代的 
•個人主義 的な 恋愛と、 封建的な 家族制度との 
対立が テー マと して 取り上げられる ことが 多 か 
つた。 
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すでに 死んで いるの だ。 現代 日本では、 すべてが 「女」 つまり 「モテ」 に 支配され て 
いるの だ。 真の 哲学は、 和 光大 学の 岸田秀 ゼミに しかない の だ、 と！ 

という わけで 僕は 早稲 田 大学を 中退して、 しばらく 岸 田 ゼミの 偽学 生に なつて いた 
わけです。 でも 岸 田 先生に 「俺の 言いたい ことは 全部 本に 書いて あるから、 別に 転学 
する 必要は ない」 と言われ、 元いた 大学に 復学した のでした。 「モテ」 に 支配され た 
哲学 科に 失望して いたので 学部は 変えました が。 


唯 脳 論の 登場 

僕が 新たに 通った 学部は 人間 科学 部でした 。フロィトは 精神分析 学を いずれ 生物学 
と 融合し、 確固と した 「自然科学」 として 成立させる つも りだった のです。 リビ ドー 
は、 本来は 生物学 的な 基盤を 持つ 実体 的 エネ ルギ ー だった のです。 フロィト 自身は あ 
まりに 早く 生まれす ぎた ために 精神分析と 生物学を 融合す る 構想を 実現で きませんで 
したが、 僕が 上京して 大学に 入った 八〇 年代の 時点では すでに 哲学つ まり 形而上学が 
「終わつ ていた」 ことは 明らかでした。 

宇宙論に ついては、 「宇宙物理 学」 という ジャンルが 哲学に 取って代わって いまし 
た。 人間の 精神の 問題に ついては、 「脳 科学」 が 代わりを つとめる ようになりました 0 
元々 はニュ ー ァヵ系 学者の 一人だった はずの 栗 本 慎 一郎が 「ド ー パ ミン」 の 話を 語り 
始めて 喪 男 路線へ 突っ走り 始めた の も、 ちよう どこの 頃です。 栗 本は 元々 は 経済人 類 
学者で バタ ィユの 「過剰 = 蕩尽 理論」 などを 論じて いたので すが、 八〇 年代 後半から 
突然 脳 科学の 話を 取り上げる ようになりました。 「人間の 精神」 を 扱う 学問は、 哲学 
から 心理学 •精神分析を 経て、 この 時期 (ニ ューァ ヵ 時代 晩年) にな だれを うって 脳 科 


㉜ 五月 革命 

一九 六 八 年 五月に パリで 起こった 大規模な スト 
ラ イキ。 労働者 ストに 被 さるよう に 学生運動が 
一気に 過熱。 しかし ド •ゴー ル 大統領は 失脚せ 
ず、 逆に 事態を 沈静 化させた。 学生運動は 下火 
になり、 五月 革命は 結局 革命には ならな かっ 
た。 五月 革命の 不発に より、 フランス における 
マルクス主義 および サルトルの 人気が 凋落した 
と言える。 この 五月 革命の 影響で、 日本の 全 共 
闘 運動を 始めと して 世界 各国で 学生運動が 活発 
化した が、 学生たち の 手で 革命が 実現した 国は 
なかった。 

㉝  RC サク セシ ヨン 

忌野淸 志郎が 率いる バンド。 一九 七 〇 年 デビ ュ 
I。 フ ォ—ク 全盛時代に ロックを やって いたた 
めに 不遇 時代が 長かった が、 ある 日 清 志 郎が何 
を 思っ たの か 突然 メイクして ステ— ジに あがっ 
たこと から 運命が 一変！ 『雨上がりの 夜空に j 
で 一躍 ブレイク。 さらに 淸志郎 はもう 一人の メ 
イク 派 •坂 本 龍 一と 組んで 『い •け •な •い ル 
—ジユ マジック』 をヒッ トさせた。 当時の 『宝 
島 』 は 毎月 淸志郎 と 戸川純の 話 ばかりし てい 
た。 八 八 年に 制作した 『COVERS』 は 原発 
批判を 含んで いたた めに 東芝 E M I に 発売を 拒 
否され、 かえって 話題に なって しまつた。 

㉞  I 休 和尚 

一三 九 四 年〜 一四 八 一年。 一休宗純。 室町 時代 
を 生きた 臨 済宗の 禅僧。 とんちで 有名。 アニメ 
『一休さん』 の モデル。 しかし 本物は モテ 化 • 
形骸化した 当時の 仏教 界に 唾を 吐き、 風狂を 地 
でい く 破戒僧だった。 あの 一休さん が、 どうし 
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学へ と 移り変わった のです。 元々 フロイト 自身が 精神分析を 最終的には 脳 科学に 帰結 
させる こ とを 構想し ていた わけです から、 これは 歴史の 必然と でもい うべき 流れ だっ 
たのです。 

そもそも、 精神分析 もまた 「言語に ょる 世界の 説明」 という 哲学の はらむ 構造 的 欠 
陥から 免れて いません でした。 原因の 一つは フロイトが 科学的な 基礎 体系を 作れな か 
ったた めです が、 これは 時代を 考ぇれば 仕方のない ことです。 もう 一つの 原因は、 フ 
ロ イトの 弟子たち が 精神分析を 「心理学」 の 体系に してし まった からです。 科学的な 
基盤を 精神分析に 持ち込む ことを 考ぇたり 成し遂げ たりした 精神分析 学者は、 登場し 
ませんで した。 いや 実は ライヒと いう 人が いたので すが、 彼は 精神分析と マルクス 主 
義と トン デモ 超 科学を 全部 融合し ようとして …… 。 


精神分析が 有効な 領域は、 実は、 あまり 深く 生物学の 要素が 絡んで こない 社会学の 
領域 だけな のです。 岸 田 唯 幻 論が、 その 代表です ね。 社会 こそが 「精神分析」 の 対象 
に 相応しい のです。 そもそも 精神分析は、 社会の すべてを 個人の 精神から 説明し よう 
とする 試みでした。 つまり 「三次元は、 二次元から 生まれる」 という 喪 男 哲学の 追究 
と 実践だった わけです。 

しかし、 喪 男の 精神の 内面、 これは 精神分析で 救われる ものではありません でし 
た。 いくら 精神分析 について 研究しても、 「俺は モテない、 俺は ダメ だ」 という 僕の 
苦悩は 癒されませんでした。 周囲では 和 田 サンみ たいな DQN 学生たち が 女の子を 輪 
姦し、 ボディコン 女が お立ち 台に 昇って センスを 振っ ていました。 なのに オリは なん 
で こんな ブサ イクな 顔に 生まれて 貧乏で モテな いんだよう、 という ルサンチマンが 溜 
まる 一方でした。 


てこん な 喪 男 坊主に？  やっぱり さよち やん と 
結ばれなかった ト ラゥマが？ 最後の 言葉は 
「死にとぅ ない」。 代表作 『狂 雲集』。 

㉟脳 科学 

「瞑想に よって アルファ ー 波を 出して どうの こ 
うの」 といった 「脳 科学 系の オカルト」 という 
ジャンル も あり、 一歩 間違えれば 危険な 状況で 

は あつた。 


ニュ ー アカ 
カ ー ル •ポ 


㉟栗本 慎 I 郎 

経済 人類学者。 一九 四 一年生 まれ。 

ブ—厶 で 著名に なった 学者の 一人。 

ラン ニ I 、マイケル •ポラン ニ ー 、 バタ ィユな 

どを 紹介した。 「過剰 = 蕩尽 理論」 で 知られる。 
衆議院議員を 務めた こと も ある。 代表作 『経済 
人類学』 『パンツを はいた サル r 

㉜ ライヒ 

一八 九 七 年〜 一九 五 七 年。 ヴィルヘルム •ラィ 
ヒ 。才— スト リア" ハン ガリ— 帝国 生まれの 精 
神 分析 学者。 フロィトに 弟子入りす るが、 精神 
分析 学と マルクス主義を 融合し ようとし たため 
に フロィトと 共産党の 両方から 除名され てし ま 
う。 ドィツでは ナチ スが 台頭した ために ノ ルウ 
エー から アメリカ へと 渡り歩き、 その 間に なぜ 
か 超 生物学者 へと 転身。 「オルゴン •エネ ルギ 
I」 という 未知の エネ ル ギーを 発見して しま 
い、 オルゴンを 利用した ガン 治療 や 研究所 上空 
を 飛び交う UFO の 迎撃な どに 取り組む。 フロ 
ィトの リビ ドー 学説を あくまでも 生物学 的に 理 
論 づけよう とした ラィヒ だっ たが、 同時に ユン 
グ 的な オカルトへの 興味 も 持っ ていたた めに マ 
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ニユ ー アカ 哲学なん て、 「モテ」 の アイテム 、ファッションに しか 思えません でし 
た。 r 言語で 世界を 説明し つくす」 ことの 不可能 性は、 すでに 明らかでした。 中学生 
でも わかる 理屈です。 そんな 時代に 「言語」 だの 「知」 だのと いった 抽象的で 実体の 
ない 言葉を 弄する 周囲の ニュ ー アカ 学生を、 僕は まったく 信用で きませんでした。 文 

系 女子に モテたい から ニ ユーア カを かじって いる だけなん だ、 『ホットドッグ プレ 
ス』 を 読んで バカ 女に モテようと している 体育 会 系の 男と 本質的には 同じな の だ、 と 

喝破した のです。 

ああ、 喝破し なければ よかった。 

「知の ある 俺って、 カッコい い」。 これが 当時の 哲学 学生の 風潮だった のです (ぃまで 
もそう かもしれ ません が)。 喪 男の 苦悩とは 無縁な、 モテの ための 「知」。 き やつらは 現 
代の ソフ イス ト どもです。 「口では なんとで も 言える」 これが 僕の 口癖に なりました 0 
やがて テレビ朝日で 討論 番組 バラ エティ 『朝まで 生 テレビ！』 が 始まり、 「口では な 
んと でも 言える」 の 代表例み たいな 人々 が 徹夜で 不毛な 議論を 交わす のを 見て、 ます 
ます 「言語で 世界を 説明し ようとす る 哲学は、 もう 終わっ た」 と 確信し ました。 第一 
そんな もの ソシ ユー ルが 出て きた 時点で とっくに 終わって いたのです。 

ああ、 僕は 無知蒙昧な 田舎 モノだった。 

文学部に なんて 入 るん じ やなかった。 

文学部 なんて、 もうす ぐ 消えて なくなる。 

少なくとも、 哲学 科は、 要らない。 

いますぐ 消えても 誰も 困らない。 

僕は 自分の 喪 男と しての 苦しみを 癒す ために、 喪 男の 悲しみを 終わらせる 方法を 探 


ッ ドサ イエン テイストの 領域へ 踏み込んで しま 
ったの だろう か。 最後は 不法 医療 行為で 逮捕 さ 
れ 獄死した。 

㉝和田 サン 

早稲 田 大学の ナンパ ザ— クル 「ス— パ— フリ 
—」 を 主宰。 六本 木 ヴェル ファー レで イベント 
を 開催したり していた。 準 強姦罪で 大勢の メン 
バ— とともに 二〇〇 三年に 逮捕され、 二 〇〇六 
年 現在 も 裁判 中。 スーパ ー フリ— は 一九 八 二 年 
に 設立され た サー クルで、 筆者が 大学に 入学し 
た 頃には もう 活動を していた。 その 頃は レイプ 
サ— クルと いう 評判は 立って いなかっ たはず だ 
が (レイブ サ ー クルと 言われて いる サ ー クルは 
当時、 他に あった)、 九〇 年代 前半 あたりから 
は 常習的に 輪姦を 行っ ていたと されて いる。 

㉚ 「ホットドッグ プレス」 

講談社の 雑誌。 若い 男性に 恋愛 マニュァル •ハ 
ウトゥ セックス •ファッション •モテ イベント 
などの 恋愛 資本主義 ル— ルを 教え込む ための 雑 
誌で、 一九 八〇 年代には 全盛を 誇った。 しかし 
バブル 崩壊 後、 恋愛 資本主義 世界の 二極化に ょ 
り 男が DQN と オタクに 二分 化した ため 購買 夕 
I ゲット 層が 激減、 休刊と なった。 現在、 ホッ 
ト ドッグ プレスの 魂を 継承して いる 雑誌は オヤ 
ジ 向け モテ 雑誌 『LEON』 だろう。 読んで る 
人間は 間違いな く 同じ 奴 だ。 
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究 する ために 哲学 科に 入っ たのに、 そんな ことを 考えて いる 奴は どこに もい ない。 モ 
テの ことで 頭が 一杯。 モテる ための 哲学。 

腐っ ている ！ 

哲学は 腐っ ている！ 

どうしてこう なった かとい うと、 簡単な こと だ。 政治の 季節が 終わり、 さらには 科 
学が 哲学に 取って代わった からな の だ！ 

哲学には もう 「やる こと」 がない の だ。 だから 資本主義に 組み込まれて モテ アィ テ 
厶 になった の だ。 

ラ ヵ なんて 何 書いて るの か、 さっぱり わからね え！ 

精神分析と 数学の 融合なん て、 ィンチキ だ！ 

ただの 街 学 趣味、 エセ 学問 だ。 

精神分析に 融合す るべき は、 脳 科学では ないか！ 

ああ、 もう 「人間 機械論」 しかない！ 

すべての 苦しみの 原因を 突き止め るの だ。 「縁起」 を迪 るの だ。 

そして そのためには、 昔ながら の 瞑想では なく、 「人間の 精神とは、 すなわち、 脳 
という 構造が 生み出す 機能に すぎない」 という 最新の 思想が 有効だった のです。 そこ 
で 僕は、 当時 流行って いた オヵルトには 走らずに、 脳 科学の 方面に 突き進もう とした 
のでした。 哲学の 基盤と しての 脳 科学を 習得し、 科学 時代に 相応しい 哲学を 生み出す 
という 遠大な 構想 (妄想と もい います) を 抱いて。 

ええ まあ、 当時 一九 歳だった 僕は、 そんな ことを 延 々悶 々と 考えて いたわけ です。 
四畳半の きたな 一 い® 臭い アバ ー トの 一室で ゴキブリと 格闘しながら。 モテる わけが 


© ラカン 

一九 〇 一年〜 八 一年。 ジャック •ラカン。 フラ 
ンスの 精神分析 学者。 構造主義 や ソシュ ール言 
語学と フロィトの 精神分析 学を 融合した。 鏡像 
理論で 有名。 世界を 「現実 界 (現実)」 「想像 界 
(三次元)」 「象徴 界 (二次元)」 の ヵント 的 二 元 
論 (三 元 論) で 捉えた。 ラカンは 元々 何を 言っ 
ている のかよ くわから ない 難解な レトリックを 
多用す る 表現が 好きだった が、 次第に 数学 表記 
を 援用す るよう になり、 アラン •ソ ー カルに 批 
判され た。 代表作 『エクリ』。 

⑪ 養老 孟司 

解剖学 者。 一九 三 七 年生 まれ。 東京大学 名誉 教 
授 。『現代 思想』 で 「唯 脳 論」 を 連載し、 日本 
の 喪 男 思想を 唯 幻 論の 先、 つまり 脳 主義 (とい 
う 名の 二次元 寄り 二元論) へと 進めた。 代表作 
『唯 脳 論』 『バカの 壁』。 

©「唯 脳 論」 

一九 九〇 年。 筵 老盂司 著。 長々 と 続いて きた 哲 
学に おける 唯物論 (三次元 派) と 唯心論 (二次 
元 派) の 対立に 「脳」 を 持ち出し てきて 両者を 
統一した。 脳は 心で も あり、 同時に 物質で も あ 
るから だ。 心は 機能で あり、 脳は 構造で ある。 
考えてみれば デヵルトが そもそも 松果 体に おい 
て 心と 体が 繫 がって いると 言い張っ ていた わけ 
で、 デカルト 以後の 哲学者は 言語 至上 主義に こ 
だ わり 自然科学から 目を 背けて 脳を 「見ない」 
ことにして いたにす ぎない のでは なかろう か。 
故に 戦後の ョ ー ロッ パでは 「形而上学の 解体」 
が 哲学の 仕事と なって しまった の だ。 
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人間 


養老 モデルは、 カン トの 二元論に 近い。 ただし 「精神」 ではなく 「脳」 を 二次元の 「場」 に 設定した ことで、 
自然科学との 親和性を はかって いる。 ところで インター ネットの ような デジタルの 社会は、 ほとんど 自然の 
世界とは 関わりが なくなりつつ ある。 「第三の 世界」 と 呼んでも 良いだろう。 つまり 三次元は、 脳に よって 
どんどん 二次元 = 脳 内 世界 側へ と 引き寄せられて いるの だ。 

図 5  — 5  「共同 幻想」 を 「脳 化」 で 説明した 養老 モデル 


ありません。 女の子たち からは、 狂人 扱いされ てました。 奴ら には 喪 男の 苦悩な ど わ 
かりは せん、 わかりは せんの だ！ しかし 偉大な 哲学者は みんな 喪 男。 臆するな かれ 
俺。 真理と モテとは、 逆立す るの だ！ 

ところが そんな 頃、 ちょう ど 唯 幻 論に 代わって 養老 孟 司の 『唯 脳 論』 が 登場し まし 
た。 まさしく 九〇 年です。 養老 孟 司は 脳の 専門家で はない のです が、 「哲学」 として 
の 『唯 脳 論』 は 非常に わかりやすく 明快な 本だった のです。 「共同 幻想」 という 概念 
を 「脳 化」 という 言葉で 説明した からです。 人間は 世界を 脳 化したがる、 脳 化された 
人工 世界 こそが 社会 だ、 という 論です。 ちょうど 僕が 作ろうと していた 哲学 体系の 基 
盤を 先に 養老 先生が 作っ ちゃった ので、 以後の 僕は 麻雀 漬けの 学生時代を 無為に 過ご 
す ことにな っち ゃつた のでした (い、 いや、 これは 責任転嫁でした )0 

ドィツ 観念論は フロィトを 経て 共同 幻想 論を 産み、 最終的には 「脳」 に 行き着いた 
のです。 社会が 脳に よって 作られた 人工 世界 だとい うことは、 我々 が 「三次元」 と 呼 
んで いるもの も 実は 二次元が 表出した ものに ほかなら ない という ことです。 唯 脳 論 も 
また、 喪 男の 哲学な のです。 ちなみに 養老 先生の 趣味は 昆虫採集と マン ガとゲ ー ムで 
す (図 5  -  5)。 

二次元に よる 自己 救済 

いまから 考えれば、 モテ 哲学 (ニ ュ I ァ ヵ) こそは 「恋愛」 が 人間を 癒す 装置と して 
祭り上げられた バブル 時代に 適合した 「時代の 哲学」 だった のか もしれ ません。 喪 男 
の 苦しみの 根源を 探る のでは なく、 哲学を いかに 「ォ サレ」 に 見せる かが 重視され 
た、 悪夢の ような 時代でした。 
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なぜ 悪夢 かとい いますと、 僕の 世界には 「対 幻想」 などなかった のです。 故郷の 家 
族は とっくに 崩壊して おり、 東京に 出て 来ても キモ メンで 貧乏人で オタクの オリは 恋 
愛なん かで きっ こない。 どこに 「対 幻想に よる 救い」 が あったと いうので しよう。 あ 
る わけない！ ですから、 「喪 男 哲学」 がどうしても 必要だった のです。 

しかし 当時 流行して いた モテ 哲学は 僕の 人生と 何の 関係 もない 小難しい 文章の 羅列 
にし か 見えませんでした。 そんな 本よりも、 秋 葉 原で 売られて いる パソコン ゲー厶 
『同級生』 の ほうが 僕を 癒して くれた わけです。 『同級生』 に 登場す る キャラクタ— 田 
中 美沙と 出会った 瞬間に、 三次元の 女子大生への 妄執が 魔法の ように 失せて いったの 
です。 なぜならば 三次元の 女子大生は 恋愛 資本主義に 汚染され ていて、 とうてい 「真 
の 恋愛」 (恋愛 資本主義に 汚染され ていない プラトン 的 恋愛) とは 程遠い 存在でした。 しかし 
ゲーム の キャラクター は、 まさしく 「真の 恋愛 一 の 対象に 相応しい 存在だった！ こ 


I ヽヽ、 
れ力 


これが 「美の イデア」 という ものな のか— つ！ 


かくして 僕は 「二 次元 オタク 趣味とは 実は、 自分で 自分を 癒す ために 必要な 信仰な 
のでは ないか」 と 気づいた わけです。 例えば 『同級生』 のよう な 恋愛 ゲ ー ムと いう も 
のは、 二次元の 仮想 世界の 中に パー チャルな 対 幻想を 作り出す システム なんです。 こ 
れ なら、 三次元で 対 幻想を 作れない 僕で も、 癒される のです！ 

そんな 実体 験から 「二 次元に よる 自己 救済」 という 発想が 生まれて きた わけです。 
ですから 岸 田 唯 幻 論は、 単に 吉 本の 共同 幻想 論から 対 幻想を 取り去って 簡単に した 
という ものでは ない のです。 そこには 「対 幻想の 消滅」 という 「喪の 苦悩」 が 新たに 
盛り込まれて いたわけ です。 唯 幻 論は、 「神」 も 「政治」 も 「科学」 も、 人間が 創造 
してきた ものの すべては 「自我を 安定させる ための 幻想」 であると 看做しました。 文 


⑬ 「同級生」 

一九 九 二 年。 エルフの パソコン ゲーム 。恋愛が 
テ ー マ。 それまでの パソコン における アダルト 
ゲ—ム は セックスが テ— マだった が、 『同級生』 
で 初めて 「恋愛」 が 導入され、 この 流れは 以後 
『ときめき メモリアル』 『同級生 2』 と 続く 恋愛 
ゲーム へと 続く。 作つ てる 側は 従来から あった 
「ナンパ ゲ ー ム」 つまり エ ロゲ ー ムの つもりた 
ったの だが、 ユー ザ— 側が 「恋愛 ゲ ー ム」 と 解釈 
して キャラクタ— に 本気で 萌ぇ はじめた の だ。 
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明の 歴史は'  喪の 苦悩から 脱出し ようと あがく 喪 男たち の 苦闘の 歴史で あり、 妄想を 
産み 続けて きた 歴史な のです。 

フロイトは エディ ブス •コンプレックスを 理論の 中心に 置きます が、 唯 幻 論の 根幹 
には 「我が 母の愛は 偽物だった！」 という 岸 田 自身に よる エディ ブス •コンブ レック 
スの 否定が ありました。 意識して 自ら 家族と いう 対 幻想を 否定す ると ころから、 唯 幻 
論は 始まっ たのです。 という ことは 唯 幻 論は、 恋愛 資本主義が 蔓延し、 家族 も 恋愛 も 
人を 救わ なくなった 現代 日本を 先取りした 哲学だった のでは ないで しよう か。 

§ 我を 支える 装置の 歴史 

しかし、 「自我の 支えの 装置」 としての 恋愛を も 家族を も 否定し 棄却して しまった 
ら 、いったい 何が 残る のでし よう。 人間の 自我は 何ら かの 「信仰」 を 持たなければ 崩 
壊して しまいます。 「自分は 何者な のか」 「生きる とは 何 だ」 「死が 怖い」 などの 喪の 
苦しみに 人間は 囚われて います。 これらの 喪の 苦悩から 逃れる ために 文明を 作り上げ 
てきた わけです。 

太古の 昔には、 人間は 原始的な 宗教に よって 神 や 自然と 一体化し ようと 努力し まし 
た。 これは 人類が 早い 段階から 世界と 切り離されて 内面に 三次元と 二次元の 対立を 抱 
え 込んで いた ことを 意味し ます。 切り離されて いたから こそ、 わざわざ 一体化し よう 
と 努力し なければ ならな かった のです。 「神」 という 概念は、 「物 自体の 世界」 には 存 
在し ません。 人間の 脳 内から 生まれた ものです。 その 脳 内の 「神」 なる 概念を、 外界 
に 投影した ものが 宗教な のです。 

こうして、 物 自体の 世界の 上に 二次元の 概念 (妄想と もい います) を かぶせた 三次元 
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という 世界が できあがりました。 宗教 国家が 誕生した 時点では、 神と 国王とは 同じ も 
のでした。 しかし やがて 国家と 宗教が 分裂し ます。 キリスト教 世界では、 ローマ 教皇 
が一 一次元 (神の 国) の 権威と なり、 国王が 三次元の 権力を 握る という 一一 極 構造が 生ま 
れ ました。 これは、 脈々 と 作り上げ てきた 「三次元」 という 世界が 「物 自体の 世界」 
を 完全に 覆い隠す ほど 成長 •進化を 遂げた ために 起こった 現象 だと 思われます。 生産 
力が 発達したり 様々 な 発明が なされた りする ことで、 「三次元」 の 力が 増大して 二次 
元を 凌ぐ ものに なったん です。 

こういう パ タ— ンは 、もっとは るか 昔の 中国から すでに 見られた 現象でした。 古代 
の 周 王朝が そうです。 周は 当初、 中国を 自ら 統治して いました。 しかし 中国と いう 
「三次元」 世界が どんどん 拡大して いくに つれて、 広大に なった 領土を 統治し きれな 
くな り、 やがて 各地に 諸侯が 乱立す る ことにな ったわけ です。 こうして 春秋 戦国時代 
が 訪れ、 中国は 多くの 国家に 分裂し ました。 ところが その 間 も、 周 王室は 「二 次元の 
王」 として 形 だけとは いえ 尊ばれて はいた わけです。 結局 最後は 「周なん か 知らん」 
とば かりに 後発 国の 秦に 攻められて 滅亡して しまい ますが、 秦が周 王朝を 滅ぼさな け 
れば周 王朝は その後 も バチカン市国 のように 「中国の 二次元の 王」 として 現代まで 存 
続して いたか もしれ ません。 

近世から 近代に かけて、 三次元の 力は ますます 増大し ました。 二次元の 神に 代わっ 
て 三次元の 国家が 人間の 自我を 保証す る 巨大 かつ 唯一の 装置にまで 成長し ました。 近 
代の 三次元は 「科学」 や 「資本主義」 といった 強力な 武器を 備えて いました。 これら 
も 元来は 人間の 脳 内から 生まれた 妄想だった のです が、 この 武器に よって 人間は、 例 
え ば 古典 物理学の 法則に 基づいて 月に 人類を 送る といった 奇蹟の ような 魔術を 行える 


© 周 王朝 

BC 一 〇四六 年頃〜 BC 二 五六 年。 古代 中国の 
王朝。 武 王が 太公望を 従ぇて 殷の紂 王を 撃ち、 
開いた 王朝。 東の 成 周へ 遷都す る 前年の BC 七 
七 一年までを 西 周と 呼び、 以後を 東 周と 呼ぶ。 
また 東 周の 時代は すでに 周 王朝の 力が 衰ぇて 有 
名 無実 化して おり、 群雄が 各地に 割拠して いた 
ので 春秋 戦国時代と 呼ばれる。 M 後は 秦に 滅ぼ 
された。 

⑮ 春秋 戦国時代 

BC 七七〇 年〜 BC ニニ ー年。 中国が 拡大し、 
多くの 国が 蘭 権を 争って いた 時代。 前半を 「舂 
秋 時代」、 後半を 「戦国時代」 と 呼ぶ。 春秋 時 
代と 戦国時代の 境目は おおむね BC 五 tu: 紀 あた 
りと される。 春秋 時代には 「顧 者」 と 呼ばれる 
実力を 持つ 諸侯が 次々 と 登場した が、 中国の 統 
一は 為されな かった。 蘭 者には 管 仲に 補佐され 
た 斉の桓 公、 長年 諸国を 流浪した 晋の文 公な ど 
がいる。 戦国時代は 乱立して いた 諸国のぅ ち 実 
力を 持つ 大国が おおむね 七 国に 絞られ、 最後は 
秦と楚 が 13 権を かけて 争って 秦が 中国を 統一し 
た。 多様な 文化が 発展し、 諸子 百 家が 様様な 思 
想を 発展 させた。 孔子 や 孫子、 荀 子、 墨 子な ど 
は 春秋 戦国時代の 人間。 

⑯ バチカン市国 

イタリア •口— マに 存在す る 力 ト リックの 総 本 
山。 ロー マ 法王 (教皇) が 暮らす 世界 最小の 独 
立国 家。 広さは 東京 デイ ズニ ー ランドぐ らい。 
かつて 教皇は イタリアに 広い 教皇 領を 持っ てい 
たが、 近代に なると 勢力を 失っ ていく。 そして 
一八 七〇 年に イタリアが 統一され た 際に 完全に 
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ようになった のです。 

宗教の 時代、 魔術を 持って いるものは 「言語」 でした。 ケル トのォ ガム 文字、 ユダ 
ヤ教の カバー ' 7.1 やモー セの 十戒、 キリスト教の 聖書、 これら 魔術 的な 力を 持つ アイテム 
の 主流は 「言葉」 だった のです。 

いまでも、 アニメ や ライト ノベルに 登場す る 魔法使いは 呪文を 唱えます よね。 これ 
は、 昔は 「言葉」 にこ そ 魔力が あると 信じられ ていた 名残です。 いや、 実際に 言葉に 
は 魔力が あった のです。 なぜなら 三次元と いう 世界は、 二次元の 言葉から 作られて い 
る 人工の 世界 だからです。 言葉を 介して、 人間は 三次元 世界を 「脳 化」 してきた わけ 
です。 ですから すべての 学問の 頂点に あるは ずの 哲学 もまた、 言葉の 体系 だっ たんで 
す。 哲学者た ちは 言語に よって 世界の すべてを 説明す る ことで、 人間の 自我を 安定 さ 
せられる、 と 信じたん です。 丸 山 圭三郎 的に 言えば 「唯 言論」 です。 でも まあ 魔術の 
歴史と 考察に ついては、 いずれまた 別の 機会に。 

これに 対して 「科学」 が 武器と した ツ ー ルが 「数学」 です。 科学は 元々 は 「自然 哲 
学」 という 哲学の ー ジャンルでした。 しかし 科学は やがて 数学を 武器に して、 言語を 
武器と していた 本家の 哲学を 凌ぐ 力を 手に入れた のです。 力とは、 三次元 世界を 構築 
する 力の ことです。 

まず 本書で も 登場した デカルトが、 代数学と 幾何学を 統合し ました。 図形を 扱う 数 
学と、 数式を 扱う 数学と が、 実は 同じ ものな の だ、 と デカルトは 気づきました。 これ 
はつ まり 三次元の 空間を 二次元の 数式に よって 操作す る ことができる という 一種の 魔 
術の 発見です。 空間の 線分を、 数字と アルファベット 記号に よる 数式で 表現す る こと 
が 可能に なった のです。 さらに ニユー トン や ライプニッツは 微積分 学を 考案し、 静止 


領土を 失い、 教皇は バチカンに ひきこも ってし 
まった。 一九二 九 年に イタリアの 政権を 握って 
いた ムツ ソリー ニが 教皇と ラ テラ ノ 条約を 締結 
し、 以後 バチカン市国は 教皇の 領土と なった。 

⑰ ケル ト 

古代 ヨ ー ロツ パで 栄えた 民族 •言語 •文化。 ガ 
リア 人。 ドル イドと 呼ばれる 神官が 支配した。 
ゲルマン 民族の 侵入、 ロー マに よる 支配、 キリ 
スト 教化な どに よって 衰退した が、 スコツト ラ 
ンドや アイルランド、 ウエ ー ルズ 、ブ ルター ニ 
ュ などに 現存して いる。 古代 イングランドでは 
一時 口— マ 軍が 撤退して アングロサクソンが 侵 
入した が、 この 時期に ケル ト 文化と キリスト教 
が 融合した 独自の ケル ト 系 キリスト教が 生まれ 
た。 ア—サ I 王 伝説は ケル ト 神話と キリスト教 
説話が 融合した もの。 某ゲ ー ムで ゲイ ボルダを 
振り回して いた ク— •フー リンは ケル ト 神話の 
英雄。 

⑬オ ガム 文字 

ケル トの ドル イドが 使用した 文字。 魔力が ある 
と 考えられて いたので、 占いな どの 非 日常 的な 
祭事で 使われた。 

⑲ カバラ 

ユダヤ教 系の 神秘主義 思想 だが、 キリスト教 系 
の カバラ も 存在す る。 へ ブライ 文字を 数字に 変 
換 して 様々 な 操作を 行ぅ ゲマト リアな ど、 言語 
と 数字の 神秘に 深く 関わっ ている。 ドイツ 観念 
論の 先駆けと なった ヤコブ •ベー メは キリス ト 
教系 カバラに 通じた 神秘主義 思想家で あり、 
「神の 自己 創出」 といぅ 概念を 生み出した。 へ 
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している 物体 だけでは なく 動いて いる 物体の 運動 そのものを 数学に よって 計算で きる 
ようにし ました。 こうして 三次元 世界は すべて 数学に よって 操作 可能な ものに なった 
のです。 

科学に よって 三次元の 力が 飛躍的に 増大した 原因は、 科学が 「数学」 という 「二次 
元を 三次元に 持ち込む」 魔力を 持った 強力な 武器を 手に入れた ことに あるので す。 こ 

れを 「科学の 客観性」 とか 言います が、 客観性と いうのは 別に 「絶対 不変の 真実」 と 
いう わけでは なく、 「人間の 妄想 (二 次元) を 三次元に 適用させる ための 強い 力を 科学 
が 持って いる」 という 意味なん です。 

こうして 哲学は 力を 失い、 科学に 主役を 奪われ、 「現代 思想」 になり ました。 現代 
思想を 一言で 説明す るなら、 「哲学は 信用 できねえ」 という 思想です。 フロイトは 
「人間の 精神には、 本人 も わからない 部分が ある」 と 言って 理性 万能 主義を 否定し ま 
した。 ソシユ I ルは 「人間の思考は、 言語に よって 規定され ている」 と 考え、 哲学 も 
また 「言語」 という 枠組みに 囚われて いると いう 思想を 産みました。 ヴ イト ゲン シユ 
タインは 従来の 言語 哲学 = 形而上学には まったく 意味がない と 考え、 数学の ように 論 
理 的に 厳密な 分析 哲学の 基礎を 考案し ました。 

言葉の 時代が 終わり、 数学の 時代が やってきた のです。 

しかし、 行き過ぎた 三次元 至上 主義は 二度の 世界大戦 や 原爆の 開発と いった 悪夢を 
引き起こしました。 その 結果、 国家に よる 人間の 自我の 安定 •救済と いう 「大きな 物 


語」 は 終焉し、 巨大な 共同 幻想が 喪失して しまつた ボス 


卜 


モダン 時代に 突入した の 


です。 神 も 国家 も 人間の 自我を 救わない となると、 残された 道は 「対 幻想」、 つまり 
恋愛 や 家族に よる 救済と、 「私的 幻想」、 すなわち 個人に よる 自己 救済し かありません 


— ゲルの 「絶対 精神」 は 実はべ— メを 通じて 力 
バラと 繫が つてい るので ある。 

㉚丸山 圭三郎 

一九 三 三年〜 九 三年。 言語学者。 ソ シュー ルを 
日本に 紹介した。 代表作 『ソ シュー ルの 思想』 
『文化の フェティシズム j。 


㉛ 分析 哲学 

数学的な 哲学。 科学 時代に 合わせて 「神 H 造 物 
主を 宇宙人と か 進化した 知的 生命 体な どと 言い 
換えた 創造説」 みた いなもの。 
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でした。 

かくして、 まずは 資本主義と 恋愛が 融合した 「恋愛 資本主義」 の 時代が 到来し、 対 
幻想に よる 人間の 救済と いう 実験が 行われた のです。 しかし その 結果は 言う まで も あ 
りません。 「神」 であれば、 信仰 すれば 誰もが 救われます。 「国家」 もまた 然り 。国民 
にさえ なれば よいので す。 しかし 「恋愛」 は 人を 選びます。 恋愛で きない 人間は すべ 
て 地獄に 落とされます。 

さらに、 同じ 対 幻想で ありながら 「恋愛」 と 「家族」 は 逆立す るので す！ 「不倫」 
「熟年 離婚」 「やら ハタ」 「援助交際」 といった 数々 の 「恋愛 商品」 によって、 家族は 
解体され てし まう のです。 

関係の 永遠 性に 基盤を 置いた 家族は、 個々 人の 自由意志 による 刹那的な 関係で ある 
恋愛とは 両立し ない ものな のです。 しかも、 「恋愛 資本主義」 は、 「生産」 ではなく 
「消費」 のた めの システムです。 

ボ ー ドリ ヤ ー ルは、 現代の 資本主義 社会は すでに 生産 時代を 終えて 消費 時代に 突入 
している と 考えました。 消費 社会では、 すべての 商品は 「記号」 として 消費され るた 
めの みに 生まれます。 例えば、 服は 元々 風邪をひかない ためにと か 仕事が しやすいた 
めに といった 「有用性」 のために 生産され る 道具で したが、 消費 社会では 服が 「お洒 
落」 という 記号に なつて しまいます。 人々 はより お洒落に なり、 より モテになる ため 
に 服を 「消費」 する のです。 これが 消費 社会です。 消費 社会とは つまり、 「モテ 社会」 
です。 ボー ドリ ヤ ー ルは、 消費 社会は ありと あらゆる 超越 的な 価値 (二 次元の 概念、 
自我を 安定させる 装置と なりうる 概念) が、 「消費され る 記号」 に 吸収され てし まう、 
と 唱えました。 


㉜ やら ハタ 

「やらずに 二十歳 (はたち) になっ てし まう」 
こと。 現代の 女子 中高生の 多くが 「やら ハタ」 
になる ことを 恐れて、 慌てて 適当な DQ N 男に 
処女を 捧げて しまう そうだ。 つまり 「女の 商品 
価値は 一〇 代が ピ— ク」 であり 「処女で ありつ 
づける という ことは 女と しての 商品 価値がない 
という こと だから、 恥ずかしい ことなの だ」 と 
いう 恋愛 資本主義 思想の 蔓延に よって、 このよ 
うな 風潮が 生まれて いるら しい。 悪夢 だ。 ある 
調逄 によると 「中高生の 童貞 率は 下がって いな 
いのに 処女 率 だけは 下がって いる」 そうだ。 

⑬ 援助交際 

恋愛 資本主義 時代の ポスト •モダン 思想は、 素 
人 売春を 「援助交際」 と 改めた。 

㉞ボ— ドリ ヤ—ル 

ジャン •ボ— ドリ ヤール 。一九二 九 年生 まれ。 
フランスの 現代 思想家。 資本主義 社会は 生産 社 
会から 消費 社会へ と 移行した と 言い出した 人。 
「消費 社会では、 商品は 記号になる」 「すべてが 
記号と なる 現代 社会に 残された 交換とは、 死の 
贈与 だ」 と 予言した。 すべてが 記号 化された 消 
費 社会では 本物と 偽物の 区別は なくなり、 すべ 
てが シミュ ラ ー クルと なる。 本書で 頻出す る 
「恋愛 資本主義 社会」 も、 消費 社会の 一種で あ 
る。 代表作 『消費 社会の 神話と 構造』 『象徴 交 

換と 死』 『シミ ユラ ー クルと シミ ユレ ー ショ 
ン』。 
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ですから、 恋愛は 新たな 自我を 支える ための 装置に なると 同時に、 資本主義に 吸収 
されて 永遠に 「消費」 されなければ ならない 商品 (記号) と 化した のです。 なので、 
恋愛と 逆立す る 家族は 崩壊して しまいました。 

こういう 危機 的な 状況から、 萌え オタクが 現れた わけです。 「現れた」 というょり 
も、 プラトンの 末裔たち が 現代に 蘇った と 言えば いいで しょう。 
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「言語の 体系」 としての 哲学は 第二次世界大戦で 終わった 

前章で 説明した ように、 一九 八〇 年代の 恋愛 資本主義 勃興 以後、 哲学は モテ アイ テ 
ム になり ました。 

で、 代わりに 哲学者 的な 存在と して 注目され るよう になった のが、 宇宙物理 学者 や 
脳 科学者でした。 

ナチ ス ドイツは 、フロイト や アインシュタインと いった 自らの 思想 信条に 反する 学 
者たち を ドイツから 追い出し ましたが、 その 結果、 原子爆弾の 開発に 成功した ア メリ 
力の ほうがは るかに 強くな りました。 ナチ ス には ナチ ス なりの 学問が あった わけです 
が、 最新 最強の 物理学には 敵わなかった のです。 例えば 大陸に 居残る ことを 許された 
ハイデ ガ—や ユングの 形而上 的な 学問は、 まったく 戦争の 役に立たなかった のです。 
勝った のは 数学を 基盤と した 物理学でした。 

第二次世界大戦は、 哲学 (言語) と 科学 (数学) の 闘いだった とも 言える のです。 ョ 
—  ロッ パ 哲学の 本場で あり 観念論の 中心であった ドイツが ナチズムに 傾倒し、 第二次 
世界大戦に 敗北した ことが、 西洋に おける 哲学の 終焉の 直接的な 原因と なりました。 
一つには ドイツ 観念論 的な 「世界を 思想で 書き換えろ」 という 発想の 危険性が 忌避 さ 
れ るよう になっ たという こと もあります が、 もう 一つ 理由が あります。 哲学 (言語) 
は 科学 (数学) に まさる 「物理的な」 力を 持てな かった のです。 つまり 三次元 世界を 


①  「ナチ ス には ナチ ス なりの 学問」 

ナチ ス 時代の ドイツで 発展して いたが 現在では 
なかつ たこと にされ ている 学問には、 例えば 力 
丨ル •ハウス ホ ー ファ— の 「地政学」 (国家を 
生物学 的 •地理学 的に 捉えて、 国家の 生存権を 
獲得す るた めに 領土を 拡大し なければ ならない 
とする 学問。 ナチ スの 領土 拡張 戦争を 理論的に 
支えた) や エルンスト •ルディンの 「優生学」 
(社会的 操作に よって 人間の 遗 JH 形質を 改良す 
る 人種改良 哲学。 ナチ スの 強制 断種 や ホ ロコ— 
スト、 人工 繁殖 計画な どを 理論的に 支えた) な 
どが ある。 

②  ピタゴラス 

BC 五八 二 年〜 BC 四 九 六 年。 古代 ギリシアの 
数学 哲学者。 世界の 構造は 「数字」 で 表される 
と 主張し、 ピタゴラス 教団と も 呼ばれる グル ー 
プを 率いて いた。 つまり 数学の 祖 であると 同時 
に ヵバラ 的な 神秘主義 思想の 先駆者で も あっ 
た。 元々 数学は 魔術 的な ものだった の だ。 


289 第 六 章 文化は 喪 男が 作り出す 


人間の 意の ままに 操作す る 「魔術」 としては、 哲学ょり 科学の ほぅが 強力だった わけ 
です。 

しかし そもそも、 数学の 神様と も 言える 古代 ギリシアの ピタゴラスは 哲学の 一流 派 
を 率いて いたわけ で、 「言語」 も 「数学」 も 等しく 人間の 脳が 生み出した 「表象」 で 
あり 「抽象」 である ことに 変わりはありません。 ですから 両者は 同じ 「二 次元」 から 
生まれた 兄弟み たいな ものです。 哲学の 主流が 「言語」 に 一元化され たのは、 へ ー ゲ 
ルが 「言語の 体系」 としての 哲学を 構築した からか もしれ ません。 デカルト や ラィプ 
ニ ッツは 数学者と 哲学者の 「理系 •文系 二刀流」 でした し、 ニユー トン 時代の 科学は 
「自然哲学」 と 呼ばれて いました。 ニュ ー トン 自身 も、 自分を 哲学者 だと 考えて いた 
のです ◦ただし、 言語では なく 数学に よって 世界を 記述す る 「自然哲学 者」 でした。 

ともかく、 第二次大戦 以後、 ヨ ーロッ パでは 「言語の 体系」 としての 哲学は 終わつ 
たのです。 


物理学と いう 新たな 哲学 

物理学の 分野では 「超 ひも 理論」 という 三位一体 論よりは るかに 難解な 理論が 登場 
しました。 書いて いる 僕 もよ くわ かって いないので すが、 とにかく 難しい 上に 実証が 
困難な ようです。 

素粒子の 世界と いうのは、 どこまで 行っても 終わりが ありません。 かつては 「原 
子」 が 物質を 構成す る 最小 単位 だと 思われて いたのに、 二〇 世紀に なると 原子 も 実は 
原子核と 電子に よっ て 構成され ている ことが わかりました。 さらに、 原子核 もまた ま 
た 陽子と 中性子から 構成され ている ことが わかりました。 まるで 入れ子 構造の よう 


③  「言語の 体系」 としての 哲学 

ヴィト ゲン シュタインは、 従来の 「言語で 世界 
を 説明す る」 という 形の 哲学つ まり 形而上学を 
すべて 意味がない と 否定した。 特に、 キーワ I 
ドに 過剰な 意味を 持たせる 神秘主義 的な 物言い 
(ドイッ 観念論に 多い) や、 余計な レトリック 
の 類を 認めなかった。 ソシユ ールも 喝破した ょ 
うに、 言語な どは どうと でも 取れる 主観的な 観 
念に すぎず、 哲学 もまた 主観に すぎない から 
だ。 それに 対して 数学の 客観性は 揺るぎない。 
哲学に 科学的な 客観性を 求めた ヴィト ゲン シュ 
タインは 「命題 分析」 と 呼ばれる 厳密に 数学的 
な 思考 法を 哲学に 導入し、 哲学の 数学 化 •論理 
学 化を はかった のだった。 この ヴィト ゲン シュ 
タイン 哲学から イギリスの ホワイトヘッド や ド 
イツの フレ ーゲら にょる 「分析 哲学」 と 呼ばれ 
る 一派が 生まれた。 ただし、 モテの 国で ある フ 
ランスの 現代 思想は まった く 異なる 方向、 つま 
り ポスト •モダンと いう 主観主義 •レトリック 
主義 的な 方向へ 進んで いった。 

④ 超 ひも 理論 

粒子の 根源の 姿を、 点では なく 長さを 持った 
「ひも」 だと 考える 物理学 理論。 超 ひも 理論に 
は 複数の 理論が 存在す るが、 それらを まとめた 
ものが 「M 理論」 と 呼ばれて いる。 
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に、 観測 技術が 向上す るに 従って 「究極 元素」 の 中から 新たな 「中身」 が 飛び出して 
くるので す。 さらに さらに さらに 陽子 や 中性子と いった 素粒子 もまた、 「クオ ー ク」 
によつ て 作られて いる ことが わかりました。 もう 何が何だか。 ここまで 来る と、 クオ 
1 クが 最小の 究極 元素 かどう かも 怪しく 思えて きます。 キリが ありません。 どうや 
ら 、「究極 元素」 を 探す 限り、 探求は 終わらな さそう です。 ドグラ •マグラです。 

そこで 物理学者は、 発想を 転換し ました。 物質の 最小 単位が 「粒子」 つまり 粒 だと 
考える こと 自体、 間違って いた！ 物質の 最小 単位は 実は 「ひも」 (ストリングス) だ 
— っ！ と 言い出した のです。 何の ことかと 僕に 言われても よく わからな いので、 聞 
かないで ください。 この 「ひも」 は、 粒子の ような 不動の 固体な のでは なく、 「振動」 
している のです。 ですから、 この 振動の 具合に よって 属性が 変わる わけです。 ひも 
が、 振動に よって 「ヒ モ」 (モテ) になっ たり 「悲 喪」 (喪 男) になっ たりす るんで す。 
いや それは 違う か。 

物理学の 分野では 「光は 波 か、 それとも 粒子 か」 という 難問が 昔から あった わけで 
すが、 光 だけでなく すべての 物質に ついて 「ぱっと 見は 粒子に 見える けど、 実は ひも 
の 振動なん じ やない か」 という 発想が 出て きた わけです ね。 

一九 九 五 年、 エド ワ ー ド •ウィッテンは いくつかに 分裂して いた 超 ひも 理論を 一つ 


に まとめ あげ、 「M 理論」 といぅ 理論を 考えました。 この M 理論に よると、 なんと 
宇宙は 「一一 次元」 なんだ そぅです。 一一 次元です よ。 四次元 だって わからな いの 
に、 一一 次元なん て 言われても。 現在 我々 人間が 暮らして いる 世界は 三次元 空間と 一 
次元 時間を 足して 合計 四次元 時空です が、 それでは 残りの 七 次元は どこへ 行って しま 
ったの か？ 見えない 七 次元は、 すぐ 近くに あるけれ ど、 使わない タ ペスト リ ー のよ 


©クオ— ク 

極小の 素粒子。 ダウン •アップ •ストレンジ • 
チャ ーム •ボトム •トップの 六 種類が 存在す 
る。 クォ— クが 発見され るまで、 素粒子は 数百 
種類 もの ハ ドロンで あると 考えられ ていた。 だ 
が 物理学者は エレガントな 世界観を 好む ので 
「物質の 根源で ある 素粒子が それほど 膨大な 種 
類 存在す るは ずがない」 といぅ ことにな り、 ハ 
ドロンを 構成す る クォー クが 発見され た。 レプ 
トンと いぅ 素粒子 も ある。 電子 や ニユー トリノ 
は レプトンの 一種。 

⑥ 「ドグ ラ •マグラ」 

一九 三 五 年。 作者は 夢野久 作。 「脳」 を テー マ 
とした 長編 怪奇 探偵小説。 あらすじは 要約 不 
能。 という か、 読んだ はずな のに あらすじが 思 
い 出せない。 


⑦ エド ワ—ド •ウィッテン 
一九 九 五 年に M 理論を 提唱した アメリヵの 物理 
学者。 一九 五一 年生 まれ。 大学では 歴史学 や 経 
済 学を 専攻し、 物理学は 「趣味で」 やって いた 
らしい。 て、 天才 だ …… 。超 ひも 理論は 五 種類 
も モデルが 登場して しまつた ために 一時す たれ 
ていたが、 ウィッテン がその 全部を M 理論に 統 
合した ことで 再び 脚光を 浴びる よぅにな つた。 
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うに 巻き上げられて しまって いるの だそう です。 って、 どこへ っ？  すいません、 ツ 
ムラの ゴシュ ユ トゥを 飲んで いいです か？ 頭が 割れる ように 痛いです。 

しかも、 我々 の 「三次元 + 時間」 宇宙は、 実は 高次 元 時空を 漂う 「一枚の 膜」 だと 
いうんで す。 膜、 っまり 二 次元です。 

そ、 そんな バカな？ 

我々 が 「三次元」 だと 思い込ん でいた 世界 そのものが、 実はた だの 「二 次元」 だっ 
たという のか？ しかも 世界の どこかには 「見えない 次元」 が 存在 するとい うので 

^9 1* 

これ こそ、 プラトンが 「イデア 界」 と 呼んで いた 世界な のでは ないで しょう か？ 
イデア 界= 二次元 界は 、人間の 心の中の みの 現象では なく、 この 世界の 外に、 本当 
に 実在す る？ 

なヽなんだって—p: 

宇宙物理 学は、 とうとう、 「イデア 界は やっぱり 外に 実在す る」 という ゴリ ゴリの 
旧 プラトン 主義を 復活 させた のです。 

宇宙は ビッグバンで 誕生した というの が 物理 学界の 定説です が、 その ビッグバンの 
原因は 未だに わかりません。 しかし M 理論なら 説明で きます。 膜の ように 漂って いる 
我々 の 宇宙が、 隣の 宇宙の 膜と ぶつかった のです。 ぶつかった ショックで ビッグバン 
が 起きた のです。 

マジ ヵよ' ^ . 

この ビッグバン による 膨張は、 いずれ 終わります。 そして その 時、 宇宙は 死に絶え 
る、 と 思われて いました。 


⑧ ゴシュ ユトウ 

呉茱萸 湯。 漢方薬。 頭痛を 抑える 効果が ある。 
花粉症で 偏頭痛 持ちの 筆者が お医者さんで よく 
処方され る 薬。 


⑨ ビッグバン 

現在の 宇宙物理 学では、 宇宙は 一 〇〇億 年 くら 
い 前に ビッグバンと 呼ばれる 大 爆発に よつて 始 
まり、 以後 膨張し 続けて いると 考えられ てい 
る。 誕生 当時の 小さな 宇宙は 高密度 •高温で、 
様々 な 素粒子が 詰まつ ていた。 しかし 膨張す る 
とともに 低密 度 •低温と なり、 元素が 合成 さ 
れ 、星が 形成され るよう になつ ていつ たとい 
う。 また 現在では 四 種類に 分かれて いる 力 も、 
当初は 一つの 力に 統一され ていた。 ギリシア 以 
来、 哲学は 「万物の 根源」 と 「宇宙の 起源」 を 
言語で 表現し ようと 努力して きたの だが、 それ 
らの 仕事は 現在では 物理学が 担つて いる わけで 
ある。 
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ところが 膨張を 終えた 宇宙の 膜は、 再び、 隣の 膜と ぶつかる。 そして、 また ビッグ 
バンが。 こうして 死んだ 宇宙は またもや 再生され、 振り出しに 戻る というの です！ 

これは、 ニ ー チヱの 「永劫 回帰」！ ィンド 哲学で 言う ところの 「輪廻」 ではない 
です か。 

残念ながら この M 理論、 理屈は エレガントで すが 証明され ていません。 今のと こ 
ろ、 どうやって 証明す るの かもよ くわ かりません。 

この 他、 実は 我々 人間が 観測で きる エネ ルギ ー は、 宇宙 全体の たった 四％ くらいに 
しかす ぎない という こと も わかっ てきました。 残り 九 六 % は 「暗黒 物質」 とか 「ダ ー 
ク エネ ルギ！ I」 と 呼ばれて いて、 現在のところ その 正体は 謎です。 だいたい いまの 技 
術では 直接 観測で きないんで すから。 

どうも、 エー テルが 復活す る 日 も 遠くな さそう です。 

このように、 哲学に おける 「世界とは 何 か」 という 命題は、 現在では 宇宙物理 学 や 
素粒子 物理学が 担って いるので す。 M 理論の ように 証明で きていない 理論が なぜ 力を 
持つ のかと いえば、 「数学的に 整合して いれば 科学 理論と して 正しい 可能性が高い」 
からです。 物理学とは、 言語では なく 数学に よって 世界を 説明す る 学問です。 最初に 
数学的に エレガントな 理論が 提出され、 それを 証明す るた めに 実証 観測が 行われる。 
それが 物理学と いう 新たな 哲学な のです。 


三次元 も 脳 内 現象で ある 

「人間とは 何 か」 「意識とは 何 か」 といぅもぅ 一つの 哲学的 命題に ついては、 哲学 か 
ら 心理学を 経て 脳 科学へ と 主役の 座が 移り変わつ ていきました。 フロィトは 最終的に 


⑩ 「暗黒 物質」 とか 「ダ— ク エネ ルギ IJ 
近年の 宇宙の 観測 結果から 、計算 上は 宇宙に 存 
在す るは ずの 質 M のぅち 九〇 % 以上が 観測され 
ず、 「足りない」 といぅ ことが わかつ てきた。 
この 足りない 未知の 質量が 「暗黒 物質」 (ダ— 
クマ タ— および ダ— クエ ネル ギ ー と 呼んで い 
る)。 その 正体は まだ 確定して いない。 いずれ 
にせよ、 現在のところ、 我々 人間は 世界の 「す 
ベて」 を 認識で きて はいない。 それ どころ か、 
ほとんど 何も 見えて いないの が 実状な の だ。 人 
間が 認識で きる 世界は、 宇宙 全体の 四 % 程度に 
すぎない の だ。 残り 九 六 % は 暗黒 物質な ので あ 


⑪ エ| テル 

一九 世紀の 物理 学界で、 宇宙に あまねく 存在す 
ると 考えられて いた 仮想 物質。 マイケルソン 丨 
モーリ ー の 実験と アインシュタインの 相対性 理 
論に より 一九 世紀 的な 意味での エ ー テルは 否定 
された が、 最近 暗黒 物質 や ダ ー クエ ネル ギ—が 
存在す るであろう という ことが わかつ てきた た 
めに 再び 宇宙の 真空に エー テルが 蘇ろうと して 
いる、 かもしれ ない。 

⑫ 数学的に エレ ガン トな 理論 
物理学者は、 世界は エレ ガン トな 数式に よって 
単純に 表現す る ことができ ると 考える 傾向が 強 
い。 故に 宇宙に 四 種類 存在す る 「力」 (重力 • 
電磁 力 •強い 力 •弱い 力) は 必ず 一つに 統一 さ 
れ なければ ならず、 アインシュタイン も 後半生 
では 力の 統一 理論を 構築し ようとし ていた。 
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は 精神分析を 科学に しようと していた ので、 当然と いえば 当然の 結果です。 最近で 
は、 脳 科学者の 喪 木、 い、 いや、 茂 木 健 一郎 先生が 「クオ リア 理論」 で 注目され てい 
ま j 

クオ リア 理論を かいつまんで 説明し ますと、 まず 前提と して 「人間の 精神は、 脳 内 
現象で ある」 という 第一の 決まり 事が あります。 次に、 「世界 もまた、 脳 内 現象で あ 
る」 という 第二の 決まり 事が あります。 すでに カン トの 項 (第三 章 2 節) で 見て きた 
ように、 人間が 「世界」 だと 認識 •知覚して いるもの も、 実は 人間の 「脳」 内で 組み 
立てられ ている ィメ ージの 世界な の だ、 という わけです。 

ここで また 哲学を 知らない 人は 「現実は 現実だろう」 と 言い出 すんで すが、 何度も 
繰り返す ように 「物 自体の 世界」 と いわゆる 「世界」 (三次元) とは 違う のです！ 三 
次元とは、 物 自体の 世界を ベ— スに 、人間の 脳が 組み立てる ものな のです。 そして こ 
の 三次元は 「言語」 などを 介して 「共同 幻想」 として 大勢の 人間に よって シヱ ア され 
ています。 ィンタ— ネットの 世界み たいな ものです ね。 ィンター ネットの 世界とは、 
ですから、 デジタルで 再現され た 「もう 一つの 三次元 世界」 とも 言える わけです。 

さて、 本題の クオ リアです が、 クオ リアには 「感覚的 クオ リア」 と 「志向 的ク オリ 
ア」 があります。 

感覚的 クオ リアとは、 例えば 「赤い」 といった 感覚的な ィメ ー ジ です。 

志向 的 クオ リアとは r 薔薇 だ」 といった 言語 的 •シンボル 的な ものです。 

人間は 「赤い 薔薇」 を 見る と、 まず、 「赤い」 という 感覚的 クオ リアを 想起し ます。 
その 次に、 「これは 薔薇 だ」 という 志向 的 クオ リアが かぶせられて、 最終的に 「これ 
は 赤い 薔薇 だ」 という 認識を 生み出す というの です。 


⑬茂木 健 一郎 

脳 科学者。 一九 六 二年生 まれ。 「クオ リア」 を 
キ —ワー ドと して 脳と 心の 二元論 問題を 語る。 
ソ ニー の 人な ので 何となく オ サレ 系の ィ メージ 
が あるが、 その 著書には 喪な 話が 多い。 ク オリ 
アは 言語では 言い表す ことができな いので、 こ 
こで もやは り 哲学は 役に立たない。 だがし か 
し、 脳 科学 もま だ クオ リアを 説明で きないので 
ある。 代表作 『脳と クオ リア』 『脳と 仮想. 〇 
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和 


c 


? 


人間の 意識が 二種 類の クオ リアから 成立して いると い 
うことは、 人間が 感覚的 クオ リアと して 認知した 世界に 
対して 志向 的 クオ リアを かぶせる ことで 「世界」 を 脳 内 
に 再構築し ている という ことに ほかな りません。 

「三角形」 という 志向 的 クオ リアを、 人間は、 様々 な感 
覚的 クオ リアから 読み取る ことができます。 図の (b) 
のように 実際に 三角形が ある 場合 だけでなく、 (a) の 
ように 実際には 三角形がない 場合で も、 人間は 三角形を 
知覚す る ことができます。 これは、 正確な 感覚的 ク オリ 
アが 入力され ずと も、 人間には 「三角形」 という 志向 的 
クオ リアを 勝手に 認知す る 能力が あると いう ことです。 

もしかして 我々 は 「三角形」 の イデアを 見て しまつて いるので はないで し 


アレ 

ようか？ 

話は ここで、 第一章に おける プラトンの イデア 論に 逆戻りす るので す。 

「リアリティ (現実性)」 とは 何 か、 といぅ 問題に ついても、 脳 科学の 分野では 「リア 
リ テイは 脳 内で 生まれて くる」 といぅ ことが わかっ ています。 ペン フィ ー ルドは 人間 
の 脳み そに 電極を 突っ 込んで ピリ ピリ やる といぅ 恐ろしい 実験を 行いました。 一歩 間 
違えたら マッ ドサ イエン ティストで すが、 元々 はてん かん 治療の ために 行った の だ そ 
ぅです。 ところが、 実験 中に ペン フィ^  — ルド 自身 も 予期して いない 事態が 起こり まし 
た。 側頭葉の ある 場所に 電極を さして 電気で ピリ ピリ やる と、 なんと、 「記憶」 がフ 
ラッシュ バックした といぅの です。 その上、 刺激す る 部位に よって 蘇る 記憶が 異なる 


⑭ ペン フイ— ルド 

一八 九 一年〜 一九 七 六 年。 ワイル ダー  •ペン フ 
イー ルド。 医師。 一九 三 三年、 てんかん 治療の 
際に 脳を 電気 刺激す ると リアルな 記憶が 再現 さ 
れる ことを 発見した。 また 記憶 だけでなく 脳の 
領域と 身体の 各部 位の 対応 関係を も 調べて 脳の 
地図を 作った。 これが 「ペン フイ ー ルドの ホ ム 
ン クルス」 と 呼ばれる 地図。 ゴリゴ リの脳 一元 
論者に 思われて いるが、 晩年は 脳が 死んでも 心 
はもし かしたら 外部の エネ ルギー によって 存在 
し 続ける かもしれ ない と 言い出して 心 脳 二元論 
に 踏み込んで いった。 代表作 『脳と 心の 正体』。 
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らしい のです。 しかも この フラッシュ バックした 記憶は、 まるで 現実 そのもの のよう 
に リアルだった というの です。 茂 木 先生は ここから、 リアル さの 起源を 「脳 内の ニュ 
I ロン 活動」 だと 結論し ます。 人間が 「リアル」 だと 感じて いる 「現実」 は、 実は 
「脳 内 現象」 なの だ、 と。 

すなわち、 三次元 もまた、 脳 内 現象で ある。 

ただし 脳 科学は まだ 始まっ たばかりの 分野で、 今のところ 脳の 神秘に ついては ほと 
んど 何も わかって いない 状態 だそう です。 脳は あまりに も 構造が 複雑な ので、 そう 簡 
単には 解析で きないの です。 もちろん 生体 実験を する わけに もい きません し、 たぶん 
我々 が 生きて いる 間に 脳の 全貌が 明らかになって 精神の 秘密が 解ける ことは ない ので 
はない かと 思われます。 ああ、 中途半端な 時代に 生まれて しまった な ぁ。 

恋愛 資本主義の 不毛 

いずれにしても 「三次元 こそが 唯 I の 現実で あり、 二次元は 価値の ない 妄想で あり 
非 現実で ある」 という モテの 世界観は 全く もって 間違いな のです。 それ どころ か 三次 
元 だけで 決着を つけよう とする モテの 世界観 こそが 人類を 破滅へ 追い やってきた 誤謬 
なのです。 この ことは 哲学から 科学へ と 連なる 喪 男たち の 足跡を 迪 った 本書を お読み 
いただいた ことで ご 理解いた だけた でしよう。 まだ わからない 人は 養老 先生の 『バカ 
の 壁』 でも 読んで ください。 

さて、 宇宙物理 学 も 脳 科学 も、 まだまだ 始まった ばかりの 分野です。 茂 木 先生は 脳 
科学を 「錬心 術」 だと 言って います。 まだ 残念ながら 脳 科学は 中世の 錬金術 レベル 
で、 科学と 呼べる レベルには 届いて いないと いう 意味です。 という ことは、 意味論 や 
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起源 論に ついての 答えは、 どうやら 僕たちが 生きて いる 間には 出て こなさそう です。 
宇宙物理 学 や 脳 科学が 我々 の 自我を 安定 させて くれる 装置と して 本格的に 機能す る 日 
は、 まだ 遠い 未来 だとい うこと です。 今のところ 「将来 的に 装置と して 機能して くれ 
るだろう」 という 期待が 持たれて いる だけな のです。 

しかし、 それでも 喪 男の 今 現在の 苦悩は、 なんとかして 癒されなければ なり ませ 
ん。 

「俺が 死んだ 遠い 未来に、 喪 男は 救われる」 

と 考える だけでは 済まない のです。 

なぜなら、 ゆるい 無神論者の 我々 日本人は 輪廻 や 転生の 世界観では 生きて おらず 
(たまに そういう 人 もい ますが)、 死んだら それまで よと 思っ ている からです。 

僕 だってそう です。 

という ことは、 生きて いる 間に 救われなければ 意味がない のです。 

いますぐ 俺が 救われたい のです。 この 「モテ」 に 支配され、 恋愛 資本主義から 弾圧 
され、 愛の 消えた 街を 彷徨って いる この 俺が。 

さりと て、 「援助交際 している 少女たち はです ね〜」 とか 理解の ある ィンテリ 知識 
人の フリ をして 小便 臭い ガキ 娘に 媚びて モテたい とも 思えない のです。 そんな ことで 
は 性欲は 満たせても 魂は 救われな いという ことは、 喪 男なら すでに ご存知の はず。 も 
う 繰り返しません が 喪 男に とって 「モテ」 は 「救い」 でもない し 「癒し」 でもない の 
です。 そんな ことは、 お釈迦 様の 昔から わかりき ったこと なのです！ 諸行は 無常な 
のです。 

そもそも 恋愛の 寿命は 二〜 三年です。 恋愛して いる 間には ド ー パ ミンな ど 様々 な 脳 


⑮ ド— パ ミン 

神経 伝達 物質の 一つ。 快感を 引き起こしたり、 
意欲を 向上 させたり する。 過剰 分泌され ると 統 
合 失調 症の 症状 (妄想と か 幻覚と か) が 出る。 
また 薬物 依存な どの 中毒 症状は、 脳 内 現象と し 
て 見れば ド— パ ミン 中毒で ある。 逆に パー キン 
ソン 病では ド— パ ミンの 分泌 量が 不足 するとい 


⑯ ヘレン •フイ ツシヤ I 
人類学者。 なぜか 恋愛と 脳の 関係を 研究し 続け 
ており、 恋愛して いる 人間の 脳を スキ ャンして 
調査した。 その 結果、 恋愛 初期つ まり ロマン テ 
ィッ ク 恋愛 状態に ある 人間の 脳 内では 大量の ド 
I パ ミンが 分泌され ている ことが 明らかと なっ 
た。 恋愛とは ドー パ ミン 中毒だった ので ある。 
しかし 一人の 恋人に 対して ドー パ ミンを 分泌で 
きる 期間は 短い こと も わかり、 恋愛に なぜ 寿命 
が あるの かとい ぅ 謎 も おおむね 解けて きた。 代 
表 作 r 愛は なぜ 終わる のか 』 『人は なぜ 恋に 落 
ちる のか？』。 

⑰ ノル エビネ フリン 

神経 伝達 物質の 一つ。 副腎髄 質 ホルモン。 ノル 
アドレナリン とも。 ストレス ホルモンの 一種。 
交感神経を 興嵆 させ、 体温を 上昇 させたり 心拍 
数を 増加させる。 元々 は 不安 や 恐怖を 感じる よ 
ぅな 危機 的 状況に 対応す るた めに 分泌され る も 
のらし いが、 恋愛に よっても 分泌され る。 恋愛 
は 恐ろしい、 恋愛は おっかねえ。 分泌 量が 減る 
と鬱 になる。 神経過敏な 性格は、 長期 間に わた 
る大最 な ストレス により ノル アドレナリンへの 
感受 他が 強化され たために 形成され ると 考えら 
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内 ホルモンが 出ます が、 相手に 愛着を 持って しまう と 愛着 ホルモン だけが 分泌され る 
ようになり、 ド^ ~ パ ミンの ように 高揚 感を もたらす ホルモンは 出なくなります。 

ヘレン •フイ ッシ ャーの 『人は なぜ 恋に 落ちる のか？』 によると、 恋愛 状態になる 
と 脳からは 快楽 ホルモン である ド I パ ミンと ノル エピ ネフ リンが 分泌され ます。 ド^ ~ 
パ ミンが 分泌され ると 男性 ホルモン である テストステロンが 増える ために、 性欲 も 上 
昇し ます。 恋愛と 性欲が 結びつい ている 理由は、 脳に ある わけです。 また、 恋愛す る 
と 他の ことが 目に 入ら なくなり、 気分が 高揚し ますよ ね。 人間が 恋愛 中毒に 陥って 恋 
愛を やめられ なくなっ てし まう のは、 ド ー パ ミン 中毒に 陥る からな のです。 フイ ッシ 
ャ ー はこの 状態を 「ラバ ー ズ •ハイ」 と 呼んで います。 

「恋愛は I 種の 中毒な のだろう か？  私は そうだと 考えて いる」 と フイ ッシャ ー は 言 
います。 恋愛す ると 食欲が なくなる の も ドー パ ミンの せいだし、 不眠に なったり 心臓 
が ばくばく したりす るの も躁 状態になる の も 泣き虫になる の も、 すべて ドー パ ミンが 
原因な のです。 恋愛とは、 つまり 「脳 内 現象」 なのです (すべての 現実が 脳 内 現象な 
のです から、 これは 今 さら 言うまでもない ことです が)。 

であれば、 二次元での 恋愛と 三次元の 恋愛には、 「脳 内に おいては」 何らの 差異 も 
ない わけです。 

まさしく、 色即是空。 

ただし 恋愛には 寿命が あり、 いずれは 「愛着」 という 段階へ 移行し ます。 ド ー パ ミ 
ンや ノル エビネ フリンが 抑えられ、 オ キシト シンと バソ ブレシン という 愛着 ホルモン 
の 分泌が 増えます。 この 段階では、 激しい 恋愛 感情は 終わりを 告げ、 まつたり とした 
癒しの 関係が 作られて いく わけです。 そして この 関係は 長続きす るので す。 こういう 


れ ている。 ノル アドレナリン 感受性の 強い 人間 
は、 恋愛 対象に 対しても 過剰な 恐怖を 抱く た 
め、 おおむね 恋愛に 不向きな 喪 男と なる。 キル 
ケゴ ー ルと か。 


⑬ テストステロン 

男性 ホルモンの 一種。 性欲 や 攻撃 性な ど、 男性 
的な (本 害で いぅと ころの DQN 的な) 行動を 
引き起こす 原因。 セッ クスと 戦争は テスト ステ 
ロンから 発生す る 同根の 行動な ので ある。 男性 
の 脳は 胎生 期に アンド ロゲン •シ ャヮ ー と 呼ば 
れる テス ト ステ ロン 分泌に よって 形成され る。 
また 思春期に なると 睾丸から 大 a 分泌され るの 
で、 たいていの 青年 男子は DQ N 化する。 しか 
し三〇 歳を 過ぎる と 分泌 量が 減少して いくので 
落ち着い ていく。 テストステロンの 分泌 量は 個 
人 差が 大きく、 いつまでも テストステロン 過剰 
な 男 も いれば、 すぐに 涸れる 男 もい る。 また 脳 
が 「癒し」 状態に なると テストステロンは 減少 
する ので、 長らく 連れ添った 「連れ」 には 性欲 
を 感じなくなる わけ だ。 テストステロンは 男性 
に 多く、 女性では あまり 分泌され ない。 故に テ 
スト ステ ロン 過剰な DQN 男が 女に モテる のか 
もしれ ない のだった。 

⑲ オ キシト シンと バソプ レ シン 
いずれも 神経 伝達 物質の 一種。 親子関係 などの 
よぅな 家族 関係では、 信用 ホルモン とも 呼ばれ 
ている オキシ ト シンが 分泌され る。 家族 愛とは 
オキシ ト シンな ので ある。 恋愛と 家族 愛は、 異 
なる 脳 内 現象な の だ。 バソ ブレシン も 同様に 働 
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関係の まま 結婚して 暮らして いけば 「家族 愛」 が 生まれる わけです。 

ところが 「恋愛 資本主義」 は、 この 「愛着」 つまり 家族 愛と いう ものを 軽視し ま 
す。 「消費」 のために 一 生涯に わたって 恋愛 させ 続けない といけ ないから です。 恋愛 
資本主義とは ド ー パ ミン 至上 主義、 快楽 至上 主義な のです。 そこで、 「不倫」 とか 
「援助交際」 とか 「老いら くの 恋」 とか 「熟年 離婚」 とか 「やら ハタ」 という 消費 キ 
1 ワ ー ドが 続々 と 発明され ます。 僕は、 ドイツ や イタリアを はじめと する 恋愛 資本 主 
義 体制の 先進国で 出生率が のきなみ 低下した 原因は (出生率が 低下した 国は 日本 だけ 
ではありません。 従って オタクの 増加が 原因ではありません)、 恋愛 資本主義が 人々 
を 「永久 恋愛 システム」 に 放り込んで、 いつまでも 恋愛に 駆り立て 続けて いるから だ 
と 思います。 

恋愛が 家族を 破壊した のです。 

恋愛は 必ず 醒める ものです。 これは 生物学 的に そう 決まって いるので す。 短い 恋愛 
の 炎の 後には、 倦怠が 続きます。 

元々、 西洋に おける 恋愛とは 社会と 対立す る ものでした。 トリスタンと イゾルデは 
不倫です し、 ランスロ ッ トと グイ ネヴ イアも 不倫でした。 ロミオと ジュリ エッ トも悲 
恋です。 恋愛とは 元来、 ド ー パ ミン 過剰に よる 社会 不 適応で あり、 破滅への 「暴走」 
だった わけです。 そんな 危うい ものを 社会の 根幹に 据えて しまった 現代文明 がいかに 
迷走して いるかは、 ごらんの 通りな のであります。 

それ 以前に 僕は 見た目が ブサ イクな ので モテません。 ええ、 愛されません とも。 人 
の 運命は 生まれな がらに 決まる のです。 整形した くても 失敗が 怖くて できません。 お 
金ありません し、 保険 も 利きません。 もし イケ メンに 化けても、 恋愛は すぐ 終わって 


⑳ r ランスロ ツ トと グイ ネヴ イア」 

中世の 宮廷 恋愛 物語。 ア ー ザ— 王妃 グイ ネヴ イ 
ア と、 ア ー サ ー 王に 忠誠を 尽くす 騎士 ランスロ 
ッ トが 不倫 恋愛に 突入。 ランス ロットは ヨーロ 
ッパ 最高の 騎士と 誉れ 高い 勇者だった のに、 グ 
イネ ヴイア に 罵倒され て 発狂したり、 不倫を 咎 
めら れて聖 杯 探索に 失敗した りと 後半生は 散 
散。 最後は 不倫が バレて アーサ ー 王と 闘う こと 
になつ てし まう。 で、 円卓の 騎士は この 内 ゲバ 
で ほとんど 全滅。 アー ザー 王 も 戦死して しま 
う。 ランスロ ッ トは ひきこも つて 死んで いく。 
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しまう はかない ものです。 そんな ことは 恋愛 中毒 イケ メンの 破滅を 描いた 『源氏 物 
語』 の 昔から わかりき つたこと ではありません か。 若い 頃は モテ モテだった 光源氏 
も、 老いて からは 女の子に 相手に され なくなつ てし まいました。 その上、 浮気し すぎ 


て 大切な t 紫 上に 見放され 先立たれて しまう 始末。 死なれてから 後悔しても、 もう 遅 
い。 なぜ 源氏は 紫 上と 添い遂げな かったん だ、 バカ、 


、、、 1 、ハカ！ ああ 諸行無常。 


力 


人は 三次元と 二次元を 生きる 二元論 的 生物 

しかし、 それでも 自我を 安定させる 装置は 必要 だ！ 

そこで 再び 見直される ょうになった のが 「二 次元」 なのです。 

二次元とは、 脳 内 「だけ」 の 世界です。 

三次元 も 脳 内 世界です が、 一応、 感覚 クオ リアを 介して 外界と 繫 がって います。 

しかし 二次元は、 そうではぁりません。 純粋な 脳 内 世界な のです。 

「リアル」 という 感覚が ニュ ー ロンの 活動に すぎない のなら、 二次元での 強烈な 体験 
を 「妄 si と 片付ける ことは できない という ことになります。 人間の 体験に おいて 問 
題な のは、 三次元な のか 二次元な のかと いう ことでは なく、 「リアル」 かどう か、 と 

点 だけな のです から。 三次元の ほうが 「リアル」 を 感じ やすいのは、 外界を 介 
している からです。 つまり 入力され る 情報量が多いから、 リアルを 感じ やすい。 ただ 
それだけの ことです。 

二次元に リアルを 感じる のは、 一見 困難に 思われます。 そこで 利用され てきた もの 
が 「芸術」 です。 芸術 と言うと なんか 高尚そう です が、 つまりは 「二 次元 作品」 で 
す。 列えば 音楽と か、 小説と か、 マン ガ とか、 ゲ ー ム といっ たものは、 全部、 作り事 


う 


© 「ロミオと ジュリ エツ ト」 

一 五 九 五 年。 シヱー クス ピアの 戯曲。 対立す る 
敵の 一族 同士で ありながら、 ロミオと ジュリ エ 
ッ トは 一目 会ぅな り 情熱 的な 恋愛に 突入。 もち 
ろん 二人は 引き裂かれる ことにな り、 ジュリ エ 
ットは 仮死の 毒を 飲んで ロミオと ともに 駆け 落 
ちす る 計画を 実行。 だが 連絡 ミスで ロミオは ジ 
ユリ エッ トが 自殺した と 誤解して 自殺。 目を 覚 
ました ジュリ エッ ト も ロミオの 亡骸の 横で 自 
殺。 日本の 心中 モノ 同様、 ョ ーロッ パで も 恋愛 
は 「死」 と 直結した 甘美な 破滅の 道だった の 
だ。 


300 


ですから 純然たる 「二 次元」 です。 でも、 感動 的な 音楽を 聴く と、 じ一 ん として 涙が 
出ます よね。 美しい 小説を 読んでも、 やはりが 一 んと ショックを 受けて ボロボ ロと 涙 
が こぼれた りします よね。 これが 「二次元を 体験す る」 という ことです。 例えば、 ド 
スト エフ スキー の 小説の ような ドラマティックな 体験、 三次元 じ やまず 不可能です。 
ゲ ー ム 『AIR』 のよう な 体験、 三次元 じ や 絶対 無理です。 そういう ことです。 
そのもの ずばり 『脳と 仮想』 という タイトルの 本の 中で 茂 木 健 一郎 先生は、 
「私たちの 精神は、 頭蓋骨の 中の 『いま、 ここ』 の 局所 的 因果 性の 世界と、 『いま、 
ここ』 に 限定され ない 仮想の 世界に またがって 存在す る。 私たちの 精神は、 本来 的に 
二重国籍 者な ので ある」 

「私たちは、 意識の 中に 現れる 『現実の 写し』 の クオ リアを、 『現実』 と 呼び、 それ 
を 『現実』 と 扱う ことで、 決して 現実 自体は 知り 得ない この 世界の 中を 生き延び てい 

くので ある」 

と 述べて います。 もちろん 「いま、 ここ」 とは 「三次元」 (これ また 脳 内 現象で あ 
って、 真の 「現実」 ではありません) で、 「仮想の 世界」 とは 「二次元」 です。 

そして さらにこう 言います。 

「仮想に よって 支えられる、 魂の 自由が あって、 はじめて 私たちは 過酷な 現実に 向か 
い 合う ことができ るので ある。 それが、 意識を 持って しまった 人間の 本性と いう もの 
なので ある」 

これは 僕が 『電波 男』 で 主張して いた ことと まったく 同じだった りします。 どうで 
すか 皆さん！ 僕が 言う と 「電波で しよ」 で 片付ける 人 も、 有名 脳 科学者の 茂 木 先生 
が 言えば 「そうか もしれ ない」 と 思っ ち やったり す るん じ やないで しよう か。 両者の 
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本の 売れ行きを 比較 すれば、 明らかに わかる ことです ね …… 。ー オタク」 が 言っ たら 
電波と か 負け犬の 遠吠えで 、「脳 科学者」 が 言ったら 真理 かもしれ ない と 思う わけで 
すよ、 ええ。 

乞き- - 

…… ともかく、 「三次元 こそ 唯一の 現実」 という 一元論の 時代は、 少なくとも 時代 
の 先端を 走って いる 喪 男 哲学の 系譜の 人々 にと っては、 もう 大昔に 終わって いるので 
す。 人間は 「三次元」 と 「二 次元」 を 生きる 二元論 的 生物で あり、 そして、 三次元 も 
また 脳 内 現象に すぎない。 三次元と いう 仮想 現実を 共有す る ことで、 かろうじて 社会 
生活を 営んで いる。 真の 現実を 人間は 知り 得ない。 これが、 喪 男 哲学の 迪 りついた 結 
論な のです。 


2 日本で 「仮想」 = オタク 文化が 隆盛に なった 理由と その 必然性 


戦争に 負けて 三次元の 虚し さを 知る 

しかし 戦後 日本に おいて、 マン ガ とか アニメと かゲ ー ムと いつた 二次元 文化が 一挙 
に t 化 開いた のは、 なぜで しょぅ？ 

ずばり、 戦争に 負けた からです。 それ も、 ただ 負けた のではありません。 もぅ 二度 
と アメリカに 逆らえなくなる ぐらい、 徹底的に ボ コボ コ にされ ました。 
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原爆なん て 普通 落としません よ。 戦争して 原爆を 落とされた 国は、 いまでも 日本 だ 
けなので す。 あんな 黒 魔術、 ありえません よ。 現代では いろんな ゲ ー ムや アニメに お 
っかない 黒 魔術が 出て きます が、 原爆に 比べれば ずっと マシです。 もう、 何もかも、 
徹底的に 日本と いう 国の 持って いた 「三次元」 を 破壊され たわけです。 そして ア メリ 
力に 占領され ると 同時に、 「鬼畜 米英」 の 世界観は 消え去り、 「ギブ ミ ー チョコ レー 
卜」 と 「民主主義」 という 新たな 「三次元」 を 与えられた わけです。 天皇制は 残り ま 
したが、 かつての 大日 本 帝国は 事実上 解体され ちゃった わけです。 それ も、 たった 
日で すべてが 崩壊した のです。 「世界」 が一 日で 書き換えられて しまった。 

「三次元」 が 「永遠 不変の 確固たる 現実」 ではない という ことを、 ですから、 敗戦を 
体験した 世代の 人たち はよ く 知っていた わけです ね。 岸田秀 先生 もそう です し、 手 塚 
治 虫 先生 もそう だった。 

そこから 「すべては 幻想で ある」 という 唯 幻 論は 生まれた の だし、 手 塚 マン ガ もま 
た 生まれた わけなん です。 


㉒ 原爆 

原子爆弾。 ゥラン や プルトニゥム といった 放射 
性 元素を 核分裂 させて 巨大な エネ ル ギーを 取り 
出す 爆弾。 通常の 火薬 兵器が 原子から エネ ルギ 
—を 取り出す のに 対して、 原子爆弾は 核子から 
エネ ル ギーを 取り出す ので その エネ ルギ ー 量は 
桁違いに 大きな ものと なる。 アメリカの マン ハ 
ッ タン 計画に よって 物理学者 オッ ペン ハィ マ ー 
たちが 開発した。 


手 塚 マン ガの 辿った 道 

手 塚 治 虫が 「マン ガ」 を 職業に 選び、 一生涯 マン ガを 描き 続けた のは、 日本人が 三 
次元に よっ てまっ たく 癒される ことなく、 むしろ 大勢の 人間が ボロボ ロにな ってし ま 
ったと いう 巨大な トラウマを 埋め合わせる ための 「再生」 のた めだっ たと 言っても い 
いでし ょう。 なにしろ、 若い 頃の 手 塚 先生は 空襲に 遭って、 目の前で 人が 文字通り 虫 
ケラ のように 死んで いったのを 見て います。 「三次元」 がいかに 虚しく、 人を 救わな 
いもので あるか。 その上 先生は、 (たぶん) モテませんでした。 奥さんとは お見合い 
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㉓ 「罪と 罰」 

ドス ト エフ スキ ー 作。 貧乏な 喪 男 ラス コ— リニ 
コフ が、 独自の 超人 思想に 基づいて 金貸しの 悪 
いば あさんを 殺害す る (もぅち ょっ と 大きな 計 
画は 思いつかなかった のか)。 しかし 根が 小心 
者な ので 以後は 罪の 意識に さいなまれて 苦しみ 
続ける ことに。 そんな ラス コ ー リニ コフの 喪の 
魂を 救った のは、 家族の ために 己の 身体を 売り 
続ける 献身的な 少女 売春婦 ソ— ニャの 愛で あっ 
た。 ソ ー ニャに 萌 えた ラス コー リニ コフは 改心 
し、 自首して シベリアへ 送られて いく …… 。こ 
の 感動の 物語が ネガティブ 方向に 反転した 映画 


です し、 生涯 一度の 大 恋愛 もしな かった と 自ら 豪語して おられます。 個人的に も 喪 男 
だった 上に、 時代 そのものが 「日本国民 総 喪 男 状態」 という 有様だった わけです。 

しかし、 マン ガ なら？  二次元なら？ 

紙と ペンと 「妄想」 さえ あれば、 いかなる 世界を も 構築す る ことができる のです。 

手 塚 マン ガが 日本 マン ガの プロトタイプに なりえ たのは、 マン ガの 世界に 映画 や 小 
説の ょうな 「物語 性」 を 導入した からだと 言われて います。 手 塚は、 「リアル」 な マ 
ンガを 描いた 最初の 人なん です ね。 初期 作品の 段階で、 すでに 主人公が 丸焼けに なっ 
て 死んで しまった りす るんで す。 それ も デイ ズニ ー 系の 丸っこい ぷに 絵で、， です。 当 
時の 子供たち にと っては 凄まじい ト ラウマ マン ガだ ったは ずです。 『罪と 罰』 や 『フ 

アウ スト』 を 早々 と マン ガ 化した の も 手 塚です。 どうして そんな ことを しなければ な  が 『タ クシー ドライバー』 
ら なかった のでし ょう？ 手 塚は マン ガ という 二次元の 世界の 「力」 を 信じて いたの 
です。 

手 塚 マン ガは 「萌 え」 と 「喪」 の 二 面 性を 備えて います。 絵柄は 丸っこい ぷにぷ に 
した 絵で、 いまの アキバ 系 ロリ 絵の 元祖 ともいうべき タッチな のです が、 そういう キ 
ャ ラが 燃えたり 死んだり 食べられた りする わけです。 残酷なん です。 喪です。 初期の 
代表作『鉄腕アトん』もそうです。アトムが無惨に壊される姿に妙な興奮を覚えた、 

と 夏 目 房 之 介 氏 も 言っ ています。 

手 塚は 萌え キヤ ラを 描く ことで、 自らの、 そして 読者の 内面の 喪 性を 癒そうと す 
る。 だが その 一方で、 最終的には 「リアル」 を 追求す るた めに 萌え キャラを 破壊して 
しまう 作家だった のです。 アニメ 版 アトムの 最終回は 、アトムが 太陽に 「特 攻」 して 
ハく シ ー ンで 終わって います。 「特 攻」 という 悲劇的な 結末の 陰に、 戦争 末期に 起き 


㉔ 「鉄腕 アトム」 

一九 五 二 年〜 六 八 年。 手 塚 治 虫の マン ガ 。原子 
力で 動く 未来の ロボット •アトムの 活躍を 描 
く。 二〇〇 三年 四月 七日に アトムは 誕生した こ 
とに なつて いるの だが、 残念ながら 未だに 三次 
元 世界では アトムは 開発され ていない。 しかし 
幼少 期に 『鉄腕 アトム』 に ハマって いた 喪 男 科 
学者たち が 今、 続々 と ロボットエ学の 分野に 参 
戦して いるので ある。 浦 沢 直樹が 『鉄腕 アト 
ム』 を リメ イクした マン ガ 『PL U TOJ を 描 

いている。 

㉕夏目 房 之 介 

マン ガ 評論家。 一九 五〇 年生 まれ。 大の 手塚フ 
ァン。 H 目漱 石の 孫。 代表作 『手 塚 治 虫は どこ 
にいる j  r 消えた 魔球 j 『マン ガの深 読み、 大人 
読み』。 
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た特攻 玉砕の 記憶が 隠れて いる ことは 間違いないで しょう。 

後期の 手 塚は、 一時 スランプに 陥ります。 より 「リアル」 な 表現 手段で ある 「劇 
画」 が 勃興した からです。 劇画は 絵柄 も 「喪」 で 話 も 「喪」 でした。 何もかもが 
「喪」 だった のです。 手 塚の 萌 えな 絵柄は 子供 っぽい と言われました。 

手 塚は 仕方なく 劇画の 手法を 取り入れて 自作から 萌え キャラを 消し、 喪 男 ばかりを 
出す ようになります。 『アラバ スタ 1』 や 『ザ •クレ ー タ—』、 初期の 『ブラック ジャ 
ック』 といった 作品は キモ メンの オン パレー ドです。 『火の 1 1』 もまた、 喪 男の 陰惨 
な 地獄を 描いた 物語でした。 

しかし まあ 売れない わけです。 救いが な いんです。 「リアル」 だけを 追求した 二次 
元 作品は、 売れません。 「癒し」 にならない わけです から。 もちろん 「リアル」 さが 
受け入れられる 場合 もあります が、 それだけでは 長続きし ません。 実際問題、 劇画 も 
また、 最終的には マン ガと 融合して いきました。 ただ 残酷な だけの 劇画は 廃れて い 
き、 『ゴ ルゴ 13, 』 や 『あしたの ジョ ー』 のよう な キャラクタ— 性 や ドラマ 性を 持った 
作品が 生き残りました。 そういう 意味で、 劇画の 大家 •白 土 三 平 もまた、 『ヵムィ 伝』 
を あまりに も 「リアル」 に 描きす ぎた 結果、 いったん 燃え尽きて しまった と 言え ま 
す。 

『火の 鳥』 の 喪 男 作品 性に ついては また 別の 機会に ゆっくりと 説明した いと 思います 

が、 ここでは とりあえず 「喪 男は 永遠に モテず、 故に 癒されない」 という 恐ろしい 喪 

男 哲学の 最 重要 問題を 正面 きって 「マン ガ」 という 形で 表現した 傑作 だと 言って おき 
ます 

しかし 『ブラック ジャック』 の 連載 途中に、 手 塚は 突如と して 蘇ります 。居直って 


⑳ 「アラバ スタ—」 

一九 七〇 年〜 七 一年。 手 塚 治 虫 作。 『週刊 少年 
チャンピオン』 で 連載され た。 主人公の アラバ 
スター は 恋人に 捨てられて 身を 持ち崩し、 「美 
しい ものが 憎い！」 と 鬼畜 喪 男の 道を 突き進む 
ことに。 住んで いる 家は 「奇顔 城」。 奇顔 城っ 
て、 手 塚 先生 …… 。ちなみに 『アラバ スタ ー』 
は 単行本 版では 元は フツー の 黒人だった が 途中 
で 半透明の 怪人に 変身して しまった という 設定 
だが、 初出の チャンピオン 版では 元々 「顔面の 
右 半分に 黒い 痣の ある 日本人と 黒人の ハ ーフ」 
という 激ヤバ な 設定だった。 この 「顔面が 白黒 
二色の ツ —トン カラ—」 という キ モメン 設定 
は、 後に 『ブラック ジャック 』 として 復活す 
る。 ブラック ジャックは 「美しい ものが 憎い 
っ！」 と 世界中の 美を 破壊し ようとし ていた 喪 
男 アラバ スタ— の 親戚だった の だ。 同じ キャ ラ 
でありながら やはり 「美しい ものが 憎い！」 で 
は 売れず、 「医者」 だから 売れた のだろう か。 

㉗ r サ •ク レ— 夕 I」 

一九 六 九 年〜 七〇 年。 手 塚 治 虫 作。 短編の 連作 
だが、 どれ もこれ も 喪 男 話。 マネキン 人形に 恋 
をして、 いつも 連れ 歩いて いる 喪 男の 話と か。 

㉙ 「ブラ ツクジ ヤツ ク」 

連載は 一九 七三 年〜 七 八 年。 手 塚 治 虫 作。 『週 
刊 少年 チャンピオン 』 連載。 ピ ノコが 登場して 
から 伝説の 「ヒユ ー マン コミックス」 となる 
が、 最初は 『アラバ スタ lj と 同じ 顔の キモメ 
ン 医師が 奇怪な 手術を 繰り返す 「恐怖 コミック 
ス」 だった。 ブラック ジャックは 奇形 囊腫 (の 
うし ゅ) を 手製の 人形の 中に 詰め込んで 命を 与 
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作 中に 「ピノ コ」 といぅ 萌え キヤ ラを 投入した のです。 こぅして 「ブラック ジ ヤッ 
ク」 (喪) と 「ピノ コ」 (萌 ぇ) の 錬金術 的 融合が 果たされ、 手 塚 治 虫は 奇跡的に マン ガ 
の 最前線に 復活した のです。 以後、 手 塚 マン ガは 劇画 的な 「リアル」 さを 表現す ると 
同時に、 ピノ コや和 登 サンと いつた 萌え キヤ ラ も わらわら 登場 するとい う 希有な 作品 
世界を 作り 続けました。 

その 最高峰が 遺作 『ネオ •フ アウス ト』 です。 原 乍 『ファウスト』 


r』 について はすで 

に 説明し ましたが、 手 塚は 「生物 科学」 という 新たな 「自我の 安定 装置」 を 『フ ァウ 
スト』 と 融合 させ、 「喪 男が バィオ テクノロジ ー によって 理想の 女性を 作り、 救われ 
ようとす る」 物語を 描こうと したので す。 ただし、 ゲー テの 原作と 違って 結末では 主 
人 公は 救われない 予定だった そうです。 やっぱり 喪です ね。 手 塚は 『火の 鳥』 にも ク 
ローン 人間を 登場させる ほど クロ ーンに 並々 ならぬ 興味を 抱いて いました が、 『ネオ 
•フ ァウス ト』 において とうとう 「理想の 伴侶を クロ ーン 技術で 作る」 という 領域に 
足を 踏み込み、 科学に 潜んだ 喪 男たち の 欲望と 祈りを 「マン ガ」 という 形式で 表出し 
たわけです。 

哲学は 喪 男の 苦悩から 生まれました。 哲学の 落とし 子で ある 科学 もまた 然 り。 手 塚 
作品は 常に 「未来の 科学」 という 希望に 救いと 挫折を 幻視して いました。 「未来の ィ 
ヴ」 を 夢見た リラダンが 悲惨な 最期を 遂げた のと 同じに、 手 塚 マン ガは 「未来の ィ 
ヴ」 による 救済を 最終的には 否定し ます。 なぜなら、 手 塚 先生が ご 存命の 間には 「未 
来の ィヴ」 は 完成し そうに もなかった からです。 

それに、 やはり 敗戦 体験が 大きかった のではないでしょう か。 「俺 さえ 救われれば 
それで 良い」 という 感覚を、 どうしても 持てな かったん でしょう 。ブラック ジャック 


ぇた 「ピノ コ」 に 癒されて いたが、 過去に 恋愛 
沙汰がなかった わけでは ない。 しかし 初恋の 女 
性 •恵さん は 子宮 ガン 摘出 手術の 際に 何を 思っ 
たか女を 捨てて 男に 変身して しまい、 ブラック 
ジャツクの 元を 去って しまつた のだった。 なの 
で ブラック ジャツクは 生涯 童貞を 貫く ことにな 
つた。 ピ ノコには 大人の 身体を 与えない し、 患 
者からの アブ ロー チは 全部 護身。 手 塚 先生… 


⑳ 「火の 鳥」 

手 塚 治 虫の 未完の 大作。 大和 朝廷の 黎明期を 描 
く 「黎明 編」 から 遠い 未来、 人類が 滅亡す る 世 
界を 描いた 「未来 編」 まで、 過去から 未来が 円 
環 世界と して 描き こまれ、 その 中で 作者の 分身 
である 喪 男 「猿 田」 が 永遠に キ モメン なので 女 
に モテない という 地獄 図 絵が 繰り返され るの だ 
った。 まさしく、 喪 男 永劫 回帰。 徐々 に 未来と 
過去の 時間が 接近し、 完結編では 現代が 描かれ 
ると 言われて いた。 

㉚ 「ゴルゴ 13 」 

一九 六 八 年から 『ビッグ コミック』 で 連載 中。 
劇画。 さいとう •たかを 作品。 世界 最強の スナ 
ィ パー、 ゴル ゴ 13 ( デュ— ク 東郷) の 活躍を 描 
く。 ゴ ルゴの 正体は 未だに 謎の まま。 

㉛ 「あしたの ジヨ I」 

一九 六 八 年〜 七三 年。 梶原 一騎 (高 森 朝 雄) 原 
作、 ち ばてつ や 作画。 『週刊 少年 マガジン j で 
連載され た。 力石は 死に、 ヵー ロスは 廃人に な 
り、 ジョー は 何度も 光る ゲ ロを 吐き、 紀ちゃ ん 
には 「私、 ついていけ そうにない I と見孜 され 
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は 「自分が 生きる ために」 他人の 命を 救ぅ メスを 振る い 続ける、 と 叫びました。 手 塚 
にと つて 「マン ガを 描く」 という ことは、 そういう 意味を 持つ ていたの です。 自分 自 
身の モテより、 多数の 読者を 癒す ことこ そに、 手 塚は 自分の 生きる 目的を 見出した わ 
けです。 武器は 二次元、 つまり 妄想 だけでした。 しかし その 妄想が、 大勢の 人間を 癒 
したので す。 


二次元が 自我 安定 装置と して 機能 

ともあれ、 マン ガや アニメ、 ゲ ー ムと いった 「二 次元」 は、 旧来の 「三次元」 を 喪 
失した 戦後 日本の 若者たち にと って、 大 いなる 救済、 自我を 安定させる システム とし 
て 機能し ました。 だから アメリヵと 違って、 日本では 大人 も マン ガを 読む ようになり 
ました。 七〇年 安保 闘争 時代には、 マルクス や サルトルと 一緒に 『少年 マガジン』 が 
読まれました。 

その後、 政治 思想が 衰退して 恋愛 資本主義が 勃興す ると、 「オタク」 という 差別 用 
語が マスコミを 飛び交い 始め、 二次元は 秋 葉 原の 一角へ 囲い 込まれました。 しかし、 
オタクは 滅びる どころ か、 恋愛 資本主義 (三次元 一元論 主義) に対する プロテスタント 
として 増殖し 続けた のです。 恋愛 資本主義 という システムでは、 九 五 % ぐらいの 人間 
が 癒されません。 恋愛で 癒される 人間な ど、 モテて モテて 仕方のない 美男 美女 だけで 
す。 残りは、 不満を 抱きながら 恋愛と いう 名前の 記号を 消費 させられ、 あくせく 働い 
て 老いて いく だけな のです。 恋愛には 寿命が あり、 しかも、 ほとんどの 人間は 二次元 
で 体験で きる ような 素晴らしい 恋愛 体験を 三次元では 味わえない のです。 なので、 不 
完全な 「恋愛 資本主義」 文化への ヵゥンタ 1 として、 「二 次元 脳 内 恋愛」 文化が 登場 


て マンモス 西の 元へ 走られ、 最後は ホセに 敗れ 
て 童貞の まま 真っ 白に 燃え尽きる。 永遠の トラ 
ゥマ 劇画。 

㉜ピ ノコ 

ブラック ジャツクと 同居して いる 幼女。 実は、 
元は 奇形 囊 腫で、 ブラックジャックが 幼女 型の 
人形を 制作して あげて その 中に 臓器を 詰め込ん 
で 造った。 

㉝和登 サン 

n 二つ目が とおる j という タィトル だけで もう 
放送 禁止 っぽい 手 塚 マン ガに 登場す るヒ ロィ 
ン 。ポクっ 子。 主人公の ショ タっ子 写 楽 君と 一 
緒に お風呂に入る という 素晴らしい 趣味が あ 
る。 『週刊 少年 マガジン』 で 何を やって いるん 
です か 手 塚 先生。 幼かった 筆者は、 自分 もぃ っ 
か 和 登 サンの ょうな 女の子と 一緒に お風呂に入 
れる 日が やつて くると 信じて いた …… 。 


307 第 六 章 文化は 喪 男が 作り出す 


したのは 当然の 成り行き だつ たのです。 

二次元で 人間が 自我の 支えを 得られる という ことは、 当然、 三次元に おける 争い ご 
とも 減る という ことを 意味し ます。 

すべての 人間が 脳 内で 萌 えて 幸福に なれれば、 戦争の 必要 もなくなる はずです。 

人間は、 三次元では 「労働」 と 「子育て」 をして いればい いのです。 

美男 美女は ともかく、 僕みたい な ブ男 ブ 女は 見合い 結婚で 充分です。 

本気の 恋愛は'  そもそも 二次元で する ものです。 

社会 全体が 恋愛結婚 至上 主義に なつた ために 見合い 制度が 廃れたの が、 独身者 増加 
の 最大の 原因です。 

恋愛と 結婚を 結びつけ たのは、 大失 敗だつた と言えるで しょう。 これでは 子供が 減 
つて 当然です。 まず 結婚で きない 人間が 増えました し、 その上、 恋愛と 子育ては 相反 
する ものな のです から。 いまや、 結婚しても たくさん 子供を 作ろうと する カッ プルは 
ほとんどい ません。 子育てよりも、 自分たち の ほうが 大事 だからです。 

ちなみに、 男が 「オタク」 と 「DQN」 に 二分され るのは (もちろん、 両方 兼任して い 
る 人と か、 どつちで もない 人 もい ます)、 テストステロンの U 一里に よつて 性格が はつき り 分か 
れ るから なんです。 テス ト ステ ロンが 少ない と ラブ & ピース & オタクになります。 多 
いと DQN 系になります。 単純な ことです。 生まれつきの 体質 もあります が、 環境に 
よつても テストステロンの 量には 差が 出る。 運動して いると 増えます し、 ホワィト カ 
ラー な 仕事を している と 身体を 動かさな いので 減ります。 しかし なぜか 農業に 従事し 
ている と、 うんと テストステロンが 減る そうです。 「農耕民族 的」 (おとなしい 系) と 
「狩獵 民族的」 (ジャィ アン 系) という 人類 二分法が 昔から あります が、 実は テス ト ステ 
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ロンの 量に よって 男の タイプが そういう ふうに 二分され てい るんで す。 

昔から 一見 無根 拠に 経験 則に 基づいて 言われて きた ことを 後から 脳 科学が 裏付ける 
という ことは、 意外と あるので す。 

大学の 体育 会 あたりが よく 集団 レイプ 事件を 起こした りする のは、 元々 若くて 体力 
が あって テストステロンが 過剰な 男子学生に 強い 運動を させる ことで ますます テスト 
ステ ロンの 分泌 量を 増加させる ためでは ないかと 思います。 僕は 特に フェミニストと 
いう わけではありません が、 女性を 守る ために 各 学校は 若者の 運動を 制限す るべき だ 
と 思います。 もちろん 運動 全部 禁止と いうので はありません よ。 一定 以上の テス トス 
テロン 濃度を 超えた 男子の 運動 だけを 制限 すれば いいのです。 そうすれば レイプ 犯罪 
は、 特に 集団 レイプは 減る ことで しよう。 過剰な 運動は、 暴力を 呼ぶ のです。 僕は こ 
れを 「運動 脳」 (ラ ダビー 脳で もなんでも いぃです) と 名 づけました。 いや 冗談です が。 で 
も 「ゲ —厶 M」 だの 「フィギュア 萌え 族」 だのなん て トン デモ 語が 飛び交って いるん 
ですから、 「ラグ ビ— 脳」 なんて ふざけき った トン デモ 用語 だって ありで しよう。 

ちなみに アメリカの 一部の 州では、 強姦 魔の 受刑者に 女性 ホルモンを 投与して テス 
ト ステ ロンの 分泌を 抑制す るそう です。 そうすれば おとなしくな るんで すね。 しかし 
ちょっと 人道 上 •医学 上の 問題が ありそうな 方法です な。 それよりも 毎日、 甘 甘で ラ 
ブ ラブな 恋愛 ゲ ー ムを プレイさせる のが 良い かもしれ ません。 『つよきす』 とか 『キ 
ミキん』とか。そぅすれば、少しは「萌ぇの心」とぃぅものがゎかってきて、テスト 
ステ ロンが 減 るん じ やないで しよう か？ 


㉞ゲ ーム脳 

テレビ ゲ ー ムを やる と 人間の 脳に 惡影 ^ が ある 
という 説。 M 近では 「脳 内 汚染」 という、 より 
過激な 言葉 も 発明され た。 また 携帯 メ  — ルを 打 
つと 「メー ル 脳」 になる という。 もちろん 科学 
的な 根拠は 乏しい。 ニュ— メディア に対する 一 
種の 魔女狩り 思想。 昔は 「ロックを 聴く と 人間 
の 脳に 惡影 W. が」 なんて 言われて た。 

㉟ フィギュア 萌え族 

以前、 広島県で 幼女 殺害事件が 起きた 時、 大谷 
昭宏が テレビで 「犯人は フィギュア 萌ぇ 族」 と 
言い出して フィギュア フアンから 非難され た。 
ちなみに 犯人は 南米から やってきた 小児 性愛 者 
だった が、 大 谷の 謝罪はなかった。 

㉟ 「つよきす」 

二 〇〇五 年に きゃんで ぃそ ふとから 発売され た 
PC ゲ—ム 。ヒロインが 全員 ツンデ レの 強気つ 
子。 しかし、 そんな ことよりも 脇役 キヤ ラ •フ 
ヵ ヒレのへ たれぶ りが 全国の 喪 男の 共感を 呼ん 
だ。 プレイス テ ー シ ョン 2 にも 移植され た。 

㉛ 「キミ キス」 

二 〇〇六 年に エン タ ー ブレィンが 発売した プレ 

イス テ— ショ ン 2 用 恋愛 ゲ—ム 。とにかく 難し 

、〇 
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脳 内 二次元が ネット ワ—ク 化される 時代 

さて、 長々 と 喪 男たち の 哲学 史を 過去から 現在に わたつ て 俯瞰して きました が、 い  ㉚ グノ- シス 主義 
かがでした でしよう か。 

哲学の 歴史は 喪 男の 苦しみの 歴史で あり、 「二 次元」 追究の 歴史で も あるので す。 

秋 葉 原には、 オタクには、 このような 数千 年に わたる 人類の 営みと いう バック ボー 
ンが あったん です。 

二次元 オタクとは、 つまり、 グノー シス 主義の 末裔で あり、 カ タリ 派の 親戚で あ 
り'  フラト ンアカ デミ— の 教え子で あり、 その他 もろもろの 「I 元 論 社会に 弾圧され 
てきた 二元論 者たち」 の I 員 だっ たんで すね。 

世の中には 「二 次元」 を 攻撃して くる 一元論 者が たくさんい ますが、 プラトン も 力 
ントも ニー チヱ も 知らない ような 人を 相手に、 そのような 形而上 的な 問題に ついて 議 
論しても はじまりません。 算数の 九九を 知らない 人に 「数学なん て インチキ じ やない 
か」 とケ チを つけられて いるよう な ものな のです から。 単に 彼らが 無知蒙昧 だとい う 
だけなん です。 そして、 一元論 者の 多くが、 そういう 手合いな のです。 さりと て 
r 汝 、無知の 知を 知れ」 なんて 言って あげても、 かえって 逆恨みされ てし まいます。 

でも. 心配す る ことはありません し、 そういう 人々 と 議論を して 一度し かない 人生 
を 無駄に 消耗す る ことは な いんです。 

インタ— ネット 社会が いずれ すべてを 変えて くれる はずです。 インタ— ネットは、 

人類が はじめて 持つ ことにな った 「二つめ の 現実」 だからです。 そこでは、 これまで 
脳 内に 孤立して いた 各人の 「二 次元」 が、 次々 と リンクして いつて ネット ワ ー ク 世界 
を 作る わけです。 


精神と 物質の 二元論 思想を ベ ー ス とした 古代の 
神秘 思想。 この 物質 世界は 邪悪な 神が 造った 惡 
の 世界で あり、 善の 世界は 精神の 世界であって 
この 世とは 異なる の だ、 という 悲観的な 喪 男 二 
元 論。 初期 キリスト教 にも 影響を 与えた が、 グ 
ノー シス 派 キリスト教は 教会から 異端と して 弾 
圧され 消え去った。 しかし 以後 も 後世の 喪 男 思 
想に 絶大な 影# を 与え 続けて いる。 

⑩カ タリ 派 

一〇世 紀から 一三 世紀に かけて 存在した キリス 
卜教の 異端 宗派。 「この 世は 惡 なり」 という グ 
ノ— シス 主義 的な 二元論を 採用し、 フランス 南 
部の トゥー ル— ズな どで 流行した。 この 世" 三 
次元が 悪なら、 神の 子が 直接 生まれて くるは ず 
がない。 故に イエスは 三次元 キャラ (人間) で 
はなく 二次元 キャ ラ (幻想) だとい う 説を 唱え 
た。 十字眾 と 異端 審問に よって 滅ぼされた。 

⑩ プラトン アカ テミ ー 

元々 プラトンが 開いて いた 学校が 「アヵ デ メイ 
ア」 なの だが、 ルネサンス 時代に イタリアの メ 
ディ チ 家が 開いた 学術サ I クルの 名称 も 「ブラ 
ト ンアヵ デミ—」。 もちろん、 プラトン 哲学と 
アヵデ メイアの 再興を 念頭に 置いての 組織名で 
ある。 ルネサンス 期の イタリアでは 、プラトン 
哲学と グノー シス 主義が 合体した 「新 プラトン 
主義」 が 盛んになっ ていた。 新 ブラ トン 主義は 
本来の プラトン 哲学とは 異なり、 世界は 「一 
者 J が 流出して 生まれた もの だと 考える 神秘 思 
想だった。 
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新しい 世界です から、 いっそ 「四次元」 と 呼んでも いい。 

「三次元」 とは 異なる 「ィンタ ー ネット 社会」 が 成長す る ことによ って、 一元論 思考 
は自 ずと 崩壊して いくはず ではありません か。 

以前ち くま 新書の 『萌 える 男』 で 僕が 「二元論」 について 書いた 時、 ある 編集さん 
から 「三 元 論 モデルの ほうが 良い のでは」 と 提案され ました。 それは 確かにそう なの 
です。 ただ、 つい 数年 前までは、 「二元論」 (不可知の 「現実」 を 合わせれば 三 元 論です) と 
「一元論」 しかありませんで したから、 当座は 「二元論」 として 書いて いこうと 思っ 
たわけです。 

ィンタ ー ネットは、 明らかに 「二 次元」 の 延長に あります。 これまでは スタン ドア 
ロンだった 各人の 脳 内に ある 「二 次元」 が 従来の 三次元 世界とは 異なる 「場」 でネッ 
トワ ー キングされ 始め、 二つめ の 現実を 作りつつ あるので す。 

現代 日本では 二元論 者が 異端 扱いされ てきました が、 いずれは 逆に I 元 論者が 異端 
つまり 少数派になる 日が 来る でしよう。 

すでに ネットに ついていけ なくなっ た 人が 焦って ネットを 弾圧し ようと 騷ぎ 出した 
りして います。 「ゲ ー ム 脳」 みたい な 感じで。 でも、 基本的には 放っておけば いいの 
です。 ヵトリック教会が 何を 言おう が、 有罪判決を 出そう が、 「それでも 地球は 回っ 

ている」 のです。 

「それでも 二次元は 現ち である」、 脳 科学が いずれ この 言葉を 証明して くれる 予定で 
す。 三次元に よる 癒し も、 二次元に よる 癒し も、 いずれも 脳 内 現象です。 脳 内 現象で 
ある 限りは、 等価 値です。 等価 値で あれば、 他人を アテ にす るより、 自力で 自分を 救 
斉 する ほうが 「漢 らしい」 ではありません か。 
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恋愛とは、 ドー パ ミンの 放出に よる 「脳の 活性化」 作用な のです。 実は キリスト教 
の 信仰 だって 似た ような ものだった はずです。 喪 男の 苦しみとは、 化学的に 言えば、 
脳の ストレスです。 ド ー パ ミンを はじめと する 脳 内 ホルモンが 出れば 癒される わけで 
す。 しかし ドーパ ミンは 恋愛 だけでなく、 ス ポーツ とか、 二次元に よる 感動と か、 様 
様な 方法で 放出させる ことが 可能な のです。 恋愛 資本主義 という 地獄に 落とされた 喪 
男が ド ー パ ミンを 出せなくなる のは、 「恋愛」 という ドグマに 縛られて いるから です。 
「恋愛 以外に 俺を 救う 手段は なく、 俺は 恋愛で きない、 従って 俺は 救われない」 とい 
う 思考に 陥って いるので す。 

でも、 癒しとは 畢竟 脳 内 ホルモンの 放出と いう 化学作用に 帰結す ると 考えれば、 簡 
単な ことです。 他の 方法を 使えば いいんです。 何も、 必ずしも 二次元に 萌 える こと だ 
けを 推奨したり はしません。 運動が 好きな 人は 運動 すれば いいわけで すし、 他に もい 
ろん な 方法が あるは ずです。 映画 観る とか。 麻雀す ると か。 ただ、 「二 次元」 は 万人 
の 脳の 中に 広がっ ている から、 誰 だって 使え るんだ よ、 という ことです。 また 「二次 
元」 という 概念を 理解す る ことは、 三次元 一元 主義つ まり 現代の 恋愛 資本主義を 相対 
化して そこから 解脱す るた めの 第一歩に なって くれる わけです。 

恋愛 資本主義は'  古代 ィンドの カ ースト 制度の 再来で あり、 復活した 輪廻 思想で 
す。 「カ ース ト」 という 履歴 不明の 価値体系の 代わりに 「顔」 と 「金」 が 導入され た 
だけの、 原始的で 呪術 的な 未開の 文化なん です。 

恋愛 資本主義を 相対 化して 捉え、 二元論 思考を 身に つける ことで、 喪 男の 脳は ドグ 
マから 解放され るので す。 

その上で、 萌え によって 癒される 人は 萌 えれば よいし、 ボクシング や 柔術で 癒され 
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る 人は 格闘技を 習えば いいわけです。 他に も いろいろな 方法が あるで しょう。 カ ラオ 
ケ でも ジョギングで もなんでも。 他人に 迷惑を かけない ことで あれば、 形式は なんで 
もい いのです。 

いまは まだ 恋愛 資本主義に 洗脳され ている 人々 も、 ィンタ ー ネットを 介して、 いず 
れは 自分自身の 二次元に 適合す る 新たな 世界を 手に入れる ことが 可能になります。 才 
タク 同士の 友達 も いくらでも 作れます し、 ネットで 相手の 「内面」 から 入って 恋愛に 
至る という ル ー ト も 開ける かもしれ ません。 

一人ひとりが、 自らの 方法で 自分を 癒す ことが 可能になる 世界が、 徐 々に 迫って い 

るので す (もっとも、 二次元の ネット ヮーク 化は 逆に かつての ナチ ス ドィツの ょうな 極端な 「二 次 
元 一元論 主義」 を 生み出す 危険性 もあります。 つまり 個人的 救済では なく、 再び 国家 や 民族と いつ 
た 巨大な システムに よる 救済を 大勢の 人間が 夢想す る ことになる 可能性 も ある わけです。 人間は 集 
団 化したがる 傾向が あるた めに、 自我を なかなか 自立 させられない のです。 この 問題に ついてはい 
ずれ また どこかで 触れたい と 思います)。 


⑪ 視床 下部の 性欲 中枢 
視床 下部には 食欲 中枢 や 性欲 中枢な ど、 原始的 
•本能 的な 欲望を 喚起させる 部位が ある。 男の 
ほぅが 性欲 中枢の 間 質 核が 大きい らしい。 ま 
た、 好き嫌いの 感情 や 恋愛 感情は 扁桃 体から 生 
まれて くる。 もちろん 好悪 感情が 生み出される 
源泉の 一つには 外部からの 感覚 情報が ある わけ 
で、 つまり キモ メンは モテない ので ある。 


「ネット 社会は 前頭葉を 使わない」 なんて エセ 科学な ことを 言う 人 もい ますが、 大間 
違いです。 恋愛 資本主義に 毒され た 三次元 こそ、 前頭葉を 使わない 世界な のです。 視 
床下 部の 性欲 中枢し か 使わない 荒んだ 世界な のです。 二次元を 悪く言う 面々 は、 たい 
てい 「恋愛し ない 奴は 人間的に 成長し ない」 などと 言います が、 それは すべて 三次元 
の 恋愛 資本主義 中毒 者 自身の 姿を こちらに 投影した だけの 発言なん です。 

そもそも 三次元で 癒されて いるの なら、 他人を 見下したり 差別す る 必要なん てない 
はずです。 自分が 苦しい から、 いちいち 他人を 差別して ウサを 晴らそう とする わけで 
す 0 
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むしろ、 二次元での 体験 や 感動を 「偽物」 であると 棄却した 人間は、 その ぶん I リ 
アル」 を 体験す る 機会を 喪失し、 結果と して 人間的に 成長したり 安定したり しにくく 
なります。 いくら 三次元で 腰の ピストン 運動を 繰り返しても、 精神が 成長す る わけで 
はありますまい。 

まあ それく らいなら まだいいで すが、 三次元 一元論 主義に 走る 人が 大勢 増えて 集団 
化すれば、 また 二〇 世紀 前半の ような 大変な 面倒が 持ち上がる かもしれ ません。 実 
際、 ョーロ ッバの 周縁 部を はじめと する 世界 各地で 民族主義が 復活して 終わりの ない 
戦乱が 延 々と 続いて います。 「民族 浄化」 とか 「強制収容所」 とか 「核兵器」 といっ 
た 第二次大戦 時代に 逆戻りし たかの ような 言葉が ぽん ぽん 出て きます。 戦争の 体験を 
「反省」 する だけでは、 何も 変わらない のです。 そんな ものは、 代替わり すれば すぐ 
に 忘れて しまいます。 「のど 元 過ぎれば 熱さ 忘れる」 です。 変わらなければ ならない 
のは、 人間の思考 方法 や 根本的な 世界観と いった 意識、 つまり 個人個人の 「哲学」 な 
のです。 

この 本を 振り返って もらえれば わかる ように、 人類史に 偉大な 足跡を 残して きた 知 
性の 持ち主は、 たいていが 喪 男、 それ も 「孤立した 喪 男」 だった のです。 同じ 喪 男で 
も、 孤立せ ずに 集団を 作った 喪 男、 あるいは 一人の 喪 男 カリスマを 崇拝す るた めに 集 
まった 集団は、 偉大な 足跡 どころ か 人類史に 大きな 傷跡を 残した ケース が 目立ち ま 
す。 これは 構造 的に 不可避な ことなの です。 人は 集団 化すれば、 三次元を 書き換えよ 
うとす る ものです。 そこから 一つし かない 三次元を 複数の 集団で 奪い合う 争いが 生ま 
れ るので す ◦ですから 喪 男は、 友達は いっぱいいても いいので すが、 魂の コアな 部分 
においては キル ケゴー ルの ように 孤立す るべき なのです。 「自分で 自分を 救う」 とい 


ぅ 覚悟が、 自立が 必要な のです。 

名 だた る 孤立した 喪 男 哲学者た ちは、 喪の エネ ル ギーを 三次元の オネ ー チャンに で 
はなく、 ピストン 運動に 要する カ ロリ ー にでは なく、 まして や 第三帝国の 建国で もな 
く、 広大な 二次元の 世界へ と 注ぎ込んだ のです。 その 結果、 様々 な 発見 や 発明、 ある 
いは 創作を 成し遂げる ことができた のです。 

これは ある 意味、 大乗の 道です。 

彼ら 「孤立した 喪 男 哲学者」 たちは、 己の 苦悩を 糧 として 多数を 癒そぅと したわけ 
です。 

文化の 歴史は、 喪 男の 歴史な のです。 

モテない 者は 幸いで あり、 広大な 二次元は 彼らの ものな のです。 

喪 男は 幸いで あり、 真の 「現実」 は 彼らの ものな のです。 

魂に 傷を 負った 者 だけが、 新しい 何 かを 生み出す ことができる のです。 

喪の エネ ルギ ー を、 想像力に 変換して。 

天国は、 脳 内に あり。 

だから、 すべての 喪 男よ、 孤立せ よっ！ 

苦しみを 超えて 歓喜に 至れ (ベ ー ト— ベン)  0 
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この 本の 執筆を 終えた 頃、 担当さん から 講談社 現代 新書 『はじめての 〈超 ひも 理論〉』 (川 合 光 著) をいた だき 
ました。 もう 超 ひも 理論の 本は 要らないです YO! と 思いつつ 受け取っ たと ころ、 この 本の オマケ として 収録 
されて いた 「サイクリック 宇宙」 試論に びっくり 仰天。 サイクリック 宇宙 試論は 「試論」 と言われて いるよう に 
まだ 正式な 理論と しては 完成して いないので すが、 その 内容が 喪と いうか 仏教と いうか 永劫 回帰。 なんと、 宇宙 
は ビッグバン (爆発) と ビッグ クラン チ (収縮) を 過去に 何十 回 も 繰り返し ており、 現在の 宇宙は 「五十 回目の 宇 
宙」 なのでは ないか、 というの です！ ええ一。 

しかも、 宇宙は リセットされ るた びに 寿命を 延ばし、 進化して きたと いうので すよ。 

哲学が 担って きた 役割には 「宇宙論」 「人間 論」 などが あります が、 これらは つまり 人間の思考 や 学問の 「枠 
組み」 を 作る 作業です。 そういう 意味で、 物理学 や 脳 科学 こそが 哲学の 現代に おける (現段階に おける) 最終 発 
展形 なの だな あ、 とは 思う のです が、 それにしても これは そのまん ま 輪 M の 世界観ではないです か。 

ライプニッツは 自分が 発明した 二進法を、 中国の 易経の 知識を 再発 見した ものと 思い込んで いました し、 ニュ 
1 トン も 自分が 考えた 万有引力の 法則の 根源は 古代の 錬金術に あると 考えて 錬金術の 実験を 繰り返して いまし 
た。 現代の 物理学者たち もまた、 かつて ニ ー チェ やブッ ダが 語った 宇宙 モデルを 再発 見して いる 気分な のでは な 
いでし ようか。 ルネサンス (文芸復興) とは、 決して 新しい 文化を 生み出そう とした ム ー ブメ ント ではなく、 実 
は 古代 ギリシア •ロ ー マと いう 過去の 遺産の 「再発 見」 でした。 人間の 文明の 基本は 「温故知新」 という やつ 
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で、 埋もれた 古典を 振り返る 過程で 新しい ものが 生み出される わけです。 ところが 最近では、 どうも 様々 な 文化 
の 歴史と いう ものが 軽視され、 目の前の ト レン デイな 知識 だけが チヤ ホヤされ る 傾向が あります。 これでは 人間 
は どんどん 愚かに なって しまい ますよ。 知識の 量が 問題な のでは なく、 知識と いう ものを 体系的に、 歴史的に 捉 
える ことが 重要なん です。 

僕が わざわざ プラトン や イエス、 ブッ ダにまで 遡って 哲学の 歴史を まとめて みたの も、 人間の 「ものの 考え 
方」 「世界観」 という ものを 歴史的 •時間 的な 視点から 体系的に 書いた 本が あった ほうがい いのでは ないかと 思 
ったから です。 歴史には 「繰り返しの バタ ー ン j や、 「少しずつ 進化して いく パ タ— ン」 、「過去の 出来事と つな 
がっ ている パ タ— ン」 が 多い のです。 過去を 知る ことで 未来を 予測す る こと もで きる のです。 最近は 哲学の みな 
らず 、なんでも そうです が、 一瞬 一瞬の 目先の 話を 取り上げる ばかりで 「時間軸」 「歴史」 という 視点が 欠けつ 
つ あるよう な 気がします。 もしかして 受験 教育の 弊害で しよう か！ もちろん、 小難しく 書いても しようがない 
ので、 できるだけ わかりやすく、 笑いながら 読める ように 書いて みました。 いや 小難しい 文章を 書いて ると 僕が 
頭痛くな るんで。 

とにかく、 いにしえの 哲学とは 「頭が 良い 人」 のべ ダンテ イッ クな 道楽な どでは なく、 世の中に 不満を 持った 
「喪 男」 が 「どう すれば いいんだろう」 と 解決策を 考え抜く 作業だった という ことが ご 理解いた だけた のでは な 
いかと 思います。 だから 彼らの 大部分は いわゆる アウト サイダー だった。 本当の 哲学者の 知とは 「難しい 文章を 
書く 技術」 ではなく、 「無知の 知」 なんです。 「汝 、自身を 知れ」 という ことです。 難解な レトリック とか インチ 
キ 臭い 数式の アナ ロジ ー とか フランス 現代 思想の カタ カナ 翻訳 用語と か、 そんな もの 知らなくても いいんです。 
というよりも、 むしろ 不必要です。 「世界とは 何 だ」 「人間とは 何 だ」 「俺は なんで モテな いんだ」。 これらの 人生 
の 難問に ついて、 「考えて いる ふり」 をす る ことでは なく、 本当に 「自分の 頭で」 考える 行為 こそが、 哲学な の 
です。 しかしながら、 我々 は ヴイト ゲン シュタインの ような 天才ではありません から、 いきなり 直観で 考える よ 
り もこれ までの 先人たち の 辿って きた 思考の 足跡を (失敗 例 も 含めて) 軽く 頭に 入れて おいた ほうが 良い わけで 
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す。 本書が そのための ガィドブックに なって くれれば 幸いです 

なぜ 哲学者で も 何でもない 僕が わざわざ こんな 本を 書いた かを 説明し ます。 

元々 はちく ま 新書で 人間の 想像力の 効用を 論じる 『萌 える 男』 という 評論を 書きまして、 そこで 二元論と 一元 
論の 話を したので すが、 どうも 「何を 書いて いるの かよく 理解で きない」 という 声が あった ので 「わかりやすい 
話な のに、 なんでだろう」 と 悩みまして、 どうやら 哲学の 歴史、 つまり 人類の 世界観の 歴史が 常に 「一元論」 対 
「二元論」 の 歴史だった という ことを 学校から も 書物から も 教わっ ていない 人が 案外 多い のでは ないか、 という 
結論に 達した わけです。 

だから、 「たかが オタクの 萌え 話が、 なんで そんな 哲学 臭い 話に な るんだ」 と バカの 壁に 阻まれて 思考 停止し 
てし まう。 二つの 話が 頭の 中で 繫 がらない。 ですから、 基礎の 基礎に 立ち返る という 意味で、 大昔まで 時間を 遡 
って 一元論と 二元論の 歴史を こうして エィ ヤッと 書いて みたんで す。 モノが 先 か、 想像力が 先 かとい う 議論は、 
実はもう 何千 年 も 続けられて きたんで すね。 で、 二〇 世紀は モノが 勝った 時代 だっ たんです。 そこから 恋愛 資本 
主義と いう システムが 生まれて きた。 だから 萌え とか オタクと か 二次元と か 言っても、 何も ニー 世紀の 秋 葉 原 周 
辺に 限られた 「 ポッと 出」 の 現象では ない。 人類の 歴史の 上に 何度 目 かの 順番で 巡って きた 想像力 主義の ム ー ブ 
メント なんです よ。 それを 「現実 逃避」 などと いう 浅はかな 言葉で 批判す るよう な 手合いは、 あまりに もものを 
知らな さすぎ るので はない か、 人類の 精神の 歴史と いう ものを あまりに も 軽視して いるので はない か、 にも かか 
わらず 自分を 知的 だと 誤解して いるので はない か、 と 思っ たわけです。 

で すがこの 本は、 ぺ ー ジ数の 関係 もありまして、 想像力の 効用に ついて 論じる 上で まず 一番 基本的な 「哲学」 
(世界観) についての 話で 終わっ てし まいました。 

そこで この 次は 具体的な 「文学 & マン ガ」 の 歴史に ついて わかりやすく 体系的に 語る 本を 準備して います。 一 
応 本業で あると ころの 小説の 仕事の ほうが It しいので なかなか 難航して いるので すが、 いずれ 完成す ると 思い ま 


す。 最終的に はもぅ 一冊 加えて、 「人間 (喪 男) の 想像力 (萌 える 力) に関する 三部作」 …… 「恋愛 資本主義 批判 三 
部 作」 が できあがる 予定です。 

二〇〇 六 年 一二 月 
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